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中期計画の達成に向け、『優れた業務の達成状況にある』。 

 

○  高く評価すべき事項 

・ 東京都立産業技術研究センター(以下「都産技研」という。)は、研究

開発と技術支援の両面で様々な事業を展開し、各目標値を達成するとと

もに中小企業の製品化等に貢献しており評価できる。 

 

・ 東京都の施策と連携し、ＩｏＴや５Ｇ、ヘルスケアなどの多くの分野

でプロジェクト事業を展開し、中小企業への支援を充実させ、実績を出

してきたことは評価できる。 

 

・ 研究開発については、重点技術分野の研究開発を進め、基盤研究から

共同研究等への成果展開などに取り組んでいる。また、都産技研の総合

力を活かした「協創的研究開発」を新たに開始するなど、研究開発力の

強化に向けた取組を行っており高く評価できる。 

 

・ 技術支援については、技術相談、依頼試験、機器利用いずれも高水準

の実績を達成している。また、ブランド試験の実施による質的な向上に

加え、３Ｄものづくりセクターをはじめとして、各セクターの特色を活

かし、コロナ禍により顕在化した中小企業の新たなニーズに即したきめ

細かな支援を展開しており評価できる。 

 

○  改善・充実を求める事項 

・ ５Ｇ技術を活用した支援などの先端的な取組や、ＳＤＧｓ、ゼロエミ

ッションを踏まえた取組を推進するとともに、具体的な取組成果を対外

的に発信していくことが望まれる。 

 

・ 東京都のＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）化をリードする

べく、都産技研自身のＤＸ化を積極的に進める取組を講じていくことが

望まれる。 
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総 評 

 
第三期中期計画の最終年度までの実施状況から見て、優れた業務の達成状

況にある。 

新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けた令和２年度の実績を踏

まえても、全体的に高水準の実績であったと言える。 

第三期中期目標期間中、東京都立産業技術研究センター（以下「都産技研」

という。）は、研究開発に力を注ぐことで基盤研究の成果を共同研究や外部

資金導入研究へと展開している。また、技術支援では技術相談、依頼試験、

機器利用いずれも高水準の実績を達成するとともに、３Ｄものづくりセクタ

ーをはじめとして、地域性などを考慮した特色のあるセクター等を開設し、

中小企業が抱える多様な課題の解決に向けた支援を講じている。 

第三期中期目標のコンセプトでもある「東京の産業の発展と成長を支える

研究開発及び国内外の市場ニーズを的確に捉えた製品開発を支える技術支

援の両輪」による支援を着実に推進することで、都産技研の技術力を向上さ

せるとともに、その成果を中小企業の事業化・製品化につなげており評価で

きる。 

新たな取組という視点では、ＩｏＴや５Ｇ、ヘルスケアなどの多くの分野

でプロジェクト事業を多く展開し、都産技研の可能性を広げ、中小企業への

支援を充実させてきた。 

研究開発については、成長が期待される「環境・エネルギー」、「生活技

術・ヘルスケア」、「機能性材料」、「安全・安心」の４つの技術分野の研

究を重点的に進めてきた。こうした研究開発を支える体制強化として、各部

門の戦略的かつ自律的な事業運営を促進するため、研究テーマの設定や達成

目標、運営方法などの方針決定にかかる権限を理事長から各部長に委譲した。

加えて、都産技研の総合力を発揮するために、組織の垣根を越えたチーム編

成による「協創的研究開発」を実施しており高く評価できる。 

技術支援については、技術相談をはじめ、依頼試験、機器利用等を通じて、

中小企業の新製品・新技術開発や新事業分野への展開を支える支援を行って

いる。また、支援体制の拡充を図るため、第三期中期目標期間中に「東京ロ

ボット産業支援プラザ」の開設に加え、高付加価値製品の開発支援を目的と

して、「３Ｄものづくりセクター」、「先端材料開発セクター」、「複合素
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材開発セクター」を開設した。また、３年目となる平成30年度には中小企業

のデジタル対応力を強化するため、新たに「ＩｏＴ支援サイト」を開設した。

さらに、５年目の令和２年度には、次世代高速通信５Ｇの支援を実施するた

め、「ＤＸ推進センター」を全国の公設試験研究機関に先駆け開設した。 

これらの施設において、中小企業との共同研究による製品化事例や特許の

出願件数の増加など、支援の成果が形として表れており評価できる。 

業務運営については、法人の業務等に係る包括外部監査において指摘等を

受けたが、速やかに改善計画を策定するとともに、改善を行った。 

 

（第四期の事業運営に向けて） 

第四期では第三期の成果をもとに、都産技研が強みとする確かな技術力を

活かし、より一層中小企業の製品開発につながる支援の展開が望まれる。ま

た、東京都が令和元年12月に策定した「『未来の東京』戦略ビジョン」など、

都の施策にも目配りをしつつ、社会経済環境の変化を的確に捉え、中小企業

のニーズに基づき柔軟かつ大胆な施策を講じていくことを期待する。 

一方で、新型コロナウイルス感染症を契機として、都産技研においても非

対面による依頼試験やウェブ会議による技術相談を開始しており、都産技研

のデジタル化を進めるとともに、新たな需要獲得に向けた中小企業の取組を

支援することを望む。 

研究開発については基盤研究で得られた研究成果をもとに、中小企業や大

学等との共同研究を積極的に進めていくとともに、今後成長が期待される技

術分野をしっかりと見極め、事業化を見据えた研究開発の実施を期待したい。 

技術支援については、都産技研のＤＸ化の流れを加速させ、中小企業の複

雑かつ多様な技術相談に対してワンストップで対応することが必要である。

また、オンリーワンの技術を武器とするブランド試験についても、現場の声

やニーズを大切にし、中小企業の製品開発に資する依頼試験の実施を期待す

る。 

情報発信の推進については、これまでもＹｏｕＴｕｂｅやＴｗｉｔｔｅｒ

などＳＮＳを活用した広報を展開し、研究開発の成果や保有する技術情報の

提供に努めている。今後とも、都産技研の認知度を向上させるため、情報発

信の効果を検証し、適宜見直しを行うなど戦略的な広報活動の推進が望まれ

る。 
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 中小企業が置かれている変化の激しい環境に対応するため、都産技研が第

四期中期計画で掲げた「総合力で頼りになる都産技研」を目指し、東京の産

業を支える技術支援が必要である。技術相談、依頼試験、機器利用といった

基礎的な支援に加え、先端技術を活用した支援を実施するなど、中小企業を

支え、先導する事業運営に努め、今後の事業展開を進めていくことを期待し

たい。 

 

（その他） 

第三期中期目標期間業務実績評価を踏まえ、第四期中期目標を変更する必

要性は認められない。 
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項目別評価にあたっては、法人から提出された業務実績等報告書や法人から

のヒアリング等を基に、中期計画に記載されている各項目の進捗状況及び成果

等について検証を行い、中期計画の達成に向けた法人の事業進捗状況・成果を

評価項目ごとに以下の５段階の評語により評価を行った。 
 

評 
 
 
定 

 

Ｓ・・・中期目標の達成状況が極めて良好である 

Ａ・・・中期目標の達成状況が良好である 

Ｂ・・・中期目標の達成状況が概ね良好である 

Ｃ・・・中期目標の達成状況がやや不十分である 

Ｄ・・・中期目標の達成状況が不十分であり、法人の組織、

業務等に見直しが必要である 
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 中小企業が置かれている変化の激しい環境に対応するため、都産技研が第

四期中期計画で掲げた「総合力で頼りになる都産技研」を目指し、東京の産

業を支える技術支援が必要である。技術相談、依頼試験、機器利用といった

基礎的な支援に加え、先端技術を活用した支援を実施するなど、中小企業を

支え、先導する事業運営に努め、今後の事業展開を進めていくことを期待し

たい。 

 

（その他） 

第三期中期目標期間業務実績評価を踏まえ、第四期中期目標を変更する必

要性は認められない。 

 



地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター　　期間実績評価 　　項目別評定総括表

Ｈ28
年度

Ｈ29
年度

Ｈ30
年度

R1
年度

R2
年度

見込
評価

期間実績
評価

基盤研究 1 Ａ Ａ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ 11ページ

共同研究 2 Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 13ページ

外部資金導入研究・調査 3 Ｂ Ｂ Ａ Ｓ Ｓ Ａ Ａ 14ページ

ロボット産業活性化事業 4 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 15ページ

生活関連産業の支援 5 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ 16ページ

技術相談 6 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 17ページ

依頼試験 7 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 18ページ

機器利用サービスの提供 8 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 20ページ

３Ｄものづくりセクター 9 Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ａ Ｓ Ｓ 21ページ

先端材料開発セクター 10 Ａ Ａ Ｓ Ａ Ａ Ａ Ａ 22ページ

複合素材開発セクター 11 Ｂ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ 23ページ

オーダーメード開発支援 12 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ 24ページ

製品開発支援ラボ 13 Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 25ページ

実証試験セクター 14 Ａ Ｓ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 26ページ

技術経営支援 15 Ｓ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 27ページ

技術審査 16 Ｓ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 28ページ

海外展開技術支援 17 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 29ページ

産学公金連携による支援 18 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 30ページ

行政及び他機関との連携 19 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 31ページ

産業人材の育成 20 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 32ページ

情報発信・情報提供 21 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ａ 34ページ

組織体制及び運営、
効率化、経費削減

22 Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ 35ページ

適正な資産管理等 23 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 37ページ

危機管理対策、社会的責任 24 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 38ページ

中期目標
期間評価

Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する事項

Ⅲ～Ⅷ 財務内容の改善に関する事項、その他業務運営に関する重要事項等

年度評価

評定説明 備考

Ⅰ　住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するために
　　とるべき措置

項目
番号

中期目標を達成するために
取るべき措置
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項目 １（基盤研究） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

１ 東京の産業発展と成長を支える研究開発の推進 

１－１ 基盤研究 

機械、電気・電子、情報、化学、バイオ等の基盤技術分野に対する基盤研究を着実に

実施するとともに、中小企業の技術ニーズを踏まえ、付加価値の高い新製品・新サービ

ス開発や技術課題の解決に役立つ技術シーズの蓄積、今後発展が予想される技術分野の

充実、都民生活の向上に資する研究を基盤研究として取組む。 

なかでも、今後の成長が期待される４つの技術分野を重点として、新産業育成を図る

研究に取組み、都内中小企業による新しいサービスの創出に貢献する。 

ア）環境・エネルギー分野 

大都市特有の課題である環境浄化に関する技術開発に取り組み、国際競争力を有

する環境浄化技術を開発するとともに、再生可能エネルギーなどの研究開発により

新エネルギー創出に貢献する。 

イ）生活技術・ヘルスケア分野 

感性工学などに基づいた生活技術を応用して、サービス産業の支援を行う。東京

に集積している健康・医療・福祉機器産業に対して、先端技術を活用した研究開発

によって支援を行う。 

ウ）機能性材料分野 

幅広い産業への波及効果が高い高機能性材料の開発に取り組み、航空機産業や素

材産業などの成長産業に対する中小企業の参入を支援する。 

エ）安全・安心分野 

システム安全に基づいた高信頼性技術の開発を行い、製品の安全性向上を支援す

る。少子高齢化社会で必要となるサービスロボットの安全性評価技術を開発し、信

頼性の高いロボット開発を支援する。 

 

基盤研究の成果は、都産技研の技術レベルの向上、対応技術分野の充実、新たな依頼

試験項目の追加など中小企業への技術支援につなげていくほか、中小企業との共同研究

の実施や外部資金導入研究にも発展させていく。基盤研究の成果を基に、事業化・製品

化された件数、共同研究に発展した件数、外部資金導入研究に採択された件数を合わせ

て、第三期中期計画期間中に 100件を目標とする。 

 

 

 

 

 

 

地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター　　期間実績評価 　　項目別評定総括表

Ｈ28
年度

Ｈ29
年度

Ｈ30
年度

R1
年度

R2
年度

見込
評価

期間実績
評価

基盤研究 1 Ａ Ａ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ 11ページ

共同研究 2 Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 13ページ

外部資金導入研究・調査 3 Ｂ Ｂ Ａ Ｓ Ｓ Ａ Ａ 14ページ

ロボット産業活性化事業 4 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 15ページ

生活関連産業の支援 5 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ 16ページ

技術相談 6 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 17ページ

依頼試験 7 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 18ページ

機器利用サービスの提供 8 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 20ページ

３Ｄものづくりセクター 9 Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ａ Ｓ Ｓ 21ページ

先端材料開発セクター 10 Ａ Ａ Ｓ Ａ Ａ Ａ Ａ 22ページ

複合素材開発セクター 11 Ｂ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ａ Ａ 23ページ

オーダーメード開発支援 12 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ 24ページ

製品開発支援ラボ 13 Ｂ Ｂ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 25ページ

実証試験セクター 14 Ａ Ｓ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 26ページ

技術経営支援 15 Ｓ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 27ページ

技術審査 16 Ｓ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 28ページ

海外展開技術支援 17 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ 29ページ

産学公金連携による支援 18 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 30ページ

行政及び他機関との連携 19 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 31ページ

産業人材の育成 20 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 32ページ

情報発信・情報提供 21 Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ Ａ 34ページ

組織体制及び運営、
効率化、経費削減

22 Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ Ｂ 35ページ

適正な資産管理等 23 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 37ページ

危機管理対策、社会的責任 24 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 38ページ

中期目標
期間評価

Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する事項

Ⅲ～Ⅷ 財務内容の改善に関する事項、その他業務運営に関する重要事項等

年度評価

評定説明 備考

Ⅰ　住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するために
　　とるべき措置

項目
番号

中期目標を達成するために
取るべき措置
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（項目１） 

評 価 S （中期目標の達成状況が極めて良好である） 

■ 第三期中期計画目標値に対する実績は累計 159件となり、目標を上回った。 

 

■ 重点的に取り組むとした４つの技術分野については、基盤研究 364件のうち、

306件を実施しており、第二期よりも約２倍の重点化を行っている。 

 

■ 基盤研究制度改革の推進や、協創的研究開発を新たに開始するなど、都産技

研全体で研究を推し進める取組を実施した。 

 

⇒ 第三期中期計画を通じて、基盤研究の量的・質的向上が図られ、結果として

中期計画目標値を超える実績を出していることは高く評価できる。 

  今後は、第四期中期計画に基づき、基盤研究の成果を積極的に中小企業に還

元していくことを期待する。 
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項目 ２（共同研究） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

１ 東京の産業発展と成長を支える研究開発の推進 

１－２ 共同研究 

基盤研究で得られた研究成果を効率的かつ効果的に実用化へつなげていくため、独自

の技術やノウハウを有し意欲のある中小企業や業界団体、大学、研究機関と協力して、

共同研究に積極的に取り組む。共同研究の実施により、第三期中期計画期間中に製品化

又は事業化に至った件数については、33件を目標とする。 

共同研究機関の共同研究による製品化・事業化を把握できる仕組みを導入する。 

 

評 価 Ａ （中期目標の達成状況が良好である） 

■ 中小企業等との共同研究により製品化・事業化した件数は累計 54件と、中期

計画目標値を上回っている。 

 

■ 中小企業へのＩｏＴ化支援を全国の公設試験研究機関に先駆けて新たに取り

組むなど、ＤＸ化の時代を見据え、早期に支援体制の構築及び支援を実施してい

る。 

 

⇒ 中期計画目標値を超える実績を上げ、時代を先取りした支援を行ってきたこ

とは評価できる。 

引き続き、先端的なテーマに関する支援環境を整え、中小企業への技術支援を

推し進めていくことを期待する。 

 

 

  

                                     

 

（項目１） 

評 価 S （中期目標の達成状況が極めて良好である） 

■ 第三期中期計画目標値に対する実績は累計 159件となり、目標を上回った。 

 

■ 重点的に取り組むとした４つの技術分野については、基盤研究 364件のうち、

306件を実施しており、第二期よりも約２倍の重点化を行っている。 

 

■ 基盤研究制度改革の推進や、協創的研究開発を新たに開始するなど、都産技

研全体で研究を推し進める取組を実施した。 

 

⇒ 第三期中期計画を通じて、基盤研究の量的・質的向上が図られ、結果として

中期計画目標値を超える実績を出していることは高く評価できる。 

  今後は、第四期中期計画に基づき、基盤研究の成果を積極的に中小企業に還

元していくことを期待する。 
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項目３（外部資金導入研究・調査） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

１ 東京の産業発展と成長を支える研究開発の推進 

１－３ 外部資金導入研究・調査 

都産技研が保有する研究成果を基に、科学技術研究費や産業振興を目的とする外部資

金等に積極的に応募し採択を目指す。外部資金を導入した研究・調査を実施した成果を

もって、中小企業のニーズや社会的ニーズの解決に応えていく。外部資金導入研究・調

査の採択件数については、第三期中期計画期間中に 70件を目標とする。 

 

  

評 価 Ａ （中期目標の達成状況が良好である） 

■ 戦略的な外部資金獲得活動の成果として、中期計画目標値 70件を超える 192

件の実績を達成している。第二期の平均採択件数と比べ、第三期は２倍以上の

平均採択件数を達成している。 

 

■ 外部資金を獲得するため、所内全体の取組日程の見直しや所外からの講師招

へいなど、戦略的に取組を実施している。 

 

⇒ 戦略的に外部資金獲得活動を進めたことで、中期計画目標値を超える実績を

上げたことは評価できる。 

引き続き、職員の育成を進め、外部資金の獲得への取組を継続することを期待

する。 
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項目４（ロボット産業活性化事業） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

１ 東京の産業発展と成長を支える研究開発の推進 

１－４ ロボット産業活性化事業 

今後の少子高齢化対策並びに生活の質の向上対策として期待されているロボット産業

の活性化事業を実施し、中小企業や大学との共同研究を通じた事業化・産業化を推進す

る。また、ロボット産業の活性化に必要な産業人材を育成する。 

 

評 価 Ａ （中期目標の達成状況が良好である） 

■ 中小企業等との公募型共同研究等により、製品化・事業化を 34件達成した。 

 

■ ロボット産業の人材育成に向け、ＳＩｅｒ（システムインテグレーター）育

成事業やセミナー、講習会を実施した。 

 

■ 大規模展示場などにおいて実証実験などを行うことで、ロボットの社会実装・

普及に向け取り組んだ。 

 

⇒ 多くの製品化・事業化を達成するだけでなく、社会実装に向けた支援も実施

していることを評価する。 

  今後ともロボット分野に加え、ＩｏＴや５Ｇも含めた総合的な技術支援を行

っていくことを期待する。 

  また、新しい取組の成果について、積極的に情報発信を行うことを期待する。 

 

 

  

                                     

 

項目３（外部資金導入研究・調査） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

１ 東京の産業発展と成長を支える研究開発の推進 

１－３ 外部資金導入研究・調査 

都産技研が保有する研究成果を基に、科学技術研究費や産業振興を目的とする外部資

金等に積極的に応募し採択を目指す。外部資金を導入した研究・調査を実施した成果を

もって、中小企業のニーズや社会的ニーズの解決に応えていく。外部資金導入研究・調

査の採択件数については、第三期中期計画期間中に 70件を目標とする。 

 

  

評 価 Ａ （中期目標の達成状況が良好である） 

■ 戦略的な外部資金獲得活動の成果として、中期計画目標値 70件を超える 192

件の実績を達成している。第二期の平均採択件数と比べ、第三期は２倍以上の

平均採択件数を達成している。 

 

■ 外部資金を獲得するため、所内全体の取組日程の見直しや所外からの講師招

へいなど、戦略的に取組を実施している。 

 

⇒ 戦略的に外部資金獲得活動を進めたことで、中期計画目標値を超える実績を

上げたことは評価できる。 

引き続き、職員の育成を進め、外部資金の獲得への取組を継続することを期待

する。 
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項目５（生活関連産業の支援） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

１ 東京の産業発展と成長を支える研究開発の推進 

１－５ 生活関連産業の支援 

 クールジャパン製品に代表されるように、生活関連製品の付加価値向上の重要性が増し

ていることから、感性工学など新たな産業技術にもとづく開発促進および製品評価に係

る技術支援サービスを実施する。 

 

評 価 Ｂ （中期目標の達成状況が概ね良好である） 

■ 全国の公設試験研究機関と連携し、各機関が保有する人間工学に関する機器

の情報を横断的に提供するデータベースをウェブで公開しており、サイトの閲

覧件数は着実に増加している。 

 

■ 第三期中期計画期間に、新たに、生活動作計測スタジオ、ヘルスケア産業支

援室を整備し、人間工学やヘルスケア分野など、新たな産業技術に関する製品

化・事業化支援を実施した。 

 

⇒ 引き続き、整備した設備を有効に活用し支援を継続するとともに、利用者の

ニーズに応じた機器を的確に整備し、技術支援を充実していくことを望む。 
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項目６（技術相談） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－１ 技術的課題の解決のための支援（技術相談） 

ものづくりの基盤的技術分野の技術支援ニーズのみならず、環境、生活技術、安全・ 

安心など都市課題の解決に向けた幅広い技術支援に取組む。 

本部に設置した総合支援窓口の取組みを継続し、複数技術分野にまたがる相談への一 

括対応などサービス機能の総合化を図り、お客様へのワンストップサービスを継続す

る。 

中小企業の現場での支援が必要な場合は、職員や専門家を現地に派遣する実地技術支 

援を実施する。都産技研が保有していない技術分野の相談があった場合は、専門家への

委嘱あるいは他の試験研究機関や大学へ紹介するなどお客様の利便性向上に努める。 

技術相談件数については、第三期中期計画期間の最終年度である平成 32年度の年間 

実績 120,000件を目標とする。 

 

評 価 Ｂ （中期目標の達成状況が概ね良好である） 

 

■ 技術相談の実績はコロナ禍で実績が減少した令和２年度を除き、毎年度中期

計画目標値を上回っている。 

 

相談 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 

実績（件） 138,165 136,666 139,835 141,673 116,545 

 

■ 専門相談員の設置や実地技術支援など、利用者に対してきめ細かい支援を行

っている。 

 

専門相談 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 

実績（件） 128 215 257 190 94 

 

⇒ 引き続き、支援を必要としている中小企業に対する丁寧な技術相談を実施さ 

れたい。 

今後は、支援した企業の情報をデータベースとして整理し、都産技研の各種施

策に活かすことができるようにしていくことを望む。 

 

 

                                     

 

項目５（生活関連産業の支援） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

１ 東京の産業発展と成長を支える研究開発の推進 

１－５ 生活関連産業の支援 

 クールジャパン製品に代表されるように、生活関連製品の付加価値向上の重要性が増し

ていることから、感性工学など新たな産業技術にもとづく開発促進および製品評価に係

る技術支援サービスを実施する。 

 

評 価 Ｂ （中期目標の達成状況が概ね良好である） 

■ 全国の公設試験研究機関と連携し、各機関が保有する人間工学に関する機器

の情報を横断的に提供するデータベースをウェブで公開しており、サイトの閲

覧件数は着実に増加している。 

 

■ 第三期中期計画期間に、新たに、生活動作計測スタジオ、ヘルスケア産業支

援室を整備し、人間工学やヘルスケア分野など、新たな産業技術に関する製品

化・事業化支援を実施した。 

 

⇒ 引き続き、整備した設備を有効に活用し支援を継続するとともに、利用者の

ニーズに応じた機器を的確に整備し、技術支援を充実していくことを望む。 
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項目７（依頼試験） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－１ 技術的課題の解決のための支援（依頼試験） 

製品の品質・性能証明や事故原因究明など都内中小企業の技術的課題の解決及び高品 

質、高性能、高安全性など付加価値の高いものづくりを支援できるよう、依頼試験の充

実を図るとともに、効果的な技術的アドバイスを実施する。JIS等に定めのない分析・

評価など、お客様の個別の試験ニーズに対しては、オーダーメード試験により柔軟に対

応する。 

膨大かつ多様な試験ニーズに対応するため、首都圏公設試連携体（以下「TKF」とい 

う。）に参加している近隣の公設試験研究機関と連携し、お客様の相互紹介を行うなど

のサービスを実施する。 

中小企業の海外取引の拡大や高度化する製品開発に伴って必要となる品質証明に関す 

るニーズに対応し、公的試験研究機関としての信頼の維持向上を図るため、機器の保

守・更新、校正管理をより適切に行う。試験所認定を受けた登録分野の技術支援を実施

することで、依頼試験の高品質化を進める。 

高付加価値な製品の開発に必要となる高度かつ多様な試験ニーズに対応するため、試 

験項目の追加等を適宜行うとともに、全国の公設試験研究機関にはない都産技研の特徴

ある技術分野（非破壊透視試験、音響試験、照明試験等）については、試験精度の向上

や試験内容の充実を図るなど一層高品質なサービスの提供に努める。都産技研の特徴あ

る技術分野が依頼試験全体に占める割合については、第三期中期計画期間の最終年度で

ある平成 32年度の年間実績で 23％を目標とする。 
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（項目７） 

評 価 Ａ （中期目標の達成状況が良好である） 

■ 中期計画上の目標としていた、ブランド試験の実施割合は中期計画期間を通

じて目標を超える水準の実績を達成した。 

 

ブランド試験割合 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 

実績（％） 31 32 34 33 35 

 

■ 依頼試験の実績は、ほとんどの年度で第二期実績平均を超える実績を達成し

ている。 

 

依頼試験 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 

実績（件） 143,466 143,093 148,809 143,141 109,884 

 

■ 中小企業のニーズに対応した依頼試験項目の改廃等を継続して実施してい

る。 

 

⇒ 多様なニーズを踏まえた試験内容の見直しを行いつつ、高い支援実績を上げ

ていることは評価できる。 

 

 

 

  

                                     

 

項目７（依頼試験） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－１ 技術的課題の解決のための支援（依頼試験） 

製品の品質・性能証明や事故原因究明など都内中小企業の技術的課題の解決及び高品 

質、高性能、高安全性など付加価値の高いものづくりを支援できるよう、依頼試験の充

実を図るとともに、効果的な技術的アドバイスを実施する。JIS等に定めのない分析・

評価など、お客様の個別の試験ニーズに対しては、オーダーメード試験により柔軟に対

応する。 

膨大かつ多様な試験ニーズに対応するため、首都圏公設試連携体（以下「TKF」とい 

う。）に参加している近隣の公設試験研究機関と連携し、お客様の相互紹介を行うなど

のサービスを実施する。 

中小企業の海外取引の拡大や高度化する製品開発に伴って必要となる品質証明に関す 

るニーズに対応し、公的試験研究機関としての信頼の維持向上を図るため、機器の保

守・更新、校正管理をより適切に行う。試験所認定を受けた登録分野の技術支援を実施

することで、依頼試験の高品質化を進める。 

高付加価値な製品の開発に必要となる高度かつ多様な試験ニーズに対応するため、試 

験項目の追加等を適宜行うとともに、全国の公設試験研究機関にはない都産技研の特徴

ある技術分野（非破壊透視試験、音響試験、照明試験等）については、試験精度の向上

や試験内容の充実を図るなど一層高品質なサービスの提供に努める。都産技研の特徴あ

る技術分野が依頼試験全体に占める割合については、第三期中期計画期間の最終年度で

ある平成 32年度の年間実績で 23％を目標とする。 
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項目８（機器利用サービスの提供） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－２ 開発型中小企業の支援（機器利用サービスの提供） 

中小企業では導入が困難な測定機器や分析機器を整備し、中小企業における新製品・ 

新技術開発のために機器の直接利用のサービスを提供する。利用に際しては、職員の豊

富な知識を活かして、的確な機器利用に関する指導・助言を行う。 

高度な先端機器についても、利用方法習得セミナーを開催して機器利用ライセンスを 

発行する制度により、中小企業の機器利用の促進を図る。 

都産技研ホームページ（以下、「都産技研 HP」という。）を活用し、利用可能情報を 

提供するなど、機器利用に際しての利便性向上を図る取り組みを継続する。 

 

評 価 Ａ （中期目標の達成状況が良好である） 

■ 第三期中期目標期間で、第二期中期目標期間の平均実績を超える高い機器利用実績

を達成している。 
 

機器利用 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 

実績（件） 134,285 144,737 157,541 140,901 103,411 

 
■ 機器利用ライセンス制度の利用促進や、ウェブでの機器予約情報の提供など、利用

者の利便性向上に向けた取組を行った。 
 
■ ＤＸ推進センターを新たに開設することで、５Ｇといった先端分野への支援にも積

極的に対応した。 
 
⇒ 中期目標期間を通じて高い利用実績を達成していることは評価できる。 
  今後とも、利用頻度などのデータを分析して、機器の充実・廃止などの見直しを計

画的に実施してほしい。 
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項目９（３Ｄものづくりセクター） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－２ 開発型中小企業の支援（３Ｄものづくりセクター） 

アディティブマニュファクチャリング設備により試作・製作支援、三次元ＣＡＤデー

タ作成等のデジタルエンジニアリング支援を行うための「3Dものづくりセクター」を開

設し、3D技術やリバースエンジニアリングを活用した製品開発を総合的に支援する。「3D

ものづくりセクター」における依頼試験と機器利用の総件数については、第三期中期計

画期間の最終年度である平成 32年度の年間実績 21,100件を目標とする。 

 

評 価 Ｓ （中期目標の達成状況が極めて良好である） 

■ 中期計画期間を通じて、中期計画目標値を超える高い支援実績を達成してい

る。 

 

依頼試験及び機器利用 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 

実績（件） 24,448 24,033 28,209 36,202 24,184 

 

■ ３Ｄものづくりセクターにおける支援で、中小企業の製品化プロセスの短縮

に寄与している。また、新型コロナウイルス感染症対策製品など、コロナ禍で

生じた新たな製品の開発に向けた試作にも貢献している。 

 

⇒ 中期計画目標値を超える高い支援実績を出していることは高く評価できる。 

  今後とも、造形技術の進歩に合わせた施設や機器、職員のレベルアップを継

続することを望む。 

 

 

  

                                     

 

項目８（機器利用サービスの提供） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－２ 開発型中小企業の支援（機器利用サービスの提供） 

中小企業では導入が困難な測定機器や分析機器を整備し、中小企業における新製品・ 

新技術開発のために機器の直接利用のサービスを提供する。利用に際しては、職員の豊

富な知識を活かして、的確な機器利用に関する指導・助言を行う。 

高度な先端機器についても、利用方法習得セミナーを開催して機器利用ライセンスを 

発行する制度により、中小企業の機器利用の促進を図る。 

都産技研ホームページ（以下、「都産技研 HP」という。）を活用し、利用可能情報を 

提供するなど、機器利用に際しての利便性向上を図る取り組みを継続する。 

 

評 価 Ａ （中期目標の達成状況が良好である） 

■ 第三期中期目標期間で、第二期中期目標期間の平均実績を超える高い機器利用実績

を達成している。 
 

機器利用 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 

実績（件） 134,285 144,737 157,541 140,901 103,411 

 
■ 機器利用ライセンス制度の利用促進や、ウェブでの機器予約情報の提供など、利用

者の利便性向上に向けた取組を行った。 
 
■ ＤＸ推進センターを新たに開設することで、５Ｇといった先端分野への支援にも積

極的に対応した。 
 
⇒ 中期目標期間を通じて高い利用実績を達成していることは評価できる。 
  今後とも、利用頻度などのデータを分析して、機器の充実・廃止などの見直しを計

画的に実施してほしい。 
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項目１０（先端材料開発セクター） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－２ 開発型中小企業の支援（先端材料開発セクター） 

機能性材料、環境対応製品など先端材料製品の開発に用いる高度先端機器を集中配置

した「先端材料開発セクター」を開設し、中小企業による高度な研究開発や技術課題の

解決を支援する。「先端材料開発セクター」における依頼試験と機器利用の総件数につ

いては、第三期中期計画期間の最終年度である平成 32 年度の年間実績 7,600 件を目標

とする。 

 

評 価 Ａ （中期目標の達成状況が良好である） 

■ 新型コロナウイルス感染症の影響があった令和２年度を除けば、中期計画目

標値を超える実績を達成している状況が続いている。 

 

依頼試験及び機器利用 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 

実績（件） 5,792 5,487 7,876 8,001 6,651 

 

■ 論文掲載や特許出願といった研究面での成果も着実に出している。 

 

⇒ 中小企業支援の面で中期計画目標値を上回る実績を出しつつ、研究面でも成

果を積み重ねていることは評価できる。 
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項目１１（複合素材開発セクター） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－２ 開発型中小企業の支援（複合素材開発セクター） 

産業用繊維や炭素繊維などの複合素材の開発を支援するため、多摩テクノプラザに「複

合素材開発セクター」を開設し、成長産業へ参入を希望する中小企業の支援を行う。「複

合素材開発セクター」における依頼試験と機器利用の総件数については、第三期中期計

画期間の最終年度である平成 32年度の年間実績 19,500件を目標とする。 

 

評 価  Ａ （中期目標の達成状況が良好である） 

■ 中期計画期間中に、中期計画目標値を超える支援を実施している。 

 

依頼試験及び機器利用 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 

実績（件） 15,854 19,731 20,176 23,083 12,804 

 

■ 複合素材開発セクターを開設し、繊維強化プラスチックをはじめ、機能性材

料を多数開発している。 

 

⇒ 中期計画目標値を超える支援実績を上げたことは評価できる。 

 

 

  

                                     

 

項目１０（先端材料開発セクター） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－２ 開発型中小企業の支援（先端材料開発セクター） 

機能性材料、環境対応製品など先端材料製品の開発に用いる高度先端機器を集中配置

した「先端材料開発セクター」を開設し、中小企業による高度な研究開発や技術課題の

解決を支援する。「先端材料開発セクター」における依頼試験と機器利用の総件数につ

いては、第三期中期計画期間の最終年度である平成 32 年度の年間実績 7,600 件を目標

とする。 

 

評 価 Ａ （中期目標の達成状況が良好である） 

■ 新型コロナウイルス感染症の影響があった令和２年度を除けば、中期計画目

標値を超える実績を達成している状況が続いている。 

 

依頼試験及び機器利用 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 

実績（件） 5,792 5,487 7,876 8,001 6,651 

 

■ 論文掲載や特許出願といった研究面での成果も着実に出している。 

 

⇒ 中小企業支援の面で中期計画目標値を上回る実績を出しつつ、研究面でも成

果を積み重ねていることは評価できる。 
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項目１２（オーダーメード開発支援） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－２ 開発型中小企業の支援（オーダーメード開発支援） 

 中小企業が自社製品を開発する際の上流工程の技術課題解決に対応するため、オーダー 

メード開発支援を実施し、新製品や新技術の開発を支援する。オーダーメード開発支援 

の件数については、第三期中期計画期間の最終年度である平成 32年度の年間実績 450件

を目標とする。 

 

評 価 Ａ （中期目標の達成状況が良好である） 

■ 中期計画目標値を上回る支援実績を継続して達成しており、多くの製品化事

例を創出している。 

 

開発支援 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 

実績（件） 450 520 504 592 463 

 

■ 中小企業のニーズに的確に対応した支援を実施し、アウトカム調査において

目的達成度が平均 94.7%と高い数値を達成している。 

 

⇒ 継続的に目標値を超える実績を達成したことは評価できる。 

第四期中期計画では、新たに開始するオーダーメード型技術支援を通じて、

一層、製品化・事業化支援を進めていくことを期待する。 
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項目１３（製品開発支援ラボ） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－２ 開発型中小企業の支援（製品開発支援ラボ） 

新製品・新技術開発を目指す中小企業の研究・実験スペースへのニーズに対応するた 

め、本部の製品開発支援ラボ 19室に加えて多摩テクノプラザの製品開発支援ラボ 5室

を引き続き利用に供する。 

共同研究企業が無料で利用可能な共同研究開発室を 3室設置し、共同研究の成果を活 

用した迅速な製品の開発を促進する。 

 

評 価 Ａ （中期目標の達成状況が良好である） 

■ 本部、多摩テクノプラザともに中期計画期間中の平均入居率が 90％以上を達

成しており、ラボマネージャーが中心となり、技術面のみならず、イベント出展

などの支援を行うことで、製品化・事業化の促進や売上増加につなげることがで

きている。 

 

■ ものづくりベンチャーの支援に向けた支援施設の整備を行うことで、新たな

ニーズに対応できるようにしている。 

 

⇒ ラボ入居企業に対する支援を充実させ、結果に表れていることは評価できる。 

 

  

                                     

 

項目１２（オーダーメード開発支援） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－２ 開発型中小企業の支援（オーダーメード開発支援） 

 中小企業が自社製品を開発する際の上流工程の技術課題解決に対応するため、オーダー 

メード開発支援を実施し、新製品や新技術の開発を支援する。オーダーメード開発支援 

の件数については、第三期中期計画期間の最終年度である平成 32年度の年間実績 450件

を目標とする。 

 

評 価 Ａ （中期目標の達成状況が良好である） 

■ 中期計画目標値を上回る支援実績を継続して達成しており、多くの製品化事

例を創出している。 

 

開発支援 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 

実績（件） 450 520 504 592 463 

 

■ 中小企業のニーズに的確に対応した支援を実施し、アウトカム調査において

目的達成度が平均 94.7%と高い数値を達成している。 

 

⇒ 継続的に目標値を超える実績を達成したことは評価できる。 

第四期中期計画では、新たに開始するオーダーメード型技術支援を通じて、

一層、製品化・事業化支援を進めていくことを期待する。 
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項目１４（実証試験セクター） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－２ 開発型中小企業の支援（実証試験セクター） 

中小企業の安全で信頼性の高い製品開発のために必要な温湿度、振動、衝撃、劣化、ノ 

イズ等の試験を行う際に、技術相談、依頼試験、機器利用を一貫して支援することがで

きるよう、環境試験機器を「実証試験セクター」に集約し、迅速かつ効率的な試験サー

ビスを提供する。「実証試験セクター」における依頼試験と機器利用の総件数について

は、第三期中期計画期間の最終年度である平成 32年度の年間実績 48,000件を目標とす

る。 

 

評 価 Ａ （中期目標の達成状況が良好である） 

■ 中期計画期間を通じて、中期計画目標値を上回る利用実績を達成している。 

 

依頼試験及び機器利用 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 

実績（件） 68,123 74,969 70,891 62,481 60,008 

 

■ 環境試験機器を大幅にリニューアルし、紹介動画を作成するなど、利用者ニ

ーズを踏まえた環境整備を行うとともに、利用率の向上に向け積極的に情報発

信を行っている。 

 

⇒ 中期計画目標値を超える利用実績が出ており、利用者目線に立った支援を行

っていることは評価できる。 
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項目１５（技術経営支援） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－３ 新事業展開、新分野開拓のための支援（技術経営への支援） 

中小企業が自社の「技術力」を強力な経営基盤として活用し、戦略的な事業展開や技 

術経営手法の導入等に活かしていけるよう、公益財団法人東京都中小企業振興公社（以

下、「中小企業振興公社」という。）などの経営支援機関と連携して、セミナーの開催や

企業への実地技術支援等を行う。 

都産技研の成果として蓄積した優れた新技術や技術的知見を、中小企業の技術開発や 

製品開発に活かすため、知的財産権の出願やそれらを活用する使用許諾を推進する。第

三期中期計画期間中に都産技研の知的財産権を中小企業等へ実施許諾する件数について

は、30件を目標とする。 

 

評 価 Ａ （中期目標の達成状況が良好である） 

■ 知的財産権の実施許諾件数は中期計画期間累計 59件であり、中期計画目標値

を超える実績を上げている。 

 

■ 中小企業振興公社等との連携により、セミナーや実地技術支援を着実に実施

している。 

 

⇒ 実施許諾件数が中期計画目標値を超える実績であることは評価できる。 

今後、中小企業振興公社との連携を一層推進し、支援の充実を図ることを期

待する。 

 

 

                                     

 

項目１４（実証試験セクター） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－２ 開発型中小企業の支援（実証試験セクター） 

中小企業の安全で信頼性の高い製品開発のために必要な温湿度、振動、衝撃、劣化、ノ 

イズ等の試験を行う際に、技術相談、依頼試験、機器利用を一貫して支援することがで

きるよう、環境試験機器を「実証試験セクター」に集約し、迅速かつ効率的な試験サー

ビスを提供する。「実証試験セクター」における依頼試験と機器利用の総件数について

は、第三期中期計画期間の最終年度である平成 32年度の年間実績 48,000件を目標とす

る。 

 

評 価 Ａ （中期目標の達成状況が良好である） 

■ 中期計画期間を通じて、中期計画目標値を上回る利用実績を達成している。 

 

依頼試験及び機器利用 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 

実績（件） 68,123 74,969 70,891 62,481 60,008 

 

■ 環境試験機器を大幅にリニューアルし、紹介動画を作成するなど、利用者ニ

ーズを踏まえた環境整備を行うとともに、利用率の向上に向け積極的に情報発

信を行っている。 

 

⇒ 中期計画目標値を超える利用実績が出ており、利用者目線に立った支援を行

っていることは評価できる。 
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項目１６（技術審査） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－３ 新事業展開、新分野開拓のための支援（技術審査への貢献） 

東京都や自治体、経営支援機関等が実施する中小企業等への助成や表彰などの際に行 

われる技術審査に積極的に協力する。 

公的試験研究機関として公平・公正・中立な審査を効率的に行えるよう、学会や展示 

会などでの最新の技術情報の収集・研究や研修等の実施により審査スキルの向上に努め

る。 

 

評 価 Ａ （中期目標の達成状況が良好である） 

■ 技術審査について、東京都をはじめとする団体等から事業を受託することで、

第二期よりも多くの技術審査を実施しており、積極的な技術審査への協力が実

績として表れている。 

 

技術審査 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 

実績（件） 5,200 5,508 5,859 5,667 5,141 

 

■ 職員が研修に参加するなど、不断の技術審査能力の向上を図っている。 

 

⇒ 技術審査件数が前期よりも高水準で推移していることは都産技研が多方面に

一層貢献していると分析でき、評価できる。 
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項目１７（海外展開技術支援） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－４ 中小企業の海外展開を支える技術支援 

 (1) 国際規格対応への支援 

  中小企業が製品輸出や海外進出などを行う際に、相手国の規格への適合性を確認

するための測定や分析の必要性などの情報が中小企業に十分に提供されていない現

状を踏まえ、国際規格に関する相談や国際規格の動向に関するセミナーを実施し、

海外展開を目指す都内中小企業を支援する。 

  中小企業の海外展開等で必要となる国際規格に対応した試験により都内中小企業

の海外展開支援をすすめる。第三期中期計画期間の最終年度である平成 32年度の

年間実績 4,000件を目標とする。 

 

(2) 海外支援拠点による支援 

   今後の市場拡大が期待される海外に展開する中小企業に対し現地技術支援を実施

するとともに、海外の現地情報を都内中小企業へ情報提供し海外展開支援を実施す

る。 

 

評 価 Ａ （中期目標の達成状況が良好である） 

■ 中期計画目標値を超える実績を継続して達成している。 

 

依頼試験 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 

実績（件） 6,087 6,649 6,358 6,007 5,387 

 

■ 専門相談員でオンライン相談を開始し、海外規格解説テキストを新たに作成

するなど、支援の質の向上にも取り組んでいる。 

 

⇒ 中期計画目標値を超える実績が出ていることは評価できる。 

昨今の情勢を踏まえ、オンラインを積極的に活用するなどにより、継続して

支援していくことを期待する。 

 

 

 

                                     

 

項目１６（技術審査） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

２ 中小企業の製品・技術開発、新事業展開を支える技術支援 

２－３ 新事業展開、新分野開拓のための支援（技術審査への貢献） 

東京都や自治体、経営支援機関等が実施する中小企業等への助成や表彰などの際に行 

われる技術審査に積極的に協力する。 

公的試験研究機関として公平・公正・中立な審査を効率的に行えるよう、学会や展示 

会などでの最新の技術情報の収集・研究や研修等の実施により審査スキルの向上に努め

る。 

 

評 価 Ａ （中期目標の達成状況が良好である） 

■ 技術審査について、東京都をはじめとする団体等から事業を受託することで、

第二期よりも多くの技術審査を実施しており、積極的な技術審査への協力が実

績として表れている。 

 

技術審査 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 

実績（件） 5,200 5,508 5,859 5,667 5,141 

 

■ 職員が研修に参加するなど、不断の技術審査能力の向上を図っている。 

 

⇒ 技術審査件数が前期よりも高水準で推移していることは都産技研が多方面に

一層貢献していると分析でき、評価できる。 
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項目１８（産学公金連携による支援） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

３ 多様な主体による連携の推進 

３－１ 産学公金連携による支援 

本部に開設した「東京イノベーションハブ」において、中小企業と大学、学協会、研

究機関との連携を促進するセミナーや交流会、展示会を開催し、産学公連携支援を推進

する。 

公立大学法人首都大学東京（以下「首都大学東京」という。）など豊富な技術シーズ 

を有する大学や研究機関と中小企業とのマッチングの場を提供する。 

 企業同士の連携に意欲のある企業に対して、異業種交流会や技術研究会の設立支援、 

業界団体との業種別交流会の開催等を継続実施し、単独企業では困難な技術的課題の解

決や新製品・新技術開発を促進する。 

 中小企業の製品開発や事業化が円滑に進むよう、金融機関など支援機関と連携した取 

り組みを行う。 

 

評 価 Ｂ （中期目標の達成状況が概ね良好である） 

■ 毎年度ビジネスマッチング会を主催し成約につなげており、中小企業にとっ

て有益なマッチングの場が提供できている。 

 

■ 大学との連携をはじめ、金融機関など多様な主体との連携支援に積極的に取

り組んでいる。 

 

⇒ 今後、産学公金の連携を一層進めることで、中小企業支援の充実を図ること

を望む。 
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項目１９（行政及び他機関との連携） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

３ 多様な主体による連携の推進 

３－２ 行政及び他の支援機関との連携による支援 

区市町村やそれらの自治体が運営する中小企業支援機関が開催する展示会及びセミナ 

ーへの参加の要請や、職員派遣の要請等にきめ細かく対応することで、地域における産

業振興の取組みに貢献するとともに都産技研の利用促進を図る。 

公設試験研究機関が相互に連携・補完して広域的に中小企業の支援を実施している 

TKFの活動を継続することにより、広域的なワンストップサービスを確保し、中小企業

への技術支援の充実を図る。 

都産技研を利用した中小企業において、製品化や事業化の際に生じる開発資金の調 

達、販路の開拓などが円滑に進められるよう、中小企業振興公社等の経営支援機関と連

携して技術と経営の両面から総合的な支援に努める。 

 

評 価 Ｂ （中期目標の達成状況が概ね良好である） 

■ 大学や自治体など多様な機関との連携協定の締結を進め、セミナーや技術審

査など様々な貢献を行うことで、都産技研の利用促進に努めている。 

 

■ 「東京手仕事」プロジェクトなど、中小企業振興公社等と連携し、技術と経

営の両面から支援を行い、製品化・事業化に貢献している。 

 

⇒ 今後とも、協定締結機関との連携事業を充実するなど、中小企業に対する技

術支援を積極的に実施していくことを望む。また、中小企業振興公社との連携に

よる技術と経営の両面からの支援は重要であり、一層の充実を望む。 

 

 

  

                                     

 

項目１８（産学公金連携による支援） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

３ 多様な主体による連携の推進 

３－１ 産学公金連携による支援 

本部に開設した「東京イノベーションハブ」において、中小企業と大学、学協会、研

究機関との連携を促進するセミナーや交流会、展示会を開催し、産学公連携支援を推進

する。 

公立大学法人首都大学東京（以下「首都大学東京」という。）など豊富な技術シーズ 

を有する大学や研究機関と中小企業とのマッチングの場を提供する。 

 企業同士の連携に意欲のある企業に対して、異業種交流会や技術研究会の設立支援、 

業界団体との業種別交流会の開催等を継続実施し、単独企業では困難な技術的課題の解

決や新製品・新技術開発を促進する。 

 中小企業の製品開発や事業化が円滑に進むよう、金融機関など支援機関と連携した取 

り組みを行う。 

 

評 価 Ｂ （中期目標の達成状況が概ね良好である） 

■ 毎年度ビジネスマッチング会を主催し成約につなげており、中小企業にとっ

て有益なマッチングの場が提供できている。 

 

■ 大学との連携をはじめ、金融機関など多様な主体との連携支援に積極的に取

り組んでいる。 

 

⇒ 今後、産学公金の連携を一層進めることで、中小企業支援の充実を図ること

を望む。 
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項目２０（産業人材の育成） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

４ 東京の産業を支える産業人材の育成 

４－１ 技術者の育成 

新技術、産業動向、国際化対応などに関するセミナーや実践に役立つ講習会の開催に 

より、中小企業の新製品・新サービスの創出を担う人材育成を進めるとともに、研究開

発や製造技術の高度化を担う中小企業の産業人材の育成を支援する。 

 

４－２ 関係機関との連携による人材育成 

首都大学東京をはじめとする大学、学術団体、業界団体、行政機関等が実施している 

産業人材育成の取組みに対して、職員の講師派遣、インターンシップによる学生の受入

れなどで積極的に協力する。 

サービス業や卸売業・小売業においても、製品の製造や品質管理に関する知識を有す 

る人材育成が必要となっていることを踏まえ、都産技研の設備や人材を活かした実践的

なセミナーを実施する。 

個別企業や業界団体等の人材育成ニーズに対して、希望に対応したカリキュラムを編 

成するオーダーメードセミナーを実施し、人材育成ニーズにきめ細かく対応する。 

 

４－３ 海外展開に必要なグローバル人材の育成 

 中小企業が海外へ事業を展開する際には現地の経営環境や市場動向に詳しい人材の育 

成が必要であることを踏まえ、金融機関などの連携締結機関の情報や他の産業支援機関

を活用した実践的なセミナーを実施する。 
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（項目 20） 

評 価 Ｂ （中期目標の達成状況が概ね良好である） 

■ 技術セミナー等は毎年度継続して実施しつつ、アンケート結果を踏まえた質

の向上にも取り組んでいる。 

 

技術セミナー等 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 

実績（件） 174 176 152 124 66 

 

■ 研修学生やインターンシップの受入を積極的に実施し、次世代の産業人材育

成を進めている。 

 

学生受入 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 

実績（件） 26 26 35 25 22 

 

 

⇒ 新型コロナウイルス感染症終息後も、オンラインによるセミナーなど人材育

成の取組を実施していくことを望む。 

また、セミナー等を実施する職員側がオンラインで説明する力などを向上さ

せていくことが必要である。 

 

  

                                     

 

項目２０（産業人材の育成） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

４ 東京の産業を支える産業人材の育成 

４－１ 技術者の育成 

新技術、産業動向、国際化対応などに関するセミナーや実践に役立つ講習会の開催に 

より、中小企業の新製品・新サービスの創出を担う人材育成を進めるとともに、研究開

発や製造技術の高度化を担う中小企業の産業人材の育成を支援する。 

 

４－２ 関係機関との連携による人材育成 

首都大学東京をはじめとする大学、学術団体、業界団体、行政機関等が実施している 

産業人材育成の取組みに対して、職員の講師派遣、インターンシップによる学生の受入

れなどで積極的に協力する。 

サービス業や卸売業・小売業においても、製品の製造や品質管理に関する知識を有す 

る人材育成が必要となっていることを踏まえ、都産技研の設備や人材を活かした実践的

なセミナーを実施する。 

個別企業や業界団体等の人材育成ニーズに対して、希望に対応したカリキュラムを編 

成するオーダーメードセミナーを実施し、人材育成ニーズにきめ細かく対応する。 

 

４－３ 海外展開に必要なグローバル人材の育成 

 中小企業が海外へ事業を展開する際には現地の経営環境や市場動向に詳しい人材の育 

成が必要であることを踏まえ、金融機関などの連携締結機関の情報や他の産業支援機関

を活用した実践的なセミナーを実施する。 
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項目２１（情報発信・情報提供） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

５ 情報発信･情報提供の推進 

５－１ 情報発信 

東京都、区市町村、中小企業振興公社、商工会議所、商工会などの支援機関等が実施 

する講演会、イベント・展示会への参加を通じ、都産技研の事業を積極的に PRし利用

拡大につなげる。 

 都産技研が開催する研究発表会と、TKF参加の各公設試験研究機関等が行う研究発表 

会の間で、相互に発表者を派遣し合うなど、多様な連携により研究機関が保有する技術

シーズや研究成果を広く中小企業に発信する。 

 

５－２ 情報提供 

中小企業の製品開発や生産活動に役立つ以下の情報をインターネットや技術情報誌等

の広報媒体により速やかに提供する。 

・研究開発の成果 

・保有する技術情報やノウハウ 

・依頼試験や設備機器の利用に関する情報 

・産業人材育成に関するセミナー開催情報 

・共同研究や受託研究の公募に関する情報 

・最近の国内外の技術動向等に関する情報 

 

評 価 Ａ （中期目標の達成状況が良好である） 

■ プレス発表を積極的に行ったことで、記事掲載率も高水準となっており、効

果的な情報発信が実施できている。 

 

記事掲載率 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 

実績（ウェブ）（％） 71 67 93 97 83 

実績（新聞等）（％） 54 56 78 91 83 

 

■ 動画投稿サイトへの動画投稿を積極的に行うなど、インターネットを活用し

た広報活動を強化している。 

 

⇒ これまでの取組を基に、都産技研の認知度を一層向上させていくため、戦略

的な広報活動を職員が一体となって、これまで以上に推進していくことを期待

する。 
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項目２２（組織体制及び運営、効率化、経費削減） 

Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する事項 

１ 組織体制及び運営 

１－１ 機動性の高い組織体制の確保 

 都内各地の産業特性を考慮しながら、社会経済情勢や中小企業の変化する技術ニーズに

的確に対応できる機動性の高い執行体制を確保するため、地方独立行政法人のメリット

を活かした柔軟かつ迅速な経営判断により、組織体制を弾力的に見直していく 

 

１－２ 適正な組織運営の確保 

地方独立行政法人法の主旨に則った事業経費の適切な執行管理を行うとともに、事業 

別のセグメント管理により、各事業において投入した経営資源と事業効果を検証し、技

術支援事業と研究開発事業とのバランスの取れた事業執行をめざすなど、都内中小企業

に対して高品質な技術支援サービスを安定的かつ継続的に提供する適切な組織運営を実

施する。 

 

１－３ 職員の確保・育成 

技術革新の著しい産業や技術に対し将来を見据えた中長期的な視点に立って、必要と 

される技術を適時に中小企業に対して提供できるよう、大学訪問などの積極的なリクル

ート活動により優秀な研究職員を計画的に採用する。 

地方独立行政法人の機動的で柔軟な組織運営に必要な事務職員についても、計画的に 

確保していく。 

地方独立行政法人の任用・給与制度の特徴を活かして、公平な業績評価とその昇給等 

への適切な反映により、職員一人ひとりのモチベーションを高めるとともにそのレベル

アップを進め、組織運営の効率化や、技術支援及び研究開発の水準の向上を図る。 

中小企業のグローバル化を適切に支援していくため、職員の海外での学会参加による

情報収集などを通じて国際規格の相談に対応できる職員の確保・育成に努める。 

 

１－４ 情報システム化の推進・情報セキュリティ対策の徹底 

 ネットワークやインターネット、人事・庶務システムなどの都産技研の業務運営に欠 

かせない情報システム基盤を活用し、情報システムの利便性向上、業務の効率化、セキ

ュリティの向上等を図る。 

テレビ会議システムによる遠隔相談等を実施し、お客様へのサービスの向上に努め 

る。 

海外展開を支援する海外支所とのネットワーク化を推進し、利便性及びセキュリティ

の向上を図る。 

 

２ 業務運営の効率化と経費節減 

２－１ 業務改革の推進 

                                     

 

項目２１（情報発信・情報提供） 

Ⅰ 住民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するために 

とるべき措置 

５ 情報発信･情報提供の推進 

５－１ 情報発信 

東京都、区市町村、中小企業振興公社、商工会議所、商工会などの支援機関等が実施 

する講演会、イベント・展示会への参加を通じ、都産技研の事業を積極的に PRし利用

拡大につなげる。 

 都産技研が開催する研究発表会と、TKF参加の各公設試験研究機関等が行う研究発表 

会の間で、相互に発表者を派遣し合うなど、多様な連携により研究機関が保有する技術

シーズや研究成果を広く中小企業に発信する。 

 

５－２ 情報提供 

中小企業の製品開発や生産活動に役立つ以下の情報をインターネットや技術情報誌等

の広報媒体により速やかに提供する。 

・研究開発の成果 

・保有する技術情報やノウハウ 

・依頼試験や設備機器の利用に関する情報 

・産業人材育成に関するセミナー開催情報 

・共同研究や受託研究の公募に関する情報 

・最近の国内外の技術動向等に関する情報 

 

評 価 Ａ （中期目標の達成状況が良好である） 

■ プレス発表を積極的に行ったことで、記事掲載率も高水準となっており、効

果的な情報発信が実施できている。 

 

記事掲載率 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和２年度 

実績（ウェブ）（％） 71 67 93 97 83 

実績（新聞等）（％） 54 56 78 91 83 

 

■ 動画投稿サイトへの動画投稿を積極的に行うなど、インターネットを活用し

た広報活動を強化している。 

 

⇒ これまでの取組を基に、都産技研の認知度を一層向上させていくため、戦略

的な広報活動を職員が一体となって、これまで以上に推進していくことを期待

する。 
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お客様へのサービスの向上、業務の効率化、経費の削減等を目的として、組織と職員

からの提案による業務内容や処理手続きの見直し等の業務改革を推進し、外部機関や専

門家の活用も含め高い経営品質の実現や利用者満足度の向上を目指す。 

 

２－２ 財政運営の効率化 

標準運営費交付金（プロジェクト的経費を除く。）を充当して行う業務については、中

小企業ニーズの低下した業務の見直しや複数年契約の推進等により、毎年度平均で前年

度比一パーセントの財政運営の効率化を図る。 

 

 

 

評 価 Ｂ （中期目標の達成状況が概ね良好である） 

■ 内部統制及びコンプライアンスに関する取組を進めるため、内部監査部の設

置などの組織体制整備を着実に進めている。 

 

■ ５Ｇやヘルスケアといった新たな技術ニーズに即応した支援組織を立ち上げ

ている。 

 

⇒ 内部監査部を中心としてコンプライアンス遵守の取組を強化するとともに、

常に組織体制の見直しを行い、柔軟かつ安定的な執行体制を整備することを望

む。 
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項目２３（適正な資産管理等） 

Ⅲ 財務内容の改善に関する事項  

１ 資産の適正な管理運用 

安全かつ効率的な資金運用管理を推進し、建物、施設については、計画的な維持管理

を行うとともに、設備機器については校正・保守・点検を的確に行うことにより国内

規格や国際規格に適合する測定等が確実に実施できるよう管理運用する。 

２ 剰余金の適切な活用 

的確な経営判断に基づき、新しい事業の開始、研究開発の推進、設備の更新・導入な

どにより、都内中小企業に提供するサービス水準の向上を図るとともに、事業実績や成

果の向上につながるよう、剰余金を有効に活用する。 

Ⅳ 予算（人件費の見積りを含む。）、収支計画及び資金計画 

Ⅴ 短期借入金の限度額 

Ⅵ 重要な財産を譲渡し、又は担保に供しようとするときは、その計画 

Ⅶ 剰余金及び積立金の使途 

１ 剰余金の使途 

当該中期目標期間の決算において剰余金が発生した場合、中小企業支援の充実、研究

開発の質の向上、法人の円滑な業務運営の確保又は施設・設備の整備及び改善に充て

る。 

２ 積立金の使途 

前期中期目標期間の最終年度において地方独立行政法人法第 40条第 1項又は第 2項

の処理を行ってなお積立金があるときは、その額に相当する金額のうち設立団体の長の

承認を受けた金額について、中期計画の剰余金の使途に規定されている、中小企業支援

の充実、研究開発の質の向上、法人の円滑な業務運営の確保又は施設・設備の整備及び

改善に充てる。 

Ⅷ その他業務運営に関する重要事項 

１ 施設・設備の整備と活用 

 業務の確実な実施と機能向上のための施設・設備の整備を計画的に実施する。 

実施に当たっては、東京都からの施設整備補助金等の財源を確保し、先端技術への対

応や省エネルギー対策を含めた総合的・長期的観点に立った整備・更新を適切に行う。 

 

評 価 Ｂ （中期目標の達成状況が概ね良好である） 

■ 建物、施設について計画的な維持管理を行い、設備機器は的確に校正等を実

施している。 

■ 施設・設備の整備に当たっては、先端技術（５Ｇなど）への対応や省エネル

ギー対策を含めた長期的視点に立って実施している。 

⇒ 引き続き適切に施設・設備の管理を実施されたい。 

 

                                     

 

お客様へのサービスの向上、業務の効率化、経費の削減等を目的として、組織と職員

からの提案による業務内容や処理手続きの見直し等の業務改革を推進し、外部機関や専

門家の活用も含め高い経営品質の実現や利用者満足度の向上を目指す。 

 

２－２ 財政運営の効率化 

標準運営費交付金（プロジェクト的経費を除く。）を充当して行う業務については、中

小企業ニーズの低下した業務の見直しや複数年契約の推進等により、毎年度平均で前年

度比一パーセントの財政運営の効率化を図る。 

 

 

 

評 価 Ｂ （中期目標の達成状況が概ね良好である） 

■ 内部統制及びコンプライアンスに関する取組を進めるため、内部監査部の設

置などの組織体制整備を着実に進めている。 

 

■ ５Ｇやヘルスケアといった新たな技術ニーズに即応した支援組織を立ち上げ

ている。 

 

⇒ 内部監査部を中心としてコンプライアンス遵守の取組を強化するとともに、

常に組織体制の見直しを行い、柔軟かつ安定的な執行体制を整備することを望

む。 
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項目２４（危機管理対策、社会的責任） 

Ⅷ その他業務運営に関する重要事項 

２ 危機管理対策の推進 

 個人情報や企業情報、また製品開発等の職務上知り得た秘密については、適正な取扱

いと確実な漏洩防止を図るために、全職員の受講を必須とする研修を実施する。 

 健全な事業活動の確保や事故・事件の未然防止を図るため、環境保全や規制物質管

理、労働安全衛生に関する法令を遵守し、危険物、毒劇物の管理と取扱い、災害に対す

る管理体制を確保するとともに、防災訓練等の実施や職員に対する意識向上のための研

修を実施する。 

 震災の発生や新興感染症の流行などに備え、対応策を定めるとともに、万が一発生し

た場合には、被害拡大の防止に向けた対策を実施する。 

 緊急事態の発生を想定し、対策委員会の設置、緊急連絡網の設定、通報訓練の実施等 

をマニュアルとしてまとめるなど、迅速な情報伝達・意思決定に向けた管理体制の整備 

を図る。 

３ 社会的責任 

３－１ 情報公開 

公共性を有する法人として、運営状況の一層の透明性を確保するため、都産技研 HP 

や刊行物の発行等により経営情報の公開に取り組む。 

事業内容や事業運営状況に関する情報開示請求については、規則に基づき迅速かつ適 

正に対応する。 

３－２ 環境への配慮 

法人の社会的責任を踏まえ、省エネルギー対策の推進、CO２削減等、「環境方針」に沿

った取組により環境負荷の低減や環境改善に配慮した業務運営を行う。 

３－３ 法人倫理 

都民から高い信頼性を得られるよう、「地方独立行政法人東京都立産業技術研究セン

ター憲章」等を踏まえ、法令遵守を徹底するとともに、職務執行に対する中立性と公平

性を確保しつつ、高い倫理観を持って業務を行う。 
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（項目 24） 

評 価 Ｂ （中期目標の達成状況が概ね良好である） 

■ 危機管理対策としてコンプライアンス研修や防災訓練といった基礎的な取組

を着実に実施している。 

 

■ 社会的責任を全うできるよう、情報公開や環境への配慮などの取組を確実に

実施している。 

 

⇒ 引き続き、事故・事件を未然に防止できるよう、関係法令の遵守・徹底に努

められたい。 

  また、業務のＤＸ化に合わせて、サイバーセキュリティ対策を十分に講じら

れたい。 

  ＳＤＧｓやゼロエミッションを意識した取組についても、積極的に進め、他

の都施設を牽引していくとともに、具体的な取組成果を対外的に発信していく

ことが望まれる。 
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事業内容や事業運営状況に関する情報開示請求については、規則に基づき迅速かつ適 
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３－２ 環境への配慮 

法人の社会的責任を踏まえ、省エネルギー対策の推進、CO２削減等、「環境方針」に沿

った取組により環境負荷の低減や環境改善に配慮した業務運営を行う。 

３－３ 法人倫理 
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地方独立行政法人東京都立産業技術センター第三期中期目標期間業務実績評価

に係る評価委員会の意見について 

  

１ 第三期中期目標期間における地方独立行政法人東京都立産業技術研究セン

ター（以下「都産技研」という。）の業務の状況は、「優れた業務の達成状況

にある」と認められる。評価の決定に際しては、次の点について留意された

い。 

  

 ・ ５Ｇといった新しい取組の成果について、積極的に情報発信していくこ

と、戦略的な情報発信を職員が一体となって、これまで以上に進めること

を期待する。  

  

 ・ セミナー等は新型コロナウイルス感染症終息後も、オンライン化率を高

めるとともに、セミナーで説明する職員側の能力を向上させることが必要

である。 

  

 ・ ＳＤＧｓやゼロエミッションを踏まえた取組を積極的に進め、他の都施

設を牽引していくとともに、具体的な取組成果を対外的に発信していくこ

とが望まれる。 

  

 ・ 業務のＤＸ化に合わせて、サイバーセキュリティ対策を十分に講じられ

たい。 

  

 

２ 第四期中期目標への事業展開に向けては、都産技研が次の取組を推進する

ことを期待する。 

  

 ・ 都産技研自身のＤＸ化と中小企業のＤＸ化支援を推進し、東京都のＤＸ

化をリードするべく各取組を進めていくことが望まれる。 
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東京都が設立する地方独立行政法人の評価に関する指針  
 

２９総行革行第７５４号  

平成３０年３月２６日  

改正  ２総行革行第５３０号 

                          令和３年３月１８日 

 

第１ 本指針について  

１ 本指針の位置付け  

本指針は、地方独立行政法人法（平成 15年法律第 118号。以下「法」という。）第 28

条第１項の評価に関する指針である。本指針に基づいた評価を実施するため、都が設立

する地方独立行政法人（以下「法人」という。）ごとに評価の基準を別途作成する。ただ

し、東京都公立大学法人を対象に東京都地方独立行政法人評価委員会（以下「評価委員

会」という。）が行う法第 78 条の２第１項の評価の方針、方法等については、評価委員

会が別に定める。 

 

２ 本指針の基本的な考え方 

（１）都が法人に示した中期目標並びに法人が策定した中期計画及び年度計画において、

法人が取り組むべきとされた事項に関する実施状況について評価を行うとともに、法

人の業務等に係る議会審議、法人及び都が実施する監査等の指摘事項等の中期目標策

定後に生じた課題への対応のほか、法人の自主的な取組についても評価を行う。  

（２）知事による目標策定と評価に基づくＰＤＣＡサイクルを十分に機能させるという制

度の趣旨を踏まえ、法人の過去の業務実績評価等の結果を活用して評価する。  

（３）各法人の事務及び事業の特性に十分に配慮し、なぜその実績に至ったかについて外

部要因の影響やマネジメントの課題等を含む要因分析を行い、業務の改善につながる

実効性のある評価を実施する。  

また、その際、都の政策実現への寄与など、法人の目的やその業務の質の向上の観

点に留意するとともに、社会経済情勢の変化や技術の進歩等を踏まえたものとする。  

（４）評価に当たっては、各法人に対する社会的要請を踏まえるとともに、業務が効果的

かつ効率的に実施されているかどうかの視点を常に持つものとする。 

（５）評価は、評価単位（※）に合わせて行う項目別評価（以下「項目別評価」という。）

と、項目別評価を基礎とし法人全体を評価する全体評価（以下「全体評価」という。）

によって行う。  

※「東京都が設立する地方独立行政法人の中期目標の策定に関する指針（以下「目標

策定指針」という。）」第２の２（３）の評価単位を示す。  

（６）評価は、中期目標、中期計画及び年度計画で掲げる指標を基準とする絶対評価によ
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って行うものとする。  

（７）評価は、法人が法第 28条第２項に基づき作成する、法人の業務実績及び自ら評価を

行った結果を明らかにした報告書（以下「業務実績等報告書」という。）を活用するも

のとする。  

（８）評価は、法人の業務運営の改善のほか、法第 30条第１項に定める業務及び組織の全

般にわたる検討並びに次期中期目標の策定に活用するものとする。 

（９）法第 28条第５項に定める評価の結果をまとめたもの（以下「評価書」という。）は、

他法人や過年度実績との比較可能性を高めるとともに、中期目標の達成状況並びに中

期計画及び年度計画の実施状況とそれに対する評価を分かりやすく記載した上で公表

するものとし、透明性の確保及び都民への説明責任の徹底を図るものとする。  

 

３ 本指針の対象  

（１）法第 28条第１項各号に定める、各事業年度の終了後に実施される、業務の実績の評

価（年度評価）  

（２）中期目標期間における業務の実績の評価（中期目標期間評価）  

ア 法第 28条第１項第２号に定める、中期目標期間の最後の事業年度の直前の事業年

度の終了後に実施される、中期目標期間の終了時に見込まれる中期目標の期間にお

ける業務の実績の評価（見込評価）  

イ 法第 28条第１項第３号に定める、中期目標期間の最後の事業年度の終了後に実施

される、中期目標の期間における業務の実績に関する評価（期間実績評価）  

 

第２ 評価の基本的な考え方について  

１ 総論  

地方独立行政法人は、住民サービス等の質の向上を図ることを目的としていることか

ら、業務の質の向上と業務運営の効率化の両立を促す評価が重要である。  

そのため、評価においては、中期計画及び年度計画の実施状況について、中期目標の

達成及び達成見込みについても留意しつつ評価を行う。  

また、業務運営上の課題についても留意して、当該課題を発見した場合には、それを

提示し、法人及び都が実施する監査等の指摘事項等や、過去の評価において提示された

課題等への対応状況についても適正に評価する。  

 

２ 評価体制  

法人の業務実績の評価は、当該法人に係る知事の職務を所掌する局が行う。  

また、評価の実効性・客観性を担保するため、評価に当たっては、評価委員会からの

意見聴取を行うものとする。  

所管局は、法人の自己評価結果と評価委員会の意見のみに依拠せず、都として的確な
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評価を行うために、日頃から法人と十分なコミュニケーションを取り、法人の業務運営

の状況把握に努めるものとする。 

 

３ 各評価の目的・趣旨・基本方針  

（１）年度評価  

ア 年度評価は、評価対象年度以降の業務運営の改善に資することを目的とする。  

イ 各事業年度における業務の実績について、法人による自己評価の結果を踏まえ、

中期計画の実施状況等に留意しつつ、法人の業務の実施状況を調査・分析し、その

結果を考慮して各事業年度の業務の実績の全体について総合的な評価を行うものと

する。  

ウ 目標・計画の達成状況にかかわらず、法人全体の信用を失墜させる不祥事が発生

した場合は、当該項目の評価だけでなく全体評価に反映させるなど、当該年度にお

ける法人のマネジメントの状況や当該不祥事を生じさせた背景等にも留意するもの

とする。  

エ 予測し難い外部要因により業務が実施できなかった場合や、外部要因に対して法

人が自主的な努力を行っていた場合には、評価において考慮するものとする。  

（２）中期目標期間評価（見込評価・期間実績評価）  

ア 見込評価  

（ア）見込評価は、評価の結果を業務及び組織の全般にわたる検討並びに次期中期目

標の策定に活用することを目的とする。  

（イ）中期目標期間終了時の直前の年度までの業務の実績及び当該目標期間終了時に

見込まれる業務の実績に係る自己評価の結果を踏まえ、法人の中期目標期間の終

了時に見込まれる業務実績を調査・分析し、中期目標の達成状況等の全体につい

て総合的な評価を行うものとする。  

（ウ） 評価の結果を踏まえ業務及び組織の全般にわたる検討を行い、その結果に基づ

き、業務の廃止若しくは移管又は組織の廃止その他の所要の措置を講じ、次期中

期目標を適切に策定する。  

（エ）３（１）年度評価のウ及びエは、見込評価について準用する。その際、３（１）

ウ中「年度」とあるのは「中期目標期間」と読み替えるものとする。  

イ 期間実績評価  

（ア）期間実績評価は、中期目標の変更を含めた、業務運営の改善等に資することを

目的とする。  

（イ）中期目標期間終了時において、当該目標期間全体の業務の実績に係る自己評価

の結果を踏まえ、法人の業務実績を調査・分析し、当該目標期間における目標の

達成状況の全体について総合的な評価を行うものとする。  

（ウ）見込評価時に使用した中期目標期間終了時の実績見込みと実績との間に乖
かい

離が

 
 

って行うものとする。  

（７）評価は、法人が法第 28条第２項に基づき作成する、法人の業務実績及び自ら評価を

行った結果を明らかにした報告書（以下「業務実績等報告書」という。）を活用するも

のとする。  

（８）評価は、法人の業務運営の改善のほか、法第 30条第１項に定める業務及び組織の全

般にわたる検討並びに次期中期目標の策定に活用するものとする。 

（９）法第 28条第５項に定める評価の結果をまとめたもの（以下「評価書」という。）は、

他法人や過年度実績との比較可能性を高めるとともに、中期目標の達成状況並びに中

期計画及び年度計画の実施状況とそれに対する評価を分かりやすく記載した上で公表

するものとし、透明性の確保及び都民への説明責任の徹底を図るものとする。  

 

３ 本指針の対象  

（１）法第 28条第１項各号に定める、各事業年度の終了後に実施される、業務の実績の評

価（年度評価）  

（２）中期目標期間における業務の実績の評価（中期目標期間評価）  

ア 法第 28条第１項第２号に定める、中期目標期間の最後の事業年度の直前の事業年

度の終了後に実施される、中期目標期間の終了時に見込まれる中期目標の期間にお

ける業務の実績の評価（見込評価）  

イ 法第 28条第１項第３号に定める、中期目標期間の最後の事業年度の終了後に実施

される、中期目標の期間における業務の実績に関する評価（期間実績評価）  

 

第２ 評価の基本的な考え方について  

１ 総論  

地方独立行政法人は、住民サービス等の質の向上を図ることを目的としていることか

ら、業務の質の向上と業務運営の効率化の両立を促す評価が重要である。  

そのため、評価においては、中期計画及び年度計画の実施状況について、中期目標の

達成及び達成見込みについても留意しつつ評価を行う。  

また、業務運営上の課題についても留意して、当該課題を発見した場合には、それを

提示し、法人及び都が実施する監査等の指摘事項等や、過去の評価において提示された

課題等への対応状況についても適正に評価する。  

 

２ 評価体制  

法人の業務実績の評価は、当該法人に係る知事の職務を所掌する局が行う。  

また、評価の実効性・客観性を担保するため、評価に当たっては、評価委員会からの

意見聴取を行うものとする。  

所管局は、法人の自己評価結果と評価委員会の意見のみに依拠せず、都として的確な
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ある場合には、期間実績評価時にその原因を分析するとともに、中期目標の変更

の必要性について検討する。  

（エ）３（１）年度評価のウ及びエは、期間実績評価について準用する。その際、３

（１）ウ中「年度」とあるのは「中期目標期間」と読み替えるものとする。  

 

４ 自己評価結果の活用等  

（１）業務実績等報告書は、都民に対する説明責任の履行及び法人の自律的な業務運営の

改善へ活用するとともに、併せて、知事が行う評価のための情報提供に資することな

どを目的として作成する。  

（２）法人に対して、評価に必要なデータやその分析結果を明らかにした客観性のある業

務実績等報告書の作成を求める。その際、法人の過度な負担とならないよう配慮する。  

（３）年度評価及び中期目標期間評価においては、客観性を考慮しつつ業務実績等報告書

を十分に活用し、効果的かつ効率的な評価を行う。 

（４）法人は、上記の知事の評価の円滑化に資するよう、業務実績等報告書の作成に当た

って、以下の点に努める。  

ア ３、５及び６を踏まえ、中期目標、中期計画及び年度計画で定められた指標につ

いて目標・計画と実績を比較した評価を行う。  

イ 法人の業務運営の状況について、十分な資料に基づき客観的かつ具体的に記述す

る。  

ウ 業務実績、目標・計画の達成状況及び法人内のマネジメントの状況等について、

評価において十分に説明し得る評価単位を設定する。その際、自己評価を適正に行

うため、当該評価単位は知事が行う評価単位と整合するよう留意する。  

エ 自己評価において業務運営上の課題を発見した場合には、具体的な改善方策など

についても記入する。  

 

５ 評価単位の設定  

項目別評価は、目標策定指針に基づき、中期目標を定めた項目を基準として評価単位

を設定し、評価を行う。  

見込評価の結果、当該期間に設定した目標について改善が必要とされた場合は、当該

評価結果を次期中期目標期間における目標の設定に適切に反映させる。  

より的確な評価を実施するため、上記の考えに基づき設定した単位をより細分化した

単位で項目別評価を行うことは妨げない。  

 

６ 評価の方法等  

目標・計画と実績との比較により、目標・計画の達成及び進捗状況を的確に把握する

とともに、業務運営上の課題を的確に把握し、対応を促す観点から、以下の方法等によ
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り評価を行い、評価の実効性を確保するものとする。  

（１）法人から必要かつ十分な資料の提出を受けるとともに、法人理事長からのヒアリ      

ングを実施するほか、役員等から必要な情報を収集する。  

（２）目標・計画と実績の差異及び事業別予算と決算の差異についての要因分析を実施す

る。なお、目標・計画と実績は、評価単位ごとに項目別評価の各項目において記載す

る。 

（３）業務の特性に応じ、企業会計的手法による財務分析、経年比較による趨
すう

勢分析等   

の財務分析を行う。  

（４）同一法人の過去の実績との比較・分析を行う。また、同業種の法人や民間企業等と

の比較・分析を行う。 

（５）複数の施設・事務所で同種の業務を行っており、全体の評価を行うだけでは業務運

営上の課題を把握し難い場合には、施設・事務所ごとの業務実績を把握し、計画に対

する比較・分析を行う。  

（６）評価委員会から意見聴取を行い、評価委員の専門的知見を活用することで、評価の

実効性・客観性を確保する。 

上記のほか、必要に応じて法人に対する現地調査を行うなど、評価の実効性を確保す

るための手法を適用する。  

 

７ 項目別評価及び全体評価の方法、評価区分  

（１）年度評価  

ア 項目別評価  

（ア）評価区分  

① 原則として、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの５段階の評語を付すことにより行うものと

する。  

②「Ｂ」を標準とする。  

各評価項目の業務実績と評価区分の関係は別表１のとおりとする。  

  （イ）項目別評価の留意事項  

① 評価を付す際には、その評価の根拠を合理的かつ明確に記述する。特に、評価

根拠となる実績データについては、業務実績等報告書における記載箇所を記述

するなど、明確に示す。 

② 最上級の評価「Ｓ」を付す場合には、法人の実績が最上級の評価にふさわしい

とした根拠について、量的及び質的の両面について具体的かつ明確に記述する

ものとする。  

具体的には、質的な面として、  

・ 法人の自主的な取組による創意工夫  

・ 目標策定時に想定した以上の政策実現に対する寄与  

 
 

ある場合には、期間実績評価時にその原因を分析するとともに、中期目標の変更

の必要性について検討する。  

（エ）３（１）年度評価のウ及びエは、期間実績評価について準用する。その際、３

（１）ウ中「年度」とあるのは「中期目標期間」と読み替えるものとする。  

 

４ 自己評価結果の活用等  

（１）業務実績等報告書は、都民に対する説明責任の履行及び法人の自律的な業務運営の

改善へ活用するとともに、併せて、知事が行う評価のための情報提供に資することな

どを目的として作成する。  

（２）法人に対して、評価に必要なデータやその分析結果を明らかにした客観性のある業

務実績等報告書の作成を求める。その際、法人の過度な負担とならないよう配慮する。  

（３）年度評価及び中期目標期間評価においては、客観性を考慮しつつ業務実績等報告書

を十分に活用し、効果的かつ効率的な評価を行う。 

（４）法人は、上記の知事の評価の円滑化に資するよう、業務実績等報告書の作成に当た

って、以下の点に努める。  

ア ３、５及び６を踏まえ、中期目標、中期計画及び年度計画で定められた指標につ

いて目標・計画と実績を比較した評価を行う。  

イ 法人の業務運営の状況について、十分な資料に基づき客観的かつ具体的に記述す

る。  

ウ 業務実績、目標・計画の達成状況及び法人内のマネジメントの状況等について、

評価において十分に説明し得る評価単位を設定する。その際、自己評価を適正に行

うため、当該評価単位は知事が行う評価単位と整合するよう留意する。  

エ 自己評価において業務運営上の課題を発見した場合には、具体的な改善方策など

についても記入する。  

 

５ 評価単位の設定  

項目別評価は、目標策定指針に基づき、中期目標を定めた項目を基準として評価単位

を設定し、評価を行う。  

見込評価の結果、当該期間に設定した目標について改善が必要とされた場合は、当該

評価結果を次期中期目標期間における目標の設定に適切に反映させる。  

より的確な評価を実施するため、上記の考えに基づき設定した単位をより細分化した

単位で項目別評価を行うことは妨げない。  

 

６ 評価の方法等  

目標・計画と実績との比較により、目標・計画の達成及び進捗状況を的確に把握する

とともに、業務運営上の課題を的確に把握し、対応を促す観点から、以下の方法等によ
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・ 重要かつ難易度の高い目標の達成  

等について具体的かつ明確に説明するものとする。  

③ 目標策定の妥当性に留意し、目標水準の変更が必要な場合にはその旨記載する。  

イ 全体評価  

全体評価は、記述による総合評価を行う。  

全体評価を行うに当たっては、項目別評価を基礎とし、政策上の要請等、法人全

体の評価に影響を与える事象等を加味して評価を行う。  

（ア） 全体評価の記述  

① 次の②及び③を踏まえて、別表２の例を参考にした評語を記載する。 

② 項目別評価について総括する。  

・ 項目別評価のうち重要な項目の実績及び評価の概要  

・ 評価に影響を与えた外部要因のうち特記すべきもの  

・ 業務運営等に関して改善すべき事項及び方策   

特に、法第 28条第６項に定める業務改善命令が必要な事項については、その

旨を具体的かつ明確に記述する。  

・ 目標策定の妥当性について特に考慮すべき事項等  

③ 法人全体の評価に影響を与える事象について記述する。 

・ 法人全体の信用を失墜させる事象など、法人全体の評価に影響を与える事象  

・ 目標策定指針第２の１（２）の法人全体を総括する章において記載される法

人のミッション・役割の達成について特に考慮すべき事項  

・ 中期計画に記載されている事項以外の特筆すべき業績（災害対応等）  

④ 全体評価の冒頭には、当該評価を要約した項を設け、①の評語とともに、「高

く評価すべき事項」や「改善すべき事項」などをまとめ、都民に分かりやすく

提示する。 

  （イ）全体評価の留意事項  

   法人全体の信用を失墜させる事象が生じた場合には、その程度に応じ項目別  

評価を基礎とした場合の評価から更に引下げを行うものとする。 

また、当該事象を生じさせるに至った、マネジメント上の欠陥等に対する要因分

析や対応策の検証を行い、評価に反映するものとする。 

（２）中期目標期間評価（見込評価・期間実績評価）  

ア 項目別評価  

（ア）評価区分  

（１）ア（ア）年度評価における項目別評価の評価区分と同様の取扱いとする。

ただし、各評価項目の業務実績と評価区分の関係は別表３のとおりとする。 

（イ）項目別評価の留意事項  

① 期間実績評価時においては、見込評価時に見込んだ中期目標期間終了時の業  
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務実績見込みと実際の業務実績との間に大幅な乖
かい

離がある場合には、その理由を

明確かつ具体的に記載する。  

② 評価に併せ、次期中期目標期間の業務実施に当たっての留意すべき点等につい

ての意見を記述する。  

上記のほか、（１）ア（イ）年度評価における項目別評価の留意事項と同様の取

扱いとする。 

イ 全体評価  

（ア）全体評価の記述  

（１）イ（ア）年度評価における全体評価の記述と同様の取扱いとする。ただ

し、評語については別表４の例を参考にするものとする。 

（イ）全体評価の留意事項  

① 見込評価においては、評価のほか、業務及び組織の全般にわたる検討及び次期

中期目標策定に関して取るべき方策を記載する。  

        ② 期間実績評価においては、評価のほか、見込評価時に予期しなかった事項       

で次期中期目標の変更等の対応が必要な事項を記載する。 

③ 見込評価においては、評価単位の設定、評価指標、全体評価の方法等について  

改善が必要かどうかについて検討を行うものとする。  

上記のほか、（１）イ（イ）年度評価における全体評価の留意事項と同様の取扱

いとする。 

 

第３ 評価結果の活用等  

１ 評価結果の活用等に関する事項  

（１）法人は、評価結果を中期計画の見直し、翌年度の年度計画の策定及び次期中期計画

の策定並びに法人内部の組織体制の見直し、人事計画、法人内部の予算配分及び業務

手法の見直し等に活用するものとする。  

（２）都は、評価結果を中期目標の見直し、業務及び組織の全般にわたる検討並びに次期

中期目標の策定のほか、都の政策等に反映させる。  

（３）項目別評価で「Ｄ」評価を付した場合、業務の廃止を含めた抜本的な見直しを命ず

るものとする。  

（４）業務及び組織の全般にわたる検討をするときは、見込評価の結果を十分に活用し、

業務の廃止若しくは移管又は組織の廃止その他の所要の措置を的確に講じるものとす

る。  

（５）評価の過程で特に対応が必要な業務運営上の課題が発見された場合には、翌年度以

降、当該課題への法人の対応状況について適正に評価する。  

 

２ 評価結果の業務運営の改善等への反映 

 
 

・ 重要かつ難易度の高い目標の達成  

等について具体的かつ明確に説明するものとする。  

③ 目標策定の妥当性に留意し、目標水準の変更が必要な場合にはその旨記載する。  

イ 全体評価  

全体評価は、記述による総合評価を行う。  

全体評価を行うに当たっては、項目別評価を基礎とし、政策上の要請等、法人全

体の評価に影響を与える事象等を加味して評価を行う。  

（ア） 全体評価の記述  

① 次の②及び③を踏まえて、別表２の例を参考にした評語を記載する。 

② 項目別評価について総括する。  

・ 項目別評価のうち重要な項目の実績及び評価の概要  

・ 評価に影響を与えた外部要因のうち特記すべきもの  

・ 業務運営等に関して改善すべき事項及び方策   

特に、法第 28条第６項に定める業務改善命令が必要な事項については、その

旨を具体的かつ明確に記述する。  

・ 目標策定の妥当性について特に考慮すべき事項等  

③ 法人全体の評価に影響を与える事象について記述する。 

・ 法人全体の信用を失墜させる事象など、法人全体の評価に影響を与える事象  

・ 目標策定指針第２の１（２）の法人全体を総括する章において記載される法

人のミッション・役割の達成について特に考慮すべき事項  

・ 中期計画に記載されている事項以外の特筆すべき業績（災害対応等）  

④ 全体評価の冒頭には、当該評価を要約した項を設け、①の評語とともに、「高

く評価すべき事項」や「改善すべき事項」などをまとめ、都民に分かりやすく

提示する。 

  （イ）全体評価の留意事項  

   法人全体の信用を失墜させる事象が生じた場合には、その程度に応じ項目別  

評価を基礎とした場合の評価から更に引下げを行うものとする。 

また、当該事象を生じさせるに至った、マネジメント上の欠陥等に対する要因分

析や対応策の検証を行い、評価に反映するものとする。 

（２）中期目標期間評価（見込評価・期間実績評価）  

ア 項目別評価  

（ア）評価区分  

（１）ア（ア）年度評価における項目別評価の評価区分と同様の取扱いとする。

ただし、各評価項目の業務実績と評価区分の関係は別表３のとおりとする。 

（イ）項目別評価の留意事項  

① 期間実績評価時においては、見込評価時に見込んだ中期目標期間終了時の業  

- 51 -



 
 

（１）法人は、法第 29条に定める、評価結果の業務運営の改善等への反映の取組を取りま

とめた報告書（以下「評価結果反映報告書」という。）について、翌事業年度に行う知

事の評価の中で記載内容をチェックできるよう、業務実績等報告書の提出時期に合わ

せて作成し、知事に提出するとともに公表する。  

（２）法人は、（１）の取りまとめに際して、評価で指摘された事項について、中期計画、

年度計画への反映、組織及び人事その他業務改善への反映等、事業年度内に実施した

措置状況を具体的に記載する。 

   都は、評価で指摘した事項が適切に記載されているかを確認する。 

（３）都は、法人が評価委員会における審議の内容を、その業務運営に活用できるよう、

適切な助言を行う。 

 

３ 評価結果等の公表に関する事項  

（１）業務実績等報告書、評価結果反映報告書、評価書並びに業務及び組織の全般にわた

る検討の結果（以下「評価書等」という。）は４のスケジュールに従い遅滞なく公表す

るものとする。  

（２）評価書等は、都や法人のホームページなど、広く都民に周知できる方法で公表する

ものとする。 

（３）評価に活用したデータ等についても、検証可能性の確保に留意した上で、積極的な

公表に努める。  

 

４ 評価のスケジュールに関する事項  

評価結果を業務運営の改善等に適切に反映できるよう、予算要求時を目途に各評価を

完了させるよう努めるものとする。  

具体的には、以下のスケジュールが想定される。  

（１）業務実績等報告・評価結果反映報告 

６月末までに業務実績等報告書・評価結果反映報告書を提出し、速やかに公表する。  

（２）知事による評価等  

ア 年度評価 

８月上旬を目途に評価委員会から意見聴取の上で評価を完了し、法人に通知し、

公表する。  

  イ 見込評価並びに業務及び組織の全般にわたる検討  

見込評価並びに業務及び組織の全般にわたる検討の結果については、８月下旬を

目途に評価委員会からの意見聴取を完了した上で、法人に通知し、公表する。  

ウ 期間実績評価 

８月上旬を目途に評価委員会から意見聴取の上で評価を完了し、法人に通知し、

公表する。 
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   各評価結果については、毎年、東京都議会第３回定例会に報告する。  

 

５ 本指針の見直しについて  

評価の実効性や法人に関する都の計画、方針等を踏まえ、知事による目標策定・評価

に基づくＰＤＣＡサイクルの実効性をより高める観点や法人のマネジメントの実効性を

より向上させる観点から、適時に本指針の見直しを行い、必要な変更を行うものとする。 

 

６ 本指針の適用について 

  令和３年４月１日以降に実施する評価から適用する。 

  

 
 

（１）法人は、法第 29条に定める、評価結果の業務運営の改善等への反映の取組を取りま

とめた報告書（以下「評価結果反映報告書」という。）について、翌事業年度に行う知

事の評価の中で記載内容をチェックできるよう、業務実績等報告書の提出時期に合わ

せて作成し、知事に提出するとともに公表する。  

（２）法人は、（１）の取りまとめに際して、評価で指摘された事項について、中期計画、

年度計画への反映、組織及び人事その他業務改善への反映等、事業年度内に実施した

措置状況を具体的に記載する。 

   都は、評価で指摘した事項が適切に記載されているかを確認する。 

（３）都は、法人が評価委員会における審議の内容を、その業務運営に活用できるよう、

適切な助言を行う。 

 

３ 評価結果等の公表に関する事項  

（１）業務実績等報告書、評価結果反映報告書、評価書並びに業務及び組織の全般にわた

る検討の結果（以下「評価書等」という。）は４のスケジュールに従い遅滞なく公表す

るものとする。  

（２）評価書等は、都や法人のホームページなど、広く都民に周知できる方法で公表する

ものとする。 

（３）評価に活用したデータ等についても、検証可能性の確保に留意した上で、積極的な

公表に努める。  

 

４ 評価のスケジュールに関する事項  

評価結果を業務運営の改善等に適切に反映できるよう、予算要求時を目途に各評価を

完了させるよう努めるものとする。  

具体的には、以下のスケジュールが想定される。  

（１）業務実績等報告・評価結果反映報告 

６月末までに業務実績等報告書・評価結果反映報告書を提出し、速やかに公表する。  

（２）知事による評価等  

ア 年度評価 

８月上旬を目途に評価委員会から意見聴取の上で評価を完了し、法人に通知し、

公表する。  

  イ 見込評価並びに業務及び組織の全般にわたる検討  

見込評価並びに業務及び組織の全般にわたる検討の結果については、８月下旬を

目途に評価委員会からの意見聴取を完了した上で、法人に通知し、公表する。  

ウ 期間実績評価 

８月上旬を目途に評価委員会から意見聴取の上で評価を完了し、法人に通知し、

公表する。 
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別表１ 

評 語 説 明 

Ｓ 
年度計画を大幅に上回

って実施している 

年度計画を上回る実績・成果を上げている項目のうち次に掲

げる条件に該当する項目 

・ 定量的目標が定められている項目について、目標の水準を

大幅に上回る実績・成果を上げている 

・ 実績・成果が卓越した水準にある 

・ 都政・都民の新たなニーズに迅速に対応した取組により高

い実績・満足度を実現している 

・ 上記の各項目に準ずる実績・成果を上げている 

Ａ 
年度計画を上回って実

施している 

年度計画を上回る実績・成果を上げている項目で、Ｓ評価に

は該当しない項目 

Ｂ 
年度計画を概

おおむ

ね順調

に実施している 

年度計画に記載された事項を１００％計画どおり実施してい

る項目 

Ｃ 
年度計画を十分に実施

できていない 

実績・成果が年度計画を下回っている項目で、Ｄ評価には該

当しない項目 

Ｄ 
業務の大幅な見直し・

改善が必要である 

実績・成果が年度計画を下回っている項目のうち、次に掲げ

る条件に該当する項目 

・ 定量的目標が定められている項目で、実績・成果が目標の

水準を大幅に下回っている 

・ 提供すべきサービス、財務内容、その他業務運営に重大な

瑕疵
か し

がある 

・ 実績・成果が上記の各項目に準ずる水準に止まっている 

＜備考＞ 

・ 上記の説明は、あくまで目安であり、実績・成果の水準に加え、計画の難易度、外的要

因、取組の経緯・過程等を総合的に勘案して評価する。 

 

別表２ 

評 語 

～特筆すべき業務の進捗状況にある 

～優れた業務の進捗状況にある 

～着実な業務の進捗状況にある 

～業務の進捗状況に遅れが見られる 

～業務の進捗状況に大幅な遅れが見られ、業務の改善が必要 
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別表３ 

評 語 説 明 

Ｓ 
中期目標の達成状況が極

めて良好である 

中期計画を上回る実績・成果を上げている項目のうち、次

に掲げる条件に該当する項目 

・ 定量的目標が定められている項目について、目標の水準

を大幅に上回る実績・成果を上げている 

・ 実績・成果が卓越した水準にある 

・ 都政・都民の新たなニーズに迅速に対応した取組により 

高い実績・満足度を実現している 

・ 上記の各項目に準ずる実績・成果を上げている 

Ａ 
中期目標の達成状況が良

好である 

中期計画を上回る実績・成果を上げている項目で、Ｓ評価

には該当しない項目 

Ｂ 
中期目標の達成状況が

概
おおむ

ね良好である 

中期計画に記載された事項を１００％計画どおり実施して

いる項目 

Ｃ 
中期目標の達成状況がや

や不十分である 

実績・成果が中期計画を下回っている項目で、Ｄ評価には

該当しない項目 

Ｄ 

中期目標の達成状況が不

十分であり、法人の組織、

業務等に見直しが必要で

ある 

実績・成果が中期計画を下回っている項目のうち次に掲げ

る条件に該当する項目 

・ 定量的目標が定められている項目で、実績・成果が目標

の水準を大幅に下回っている 

・ 提供すべきサービス、財務内容、その他業務運営に重大

な瑕疵
か し

がある 

・ 実績・成果が上記の各項目に準ずる水準に止まっている 

＜備考＞ 

・ 上記の説明は、中期目標期間評価に当たり、より定量的な指標及び客観的な評価基準で

評価を行うためのあくまで目安であり、実績・成果の水準に加え、計画の難易度、外的

要因、取組の経緯・過程等を総合的に勘案して評価する。 

 

別表４ 

評 語 

～特筆すべき業務の達成状況にある 

～優れた業務の達成状況にある 

～着実な業務の達成状況にある 

～やや不十分な業務の達成状況にある 

～不十分な業務の達成状況にある 

 

 
 

別表１ 

評 語 説 明 

Ｓ 
年度計画を大幅に上回

って実施している 

年度計画を上回る実績・成果を上げている項目のうち次に掲

げる条件に該当する項目 

・ 定量的目標が定められている項目について、目標の水準を

大幅に上回る実績・成果を上げている 

・ 実績・成果が卓越した水準にある 

・ 都政・都民の新たなニーズに迅速に対応した取組により高

い実績・満足度を実現している 

・ 上記の各項目に準ずる実績・成果を上げている 

Ａ 
年度計画を上回って実

施している 

年度計画を上回る実績・成果を上げている項目で、Ｓ評価に

は該当しない項目 

Ｂ 
年度計画を概

おおむ

ね順調

に実施している 

年度計画に記載された事項を１００％計画どおり実施してい

る項目 

Ｃ 
年度計画を十分に実施

できていない 

実績・成果が年度計画を下回っている項目で、Ｄ評価には該

当しない項目 

Ｄ 
業務の大幅な見直し・

改善が必要である 

実績・成果が年度計画を下回っている項目のうち、次に掲げ

る条件に該当する項目 

・ 定量的目標が定められている項目で、実績・成果が目標の

水準を大幅に下回っている 

・ 提供すべきサービス、財務内容、その他業務運営に重大な

瑕疵
か し

がある 

・ 実績・成果が上記の各項目に準ずる水準に止まっている 

＜備考＞ 

・ 上記の説明は、あくまで目安であり、実績・成果の水準に加え、計画の難易度、外的要

因、取組の経緯・過程等を総合的に勘案して評価する。 

 

別表２ 

評 語 

～特筆すべき業務の進捗状況にある 

～優れた業務の進捗状況にある 

～着実な業務の進捗状況にある 

～業務の進捗状況に遅れが見られる 

～業務の進捗状況に大幅な遅れが見られ、業務の改善が必要 
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地方独立行政法人東京都立産業技術研究センターの評価に関する基準  

 

29産労商創第 2697号 

平成 30年３月 28 日 

改正 3産労商創第 676号 

令和３年７月１日 

第１ 本基準について  
１ 本基準の位置付け  
本基準は、地方独立行政法人法（平成 15年法律第 118号。以下「法」という。）第 28
条第１項の評価に関する「東京都地方独立行政法人の評価に関する指針」（平成 30 年 3
月 26 日知事決定。以下「評価指針」という。）を基に、地方独立行政法人東京都立産業
技術研究センター（以下「法人」という。）の評価において必要な基準を定めるものであ

る。 
 
２ 本基準の基本的な考え方 
（１）都が法人に示した中期目標並びに法人が策定した中期計画及び年度計画において、

法人が取り組むべきとされた事項に関する実施状況について評価を行うとともに、法

人の業務等に係る議会審議、法人及び都が実施する監査等の指摘事項等の中期目標策

定後に生じた課題への対応のほか、法人の自主的な取組についても評価を行う。  
（２）知事による目標策定・評価に基づくＰＤＣＡサイクルを十分に機能させるという制

度改正の趣旨を踏まえ、法人の過去の業務実績評価等の結果を活用して評価する。  
（３）法人の事務及び事業の特性に十分に配慮し、なぜその実績に至ったかについて外部

要因の影響やマネジメントの課題等を含む要因分析を行い、業務の改善につながる実

効性のある評価を実施する。  
また、その際、都の政策実現への寄与など、法人の目的やその業務の質の向上の観

点に留意するとともに、社会経済情勢の変化や技術の進歩等を踏まえたものとする。  
（４）評価に当たっては、法人に対する社会的要請を踏まえるとともに、業務が効果的か

つ効率的に実施されているかどうかの視点を常に持つものとする。 
（５）評価は、評価単位（※）に合わせて行う項目別評価（以下「項目別評価」という。）

と、項目別評価を基礎とし法人全体を評価する全体評価（以下「全体評価」という。）

によって行う。  
※「東京都が設立する地方独立行政法人の目標の策定に関する指針（以下「目標策定

指針」という。）」第２の２（３）の評価単位を示す。  
（６）評価は、中期目標、中期計画及び年度計画で掲げる指標を基準とする絶対評価によ

って行うものとする。  
（７）評価は、法人が法第 28条第２項に基づき作成する、法人の業務実績及び自ら評価を
行った結果を明らかにした報告書（以下「業務実績等報告書」という。）を活用するも
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地方独立行政法人東京都立産業技術研究センターの評価に関する基準  

 

29産労商創第 2697号 

平成 30年３月 28 日 

改正 3産労商創第 676号 

令和３年７月１日 

第１ 本基準について  
１ 本基準の位置付け  
本基準は、地方独立行政法人法（平成 15年法律第 118号。以下「法」という。）第 28
条第１項の評価に関する「東京都地方独立行政法人の評価に関する指針」（平成 30 年 3
月 26 日知事決定。以下「評価指針」という。）を基に、地方独立行政法人東京都立産業
技術研究センター（以下「法人」という。）の評価において必要な基準を定めるものであ

る。 
 
２ 本基準の基本的な考え方 
（１）都が法人に示した中期目標並びに法人が策定した中期計画及び年度計画において、

法人が取り組むべきとされた事項に関する実施状況について評価を行うとともに、法

人の業務等に係る議会審議、法人及び都が実施する監査等の指摘事項等の中期目標策

定後に生じた課題への対応のほか、法人の自主的な取組についても評価を行う。  
（２）知事による目標策定・評価に基づくＰＤＣＡサイクルを十分に機能させるという制

度改正の趣旨を踏まえ、法人の過去の業務実績評価等の結果を活用して評価する。  
（３）法人の事務及び事業の特性に十分に配慮し、なぜその実績に至ったかについて外部

要因の影響やマネジメントの課題等を含む要因分析を行い、業務の改善につながる実

効性のある評価を実施する。  
また、その際、都の政策実現への寄与など、法人の目的やその業務の質の向上の観

点に留意するとともに、社会経済情勢の変化や技術の進歩等を踏まえたものとする。  
（４）評価に当たっては、法人に対する社会的要請を踏まえるとともに、業務が効果的か

つ効率的に実施されているかどうかの視点を常に持つものとする。 
（５）評価は、評価単位（※）に合わせて行う項目別評価（以下「項目別評価」という。）

と、項目別評価を基礎とし法人全体を評価する全体評価（以下「全体評価」という。）

によって行う。  
※「東京都が設立する地方独立行政法人の目標の策定に関する指針（以下「目標策定

指針」という。）」第２の２（３）の評価単位を示す。  
（６）評価は、中期目標、中期計画及び年度計画で掲げる指標を基準とする絶対評価によ

って行うものとする。  
（７）評価は、法人が法第 28条第２項に基づき作成する、法人の業務実績及び自ら評価を
行った結果を明らかにした報告書（以下「業務実績等報告書」という。）を活用するも
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のとする。  
（８）評価は、法人の業務運営の改善のほか、法第 30条第１項に定める業務及び組織の全
般にわたる検討並びに次期中期目標の策定に活用するものとする。 

（９）法第 28条第５項に定める評価の結果をまとめたもの（以下「評価書」という。）は、
他法人や過年度実績との比較可能性を高めるとともに、中期目標の達成状況並びに中

期計画及び年度計画の実施状況とそれに対する評価を分かりやすく記載した上で公表

するものとし、透明性の確保及び都民への説明責任の徹底を図るものとする。  
 
３ 本基準の対象  
（１）法第 28条第１項各号に定める、各事業年度の終了後に実施される、業務の実績の評
価（年度評価）  

（２）中期目標期間における業務の実績の評価（中期目標期間評価）  
ア 法第 28条第１項第２号に定める、中期目標期間の最後の事業年度の直前の事業年
度の終了後に実施される、中期目標期間の終了時に見込まれる中期目標の期間にお

ける業務の実績の評価（見込評価）  
イ 法第 28条第１項第３号に定める、中期目標期間の最後の事業年度の終了後に実施
される、中期目標の期間における業務の実績に関する評価（期間実績評価）  

 
第２ 評価の基本的な考え方について  
１ 総論  
地方独立行政法人は、住民向けサービス等の質の向上を図ることを目的としているこ

とから、業務の質の向上と業務運営の効率化の両立を促す評価が重要である。  
そのため、評価においては、中期計画及び年度計画の実施状況について、中期目標の

達成及び達成見込みについても留意しつつ評価を行う。  
また、業務運営上の課題についても留意し、当該課題を発見した場合には、それを提

示し、法人及び都が実施する監査等の指摘事項等や、過去の評価において提示された課

題等への対応状況についても適正に評価する。  
 

２ 評価体制  
法人の業務実績の評価は、当該法人に係る知事の職務を所掌する局が行う。  
また、評価の実効性・客観性を担保するため、評価に当たっては、東京都地方独立行

政法人評価委員会（以下「評価委員会」という。）からの意見聴取を行うものとする。  
所管局は、法人の自己評価結果と評価委員会の意見のみに依拠せず、都として的確な

評価を行うために、日頃から法人と十分なコミュニケーションを取り、法人の業務運営

の状況把握に努めるものとする。 
 

３ 各評価の目的・趣旨・基本方針  
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地方独立行政法人東京都立産業技術研究センターの評価に関する基準  

 

29産労商創第 2697号 

平成 30年３月 28 日 

改正 3産労商創第 676号 

令和３年７月１日 

第１ 本基準について  
１ 本基準の位置付け  
本基準は、地方独立行政法人法（平成 15年法律第 118号。以下「法」という。）第 28
条第１項の評価に関する「東京都地方独立行政法人の評価に関する指針」（平成 30 年 3
月 26 日知事決定。以下「評価指針」という。）を基に、地方独立行政法人東京都立産業
技術研究センター（以下「法人」という。）の評価において必要な基準を定めるものであ

る。 
 
２ 本基準の基本的な考え方 
（１）都が法人に示した中期目標並びに法人が策定した中期計画及び年度計画において、

法人が取り組むべきとされた事項に関する実施状況について評価を行うとともに、法

人の業務等に係る議会審議、法人及び都が実施する監査等の指摘事項等の中期目標策

定後に生じた課題への対応のほか、法人の自主的な取組についても評価を行う。  
（２）知事による目標策定・評価に基づくＰＤＣＡサイクルを十分に機能させるという制

度改正の趣旨を踏まえ、法人の過去の業務実績評価等の結果を活用して評価する。  
（３）法人の事務及び事業の特性に十分に配慮し、なぜその実績に至ったかについて外部

要因の影響やマネジメントの課題等を含む要因分析を行い、業務の改善につながる実

効性のある評価を実施する。  
また、その際、都の政策実現への寄与など、法人の目的やその業務の質の向上の観

点に留意するとともに、社会経済情勢の変化や技術の進歩等を踏まえたものとする。  
（４）評価に当たっては、法人に対する社会的要請を踏まえるとともに、業務が効果的か

つ効率的に実施されているかどうかの視点を常に持つものとする。 
（５）評価は、評価単位（※）に合わせて行う項目別評価（以下「項目別評価」という。）

と、項目別評価を基礎とし法人全体を評価する全体評価（以下「全体評価」という。）

によって行う。  
※「東京都が設立する地方独立行政法人の目標の策定に関する指針（以下「目標策定

指針」という。）」第２の２（３）の評価単位を示す。  
（６）評価は、中期目標、中期計画及び年度計画で掲げる指標を基準とする絶対評価によ

って行うものとする。  
（７）評価は、法人が法第 28条第２項に基づき作成する、法人の業務実績及び自ら評価を
行った結果を明らかにした報告書（以下「業務実績等報告書」という。）を活用するも
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（１）年度評価  
ア 年度評価は、評価対象年度以降の業務運営の改善に資することを目的とする。  
イ 各事業年度における業務の実績について、法人による自己評価の結果を踏まえ、

中期計画の実施状況等に留意しつつ、法人の業務の実施状況を調査・分析し、その

結果を考慮して各事業年度の業務の実績の全体について総合的な評価を行うものと

する。  
ウ 目標・計画の達成状況にかかわらず、法人全体の信用を失墜させる不祥事が発生

した場合は、当該項目の評価だけでなく全体評価に反映させるなど、当該年度にお

ける法人のマネジメントの状況や当該不祥事を生じさせた背景等にも留意するもの

とする。  
エ 予測し難い外部要因により業務が実施できなかった場合や、外部要因に対して法

人が自主的な努力を行っていた場合には、評価において考慮するものとする。  
（２）中期目標期間評価（見込評価・期間実績評価）  
ア 見込評価  
（ア）見込評価は、評価の結果を業務及び組織の全般にわたる検討並びに次期中期目

標の策定に活用することを目的とする。  
（イ）中期目標期間終了時の直前の年度までの業務の実績及び当該目標期間終了時に

見込まれる業務の実績に係る自己評価の結果を踏まえ、法人の中期目標期間の終

了時に見込まれる業務実績を調査・分析し、中期目標の達成状況等の全体につい

て総合的な評価を行うものとする。  
（ウ） 評価の結果を踏まえ業務及び組織全般にわたる検討を行い、その結果に基づき、
業務の廃止若しくは移管又は組織の廃止その他の所要の措置を講じ、次期中期目

標を適切に策定する。  
（エ）３（１）年度評価のウ及びエは、見込評価について準用する。その際、３（１）

ウ中「年度」とあるのは「中期目標期間」と読み替えるものとする。  
イ 期間実績評価  
（ア）期間実績評価は、中期目標の変更を含めた、業務運営の改善等に資することを

目的とする。  
（イ）中期目標期間終了時において、当該目標期間全体の業務の実績に係る自己評価

の結果を踏まえ、法人の業務実績を調査・分析し、当該目標期間における目標の

達成状況の全体について総合的な評価を行うものとする。  
（ウ）見込評価時に使用した中期目標期間終了時の実績見込みと実績との間に乖離が

ある場合には、期間実績評価時にその原因を分析するとともに、中期目標等の変

更の必要性について検討する。  
（エ）３（１）年度評価のウ及びエは、期間実績評価について準用する。その際、３

（１）ウ中「年度」とあるのは「中期目標期間」と読み替えるものとする。  
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（１）年度評価  
ア 年度評価は、評価対象年度以降の業務運営の改善に資することを目的とする。  
イ 各事業年度における業務の実績について、法人による自己評価の結果を踏まえ、

中期計画の実施状況等に留意しつつ、法人の業務の実施状況を調査・分析し、その

結果を考慮して各事業年度の業務の実績の全体について総合的な評価を行うものと

する。  
ウ 目標・計画の達成状況にかかわらず、法人全体の信用を失墜させる不祥事が発生

した場合は、当該項目の評価だけでなく全体評価に反映させるなど、当該年度にお

ける法人のマネジメントの状況や当該不祥事を生じさせた背景等にも留意するもの

とする。  
エ 予測し難い外部要因により業務が実施できなかった場合や、外部要因に対して法

人が自主的な努力を行っていた場合には、評価において考慮するものとする。  
（２）中期目標期間評価（見込評価・期間実績評価）  
ア 見込評価  
（ア）見込評価は、評価の結果を業務及び組織の全般にわたる検討並びに次期中期目

標の策定に活用することを目的とする。  
（イ）中期目標期間終了時の直前の年度までの業務の実績及び当該目標期間終了時に

見込まれる業務の実績に係る自己評価の結果を踏まえ、法人の中期目標期間の終

了時に見込まれる業務実績を調査・分析し、中期目標の達成状況等の全体につい

て総合的な評価を行うものとする。  
（ウ） 評価の結果を踏まえ業務及び組織全般にわたる検討を行い、その結果に基づき、
業務の廃止若しくは移管又は組織の廃止その他の所要の措置を講じ、次期中期目

標を適切に策定する。  
（エ）３（１）年度評価のウ及びエは、見込評価について準用する。その際、３（１）

ウ中「年度」とあるのは「中期目標期間」と読み替えるものとする。  
イ 期間実績評価  
（ア）期間実績評価は、中期目標の変更を含めた、業務運営の改善等に資することを

目的とする。  
（イ）中期目標期間終了時において、当該目標期間全体の業務の実績に係る自己評価

の結果を踏まえ、法人の業務実績を調査・分析し、当該目標期間における目標の

達成状況の全体について総合的な評価を行うものとする。  
（ウ）見込評価時に使用した中期目標期間終了時の実績見込みと実績との間に乖離が

ある場合には、期間実績評価時にその原因を分析するとともに、中期目標等の変

更の必要性について検討する。  
（エ）３（１）年度評価のウ及びエは、期間実績評価について準用する。その際、３

（１）ウ中「年度」とあるのは「中期目標期間」と読み替えるものとする。  
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４ 自己評価結果の活用等  
（１）業務実績等報告書は、都民に対する説明責任の履行及び法人の自律的な業務運営の

改善へ活用するとともに、併せて、知事が行う評価のための情報提供に資することな

どを目的として作成する。  
（２）法人に対して、評価に必要なデータやその分析結果を明らかにした客観性のある業

務実績等報告書の作成を求める。 その際、法人の過度な負担とならないよう配慮する。 
（３）年度評価及び中期目標期間評価においては、客観性を考慮しつつ業務実績等報告書

を十分に活用し、効果的かつ効率的な評価を行う。 
（４）法人は、上記の知事の評価の円滑化に資するよう、業務実績等報告書の作成に当た

って、以下の点に努める。  
ア ３、５及び６を踏まえ、中期目標、中期計画及び年度計画で定められた指標につ

いて目標・計画と実績を比較した評価を行う。  
イ 法人の業務運営の状況について、十分な資料に基づき客観的かつ具体的に記述す

る。  
ウ 業務実績、目標・計画の達成状況及び法人内のマネジメントの状況等について、

評価において十分に説明し得る評価単位を設定する。その際、自己評価を適正に行

うため、当該評価単位は知事が行う評価単位と整合するよう留意する。  
エ 自己評価において業務運営上の課題を発見した場合には、具体的な改善方策など

についても記入する。  
 

５ 評価単位の設定  
項目別評価は、目標策定指針に基づき、中期目標を定めた項目を基準として評価単位

を設定し、評価を行う。  
見込評価の結果、当該期間に設定した目標について改善が必要とされた場合は、当該

評価結果を次期中期目標期間における目標の設定に適切に反映させる。  
より的確な評価を実施するため、上記の考えに基づき設定した単位をより細分化した

単位で項目別評価を行うことは妨げない。  
 

６ 評価の方法等  
目標・計画と実績との比較により、目標・計画の達成及び進捗状況を的確に把握する

とともに、業務運営上の課題を的確に把握し、対応を促す観点から、以下の方法等によ

り評価を行い、評価の実効性を確保するものとする。  
（１）法人から必要かつ十分な資料の提出を受けるとともに、法人理事長からのヒアリン

グを実施するほか、役員等から必要な情報を収集する。 
（２）目標・計画と実績の差異及び事業別予算と決算の差異についての要因分析を実施す

る。なお、目標・計画と実績は、評価単位ごとに項目別評価の各項目において記載す

る。 
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（１）年度評価  
ア 年度評価は、評価対象年度以降の業務運営の改善に資することを目的とする。  
イ 各事業年度における業務の実績について、法人による自己評価の結果を踏まえ、

中期計画の実施状況等に留意しつつ、法人の業務の実施状況を調査・分析し、その

結果を考慮して各事業年度の業務の実績の全体について総合的な評価を行うものと

する。  
ウ 目標・計画の達成状況にかかわらず、法人全体の信用を失墜させる不祥事が発生

した場合は、当該項目の評価だけでなく全体評価に反映させるなど、当該年度にお

ける法人のマネジメントの状況や当該不祥事を生じさせた背景等にも留意するもの

とする。  
エ 予測し難い外部要因により業務が実施できなかった場合や、外部要因に対して法

人が自主的な努力を行っていた場合には、評価において考慮するものとする。  
（２）中期目標期間評価（見込評価・期間実績評価）  
ア 見込評価  
（ア）見込評価は、評価の結果を業務及び組織の全般にわたる検討並びに次期中期目

標の策定に活用することを目的とする。  
（イ）中期目標期間終了時の直前の年度までの業務の実績及び当該目標期間終了時に

見込まれる業務の実績に係る自己評価の結果を踏まえ、法人の中期目標期間の終

了時に見込まれる業務実績を調査・分析し、中期目標の達成状況等の全体につい

て総合的な評価を行うものとする。  
（ウ） 評価の結果を踏まえ業務及び組織全般にわたる検討を行い、その結果に基づき、
業務の廃止若しくは移管又は組織の廃止その他の所要の措置を講じ、次期中期目

標を適切に策定する。  
（エ）３（１）年度評価のウ及びエは、見込評価について準用する。その際、３（１）

ウ中「年度」とあるのは「中期目標期間」と読み替えるものとする。  
イ 期間実績評価  
（ア）期間実績評価は、中期目標の変更を含めた、業務運営の改善等に資することを

目的とする。  
（イ）中期目標期間終了時において、当該目標期間全体の業務の実績に係る自己評価

の結果を踏まえ、法人の業務実績を調査・分析し、当該目標期間における目標の

達成状況の全体について総合的な評価を行うものとする。  
（ウ）見込評価時に使用した中期目標期間終了時の実績見込みと実績との間に乖離が

ある場合には、期間実績評価時にその原因を分析するとともに、中期目標等の変

更の必要性について検討する。  
（エ）３（１）年度評価のウ及びエは、期間実績評価について準用する。その際、３

（１）ウ中「年度」とあるのは「中期目標期間」と読み替えるものとする。  
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（３）業務の特性に応じ、企業会計的手法による財務分析、経年比較による趨
すう

勢分析等   

の財務分析を行う。  
（４）同一法人の過去の実績との比較・分析を行う。 また、同業種の法人や民間企業との
比較・分析を行う。 

（５）複数の施設・事務所で同種の業務を行っており、全体の評価を行うだけでは業務運

営上の課題を把握し難い場合には、施設・事務所ごとの業務実績を把握し、計画に対

する比較・分析を行う。  
（６）評価委員会から意見聴取を行い、評価委員の専門的知見を活用することで、評価の

実効性・客観性を確保する。 
   なお、年度評価及び期間実績評価に当たっては、東京都地方独立行政法人評価委員

会試験研究分科会からの意見聴取を持って評価委員会からの意見聴取とする。 
上記のほか、必要に応じて法人に対する現地調査を行うなど、評価の実効性を確保す

るための手法を適用する。  
 

７ 項目別評価及び全体評価の方法、評価区分  
（１）年度評価  
ア 項目別評価  
（ア）評価区分  
① 原則として、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの５段階の評語を付すことにより行うものと
する。  

②「Ｂ」を標準とする。  
各評価項目の業務実績と評価区分の関係は別表１のとおりとする。  

  （イ）項目別評価の留意事項  
① 評価を付す際には、その評価の根拠を合理的かつ明確に記述する。特に、評価
根拠となる実績データについては、業務実績等報告書における記載箇所を記述

するなど、明確に示す。 
② 最上級の評価「Ｓ」を付す場合には、法人の実績が最上級の評価にふさわしい
とした根拠について、量的及び質的の両面について具体的かつ明確に記述する

ものとする。  
具体的には、質的な面として、  
・ 法人の自主的な取組による創意工夫  
・ 目標策定時に想定した以上の政策実現に対する寄与  
・ 重要かつ難易度の高い目標の達成  
等について具体的かつ明確に説明するものとする。  

③ 研究に関する評価は、研究テーマの選定方法、成果の活用、研究評価が適正に
行われているか等について、組織的・マクロ的な視点で行う。個別研究内容の

評価は法人が行っている研究評価（外部評価・内部評価）によることとする。 
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（３）業務の特性に応じ、企業会計的手法による財務分析、経年比較による趨
すう

勢分析等   

の財務分析を行う。  
（４）同一法人の過去の実績との比較・分析を行う。 また、同業種の法人や民間企業との
比較・分析を行う。 

（５）複数の施設・事務所で同種の業務を行っており、全体の評価を行うだけでは業務運

営上の課題を把握し難い場合には、施設・事務所ごとの業務実績を把握し、計画に対

する比較・分析を行う。  
（６）評価委員会から意見聴取を行い、評価委員の専門的知見を活用することで、評価の

実効性・客観性を確保する。 
   なお、年度評価及び期間実績評価に当たっては、東京都地方独立行政法人評価委員

会試験研究分科会からの意見聴取を持って評価委員会からの意見聴取とする。 
上記のほか、必要に応じて法人に対する現地調査を行うなど、評価の実効性を確保す

るための手法を適用する。  
 

７ 項目別評価及び全体評価の方法、評価区分  
（１）年度評価  
ア 項目別評価  
（ア）評価区分  
① 原則として、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの５段階の評語を付すことにより行うものと
する。  

②「Ｂ」を標準とする。  
各評価項目の業務実績と評価区分の関係は別表１のとおりとする。  

  （イ）項目別評価の留意事項  
① 評価を付す際には、その評価の根拠を合理的かつ明確に記述する。特に、評価
根拠となる実績データについては、業務実績等報告書における記載箇所を記述

するなど、明確に示す。 
② 最上級の評価「Ｓ」を付す場合には、法人の実績が最上級の評価にふさわしい
とした根拠について、量的及び質的の両面について具体的かつ明確に記述する

ものとする。  
具体的には、質的な面として、  
・ 法人の自主的な取組による創意工夫  
・ 目標策定時に想定した以上の政策実現に対する寄与  
・ 重要かつ難易度の高い目標の達成  
等について具体的かつ明確に説明するものとする。  

③ 研究に関する評価は、研究テーマの選定方法、成果の活用、研究評価が適正に
行われているか等について、組織的・マクロ的な視点で行う。個別研究内容の

評価は法人が行っている研究評価（外部評価・内部評価）によることとする。 
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④ 目標策定の妥当性に留意し、目標水準の変更が必要な場合にはその旨記載する。  
イ 全体評価  
全体評価は、記述による総合評価を行う。  
全体評価を行うに当たっては、項目別評価を基礎とし、政策上の要請等、法人全

体の評価に影響を与える事象等を加味して評価を行う。  
（ア） 全体評価の記述  
① 次の②及び③を踏まえて、別表２の例を参考にした評語を記載する。 
② 項目別評価について総括する。  
・ 項目別評価のうち重要な項目の実績及び評価の概要  
・ 評価に影響を与えた外部要因のうち特記すべきもの  
・ 業務運営等に関して改善すべき事項及び方策   
特に、法第 28条第６項に定める業務改善命令が必要な事項については、その
旨を具体的かつ明確に記述する。  
・ 目標策定の妥当性について特に考慮すべき事項等  
③ 法人全体の評価に影響を与える事象について記述する。 
・ 法人全体の信用を失墜させる事象など、法人全体の評価に影響を与える事象  
・ 目標策定指針第２の１（２）の法人全体を総括する章において記載される法
人のミッション・役割の達成について特に考慮すべき事項  
・ 中期計画に記載されている事項以外の特筆すべき業績（災害対応など）  
④ 全体評価の冒頭には、当該評価を要約した項を設け、①の評語とともに、「高
く評価すべき事項」や「改善すべき事項」などをまとめ、都民に分かりやすく

提示する。 
  （イ）全体評価の留意事項  

   法人全体の信用を失墜させる事象が生じた場合には、その程度に応じ項目別評価

を基礎とした場合の評価から更に引下げを行うものとする。 
また、当該事象を生じさせるに至った、マネジメント上の欠陥等に対する要因分

析や対応策の検証を行い、評価に反映するものとする。 
（２）中期目標期間評価（見込評価・期間実績評価）  
ア 項目別評価  
（ア）評価区分  

（１）ア（ア）年度評価における項目別評価の評価区分と同様の取扱いとする。

ただし、各評価項目の業務実績と評価区分の関係は別表３のとおりとする。 
（イ）項目別評価の留意事項  

① 期間実績評価時においては、見込評価時に見込んだ中期目標期間終了時の業務
実績見込みと中期目標期間実績評価時の実際の業務実績との間に大幅な乖

かい

離が

ある場合には、その理由を明確かつ具体的に記載する。  
② 評価に併せ、次期中期目標期間の業務実施に当たっての留意すべき点等につい
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（３）業務の特性に応じ、企業会計的手法による財務分析、経年比較による趨
すう

勢分析等   

の財務分析を行う。  
（４）同一法人の過去の実績との比較・分析を行う。 また、同業種の法人や民間企業との
比較・分析を行う。 

（５）複数の施設・事務所で同種の業務を行っており、全体の評価を行うだけでは業務運

営上の課題を把握し難い場合には、施設・事務所ごとの業務実績を把握し、計画に対

する比較・分析を行う。  
（６）評価委員会から意見聴取を行い、評価委員の専門的知見を活用することで、評価の

実効性・客観性を確保する。 
   なお、年度評価及び期間実績評価に当たっては、東京都地方独立行政法人評価委員

会試験研究分科会からの意見聴取を持って評価委員会からの意見聴取とする。 
上記のほか、必要に応じて法人に対する現地調査を行うなど、評価の実効性を確保す

るための手法を適用する。  
 

７ 項目別評価及び全体評価の方法、評価区分  
（１）年度評価  
ア 項目別評価  
（ア）評価区分  
① 原則として、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの５段階の評語を付すことにより行うものと
する。  

②「Ｂ」を標準とする。  
各評価項目の業務実績と評価区分の関係は別表１のとおりとする。  

  （イ）項目別評価の留意事項  
① 評価を付す際には、その評価の根拠を合理的かつ明確に記述する。特に、評価
根拠となる実績データについては、業務実績等報告書における記載箇所を記述

するなど、明確に示す。 
② 最上級の評価「Ｓ」を付す場合には、法人の実績が最上級の評価にふさわしい
とした根拠について、量的及び質的の両面について具体的かつ明確に記述する

ものとする。  
具体的には、質的な面として、  
・ 法人の自主的な取組による創意工夫  
・ 目標策定時に想定した以上の政策実現に対する寄与  
・ 重要かつ難易度の高い目標の達成  
等について具体的かつ明確に説明するものとする。  

③ 研究に関する評価は、研究テーマの選定方法、成果の活用、研究評価が適正に
行われているか等について、組織的・マクロ的な視点で行う。個別研究内容の

評価は法人が行っている研究評価（外部評価・内部評価）によることとする。 
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ての意見を記述する。  
上記のほか、（１）ア（イ）年度評価における項目別評価の留意事項と同様の取

扱いとする。 
イ 全体評価  
（ア）全体評価の記述  

（１）イ（ア）年度評価における全体評価の記述と同様の取扱いとする。ただ

し、評語については別表４の例を参考にするものとする。 
（イ）全体評価の留意事項  
① 見込評価においては、評価のほか、業務及び組織の全般にわたる検討及び次期
中期目標策定に関して取るべき方策を記載する。  

        ② 期間実績評価においては、評価のほか、見込評価時に予期しなかった事項       
で次期中期目標の変更等の対応が必要な事項を記載する。 
③ 見込評価においては、評価単位の設定、評価指標、全体評価の方法等について 
改善が必要かどうかについて検討を行うものとする。  

④ 中期計画に掲げられている事項以外で特記すべき法人の自主的な取組みがあれ 
ば、当該事項も含めて総合的に評価する。  
上記のほか、（１）イ（イ）年度評価における全体評価の留意事項と同様の取扱

いとする。 
 
第３ 評価結果の活用等 
１ 評価結果の活用等に関する事項  
（１） 法人は、評価結果を中期計画の見直し、翌年度の年度計画の策定及び次期中期計画

の策定並びに法人内部の組織体制の見直し、人事計画、法人内部の予算配分及び業

務手法の見直し等に活用するものとする。  
（２）都は、評価結果を中期目標の見直し、業務及び組織の全般にわたる検討並びに次期

中期目標の策定のほか、都の政策等に反映させる。  
（３）項目別評価で「Ｄ」評価を付した場合、業務の廃止を含めた抜本的な見直しを命ず

るものとする。  
（４）業務及び組織の全般にわたる検討をするときは、見込評価の結果を十分に活用し、

業務の廃止若しくは移管又は組織の廃止その他の所要の措置を的確に講じるものとす

る。  
（５）評価の過程で特に対応が必要な業務運営上の課題が発見された場合には、翌年度以

降、当該課題への法人の対応状況について適正に評価する。  
 
２ 評価結果の業務運営の改善等への反映 
（１）法人は、法第 29条に定める、評価結果の業務運営の改善等への反映の取組を取りま
とめた報告書（以下「評価結果反映報告書」という。）について、翌事業年度に行う知
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ての意見を記述する。  
上記のほか、（１）ア（イ）年度評価における項目別評価の留意事項と同様の取

扱いとする。 
イ 全体評価  
（ア）全体評価の記述  

（１）イ（ア）年度評価における全体評価の記述と同様の取扱いとする。ただ

し、評語については別表４の例を参考にするものとする。 
（イ）全体評価の留意事項  
① 見込評価においては、評価のほか、業務及び組織の全般にわたる検討及び次期
中期目標策定に関して取るべき方策を記載する。  

        ② 期間実績評価においては、評価のほか、見込評価時に予期しなかった事項       
で次期中期目標の変更等の対応が必要な事項を記載する。 
③ 見込評価においては、評価単位の設定、評価指標、全体評価の方法等について 
改善が必要かどうかについて検討を行うものとする。  

④ 中期計画に掲げられている事項以外で特記すべき法人の自主的な取組みがあれ 
ば、当該事項も含めて総合的に評価する。  
上記のほか、（１）イ（イ）年度評価における全体評価の留意事項と同様の取扱

いとする。 
 
第３ 評価結果の活用等 
１ 評価結果の活用等に関する事項  
（１） 法人は、評価結果を中期計画の見直し、翌年度の年度計画の策定及び次期中期計画

の策定並びに法人内部の組織体制の見直し、人事計画、法人内部の予算配分及び業

務手法の見直し等に活用するものとする。  
（２）都は、評価結果を中期目標の見直し、業務及び組織の全般にわたる検討並びに次期

中期目標の策定のほか、都の政策等に反映させる。  
（３）項目別評価で「Ｄ」評価を付した場合、業務の廃止を含めた抜本的な見直しを命ず

るものとする。  
（４）業務及び組織の全般にわたる検討をするときは、見込評価の結果を十分に活用し、

業務の廃止若しくは移管又は組織の廃止その他の所要の措置を的確に講じるものとす

る。  
（５）評価の過程で特に対応が必要な業務運営上の課題が発見された場合には、翌年度以

降、当該課題への法人の対応状況について適正に評価する。  
 
２ 評価結果の業務運営の改善等への反映 
（１）法人は、法第 29条に定める、評価結果の業務運営の改善等への反映の取組を取りま
とめた報告書（以下「評価結果反映報告書」という。）について、翌事業年度に行う知
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事の評価の中で記載内容をチェックできるよう、業務実績等報告書の提出時期に合わ

せて作成し、知事に提出するとともに公表する。  
（（２）法人は、（１）の取りまとめに際して、評価で指摘された事項について、中期計画、

年度計画への反映、組織及び人事その他業務改善への反映等、事業年度内に実施した

措置状況を具体的に記載する。 
   都は、評価で指摘した事項が適切に記載されているかを確認する。 
（３）都は、法人が評価委員会における審議の内容を、その業務運営に活用できるよう、

適切な助言を行う。 
 
３ 評価結果等の公表に関する事項  
（１）業務実績等報告書、評価結果反映報告書、評価書並びに業務及び組織の全般にわた

る検討の結果（以下「評価書等」という。）は４のスケジュールに従い遅滞なく公表す

るものとする。  
（２）評価書等は、都や法人のホームページなど、広く都民に周知できる方法で公表する

ものとする。 
（３）評価に活用したデータ等についても、検証可能性の確保に留意した上で、積極的な

公表に努める。  
 
４ 評価のスケジュールに関する事項  
評価結果を業務運営の改善等に適切に反映できるよう、予算要求時を目途に各評価を

完了させるよう努めるものとする。  
具体的には、以下のスケジュールが想定される。  
事項 時期 業務内容等 

評価準備 ４月～６月 ○業務実績等報告書、評価結果反映報告書作成（法人） 
実績報告 ６月 ○業務実績等報告書、評価結果反映報告書提出（法人） 

（年度終了後、３か月以内に提出） 
評価 ６月～８月 ○業務実績等の検証（法人からのヒアリング） 

○評価結果（案）作成 
○評価委員会から意見聴取 
○評価結果の決定（年度及び期間評価は８月上旬を、見

込み評価及び業務全般の見直し結果は８月下旬を目途

とする） 
報告・公表 ９月 ○評価結果を東京都議会第３回定例会に報告 
 

５ 本基準の見直しについて  
評価の実効性や評価指針、法人に関する都の計画、方針等を踏まえ、知事による目標

策定・評価に基づくＰＤＣＡサイクルの実効性をより高める観点や法人のマネジメント
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ての意見を記述する。  
上記のほか、（１）ア（イ）年度評価における項目別評価の留意事項と同様の取

扱いとする。 
イ 全体評価  
（ア）全体評価の記述  

（１）イ（ア）年度評価における全体評価の記述と同様の取扱いとする。ただ

し、評語については別表４の例を参考にするものとする。 
（イ）全体評価の留意事項  
① 見込評価においては、評価のほか、業務及び組織の全般にわたる検討及び次期
中期目標策定に関して取るべき方策を記載する。  

        ② 期間実績評価においては、評価のほか、見込評価時に予期しなかった事項       
で次期中期目標の変更等の対応が必要な事項を記載する。 
③ 見込評価においては、評価単位の設定、評価指標、全体評価の方法等について 
改善が必要かどうかについて検討を行うものとする。  

④ 中期計画に掲げられている事項以外で特記すべき法人の自主的な取組みがあれ 
ば、当該事項も含めて総合的に評価する。  
上記のほか、（１）イ（イ）年度評価における全体評価の留意事項と同様の取扱

いとする。 
 
第３ 評価結果の活用等 
１ 評価結果の活用等に関する事項  
（１） 法人は、評価結果を中期計画の見直し、翌年度の年度計画の策定及び次期中期計画

の策定並びに法人内部の組織体制の見直し、人事計画、法人内部の予算配分及び業

務手法の見直し等に活用するものとする。  
（２）都は、評価結果を中期目標の見直し、業務及び組織の全般にわたる検討並びに次期

中期目標の策定のほか、都の政策等に反映させる。  
（３）項目別評価で「Ｄ」評価を付した場合、業務の廃止を含めた抜本的な見直しを命ず

るものとする。  
（４）業務及び組織の全般にわたる検討をするときは、見込評価の結果を十分に活用し、

業務の廃止若しくは移管又は組織の廃止その他の所要の措置を的確に講じるものとす

る。  
（５）評価の過程で特に対応が必要な業務運営上の課題が発見された場合には、翌年度以

降、当該課題への法人の対応状況について適正に評価する。  
 
２ 評価結果の業務運営の改善等への反映 
（１）法人は、法第 29条に定める、評価結果の業務運営の改善等への反映の取組を取りま
とめた報告書（以下「評価結果反映報告書」という。）について、翌事業年度に行う知
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の実効性をより向上させる観点から、適時に本基準の見直しを行い、必要な変更を行う

ものとする。 
 

 
 附則 
 この基準は、平成３０年４月１日から施行する。 
 附則 
 この基準は、令和３年７月１日から施行する。 
 
別表１ 

評 語 説 明 

Ｓ 
年度計画を大幅に上回

って実施している 

年度計画を上回る実績・成果を上げている項目のうち次に掲

げる条件に該当する項目 
・  定量的目標が定められている項目について、目標の水準を 
大幅に上回る実績・成果を上げている 

・  実績・成果が卓越した水準にある 
・  都政・都民の新たなニーズに迅速に対応した取組により 
高い実績・満足度を実現している 

・  上記の各項目に準ずる実績・成果を上げている 

Ａ 
年度計画を上回って実

施している 
年度計画を上回る実績・成果を上げている項目で、Ｓ評価に

は該当しない項目 

Ｂ 年度計画を概
おおむ

ね順調

に実施している 
年度計画に記載された事項を１００％計画どおり実施してい

る項目 

Ｃ 
年度計画を十分に実施

できていない 
実績・成果が年度計画を下回っている項目で、Ｄ評価には該

当しない項目 

Ｄ 
業務の大幅な見直し、

改善が必要である 

実績・成果が年度計画を下回っている項目のうち、次に掲げ

る条件に該当する項目 
・  定量的目標が定められている項目で、実績・成果が 
目標の水準を大幅に下回っている 

・  提供すべきサービス、財務内容、その他業務運営に 
重大な瑕疵

か し

がある 
・  実績・成果が上記の各項目に準ずる水準に止まっている 

＜備考＞ 
・  上記の説明は、あくまで目安であり、実績・成果の水準に加え、 
  計画の難易度、外的要因、取組の経緯・過程等を総合的に勘案して評価する。 
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の実効性をより向上させる観点から、適時に本基準の見直しを行い、必要な変更を行う

ものとする。 
 

 
 附則 
 この基準は、平成３０年４月１日から施行する。 
 附則 
 この基準は、令和３年７月１日から施行する。 
 
別表１ 

評 語 説 明 

Ｓ 
年度計画を大幅に上回

って実施している 

年度計画を上回る実績・成果を上げている項目のうち次に掲

げる条件に該当する項目 
・  定量的目標が定められている項目について、目標の水準を 
大幅に上回る実績・成果を上げている 

・  実績・成果が卓越した水準にある 
・  都政・都民の新たなニーズに迅速に対応した取組により 
高い実績・満足度を実現している 

・  上記の各項目に準ずる実績・成果を上げている 

Ａ 
年度計画を上回って実

施している 
年度計画を上回る実績・成果を上げている項目で、Ｓ評価に

は該当しない項目 

Ｂ 年度計画を概
おおむ

ね順調

に実施している 
年度計画に記載された事項を１００％計画どおり実施してい

る項目 

Ｃ 
年度計画を十分に実施

できていない 
実績・成果が年度計画を下回っている項目で、Ｄ評価には該

当しない項目 

Ｄ 
業務の大幅な見直し、

改善が必要である 

実績・成果が年度計画を下回っている項目のうち、次に掲げ

る条件に該当する項目 
・  定量的目標が定められている項目で、実績・成果が 
目標の水準を大幅に下回っている 

・  提供すべきサービス、財務内容、その他業務運営に 
重大な瑕疵

か し

がある 
・  実績・成果が上記の各項目に準ずる水準に止まっている 

＜備考＞ 
・  上記の説明は、あくまで目安であり、実績・成果の水準に加え、 
  計画の難易度、外的要因、取組の経緯・過程等を総合的に勘案して評価する。 
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別表２ 
評 語 

～特筆すべき業務の進捗状況にある 
～優れた業務の進捗状況にある 
～着実な業務の進捗状況にある 
～業務の進捗状況に遅れが見られる 
～業務の進捗状況に大幅な遅れが見られ、業務の改善が必要 
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の実効性をより向上させる観点から、適時に本基準の見直しを行い、必要な変更を行う

ものとする。 
 

 
 附則 
 この基準は、平成３０年４月１日から施行する。 
 附則 
 この基準は、令和３年７月１日から施行する。 
 
別表１ 

評 語 説 明 

Ｓ 
年度計画を大幅に上回

って実施している 

年度計画を上回る実績・成果を上げている項目のうち次に掲

げる条件に該当する項目 
・  定量的目標が定められている項目について、目標の水準を 
大幅に上回る実績・成果を上げている 

・  実績・成果が卓越した水準にある 
・  都政・都民の新たなニーズに迅速に対応した取組により 
高い実績・満足度を実現している 

・  上記の各項目に準ずる実績・成果を上げている 

Ａ 
年度計画を上回って実

施している 
年度計画を上回る実績・成果を上げている項目で、Ｓ評価に

は該当しない項目 

Ｂ 年度計画を概
おおむ

ね順調

に実施している 
年度計画に記載された事項を１００％計画どおり実施してい

る項目 

Ｃ 
年度計画を十分に実施

できていない 
実績・成果が年度計画を下回っている項目で、Ｄ評価には該

当しない項目 

Ｄ 
業務の大幅な見直し、

改善が必要である 

実績・成果が年度計画を下回っている項目のうち、次に掲げ

る条件に該当する項目 
・  定量的目標が定められている項目で、実績・成果が 
目標の水準を大幅に下回っている 

・  提供すべきサービス、財務内容、その他業務運営に 
重大な瑕疵

か し

がある 
・  実績・成果が上記の各項目に準ずる水準に止まっている 

＜備考＞ 
・  上記の説明は、あくまで目安であり、実績・成果の水準に加え、 
  計画の難易度、外的要因、取組の経緯・過程等を総合的に勘案して評価する。 
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別表３ 
評 語 説 明 

Ｓ 
中期目標の達成状況が極

めて良好である 

中期計画を上回る実績・成果を上げている項目のうち次に

掲げる条件に該当する項目 
・ 定量的目標が定められている項目について、目標の水準を 
大幅に上回る実績・成果を上げている 

・ 実績・成果が卓越した水準にある 
・ 都政・都民の新たなニーズに迅速に対応した取組により 
高い実績・満足度を実現している 

・ 上記の各項目に準ずる実績・成果を上げている 

Ａ 
中期目標の達成状況が良

好である 
中期計画を上回る実績・成果を上げている項目で、Ｓ評価

には該当しない項目 

Ｂ 
中期目標の達成状況が

概
おおむ

ね良好である 
中期計画に記載された事項を１００％計画どおり実施して

いる項目 

Ｃ 
中期目標の達成状況がや

や不十分である 
実績・成果が中期計画を下回っている項目で、Ｄ評価には

該当しない項目 

Ｄ 

中期目標の達成状況が不

十分であり、法人の組織、

業務等に見直しが必要で

ある 

実績・成果が中期計画を下回っている項目のうち次に掲げ

る条件に該当する項目 
・  定量的目標が定められている項目で、実績・成果が 
目標の水準を大幅に下回っている 

・  提供すべきサービス、財務内容、その他業務運営に 
重大な瑕疵

か し

がある 
・  実績・成果が上記の各項目に準ずる水準に止まっている 

＜備考＞ 
・ 上記の説明は、中期目標期間評価に当たり、より定量的な指標及び客観的な評価基準で
評価を行うためのあくまで目安であり、実績・成果の水準に加え、計画の難易度、外的

要因、取組の経緯・過程等を総合的に勘案して評価する。 
 
別表４ 

評 語 
～特筆すべき業務の達成状況にある 
～優れた業務の達成状況にある 
～概

おおむ

ね着実な業務の達成状況にある 
～やや不十分な業務の達成状況にある 
～不十分な業務の達成状況にある 
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別表３ 
評 語 説 明 

Ｓ 
中期目標の達成状況が極

めて良好である 

中期計画を上回る実績・成果を上げている項目のうち次に

掲げる条件に該当する項目 
・ 定量的目標が定められている項目について、目標の水準を 
大幅に上回る実績・成果を上げている 

・ 実績・成果が卓越した水準にある 
・ 都政・都民の新たなニーズに迅速に対応した取組により 
高い実績・満足度を実現している 

・ 上記の各項目に準ずる実績・成果を上げている 

Ａ 
中期目標の達成状況が良

好である 
中期計画を上回る実績・成果を上げている項目で、Ｓ評価

には該当しない項目 

Ｂ 
中期目標の達成状況が

概
おおむ

ね良好である 
中期計画に記載された事項を１００％計画どおり実施して

いる項目 

Ｃ 
中期目標の達成状況がや

や不十分である 
実績・成果が中期計画を下回っている項目で、Ｄ評価には

該当しない項目 

Ｄ 

中期目標の達成状況が不

十分であり、法人の組織、

業務等に見直しが必要で

ある 

実績・成果が中期計画を下回っている項目のうち次に掲げ

る条件に該当する項目 
・  定量的目標が定められている項目で、実績・成果が 
目標の水準を大幅に下回っている 

・  提供すべきサービス、財務内容、その他業務運営に 
重大な瑕疵

か し

がある 
・  実績・成果が上記の各項目に準ずる水準に止まっている 

＜備考＞ 
・ 上記の説明は、中期目標期間評価に当たり、より定量的な指標及び客観的な評価基準で
評価を行うためのあくまで目安であり、実績・成果の水準に加え、計画の難易度、外的

要因、取組の経緯・過程等を総合的に勘案して評価する。 
 
別表４ 

評 語 
～特筆すべき業務の達成状況にある 
～優れた業務の達成状況にある 
～概

おおむ

ね着実な業務の達成状況にある 
～やや不十分な業務の達成状況にある 
～不十分な業務の達成状況にある 
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別表３ 
評 語 説 明 

Ｓ 
中期目標の達成状況が極

めて良好である 

中期計画を上回る実績・成果を上げている項目のうち次に

掲げる条件に該当する項目 
・ 定量的目標が定められている項目について、目標の水準を 
大幅に上回る実績・成果を上げている 

・ 実績・成果が卓越した水準にある 
・ 都政・都民の新たなニーズに迅速に対応した取組により 
高い実績・満足度を実現している 

・ 上記の各項目に準ずる実績・成果を上げている 

Ａ 
中期目標の達成状況が良

好である 
中期計画を上回る実績・成果を上げている項目で、Ｓ評価

には該当しない項目 

Ｂ 
中期目標の達成状況が

概
おおむ

ね良好である 
中期計画に記載された事項を１００％計画どおり実施して

いる項目 

Ｃ 
中期目標の達成状況がや

や不十分である 
実績・成果が中期計画を下回っている項目で、Ｄ評価には

該当しない項目 

Ｄ 

中期目標の達成状況が不

十分であり、法人の組織、

業務等に見直しが必要で

ある 

実績・成果が中期計画を下回っている項目のうち次に掲げ

る条件に該当する項目 
・  定量的目標が定められている項目で、実績・成果が 
目標の水準を大幅に下回っている 

・  提供すべきサービス、財務内容、その他業務運営に 
重大な瑕疵

か し

がある 
・  実績・成果が上記の各項目に準ずる水準に止まっている 

＜備考＞ 
・ 上記の説明は、中期目標期間評価に当たり、より定量的な指標及び客観的な評価基準で
評価を行うためのあくまで目安であり、実績・成果の水準に加え、計画の難易度、外的

要因、取組の経緯・過程等を総合的に勘案して評価する。 
 
別表４ 

評 語 
～特筆すべき業務の達成状況にある 
～優れた業務の達成状況にある 
～概

おおむ

ね着実な業務の達成状況にある 
～やや不十分な業務の達成状況にある 
～不十分な業務の達成状況にある 
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績
報

告
書

 

      

  

2
0
2
1

年
6

月
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第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

一
 

東
京
の

産
業
の

発
展
と
成

長
を

支
え

る
研
究

開
発
の
推

進
 

 中
期

目
標
 

（
一

）
基
盤

研
究
 

中
小

企
業
の

技
術
ニ

ー
ズ
を
踏

ま
え

、
付

加
価

値
の

高
い
新

製
品
・
新

サ
ー

ビ
ス

開
発
や

技
術

的
課

題
の
解

決
に
必
要

な
シ

ー
ズ

の
蓄
積

、
今

後
発

展
が

予
想

さ
れ

る
人
間

生
活
技

術
な
ど
の

技
術

分
野

の
強
化

、
都
市
課

題
の

解
決

や
都
民

生
活
の
向

上
に
資
す

る
研
究

を
基
盤
研

究
と

し
て

実
施
す

る
。
 

  
評

価
項

目
番

号
 

1
 

自
己

評
価
 

S
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

機
械

、
電
気

・
電
子

、
情
報
、

化
学
、

バ
イ

オ
等

の
基

盤
技

術
分

野
に

対
す

る

基
盤

研
究

を
着

実
に

実
施

す
る

と
と

も

に
、

中
小

企
業

の
技

術
ニ

ー
ズ

を
踏

ま

え
、
付

加
価

値
の
高

い
新

製
品
・
新

サ
ー

ビ
ス

開
発

や
技

術
課

題
の

解
決

に
役

立

つ
技

術
シ
ー

ズ
の
蓄

積
、
今
後

発
展

が
予

想
さ

れ
る
技

術
分
野

の
充
実
、
都

民
生
活

の
向

上
に

資
す

る
研

究
を

基
盤

研
究

と

し
て

取
組
む

。
 

な
か

で
も
、
今
後

の
成
長

が
期

待
さ

れ

る
４

つ
の
技

術
分
野

を
重
点
と

し
て

、
新

産
業

育
成
を

図
る
研

究
に
取
組

み
、
都
内

中
小

企
業

に
よ

る
新

し
い

サ
ー

ビ
ス

の

創
出

に
貢
献

す
る
。
 

ア
）

環
境
・

エ
ネ
ル

ギ
ー
分
野

 

大
都

市
特

有
の

課
題

で
あ

る
環

境
浄

化
に

関
す

る
技

術
開

発
に

取

り
組

み
、
国
際

競
争
力

を
有
す

る
環

境
浄

化
技

術
を

開
発

す
る

と
と

も

に
、
再

生
可
能

エ
ネ
ル

ギ
ー
な

ど
の

研
究

開
発

に
よ

り
新

エ
ネ

ル
ギ

ー

創
出

に
貢
献

す
る
。
 

イ
）

生
活
技

術
・
ヘ

ル
ス
ケ
ア

分
野
 

(
1
)
基

盤
研
究

の
量
的

・
質
的

な
向

上
に

向
け
た

取
り
組
み
 

1
)
協

創
的
研

究
開
発

の
開
始
（

2
0
1
8
年
度

）
 

複
数

の
組
織

を
横
断

し
た
チ
ー

ム
を

構
成

し
、
統

合
的

な
課
題

を
解
決

す
る
「

協
創

的
研

究
開

発
」
を

開
始
。
理

事
長
の

提
示

す
る

テ
ー
マ
（
「

デ
ー
タ

連
携

」、
「

M
i
me
t
i
c（

自
然

の
模

倣
・

擬
態

）
」
、
「

R
ec
u
rr
e
n
t
（

従
来

技
術

の
先

端
分

野
へ

の
応

用
）
」
、
「

T
r
an
s
f
er

（
あ

る
分
野

の
技
術

を
他
分
野

へ
応

用
）」
）
に

基
づ
き
、
分

野
間

融
合

で
新
た

な
も
の
づ

く
り

を
促
進
 

【
テ

ー
マ
例

】
 

・
A
M
材

料
の

デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化

と
そ

の
連

携
に
関

す
る
協
創
的

研
究
（

技
術

開
発

支
援
部

、

地
域

技
術

支
援

部
、

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

、
開

発
第

二
部

の
連

携
／

A
M
（

A
d
d
it
i
v
e
 

M
a
n
u
f
a
c
t
ur
i
n
g
）
普

及
を
目

指
し

て
材

料
デ
ー

タ
ベ
ー
ス

を
構

築
）
 

・
A
M
技

術
と

プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
部

品
め

っ
き

技
術
に

よ
る
高
周
波

ミ
リ
波

立
体
回

路
の
開
発

（
開

発
第
一

部
、
技

術
開

発
支

援
部
、
開

発
第

二
部
の

連
携

／
切

削
加

工
が
出

来
な
い

構
造

を
A
M
に

よ
り

成
形
し
、

め
っ

き
処

理
を
施

し
た
プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

ア
ン
テ

ナ
を
開

発
）

 
等
 

2
)
基

盤
研
究

制
度
の

改
革
（
2
0
1
6
年

度
）
 

所
管

部
長
の

権
限
強

化
に
よ
り

、
ロ

ー
ド

マ
ッ
プ

方
針
に
合
致

し
た
研

究
を
推

進
 

3
)
研

究
事
業

の
進
捗

管
理
 

テ
ー

マ
ご
と

に
開
始

、
中
間
、

終
了

ヒ
ア

リ
ン
グ

を
実
施
し
、

進
捗
状

況
を
把

握
 

4
)
研

究
事
業

拡
大
へ

の
取
り
組

み
 

・
所

内
向
け

に
研
究

事
業
説
明

会
を

実
施
 

・
若

手
職
員

向
け
研

修
を
実
施

 

5
)
論

文
指
導

員
制
度

の
新
設
（

2
0
1
6
年
度

）
 

一
定

の
条
件

を
満
た

す
研
究
員

を
論

文
指

導
員
と

し
て
任
命
し

、
査
読

付
論
文

の
投
稿
を

基
盤

研
究

の
活

性
化

の
た

め

に
、
イ

ン
セ
ン

テ
ィ
ブ

制
度
を

導

入
、
所

管
部
長

の
責
任

と
権
限

を

強
化

、
ポ

リ
シ

ー
ス
テ

ー
ト
メ

ン

ト
に

よ
る

部
運

営
方

針
の

明
確

化
な

ど
の

新
し

い
取

り
組

み
を

積
極

的
に
実

施
 

 「
協

創
的

研
究

開
発

」
を

新
設

し
、
都

産
技
研

内
の
分

野
間
の

横

断
的

な
取
り

組
み
を

促
進
 

 

「
環

境
・
エ
ネ

ル
ギ
ー

」
、「

生

活
技

術
・
ヘ
ル

ス
ケ
ア

」
、「

機
能

性
材

料
」
、「

安
全
・
安

心
」
の

４

つ
の

重
点
技

術
分
野

と
「

も
の

づ

く
り

要
素

技
術

」
分

野
を

設
定

し
、
3
6
4
テ
ー

マ
の
基

盤
研
究

を

実
施
 

 

研
究

成
果

を
中

小
企

業
の

製

品
化
・
事
業

化
、
共
同

研
究
、
外

部
資

金
導

入
研

究
へ

展
開

し
た

件
数

は
1
59

件
で

、
中

期
計
画

目

標
を

大
き

く
上

回
る

実
績

を
達

成
 

 

1

感
性

工
学

な
ど

に
基

づ
い

た
生

活
技

術
を
応

用
し
て

、
サ

ー
ビ

ス
産

業
の

支
援
を

行
う

。
東

京
に
集

積
し

て
い

る
健
康
・
医

療
・
福

祉
機

器
産

業
に

対
し
て

、
先

端
技

術
を
活

用
し

た
研

究
開

発
に

よ
っ

て
支

援
を

行

う
。
 

ウ
）

機
能
性

材
料
分

野
 

幅
広

い
産

業
へ

の
波

及
効

果
が

高
い

高
機

能
性

材
料

の
開

発
に

取

り
組

み
、
航
空

機
産
業

や
素
材

産
業

な
ど

の
成

長
産

業
に

対
す

る
中

小

企
業

の
参
入

を
支
援

す
る
。
 

エ
）

安
全
・

安
心
分

野
 

シ
ス

テ
ム

安
全

に
基

づ
い

た
高

信
頼

性
技
術

の
開
発

を
行
い
、
製

品

の
安

全
性
向

上
を
支

援
す
る
。
少

子

高
齢

化
社

会
で

必
要

と
な

る
サ

ー

ビ
ス

ロ
ボ

ッ
ト

の
安

全
性

評
価

技

術
を

開
発
し

、
信

頼
性

の
高
い

ロ
ボ

ッ
ト

開
発
を

支
援
す

る
。
 

基
盤

研
究
の

成
果
は

、
都

産
技

研
の

技

術
レ

ベ
ル
の

向
上
、
対

応
技
術

分
野

の
充

実
、
新

た
な

依
頼
試

験
項
目
の

追
加

な
ど

中
小

企
業

へ
の

技
術

支
援

に
つ

な
げ

て

い
く

ほ
か
、
中

小
企

業
と
の
共

同
研

究
の

実
施

や
外

部
資

金
導

入
研

究
に

も
発

展

さ
せ

て
い

く
。

基
盤

研
究

の
成

果
を

基

に
、
事

業
化
・
製

品
化
さ

れ
た

件
数

、
共

同
研

究
に
発

展
し
た

件
数
、
外

部
資

金
導

入
研

究
に

採
択

さ
れ

た
件

数
を

合
わ

せ

て
、

第
三

期
中

期
計

画
期

間
中

に
1
0
0

件
を

目
標
と

す
る
。
 

推
進
 

6
)
不

正
防
止

へ
の
取

り
組
み
 

研
究

ミ
ス
コ

ン
ダ
ク

ト
防
止
研

修
、

研
究

コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス

研
修
を

実
施
 

 (
2
)
基

盤
研
究

の
実
施
 

都
産

技
研
戦

略
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ

に
基

づ
き

、
今
後

の
成
長
が

期
待

さ
れ

る
4
つ

の
技
術
分

野

を
重

点
化
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

実
施

数
（
継

続
除
く

）
 

7
9
 

6
3
 

8
9
 

7
0
 

6
3
 

3
6
4
 

内
、

重
点

4
分

野
 

5
7
 

5
8
 

8
2
 

6
0
 

4
9
 

3
0
6
 

 (
3
)
基

盤
研
究

か
ら
の

成
果
展

開
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

事
業

化
・
製

品
化
 

0
 

3
 

7
 

3
 

0
 

1
3
 

共
同

研
究
 

1
3
 

1
4
 

2
3
 

1
2
 

1
1
 

7
3
 

外
部

資
金
導

入
研
究
 

1
1
 

1
1
 

1
5
 

2
1
 

1
5
 

7
3
 

計
 

2
4
 

2
8
 

4
5
 

3
6
 

2
6
 

1
5
9
 

1
)
基

盤
研
究

の
実
施

に
よ
り
成

果
展

開
し

た
事
例
 

・
骨

盤
底
サ

ポ
ー
タ

ー
 

・
水

没
式
漏

れ
検
査

シ
ス
テ
ム

（
水

没
漏

れ
試
験

の
自
動
化
無

人
化
が

可
能
な

シ
ス
テ
 

ム
）

 
等
 

2
)
過

去
の
研

究
か
ら

発
展
し
た

共
同

研
究

へ
の
展

開
事
例
 

・
マ

グ
ネ
シ

ウ
ム
空

気
電
池
の

放
電

特
性

の
改
善
 

・
金

属
積
層

造
形
で

の
構
造
最

適
化

に
よ

る
ス
ポ

ー
ツ
義
足
用

高
機
能

ア
ダ
プ

タ
ー
の
 

開
発

 
等
 

3
)
外

部
資
金

導
入
研

究
へ
の
展

開
事

例
 

・
揮

発
性
代

謝
産
物

が
真
菌
類

と
シ

ロ
ア

リ
と
の

情
報
伝
達
で

果
た
す

役
割
と

そ
の
メ
カ

ニ
ズ

ム
解
明
 

・
フ

ァ
イ
ン

バ
ブ
ル

と
超
音
波

の
組

み
合

わ
せ
に

よ
る
難
剥
離

性
付
着

物
の
除

去
技
術
の

開
発

 
等
 

 (
4
)
研

究
成
果

の
普
及

活
動
 

 
2
0
1
6

2
0
1
7

2
0
1
8

2
0
1
9

2
0
2
0

若
手

職
員

向
け

に
研

究
事

業

推
進

研
修

を
新

設
す

る
な

ど
研

究
活

動
の
底

上
げ
に

取
り
組
み

、

論
文

発
表

と
口

頭
発

表
の

件
数

を
大

幅
に
増

加
 

 

論
文

指
導

員
制

度
を

導
入

す

る
な

ど
、
研
究

開
発
の

質
的
向

上

を
実

施
 

2
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第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

一
 

東
京
の

産
業
の

発
展
と
成

長
を

支
え

る
研
究

開
発
の
推

進
 

 中
期

目
標
 

（
一

）
基
盤

研
究
 

中
小

企
業
の

技
術
ニ

ー
ズ
を
踏

ま
え

、
付

加
価

値
の

高
い
新

製
品
・
新

サ
ー

ビ
ス

開
発
や

技
術

的
課

題
の
解

決
に
必
要

な
シ

ー
ズ

の
蓄
積

、
今

後
発

展
が

予
想

さ
れ

る
人
間

生
活
技

術
な
ど
の

技
術

分
野

の
強
化

、
都
市
課

題
の

解
決

や
都
民

生
活
の
向

上
に
資
す

る
研
究

を
基
盤
研

究
と

し
て

実
施
す

る
。
 

  
評

価
項

目
番

号
 

1
 

自
己

評
価
 

S
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

機
械

、
電
気

・
電
子

、
情
報
、

化
学
、

バ
イ

オ
等

の
基

盤
技

術
分

野
に

対
す

る

基
盤

研
究

を
着

実
に

実
施

す
る

と
と

も

に
、

中
小

企
業

の
技

術
ニ

ー
ズ

を
踏

ま

え
、
付

加
価

値
の
高

い
新

製
品
・
新

サ
ー

ビ
ス

開
発

や
技

術
課

題
の

解
決

に
役

立

つ
技

術
シ
ー

ズ
の
蓄

積
、
今
後

発
展

が
予

想
さ

れ
る
技

術
分
野

の
充
実
、
都

民
生
活

の
向

上
に

資
す

る
研

究
を

基
盤

研
究

と

し
て

取
組
む

。
 

な
か

で
も
、
今
後

の
成
長

が
期

待
さ

れ

る
４

つ
の
技

術
分
野

を
重
点
と

し
て

、
新

産
業

育
成
を

図
る
研

究
に
取
組

み
、
都
内

中
小

企
業

に
よ

る
新

し
い

サ
ー

ビ
ス

の

創
出

に
貢
献

す
る
。
 

ア
）

環
境
・

エ
ネ
ル

ギ
ー
分
野

 

大
都

市
特

有
の

課
題

で
あ

る
環

境
浄

化
に

関
す

る
技

術
開

発
に

取

り
組

み
、
国
際

競
争
力

を
有
す

る
環

境
浄

化
技

術
を

開
発

す
る

と
と

も

に
、
再

生
可
能

エ
ネ
ル

ギ
ー
な

ど
の

研
究

開
発

に
よ

り
新

エ
ネ

ル
ギ

ー

創
出

に
貢
献

す
る
。
 

イ
）

生
活
技

術
・
ヘ

ル
ス
ケ
ア

分
野
 

(
1
)
基

盤
研
究

の
量
的

・
質
的

な
向

上
に

向
け
た

取
り
組
み
 

1
)
協

創
的
研

究
開
発

の
開
始
（

2
0
1
8
年
度

）
 

複
数

の
組
織

を
横
断

し
た
チ
ー

ム
を

構
成

し
、
統

合
的

な
課
題

を
解
決

す
る
「

協
創

的
研

究
開

発
」
を

開
始
。
理

事
長
の

提
示

す
る

テ
ー
マ
（
「

デ
ー
タ

連
携

」、
「

M
i
me
t
i
c（

自
然

の
模

倣
・

擬
態

）
」
、
「

R
ec
u
rr
e
n
t
（

従
来

技
術

の
先

端
分

野
へ

の
応

用
）
」
、
「

T
r
an
s
f
er

（
あ

る
分
野

の
技
術

を
他
分
野

へ
応

用
）」
）
に

基
づ
き
、
分

野
間

融
合

で
新
た

な
も
の
づ

く
り

を
促
進
 

【
テ

ー
マ
例

】
 

・
A
M
材

料
の

デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化

と
そ

の
連

携
に
関

す
る
協
創
的

研
究
（

技
術

開
発

支
援
部

、

地
域

技
術

支
援

部
、

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

、
開

発
第

二
部

の
連

携
／

A
M
（

A
d
d
it
i
v
e
 

M
a
n
u
f
a
c
t
ur
i
n
g
）
普

及
を
目

指
し

て
材

料
デ
ー

タ
ベ
ー
ス

を
構

築
）
 

・
A
M
技

術
と

プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
部

品
め

っ
き

技
術
に

よ
る
高
周
波

ミ
リ
波

立
体
回

路
の
開
発

（
開

発
第
一

部
、
技

術
開

発
支

援
部
、
開

発
第

二
部
の

連
携

／
切

削
加

工
が
出

来
な
い

構
造

を
A
M
に

よ
り

成
形
し
、

め
っ

き
処

理
を
施

し
た
プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

ア
ン
テ

ナ
を
開

発
）

 
等
 

2
)
基

盤
研
究

制
度
の

改
革
（
2
0
1
6
年

度
）
 

所
管

部
長
の

権
限
強

化
に
よ
り

、
ロ

ー
ド

マ
ッ
プ

方
針
に
合
致

し
た
研

究
を
推

進
 

3
)
研

究
事
業

の
進
捗

管
理
 

テ
ー

マ
ご
と

に
開
始

、
中
間
、

終
了

ヒ
ア

リ
ン
グ

を
実
施
し
、

進
捗
状

況
を
把

握
 

4
)
研

究
事
業

拡
大
へ

の
取
り
組

み
 

・
所

内
向
け

に
研
究

事
業
説
明

会
を

実
施
 

・
若

手
職
員

向
け
研

修
を
実
施

 

5
)
論

文
指
導

員
制
度

の
新
設
（

2
0
1
6
年
度

）
 

一
定

の
条
件

を
満
た

す
研
究
員

を
論

文
指

導
員
と

し
て
任
命
し

、
査
読

付
論
文

の
投
稿
を

基
盤

研
究

の
活

性
化

の
た

め

に
、
イ

ン
セ
ン

テ
ィ
ブ

制
度
を

導

入
、
所

管
部
長

の
責
任

と
権
限

を

強
化

、
ポ

リ
シ

ー
ス
テ

ー
ト
メ

ン

ト
に

よ
る

部
運

営
方

針
の

明
確

化
な

ど
の

新
し

い
取

り
組

み
を

積
極

的
に
実

施
 

 「
協

創
的

研
究

開
発

」
を

新
設

し
、
都

産
技
研

内
の
分

野
間
の

横

断
的

な
取
り

組
み
を

促
進
 

 

「
環

境
・
エ
ネ

ル
ギ
ー

」
、「

生

活
技

術
・
ヘ
ル

ス
ケ
ア

」
、「

機
能

性
材

料
」
、「

安
全
・
安

心
」
の

４

つ
の

重
点
技

術
分
野

と
「

も
の

づ

く
り

要
素

技
術

」
分

野
を

設
定

し
、
3
6
4
テ
ー

マ
の
基

盤
研
究

を

実
施
 

 

研
究

成
果

を
中

小
企

業
の

製

品
化
・
事
業

化
、
共
同

研
究
、
外

部
資

金
導

入
研

究
へ

展
開

し
た

件
数

は
1
59

件
で

、
中

期
計
画

目

標
を

大
き

く
上

回
る

実
績

を
達

成
 

 

1

感
性

工
学

な
ど

に
基

づ
い

た
生

活
技

術
を
応

用
し
て

、
サ

ー
ビ

ス
産

業
の

支
援
を

行
う

。
東

京
に
集

積
し

て
い

る
健
康
・
医

療
・
福

祉
機

器
産

業
に

対
し
て

、
先

端
技

術
を
活

用
し

た
研

究
開

発
に

よ
っ

て
支

援
を

行

う
。
 

ウ
）

機
能
性

材
料
分

野
 

幅
広

い
産

業
へ

の
波

及
効

果
が

高
い

高
機

能
性

材
料

の
開

発
に

取

り
組

み
、
航
空

機
産
業

や
素
材

産
業

な
ど

の
成

長
産

業
に

対
す

る
中

小

企
業

の
参
入

を
支
援

す
る
。
 

エ
）

安
全
・

安
心
分

野
 

シ
ス

テ
ム

安
全

に
基

づ
い

た
高

信
頼

性
技
術

の
開
発

を
行
い
、
製

品

の
安

全
性
向

上
を
支

援
す
る
。
少

子

高
齢

化
社

会
で

必
要

と
な

る
サ

ー

ビ
ス

ロ
ボ

ッ
ト

の
安

全
性

評
価

技

術
を

開
発
し

、
信

頼
性

の
高
い

ロ
ボ

ッ
ト

開
発
を

支
援
す

る
。
 

基
盤

研
究
の

成
果
は

、
都

産
技

研
の

技

術
レ

ベ
ル
の

向
上
、
対

応
技
術

分
野

の
充

実
、
新

た
な

依
頼
試

験
項
目
の

追
加

な
ど

中
小

企
業

へ
の

技
術

支
援

に
つ

な
げ

て

い
く

ほ
か
、
中

小
企

業
と
の
共

同
研

究
の

実
施

や
外

部
資

金
導

入
研

究
に

も
発

展

さ
せ

て
い

く
。

基
盤

研
究

の
成

果
を

基

に
、
事

業
化
・
製

品
化
さ

れ
た

件
数

、
共

同
研

究
に
発

展
し
た

件
数
、
外

部
資

金
導

入
研

究
に

採
択

さ
れ

た
件

数
を

合
わ

せ

て
、

第
三

期
中

期
計

画
期

間
中

に
1
0
0

件
を

目
標
と

す
る
。
 

推
進
 

6
)
不

正
防
止

へ
の
取

り
組
み
 

研
究

ミ
ス
コ

ン
ダ
ク

ト
防
止
研

修
、

研
究

コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス

研
修
を

実
施
 

 (
2
)
基

盤
研
究

の
実
施
 

都
産

技
研
戦

略
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ

に
基

づ
き

、
今
後

の
成
長
が

期
待

さ
れ

る
4
つ

の
技
術
分

野

を
重

点
化
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

実
施

数
（
継

続
除
く

）
 

7
9
 

6
3
 

8
9
 

7
0
 

6
3
 

3
6
4
 

内
、

重
点

4
分

野
 

5
7
 

5
8
 

8
2
 

6
0
 

4
9
 

3
0
6
 

 (
3
)
基

盤
研
究

か
ら
の

成
果
展

開
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

事
業

化
・
製

品
化
 

0
 

3
 

7
 

3
 

0
 

1
3
 

共
同

研
究
 

1
3
 

1
4
 

2
3
 

1
2
 

1
1
 

7
3
 

外
部

資
金
導

入
研
究
 

1
1
 

1
1
 

1
5
 

2
1
 

1
5
 

7
3
 

計
 

2
4
 

2
8
 

4
5
 

3
6
 

2
6
 

1
5
9
 

1
)
基

盤
研
究

の
実
施

に
よ
り
成

果
展

開
し

た
事
例
 

・
骨

盤
底
サ

ポ
ー
タ

ー
 

・
水

没
式
漏

れ
検
査

シ
ス
テ
ム

（
水

没
漏

れ
試
験

の
自
動
化
無

人
化
が

可
能
な

シ
ス
テ
 

ム
）

 
等
 

2
)
過

去
の
研

究
か
ら

発
展
し
た

共
同

研
究

へ
の
展

開
事
例
 

・
マ

グ
ネ
シ

ウ
ム
空

気
電
池
の

放
電

特
性

の
改
善
 

・
金

属
積
層

造
形
で

の
構
造
最

適
化

に
よ

る
ス
ポ

ー
ツ
義
足
用

高
機
能

ア
ダ
プ

タ
ー
の
 

開
発

 
等
 

3
)
外

部
資
金

導
入
研

究
へ
の
展

開
事

例
 

・
揮

発
性
代

謝
産
物

が
真
菌
類

と
シ

ロ
ア

リ
と
の

情
報
伝
達
で

果
た
す

役
割
と

そ
の
メ
カ

ニ
ズ

ム
解
明
 

・
フ

ァ
イ
ン

バ
ブ
ル

と
超
音
波

の
組

み
合

わ
せ
に

よ
る
難
剥
離

性
付
着

物
の
除

去
技
術
の

開
発

 
等
 

 (
4
)
研

究
成
果

の
普
及

活
動
 

 
2
0
1
6

2
0
1
7

2
0
1
8

2
0
1
9

2
0
2
0

若
手

職
員

向
け

に
研

究
事

業

推
進

研
修

を
新

設
す

る
な

ど
研

究
活

動
の
底

上
げ
に

取
り
組
み

、

論
文

発
表

と
口

頭
発

表
の

件
数

を
大

幅
に
増

加
 

 

論
文

指
導

員
制

度
を

導
入

す

る
な

ど
、
研
究

開
発
の

質
的
向

上

を
実

施
 

2
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感
性

工
学

な
ど

に
基

づ
い

た
生

活
技

術
を
応

用
し
て

、
サ

ー
ビ

ス
産

業
の

支
援
を

行
う

。
東

京
に
集

積
し

て
い

る
健
康
・
医

療
・
福

祉
機

器
産

業
に

対
し
て

、
先

端
技

術
を
活

用
し

た
研

究
開

発
に

よ
っ

て
支

援
を

行

う
。
 

ウ
）

機
能
性

材
料
分

野
 

幅
広

い
産

業
へ

の
波

及
効

果
が

高
い

高
機

能
性

材
料

の
開

発
に

取

り
組

み
、
航
空

機
産
業

や
素
材

産
業

な
ど

の
成

長
産

業
に

対
す

る
中

小

企
業

の
参
入

を
支
援

す
る
。
 

エ
）

安
全
・
安

心
分

野
 

シ
ス

テ
ム

安
全

に
基

づ
い

た
高

信
頼

性
技
術

の
開
発

を
行
い
、
製

品

の
安

全
性
向

上
を
支

援
す
る
。
少

子

高
齢

化
社

会
で

必
要

と
な

る
サ

ー

ビ
ス

ロ
ボ

ッ
ト

の
安

全
性

評
価

技

術
を

開
発
し

、
信

頼
性

の
高
い

ロ
ボ

ッ
ト

開
発
を

支
援
す

る
。
 

基
盤

研
究
の
成

果
は

、
都

産
技

研
の

技

術
レ

ベ
ル
の

向
上
、
対

応
技
術

分
野

の
充

実
、
新

た
な

依
頼
試

験
項
目
の

追
加

な
ど

中
小

企
業

へ
の

技
術

支
援

に
つ

な
げ

て

い
く

ほ
か
、
中

小
企

業
と
の
共

同
研

究
の

実
施

や
外

部
資

金
導

入
研

究
に

も
発

展

さ
せ

て
い

く
。

基
盤

研
究

の
成

果
を

基

に
、
事

業
化
・
製

品
化
さ

れ
た

件
数

、
共

同
研

究
に
発

展
し
た

件
数
、
外

部
資

金
導

入
研

究
に

採
択

さ
れ

た
件

数
を

合
わ

せ

て
、

第
三

期
中

期
計

画
期

間
中

に
1
0
0

件
を

目
標
と

す
る
。
 

推
進
 

6
)
不

正
防
止

へ
の
取

り
組
み
 

研
究

ミ
ス
コ

ン
ダ
ク

ト
防
止
研

修
、

研
究

コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン

ス
研

修
を

実
施
 

 (
2
)
基

盤
研
究

の
実
施
 

都
産

技
研
戦

略
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ

に
基

づ
き

、
今
後

の
成
長
が

期
待

さ
れ

る
4
つ

の
技
術
分

野

を
重

点
化
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

実
施

数
（
継

続
除
く

）
 

7
9
 

6
3
 

8
9
 

7
0
 

6
3
 

3
6
4
 

内
、

重
点

4
分

野
 

5
7
 

5
8
 

8
2
 

6
0
 

4
9
 

3
0
6
 

 (
3
)
基

盤
研
究

か
ら
の

成
果
展

開
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

事
業

化
・
製

品
化
 

0
 

3
 

7
 

3
 

0
 

1
3
 

共
同

研
究
 

1
3
 

1
4
 

2
3
 

1
2
 

1
1
 

7
3
 

外
部

資
金
導

入
研
究
 

1
1
 

1
1
 

1
5
 

2
1
 

1
5
 

7
3
 

計
 

2
4
 

2
8
 

4
5
 

3
6
 

2
6
 

1
5
9
 

1
)
基

盤
研
究

の
実
施

に
よ
り
成

果
展

開
し

た
事
例
 

・
骨

盤
底
サ

ポ
ー
タ

ー
 

・
水

没
式
漏

れ
検
査

シ
ス
テ
ム

（
水

没
漏

れ
試
験

の
自
動
化

無
人

化
が

可
能
な

シ
ス
テ
 

ム
）

 
等
 

2
)
過

去
の
研

究
か
ら

発
展
し
た

共
同

研
究

へ
の
展

開
事
例
 

・
マ

グ
ネ
シ

ウ
ム
空

気
電
池
の

放
電

特
性

の
改
善
 

・
金

属
積
層

造
形
で

の
構
造
最

適
化

に
よ

る
ス
ポ

ー
ツ
義
足

用
高

機
能

ア
ダ
プ

タ
ー
の
 

開
発

 
等
 

3
)
外

部
資
金

導
入
研

究
へ
の
展

開
事

例
 

・
揮

発
性
代

謝
産
物

が
真
菌
類

と
シ

ロ
ア

リ
と
の

情
報
伝
達
で

果
た
す

役
割
と

そ
の
メ
カ

ニ
ズ

ム
解
明
 

・
フ

ァ
イ
ン

バ
ブ
ル

と
超
音
波

の
組

み
合

わ
せ
に

よ
る
難
剥
離

性
付
着

物
の
除

去
技
術
の

開
発

 
等
 

 (
4
)
研

究
成
果

の
普
及

活
動
 

 
2
0
1
6

2
0
1
7

2
0
1
8

2
0
1
9

2
0
2
0

若
手

職
員

向
け

に
研

究
事

業

推
進

研
修

を
新

設
す

る
な

ど
研

究
活

動
の
底

上
げ
に

取
り
組
み

、

論
文

発
表

と
口

頭
発

表
の

件
数

を
大

幅
に
増

加
 

 

論
文

指
導

員
制

度
を

導
入

す

る
な

ど
、
研
究

開
発
の

質
的
向

上

を
実

施
 

2
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第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

一
 

東
京
の

産
業
の

発
展
と
成

長
を

支
え

る
研
究

開
発
の
推

進
 

 中
期

目
標
 

（
一

）
基
盤

研
究
 

中
小

企
業
の

技
術
ニ

ー
ズ
を
踏

ま
え

、
付

加
価

値
の

高
い
新

製
品
・
新

サ
ー

ビ
ス

開
発
や

技
術

的
課

題
の
解

決
に
必
要

な
シ

ー
ズ

の
蓄
積

、
今

後
発

展
が

予
想

さ
れ

る
人
間

生
活
技

術
な
ど
の

技
術

分
野

の
強
化

、
都
市
課

題
の

解
決

や
都
民

生
活
の
向

上
に
資
す

る
研
究

を
基
盤
研

究
と

し
て

実
施
す

る
。
 

  
評

価
項

目
番

号
 

1
 

自
己

評
価
 

S
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

機
械

、
電
気

・
電
子

、
情
報
、

化
学
、

バ
イ

オ
等

の
基

盤
技

術
分

野
に

対
す

る

基
盤

研
究

を
着

実
に

実
施

す
る

と
と

も

に
、

中
小

企
業

の
技

術
ニ

ー
ズ

を
踏

ま

え
、
付

加
価

値
の
高

い
新

製
品
・
新

サ
ー

ビ
ス

開
発

や
技

術
課

題
の

解
決

に
役

立

つ
技

術
シ
ー

ズ
の
蓄

積
、
今
後

発
展

が
予

想
さ

れ
る
技

術
分
野

の
充
実
、
都

民
生
活

の
向

上
に

資
す

る
研

究
を

基
盤

研
究

と

し
て

取
組
む

。
 

な
か

で
も
、
今
後

の
成
長

が
期

待
さ

れ

る
４

つ
の
技

術
分
野

を
重
点
と

し
て

、
新

産
業

育
成
を

図
る
研

究
に
取
組

み
、
都
内

中
小

企
業

に
よ

る
新

し
い

サ
ー

ビ
ス

の

創
出

に
貢
献

す
る
。
 

ア
）

環
境
・

エ
ネ
ル

ギ
ー
分
野

 

大
都

市
特

有
の

課
題

で
あ

る
環

境
浄

化
に

関
す

る
技

術
開

発
に

取

り
組

み
、
国
際

競
争
力

を
有
す

る
環

境
浄

化
技

術
を

開
発

す
る

と
と

も

に
、
再

生
可
能

エ
ネ
ル

ギ
ー
な

ど
の

研
究

開
発

に
よ

り
新

エ
ネ

ル
ギ

ー

創
出

に
貢
献

す
る
。
 

イ
）

生
活
技

術
・
ヘ

ル
ス
ケ
ア

分
野
 

(
1
)
基

盤
研
究

の
量
的

・
質
的

な
向

上
に

向
け
た

取
り
組
み
 

1
)
協

創
的
研

究
開
発

の
開
始
（

2
0
1
8
年
度

）
 

複
数

の
組
織

を
横
断

し
た
チ
ー

ム
を

構
成

し
、
統

合
的

な
課
題

を
解
決

す
る
「

協
創

的
研

究
開

発
」
を

開
始
。
理

事
長
の

提
示

す
る

テ
ー
マ
（
「

デ
ー
タ

連
携

」、
「

M
i
me
t
i
c（

自
然

の
模

倣
・

擬
態

）
」
、
「

R
ec
u
rr
e
n
t
（

従
来

技
術

の
先

端
分

野
へ

の
応

用
）
」
、
「

T
r
an
s
f
er

（
あ

る
分
野

の
技
術

を
他
分
野

へ
応

用
）」
）
に

基
づ
き
、
分

野
間

融
合

で
新
た

な
も
の
づ

く
り

を
促
進
 

【
テ

ー
マ
例

】
 

・
A
M
材

料
の

デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化

と
そ

の
連

携
に
関

す
る
協
創
的

研
究
（

技
術

開
発

支
援
部

、

地
域

技
術

支
援

部
、

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

、
開

発
第

二
部

の
連

携
／

A
M
（

A
d
d
it
i
v
e
 

M
a
n
u
f
a
c
t
ur
i
n
g
）
普

及
を
目

指
し

て
材

料
デ
ー

タ
ベ
ー
ス

を
構

築
）
 

・
A
M
技

術
と

プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
部

品
め

っ
き

技
術
に

よ
る
高
周
波

ミ
リ
波

立
体
回

路
の
開
発

（
開

発
第
一

部
、
技

術
開

発
支

援
部
、
開

発
第

二
部
の

連
携

／
切

削
加

工
が
出

来
な
い

構
造

を
A
M
に

よ
り

成
形
し
、

め
っ

き
処

理
を
施

し
た
プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

ア
ン
テ

ナ
を
開

発
）

 
等
 

2
)
基

盤
研
究

制
度
の

改
革
（
2
0
1
6
年

度
）
 

所
管

部
長
の

権
限
強

化
に
よ
り

、
ロ

ー
ド

マ
ッ
プ

方
針
に
合
致

し
た
研

究
を
推

進
 

3
)
研

究
事
業

の
進
捗

管
理
 

テ
ー

マ
ご
と

に
開
始

、
中
間
、

終
了

ヒ
ア

リ
ン
グ

を
実
施
し
、

進
捗
状

況
を
把

握
 

4
)
研

究
事
業

拡
大
へ

の
取
り
組

み
 

・
所

内
向
け

に
研
究

事
業
説
明

会
を

実
施
 

・
若

手
職
員

向
け
研

修
を
実
施

 

5
)
論

文
指
導

員
制
度

の
新
設
（

2
0
1
6
年
度

）
 

一
定

の
条
件

を
満
た

す
研
究
員

を
論

文
指

導
員
と

し
て
任
命
し

、
査
読

付
論
文

の
投
稿
を

基
盤

研
究

の
活

性
化

の
た

め

に
、
イ

ン
セ
ン

テ
ィ
ブ

制
度
を

導

入
、
所

管
部
長

の
責
任

と
権
限

を

強
化

、
ポ

リ
シ

ー
ス
テ

ー
ト
メ

ン

ト
に

よ
る

部
運

営
方

針
の

明
確

化
な

ど
の

新
し

い
取

り
組

み
を

積
極

的
に
実

施
 

 「
協

創
的

研
究

開
発

」
を

新
設

し
、
都

産
技
研

内
の
分

野
間
の

横

断
的

な
取
り

組
み
を

促
進
 

 

「
環

境
・
エ
ネ

ル
ギ
ー

」
、「

生

活
技

術
・
ヘ
ル

ス
ケ
ア

」
、「

機
能

性
材

料
」
、「

安
全
・
安

心
」
の

４

つ
の

重
点
技

術
分
野

と
「

も
の

づ

く
り

要
素

技
術

」
分

野
を

設
定

し
、
3
6
4
テ
ー

マ
の
基

盤
研
究

を

実
施
 

 

研
究

成
果

を
中

小
企

業
の

製

品
化
・
事
業

化
、
共
同

研
究
、
外

部
資

金
導

入
研

究
へ

展
開

し
た

件
数

は
1
59

件
で

、
中

期
計
画

目

標
を

大
き

く
上

回
る

実
績

を
達

成
 

 

1

感
性

工
学

な
ど

に
基

づ
い

た
生

活
技

術
を
応

用
し
て

、
サ

ー
ビ

ス
産

業
の

支
援
を

行
う

。
東

京
に
集

積
し

て
い

る
健
康
・
医

療
・
福

祉
機

器
産

業
に

対
し
て

、
先

端
技

術
を
活

用
し

た
研

究
開

発
に

よ
っ

て
支

援
を

行

う
。
 

ウ
）

機
能
性

材
料
分

野
 

幅
広

い
産

業
へ

の
波

及
効

果
が

高
い

高
機

能
性

材
料

の
開

発
に

取

り
組

み
、
航
空

機
産
業

や
素
材

産
業

な
ど

の
成

長
産

業
に

対
す

る
中

小

企
業

の
参
入

を
支
援

す
る
。
 

エ
）

安
全
・

安
心
分

野
 

シ
ス

テ
ム

安
全

に
基

づ
い

た
高

信
頼

性
技
術

の
開
発

を
行
い
、
製

品

の
安

全
性
向

上
を
支

援
す
る
。
少

子

高
齢

化
社

会
で

必
要

と
な

る
サ

ー

ビ
ス

ロ
ボ

ッ
ト

の
安

全
性

評
価

技

術
を

開
発
し

、
信

頼
性

の
高
い

ロ
ボ

ッ
ト

開
発
を

支
援
す

る
。
 

基
盤

研
究
の

成
果
は

、
都

産
技

研
の

技

術
レ

ベ
ル
の

向
上
、
対

応
技
術

分
野

の
充

実
、
新

た
な

依
頼
試

験
項
目
の

追
加

な
ど

中
小

企
業

へ
の

技
術

支
援

に
つ

な
げ

て

い
く

ほ
か
、
中

小
企

業
と
の
共

同
研

究
の

実
施

や
外

部
資

金
導

入
研

究
に

も
発

展

さ
せ

て
い

く
。

基
盤

研
究

の
成

果
を

基

に
、
事

業
化
・
製

品
化
さ

れ
た

件
数

、
共

同
研

究
に
発

展
し
た

件
数
、
外

部
資

金
導

入
研

究
に

採
択

さ
れ

た
件

数
を

合
わ

せ

て
、

第
三

期
中

期
計

画
期

間
中

に
1
0
0

件
を

目
標
と

す
る
。
 

推
進
 

6
)
不

正
防
止

へ
の
取

り
組
み
 

研
究

ミ
ス
コ

ン
ダ
ク

ト
防
止
研

修
、

研
究

コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス

研
修
を

実
施
 

 (
2
)
基

盤
研
究

の
実
施
 

都
産

技
研
戦

略
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ

に
基

づ
き

、
今
後

の
成
長
が

期
待

さ
れ

る
4
つ

の
技
術
分

野

を
重

点
化
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

実
施

数
（
継

続
除
く

）
 

7
9
 

6
3
 

8
9
 

7
0
 

6
3
 

3
6
4
 

内
、

重
点

4
分

野
 

5
7
 

5
8
 

8
2
 

6
0
 

4
9
 

3
0
6
 

 (
3
)
基

盤
研
究

か
ら
の

成
果
展

開
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

事
業

化
・
製

品
化
 

0
 

3
 

7
 

3
 

0
 

1
3
 

共
同

研
究
 

1
3
 

1
4
 

2
3
 

1
2
 

1
1
 

7
3
 

外
部

資
金
導

入
研
究
 

1
1
 

1
1
 

1
5
 

2
1
 

1
5
 

7
3
 

計
 

2
4
 

2
8
 

4
5
 

3
6
 

2
6
 

1
5
9
 

1
)
基

盤
研
究

の
実
施

に
よ
り
成

果
展

開
し

た
事
例
 

・
骨

盤
底
サ

ポ
ー
タ

ー
 

・
水

没
式
漏

れ
検
査

シ
ス
テ
ム

（
水

没
漏

れ
試
験

の
自
動
化
無

人
化
が

可
能
な

シ
ス
テ
 

ム
）

 
等
 

2
)
過

去
の
研

究
か
ら

発
展
し
た

共
同

研
究

へ
の
展

開
事
例
 

・
マ

グ
ネ
シ

ウ
ム
空

気
電
池
の

放
電

特
性

の
改
善
 

・
金

属
積
層

造
形
で

の
構
造
最

適
化

に
よ

る
ス
ポ

ー
ツ
義
足
用

高
機
能

ア
ダ
プ

タ
ー
の
 

開
発

 
等
 

3
)
外

部
資
金

導
入
研

究
へ
の
展

開
事

例
 

・
揮

発
性
代

謝
産
物

が
真
菌
類

と
シ

ロ
ア

リ
と
の

情
報
伝
達
で

果
た
す

役
割
と

そ
の
メ
カ

ニ
ズ

ム
解
明
 

・
フ

ァ
イ
ン

バ
ブ
ル

と
超
音
波

の
組

み
合

わ
せ
に

よ
る
難
剥
離

性
付
着

物
の
除

去
技
術
の

開
発

 
等
 

 (
4
)
研

究
成
果

の
普
及

活
動
 

 
2
0
1
6

2
0
1
7

2
0
1
8

2
0
1
9

2
0
2
0

若
手

職
員

向
け

に
研

究
事

業

推
進

研
修

を
新

設
す

る
な

ど
研

究
活

動
の
底

上
げ
に

取
り
組
み

、

論
文

発
表

と
口

頭
発

表
の

件
数

を
大

幅
に
増

加
 

 

論
文

指
導

員
制

度
を

導
入

す

る
な

ど
、
研
究

開
発
の

質
的
向

上

を
実

施
 

2
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学
協

会
等
で

の
発
表
 

2
8
1
 

3
0
2
 

3
9
1
 

3
7
0
 

2
7
0
 

 
論

文
発

表
 

4
1
 

5
1
 

5
3
 

5
9
 

6
7
 

 
口

頭
発

表
 

8
9
 

1
1
7
 

1
5
5
 

1
4
3
 

1
0
0
 

 
ポ

ス
タ

ー
発

表
 

4
5
 

7
2
 

1
1
0
 

9
0
 

4
0
 

 
そ

の
他
 

1
0
6
 

6
2
 

7
3
 

7
8
 

6
3
 

T
I
R
I
ク

ロ
ス

ミ
ー
テ

ィ
ン
グ

で
の

発
表
 

6
7
 

5
0
 

6
6
 

6
0
 

5
7
 

 (
5
)
T
I
R
I
ク

ロ
ス
ミ

ー
テ
ィ
ン

グ
の

開
催

（
2
0
16

年
度
開
始

）
 

基
盤

研
究
の

成
果
活

用
を
目
的

と
し

た
討

論
の
場

と
し
て
、
従
来

の
研

究
成
果

発
表
会
か

ら

内
容

を
充
実

さ
せ
て

開
催
 

 (
6
)
技

術
シ
ー

ズ
集
の

刊
行
 

基
盤

研
究
で

得
ら
れ

た
成
果
を

掲
載

し
、
展
示
会

や
セ
ミ
ナ

ー
等

で
の

配
布
や

ウ
ェ
ブ
サ

イ

ト
で

の
公
開

に
よ
り

P
R 

 (
7
)
国

内
外
の

学
協
会

等
か
ら

論
文

賞
な

ど
を
受

賞
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

受
賞

数
 

7
 

1
2
 

1
2
 

1
4
 

1
1
 

 
 

 

5
年

間
の
評

定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

A
 

A
 

S
 

S
 

 

 

3

第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

一
 

東
京
の

産
業
の

発
展
と
成

長
を

支
え

る
研
究

開
発
の
推

進
 

 中
期

目
標
 

（
二

）
共
同

研
究
 

基
盤

研
究
で

得
ら
れ

た
研
究
成
果

を
効
率

的
か
つ

効
果
的
に

実
用

化
へ

つ
な
げ

て
い
く
た

め
、
独

自
の

技
術
や

ノ
ウ
ハ

ウ
を

有
し

意
欲
の

あ
る
中
小

企
業

や
業

界
団

体
、
大

学
、
研

究
機
関
と

協
力

し
て

、
共
同

研
究
に
積

極
的

に
取

り
組
む

。
 

共
同

研
究
の

成
果
が

中
小
企
業
の

製
品
化

・
事
業

化
に
ど
の

よ
う

に
貢

献
し
た

か
に
つ
い

て
効

果
把

握
 
に
努

め
る
。

 

  
評

価
項

目
番

号
 

2
 

自
己

評
価
 

S
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

基
盤

研
究

で
得

ら
れ

た
研

究
成

果
を

効
率

的
か

つ
効

果
的

に
実

用
化

へ
つ

な

げ
て

い
く
た

め
、
独

自
の
技
術

や
ノ

ウ
ハ

ウ
を

有
し

意
欲

の
あ

る
中

小
企

業
や

業

界
団

体
、
大

学
、
研
究

機
関
と
協

力
し

て
、

共
同

研
究
に

積
極
的

に
取
り
組

む
。
共
同

研
究

の
実
施

に
よ
り

、
第
三
期

中
期

計
画

期
間

中
に

製
品

化
又

は
事

業
化

に
至

っ

た
件

数
に

つ
い

て
は

、
33

件
を

目
標

と

す
る

。
 

共
同

研
究

機
関

の
共

同
研

究
に

よ
る

製
品

化
・
事

業
化
を

把
握
で
き

る
仕

組
み

を
導

入
す
る

。
 

(
1
)
共

同
研
究

の
実
施
 

製
品

開
発
を

主
目
的

と
し
て
中

小
企

業
等

の
共
同

研
究
を
実

施
 

・
中

小
企
業

等
と
の

共
同
研
究

の
推

進
 

・
連

携
協
定

枠
の
活

用
 

 (
2
)
共

同
研
究

に
よ
る

製
品
化

・
事

業
化

実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

製
品

化
・
事

業
化
 

1
0
 

1
5
 

1
0
 

8
 

1
1
 

5
4
 

 (
3
)
共

同
研
究

に
よ
る

知
的
財

産
へ

の
成

果
実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

出
願

件
数
 

1
6
 

1
8
 

1
1
 

1
1
 

1
1
 

6
7
 

登
録

件
数
 

9
 

1
1
 

1
1
 

9
 

1
0
 

5
0
 

 (
4
)
共

同
研
究

か
ら
外

部
資
金

獲
得

等
へ

展
開
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

テ
ー

マ
数
 

3
 

4
 

7
 

1
0
 

6
 

3
0
 

 (
5
)
航

空
機
産

業
へ
の

参
入
支

援
事

業
（

特
定
運

営
費
交
付
金

事
業

）（
2
0
17

年
度
開
始

）
 

航
空

機
部
品

製
造
・

開
発
に
お

け
る

課
題

解
決
を

目
的
と
し

た
研

究
開

発
2
5
件

を
実
施

 

【
テ

ー
マ
例

】
 

・
航

空
機
用

チ
タ
ン

合
金
の
低

温
成

形
加

工
法
に

よ
る
高
精

度
塑

性
加

工
 

・
イ

ン
ジ
ェ

ク
シ
ョ

ン
を
搭
載

し
た

ク
ー

リ
ン
グ

ユ
ニ
ッ
ト

付
エ

ン
ジ

ン
の
開

発
 
等
 

中
小

企
業

等
と

の
共

同
研

究

を
推

進
し

、
研

究
成

果
を

製
品

化
・
事

業
化
、
知

的
財

産
権
の

取

得
、

外
部
資

金
獲
得

等
へ
展
開

 

製
品

化
・
事
業

化
へ
展

開
し
た

件
数

は
5
4
件

で
、
中

期
計
画

目

標
を

大
き

く
上

回
る

実
績

を
達

成
 

 

新
た

に
2

件
の

特
定

運
営

費

交
付

金
事
業

を
開
始
 

（
航

空
機

産
業

へ
の

参
入

支

援
事

業
（

20
1
7
年
度

）
、
 

中
小

企
業

の
I
o
T

化
支

援
事

業
(
2
0
1
7
年

度
)
）
 

製
品

化
・
事
業

化
に
つ

な
が
る

共
同

研
究
を

実
施
 

 

「
中

小
企

業
の

I
o
T

化
支

援

事
業

」
に

お
い

て
I
oT

支
援
サ

イ

ト
を

開
設
し

、
東

京
都

I
o
T
研

究

会
や

セ
ミ

ナ
ー

を
通

じ
た

人
材

育
成

を
実

施
す

る
な

ど
I
o
T

分

野
に

お
け
る

支
援
を

充
実
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学
協

会
等
で

の
発
表
 

2
8
1
 

3
0
2
 

3
9
1
 

3
7
0
 

2
7
0
 

 
論

文
発

表
 

4
1
 

5
1
 

5
3
 

5
9
 

6
7
 

 
口

頭
発

表
 

8
9
 

1
1
7
 

1
5
5
 

1
4
3
 

1
0
0
 

 
ポ

ス
タ

ー
発

表
 

4
5
 

7
2
 

1
1
0
 

9
0
 

4
0
 

 
そ

の
他
 

1
0
6
 

6
2
 

7
3
 

7
8
 

6
3
 

T
I
R
I
ク

ロ
ス

ミ
ー
テ

ィ
ン
グ

で
の

発
表
 

6
7
 

5
0
 

6
6
 

6
0
 

5
7
 

 (
5
)
T
I
R
I
ク

ロ
ス
ミ

ー
テ
ィ
ン

グ
の

開
催

（
2
0
16

年
度
開
始

）
 

基
盤

研
究
の

成
果
活

用
を
目
的

と
し

た
討

論
の
場

と
し
て
、
従
来

の
研

究
成
果

発
表
会
か

ら

内
容

を
充
実

さ
せ
て

開
催
 

 (
6
)
技

術
シ
ー

ズ
集
の

刊
行
 

基
盤

研
究
で

得
ら
れ

た
成
果
を

掲
載

し
、
展
示
会

や
セ
ミ
ナ

ー
等

で
の

配
布
や

ウ
ェ
ブ
サ

イ

ト
で

の
公
開

に
よ
り

P
R 

 (
7
)
国

内
外
の

学
協
会

等
か
ら

論
文

賞
な

ど
を
受

賞
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

受
賞

数
 

7
 

1
2
 

1
2
 

1
4
 

1
1
 

 
 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

A
 

A
 

S
 

S
 

 

 

3

第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

一
 

東
京
の

産
業
の

発
展
と
成

長
を

支
え

る
研
究

開
発
の
推

進
 

 中
期

目
標
 

（
二

）
共
同

研
究
 

基
盤

研
究
で

得
ら
れ

た
研
究
成
果

を
効
率

的
か
つ

効
果
的
に

実
用

化
へ

つ
な
げ

て
い
く
た

め
、
独

自
の

技
術
や

ノ
ウ
ハ

ウ
を

有
し

意
欲
の

あ
る
中
小

企
業

や
業

界
団

体
、
大

学
、
研

究
機
関
と

協
力

し
て

、
共
同

研
究
に
積

極
的

に
取

り
組
む

。
 

共
同

研
究
の

成
果
が

中
小
企
業
の

製
品
化

・
事
業

化
に
ど
の

よ
う

に
貢

献
し
た

か
に
つ
い

て
効

果
把

握
 
に
努

め
る
。

 

  
評

価
項

目
番

号
 

2
 

自
己

評
価
 

S
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

基
盤

研
究

で
得

ら
れ

た
研

究
成

果
を

効
率

的
か

つ
効

果
的

に
実

用
化

へ
つ

な

げ
て

い
く
た

め
、
独

自
の
技
術

や
ノ

ウ
ハ

ウ
を

有
し

意
欲

の
あ

る
中

小
企

業
や

業

界
団

体
、
大

学
、
研
究

機
関
と
協

力
し

て
、

共
同

研
究
に

積
極
的

に
取
り
組

む
。
共
同

研
究

の
実
施

に
よ
り

、
第
三
期

中
期

計
画

期
間

中
に

製
品

化
又

は
事

業
化

に
至

っ

た
件

数
に

つ
い

て
は

、
33

件
を

目
標

と

す
る

。
 

共
同

研
究

機
関

の
共

同
研

究
に

よ
る

製
品

化
・
事

業
化
を

把
握
で
き

る
仕

組
み

を
導

入
す
る

。
 

(
1
)
共

同
研
究

の
実
施
 

製
品

開
発
を

主
目
的

と
し
て
中

小
企

業
等

の
共
同

研
究
を
実

施
 

・
中

小
企
業

等
と
の

共
同
研
究

の
推

進
 

・
連

携
協
定

枠
の
活

用
 

 (
2
)
共

同
研
究

に
よ
る

製
品
化

・
事

業
化

実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

製
品

化
・
事

業
化
 

1
0
 

1
5
 

1
0
 

8
 

1
1
 

5
4
 

 (
3
)
共

同
研
究

に
よ
る

知
的
財

産
へ

の
成

果
実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

出
願

件
数
 

1
6
 

1
8
 

1
1
 

1
1
 

1
1
 

6
7
 

登
録

件
数
 

9
 

1
1
 

1
1
 

9
 

1
0
 

5
0
 

 (
4
)
共

同
研
究

か
ら
外

部
資
金

獲
得

等
へ

展
開
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

テ
ー

マ
数
 

3
 

4
 

7
 

1
0
 

6
 

3
0
 

 (
5
)
航

空
機
産

業
へ
の

参
入
支

援
事

業
（

特
定
運

営
費
交
付
金

事
業

）（
2
0
17

年
度
開
始

）
 

航
空

機
部
品

製
造
・

開
発
に
お

け
る

課
題

解
決
を

目
的
と
し

た
研

究
開

発
2
5
件

を
実
施

 

【
テ

ー
マ
例

】
 

・
航

空
機
用

チ
タ
ン

合
金
の
低

温
成

形
加

工
法
に

よ
る
高
精

度
塑

性
加

工
 

・
イ

ン
ジ
ェ

ク
シ
ョ

ン
を
搭
載

し
た

ク
ー

リ
ン
グ

ユ
ニ
ッ
ト

付
エ

ン
ジ

ン
の
開

発
 
等
 

中
小

企
業

等
と

の
共

同
研

究

を
推

進
し

、
研

究
成

果
を

製
品

化
・
事

業
化
、
知

的
財

産
権
の

取

得
、

外
部
資

金
獲
得

等
へ
展
開

 

製
品

化
・
事
業

化
へ
展

開
し
た

件
数

は
5
4
件

で
、
中

期
計
画

目

標
を

大
き

く
上

回
る

実
績

を
達

成
 

 

新
た

に
2

件
の

特
定

運
営

費

交
付

金
事
業

を
開
始
 

（
航

空
機

産
業

へ
の

参
入

支

援
事

業
（

20
1
7
年
度

）
、
 

中
小

企
業

の
I
o
T

化
支

援
事

業
(
2
0
1
7
年

度
)
）
 

製
品

化
・
事
業

化
に
つ

な
が
る

共
同

研
究
を

実
施
 

 

「
中

小
企

業
の

I
o
T

化
支

援

事
業

」
に

お
い

て
I
oT

支
援
サ

イ

ト
を

開
設
し

、
東

京
都

I
o
T
研

究

会
や

セ
ミ

ナ
ー

を
通

じ
た

人
材

育
成

を
実

施
す

る
な

ど
I
o
T

分

野
に

お
け
る

支
援
を

充
実
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第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

一
 

東
京
の

産
業
の

発
展
と
成

長
を

支
え

る
研
究

開
発
の
推

進
 

 中
期

目
標
 

（
二

）
共
同

研
究
 

基
盤

研
究
で

得
ら
れ

た
研
究
成

果
を

効
率

的
か
つ

効
果
的
に

実
用

化
へ

つ
な
げ

て
い
く
た

め
、
独

自
の

技
術
や

ノ
ウ
ハ

ウ
を

有
し

意
欲
の

あ
る
中
小

企
業

や
業

界
団

体
、
大

学
、
研

究
機
関
と

協
力

し
て

、
共
同

研
究
に
積

極
的

に
取

り
組
む

。
 

共
同

研
究
の

成
果
が

中
小
企
業

の
製

品
化

・
事
業

化
に
ど
の

よ
う

に
貢

献
し
た

か
に
つ
い

て
効

果
把

握
 
に
努

め
る
。

 

  
評

価
項

目
番

号
 

2
 

自
己

評
価
 

S
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

基
盤

研
究

で
得

ら
れ

た
研

究
成

果
を

効
率

的
か

つ
効

果
的

に
実

用
化

へ
つ

な

げ
て

い
く
た

め
、
独

自
の
技
術

や
ノ

ウ
ハ

ウ
を

有
し

意
欲

の
あ

る
中

小
企

業
や

業

界
団

体
、
大

学
、
研
究

機
関
と
協

力
し

て
、

共
同

研
究
に

積
極
的

に
取
り
組

む
。
共
同

研
究

の
実
施

に
よ
り

、
第
三
期

中
期

計
画

期
間

中
に

製
品

化
又

は
事

業
化

に
至

っ

た
件

数
に

つ
い

て
は

、
33

件
を

目
標

と

す
る

。
 

共
同

研
究

機
関

の
共

同
研

究
に

よ
る

製
品

化
・
事

業
化
を

把
握
で
き

る
仕

組
み

を
導

入
す
る

。
 

(
1
)
共

同
研
究

の
実
施
 

製
品

開
発
を

主
目
的

と
し
て
中

小
企

業
等

の
共
同

研
究
を
実

施
 

・
中

小
企
業

等
と
の

共
同
研
究

の
推

進
 

・
連

携
協
定

枠
の
活

用
 

 (
2
)
共

同
研
究

に
よ
る

製
品
化

・
事

業
化

実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

製
品

化
・
事

業
化
 

1
0
 

1
5
 

1
0
 

8
 

1
1
 

5
4
 

 (
3
)
共

同
研
究

に
よ
る

知
的
財

産
へ

の
成

果
実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

出
願

件
数
 

1
6
 

1
8
 

1
1
 

1
1
 

1
1
 

6
7
 

登
録

件
数
 

9
 

1
1
 

1
1
 

9
 

1
0
 

5
0
 

 (
4
)
共

同
研
究

か
ら
外

部
資
金

獲
得

等
へ

展
開
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

テ
ー

マ
数
 

3
 

4
 

7
 

1
0
 

6
 

3
0
 

 (
5
)
航

空
機
産

業
へ
の

参
入
支

援
事

業
（

特
定
運

営
費
交
付
金

事
業

）（
2
0
17

年
度
開
始

）
 

航
空

機
部
品

製
造
・

開
発
に
お

け
る

課
題

解
決
を

目
的
と
し

た
研

究
開

発
2
5
件

を
実
施

 

【
テ

ー
マ
例

】
 

・
航

空
機
用

チ
タ
ン

合
金
の
低

温
成

形
加

工
法
に

よ
る
高
精

度
塑

性
加

工
 

・
イ

ン
ジ
ェ

ク
シ
ョ

ン
を
搭
載

し
た

ク
ー

リ
ン
グ

ユ
ニ
ッ
ト

付
エ

ン
ジ

ン
の
開

発
 
等
 

中
小

企
業

等
と

の
共

同
研

究

を
推

進
し

、
研

究
成

果
を

製
品

化
・
事

業
化
、
知

的
財

産
権
の

取

得
、

外
部
資

金
獲
得

等
へ
展
開

 

製
品

化
・
事
業

化
へ
展

開
し
た

件
数

は
5
4
件

で
、
中

期
計
画

目

標
を

大
き

く
上

回
る

実
績

を
達

成
 

 

新
た

に
2

件
の

特
定

運
営

費

交
付

金
事
業

を
開
始
 

（
航

空
機

産
業

へ
の

参
入

支

援
事

業
（

20
1
7
年
度

）
、
 

中
小

企
業

の
I
o
T

化
支

援
事

業
(
2
0
1
7
年

度
)
）
 

製
品

化
・
事
業

化
に
つ

な
が
る

共
同

研
究
を

実
施
 

 

「
中

小
企

業
の

I
o
T

化
支

援

事
業

」
に

お
い

て
I
oT

支
援
サ

イ

ト
を

開
設
し

、
東

京
都

I
o
T
研

究

会
や

セ
ミ

ナ
ー

を
通

じ
た

人
材

育
成

を
実

施
す

る
な

ど
I
o
T

分

野
に

お
け
る

支
援
を

充
実
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学
協

会
等
で

の
発
表
 

2
8
1
 

3
0
2
 

3
9
1
 

3
7
0
 

2
7
0
 

 
論

文
発

表
 

4
1
 

5
1
 

5
3
 

5
9
 

6
7
 

 
口

頭
発

表
 

8
9
 

1
1
7
 

1
5
5
 

1
4
3
 

1
0
0
 

 
ポ

ス
タ

ー
発

表
 

4
5
 

7
2
 

1
1
0
 

9
0
 

4
0
 

 
そ

の
他
 

1
0
6
 

6
2
 

7
3
 

7
8
 

6
3
 

T
I
R
I
ク

ロ
ス

ミ
ー
テ

ィ
ン
グ

で
の

発
表
 

6
7
 

5
0
 

6
6
 

6
0
 

5
7
 

 (
5
)
T
I
R
I
ク

ロ
ス
ミ

ー
テ
ィ
ン

グ
の

開
催

（
2
0
16

年
度
開
始

）
 

基
盤

研
究
の

成
果
活

用
を
目
的

と
し

た
討

論
の
場

と
し
て
、
従
来

の
研

究
成
果

発
表
会
か

ら

内
容

を
充
実

さ
せ
て

開
催
 

 (
6
)
技

術
シ
ー

ズ
集
の

刊
行
 

基
盤

研
究
で

得
ら
れ

た
成
果
を

掲
載

し
、
展
示
会

や
セ
ミ
ナ

ー
等

で
の

配
布
や

ウ
ェ
ブ
サ

イ

ト
で

の
公
開

に
よ
り

P
R 

 (
7
)
国

内
外
の

学
協
会

等
か
ら

論
文

賞
な

ど
を
受

賞
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

受
賞

数
 

7
 

1
2
 

1
2
 

1
4
 

1
1
 

 
 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

A
 

A
 

S
 

S
 

 

 

3

第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

一
 

東
京
の

産
業
の

発
展
と
成

長
を

支
え

る
研
究

開
発
の
推

進
 

 中
期

目
標
 

（
二

）
共
同

研
究
 

基
盤

研
究
で

得
ら
れ

た
研
究
成
果

を
効
率

的
か
つ

効
果
的
に

実
用

化
へ

つ
な
げ

て
い
く
た

め
、
独

自
の

技
術
や

ノ
ウ
ハ

ウ
を

有
し

意
欲
の

あ
る
中
小

企
業

や
業

界
団

体
、
大

学
、
研

究
機
関
と

協
力

し
て

、
共
同

研
究
に
積

極
的

に
取

り
組
む

。
 

共
同

研
究
の

成
果
が

中
小
企
業
の

製
品
化

・
事
業

化
に
ど
の

よ
う

に
貢

献
し
た

か
に
つ
い

て
効

果
把

握
 
に
努

め
る
。

 

  
評

価
項

目
番

号
 

2
 

自
己

評
価
 

S
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

基
盤

研
究

で
得

ら
れ

た
研

究
成

果
を

効
率

的
か

つ
効

果
的

に
実

用
化

へ
つ

な

げ
て

い
く
た

め
、
独

自
の
技
術

や
ノ

ウ
ハ

ウ
を

有
し

意
欲

の
あ

る
中

小
企

業
や

業

界
団

体
、
大

学
、
研
究

機
関
と
協

力
し

て
、

共
同

研
究
に

積
極
的

に
取
り
組

む
。
共
同

研
究

の
実
施

に
よ
り

、
第
三
期

中
期

計
画

期
間

中
に

製
品

化
又

は
事

業
化

に
至

っ

た
件

数
に

つ
い

て
は

、
33

件
を

目
標

と

す
る

。
 

共
同

研
究

機
関

の
共

同
研

究
に

よ
る

製
品

化
・
事

業
化
を

把
握
で
き

る
仕

組
み

を
導

入
す
る

。
 

(
1
)
共

同
研
究

の
実
施
 

製
品

開
発
を

主
目
的

と
し
て
中

小
企

業
等

の
共
同

研
究
を
実

施
 

・
中

小
企
業

等
と
の

共
同
研
究

の
推

進
 

・
連

携
協
定

枠
の
活

用
 

 (
2
)
共

同
研
究

に
よ
る

製
品
化

・
事

業
化

実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

製
品

化
・
事

業
化
 

1
0
 

1
5
 

1
0
 

8
 

1
1
 

5
4
 

 (
3
)
共

同
研
究

に
よ
る

知
的
財

産
へ

の
成

果
実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

出
願

件
数
 

1
6
 

1
8
 

1
1
 

1
1
 

1
1
 

6
7
 

登
録

件
数
 

9
 

1
1
 

1
1
 

9
 

1
0
 

5
0
 

 (
4
)
共

同
研
究

か
ら
外

部
資
金

獲
得

等
へ

展
開
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

テ
ー

マ
数
 

3
 

4
 

7
 

1
0
 

6
 

3
0
 

 (
5
)
航

空
機
産

業
へ
の

参
入
支

援
事

業
（

特
定
運

営
費
交
付
金

事
業

）（
2
0
17

年
度
開
始

）
 

航
空

機
部
品

製
造
・

開
発
に
お

け
る

課
題

解
決
を

目
的
と
し

た
研

究
開

発
2
5
件

を
実
施

 

【
テ

ー
マ
例

】
 

・
航

空
機
用

チ
タ
ン

合
金
の
低

温
成

形
加

工
法
に

よ
る
高
精

度
塑

性
加

工
 

・
イ

ン
ジ
ェ

ク
シ
ョ

ン
を
搭
載

し
た

ク
ー

リ
ン
グ

ユ
ニ
ッ
ト

付
エ

ン
ジ

ン
の
開

発
 
等
 

中
小

企
業

等
と

の
共

同
研

究

を
推

進
し

、
研

究
成

果
を

製
品

化
・
事

業
化
、
知

的
財

産
権
の

取

得
、

外
部
資

金
獲
得

等
へ
展
開

 

製
品

化
・
事
業

化
へ
展

開
し
た

件
数

は
5
4
件

で
、
中

期
計
画

目

標
を

大
き

く
上

回
る

実
績

を
達

成
 

 

新
た

に
2

件
の

特
定

運
営

費

交
付

金
事
業

を
開
始
 

（
航

空
機

産
業

へ
の

参
入

支

援
事

業
（

20
1
7
年
度

）
、
 

中
小

企
業

の
I
o
T

化
支

援
事

業
(
2
0
1
7
年

度
)
）
 

製
品

化
・
事
業

化
に
つ

な
が
る

共
同

研
究
を

実
施
 

 

「
中

小
企

業
の

I
o
T

化
支

援

事
業

」
に

お
い

て
I
oT

支
援
サ

イ

ト
を

開
設
し

、
東

京
都

I
o
T
研

究

会
や

セ
ミ

ナ
ー

を
通

じ
た

人
材

育
成

を
実

施
す

る
な

ど
I
o
T

分

野
に

お
け
る

支
援
を

充
実
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 (
6
)
障

害
者
ス

ポ
ー
ツ

研
究
開

発
推

進
事

業
（
特

定
運
営
費
交

付
金
事

業
）（

2
0
1
7
年
度

開
始

）

公
募

型
の
共

同
研
究

5
件
を
実

施
。

内
容

は
項
目

5
に
記
載

 

 (
7
)
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
代

替
素

材
を

活
用

し
た

開
発

・
普

及
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

特
定

運
営

費
交

付

金
事

業
）
（
2
0
1
9
年

度
開
始
）

 

公
募

型
の
共

同
研
究

2
件
を
実

施
。

内
容

は
項
目

5
に
記
載

 

 (
8
)
中

小
企
業

の
Io
T
化

支
援

事
業

（
特

定
運
営

費
交
付
金
事

業
）
（
2
0
1
7
年

度
開
始
）

 

1
)
公

募
型
共

同
研
究

の
実
施
（

2
0
1
7
年
度

開
始
）
 

中
小

企
業

の
I
o
T
活

用
に

よ
る

生
産

性
の

向
上

や
I
o
T
関
連
の

製
品
開

発
を
支

援
す
る
た

め
共

同
研
究

3
4
件
を

実
施
 

2
)
基

盤
研
究

・
共
同

研
究
の
実

施
（

2
0
18

年
度
）
 

I
o
T
分

野
に

お
い
て

中
小
企
業

へ
の

支
援

強
化
に

つ
な
が
る
技

術
開
発

や
技
術

の
習
得
を

実
施

す
る
と

と
も
に

、
I
oT

関
連

製
品
の

開
発
に

向
け
た
共
同

研
究
を

実
施
 

3
)
I
o
T
技
術

の
中
小

企
業
へ
の

普
及

（
20
1
7
年
度

）
 

・
東

京
都

I
o
T
研
究

会
を
設
立

し
5
つ
の

WG
を
設

置
（
会
員

数
：

20
2
0
年
度

末
現
在

 

6
2
0
社

8
11

名
）
 

・
セ

ミ
ナ
ー

の
開
催

 
等
 

 

5
年

間
の
評

定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

B
 

B
 

A
 

A
 

 

 

5

第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

一
 

東
京
の

産
業
の

発
展
と
成

長
を

支
え

る
研
究

開
発
の
推

進
 

 中
期

目
標
 

（
三

）
外
部

資
金
導

入
研
究
・

調
査
 

資
金

を
提
供

す
る
機

関
の
設
定
要

件
を
踏

ま
え

、
都

産
技
研

が
保

有
す

る
研
究

成
果
を
有

効
に

活
用

し
て

、
中

小
企
業

の
ニ

ー
ズ

や
社
会

的
ニ
ー
ズ

に
幅

広
く

応
え

て
い
く

た
め
、

外
部
資
金

を
導

入
し

た
研
究

・
調
査
を

計
画

的
に

実
施
で

き
る
よ
う

、
積

極
的

な
外
部

資
金
の
獲

得
に

努
め

る
。
 

  
評

価
項

目
番

号
 

3
 

自
己

評
価
 

S
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

都
産

技
研

が
保

有
す

る
研

究
成

果
を

基
に

、
科
学

技
術
研

究
費
や
産

業
振

興
を

目
的

と
す

る
外

部
資

金
等

に
積

極
的

に

応
募

し
採
択

を
目
指

す
。
外
部

資
金

を
導

入
し

た
研
究
・
調
査

を
実
施
し

た
成

果
を

も
っ

て
、
中

小
企
業

の
ニ
ー
ズ

や
社

会
的

ニ
ー

ズ
の
解

決
に
応

え
て
い
く

。
外

部
資

金
導

入
研
究
・
調
査

の
採
択
件

数
に

つ
い

て
は

、
第

三
期

中
期

計
画

期
間

中
に

7
0

件
を

目
標
と

す
る
。
 

(
1
)
外

部
資
金

導
入
研

究
の
実

績
 

1
)
提

案
公
募

型
研
究

の
応
募
件

数
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

20
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

5
4
 

7
2
 

1
3
0
 

10
9
 

1
1
3
 

4
7
8
 

2
)
新

規
外
部

資
金
導

入
研
究
の

件
数
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

提
案

公
募
型

研
究
 

2
0
 

1
0
 

1
6
 

4
2
 

3
3
 

1
2
1
 

受
託

研
究
 

1
2
 

1
5
 

1
9
 

1
4
 

1
1
 

7
1
 

計
 

3
2
 

2
5
 

3
5
 

5
6
 

4
4
 

1
9
2
 

3
)
外

部
資
金

導
入
研

究
の
歳
入

総
額

（
千

円
）
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

提
案

公
募
型

研
究
 

1
1
1
,
5
8
1 

7
1
,
6
22
 

9
9
,
5
85

2
2
8
,
5
2
3

2
5
3
,
2
4
4

7
6
4
,
5
5
5

受
託

研
究
 

5
,
0
0
1 

9
,
2
6
5 

9
,
4
8
1 

7
,
7
9
5 

9
,
2
0
4 

4
0
,
7
4
6

計
 

1
1
6
,
5
8
2 

8
0
,
8
87
 
1
0
9
,
06
6

2
3
6
,
3
1
8

2
6
2
,
4
4
8

8
0
5
,
3
0
1

 (
2
)
提

案
公
募

型
研
究

費
獲
得

活
動

の
強

化
 

1
)
こ

れ
ま
で

応
募
し

て
い
な
か

っ
た

外
部

資
金
へ

の
応
募
 

 
2
0
1
6 

2
0
17
 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

応
募

件
数
 

7
 

1
3
 

1
7
 

1
4
 

6
 

2
)
外

部
資
金

獲
得
の

た
め
の
研

修
、

指
導

を
継
続
 

・
科

研
費
各

獲
得
に

関
す
る
書

籍
の

著
者

を
招
き

、
職
員
向

け
の

セ
ミ

ナ
ー
を

実
施
（
 

2
0
1
8
年

度
）
 

・
サ

ポ
イ

ン
事
業

に
つ
い

て
中

小
企

業
基

盤
整
備

機
構
の
方
を

招
き
、
応
募

準
備
に

向
け

た
説

明
会
と

相
談
会

を
実
施
（

2
0
1
8
年
度

）
 

研
究

開
発

へ
の

取
り

組
み

強

化
、
職

員
へ
の

研
修
の

充
実
な

ど

に
よ

り
、
外
部

資
金
導

入
研
究

へ

の
意

識
を
向

上
 

申
請

書
チ
ェ

ッ
ク
の

充
実
や
、

申
請

に
向

け
た

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

管
理

の
見

直
し

に
よ

り
申

請
書

の
質

的
向
上

実
施
 

こ
れ

ら
の

外
部

資
金

獲
得

活

動
強

化
に
よ

り
、
提
案

公
募
型

研

究
の

応
募
数

と
採
択

数
を
増
加

 
 

外
部

資
金

導
入

研
究

の
獲

得

件
数

は
5

年
間

で
提

案
公

募
型

研
究

1
2
1
件

、
受

託
研

究
7
1
件

、

合
計

1
9
2
件

で
、
中
期

計
画
目

標

を
大

き
く
上

回
る
実

績
を
達
成

。

外
部

資
金

導
入

研
究

の
歳

入
総

額
も

大
幅
に

増
加
 

 

論
文

数
に

つ
い

て
部

門
毎

の

目
標

値
を
設

定
し

、
従

来
か
ら

の

懸
案

で
あ

っ
た

研
究

者
の

総
数

に
対

す
る

論
文

の
執

筆
者

割
合

を
改

善
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 (
6
)
障

害
者
ス

ポ
ー
ツ

研
究
開

発
推

進
事

業
（
特

定
運
営
費
交

付
金
事

業
）（

2
0
1
7
年
度

開
始

）

公
募

型
の
共

同
研
究

5
件
を
実

施
。

内
容

は
項
目

5
に
記
載

 

 (
7
)
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
代

替
素

材
を

活
用

し
た

開
発

・
普

及
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

特
定

運
営

費
交

付

金
事

業
）
（
2
0
1
9
年

度
開
始
）

 

公
募

型
の
共

同
研
究

2
件
を
実

施
。

内
容

は
項
目

5
に
記
載

 

 (
8
)
中

小
企
業

の
Io
T
化

支
援

事
業

（
特

定
運
営

費
交
付
金
事

業
）
（
2
0
1
7
年

度
開
始
）

 

1
)
公

募
型
共

同
研
究

の
実
施
（

2
0
1
7
年
度

開
始
）
 

中
小

企
業

の
I
o
T
活

用
に

よ
る

生
産

性
の

向
上

や
I
o
T
関
連
の

製
品
開

発
を
支

援
す
る
た

め
共

同
研
究

3
4
件
を

実
施
 

2
)
基

盤
研
究

・
共
同

研
究
の
実

施
（

2
0
18

年
度
）
 

I
o
T
分

野
に

お
い
て

中
小
企
業

へ
の

支
援

強
化
に

つ
な
が
る
技

術
開
発

や
技
術

の
習
得
を

実
施

す
る
と

と
も
に

、
I
oT

関
連

製
品
の

開
発
に

向
け
た
共
同

研
究
を

実
施
 

3
)
I
o
T
技
術

の
中
小

企
業
へ
の

普
及

（
20
1
7
年
度

）
 

・
東

京
都

I
o
T
研
究

会
を
設
立

し
5
つ
の

WG
を
設

置
（
会
員

数
：

20
2
0
年
度

末
現
在

 

6
2
0
社

8
11

名
）
 

・
セ

ミ
ナ
ー

の
開
催

 
等
 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

B
 

B
 

A
 

A
 

 

 

5

第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

一
 

東
京
の

産
業
の

発
展
と
成

長
を

支
え

る
研
究

開
発
の
推

進
 

 中
期

目
標
 

（
三

）
外
部

資
金
導

入
研
究
・

調
査
 

資
金

を
提
供

す
る
機

関
の
設
定
要

件
を
踏

ま
え

、
都

産
技
研

が
保

有
す

る
研
究

成
果
を
有

効
に

活
用

し
て

、
中

小
企
業

の
ニ

ー
ズ

や
社
会

的
ニ
ー
ズ

に
幅

広
く

応
え

て
い
く

た
め
、

外
部
資
金

を
導

入
し

た
研
究

・
調
査
を

計
画

的
に

実
施
で

き
る
よ
う

、
積

極
的

な
外
部

資
金
の
獲

得
に

努
め

る
。
 

  
評

価
項

目
番

号
 

3
 

自
己

評
価
 

S
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

都
産

技
研

が
保

有
す

る
研

究
成

果
を

基
に

、
科
学

技
術
研

究
費
や
産

業
振

興
を

目
的

と
す

る
外

部
資

金
等

に
積

極
的

に

応
募

し
採
択

を
目
指

す
。
外
部

資
金

を
導

入
し

た
研
究
・
調
査

を
実
施
し

た
成

果
を

も
っ

て
、
中

小
企
業

の
ニ
ー
ズ

や
社

会
的

ニ
ー

ズ
の
解

決
に
応

え
て
い
く

。
外

部
資

金
導

入
研
究
・
調
査

の
採
択
件

数
に

つ
い

て
は

、
第

三
期

中
期

計
画

期
間

中
に

7
0

件
を

目
標
と

す
る
。
 

(
1
)
外

部
資
金

導
入
研

究
の
実

績
 

1
)
提

案
公
募

型
研
究

の
応
募
件

数
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

20
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

5
4
 

7
2
 

1
3
0
 

10
9
 

1
1
3
 

4
7
8
 

2
)
新

規
外
部

資
金
導

入
研
究
の

件
数
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

提
案

公
募
型

研
究
 

2
0
 

1
0
 

1
6
 

4
2
 

3
3
 

1
2
1
 

受
託

研
究
 

1
2
 

1
5
 

1
9
 

1
4
 

1
1
 

7
1
 

計
 

3
2
 

2
5
 

3
5
 

5
6
 

4
4
 

1
9
2
 

3
)
外

部
資
金

導
入
研

究
の
歳
入

総
額

（
千

円
）
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

提
案

公
募
型

研
究
 

1
1
1
,
5
8
1 

7
1
,
6
22
 

9
9
,
5
85

2
2
8
,
5
2
3

2
5
3
,
2
4
4

7
6
4
,
5
5
5

受
託

研
究
 

5
,
0
0
1 

9
,
2
6
5 

9
,
4
8
1 

7
,
7
9
5 

9
,
2
0
4 

4
0
,
7
4
6

計
 

1
1
6
,
5
8
2 

8
0
,
8
87
 
1
0
9
,
06
6

2
3
6
,
3
1
8

2
6
2
,
4
4
8

8
0
5
,
3
0
1

 (
2
)
提

案
公
募

型
研
究

費
獲
得

活
動

の
強

化
 

1
)
こ

れ
ま
で

応
募
し

て
い
な
か

っ
た

外
部

資
金
へ

の
応
募
 

 
2
0
1
6 

2
0
17
 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

応
募

件
数
 

7
 

1
3
 

1
7
 

1
4
 

6
 

2
)
外

部
資
金

獲
得
の

た
め
の
研

修
、

指
導

を
継
続
 

・
科

研
費
各

獲
得
に

関
す
る
書

籍
の

著
者

を
招
き

、
職
員
向

け
の

セ
ミ

ナ
ー
を

実
施
（
 

2
0
1
8
年

度
）
 

・
サ

ポ
イ

ン
事
業

に
つ
い

て
中

小
企

業
基

盤
整
備

機
構
の
方
を

招
き
、
応
募

準
備
に

向
け

た
説

明
会
と

相
談
会

を
実
施
（

2
0
1
8
年
度

）
 

研
究

開
発

へ
の

取
り

組
み

強

化
、
職

員
へ
の

研
修
の

充
実
な

ど

に
よ

り
、
外
部

資
金
導

入
研
究

へ

の
意

識
を
向

上
 

申
請

書
チ
ェ

ッ
ク
の

充
実
や
、

申
請

に
向

け
た

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

管
理

の
見

直
し

に
よ

り
申

請
書

の
質

的
向
上

実
施
 

こ
れ

ら
の

外
部

資
金

獲
得

活

動
強

化
に
よ

り
、
提
案

公
募
型

研

究
の

応
募
数

と
採
択

数
を
増
加

 
 

外
部

資
金

導
入

研
究

の
獲

得

件
数

は
5

年
間

で
提

案
公

募
型

研
究

1
2
1
件

、
受

託
研

究
7
1
件

、

合
計

1
9
2
件

で
、
中
期

計
画
目

標

を
大

き
く
上

回
る
実

績
を
達
成

。

外
部

資
金

導
入

研
究

の
歳

入
総

額
も

大
幅
に

増
加
 

 

論
文

数
に

つ
い

て
部

門
毎

の

目
標

値
を
設

定
し

、
従

来
か
ら

の

懸
案

で
あ

っ
た

研
究

者
の

総
数

に
対

す
る

論
文

の
執

筆
者

割
合

を
改

善
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第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

一
 

東
京
の

産
業
の

発
展
と
成

長
を

支
え

る
研
究

開
発
の
推

進
 

 中
期

目
標
 

（
三

）
外
部

資
金
導

入
研
究
・

調
査
 

資
金

を
提
供

す
る
機

関
の
設
定

要
件

を
踏

ま
え

、
都

産
技
研

が
保

有
す

る
研
究

成
果
を
有

効
に

活
用

し
て

、
中

小
企
業

の
ニ

ー
ズ

や
社
会

的
ニ
ー
ズ

に
幅

広
く

応
え

て
い
く

た
め
、

外
部
資
金

を
導

入
し

た
研
究

・
調
査
を

計
画

的
に

実
施
で

き
る
よ
う

、
積
極
的

な
外
部

資
金
の
獲

得
に

努
め

る
。
 

  
評

価
項

目
番

号
 

3
 

自
己

評
価
 

S
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

都
産

技
研

が
保

有
す

る
研

究
成

果
を

基
に

、
科
学

技
術
研

究
費
や
産

業
振

興
を

目
的

と
す

る
外

部
資

金
等

に
積

極
的

に

応
募

し
採
択

を
目
指

す
。
外
部

資
金

を
導

入
し

た
研
究
・
調

査
を

実
施
し

た
成

果
を

も
っ

て
、
中

小
企
業

の
ニ
ー
ズ

や
社

会
的

ニ
ー

ズ
の
解

決
に
応

え
て
い
く

。
外

部
資

金
導

入
研
究
・
調

査
の

採
択
件

数
に

つ
い

て
は

、
第

三
期
中

期
計

画
期

間
中

に
7
0

件
を

目
標
と

す
る
。
 

(
1
)
外

部
資
金

導
入
研

究
の
実

績
 

1
)
提

案
公
募

型
研
究

の
応
募
件

数
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

20
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

5
4
 

7
2
 

1
3
0
 

10
9
 

1
1
3
 

4
7
8
 

2
)
新

規
外
部

資
金
導

入
研
究
の

件
数
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

提
案

公
募
型

研
究
 

2
0
 

1
0
 

1
6
 

4
2
 

3
3
 

1
2
1
 

受
託

研
究
 

1
2
 

1
5
 

1
9
 

1
4
 

1
1
 

7
1
 

計
 

3
2
 

2
5
 

3
5
 

5
6
 

4
4
 

1
9
2
 

3
)
外

部
資
金

導
入
研

究
の
歳
入

総
額

（
千

円
）
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

提
案

公
募
型

研
究
 

1
1
1
,
5
8
1 

7
1
,
6
22
 

9
9
,
5
85

2
2
8
,
5
2
3

2
5
3
,
2
4
4

7
6
4
,
5
5
5

受
託

研
究
 

5
,
0
0
1 

9
,
2
6
5 

9
,
4
8
1 

7
,
7
9
5 

9
,
2
0
4 

4
0
,
7
4
6

計
 

1
1
6
,
5
8
2 

8
0
,
8
87
 
1
0
9
,
06
6

2
3
6
,
3
1
8

2
6
2
,
4
4
8

8
0
5
,
3
0
1

 (
2
)
提

案
公
募

型
研
究

費
獲
得

活
動

の
強

化
 

1
)
こ

れ
ま
で

応
募
し

て
い
な
か

っ
た

外
部

資
金
へ

の
応
募
 

 
2
0
1
6 

2
0
17
 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

応
募

件
数
 

7
 

1
3
 

1
7
 

1
4
 

6
 

2
)
外

部
資
金

獲
得
の

た
め
の
研

修
、

指
導

を
継
続
 

・
科

研
費
各

獲
得
に

関
す
る
書

籍
の

著
者

を
招
き

、
職
員
向

け
の

セ
ミ

ナ
ー
を

実
施
（
 

2
0
1
8
年

度
）
 

・
サ

ポ
イ

ン
事
業

に
つ
い

て
中

小
企

業
基

盤
整
備

機
構
の
方

を
招

き
、
応
募

準
備
に

向
け

た
説

明
会
と

相
談
会

を
実
施
（

2
0
1
8
年
度

）
 

研
究

開
発

へ
の

取
り

組
み

強

化
、
職

員
へ
の

研
修
の

充
実
な

ど

に
よ

り
、
外
部

資
金
導

入
研
究

へ

の
意

識
を
向

上
 

申
請

書
チ
ェ

ッ
ク
の

充
実
や
、

申
請

に
向

け
た

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

管
理

の
見

直
し

に
よ

り
申

請
書

の
質

的
向
上

実
施
 

こ
れ

ら
の

外
部

資
金

獲
得

活

動
強

化
に
よ

り
、
提
案

公
募
型

研

究
の

応
募
数

と
採
択

数
を
増
加

 
 

外
部

資
金

導
入

研
究

の
獲

得

件
数

は
5

年
間

で
提

案
公

募
型

研
究

1
2
1
件

、
受

託
研

究
7
1
件

、

合
計

1
9
2
件

で
、
中
期

計
画
目

標

を
大

き
く
上

回
る
実

績
を
達
成

。

外
部

資
金

導
入

研
究

の
歳

入
総

額
も

大
幅
に

増
加
 

 

論
文

数
に

つ
い

て
部

門
毎

の

目
標

値
を
設

定
し

、
従

来
か
ら

の

懸
案

で
あ

っ
た

研
究

者
の

総
数

に
対

す
る

論
文

の
執

筆
者

割
合

を
改

善
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 (
6
)
障

害
者
ス

ポ
ー
ツ

研
究
開

発
推

進
事

業
（
特

定
運
営
費
交

付
金
事

業
）（

2
0
1
7
年
度

開
始

）

公
募

型
の
共

同
研
究

5
件
を
実

施
。

内
容

は
項
目

5
に
記
載

 

 (
7
)
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
代

替
素

材
を

活
用

し
た

開
発

・
普

及
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

特
定

運
営

費
交

付

金
事

業
）
（
2
0
1
9
年

度
開
始
）

 

公
募

型
の
共

同
研
究

2
件
を
実

施
。

内
容

は
項
目

5
に
記
載

 

 (
8
)
中

小
企
業

の
Io
T
化

支
援

事
業

（
特

定
運
営

費
交
付
金
事

業
）
（
2
0
1
7
年

度
開
始
）

 

1
)
公

募
型
共

同
研
究

の
実
施
（

2
0
1
7
年
度

開
始
）
 

中
小

企
業

の
I
o
T
活

用
に

よ
る

生
産

性
の

向
上

や
I
o
T
関
連
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7
 

執
筆

者
数
 

5
5
 

5
5
 

5
9
 

6
7
 

7
4
 

執
筆

者
割
合

(
％

) 
3
0
.
3 

2
8
.
9 

3
0
.
4 

3
5
.
0 

3
7
.
5 

4
)
外

部
資
金

申
請
団

体
と
し
て

の
体

制
確

保
 

・
文
部

科
学
省
「

研
究
機

関
に

お
け

る
公

的
研
究

費
の
管
理
・
監

査
の
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン
（

実

施
基

準
）
」
な

ど
の
改

正
に
伴

い
所

内
体

制
・
規

程
類
整
備

を
実

施
 

・
全

職
員
を

対
象
と

し
て
科
研

費
の

制
度

や
最
近

の
動
向
に

関
す

る
説

明
会
を

実
施
 

 (
3
)
受

託
研
究

（
中
小

企
業
の

技
術

課
題

、
行
政

課
題
解
決
の

迅
速
な

支
援
）

の
実
施
 

【
実

施
テ
ー

マ
事
例

】
 

・
ド

ラ
イ
・

セ
ミ
ド

ラ
イ
超
深

絞
り

・
し

ご
き
加

工
技
術
の

開
発
 

・
機

能
性
フ

ィ
ル
ム

に
き
ず
を

入
れ

る
た

め
の
試

験
条
件
の

開
発

 
等
 

 (
4
)
外

部
資
金

導
入
研

究
に
よ

る
成

果
 

1
)
外

部
発
表

受
賞
 

・
一

般
社
団

法
人
日

本
福
祉
工

学
会

 
技
術

賞
 

・
2
0
1
7
年
度

日
本
ト

ラ
イ
ボ

ロ
ジ

ー
学

会
 技

術
賞

 
等

 

2
)
特

許
等
出

願
件
数
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

20
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

2
 

4
 

1
3
 

5 
2
 

2
6
 

 (
5
)
外

部
資
金

導
入
研

究
成
果

の
普

及
 

 
2
0
1
6 

2
0
17
 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

学
協

会
等
 

7
1
 

5
7
 

8
5
 

8
3
 

6
0
 

 
内

、
海

外
発

表
 

1
4
 

9
 

1
3
 

1
4
 

2
5
 

 (
6
)
地

域
結
集

型
研
究

成
果
の

追
跡

調
査

の
実
施
 

2
0
0
6
年

1
2
月

か
ら

2
0
1
4
年

1
1
月

に
産

・
学

と
連
携
し

て
実

施
し

た
V
O
C
排

出
削
減

技
術

研
究

成
果

を
学

会
等

で
の

受

賞
や

特
許

等
出

願
に

着
実

に
つ

な
げ

た
ほ
か

、
学

協
会

等
で
の

発

表
に

よ
る

研
究

成
果

の
普

及
活

動
を

推
進
 

7

の
研

究
開
発

に
つ
い

て
、
製
品

化
・
事

業
化
を

行
っ

た
企
業

6
社

を
対

象
に
売

上
実
績
等

の

追
跡

調
査
を

実
施
 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

B
 

B
 

A
 

S
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第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

一
 

東
京
の

産
業
の

発
展
と
成

長
を

支
え

る
研
究

開
発
の
推

進
 

 中
期

目
標
 

（
四

）
ロ
ボ

ッ
ト
産

業
活
性
化

事
業
 

２
０

２
０
年

大
会
と

そ
の
後
を

見
据

え
た

ロ
ボ
ッ

ト
産
業
の

活
性

化
に

貢
献
す

る
た
め
、
中
小

企
業

と
の
共

同
研
究
を

実
施

す
る

な
ど
、
産
・
学
・
公

の
連
携

に
よ

る
ロ
ボ

ッ
ト
技

術
の
開
発

・
製

品
化

・
事
業

化
に
向
け

た
取

組
を

推
進
す

る
。
 

  
評

価
項

目
番

号
 

4
 

自
己

評
価
 

S
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

今
後

の
少

子
高

齢
化

対
策

並
び

に
生

活
の

質
の

向
上

対
策

と
し

て
期

待
さ

れ

て
い

る
ロ

ボ
ッ

ト
産

業
の

活
性

化
事

業

を
実

施
し
、
中

小
企

業
や
大
学

と
の

共
同

研
究

を
通
じ

た
事
業

化
・
産
業

化
を

推
進

す
る

。
ま

た
、
ロ
ボ

ッ
ト
産
業

の
活

性
化

に
必

要
な
産

業
人
材

を
育
成
す

る
。
 

2
0
1
5
年

度
か

ら
2
01
9
年
度
ま

で
「

ロ
ボ

ッ
ト
産

業
活
性
化

事
業

」
を

実
施
。

都
産

技
研

独
自

の
技

術
開

発
と

、
公

募
型

共
同

研
究

開
発

事
業

お
よ

び
サ
ー

ビ
ス

ロ
ボ

ッ
ト

S
I
e
r
（

Sy
s
t
e
m
 

I
n
t
e
g
r
a
t
or
）
人

材
育

成
事
業

を
実

施
し

、
中

小
企

業
と
の

共
同
に
よ

り
開
発

し
た
サ
ー

ビ
ス

ロ
ボ

ッ
ト

3
7
種

の
事
業

化
・
製

品
化

を
東

京
2
0
2
0
大

会
の
開

催
時
期

に
合
わ

せ
て
推
進

。
2
0
2
0

年
度

か
ら
は

新
た
に
「

サ
ー
ビ

ス
ロ

ボ
ッ

ト
社
会

実
装
支
援

事
業
」
を
開

始
。
さ
ら

な
る

事
業

化
・

製
品
化

を
目
指

し
、
継
続

的
な

ア
フ

タ
ー
フ

ォ
ロ
ー
を

実
施
 

 (
1
)
東

京
ロ
ボ

ッ
ト
産

業
支
援

プ
ラ

ザ
の

開
設
（

2
0
1
6
年
度

）
 

・
ロ

ボ
ッ
ト

開
発
支

援
拠
点
の

整
備
 

全
2
2
機

種
の

試
験

機
器
・
設

備
を

導
入

し
、
ロ

ボ
ッ
ト
の

試
作

開
発

か
ら
安

全
性
評
価

ま
で

対
応
す

る
支
援

拠
点
と
し

て
「

東
京

ロ
ボ
ッ

ト
産
業
支

援
プ

ラ
ザ

」
を
開

設
 

・
開

所
式
の

開
催
（

4
月

20
日

）
 

・
利

用
促
進

に
向
け

た
P
R
活

動
 

イ
ベ

ン
ト
等

で
の
事

業
紹
介
や

見
学

の
受

け
入
れ

、
リ
ー
フ

レ
ッ

ト
の

発
行
等
 

 (
2
)
技

術
開
発
 

1
)
基

盤
研
究

・
実
証

研
究
の
実

施
 

ロ
ボ

ッ
ト

開
発

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
と

な
る

技
術

開
発

や
実

証
環

境
を

求
め

て
行

う

技
術

開
発
 

2
)
共

同
研
究

の
実
施
 

企
業

や
業
界

団
体
な

ど
と
協
力

し
、
そ
れ

ぞ
れ
が

持
つ
技
術

と
ノ

ウ
ハ

ウ
を
融

合
し
て
ロ

ボ
ッ

ト
の
実

用
化
に

向
け
た
開

発
 

3
)
公

募
型
共

同
研
究

開
発
事
業

の
実

施
 

ロ
ボ

ッ
ト

の
実

用
化

加
速

の
た

め
、

開
発

体
制

に
ユ

ー
ザ

ー
を

含
む

こ
と

を
要

件
と

し

東
京

ロ
ボ

ッ
ト

産
業

支
援

プ

ラ
ザ

を
開
設

、
専

門
部

門
を
新

設

し
、

ロ
ボ

ッ
ト

の
開

発
に

つ
い

て
、

従
来
の

技
術
支

援
に
加
え

、

安
全

性
評
価

か
ら
導

入
・
活
用

に

よ
る

事
業

化
ま

で
を

総
合

的
に

支
援
 

 

中
小

企
業

支
援

施
策

と
し

て

サ
ー

ビ
ス

ロ
ボ

ッ
ト

分
野

へ
の

参
入

を
後

押
し

す
る

公
募

型
共

同
研

究
開
発

事
業
を

立
ち
上
げ

、

共
同

ス
キ

ー
ム

に
ユ

ー
ザ

ー
企

業
を

加
え

て
実

証
実

験
ま

で
を

行
い

、
ロ

ボ
ッ

ト
の
実

装
ス
ピ

ー

ド
を

加
速
 

 

国
内

外
の

展
示

会
に

出
展

す

る
こ

と
で

、
様

々
な
ユ

ー
ザ
ー

企

業
を

発
掘
 

 

ロ
ボ

ッ
ト

導
入

相
談

ウ
ェ

ブ

ペ
ー

ジ
や

サ
ー

ビ
ス

ロ
ボ

ッ
ト

事
業

化
交
流

会
を
新

設
し

、
中

小

製
造

業
・
ユ
ー

ザ
ー
企

業
・
シ

ス

テ
ム

イ
ン

テ
グ

レ
ー

タ
等

の
企

9

て
、

日
本
全

国
の
中

小
企
業
を

対
象

に
委

託
研
究

と
し
て
実

施
 

4
)
基

盤
研
究

・
実
証

研
究
に
基

づ
い

た
知

的
財
産

出
願
と
活

用
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

特
許
出
願

件
数

 

（
登
録
件

数
）

 

※
2
0
1
5

年
度

に
出
願

8
件
、
登
録

8
件
実
施

 

3
 

(
2
) 

2
 

(
0
) 

1
 

(
0
) 

1
 

(
0
) 

2
 

(
0
) 

1
7 

(
1
0
) 

 

※
2
0
15

年
度

に
実

施
し

た

8
件

を
含

む

意
匠
登
録

出
願
件

数
 

（
登
録
件

数
）

 

1
 

(
1
) 

2
 

(
2
) 

0
 

(
0
) 

3
 

(
3
) 

0
 

(
0
) 

6
 

(
6
) 

特
許
・
意

匠
登
録

 

許
諾
件
数

 
0
 

0
 

8
 

3
 

2
 

1
3 

5
)
研

究
成
果

に
よ
る

受
賞
（
2
0
1
7
年

度
）
 

日
本

ロ
ボ
ッ

ト
学
会

 
実
用
化

技
術

賞
「

中
小
企

業
に
よ
る
移

動
サ
ー

ビ
ス
ロ

ボ
ッ
ト
の

製
品

化
を
容

易
に
す

る
T
型
ロ

ボ
ッ

ト
ベ

ー
ス
」

を
受
賞
 

6
)
都

庁
舎
サ

ー
ビ
ス

ロ
ボ
ッ
ト

実
証

実
験

（
2
0
17

年
度
）

 

「
L
i
b
r
a（

リ
ブ

ラ
）
」
を
使
用

し
、
都
庁

舎
に
て

来
庁
者
向

け
多

言
語

案
内
や

観
光
案
内

の
実

証
実
験

を
実
施
 

7
)
L
i
b
r
a
の

安
全
規

格
適
合
（

2
0
1
9
年
度

）
 

移
動

案
内
ロ

ボ
ッ
ト

L
i
b
ra

が
第

三
者
試

験
・
認

証
機
関
か
ら

安
全
規

格
適
合

証
明
書
を

取
得

。
大
垣

市
自
律

走
行
型
案

内
ロ

ボ
ッ

ト
の
製

品
化
を
実
現
 

8
)
本

部
に
お

け
る
搬

送
ロ
ボ
ッ

ト
シ

ス
テ

ム
の
構

築
と
活
用

実
験

（
20
2
0
年
度

）
 

都
産

技
研
の

案
内
、

荷
物
搬
送

な
ど

、
移

動
ロ
ボ

ッ
ト

3
種

を
実

際
に

活
用
 

 (
3
)
事

業
化
支

援
 

1
)
製

品
化
・

事
業
化

件
数
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8

2
0
1
9

2
0
2
0

合
計
 

公
募

型
共

同
研

究
開

発
事

業
、

サ
ー

ビ
ス

ロ
ボ

ッ
ト

S
I
e
r
人
材
育
成
事
業
で
の

実
施
テ
ー
マ
件
数
 

※
2
0
15

年
度
に

8
件
実
施
 

1
1
 

8
 

1
0 

0
 

0
 

3
7
 

 ※
2
0
15

年
度

に
実

施
し

た

8
件

を
含

む
 

公
募

型
共

同
研

究
開

発
の

2
 

3
 

6
 

1
0
 

4
 

2
5
 

業
間

連
携
を

促
進
 

 

公
募

型
共

同
研

究
開

発
事

業

等
3
7
件

の
う

ち
事
業

化
・
製

品

化
2
8
件

、
マ

ッ
チ
ン

グ
等
に

よ

る
製

品
化
・
事

業
化

6
件

、
合

計

3
4

件
の

事
業

化
・

製
品

化
を

達

成
 

 

都
産

技
研

の
技

術
開

発
の

集

大
成

と
し

て
案

内
ロ

ボ
ッ

ト
の

安
全

規
格

適
合

と
大

型
公

共
施

設
で

の
ロ

ボ
ッ

ト
運

用
を

実
施

し
、
中

小
企
業

に
よ
る

サ
ー
ビ

ス

ロ
ボ

ッ
ト

の
社

会
実

装
の

礎
を

構
築
 

1
0
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第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

一
 

東
京
の

産
業
の

発
展
と
成

長
を

支
え

る
研
究

開
発
の
推

進
 

 中
期

目
標
 

（
四

）
ロ
ボ

ッ
ト
産

業
活
性
化

事
業
 

２
０

２
０
年

大
会
と

そ
の
後
を

見
据

え
た

ロ
ボ
ッ

ト
産
業
の

活
性

化
に

貢
献
す

る
た
め
、
中
小

企
業

と
の
共

同
研
究
を

実
施

す
る

な
ど
、
産
・
学
・
公

の
連
携

に
よ

る
ロ
ボ

ッ
ト
技

術
の
開
発

・
製

品
化

・
事
業

化
に
向
け

た
取

組
を

推
進
す

る
。
 

  
評

価
項

目
番

号
 

4
 

自
己

評
価
 

S
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

今
後

の
少

子
高

齢
化

対
策

並
び

に
生

活
の

質
の

向
上

対
策

と
し

て
期

待
さ

れ

て
い

る
ロ

ボ
ッ

ト
産

業
の

活
性

化
事

業

を
実

施
し
、
中

小
企

業
や
大
学

と
の

共
同

研
究

を
通
じ

た
事
業

化
・
産
業

化
を

推
進

す
る

。
ま

た
、
ロ
ボ

ッ
ト
産
業

の
活

性
化

に
必

要
な
産

業
人
材

を
育
成
す

る
。
 

2
0
1
5
年

度
か

ら
2
01
9
年
度
ま

で
「

ロ
ボ

ッ
ト
産

業
活
性
化

事
業

」
を

実
施
。

都
産

技
研

独
自

の
技

術
開

発
と

、
公

募
型

共
同

研
究

開
発

事
業

お
よ

び
サ
ー

ビ
ス

ロ
ボ

ッ
ト

S
I
e
r
（

Sy
s
t
e
m
 

I
n
t
e
g
r
a
t
or
）
人

材
育

成
事
業

を
実

施
し

、
中

小
企

業
と
の

共
同
に
よ

り
開
発

し
た
サ
ー

ビ
ス

ロ
ボ

ッ
ト

3
7
種

の
事
業

化
・
製

品
化

を
東

京
2
0
2
0
大

会
の
開

催
時
期

に
合
わ

せ
て
推
進

。
2
0
2
0

年
度

か
ら
は

新
た
に
「

サ
ー
ビ

ス
ロ

ボ
ッ

ト
社
会

実
装
支
援

事
業
」
を
開

始
。
さ
ら

な
る

事
業

化
・

製
品
化

を
目
指

し
、
継
続

的
な

ア
フ

タ
ー
フ

ォ
ロ
ー
を

実
施
 

 (
1
)
東

京
ロ
ボ

ッ
ト
産

業
支
援

プ
ラ

ザ
の

開
設
（

2
0
1
6
年
度

）
 

・
ロ

ボ
ッ
ト

開
発
支

援
拠
点
の

整
備
 

全
2
2
機

種
の

試
験

機
器
・
設

備
を

導
入

し
、
ロ

ボ
ッ
ト
の

試
作

開
発

か
ら
安

全
性
評
価

ま
で

対
応
す

る
支
援

拠
点
と
し

て
「

東
京

ロ
ボ
ッ

ト
産
業
支

援
プ

ラ
ザ

」
を
開

設
 

・
開

所
式
の

開
催
（

4
月

20
日

）
 

・
利

用
促
進

に
向
け

た
P
R
活

動
 

イ
ベ

ン
ト
等

で
の
事

業
紹
介
や

見
学

の
受

け
入
れ

、
リ
ー
フ

レ
ッ

ト
の

発
行
等
 

 (
2
)
技

術
開
発
 

1
)
基

盤
研
究

・
実
証

研
究
の
実

施
 

ロ
ボ

ッ
ト

開
発

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
と

な
る

技
術

開
発

や
実

証
環

境
を

求
め

て
行

う

技
術

開
発
 

2
)
共

同
研
究

の
実
施
 

企
業

や
業
界

団
体
な

ど
と
協
力

し
、
そ
れ

ぞ
れ
が

持
つ
技
術

と
ノ

ウ
ハ

ウ
を
融

合
し
て
ロ

ボ
ッ

ト
の
実

用
化
に

向
け
た
開

発
 

3
)
公

募
型
共

同
研
究

開
発
事
業

の
実

施
 

ロ
ボ

ッ
ト

の
実

用
化

加
速

の
た

め
、

開
発

体
制

に
ユ

ー
ザ

ー
を

含
む

こ
と

を
要

件
と

し

東
京

ロ
ボ

ッ
ト

産
業

支
援

プ

ラ
ザ

を
開
設

、
専

門
部

門
を
新

設

し
、

ロ
ボ

ッ
ト

の
開

発
に

つ
い

て
、

従
来
の

技
術
支

援
に
加
え

、

安
全

性
評
価

か
ら
導

入
・
活
用

に

よ
る

事
業

化
ま

で
を

総
合

的
に

支
援
 

 

中
小

企
業

支
援

施
策

と
し

て

サ
ー

ビ
ス

ロ
ボ

ッ
ト

分
野

へ
の

参
入

を
後

押
し

す
る

公
募

型
共

同
研

究
開
発

事
業
を

立
ち
上
げ

、

共
同

ス
キ

ー
ム

に
ユ

ー
ザ

ー
企

業
を

加
え

て
実

証
実

験
ま

で
を

行
い

、
ロ

ボ
ッ

ト
の
実

装
ス
ピ

ー

ド
を

加
速
 

 

国
内

外
の

展
示

会
に

出
展

す

る
こ

と
で

、
様

々
な
ユ

ー
ザ
ー

企

業
を

発
掘
 

 

ロ
ボ

ッ
ト

導
入

相
談

ウ
ェ

ブ

ペ
ー

ジ
や

サ
ー

ビ
ス

ロ
ボ

ッ
ト

事
業

化
交
流

会
を
新

設
し

、
中

小

製
造

業
・
ユ
ー

ザ
ー
企

業
・
シ

ス

テ
ム

イ
ン

テ
グ

レ
ー

タ
等

の
企

9

て
、

日
本
全

国
の
中

小
企
業
を

対
象

に
委

託
研
究

と
し
て
実

施
 

4
)
基

盤
研
究

・
実
証

研
究
に
基

づ
い

た
知

的
財
産

出
願
と
活

用
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

特
許
出
願

件
数

 

（
登
録
件

数
）

 

※
2
0
1
5

年
度

に
出
願

8
件
、
登
録

8
件
実
施

 

3
 

(
2
) 

2
 

(
0
) 

1
 

(
0
) 

1
 

(
0
) 

2
 

(
0
) 

1
7 

(
1
0
) 

 

※
2
0
15

年
度

に
実

施
し

た

8
件

を
含

む

意
匠
登
録

出
願
件

数
 

（
登
録
件

数
）

 

1
 

(
1
) 

2
 

(
2
) 

0
 

(
0
) 

3
 

(
3
) 

0
 

(
0
) 

6
 

(
6
) 

特
許
・
意

匠
登
録

 

許
諾
件
数

 
0
 

0
 

8
 

3
 

2
 

1
3 

5
)
研

究
成
果

に
よ
る

受
賞
（
2
0
1
7
年

度
）
 

日
本

ロ
ボ
ッ

ト
学
会

 
実
用
化

技
術

賞
「

中
小
企

業
に
よ
る
移

動
サ
ー

ビ
ス
ロ

ボ
ッ
ト
の

製
品

化
を
容

易
に
す

る
T
型
ロ

ボ
ッ

ト
ベ

ー
ス
」

を
受
賞
 

6
)
都

庁
舎
サ

ー
ビ
ス

ロ
ボ
ッ
ト

実
証

実
験

（
2
0
17

年
度
）

 

「
L
i
b
r
a（

リ
ブ

ラ
）
」
を
使
用

し
、
都
庁

舎
に
て

来
庁
者
向

け
多

言
語

案
内
や

観
光
案
内

の
実

証
実
験

を
実
施
 

7
)
L
i
b
r
a
の

安
全
規

格
適
合
（

2
0
1
9
年
度

）
 

移
動

案
内
ロ

ボ
ッ
ト

L
i
b
ra

が
第

三
者
試

験
・
認

証
機
関
か
ら

安
全
規

格
適
合

証
明
書
を

取
得

。
大
垣

市
自
律

走
行
型
案

内
ロ

ボ
ッ

ト
の
製

品
化
を
実
現
 

8
)
本

部
に
お

け
る
搬

送
ロ
ボ
ッ

ト
シ

ス
テ

ム
の
構

築
と
活
用

実
験

（
20
2
0
年
度

）
 

都
産

技
研
の

案
内
、

荷
物
搬
送

な
ど

、
移

動
ロ
ボ

ッ
ト

3
種

を
実

際
に

活
用
 

 (
3
)
事

業
化
支

援
 

1
)
製

品
化
・

事
業
化

件
数
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8

2
0
1
9

2
0
2
0

合
計
 

公
募

型
共

同
研

究
開

発
事

業
、

サ
ー

ビ
ス

ロ
ボ

ッ
ト

S
I
e
r
人
材
育
成
事
業
で
の

実
施
テ
ー
マ
件
数
 

※
2
0
15

年
度
に

8
件
実
施
 

1
1
 

8
 

1
0 

0
 

0
 

3
7
 

 ※
2
0
15

年
度

に
実

施
し

た

8
件

を
含

む
 

公
募

型
共

同
研

究
開

発
の

2
 

3
 

6
 

1
0
 

4
 

2
5
 

業
間

連
携
を

促
進
 

 

公
募

型
共

同
研

究
開

発
事

業

等
3
7
件

の
う

ち
事
業

化
・
製

品

化
2
8
件

、
マ

ッ
チ
ン

グ
等
に

よ

る
製

品
化
・
事

業
化

6
件

、
合

計

3
4

件
の

事
業

化
・

製
品

化
を

達

成
 

 

都
産

技
研

の
技

術
開

発
の

集

大
成

と
し

て
案

内
ロ

ボ
ッ

ト
の

安
全

規
格

適
合

と
大

型
公

共
施

設
で

の
ロ

ボ
ッ

ト
運

用
を

実
施

し
、
中

小
企
業

に
よ
る

サ
ー
ビ

ス

ロ
ボ

ッ
ト

の
社

会
実

装
の

礎
を

構
築
 

1
0
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て
、

日
本
全

国
の
中

小
企
業
を

対
象

に
委

託
研
究

と
し
て
実

施
 

4
)
基

盤
研
究

・
実
証

研
究
に
基

づ
い

た
知

的
財
産

出
願
と
活

用
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

特
許
出
願

件
数

 

（
登
録
件

数
）

 

※
2
0
1
5

年
度

に
出
願

8
件
、
登
録

8
件
実
施

 

3
 

(
2
) 

2
 

(
0
) 

1
 

(
0
) 

1
 

(
0
) 

2
 

(
0
) 

1
7 

(
1
0
) 

 

※
2
0
15

年
度

に
実

施
し

た

8
件

を
含

む

意
匠
登
録

出
願
件

数
 

（
登
録
件

数
）

 

1
 

(
1
) 

2
 

(
2
) 

0
 

(
0
) 

3
 

(
3
) 

0
 

(
0
) 

6
 

(
6
) 

特
許
・
意

匠
登
録

 

許
諾
件
数

 
0
 

0
 

8
 

3
 

2
 

1
3 

5
)
研

究
成
果

に
よ
る

受
賞
（
2
0
1
7
年

度
）
 

日
本

ロ
ボ
ッ

ト
学
会

 
実
用
化

技
術

賞
「

中
小
企

業
に
よ
る
移

動
サ
ー

ビ
ス
ロ

ボ
ッ
ト
の

製
品

化
を
容

易
に
す

る
T
型
ロ

ボ
ッ

ト
ベ

ー
ス
」

を
受
賞
 

6
)
都

庁
舎
サ

ー
ビ
ス

ロ
ボ
ッ
ト

実
証

実
験

（
2
0
17

年
度
）

 

「
L
i
b
r
a（

リ
ブ

ラ
）
」
を
使
用

し
、
都
庁

舎
に
て

来
庁
者
向

け
多

言
語

案
内
や

観
光
案
内

の
実

証
実
験

を
実
施
 

7
)
L
i
b
r
a
の

安
全
規

格
適
合
（

2
0
1
9
年
度

）
 

移
動

案
内
ロ

ボ
ッ
ト

L
i
b
ra

が
第

三
者
試

験
・
認

証
機
関
か

ら
安

全
規

格
適
合

証
明
書
を

取
得

。
大
垣

市
自
律

走
行
型
案

内
ロ

ボ
ッ

ト
の
製

品
化
を
実

現
 

8
)
本

部
に
お

け
る
搬

送
ロ
ボ
ッ

ト
シ

ス
テ

ム
の
構

築
と
活
用

実
験

（
20
2
0
年
度

）
 

都
産

技
研
の

案
内
、

荷
物
搬
送

な
ど

、
移

動
ロ
ボ

ッ
ト

3
種

を
実

際
に

活
用
 

 (
3
)
事

業
化
支

援
 

1
)
製

品
化
・

事
業
化

件
数
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8

2
0
1
9

2
0
2
0

合
計
 

公
募

型
共

同
研

究
開

発
事

業
、

サ
ー

ビ
ス

ロ
ボ

ッ
ト

S
I
e
r
人
材
育
成
事
業
で
の

実
施
テ
ー
マ
件
数
 

※
2
0
15

年
度
に

8
件
実
施
 

1
1
 

8
 

1
0 

0
 

0
 

3
7
 

 ※
2
0
15

年
度

に
実

施
し

た

8
件

を
含

む
 

公
募

型
共

同
研

究
開

発
の

2
 

3
 

6
 

1
0
 

4
 

2
5
 

業
間

連
携
を

促
進
 

 

公
募

型
共

同
研

究
開

発
事

業

等
3
7
件

の
う

ち
事
業

化
・
製

品

化
2
8
件

、
マ

ッ
チ
ン

グ
等
に

よ

る
製

品
化
・
事

業
化

6
件

、
合

計

3
4

件
の

事
業

化
・

製
品

化
を

達

成
 

 

都
産

技
研

の
技

術
開

発
の

集

大
成

と
し

て
案

内
ロ

ボ
ッ

ト
の

安
全

規
格

適
合

と
大

型
公

共
施

設
で

の
ロ

ボ
ッ

ト
運

用
を

実
施

し
、
中

小
企
業

に
よ
る

サ
ー
ビ

ス

ロ
ボ

ッ
ト

の
社

会
実

装
の

礎
を

構
築
 

1
0
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第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

一
 

東
京
の

産
業
の

発
展
と
成

長
を

支
え

る
研
究

開
発
の
推

進
 

 中
期

目
標
 

（
四

）
ロ
ボ

ッ
ト
産

業
活
性
化

事
業
 

２
０

２
０
年

大
会
と

そ
の
後
を

見
据

え
た

ロ
ボ
ッ

ト
産
業
の

活
性

化
に

貢
献
す

る
た
め
、
中
小

企
業

と
の
共

同
研
究
を

実
施

す
る

な
ど
、
産
・
学
・
公

の
連
携

に
よ

る
ロ
ボ

ッ
ト
技

術
の
開
発

・
製

品
化

・
事
業

化
に
向
け

た
取

組
を

推
進
す

る
。
 

  
評

価
項

目
番

号
 

4
 

自
己

評
価
 

S
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

今
後

の
少

子
高

齢
化

対
策

並
び

に
生

活
の

質
の

向
上

対
策

と
し

て
期

待
さ

れ

て
い

る
ロ

ボ
ッ

ト
産

業
の

活
性

化
事

業

を
実

施
し
、
中

小
企

業
や
大
学

と
の

共
同

研
究

を
通
じ

た
事
業

化
・
産
業

化
を

推
進

す
る

。
ま

た
、
ロ
ボ

ッ
ト
産
業

の
活

性
化

に
必

要
な
産

業
人
材

を
育
成
す

る
。
 

2
0
1
5
年

度
か

ら
2
01
9
年
度
ま

で
「

ロ
ボ

ッ
ト
産

業
活
性
化

事
業

」
を

実
施
。

都
産

技
研

独
自

の
技

術
開

発
と

、
公

募
型

共
同

研
究

開
発

事
業

お
よ

び
サ
ー

ビ
ス

ロ
ボ

ッ
ト

S
I
e
r
（

Sy
s
t
e
m
 

I
n
t
e
g
r
a
t
or
）
人

材
育

成
事
業

を
実

施
し

、
中

小
企

業
と
の

共
同
に
よ

り
開
発

し
た
サ
ー

ビ
ス

ロ
ボ

ッ
ト

3
7
種

の
事
業

化
・
製

品
化

を
東

京
2
0
2
0
大

会
の
開

催
時
期

に
合
わ

せ
て
推
進

。
2
0
2
0

年
度

か
ら
は

新
た
に
「

サ
ー
ビ

ス
ロ

ボ
ッ

ト
社
会

実
装
支
援

事
業
」
を
開

始
。
さ
ら

な
る

事
業

化
・

製
品
化

を
目
指

し
、
継
続

的
な

ア
フ

タ
ー
フ

ォ
ロ
ー
を

実
施
 

 (
1
)
東

京
ロ
ボ

ッ
ト
産

業
支
援

プ
ラ

ザ
の

開
設
（

2
0
1
6
年
度

）
 

・
ロ

ボ
ッ
ト

開
発
支

援
拠
点
の

整
備
 

全
2
2
機

種
の

試
験

機
器
・
設

備
を

導
入

し
、
ロ

ボ
ッ
ト
の

試
作

開
発

か
ら
安

全
性
評
価

ま
で

対
応
す

る
支
援

拠
点
と
し

て
「

東
京

ロ
ボ
ッ

ト
産
業
支

援
プ

ラ
ザ

」
を
開

設
 

・
開

所
式
の

開
催
（

4
月

20
日

）
 

・
利

用
促
進

に
向
け

た
P
R
活

動
 

イ
ベ

ン
ト
等

で
の
事

業
紹
介
や

見
学

の
受

け
入
れ

、
リ
ー
フ

レ
ッ

ト
の

発
行
等
 

 (
2
)
技

術
開
発
 

1
)
基

盤
研
究

・
実
証

研
究
の
実

施
 

ロ
ボ

ッ
ト

開
発

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
と

な
る

技
術

開
発

や
実

証
環

境
を

求
め

て
行

う

技
術

開
発
 

2
)
共

同
研
究

の
実
施
 

企
業

や
業
界

団
体
な

ど
と
協
力

し
、
そ
れ

ぞ
れ
が

持
つ
技
術

と
ノ

ウ
ハ

ウ
を
融

合
し
て
ロ

ボ
ッ

ト
の
実

用
化
に

向
け
た
開

発
 

3
)
公

募
型
共

同
研
究

開
発
事
業

の
実

施
 

ロ
ボ

ッ
ト

の
実

用
化

加
速

の
た

め
、

開
発

体
制

に
ユ

ー
ザ

ー
を

含
む

こ
と

を
要

件
と

し

東
京

ロ
ボ

ッ
ト

産
業

支
援

プ

ラ
ザ

を
開
設

、
専

門
部

門
を
新

設

し
、

ロ
ボ

ッ
ト

の
開

発
に

つ
い

て
、

従
来
の

技
術
支

援
に
加
え

、

安
全

性
評
価

か
ら
導

入
・
活
用

に

よ
る

事
業

化
ま

で
を

総
合

的
に

支
援
 

 

中
小

企
業

支
援

施
策

と
し

て

サ
ー

ビ
ス

ロ
ボ

ッ
ト

分
野

へ
の

参
入

を
後

押
し

す
る

公
募

型
共

同
研

究
開
発

事
業
を

立
ち
上
げ

、

共
同

ス
キ

ー
ム

に
ユ

ー
ザ

ー
企

業
を

加
え

て
実

証
実

験
ま

で
を

行
い

、
ロ

ボ
ッ

ト
の
実

装
ス
ピ

ー

ド
を

加
速
 

 

国
内

外
の

展
示

会
に

出
展

す

る
こ

と
で

、
様

々
な
ユ

ー
ザ
ー

企

業
を

発
掘
 

 

ロ
ボ

ッ
ト

導
入

相
談

ウ
ェ

ブ

ペ
ー

ジ
や

サ
ー

ビ
ス

ロ
ボ

ッ
ト

事
業

化
交
流

会
を
新

設
し

、
中

小

製
造

業
・
ユ
ー

ザ
ー
企

業
・
シ

ス

テ
ム

イ
ン

テ
グ

レ
ー

タ
等

の
企

9

て
、

日
本
全

国
の
中

小
企
業
を

対
象

に
委

託
研
究

と
し
て
実

施
 

4
)
基

盤
研
究

・
実
証

研
究
に
基

づ
い

た
知

的
財
産

出
願
と
活

用
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

特
許
出
願

件
数

 

（
登
録
件

数
）

 

※
2
0
1
5

年
度

に
出
願

8
件
、
登
録

8
件
実
施

 

3
 

(
2
) 

2
 

(
0
) 

1
 

(
0
) 

1
 

(
0
) 

2
 

(
0
) 

1
7 

(
1
0
) 

 

※
2
0
15

年
度

に
実

施
し

た

8
件

を
含

む

意
匠
登
録

出
願
件

数
 

（
登
録
件

数
）

 

1
 

(
1
) 

2
 

(
2
) 

0
 

(
0
) 

3
 

(
3
) 

0
 

(
0
) 

6
 

(
6
) 

特
許
・
意

匠
登
録

 

許
諾
件
数

 
0
 

0
 

8
 

3
 

2
 

1
3 

5
)
研

究
成
果

に
よ
る

受
賞
（
2
0
1
7
年

度
）
 

日
本

ロ
ボ
ッ

ト
学
会

 
実
用
化

技
術

賞
「

中
小
企

業
に
よ
る
移

動
サ
ー

ビ
ス
ロ

ボ
ッ
ト
の

製
品

化
を
容

易
に
す

る
T
型
ロ

ボ
ッ

ト
ベ

ー
ス
」

を
受
賞
 

6
)
都

庁
舎
サ

ー
ビ
ス

ロ
ボ
ッ
ト

実
証

実
験

（
2
0
17

年
度
）

 

「
L
i
b
r
a（

リ
ブ

ラ
）
」
を
使
用

し
、
都
庁

舎
に
て

来
庁
者
向

け
多

言
語

案
内
や

観
光
案
内

の
実

証
実
験

を
実
施
 

7
)
L
i
b
r
a
の

安
全
規

格
適
合
（

2
0
1
9
年
度

）
 

移
動

案
内
ロ

ボ
ッ
ト

L
i
b
ra

が
第

三
者
試

験
・
認

証
機
関
か
ら

安
全
規

格
適
合

証
明
書
を

取
得

。
大
垣

市
自
律

走
行
型
案

内
ロ

ボ
ッ

ト
の
製

品
化
を
実
現
 

8
)
本

部
に
お

け
る
搬

送
ロ
ボ
ッ

ト
シ

ス
テ

ム
の
構

築
と
活
用

実
験

（
20
2
0
年
度

）
 

都
産

技
研
の

案
内
、

荷
物
搬
送

な
ど

、
移

動
ロ
ボ

ッ
ト

3
種

を
実

際
に

活
用
 

 (
3
)
事

業
化
支

援
 

1
)
製

品
化
・

事
業
化

件
数
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8

2
0
1
9

2
0
2
0

合
計
 

公
募

型
共

同
研

究
開

発
事

業
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サ
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ビ
ス

ロ
ボ

ッ
ト

S
I
e
r
人
材
育
成
事
業
で
の

実
施
テ
ー
マ
件
数
 

※
2
0
15
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度
に

8
件
実
施
 

1
1
 

8
 

1
0 

0
 

0
 

3
7
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2
0
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年
度
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実

施
し

た

8
件
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含

む
 

公
募
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共

同
研

究
開

発
の

2
 

3
 

6
 

1
0
 

4
 

2
5
 

業
間

連
携
を

促
進
 

 

公
募
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共

同
研

究
開

発
事

業

等
3
7
件

の
う

ち
事
業

化
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製

品

化
2
8
件

、
マ

ッ
チ
ン

グ
等
に

よ

る
製

品
化
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事

業
化

6
件

、
合

計

3
4

件
の

事
業

化
・

製
品

化
を

達

成
 

 

都
産

技
研

の
技

術
開

発
の

集

大
成

と
し

て
案

内
ロ

ボ
ッ

ト
の

安
全

規
格

適
合

と
大

型
公

共
施

設
で

の
ロ

ボ
ッ

ト
運

用
を

実
施

し
、
中

小
企
業

に
よ
る

サ
ー
ビ

ス

ロ
ボ

ッ
ト

の
社

会
実

装
の

礎
を

構
築
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る
製

品
化

・
事

業
化

件
数
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施
テ
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か
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製

品
化
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事

業
化
 

サ
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ビ
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ロ
ボ
ッ
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S
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品
化
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業
化
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数
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施
テ

ー
マ

か
ら

の
製

品
化

・
事

業
化
 

-
 

-
 

-
 

2
 

1
 

3
 

公
募

型
共

同
研

究
開

発
の

成
果

展
開

に
よ

る
製

品

化
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事
業
化
件
数
 

※
マ

ッ
チ

ン
グ

等
に

よ
る

製
品
化
・
事
業
化
 

1
 

1
 

3
 

1
 

0
 

6
 

【
事

例
】
 

・
既

設
大
型

風
力
発

電
機
の
ブ

レ
ー

ド
に

対
す
る

点
検

/塗
装

の
自
動

化
 

・
美

術
館
来

館
者
向

け
施
設
案

内
ロ

ボ
ッ

ト
の
開

発
 
等
 

2
)
ロ

ボ
ッ
ト

実
用
化

プ
ロ
モ
ー

シ
ョ

ン
（

2
01
6
年

度
）
 

東
京

都
補
助

事
業
と

し
て

、
地

方
都

市
の

ロ
ボ
ッ

ト
開
発
ニ

ー
ズ

の
収

集
、
製

造
業

と
ユ

ー
ザ

ー
の
マ

ッ
チ
ン

グ
に
よ
り

ロ
ボ

ッ
ト

事
業
を

拡
大
す
る
た

め
、
都

外
の
展

示
会
等
へ

出
展

。
ロ
ボ

ッ
ト
の

実
演
等
を

実
施
 

3
)
国

際
展
示

会
へ
の

出
展
 

・
A
U
T
O
M
A
TI
C
A
（
ミ

ュ
ン
ヘ
ン

）
（

2
0
16

年
度
）
 

・
日
ア

フ
リ
カ

官
民
経

済
フ
ォ

ー
ラ

ム
併

催
展
示

会
（

ヨ
ハ

ネ
ス

ブ
ル

ク
）（

2
01
8
年
度

）

4
)
ロ

ボ
ッ
ト

導
入
相

談
ウ
ェ
ブ

ペ
ー

ジ
の

運
営
（

2
0
1
7
年

度
）
 

ロ
ボ

ッ
ト
産

業
活
性

化
事
業
・
サ

ー
ビ
ス

ロ
ボ
ッ

ト
社
会
実

装
支

援
事

業
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト

に
て

、
ユ
ー

ザ
ー
企

業
開
拓
の

た
め

の
ロ

ボ
ッ
ト

導
入
相
談
ウ

ェ
ブ
ペ

ー
ジ
を

運
営
 

5
)
共

同
開
発

ロ
ボ
ッ

ト
の
紹
介

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
の

作
成
（
2
0
1
7
年

度
）
 

公
募

型
共

同
研

究
開

発
事

業
に

お
い

て
中

小
企

業
と

共
同

開
発

し
た

サ
ー

ビ
ス

ロ
ボ

ッ

ト
を

P
R
す
る

た
め
の

パ
ン
フ

レ
ッ

ト
を

作
成
 

6
)
東

京
ロ
ボ

ッ
ト
研

究
会
の
運

営
・

支
援
 

会
員

間
で

の
マ

ッ
チ

ン
グ

や
会

員
が

協
同

で
開

発
し

た
試

作
案

内
ロ

ボ
ッ

ト
の

活
動

支

援
を

実
施
 

7
)
オ

リ
ン
ピ

ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ

ク
東

京
大
会

へ
の
協
力

 

1
1

内
閣

府
が

取
り

ま
と

め
て

い
る

「
2
0
2
0
 
年

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

東
京

大

会
に

向
け
た

科
学
技

術
イ
ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
取
組

に
関
す
る
タ

ス
ク
フ

ォ
ー
ス

」
に
都
と

共
同

で
参
画
 

8
)
サ

ー
ビ
ス

ロ
ボ
ッ

ト
事
業
化

交
流

会
の

設
置
（

2
0
1
8
年

度
）
 

ロ
ボ

ッ
ト
開

発
・
製

造
企
業
と

サ
ー

ビ
ス

ロ
ボ
ッ

ト
S
Ie
r
と

の
マ
ッ

チ
ン
グ

を
支
援
 

9
)
社

会
実
装

ト
ラ
イ

ア
ル
支
援

の
実

施
（

2
01
9
年

度
）
 

大
型

公
共
施

設
「
東

京
ビ
ッ
グ

サ
イ

ト
」

で
ロ
ボ

ッ
ト

4
種

に
よ

る
業

務
を
実

運
用
 

1
0
)
羽

田
イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン
シ

テ
ィ

で
の

展
示
実

演
 

都
産

技
研

技
術

シ
ー

ズ
や

共
同

開
発

成
果

を
羽

田
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

シ
テ

ィ
の

オ
ー

プ

ニ
ン

グ
イ
ベ

ン
ト
に

出
展
し
、

事
業

の
P
R
お
よ
び

中
小
企
業

の
製
品

拡
販
を

支
援
 

 (
4
)
ロ

ボ
ッ
ト

産
業
人

材
育
成

 

・
サ

ー
ビ
ス

ロ
ボ
ッ

ト
 
S
Ie
r
人

材
育
成

事
業
の

開
始
（
2
0
1
8
年

度
）
 

ロ
ボ

ッ
ト
導

入
促
進

の
た
め
、
ユ

ー
ザ

ー
企
業

と
ロ
ボ

ッ
ト
開

発
・
製

造
企

業
の
間

を
取

り
持

つ
S
Ie
r
（

S
ys
t
e
m
 
In
t
e
g
r
a
t
o
r）

を
育
成
 

・
普

及
セ
ミ

ナ
ー
の

開
催
 

・
実

習
を
伴

う
講
習

会
の
開
催

 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
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2
0
1
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0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

A
 

A
 

A
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検
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ボ
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ボ
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ボ
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ボ
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ボ
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催
展
示

会
（

ヨ
ハ

ネ
ス

ブ
ル

ク
）（

2
01
8
年
度

）

4
)
ロ

ボ
ッ
ト

導
入
相

談
ウ
ェ
ブ

ペ
ー

ジ
の

運
営
（

2
0
1
7
年

度
）
 

ロ
ボ

ッ
ト
産

業
活
性

化
事
業
・
サ

ー
ビ
ス

ロ
ボ
ッ

ト
社
会
実

装
支

援
事

業
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト

に
て

、
ユ
ー

ザ
ー
企

業
開
拓
の

た
め

の
ロ

ボ
ッ
ト

導
入
相
談
ウ

ェ
ブ
ペ

ー
ジ
を

運
営
 

5
)
共

同
開
発

ロ
ボ
ッ

ト
の
紹
介

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
の

作
成
（
2
0
1
7
年

度
）
 

公
募

型
共

同
研

究
開

発
事

業
に

お
い

て
中

小
企

業
と

共
同

開
発

し
た

サ
ー

ビ
ス

ロ
ボ

ッ

ト
を

P
R
す
る

た
め
の

パ
ン
フ

レ
ッ

ト
を

作
成
 

6
)
東

京
ロ
ボ

ッ
ト
研

究
会
の
運

営
・

支
援
 

会
員

間
で

の
マ

ッ
チ

ン
グ

や
会

員
が

協
同

で
開

発
し

た
試

作
案

内
ロ

ボ
ッ

ト
の

活
動

支

援
を

実
施
 

7
)
オ

リ
ン
ピ

ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ

ク
東

京
大
会

へ
の
協
力

 

1
1

内
閣

府
が

取
り

ま
と

め
て

い
る

「
2
0
2
0
 
年

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

東
京

大

会
に

向
け
た

科
学
技

術
イ
ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
取
組

に
関
す
る
タ

ス
ク
フ

ォ
ー
ス

」
に
都
と

共
同

で
参
画
 

8
)
サ

ー
ビ
ス

ロ
ボ
ッ

ト
事
業
化

交
流

会
の

設
置
（

2
0
1
8
年

度
）
 

ロ
ボ

ッ
ト
開

発
・
製

造
企
業
と

サ
ー

ビ
ス

ロ
ボ
ッ

ト
S
Ie
r
と

の
マ
ッ

チ
ン
グ

を
支
援
 

9
)
社

会
実
装

ト
ラ
イ

ア
ル
支
援

の
実

施
（

2
01
9
年

度
）
 

大
型

公
共
施

設
「
東

京
ビ
ッ
グ

サ
イ

ト
」

で
ロ
ボ

ッ
ト

4
種

に
よ

る
業

務
を
実

運
用
 

1
0
)
羽

田
イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン
シ

テ
ィ

で
の

展
示
実

演
 

都
産

技
研

技
術

シ
ー

ズ
や

共
同

開
発

成
果

を
羽

田
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

シ
テ

ィ
の

オ
ー

プ

ニ
ン

グ
イ
ベ

ン
ト
に

出
展
し
、

事
業

の
P
R
お
よ
び

中
小
企
業

の
製
品

拡
販
を

支
援
 

 (
4
)
ロ

ボ
ッ
ト

産
業
人

材
育
成

 

・
サ

ー
ビ
ス

ロ
ボ
ッ

ト
 
S
Ie
r
人

材
育
成

事
業
の

開
始
（
2
0
1
8
年

度
）
 

ロ
ボ

ッ
ト
導

入
促
進

の
た
め
、
ユ

ー
ザ

ー
企
業

と
ロ
ボ

ッ
ト
開

発
・
製

造
企

業
の
間

を
取

り
持

つ
S
Ie
r
（

S
ys
t
e
m
 
In
t
e
g
r
a
t
o
r）

を
育
成
 

・
普

及
セ
ミ

ナ
ー
の

開
催
 

・
実

習
を
伴

う
講
習

会
の
開
催

 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

A
 

A
 

A
 

A
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内
閣

府
が

取
り

ま
と

め
て

い
る

「
2
0
2
0
 
年

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

東
京

大

会
に

向
け
た

科
学
技

術
イ
ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
取
組

に
関
す
る

タ
ス

ク
フ

ォ
ー
ス

」
に
都
と

共
同

で
参
画
 

8
)
サ

ー
ビ
ス

ロ
ボ
ッ

ト
事
業
化

交
流

会
の

設
置
（

2
0
1
8
年

度
）
 

ロ
ボ

ッ
ト
開

発
・
製

造
企
業
と

サ
ー

ビ
ス

ロ
ボ
ッ

ト
S
Ie
r
と

の
マ
ッ

チ
ン
グ

を
支
援
 

9
)
社

会
実
装

ト
ラ
イ

ア
ル
支
援

の
実

施
（

2
01
9
年

度
）
 

大
型

公
共
施

設
「
東

京
ビ
ッ
グ

サ
イ

ト
」

で
ロ
ボ

ッ
ト

4
種
に

よ
る
業

務
を
実

運
用
 

1
0
)
羽

田
イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン
シ

テ
ィ

で
の

展
示
実

演
 

都
産

技
研

技
術

シ
ー

ズ
や

共
同

開
発

成
果

を
羽

田
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

シ
テ

ィ
の

オ
ー

プ

ニ
ン

グ
イ
ベ

ン
ト
に

出
展
し
、

事
業

の
P
R
お
よ
び

中
小
企

業
の

製
品

拡
販
を

支
援
 

 (
4
)
ロ

ボ
ッ
ト

産
業
人

材
育
成

 

・
サ

ー
ビ
ス

ロ
ボ
ッ

ト
 
S
Ie
r
人

材
育
成

事
業
の

開
始
（
2
0
1
8
年

度
）
 

ロ
ボ

ッ
ト
導

入
促
進

の
た
め
、
ユ

ー
ザ

ー
企
業

と
ロ
ボ

ッ
ト

開
発
・
製

造
企

業
の
間

を
取

り
持

つ
S
Ie
r
（

S
ys
t
e
m
 
In
t
e
g
r
a
t
o
r）

を
育
成
 

・
普

及
セ
ミ

ナ
ー
の

開
催
 

・
実

習
を
伴

う
講
習

会
の
開
催

 

 

5
年

間
の
評

定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

A
 

A
 

A
 

A
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成
果

に
よ

る
製

品
化

・
事

業
化

件
数
 

※
実

施
テ

ー
マ

か
ら

の
製

品
化

・
事

業
化
 

サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト

S
I
e
r

人
材

育
成

事
業

に
よ

る
製

品
化

・
事

業
化

件
数
 

※
実

施
テ

ー
マ

か
ら

の
製

品
化

・
事

業
化
 

-
 

-
 

-
 

2
 

1
 

3
 

公
募

型
共

同
研

究
開

発
の

成
果

展
開

に
よ

る
製

品

化
・
事
業
化
件
数
 

※
マ

ッ
チ

ン
グ

等
に

よ
る

製
品
化
・
事
業
化
 

1
 

1
 

3
 

1
 

0
 

6
 

【
事

例
】
 

・
既

設
大
型

風
力
発

電
機
の
ブ

レ
ー

ド
に

対
す
る

点
検

/塗
装

の
自
動

化
 

・
美

術
館
来

館
者
向

け
施
設
案

内
ロ

ボ
ッ

ト
の
開

発
 
等
 

2
)
ロ

ボ
ッ
ト

実
用
化

プ
ロ
モ
ー

シ
ョ

ン
（

2
01
6
年

度
）
 

東
京

都
補
助

事
業
と

し
て

、
地

方
都

市
の

ロ
ボ
ッ

ト
開
発
ニ

ー
ズ

の
収

集
、
製

造
業

と
ユ

ー
ザ

ー
の
マ

ッ
チ
ン

グ
に
よ
り

ロ
ボ

ッ
ト

事
業
を

拡
大
す
る
た

め
、
都

外
の
展

示
会
等
へ

出
展

。
ロ
ボ

ッ
ト
の

実
演
等
を

実
施
 

3
)
国

際
展
示

会
へ
の

出
展
 

・
A
U
T
O
M
A
TI
C
A
（
ミ

ュ
ン
ヘ
ン

）
（

2
0
16

年
度
）
 

・
日
ア

フ
リ
カ

官
民
経

済
フ
ォ

ー
ラ

ム
併

催
展
示

会
（

ヨ
ハ

ネ
ス

ブ
ル

ク
）（

2
01
8
年
度

）

4
)
ロ

ボ
ッ
ト

導
入
相

談
ウ
ェ
ブ

ペ
ー

ジ
の

運
営
（

2
0
1
7
年

度
）
 

ロ
ボ

ッ
ト
産

業
活
性

化
事
業
・
サ

ー
ビ
ス

ロ
ボ
ッ

ト
社
会
実

装
支

援
事

業
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト

に
て

、
ユ
ー

ザ
ー
企

業
開
拓
の

た
め

の
ロ

ボ
ッ
ト

導
入
相
談
ウ

ェ
ブ
ペ

ー
ジ
を

運
営
 

5
)
共

同
開
発

ロ
ボ
ッ

ト
の
紹
介

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
の

作
成
（
2
0
1
7
年

度
）
 

公
募

型
共

同
研

究
開

発
事

業
に

お
い

て
中

小
企

業
と

共
同

開
発

し
た

サ
ー

ビ
ス

ロ
ボ

ッ

ト
を

P
R
す
る

た
め
の

パ
ン
フ

レ
ッ

ト
を

作
成
 

6
)
東

京
ロ
ボ

ッ
ト
研

究
会
の
運

営
・

支
援
 

会
員

間
で

の
マ

ッ
チ

ン
グ

や
会

員
が

協
同

で
開

発
し

た
試

作
案

内
ロ

ボ
ッ

ト
の

活
動

支

援
を

実
施
 

7
)
オ

リ
ン
ピ

ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ

ク
東

京
大
会

へ
の
協
力

 

1
1

内
閣

府
が

取
り

ま
と

め
て

い
る

「
2
0
2
0
 
年

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

東
京

大

会
に

向
け
た

科
学
技

術
イ
ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
取
組

に
関
す
る
タ

ス
ク
フ

ォ
ー
ス

」
に
都
と

共
同

で
参
画
 

8
)
サ

ー
ビ
ス

ロ
ボ
ッ

ト
事
業
化

交
流

会
の

設
置
（

2
0
1
8
年

度
）
 

ロ
ボ

ッ
ト
開

発
・
製

造
企
業
と

サ
ー

ビ
ス

ロ
ボ
ッ

ト
S
Ie
r
と

の
マ
ッ

チ
ン
グ

を
支
援
 

9
)
社

会
実
装

ト
ラ
イ

ア
ル
支
援

の
実

施
（

2
01
9
年

度
）
 

大
型

公
共
施

設
「
東

京
ビ
ッ
グ

サ
イ

ト
」

で
ロ
ボ

ッ
ト

4
種

に
よ

る
業

務
を
実

運
用
 

1
0
)
羽

田
イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン
シ

テ
ィ

で
の

展
示
実

演
 

都
産

技
研

技
術

シ
ー

ズ
や

共
同

開
発

成
果

を
羽

田
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

シ
テ

ィ
の

オ
ー

プ

ニ
ン

グ
イ
ベ

ン
ト
に

出
展
し
、

事
業

の
P
R
お
よ
び

中
小
企
業

の
製
品

拡
販
を

支
援
 

 (
4
)
ロ

ボ
ッ
ト

産
業
人

材
育
成

 

・
サ

ー
ビ
ス

ロ
ボ
ッ

ト
 
S
Ie
r
人

材
育
成

事
業
の

開
始
（
2
0
1
8
年

度
）
 

ロ
ボ

ッ
ト
導

入
促
進

の
た
め
、
ユ

ー
ザ

ー
企
業

と
ロ
ボ

ッ
ト
開

発
・
製

造
企

業
の
間

を
取

り
持

つ
S
Ie
r
（

S
ys
t
e
m
 
In
t
e
g
r
a
t
o
r）

を
育
成
 

・
普

及
セ
ミ

ナ
ー
の

開
催
 

・
実

習
を
伴

う
講
習

会
の
開
催

 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

A
 

A
 

A
 

A
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第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

一
 

東
京
の

産
業
の

発
展
と
成

長
を

支
え

る
研
究

開
発
の
推

進
 

 中
期

目
標
 

 

  
評

価
項

目
番

号
 

5
 

自
己

評
価
 

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

ク
ー

ル
ジ

ャ
パ

ン
製

品
に

代
表

さ
れ

る
よ

う
に
、
生

活
関

連
製
品
の

付
加

価
値

向
上

の
重

要
性

が
増

し
て

い
る

こ
と

か

ら
、
感

性
工

学
な
ど

新
た
な
産

業
技

術
に

も
と

づ
く

開
発

促
進

お
よ

び
製

品
評

価

に
係

る
技

術
支

援
サ

ー
ビ

ス
を

実
施

す

る
。
 

(
1
)
開

発
第
三

部
の
新

設
（
20
1
6
年

度
）
 

・
生

活
の

質
（

Q
OL

）
を

高
め

る
「

人
間

中
心

の
製

品
や

サ
ー

ビ
ス

創
出

」
の

た
め

に
、

人

間
特

性
計

測
技

術
（

行
動

特
性

・
健

康
・

感
性

）
、

デ
ザ

イ
ン

技
術

、
情

報
技

術
を

融
合

し
た

開
発
第

三
部
を

新
設
 

・
開

発
第

三
部

に
よ
る

ユ
ー
ザ

ー
本

位
の

製
品
開

発
手
法
を

普
及

す
る

こ
と
に

よ
り

、
生

活

関
連

産
業
や

健
康
・

医
療
・
福

祉
機

器
産

業
の
製

品
開
発
力

を
強

化
 

・
墨

田
支

所
に

新
た
に
「

生
活

動
作

計
測

ス
タ
ジ

オ
」
を
開

設
。
既

存
の
「

生
活

空
間
計

測

ス
タ

ジ
オ
」

と
と
も

に
総
合
的

に
ヒ

ト
を

は
か
り

、
各
種
測

定
機

器
で

モ
ノ
を

は
か
り
、

幅
広

い
生

活
関

連
製

品
を

総
合

的
に

分
析

、
試

作
を

行
う

こ
と

で
、
『

新
し

い
時

代
』

に

求
め

ら
れ
る

、
こ
れ

ま
で
に
な

い
付

加
価

値
を
持

っ
た
も
の

づ
く

り
を

支
援
 

 (
2
)
研

究
開
発
 

1
)
基

盤
研
究

の
実
施

（
4
9
件

）
 

・
広

角
カ
メ

ラ
映
像

か
ら
の
人

物
行

動
解

析
手
法

に
関
す
る
研

究
 

・
に

お
い
識

別
装
置

を
使
っ
た

感
覚

的
消

臭
効
果

の
評
価
方
法

の
確
立
 

・
人

体
解
剖

学
及
び

生
理
学
に

基
づ

い
た

体
温
調

整
モ
ジ
ュ
ー

ル
構
築

の
た
め

の
3
D
カ

ッ
テ

ィ
ン
グ

技
術
の

開
発
 
等

 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

実
施

件
数
 

9
 

1
0
 

1
4 

8
 

8
 

4
9
 

 

2
)
共

同
研
究

の
実
施

（
3
3
件

）
 

・
外

国
人
向

け
観
光

情
報
推
薦

シ
ス

テ
ム

の
開
発
 

・
快

適
な
コ

ン
プ
レ

ッ
シ
ョ
ン

ウ
ェ

ア
素

材
の
開

発
 

・
人

間
工
学

に
基
づ

く
カ
ト
ラ

リ
ー

の
開

発
 
等
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

実
施

件
数
 

5
 

5
 

9 
9
 

5
 

3
3
 

開
発

第
三

部
を

新
設

し
、

健

康
・
医

療
・
福

祉
機
器

産
業
や

生

活
関

連
産

業
の

製
品

開
発

支
援

を
強

化
 

 

こ
れ

か
ら

の
少

子
高

齢
社

会

を
見

据
え

た
も

の
づ

く
り

支
援

の
た

め
、
墨
田

支
所
生

活
技
術

開

発
セ

ン
タ
ー

に
新
た

に
「

生
活

動

作
計

測
ス
タ

ジ
オ
」

を
開
設
 

既
存

の
「

生
活

空
間
計

測
ス
タ

ジ
オ

」
と

併
せ

、
総
合

的
に
ヒ

ト

を
は

か
り

、
分

析
す

る
と

と
も

に
、
感

性
工
学

や
人
間

工
学
な

ど

を
活

用
し

た
研

究
開

発
支

援
を

着
実

に
推
進
 

こ
れ

に
よ

り
ア

フ
タ

ー
コ

ロ

ナ
の
「

新
し
い

時
代
」
に

合
致

し

た
こ

れ
ま

で
に

な
い

付
加

価
値

を
も

っ
た

も
の

づ
く

り
支

援
を

実
施
 

 

感
性

工
学

や
人

間
工

学
な

ど

新
た

な
産

業
技

術
を

活
用

し
た

研
究

開
発
支

援
を
着

実
に
推
進

 

人
体

の
動

作
な

ど
の

デ
ジ

タ

ル
デ

ー
タ

解
析

を
通

じ
た

ア
プ

ロ
ー

チ
に

よ
り

特
徴

あ
る

製
品

1
3

 

3
)
外

部
資
金

導
入
研

究
の
実
施

（
2
5
件
）
 

・
話

者
の

音
声
特

性
を
改

善
す

る
難

聴
者

聴
こ
え

支
援
会
話
シ

ス
テ
ム

の
開
発
（
サ

ポ
イ

ン
）
 

・
肢

位
の

違
い

が
腱

振
動

刺
激

に
よ

る
運

動
錯
覚

に
与
え
る

影
響

の
解

明
（

科
研
費

）
 

等

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

実
施

件
数
 

5
 

6
 

4 
5
 

5
 

2
5
 

 (
3
)
製

品
化
・

事
業
化

支
援
 

1
)
技

術
支
援
 

人
間

工
学
を

取
り
扱

う
全
国
の

公
設

試
と

連
携
し

、
2
0
16

年
度

に
人
間

生
活
工

学
機
器
デ

ー
タ

ベ
ー
ス
「
D
H
u
L
E」

を
We
b
上

に
公
開

、
参
加

1
6
機

関
1
5
1
機

器
掲

載
（

2
0
2
0
年

度
）。

サ
イ

ト
の
閲

覧
者
は

年
度
ご
と

に
増

加
し

、
利
用

者
の
利
便
性

向
上
に

寄
与
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
01
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

閲
覧

者
数
 

3
,
2
2
8
名
 

3
,
3
6
3
名
 

4
,
1
5
3
名
 

4
,
7
5
2
名
 

5
,
8
4
2
名
 

 

2
)
生

活
空
間

計
測
ス

タ
ジ
オ
の

本
格

稼
働

（
2
0
15

年
11

月
開
設

）
 

都
産

技
研

に
初

め
て

「
人

」
に

関
す

る
測

定
を

行
う

専
用

ス
ペ

ー
ス

と
し

て
設

置
。
「

筋

力
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

た
め

の
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
型

パ
ー

ソ
ナ

ル
ト

レ
ー

ナ
ー

ス
ー

ツ
の

開

発
」
（

2
0
16

年
度
共

同
研
究
）

な
ど

事
業

化
ま
で

支
援
で
き

る
機

器
を

整
備
 

3
)
生

活
動
作

計
測
ス

タ
ジ
オ
の

新
設

（
20
1
8
年
度

）
 

人
間

の
動

作
解

析
に

特
化

し
た

機
器

を
整

備
す

る
こ

と
で

生
活

関
連

産
業

分
野

の
製

品
・
サ

ー
ビ

ス
の
創

出
を
目
的

と
し

て
整

備
。
モ

ー
シ
ョ
ン

キ
ャ

プ
チ

ャ
ー
、
高

速
度
カ

メ
ラ

な
ど
の

機
器
を

導
入
し
、
人

間
動
作

の
特
性

、
生
活
空
間
・
環
境

を
活
か

し
た
も
の

づ
く

り
支
援

を
充
実
 

4
)
製

品
化
・

事
業
化

支
援
事
例

 

・
外

観
デ
ザ

イ
ン
に

ト
ポ
ロ
ジ

ー
最

適
化

を
活
用

し
た
マ
イ
ク

ロ
E
V
キ

ッ
チ

ン
カ
ー
の

開
発

（
2
0
16

年
度
共

同
研
究

）
 

・
除

菌
消
臭

ス
プ
レ

ー
の
パ
ッ

ケ
ー

ジ
デ

ザ
イ
ン
（

2
0
17

年
度

オ
ー
ダ

ー
メ
ー

ド
開
発
支

援
）
 

・
た

ば
こ
臭

軽
減
の

た
め
の
オ

ゾ
ン

脱
臭

機
の
効

果
検
証
（
2
0
1
8
年
度

オ
ー
ダ

ー
メ
ー
ド

試
験

）
 

・
人

間
工
学

に
基
づ

く
カ
ト
ラ

リ
ー

の
開

発
（

20
1
8
年
度

共
同

研
究

）
 

開
発

を
実
施
 

 

新
た

に
3

件
の

特
定

運
営

費

交
付

金
事
業

を
開
始
 

（
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

研
究

開
発

推
進

事
業

(2
0
1
7
年

度
)
、
 

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

代
替

素
材

を

活
用

し
た
開

発
・
普
及

プ
ロ
ジ

ェ

ク
ト

(
2
0
19

年
度

)、
 

バ
イ

オ
基

盤
技

術
を

活
用

し

た
ヘ

ル
ス

ケ
ア

産
業

支
援

事
業

(
2
0
1
9
年
度

)
）
 

製
品

化
・
事
業

化
に
つ

な
が
る

研
究

を
実
施
 

1
4
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第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

一
 

東
京
の

産
業
の

発
展
と
成

長
を

支
え

る
研
究

開
発
の
推

進
 

 中
期

目
標
 

 

  
評

価
項

目
番

号
 

5
 

自
己

評
価
 

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

ク
ー

ル
ジ

ャ
パ

ン
製

品
に

代
表

さ
れ

る
よ

う
に
、
生

活
関

連
製
品
の

付
加

価
値

向
上

の
重

要
性

が
増

し
て

い
る

こ
と

か

ら
、
感

性
工

学
な
ど

新
た
な
産

業
技

術
に

も
と

づ
く

開
発

促
進

お
よ

び
製

品
評

価

に
係

る
技

術
支

援
サ

ー
ビ

ス
を

実
施

す

る
。
 

(
1
)
開

発
第
三

部
の
新

設
（
20
1
6
年

度
）
 

・
生

活
の

質
（

Q
OL

）
を

高
め

る
「

人
間

中
心

の
製

品
や

サ
ー

ビ
ス

創
出

」
の

た
め

に
、

人

間
特

性
計

測
技

術
（

行
動

特
性

・
健

康
・

感
性

）
、

デ
ザ

イ
ン

技
術

、
情

報
技

術
を

融
合

し
た

開
発
第

三
部
を

新
設
 

・
開

発
第

三
部

に
よ
る

ユ
ー
ザ

ー
本

位
の

製
品
開

発
手
法
を

普
及

す
る

こ
と
に

よ
り

、
生

活

関
連

産
業
や

健
康
・

医
療
・
福

祉
機

器
産

業
の
製

品
開
発
力

を
強

化
 

・
墨

田
支

所
に

新
た
に
「

生
活

動
作

計
測

ス
タ
ジ

オ
」
を
開

設
。
既

存
の
「

生
活

空
間
計

測

ス
タ

ジ
オ
」

と
と
も

に
総
合
的

に
ヒ

ト
を

は
か
り

、
各
種
測

定
機

器
で

モ
ノ
を

は
か
り
、

幅
広

い
生

活
関

連
製

品
を

総
合

的
に

分
析

、
試

作
を

行
う

こ
と

で
、
『

新
し

い
時

代
』

に

求
め

ら
れ
る

、
こ
れ

ま
で
に
な

い
付

加
価

値
を
持

っ
た
も
の

づ
く

り
を

支
援
 

 (
2
)
研

究
開
発
 

1
)
基

盤
研
究

の
実
施

（
4
9
件

）
 

・
広

角
カ
メ

ラ
映
像

か
ら
の
人

物
行

動
解

析
手
法

に
関
す
る
研

究
 

・
に

お
い
識

別
装
置

を
使
っ
た

感
覚

的
消

臭
効
果

の
評
価
方
法

の
確
立
 

・
人

体
解
剖

学
及
び

生
理
学
に

基
づ

い
た

体
温
調

整
モ
ジ
ュ
ー

ル
構
築

の
た
め

の
3
D
カ

ッ
テ

ィ
ン
グ

技
術
の

開
発
 
等

 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

実
施

件
数
 

9
 

1
0
 

1
4 

8
 

8
 

4
9
 

 

2
)
共

同
研
究

の
実
施

（
3
3
件

）
 

・
外

国
人
向

け
観
光

情
報
推
薦

シ
ス

テ
ム

の
開
発
 

・
快

適
な
コ

ン
プ
レ

ッ
シ
ョ
ン

ウ
ェ

ア
素

材
の
開

発
 

・
人

間
工
学

に
基
づ

く
カ
ト
ラ

リ
ー

の
開

発
 
等
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

実
施

件
数
 

5
 

5
 

9 
9
 

5
 

3
3
 

開
発

第
三

部
を

新
設

し
、

健

康
・
医

療
・
福

祉
機
器

産
業
や

生

活
関

連
産

業
の

製
品

開
発

支
援

を
強

化
 

 

こ
れ

か
ら

の
少

子
高

齢
社

会

を
見

据
え

た
も

の
づ

く
り

支
援

の
た

め
、
墨
田

支
所
生

活
技
術

開

発
セ

ン
タ
ー

に
新
た

に
「

生
活

動

作
計

測
ス
タ

ジ
オ
」

を
開
設
 

既
存

の
「

生
活

空
間
計

測
ス
タ

ジ
オ

」
と

併
せ

、
総
合

的
に
ヒ

ト

を
は

か
り

、
分

析
す

る
と

と
も

に
、
感

性
工
学

や
人
間

工
学
な

ど

を
活

用
し

た
研

究
開

発
支

援
を

着
実

に
推
進
 

こ
れ

に
よ

り
ア

フ
タ

ー
コ

ロ

ナ
の
「

新
し
い

時
代
」
に

合
致

し

た
こ

れ
ま

で
に

な
い

付
加

価
値

を
も

っ
た

も
の

づ
く

り
支

援
を

実
施
 

 

感
性

工
学

や
人

間
工

学
な

ど

新
た

な
産

業
技

術
を

活
用

し
た

研
究

開
発
支

援
を
着

実
に
推
進

 

人
体

の
動

作
な

ど
の

デ
ジ

タ

ル
デ

ー
タ

解
析

を
通

じ
た

ア
プ

ロ
ー

チ
に

よ
り

特
徴

あ
る

製
品

1
3

 

3
)
外

部
資
金

導
入
研

究
の
実
施

（
2
5
件
）
 

・
話

者
の

音
声
特

性
を
改

善
す

る
難

聴
者

聴
こ
え

支
援
会
話
シ

ス
テ
ム

の
開
発
（
サ

ポ
イ

ン
）
 

・
肢

位
の

違
い

が
腱

振
動

刺
激

に
よ

る
運

動
錯
覚

に
与
え
る

影
響

の
解

明
（

科
研
費

）
 

等

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

実
施

件
数
 

5
 

6
 

4 
5
 

5
 

2
5
 

 (
3
)
製

品
化
・

事
業
化

支
援
 

1
)
技

術
支
援
 

人
間

工
学
を

取
り
扱

う
全
国
の

公
設

試
と

連
携
し

、
2
0
16

年
度

に
人
間

生
活
工

学
機
器
デ

ー
タ

ベ
ー
ス
「
D
H
u
L
E」

を
We
b
上

に
公
開

、
参
加

1
6
機

関
1
5
1
機

器
掲

載
（

2
0
2
0
年

度
）。

サ
イ

ト
の
閲

覧
者
は

年
度
ご
と

に
増

加
し

、
利
用

者
の
利
便
性

向
上
に

寄
与
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
01
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

閲
覧

者
数
 

3
,
2
2
8
名
 

3
,
3
6
3
名
 

4
,
1
5
3
名
 

4
,
7
5
2
名
 

5
,
8
4
2
名
 

 

2
)
生

活
空
間

計
測
ス

タ
ジ
オ
の

本
格

稼
働

（
2
0
15

年
11

月
開
設

）
 

都
産

技
研

に
初

め
て

「
人

」
に

関
す

る
測

定
を

行
う

専
用

ス
ペ

ー
ス

と
し

て
設

置
。
「

筋

力
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

た
め

の
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
型

パ
ー

ソ
ナ

ル
ト

レ
ー

ナ
ー

ス
ー

ツ
の

開

発
」
（

2
0
16

年
度
共

同
研
究
）

な
ど

事
業

化
ま
で

支
援
で
き

る
機

器
を

整
備
 

3
)
生

活
動
作

計
測
ス

タ
ジ
オ
の

新
設

（
20
1
8
年
度

）
 

人
間

の
動

作
解

析
に

特
化

し
た

機
器

を
整

備
す

る
こ

と
で

生
活

関
連

産
業

分
野

の
製

品
・
サ

ー
ビ

ス
の
創

出
を
目
的

と
し

て
整

備
。
モ

ー
シ
ョ
ン

キ
ャ

プ
チ

ャ
ー
、
高

速
度
カ

メ
ラ

な
ど
の

機
器
を

導
入
し
、
人

間
動
作

の
特
性

、
生
活
空
間
・
環
境

を
活
か

し
た
も
の

づ
く

り
支
援

を
充
実
 

4
)
製

品
化
・

事
業
化

支
援
事
例

 

・
外

観
デ
ザ

イ
ン
に

ト
ポ
ロ
ジ

ー
最

適
化

を
活
用

し
た
マ
イ
ク

ロ
E
V
キ

ッ
チ

ン
カ
ー
の

開
発

（
2
0
16

年
度
共

同
研
究

）
 

・
除

菌
消
臭

ス
プ
レ

ー
の
パ
ッ

ケ
ー

ジ
デ

ザ
イ
ン
（

2
0
17

年
度

オ
ー
ダ

ー
メ
ー

ド
開
発
支

援
）
 

・
た

ば
こ
臭

軽
減
の

た
め
の
オ

ゾ
ン

脱
臭

機
の
効

果
検
証
（
2
0
1
8
年
度

オ
ー
ダ

ー
メ
ー
ド

試
験

）
 

・
人

間
工
学

に
基
づ

く
カ
ト
ラ

リ
ー

の
開

発
（

20
1
8
年
度

共
同

研
究

）
 

開
発

を
実
施
 

 

新
た

に
3

件
の

特
定

運
営

費

交
付

金
事
業

を
開
始
 

（
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

研
究

開
発

推
進

事
業

(2
0
1
7
年

度
)
、
 

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

代
替

素
材

を

活
用

し
た
開

発
・
普
及

プ
ロ
ジ

ェ

ク
ト

(
2
0
19

年
度

)、
 

バ
イ

オ
基

盤
技

術
を

活
用

し

た
ヘ

ル
ス

ケ
ア

産
業

支
援

事
業

(
2
0
1
9
年
度

)
）
 

製
品

化
・
事
業

化
に
つ

な
が
る

研
究

を
実
施
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3
)
外

部
資
金

導
入
研

究
の
実
施

（
2
5
件
）
 

・
話

者
の

音
声
特

性
を
改

善
す

る
難

聴
者

聴
こ
え

支
援
会
話
シ

ス
テ
ム

の
開
発
（
サ

ポ
イ

ン
）
 

・
肢

位
の

違
い

が
腱

振
動

刺
激

に
よ

る
運

動
錯
覚

に
与
え
る
影

響
の
解

明
（

科
研
費

）
 

等

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

実
施

件
数
 

5
 

6
 

4 
5
 

5
 

2
5
 

 (
3
)
製

品
化
・

事
業
化

支
援
 

1
)
技

術
支
援
 

人
間

工
学
を

取
り
扱

う
全
国
の

公
設

試
と

連
携
し

、
2
0
16

年
度

に
人
間

生
活
工

学
機
器
デ

ー
タ

ベ
ー
ス
「
D
H
u
L
E」

を
We
b
上

に
公
開

、
参
加

1
6
機

関
1
5
1
機

器
掲

載
（

2
0
2
0
年

度
）。

サ
イ

ト
の
閲

覧
者
は

年
度
ご
と

に
増

加
し

、
利
用

者
の
利
便

性
向

上
に

寄
与
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
01
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

閲
覧

者
数
 

3
,
2
2
8
名
 

3
,
3
6
3
名
 

4
,
1
5
3
名
 

4
,
7
5
2
名
 

5
,
8
4
2
名
 

 

2
)
生

活
空
間

計
測
ス

タ
ジ
オ
の

本
格

稼
働

（
2
0
15

年
11

月
開

設
）
 

都
産

技
研

に
初

め
て

「
人

」
に

関
す

る
測

定
を

行
う

専
用

ス
ペ

ー
ス

と
し

て
設

置
。
「

筋

力
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

た
め

の
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
型

パ
ー

ソ
ナ

ル
ト

レ
ー

ナ
ー

ス
ー

ツ
の

開

発
」
（

2
0
16

年
度
共

同
研
究
）

な
ど

事
業

化
ま
で

支
援
で
き

る
機

器
を

整
備
 

3
)
生

活
動
作

計
測
ス

タ
ジ
オ
の

新
設

（
20
1
8
年
度

）
 

人
間

の
動

作
解

析
に

特
化

し
た

機
器

を
整

備
す

る
こ

と
で

生
活

関
連

産
業

分
野

の
製

品
・
サ

ー
ビ

ス
の
創

出
を
目
的

と
し

て
整

備
。
モ

ー
シ
ョ
ン
キ

ャ
プ
チ

ャ
ー
、
高

速
度
カ

メ
ラ

な
ど
の

機
器
を

導
入
し
、
人

間
動
作

の
特
性

、
生
活
空

間
・
環
境

を
活
か

し
た
も
の

づ
く

り
支
援

を
充
実
 

4
)
製

品
化
・

事
業
化

支
援
事
例

 

・
外

観
デ
ザ

イ
ン
に

ト
ポ
ロ
ジ

ー
最

適
化

を
活
用

し
た
マ
イ

ク
ロ

E
V
キ

ッ
チ

ン
カ
ー
の

開
発

（
2
0
16

年
度
共

同
研
究

）
 

・
除

菌
消
臭

ス
プ
レ

ー
の
パ
ッ

ケ
ー

ジ
デ

ザ
イ
ン
（

2
0
17

年
度

オ
ー
ダ

ー
メ
ー

ド
開
発
支

援
）
 

・
た

ば
こ
臭

軽
減
の

た
め
の
オ

ゾ
ン

脱
臭

機
の
効

果
検
証
（

2
0
1
8
年
度

オ
ー
ダ

ー
メ
ー
ド

試
験

）
 

・
人

間
工
学

に
基
づ

く
カ
ト
ラ

リ
ー

の
開

発
（

20
1
8
年
度

共
同

研
究

）
 

開
発

を
実
施
 

 

新
た

に
3

件
の

特
定

運
営

費

交
付

金
事
業

を
開
始
 

（
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

研
究

開
発

推
進

事
業

(2
0
1
7
年

度
)
、
 

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

代
替

素
材

を

活
用

し
た
開

発
・
普
及

プ
ロ
ジ

ェ

ク
ト

(
2
0
19

年
度

)、
 

バ
イ

オ
基

盤
技

術
を

活
用

し

た
ヘ

ル
ス

ケ
ア

産
業

支
援

事
業

(
2
0
1
9
年
度

)
）
 

製
品

化
・
事
業

化
に
つ

な
が
る

研
究

を
実
施
 

1
4
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第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

一
 

東
京
の

産
業
の

発
展
と
成

長
を

支
え

る
研
究

開
発
の
推

進
 

 中
期

目
標
 

 

  
評

価
項

目
番

号
 

5
 

自
己

評
価
 

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

ク
ー

ル
ジ

ャ
パ

ン
製

品
に

代
表

さ
れ

る
よ

う
に
、
生

活
関

連
製
品
の

付
加

価
値

向
上

の
重

要
性

が
増

し
て

い
る

こ
と

か

ら
、
感

性
工

学
な
ど

新
た
な
産

業
技

術
に

も
と

づ
く

開
発

促
進

お
よ

び
製

品
評

価

に
係

る
技

術
支

援
サ

ー
ビ

ス
を

実
施

す

る
。
 

(
1
)
開

発
第
三

部
の
新

設
（
20
1
6
年

度
）
 

・
生

活
の

質
（

Q
OL

）
を

高
め

る
「

人
間

中
心

の
製

品
や

サ
ー

ビ
ス

創
出

」
の

た
め

に
、

人

間
特

性
計

測
技

術
（

行
動

特
性

・
健

康
・

感
性

）
、

デ
ザ

イ
ン

技
術

、
情

報
技

術
を

融
合

し
た

開
発
第

三
部
を

新
設
 

・
開

発
第

三
部

に
よ
る

ユ
ー
ザ

ー
本

位
の

製
品
開

発
手
法
を

普
及

す
る

こ
と
に

よ
り

、
生

活

関
連

産
業
や

健
康
・

医
療
・
福

祉
機

器
産

業
の
製

品
開
発
力

を
強

化
 

・
墨

田
支

所
に

新
た
に
「

生
活

動
作

計
測

ス
タ
ジ

オ
」
を
開

設
。
既

存
の
「

生
活

空
間
計

測

ス
タ

ジ
オ
」

と
と
も

に
総
合
的

に
ヒ

ト
を

は
か
り

、
各
種
測

定
機

器
で

モ
ノ
を

は
か
り
、

幅
広

い
生

活
関

連
製

品
を

総
合

的
に

分
析

、
試

作
を

行
う

こ
と

で
、
『

新
し

い
時

代
』

に

求
め

ら
れ
る

、
こ
れ

ま
で
に
な

い
付

加
価

値
を
持

っ
た
も
の

づ
く

り
を

支
援
 

 (
2
)
研

究
開
発
 

1
)
基

盤
研
究

の
実
施

（
4
9
件

）
 

・
広

角
カ
メ

ラ
映
像

か
ら
の
人

物
行

動
解

析
手
法

に
関
す
る
研

究
 

・
に

お
い
識

別
装
置

を
使
っ
た

感
覚

的
消

臭
効
果

の
評
価
方
法

の
確
立
 

・
人

体
解
剖

学
及
び

生
理
学
に

基
づ

い
た

体
温
調

整
モ
ジ
ュ
ー

ル
構
築

の
た
め

の
3
D
カ

ッ
テ

ィ
ン
グ

技
術
の

開
発
 
等

 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

実
施

件
数
 

9
 

1
0
 

1
4 

8
 

8
 

4
9
 

 

2
)
共

同
研
究

の
実
施

（
3
3
件

）
 

・
外

国
人
向

け
観
光

情
報
推
薦

シ
ス

テ
ム

の
開
発
 

・
快

適
な
コ

ン
プ
レ

ッ
シ
ョ
ン

ウ
ェ

ア
素

材
の
開

発
 

・
人

間
工
学

に
基
づ

く
カ
ト
ラ

リ
ー

の
開

発
 
等
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

実
施

件
数
 

5
 

5
 

9 
9
 

5
 

3
3
 

開
発

第
三

部
を

新
設

し
、

健

康
・
医

療
・
福

祉
機
器

産
業
や

生

活
関

連
産

業
の

製
品

開
発

支
援

を
強

化
 

 

こ
れ

か
ら

の
少

子
高

齢
社

会

を
見

据
え

た
も

の
づ

く
り

支
援

の
た

め
、
墨
田

支
所
生

活
技
術

開

発
セ

ン
タ
ー

に
新
た

に
「

生
活

動

作
計

測
ス
タ

ジ
オ
」

を
開
設
 

既
存

の
「

生
活

空
間
計

測
ス
タ

ジ
オ

」
と

併
せ

、
総
合

的
に
ヒ

ト

を
は

か
り

、
分

析
す

る
と

と
も

に
、
感

性
工
学

や
人
間

工
学
な

ど

を
活

用
し

た
研

究
開

発
支

援
を

着
実

に
推
進
 

こ
れ

に
よ

り
ア

フ
タ

ー
コ

ロ

ナ
の
「

新
し
い

時
代
」
に

合
致

し

た
こ

れ
ま

で
に

な
い

付
加

価
値

を
も

っ
た

も
の

づ
く

り
支

援
を

実
施
 

 

感
性

工
学

や
人

間
工

学
な

ど

新
た

な
産

業
技

術
を

活
用

し
た

研
究

開
発
支

援
を
着

実
に
推
進

 

人
体

の
動

作
な

ど
の

デ
ジ

タ

ル
デ

ー
タ

解
析

を
通

じ
た

ア
プ

ロ
ー

チ
に

よ
り

特
徴

あ
る

製
品

1
3

 

3
)
外

部
資
金

導
入
研

究
の
実
施

（
2
5
件
）
 

・
話

者
の

音
声
特

性
を
改

善
す

る
難

聴
者

聴
こ
え

支
援
会
話
シ

ス
テ
ム

の
開
発
（
サ

ポ
イ

ン
）
 

・
肢

位
の

違
い

が
腱

振
動

刺
激

に
よ

る
運

動
錯
覚

に
与
え
る

影
響

の
解

明
（

科
研
費

）
 

等

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

実
施

件
数
 

5
 

6
 

4 
5
 

5
 

2
5
 

 (
3
)
製

品
化
・

事
業
化

支
援
 

1
)
技

術
支
援
 

人
間

工
学
を

取
り
扱

う
全
国
の

公
設

試
と

連
携
し

、
2
0
16

年
度

に
人
間

生
活
工

学
機
器
デ

ー
タ

ベ
ー
ス
「
D
H
u
L
E」

を
We
b
上

に
公
開

、
参
加

1
6
機

関
1
5
1
機

器
掲

載
（

2
0
2
0
年

度
）。

サ
イ

ト
の
閲

覧
者
は

年
度
ご
と

に
増

加
し

、
利
用

者
の
利
便
性

向
上
に

寄
与
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
01
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

閲
覧

者
数
 

3
,
2
2
8
名
 

3
,
3
6
3
名
 

4
,
1
5
3
名
 

4
,
7
5
2
名
 

5
,
8
4
2
名
 

 

2
)
生

活
空
間

計
測
ス

タ
ジ
オ
の

本
格

稼
働

（
2
0
15

年
11

月
開
設

）
 

都
産

技
研

に
初

め
て

「
人

」
に

関
す

る
測

定
を

行
う

専
用

ス
ペ

ー
ス

と
し

て
設

置
。
「

筋

力
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
の

た
め

の
ウ

ェ
ア

ラ
ブ

ル
型

パ
ー

ソ
ナ

ル
ト

レ
ー

ナ
ー

ス
ー

ツ
の

開

発
」
（

2
0
16

年
度
共

同
研
究
）

な
ど

事
業

化
ま
で

支
援
で
き

る
機

器
を

整
備
 

3
)
生

活
動
作

計
測
ス

タ
ジ
オ
の

新
設

（
20
1
8
年
度

）
 

人
間

の
動

作
解

析
に

特
化

し
た

機
器

を
整

備
す

る
こ

と
で

生
活

関
連

産
業

分
野

の
製

品
・
サ

ー
ビ

ス
の
創

出
を
目
的

と
し

て
整

備
。
モ

ー
シ
ョ
ン

キ
ャ

プ
チ

ャ
ー
、
高

速
度
カ

メ
ラ

な
ど
の

機
器
を

導
入
し
、
人

間
動
作

の
特
性

、
生
活
空
間
・
環
境

を
活
か

し
た
も
の

づ
く

り
支
援

を
充
実
 

4
)
製

品
化
・

事
業
化

支
援
事
例

 

・
外

観
デ
ザ

イ
ン
に

ト
ポ
ロ
ジ

ー
最

適
化

を
活
用

し
た
マ
イ
ク

ロ
E
V
キ

ッ
チ

ン
カ
ー
の

開
発

（
2
0
16

年
度
共

同
研
究

）
 

・
除

菌
消
臭

ス
プ
レ

ー
の
パ
ッ

ケ
ー

ジ
デ

ザ
イ
ン
（

2
0
17

年
度

オ
ー
ダ

ー
メ
ー

ド
開
発
支

援
）
 

・
た

ば
こ
臭

軽
減
の

た
め
の
オ

ゾ
ン

脱
臭

機
の
効

果
検
証
（
2
0
1
8
年
度

オ
ー
ダ

ー
メ
ー
ド

試
験

）
 

・
人

間
工
学

に
基
づ

く
カ
ト
ラ

リ
ー

の
開

発
（

20
1
8
年
度

共
同

研
究

）
 

開
発

を
実
施
 

 

新
た

に
3

件
の

特
定

運
営

費

交
付

金
事
業

を
開
始
 

（
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

研
究

開
発

推
進

事
業

(2
0
1
7
年

度
)
、
 

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

代
替

素
材

を

活
用

し
た
開

発
・
普
及

プ
ロ
ジ

ェ

ク
ト

(
2
0
19

年
度

)、
 

バ
イ

オ
基

盤
技

術
を

活
用

し

た
ヘ

ル
ス

ケ
ア

産
業

支
援

事
業

(
2
0
1
9
年
度

)
）
 

製
品

化
・
事
業

化
に
つ

な
が
る

研
究

を
実
施
 

1
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・
チ

ュ
ー
ブ

型
の
製

品
パ
ッ
ケ

ー
ジ

デ
ザ

イ
ン
開

発
（

20
1
9
年

度
オ
ー

ダ
ー
メ

ー
ド
開

発

支
援

）
 
等
 

5
)
受

賞
事
例
 

・
タ

ー
プ
厚

手
生
地

縫
製
仕
様

の
技

術
指

導
お
よ

び
機
器
利
用

で
支
援

し
た
タ

ー
プ
テ
ン

ト
が

G
O
O
D 
D
E
S
I
GN

賞
2
01
8
を

受
賞
 
 

・
ト

ポ
ロ

ジ
ー
最

適
化
を

利
用

し
た

キ
ッ

チ
ン
カ

ー
の
開
発

に
よ

り
、
一
般

社
団
法

人
日

本
デ

ザ
イ
ン

学
会
の

日
本
デ
ザ

イ
ン

学
会

年
間
作

品
賞
を
受

賞
 

等
 

6
)
国

際
化
支

援
に
向

け
た
取
り

組
み
 

日
本

発
の

産
業

用
映

像
国

際
規

格
（

C
o
a
XP
re
s
s
）

に
お

け
る

唯
一

の
依

頼
試

験
機

関
と

し
て

支
援
 

7
)
中

小
企
業

の
サ
イ

バ
ー
セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策
支

援
 

警
視

庁
共
催

「
中
小

企
業
の
た

め
の

サ
イ

バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ

イ
ベ
ン

ト
」
の

開
催
 

 (
4
)
人

材
育
成
 

感
性

工
学
や

人
間
工

学
を
取
り

入
れ

た
製

品
開
発

の
た
め
の

技
術

セ
ミ

ナ
ー
・
講

習
会
を

実
施

す
る
と

と
も
に

、
感
性
工

学
の

専
門

家
で
あ

る
研
究
員

が
中

小
企

業
者
の

商
品
開
発

研

究
会

に
参
加

し
て
活

動
を
サ
ポ

ー
ト

、
さ

ら
に
職

員
の
能
力

向
上

の
た

め
学
会

や
会
議
参

加

を
積

極
的
に

実
施
 

1
)
技

術
セ
ミ

ナ
ー
・

講
習
会
の

開
催
 

・
現

場
で
役

立
つ
人

間
中
心
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン

ト
 

・
デ

ザ
イ
ン

思
考
を

活
用
し
た

商
品

開
発

基
礎
講

座
 
等
 

2
)
学

会
お
よ

び
会
議

等
へ
の
参

加
 

国
内

学
会
 

・
日

本
デ
ザ

イ
ン
学

会
 

・
繊

維
製
品

消
費
科

学
会
 

・
日

本
感

性
工

学
会
大

会
「
感

性
に

響
く

も
の
づ

く
り

，
デ
ザ

イ
ン
の

魅
力
と

機
能

」
セ

ッ
シ

ョ
ン
（

座
長
）

 
等
 

国
際

学
会
 

・
4
0
t
h 

A
nn
u
a
l 

I
n
t
er
na
t
i
o
n
a
l 

C
o
nf
e
r
e
n
c
e 

of
 
t
h
e 

I
E
EE
 
En
g
i
n
e
er
in
g
 

i
n
M
e
d
i
c
i
ne
 
a
n
d
 B
i
o
l
o
gy
 
S
o
c
i
e
t
y
(開

催
地
:
米

国
) 

 (
5
)
障

害
者
ス

ポ
ー
ツ

研
究
開

発
推

進
事

業
（
特

定
運
営
費
交

付
金
事

業
）（

2
0
1
7
年
度

開
始

）

1
)
公

募
型
共

同
研
究

の
実
施
 

ア
ス

リ
ー

ト
向

け
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

用
具

の
開

発
と

非
ア

ス
リ

ー
ト

障
害

者
向

け
用

具

1
5

へ
の

展
開
を

目
的
に

、
公
募
型

共
同

研
究

5
件
を

実
施
 

2
)
基

盤
研
究

の
実
施
 

障
害

者
ス
ポ

ー
ツ
の

普
及
促
進

に
貢

献
す

る
技
術

開
発
と
実

用
化

を
目

的
に
、
基

盤
研
究

5
件

を
実
施
 

 (
6
)
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
代

替
素

材
を

活
用

し
た

開
発

・
普

及
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

特
定

運
営

費
交

付

金
事

業
）
（
2
0
1
9
年

度
開
始
）

 

1
)
公

募
型
共

同
研
究

の
実
施
 

地
球

に
や

さ
し

い
素

材
を

用
い

た
デ

ザ
イ

ン
性

や
使

い
や

す
さ

等
の

付
加

価
値

を
考

慮

し
た

食
器
の

製
品
化

を
目
的
に

、
公

募
型

共
同
研

究
2
件
を
実

施
 

2
)
基

盤
研
究

の
実
施
 

使
い

捨
て
プ

ラ
ス
チ

ッ
ク
ス
ト

ロ
ー

の
代

替
製
品

の
開
発
を

目
的

に
、
基

盤
研

究
1
件
を

実
施
 

 (
7
)
バ

イ
オ
基

盤
技
術

を
活
用

し
た

ヘ
ル

ス
ケ
ア

産
業
支
援
事

業
（

特
定
運

営
費
交

付
金

事
業

）

（
2
0
1
9
年
度

開
始
）
 

1
)
ヘ

ル
ス
ケ

ア
産
業

支
援
室
の

開
設
 

健
康

関
連

分
野

に
お

け
る

中
小

企
業

の
技

術
革

新
お

よ
び

高
付

加
価

値
製

品
の

開
発

を

支
援

す
る
た

め
、
ヘ

ル
ス
ケ
ア

産
業

支
援

室
“

SU
S
C
A
R
E”
（

サ
ス

ケ
ア

）
を
開

設
し
、
技

術
相

談
、

依
頼

試
験

、
機

器
利

用
等

を
会

員
制

で
実

施
（

会
員

数
：

20
2
0

年
度

末
時

点

2
6
2
名

）
 

2
)
研

究
開
発

の
実
施
 

動
物

実
験
に

よ
る
製

品
開
発
が

原
則

禁
止

さ
れ
て

い
る
化
粧
品

業
界
を

支
援
す

る
た
め
、

動
物

実
験
代

替
に
貢

献
す
る
生

体
モ

デ
ル

お
よ
び

評
価
系
の
開

発
を
目

的
に
、
基

盤
研
究

7
件

を
実
施
 

3
)
人

材
育
成
 

・
S
U
S
C
A
RE

会
員
向

け
に
、
化

粧
品

開
発
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イ
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取
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施
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具
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施
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施
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献
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実
施
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施
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使
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実
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開
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す
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験
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献
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実
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実
施
 

 (
6
)
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
代

替
素

材
を

活
用

し
た

開
発

・
普

及
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

（
特

定
運

営
費

交
付

金
事

業
）
（
2
0
1
9
年

度
開
始
）

 

1
)
公

募
型
共

同
研
究

の
実
施
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使
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実
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開
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す
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験
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実
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開
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を
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の
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や
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具
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献
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、
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実
施
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使

い
や

す
さ

等
の

付
加

価
値

を
考

慮

し
た

食
器
の

製
品
化

を
目
的
に

、
公

募
型

共
同
研

究
2
件
を
実

施
 

2
)
基

盤
研
究

の
実
施
 

使
い

捨
て
プ

ラ
ス
チ

ッ
ク
ス
ト

ロ
ー

の
代

替
製
品

の
開
発
を

目
的

に
、
基

盤
研

究
1
件
を

実
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9
年
度

開
始
）
 

1
)
ヘ

ル
ス
ケ

ア
産
業

支
援
室
の

開
設
 

健
康

関
連

分
野

に
お

け
る

中
小

企
業

の
技

術
革

新
お

よ
び

高
付

加
価

値
製

品
の

開
発

を

支
援

す
る
た

め
、
ヘ

ル
ス
ケ
ア

産
業

支
援

室
“

SU
S
C
A
R
E”
（

サ
ス

ケ
ア

）
を
開

設
し
、
技

術
相

談
、

依
頼

試
験

、
機

器
利

用
等

を
会

員
制

で
実

施
（

会
員

数
：

20
2
0

年
度

末
時

点

2
6
2
名

）
 

2
)
研

究
開
発

の
実
施
 

動
物

実
験
に

よ
る
製

品
開
発
が

原
則

禁
止

さ
れ
て

い
る
化
粧
品

業
界
を

支
援
す

る
た
め
、

動
物

実
験
代

替
に
貢

献
す
る
生

体
モ

デ
ル

お
よ
び

評
価
系
の
開

発
を
目

的
に
、
基

盤
研
究

7
件

を
実
施
 

3
)
人

材
育
成
 

・
S
U
S
C
A
RE

会
員
向

け
に
、
化

粧
品

開
発

お
よ
び

製
品
化
に
関

す
る
日

常
業
務

に
有
用
な

コ
ン

テ
ン
ツ

を
提
供

す
る

SU
S
C
A
R
E
セ
ミ

ナ
ー
を

開
催
 

・
S
U
S
C
A
RE

会
員
の

要
望
を
受

け
て

、
レ

オ
メ
ー

タ
ー
（
動
的

粘
弾
性

測
定
装

置
）
の
活

用
に

関
す
る

オ
ー
ダ

ー
メ
ー
ド

セ
ミ

ナ
ー

を
実
施
 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

B
 

B
 

B
 

B
 

 

 

1
6
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第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

二
 

中
小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標
 

（
一

）
技
術

的
課
題

の
解
決
の

た
め

の
支

援
 

ア
 
技

術
相
談
 

中
小

企
業
の

技
術
相

談
内
容
を

適
切

に
把

握
し

、
相

談
業
務

を
効

率
的

か
つ
効

果
的
に
実

施
し
つ
つ

、
最

適
な

支
援
メ

ニ
ュ

ー
を

紹
介
で

き
る
相
談

体
制

の
充

実

に
努

め
る
。
 

相
談

の
対
応

に
当
た

っ
て
は
、
も
の
づ

く
り

の
基

盤
的
技
術

分
野

の
み

な
ら
ず

、
環
境
・
エ

ネ
ル
ギ

ー
、
健

康
・
医
療

、
安
全
・
安
心

な
ど
都

市
課

題
の

解
決

や
、

都
民

生
活
の

向
上
に

資
す
る
サ

ー
ビ

ス
産

業
の
分

野
に
関
す

る
相

談
に

も
積
極

的
に
対
応

す
る

。
 

他
の

試
験
研

究
機
関

や
大
学
と
連

携
を
図

り
、
都

産
技
研
が

保
有

し
て

い
な
い

技
術
分
野

に
関

す
る

相
談
に

つ
い
て
も

、
可

能
な

限
り
対

応
す
る
。

 

 

 
評

価
項

目
番

号
 

6
 

自
己

評
価
 

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

も
の

づ
く

り
の

基
盤

的
技

術
分

野
の

技
術

支
援
ニ

ー
ズ
の

み
な
ら
ず

、
環

境
、

生
活

技
術

、
安
全
・
安

心
な
ど

都
市

課
題

の
解

決
に

向
け

た
幅

広
い

技
術

支
援

に

取
組

む
。
 

本
部

に
設

置
し

た
総

合
支

援
窓

口
の

取
組

み
を
継

続
し
、
複

数
技
術

分
野

に
ま

た
が

る
相

談
へ

の
一

括
対

応
な

ど
サ

ー

ビ
ス

機
能
の

総
合
化

を
図
り
、
お

客
様
へ

の
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す

る
。
 

中
小

企
業

の
現

場
で

の
支

援
が

必
要

な
場

合
は
、
職

員
や

専
門
家
を

現
地

に
派

遣
す

る
実
地

技
術
支

援
を
実
施

す
る

。
都

産
技

研
が

保
有

し
て

い
な

い
技

術
分

野

の
相

談
が
あ

っ
た
場

合
は
、
専

門
家

へ
の

委
嘱

あ
る

い
は

他
の

試
験

研
究

機
関

や

大
学

へ
紹

介
す

る
な

ど
お

客
様

の
利

便

性
向

上
に
努

め
る
。
 

技
術

相
談
件

数
に
つ

い
て
は
、
第

三
期

(
1
)
技

術
相
談

の
実
績
 

1
)
都

産
技
研

全
体
の

技
術
相
談

実
績
 

職
員

の
専
門

的
な
知

識
を
活
用

し
た

技
術

相
談
を

実
施
。
中

期
計

画
期

間
を
通

じ
て
高
い

件
数

実
績
を

達
成
。
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

20
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

相
談

件
数
（
件

） 
1
3
8
,
1
6
5 

1
3
6
,
6
6
6 

1
39
,
8
3
5 

1
4
1
,
6
7
3 

1
1
6
,
5
4
5 

【
事

例
】
 

 
・

小
物
入

れ
の
製

品
デ
ザ
イ

ン
 

 
・

瓶
容
器

用
未
開

封
シ
ー
ル

の
デ

ザ
イ

ン
 
等
 

2
)
ア

ウ
ト
カ

ム
調
査

の
実
施
 

 
技

術
相

談
事

業
に

関
す

る
目

的
達

成
度

に
つ

い
て

、
「

十
分

達
成

で
き

た
」

と
「

あ
る

程

度
達

成
で
き

た
」
で

中
期
期
間

平
均

9
5％

を
達
成
 

3
)
支

援
事
例

カ
ー
ド

に
よ
る
事

例
把

握
と

事
例
の

デ
ー
タ
ベ

ー
ス

化
 

4
)
都

産
技
研

ご
利
用

カ
ー
ド
発

行
の

継
続
 

5
)
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

症
拡

大
防

止
対
策

を
実
施
し

、
ウ

ェ
ブ

サ
イ
ト

に
て
お
知

ら

せ
を

随
時
更

新
 

 (
2
)
本

部
で
の

技
術
相

談
実
施

体
制

の
継

続
 

・
本

部
全
所

属
の
電

話
番
号
公

開
に

よ
る

ダ
イ
ヤ

ル
イ
ン
サ

ー
ビ

ス
の

継
続
 

様
々

な
分

野
の

専
門

知
識

を

活
用

し
た

技
術

相
談

に
よ

り
、

中
期

計
画

期
間

を
通

じ
て

高
い

件
数

実
績
を

達
成
 

 

対
応

可
能

技
術

分
野

の
デ

ー

タ
ベ

ー
ス

化
に

よ
り

的
確

な
引

き
継

ぎ
を

実
施

し
、

相
談

サ
ー

ビ
ス

の
質
を

向
上
 

 

「
支

援
事
例

カ
ー
ド

」
に
よ
る

支
援

事
例

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

に
よ

り
支

援
情

報
の

所
内

共
有

化
を

推
進

し
、

多
く

の
製

品

化
・

事
業
化

を
実
現
 

 

都
産

技
研

の
保

有
し

な
い

技

術
分

野
に

つ
い

て
は

、
専

門
相

談
員

や
金

融
機

関
等

と
の

連
携

相
談

に
よ
り

利
便
性

を
向
上
 

 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染

症
な

ど
大

規
模

な
災

害
へ

の
対

1
7

中
期

計
画

期
間

の
最

終
年

度
で

あ
る

令

和
2
年
度

の
年
間

実
績

1
2
0
,0
0
0
件

を
目

標
と

す
る
。
 

・
総

合
支

援
窓

口
、
来
所

者
受

付
担

当
、
会
計

窓
口

、
警
備

担
当

を
イ

ン
タ
ー

フ
ォ
ン
等

で

接
続

し
て
情

報
共
有

し
、
お
客

様
ト

ラ
ブ

ル
の
対

応
体
制
強
化

を
継
続
 

・
職

員
連
絡

用
P
HS

の
活
用
に

よ
る

ク
イ

ッ
ク
レ

ス
ポ
ン
ス

体
制

の
継

続
 

・
災

害
時
の

事
業
継

続
計
画
へ

の
対

応
の

継
続
 

・
相

談
内
容

を
適
切

な
担
当
者

へ
引

き
継

ぐ
た
め

、
「

技
術

相
談

手
引

書
」
を

作
成
 

・
総

合
支

援
窓

口
に
共

同
研
究

で
開

発
し

た
難
聴

者
向
け
ス

ピ
ー

カ
ー

を
置
き

、
利

便
性

を

向
上
 

 (
3
)
総

合
支
援

窓
口
サ

ー
ビ
ス

機
能

の
充

実
 

・
都

産
技
研

ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か

ら
の

技
術

相
談
継

続
 

 
・
総

合
支
援

窓
口
で

の
電
話

対
応

を
マ

ニ
ュ
ア

ル
化
し
、
研

究
員

の
不

在
状
況

等
を
す

ぐ
に

確
認

で
き
る

仕
組
み

と
共
に
、

お
客

様
へ

の
サ
ー

ビ
ス
向
上

に
寄

与
 

・
昼

休
み
時

間
に
お

け
る
技
術

相
談

窓
口

と
払
い

込
み
窓
口

利
用

の
継

続
 

・
代

表
電
話

か
ら
の

技
術
相
談

体
制

継
続
 

・
技

術
相
談

検
索
シ

ス
テ
ム
の

全
所

利
用

を
開
始
 

・
東

京
都
の

工
業
用

水
事
業
の

廃
止

に
伴

う
技
術

相
談
窓
口

の
設

置
 

 (
4
)
専

門
相
談

員
に
よ

る
相
談

対
応
 

1
)
専

門
相
談

員
の
配

置
(
2
01
6
年

度
開
始

) 

 
職

員
で
は

支
援
の

難
し
か
っ

た
分

野
に

専
門
相

談
員
を
配

置
し

、
専

門
相
談

を
実
施
 

2
)
利

用
実
績
 

 
2
0
1
6 

2
01
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

利
用

実
績
（

件
）
 

1
2
8
 

2
1
5
 

2
5
7
 

1
9
0
 

9
4
 

 
 

【
支
援

事
例
】
 

 
 

 
・
車

い
す
用

ボ
ー
リ
ン

グ
投

球
器
 

・
剛

性
を
高

め
た
ス

ー
ツ
ケ
ー

ス
開

発
 

等
 

 (
5
)
も

の
づ
く

り
に
関

連
す
る

サ
ー

ビ
ス

産
業
等

へ
の
技
術
相

談
 

1
)
サ

ー
ビ
ス

産
業
等

へ
の
技
術

相
談

の
対

応
 

 
業

務
提
携

を
し
て

い
る
金
融

機
関

や
経

営
支
援

機
関
と
協

力
し

、
幅

広
い
業

種
に
都
産

技

研
を

紹
介
 

2
)
も

の
づ
く

り
に
関

連
す
る
サ

ー
ビ

ス
産

業
等
へ

の
技
術
相

談
対

応
実

績
 

応
と

し
て

迅
速

に
利

用
額

減
免

な
ど

の
対
応

を
実
施
 

1
8
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第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

二
 

中
小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標
 

（
一

）
技
術

的
課
題

の
解
決
の

た
め

の
支

援
 

ア
 
技

術
相
談
 

中
小

企
業
の

技
術
相

談
内
容
を

適
切

に
把

握
し

、
相

談
業
務

を
効

率
的

か
つ
効

果
的
に
実

施
し
つ
つ

、
最

適
な

支
援
メ

ニ
ュ

ー
を

紹
介
で

き
る
相
談

体
制

の
充

実

に
努

め
る
。
 

相
談

の
対
応

に
当
た

っ
て
は
、
も
の
づ

く
り

の
基

盤
的
技
術

分
野

の
み

な
ら
ず

、
環
境
・
エ

ネ
ル
ギ

ー
、
健

康
・
医
療

、
安
全
・
安
心

な
ど
都

市
課

題
の

解
決

や
、

都
民

生
活
の

向
上
に

資
す
る
サ

ー
ビ

ス
産

業
の
分

野
に
関
す

る
相

談
に

も
積
極

的
に
対
応

す
る

。
 

他
の

試
験
研

究
機
関

や
大
学
と
連

携
を
図

り
、
都

産
技
研
が

保
有

し
て

い
な
い

技
術
分
野

に
関

す
る

相
談
に

つ
い
て
も

、
可

能
な

限
り
対

応
す
る
。

 

 

 
評

価
項

目
番

号
 

6
 

自
己

評
価
 

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

も
の

づ
く

り
の

基
盤

的
技

術
分

野
の

技
術

支
援
ニ

ー
ズ
の

み
な
ら
ず

、
環

境
、

生
活

技
術

、
安
全
・
安

心
な
ど

都
市

課
題

の
解

決
に

向
け

た
幅

広
い

技
術

支
援

に

取
組

む
。
 

本
部

に
設

置
し

た
総

合
支

援
窓

口
の

取
組

み
を
継

続
し
、
複

数
技
術

分
野

に
ま

た
が

る
相

談
へ

の
一

括
対

応
な

ど
サ

ー

ビ
ス

機
能
の

総
合
化

を
図
り
、
お

客
様
へ

の
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す

る
。
 

中
小

企
業

の
現

場
で

の
支

援
が

必
要

な
場

合
は
、
職

員
や

専
門
家
を

現
地

に
派

遣
す

る
実
地

技
術
支

援
を
実
施

す
る

。
都

産
技

研
が

保
有

し
て

い
な

い
技

術
分

野

の
相

談
が
あ

っ
た
場

合
は
、
専

門
家

へ
の

委
嘱

あ
る

い
は

他
の

試
験

研
究

機
関

や

大
学

へ
紹

介
す

る
な

ど
お

客
様

の
利

便

性
向

上
に
努

め
る
。
 

技
術

相
談
件

数
に
つ

い
て
は
、
第

三
期

(
1
)
技

術
相
談

の
実
績
 

1
)
都

産
技
研

全
体
の

技
術
相
談

実
績
 

職
員

の
専
門

的
な
知

識
を
活
用

し
た

技
術

相
談
を

実
施
。
中

期
計

画
期

間
を
通

じ
て
高
い

件
数

実
績
を

達
成
。
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

20
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

相
談

件
数
（
件

） 
1
3
8
,
1
6
5 

1
3
6
,
6
6
6 

1
39
,
8
3
5 

1
4
1
,
6
7
3 

1
1
6
,
5
4
5 

【
事

例
】
 

 
・

小
物
入

れ
の
製

品
デ
ザ
イ

ン
 

 
・

瓶
容
器

用
未
開

封
シ
ー
ル

の
デ

ザ
イ

ン
 
等
 

2
)
ア

ウ
ト
カ

ム
調
査

の
実
施
 

 
技

術
相

談
事

業
に

関
す

る
目

的
達

成
度

に
つ

い
て

、
「

十
分

達
成

で
き

た
」

と
「

あ
る

程

度
達

成
で
き

た
」
で

中
期
期
間

平
均

9
5％

を
達
成
 

3
)
支

援
事
例

カ
ー
ド

に
よ
る
事

例
把

握
と

事
例
の

デ
ー
タ
ベ

ー
ス

化
 

4
)
都

産
技
研

ご
利
用

カ
ー
ド
発

行
の

継
続
 

5
)
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

症
拡

大
防

止
対
策

を
実
施
し

、
ウ

ェ
ブ

サ
イ
ト

に
て
お
知

ら

せ
を

随
時
更

新
 

 (
2
)
本

部
で
の

技
術
相

談
実
施

体
制

の
継

続
 

・
本

部
全
所

属
の
電

話
番
号
公

開
に

よ
る

ダ
イ
ヤ

ル
イ
ン
サ

ー
ビ

ス
の

継
続
 

様
々

な
分

野
の

専
門

知
識

を

活
用

し
た

技
術

相
談

に
よ

り
、

中
期

計
画

期
間

を
通

じ
て

高
い

件
数

実
績
を

達
成
 

 

対
応

可
能

技
術

分
野

の
デ

ー

タ
ベ

ー
ス

化
に

よ
り

的
確

な
引

き
継

ぎ
を

実
施

し
、

相
談

サ
ー

ビ
ス

の
質
を

向
上
 

 

「
支

援
事
例

カ
ー
ド

」
に
よ
る

支
援

事
例

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

に
よ

り
支

援
情

報
の

所
内

共
有

化
を

推
進

し
、

多
く

の
製

品

化
・

事
業
化

を
実
現
 

 

都
産

技
研

の
保

有
し

な
い

技

術
分

野
に

つ
い

て
は

、
専

門
相

談
員

や
金

融
機

関
等

と
の

連
携

相
談

に
よ
り

利
便
性

を
向
上
 

 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染

症
な

ど
大

規
模

な
災

害
へ

の
対

1
7

中
期

計
画

期
間

の
最

終
年

度
で

あ
る

令

和
2
年
度

の
年
間

実
績

1
2
0
,0
0
0
件

を
目

標
と

す
る
。
 

・
総

合
支

援
窓

口
、
来
所

者
受

付
担

当
、
会
計

窓
口

、
警
備

担
当

を
イ

ン
タ
ー

フ
ォ
ン
等

で

接
続

し
て
情

報
共
有

し
、
お
客

様
ト

ラ
ブ

ル
の
対

応
体
制
強
化

を
継
続
 

・
職

員
連
絡

用
P
HS

の
活
用
に

よ
る

ク
イ

ッ
ク
レ

ス
ポ
ン
ス

体
制

の
継

続
 

・
災

害
時
の

事
業
継

続
計
画
へ

の
対

応
の

継
続
 

・
相

談
内
容

を
適
切

な
担
当
者

へ
引

き
継

ぐ
た
め

、
「

技
術

相
談

手
引

書
」
を

作
成
 

・
総

合
支

援
窓

口
に
共

同
研
究

で
開

発
し

た
難
聴

者
向
け
ス

ピ
ー

カ
ー

を
置
き

、
利

便
性

を

向
上
 

 (
3
)
総

合
支
援

窓
口
サ

ー
ビ
ス

機
能

の
充

実
 

・
都

産
技
研

ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か

ら
の

技
術

相
談
継

続
 

 
・
総

合
支
援

窓
口
で

の
電
話

対
応

を
マ

ニ
ュ
ア

ル
化
し
、
研

究
員

の
不

在
状
況

等
を
す

ぐ
に

確
認

で
き
る

仕
組
み

と
共
に
、

お
客

様
へ

の
サ
ー

ビ
ス
向
上

に
寄

与
 

・
昼

休
み
時

間
に
お

け
る
技
術

相
談

窓
口

と
払
い

込
み
窓
口

利
用

の
継

続
 

・
代

表
電
話

か
ら
の

技
術
相
談

体
制

継
続
 

・
技

術
相
談

検
索
シ

ス
テ
ム
の

全
所

利
用

を
開
始
 

・
東

京
都
の

工
業
用

水
事
業
の

廃
止

に
伴

う
技
術

相
談
窓
口

の
設

置
 

 (
4
)
専

門
相
談

員
に
よ

る
相
談

対
応
 

1
)
専

門
相
談

員
の
配

置
(
2
01
6
年

度
開
始

) 

 
職

員
で
は

支
援
の

難
し
か
っ

た
分

野
に

専
門
相

談
員
を
配

置
し

、
専

門
相
談

を
実
施
 

2
)
利

用
実
績
 

 
2
0
1
6 

2
01
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

利
用

実
績
（

件
）
 

1
2
8
 

2
1
5
 

2
5
7
 

1
9
0
 

9
4
 

 
 

【
支
援

事
例
】
 

 
 

 
・
車

い
す
用

ボ
ー
リ
ン

グ
投

球
器
 

・
剛

性
を
高

め
た
ス

ー
ツ
ケ
ー

ス
開

発
 

等
 

 (
5
)
も

の
づ
く

り
に
関

連
す
る

サ
ー

ビ
ス

産
業
等

へ
の
技
術
相

談
 

1
)
サ

ー
ビ
ス

産
業
等

へ
の
技
術

相
談

の
対

応
 

 
業

務
提
携

を
し
て

い
る
金
融

機
関

や
経

営
支
援

機
関
と
協

力
し

、
幅

広
い
業

種
に
都
産

技

研
を

紹
介
 

2
)
も

の
づ
く

り
に
関

連
す
る
サ

ー
ビ

ス
産

業
等
へ

の
技
術
相

談
対

応
実

績
 

応
と

し
て

迅
速

に
利

用
額

減
免

な
ど

の
対
応

を
実
施
 

1
8

- 84 -

中
期

計
画

期
間

の
最

終
年

度
で

あ
る

令

和
2
年
度

の
年
間

実
績

1
2
0
,0
0
0
件

を
目

標
と

す
る
。
 

・
総

合
支

援
窓

口
、
来
所

者
受

付
担

当
、
会
計

窓
口

、
警
備

担
当

を
イ

ン
タ
ー

フ
ォ
ン
等

で

接
続

し
て
情

報
共
有

し
、
お
客

様
ト

ラ
ブ

ル
の
対

応
体
制
強

化
を

継
続
 

・
職

員
連
絡

用
P
HS

の
活
用
に

よ
る

ク
イ

ッ
ク
レ

ス
ポ
ン
ス

体
制

の
継

続
 

・
災

害
時
の

事
業
継

続
計
画
へ

の
対

応
の

継
続
 

・
相

談
内
容

を
適
切

な
担
当
者

へ
引

き
継

ぐ
た
め

、
「

技
術

相
談

手
引

書
」
を

作
成
 

・
総

合
支

援
窓

口
に
共

同
研
究

で
開

発
し

た
難
聴

者
向
け
ス

ピ
ー

カ
ー

を
置
き

、
利

便
性

を

向
上
 

 (
3
)
総

合
支
援

窓
口
サ

ー
ビ
ス

機
能

の
充

実
 

・
都

産
技
研

ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か

ら
の

技
術

相
談
継

続
 

 
・
総

合
支
援

窓
口
で

の
電
話

対
応

を
マ

ニ
ュ
ア

ル
化
し
、
研

究
員

の
不

在
状
況

等
を
す

ぐ
に

確
認

で
き
る

仕
組
み

と
共
に
、

お
客

様
へ

の
サ
ー

ビ
ス
向
上

に
寄

与
 

・
昼

休
み
時

間
に
お

け
る
技
術

相
談

窓
口

と
払
い

込
み
窓
口

利
用

の
継

続
 

・
代

表
電
話

か
ら
の

技
術
相
談

体
制

継
続
 

・
技

術
相
談

検
索
シ

ス
テ
ム
の

全
所

利
用

を
開
始
 

・
東

京
都
の

工
業
用

水
事
業
の

廃
止

に
伴

う
技
術

相
談
窓
口

の
設

置
 

 (
4
)
専

門
相
談

員
に
よ

る
相
談

対
応
 

1
)
専

門
相
談

員
の
配

置
(
2
01
6
年

度
開
始

) 

 
職

員
で
は

支
援
の

難
し
か
っ

た
分

野
に

専
門
相

談
員
を
配

置
し

、
専

門
相
談

を
実
施
 

2
)
利

用
実
績
 

 
2
0
1
6 

2
01
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

利
用

実
績
（

件
）
 

1
2
8
 

2
1
5
 

2
5
7
 

1
9
0
 

9
4
 

 
 

【
支
援

事
例
】
 

 
 

 
・
車

い
す
用

ボ
ー
リ
ン

グ
投

球
器
 

・
剛

性
を
高

め
た
ス

ー
ツ
ケ
ー

ス
開

発
 

等
 

 (
5
)
も

の
づ
く

り
に
関

連
す
る

サ
ー

ビ
ス

産
業
等

へ
の
技
術
相

談
 

1
)
サ

ー
ビ
ス

産
業
等

へ
の
技
術

相
談

の
対

応
 

 
業

務
提
携

を
し
て

い
る
金
融

機
関

や
経

営
支
援

機
関
と
協

力
し

、
幅

広
い
業

種
に
都
産

技

研
を

紹
介
 

2
)
も

の
づ
く

り
に
関

連
す
る
サ

ー
ビ

ス
産

業
等
へ

の
技
術
相

談
対

応
実

績
 

応
と

し
て

迅
速

に
利

用
額

減
免

な
ど

の
対
応

を
実
施
 

1
8

- 85 -

第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

二
 

中
小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標
 

（
一

）
技
術

的
課
題

の
解
決
の

た
め

の
支

援
 

ア
 
技

術
相
談
 

中
小

企
業
の

技
術
相

談
内
容
を

適
切

に
把

握
し

、
相

談
業
務

を
効

率
的

か
つ
効

果
的
に
実

施
し
つ
つ

、
最

適
な

支
援
メ

ニ
ュ

ー
を

紹
介
で

き
る
相
談

体
制

の
充

実

に
努

め
る
。
 

相
談

の
対
応

に
当
た

っ
て
は
、
も
の
づ

く
り

の
基

盤
的
技
術

分
野

の
み

な
ら
ず

、
環
境
・
エ

ネ
ル
ギ

ー
、
健

康
・
医
療

、
安
全
・
安
心

な
ど
都

市
課

題
の

解
決

や
、

都
民

生
活
の

向
上
に

資
す
る
サ

ー
ビ

ス
産

業
の
分

野
に
関
す

る
相

談
に

も
積
極

的
に
対
応

す
る

。
 

他
の

試
験
研

究
機
関

や
大
学
と
連

携
を
図

り
、
都

産
技
研
が

保
有

し
て

い
な
い

技
術
分
野

に
関

す
る

相
談
に

つ
い
て
も

、
可

能
な

限
り
対

応
す
る
。

 

 

 
評

価
項

目
番

号
 

6
 

自
己

評
価
 

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

も
の

づ
く

り
の

基
盤

的
技

術
分

野
の

技
術

支
援
ニ

ー
ズ
の

み
な
ら
ず

、
環

境
、

生
活

技
術

、
安
全
・
安

心
な
ど

都
市

課
題

の
解

決
に

向
け

た
幅

広
い

技
術

支
援

に

取
組

む
。
 

本
部

に
設

置
し

た
総

合
支

援
窓

口
の

取
組

み
を
継

続
し
、
複

数
技
術

分
野

に
ま

た
が

る
相

談
へ

の
一

括
対

応
な

ど
サ

ー

ビ
ス

機
能
の

総
合
化

を
図
り
、
お

客
様
へ

の
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す

る
。
 

中
小

企
業

の
現

場
で

の
支

援
が

必
要

な
場

合
は
、
職

員
や

専
門
家
を

現
地

に
派

遣
す

る
実
地

技
術
支

援
を
実
施

す
る

。
都

産
技

研
が

保
有

し
て

い
な

い
技

術
分

野

の
相

談
が
あ

っ
た
場

合
は
、
専

門
家

へ
の

委
嘱

あ
る

い
は

他
の

試
験

研
究

機
関

や

大
学

へ
紹

介
す

る
な

ど
お

客
様

の
利

便

性
向

上
に
努

め
る
。
 

技
術

相
談
件

数
に
つ

い
て
は
、
第

三
期

(
1
)
技

術
相
談

の
実
績
 

1
)
都

産
技
研

全
体
の

技
術
相
談

実
績
 

職
員

の
専
門

的
な
知

識
を
活
用

し
た

技
術

相
談
を

実
施
。
中

期
計

画
期

間
を
通

じ
て
高
い

件
数

実
績
を

達
成
。
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

20
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

相
談

件
数
（
件

） 
1
3
8
,
1
6
5 

1
3
6
,
6
6
6 

1
39
,
8
3
5 

1
4
1
,
6
7
3 

1
1
6
,
5
4
5 

【
事

例
】
 

 
・

小
物
入

れ
の
製

品
デ
ザ
イ

ン
 

 
・

瓶
容
器

用
未
開

封
シ
ー
ル

の
デ

ザ
イ

ン
 
等
 

2
)
ア

ウ
ト
カ

ム
調
査

の
実
施
 

 
技

術
相

談
事

業
に

関
す

る
目

的
達

成
度

に
つ

い
て

、
「

十
分

達
成

で
き

た
」

と
「

あ
る

程

度
達

成
で
き

た
」
で

中
期
期
間

平
均

9
5％

を
達
成
 

3
)
支

援
事
例

カ
ー
ド

に
よ
る
事

例
把

握
と

事
例
の

デ
ー
タ
ベ

ー
ス

化
 

4
)
都

産
技
研

ご
利
用

カ
ー
ド
発

行
の

継
続
 

5
)
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

症
拡

大
防

止
対
策

を
実
施
し

、
ウ

ェ
ブ

サ
イ
ト

に
て
お
知

ら

せ
を

随
時
更

新
 

 (
2
)
本

部
で
の

技
術
相

談
実
施

体
制

の
継

続
 

・
本

部
全
所

属
の
電

話
番
号
公

開
に

よ
る

ダ
イ
ヤ

ル
イ
ン
サ

ー
ビ

ス
の

継
続
 

様
々

な
分

野
の

専
門

知
識

を

活
用

し
た

技
術

相
談

に
よ

り
、

中
期

計
画

期
間

を
通

じ
て

高
い

件
数

実
績
を

達
成
 

 

対
応

可
能

技
術

分
野

の
デ

ー

タ
ベ

ー
ス

化
に

よ
り

的
確

な
引

き
継

ぎ
を

実
施

し
、

相
談

サ
ー

ビ
ス

の
質
を

向
上
 

 

「
支

援
事
例

カ
ー
ド

」
に
よ
る

支
援

事
例

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

に
よ

り
支

援
情

報
の

所
内

共
有

化
を

推
進

し
、

多
く

の
製

品

化
・

事
業
化

を
実
現
 

 

都
産

技
研

の
保

有
し

な
い

技

術
分

野
に

つ
い

て
は

、
専

門
相

談
員

や
金

融
機

関
等

と
の

連
携

相
談

に
よ
り

利
便
性

を
向
上
 

 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染

症
な

ど
大

規
模

な
災

害
へ

の
対

1
7

中
期

計
画

期
間

の
最

終
年

度
で

あ
る

令

和
2
年
度

の
年
間

実
績

1
2
0
,0
0
0
件

を
目

標
と

す
る
。
 

・
総

合
支

援
窓

口
、
来
所

者
受

付
担

当
、
会
計

窓
口

、
警
備

担
当

を
イ

ン
タ
ー

フ
ォ
ン
等

で

接
続

し
て
情

報
共
有

し
、
お
客

様
ト

ラ
ブ

ル
の
対

応
体
制
強
化

を
継
続
 

・
職

員
連
絡

用
P
HS

の
活
用
に

よ
る

ク
イ

ッ
ク
レ

ス
ポ
ン
ス

体
制

の
継

続
 

・
災

害
時
の

事
業
継

続
計
画
へ

の
対

応
の

継
続
 

・
相

談
内
容

を
適
切

な
担
当
者

へ
引

き
継

ぐ
た
め

、
「

技
術

相
談

手
引

書
」
を

作
成
 

・
総

合
支

援
窓

口
に
共

同
研
究

で
開

発
し

た
難
聴

者
向
け
ス

ピ
ー

カ
ー

を
置
き

、
利

便
性

を

向
上
 

 (
3
)
総

合
支
援

窓
口
サ

ー
ビ
ス

機
能

の
充

実
 

・
都

産
技
研

ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か

ら
の

技
術

相
談
継

続
 

 
・
総

合
支
援

窓
口
で

の
電
話

対
応

を
マ

ニ
ュ
ア

ル
化
し
、
研

究
員

の
不

在
状
況

等
を
す

ぐ
に

確
認

で
き
る

仕
組
み

と
共
に
、

お
客

様
へ

の
サ
ー

ビ
ス
向
上

に
寄

与
 

・
昼

休
み
時

間
に
お

け
る
技
術

相
談

窓
口

と
払
い

込
み
窓
口

利
用

の
継

続
 

・
代

表
電
話

か
ら
の

技
術
相
談

体
制

継
続
 

・
技

術
相
談

検
索
シ

ス
テ
ム
の

全
所

利
用

を
開
始
 

・
東

京
都
の

工
業
用

水
事
業
の

廃
止

に
伴

う
技
術

相
談
窓
口

の
設

置
 

 (
4
)
専

門
相
談

員
に
よ

る
相
談

対
応
 

1
)
専

門
相
談

員
の
配

置
(
2
01
6
年

度
開
始

) 

 
職

員
で
は

支
援
の

難
し
か
っ

た
分

野
に

専
門
相

談
員
を
配

置
し

、
専

門
相
談

を
実
施
 

2
)
利

用
実
績
 

 
2
0
1
6 

2
01
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

利
用

実
績
（

件
）
 

1
2
8
 

2
1
5
 

2
5
7
 

1
9
0
 

9
4
 

 
 

【
支
援

事
例
】
 

 
 

 
・
車

い
す
用

ボ
ー
リ
ン

グ
投

球
器
 

・
剛

性
を
高

め
た
ス

ー
ツ
ケ
ー

ス
開

発
 

等
 

 (
5
)
も

の
づ
く

り
に
関

連
す
る

サ
ー

ビ
ス

産
業
等

へ
の
技
術
相

談
 

1
)
サ

ー
ビ
ス

産
業
等

へ
の
技
術

相
談

の
対

応
 

 
業

務
提
携

を
し
て

い
る
金
融

機
関

や
経

営
支
援

機
関
と
協

力
し

、
幅

広
い
業

種
に
都
産

技

研
を

紹
介
 

2
)
も

の
づ
く

り
に
関

連
す
る
サ

ー
ビ

ス
産

業
等
へ

の
技
術
相

談
対

応
実

績
 

応
と

し
て

迅
速

に
利

用
額

減
免

な
ど

の
対
応

を
実
施
 

1
8
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4
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1
0
,
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6
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全
相

談
件

数
に

占
め

る
割

合
 

1
0
％
 

1
0
％
 

1
0
％
 

9
.
3
％
 

9
.
2
％
 

 (
6
)
実

地
技
術

支
援
の

実
施
 

1
)
都

産
技
研

職
員
に

よ
る
実
地

技
術

支
援
 

2
)
技

術
指

導
員

ま
た

は
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
と

都
産

技
研

職
員

に
よ

る
実

地
技

術
支
援
 

 
【

支
援
事

例
】
 

 
・

カ
ビ
の

発
生
を

遅
ら
せ
る

こ
と

の
で

き
る
防

カ
ビ
シ
ー

ト
の

開
発
 

 
・

時
計
の

文
字
盤

の
表
面
処

理
方

法
の

改
善
 

等
 

3
)
外

部
専
門

家
(
エ
ン

ジ
ニ
ア

リ
ン

グ
ア

ド
バ
イ

ザ
ー

)に
よ

る
実
地

技
術
支

援
 

 
【

支
援
事

例
】
 

 
・

製
織
技

術
の
指

導
に
よ
る

ネ
ク

タ
イ

デ
ザ
イ

ン
コ
ン
ペ

入
選

作
品

の
製
品

化
 

 
・

発
掘
作

業
用
コ

テ
の
開
発

 
等
 

4
)
自

治
体
と

の
連
携

に
よ
る
外

部
専

門
家

派
遣
支

援
 

 
 

外
部
専

門
家
派

遣
の
企
業

負
担

分
を

助
成
す

る
制
度
を

連
携

自
治

体
が
提

供
 

 (
7
)
協

定
締
結

機
関
と

連
携
し

た
技

術
支

援
体
制

の
拡
充
 

・
区

市
等
自

治
体
と

の
連
携
相

談
 

・
金

融
機
関

と
の
連

携
相
談
 

・
東

京
商
工

会
議
所

「
産
学
公

連
携

相
談

窓
口
」

に
よ
る
技

術
相

談
 

・
大

学
・
研

究
機
関

と
の
連
携

相
談
 

・
経

済
産
業

省
 
次
世

代
自
動

車
産

業
分

野
の
連

携
支
援
計

画
に

お
け

る
連
携

相
談
の
実

施

 (
8
)
被

災
地
域

の
利
用

料
金
の

減
額
 

・
東

日
本
大

震
災
復

興
支
援
の

継
続
 

・
平

成
2
8
年

熊
本
地

震
復
興

支
援

の
実

施
（
20
1
6
年
度

開
始

）
 

・
平

成
3
0
年

7
月
豪

雨
復
興

支
援

の
実

施
（
20
1
8
年
度

）
 

・
令

和
元
年

8
月

･9
月

豪
雨

お
よ

び
台

風
19

号
復

興
支

援
の

実
施

（
2
0
19

年
度
開

始
）
 

・
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

症
応

急
対

策
支
援

の
実
施
（

2
0
1
9
年
度

開
始
）
 

 

1
9

【
減

額
措
置

利
用
実

績
】
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6 

2
0
17
 

2
0
1
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2
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9 

2
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0 
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用
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績
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7
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5
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円
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6
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8
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間
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定
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0 
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B
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割
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9
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9
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 (
6
)
実

地
技
術

支
援
の

実
施
 

1
)
都

産
技
研

職
員
に

よ
る
実
地

技
術

支
援
 

2
)
技

術
指

導
員

ま
た

は
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
と

都
産

技
研

職
員

に
よ

る
実

地
技

術
支
援
 

 
【

支
援
事

例
】
 

 
・

カ
ビ
の

発
生
を

遅
ら
せ
る

こ
と

の
で

き
る
防

カ
ビ
シ
ー

ト
の

開
発
 

 
・

時
計
の

文
字
盤

の
表
面
処

理
方

法
の

改
善
 

等
 

3
)
外

部
専
門

家
(
エ
ン

ジ
ニ
ア

リ
ン

グ
ア

ド
バ
イ

ザ
ー

)に
よ

る
実
地

技
術
支

援
 

 
【

支
援
事

例
】
 

 
・

製
織
技

術
の
指

導
に
よ
る

ネ
ク

タ
イ

デ
ザ
イ

ン
コ
ン
ペ

入
選

作
品

の
製
品

化
 

 
・

発
掘
作

業
用
コ

テ
の
開
発

 
等
 

4
)
自

治
体
と

の
連
携

に
よ
る
外

部
専

門
家

派
遣
支

援
 

 
 

外
部
専

門
家
派

遣
の
企
業

負
担

分
を

助
成
す

る
制
度
を

連
携

自
治

体
が
提

供
 

 (
7
)
協

定
締
結

機
関
と

連
携
し

た
技

術
支

援
体
制

の
拡
充
 

・
区

市
等
自

治
体
と

の
連
携
相

談
 

・
金

融
機
関

と
の
連

携
相
談
 

・
東

京
商
工

会
議
所

「
産
学
公

連
携

相
談

窓
口
」

に
よ
る
技

術
相

談
 

・
大

学
・
研

究
機
関

と
の
連
携

相
談
 

・
経

済
産
業

省
 
次
世

代
自
動

車
産

業
分

野
の
連

携
支
援
計

画
に

お
け

る
連
携

相
談
の
実

施

 (
8
)
被

災
地
域

の
利
用

料
金
の

減
額
 

・
東

日
本
大

震
災
復

興
支
援
の

継
続
 

・
平

成
2
8
年

熊
本
地

震
復
興

支
援

の
実

施
（
20
1
6
年
度

開
始

）
 

・
平

成
3
0
年

7
月
豪

雨
復
興

支
援

の
実

施
（
20
1
8
年
度

）
 

・
令

和
元
年

8
月

･9
月

豪
雨

お
よ

び
台

風
19

号
復

興
支

援
の

実
施

（
2
0
19

年
度
開

始
）
 

・
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

症
応

急
対

策
支
援

の
実
施
（

2
0
1
9
年
度

開
始
）
 

 

1
9

【
減

額
措
置

利
用
実

績
】
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2
0
17
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1
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2
0
1
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利
用

実
績
（

件
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7
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6
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0
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8 
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額

金
額
（
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.
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6
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の
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の
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全
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談
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数
に

占
め

る
割

合
 

1
0
％
 

1
0
％
 

1
0
％
 

9
.
3
％
 

9
.
2
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 (
6
)
実

地
技
術

支
援
の

実
施
 

1
)
都

産
技
研

職
員
に

よ
る
実
地

技
術

支
援
 

2
)
技

術
指

導
員

ま
た

は
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
と

都
産

技
研

職
員

に
よ

る
実

地
技

術
支
援
 

 
【

支
援
事

例
】
 

 
・

カ
ビ
の

発
生
を

遅
ら
せ
る

こ
と

の
で

き
る
防

カ
ビ
シ
ー

ト
の

開
発
 

 
・

時
計
の

文
字
盤

の
表
面
処

理
方

法
の

改
善
 

等
 

3
)
外

部
専
門

家
(
エ
ン

ジ
ニ
ア

リ
ン

グ
ア

ド
バ
イ

ザ
ー

)に
よ

る
実
地

技
術
支

援
 

 
【

支
援
事

例
】
 

 
・

製
織
技

術
の
指

導
に
よ
る

ネ
ク

タ
イ

デ
ザ
イ

ン
コ
ン
ペ

入
選

作
品

の
製
品

化
 

 
・

発
掘
作

業
用
コ

テ
の
開
発

 
等
 

4
)
自

治
体
と

の
連
携

に
よ
る
外

部
専

門
家

派
遣
支

援
 

 
 

外
部
専

門
家
派

遣
の
企
業

負
担

分
を

助
成
す

る
制
度
を

連
携

自
治

体
が
提

供
 

 (
7
)
協

定
締
結

機
関
と

連
携
し

た
技

術
支

援
体
制

の
拡
充
 

・
区

市
等
自

治
体
と

の
連
携
相

談
 

・
金

融
機
関

と
の
連

携
相
談
 

・
東

京
商
工

会
議
所

「
産
学
公

連
携

相
談

窓
口
」

に
よ
る
技

術
相

談
 

・
大

学
・
研

究
機
関

と
の
連
携

相
談
 

・
経

済
産
業

省
 
次
世

代
自
動

車
産

業
分

野
の
連

携
支
援
計

画
に

お
け

る
連
携

相
談
の
実

施

 (
8
)
被

災
地
域

の
利
用

料
金
の

減
額
 

・
東

日
本
大

震
災
復

興
支
援
の

継
続
 

・
平

成
2
8
年

熊
本
地

震
復
興

支
援

の
実

施
（
20
1
6
年
度

開
始

）
 

・
平

成
3
0
年

7
月
豪

雨
復
興

支
援

の
実

施
（
20
1
8
年
度

）
 

・
令

和
元
年

8
月

･9
月

豪
雨

お
よ

び
台

風
19

号
復

興
支

援
の

実
施

（
2
0
19

年
度
開

始
）
 

・
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

症
応

急
対

策
支
援

の
実
施
（

2
0
1
9
年
度

開
始
）
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5
,
6
2
0 

4
,
8
9
3 

5
,
0
9
8 

6
,
8
0
6 

減
額

金
額
（

百
万
円

）
 

7
.
5
 

8
.
6
 

5
.
7
 

6
.
8
 

8
.
5
 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

B
 

B
 

B
 

B
 

 

 

2
0
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第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

二
 

中
小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標
 

（
一

）
技
術

的
課
題

の
解
決
の

た
め

の
支

援
 

イ
 
依

頼
試
験
 

製
品

の
品
質
・
性

能
証

明
や
事

故
原

因
究

明
な
ど

中
小
企
業

の
技

術
的

課
題
の

解
決
及
び

高
品

質
、
高

性
能
、
高

安
全

性
な

ど
付

加
価
値

の
高
い
も

の
づ

く
り

を

支
援

で
き
る

よ
う
、

試
験
項
目

及
び

内
容

の
充
実

を
図
る
と

と
も

に
、

技
術
的

ア
ド
バ
イ

ス
を

効
果

的
に
行

う
。
 

全
国

の
公
設

試
験
研

究
機
関
に

は
な

い
都

産
技
研

の
特
徴
的

な
技

術
分

野
の
試

験
精
度
向

上
や

試
験

範
囲
の

拡
充
を
行

う
な

ど
、
高

品
質
な

サ
ー
ビ

ス
の

提
供

に

努
め

る
。
 

日
本

工
業
規

格
（
Ｊ

Ｉ
Ｓ
）
等

に
定

め
の

な
い
分

析
・
評
価

な
ど

の
依

頼
に
つ

い
て
も
、

最
新

の
技

術
動
向

等
を
踏
ま

え
な

が
ら

柔
軟
な

対
応
を
図

る
。
 

中
小

企
業
の

海
外
取

引
の
拡
大

や
高

度
化

す
る
製

品
開
発
に

伴
っ

て
必

要
と
な

る
品
質
証

明
に

関
す

る
支
援

ニ
ー
ズ
に

対
応

で
き

る
よ
う

、
機

器
の

保
守
・
更
新

、

校
正

管
理
を

適
切
に

行
う
な
ど

、
公

的
試

験
研
究

機
関
と
し

て
の

信
頼

の
維
持

向
上
に
努

め
る
。
 

膨
大

か
つ
多

様
な
試

験
ニ
ー
ズ
に

対
し
、

他
の
試

験
研
究
機

関
と

連
携

し
た
効

率
的
な
支

援
を

進
め

る
。
 

 

 
評

価
項

目
番

号
 

7
 

自
己

評
価
 

S
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

製
品

の
品
質
・
性

能
証
明

や
事

故
原

因

究
明

な
ど

都
内

中
小

企
業

の
技

術
的

課

題
の

解
決
及

び
高
品

質
、
高
性

能
、
高

安

全
性

な
ど

付
加

価
値

の
高

い
も

の
づ

く

り
を

支
援
で

き
る
よ

う
、
依
頼

試
験

の
充

実
を

図
る
と

と
も
に

、
効
果
的

な
技

術
的

ア
ド

バ
イ
ス

を
実
施

す
る
。
JI
S
 
等

に
定

め
の

な
い
分

析
・
評

価
な

ど
、
お

客
様

の

個
別

の
試
験

ニ
ー
ズ

に
対
し
て

は
、
オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
試

験
に

よ
り

柔
軟

に
対

応

す
る

。
 

膨
大

か
つ

多
様

な
試

験
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
た

め
、

首
都

圏
公

設
試

連
携

体

（
以

下
「

T
K
F
」

と
い

う
。
）

 
に

参
加

し

て
い

る
近

隣
の

公
設

試
験

研
究

機
関

と

連
携

し
、
お

客
様
の

相
互
紹
介

を
行

う
な

ど
の

サ
ー
ビ

ス
を
実

施
す
る
。

 

(
1
)
試

験
項
目

の
実
績
 

 
1
)
都

産
技

研
全
体

の
依
頼
試

験
実

績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

1
4
3
,
4
6
6 

1
4
3
,
0
9
3 

1
4
8
,
8
0
9 

1
4
3
,
1
4
1 

1
0
9
,
8
8
4 

 
【

製
品
化

事
例
】
 

 
 

・
リ
フ

ォ
ー
ム

畳
 

 
 

・
意
匠

性
の
高

い
ダ
イ
ニ

ン
グ

チ
ェ

ア
 
等
 

2
)
ア

ウ
ト
カ

ム
調
査

の
実
施
 

 
 

依
頼

試
験

事
業

に
関

す
る

目
的

達
成

度
に

つ
い

て
、「

十
分
達

成
で

き
た

」
と

「
あ

る
程

度
達

成
で
き

た
」
の

合
計
値
が

中
期

期
間

平
均

9
7
%
以
上
 

 (
2
)
依

頼
試
験

項
目
の

充
実
お

よ
び

見
直

し
 

 
新

た
に
導

入
し
た

機
器
や
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド
試

験
と
し
て

対
応
し
て

い
た
項

目
の
追
加

や
、

利
用

の
少
な

い
項
目

の
廃
止
に

よ
り

、
依

頼
試
験

項
目
の
利

便
性
を
向

上
 

 

(
3
)
オ

ー
ダ
ー

メ
ー
ド

試
験
 

 
1
)
オ

ー
ダ

ー
メ
ー

ド
試
験
実

績
 

都
産

技
研

の
特

徴
あ

る
技

術

分
野

で
あ

る
ブ

ラ
ン

ド
試

験
を

継
続

実
施
し

、
試
験

分
野
を

1
1

分
野

に
拡
大
 

 

ブ
ラ

ン
ド

試
験

比
率

は
中

期

計
画

期
間

を
通

じ
て

全
依

頼
試

験
中

3
0%

以
上

と
最

終
年

度
目

標
値

2
3%

を
大

き
く

超
え

る
値

を
達

成
し

、
高

付
加

価
値

な
も

の
づ

く
り
に

貢
献
 

 

試
験

項
目

の
充

実
や

最
適

な

試
験

提
案

な
ど

に
よ

り
、

全
体

の
件

数
は

中
期

計
画

期
間

を
通

じ
て

高
い
件

数
実
績

を
達
成
 

 

都
産

技
研

が
保

有
し

な
い

機

器
は

、
T
K
F
の

試
験
機

器
検
索

シ

2
1

中
小

企
業

の
海

外
取

引
の

拡
大

や
高

度
化

す
る

製
品

開
発

に
伴

っ
て

必
要

と

な
る

品
質

証
明

に
関

す
る

ニ
ー

ズ
に

対

応
し

、
公
的

試
験
研

究
機
関
と

し
て

の
信

頼
の

維
持
向

上
を
図

る
た
め
、
機

器
の
保

守
・
更

新
、
校

正
管

理
を
よ
り

適
切

に
行

う
。
試

験
所

認
定
を

受
け
た
登

録
分

野
の

技
術

支
援
を

実
施
す

る
こ
と
で

、
依

頼
試

験
の

高
品
質

化
を
進

め
る
。
 

高
付

加
価

値
な

製
品

の
開

発
に

必
要

と
な

る
高

度
か

つ
多

様
な

試
験

ニ
ー

ズ

に
対

応
す
る

た
め

、
試

験
項
目

の
追

加
等

を
適

宜
行
う

と
と
も

に
、
全
国

の
公

設
試

験
研

究
機

関
に

は
な

い
都

産
技

研
の

特

徴
あ

る
技
術

分
野
（

非
破
壊
透

視
試

験
、

音
響

試
験
、
照
明
試

験
等

）
に

つ
い

て
は

、

試
験

精
度

の
向

上
や

試
験

内
容

の
充

実

を
図

る
な

ど
一

層
高

品
質

な
サ

ー
ビ

ス

の
提

供
に
努

め
る

。
都

産
技
研

の
特

徴
あ

る
技

術
分

野
が

依
頼

試
験

全
体

に
占

め

る
割

合
に
つ

い
て
は

、
第

三
期

中
期

計
画

期
間

の
最
終

年
度
で

あ
る
令
和

2
年

度
の

年
間

実
績
で

2
3
％
を

目
標
と

す
る

。
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

2
1
1
 

1
8
8
 

15
7
 

1
7
3
 

1
2
9
 

 
2
)
オ

ー
ダ

ー
メ
ー

ド
試
験
事

例
 

 
 

・
形
状

変
位
を

正
確
に
測

定
で

き
る

レ
ー
ザ

ー
ス
キ
ャ

ナ
の

精
度

検
証
 

 
 

・
糸
の

摩
擦
試

験
 

・
ヘ

ア
ケ
ア

製
品
の

効
果
測
定

の
た

め
の

毛
束
表

面
の
摩
擦
力

測
定
 

等
 

 (
4
)
近

隣
の
公

設
試
験

研
究
機

関
と

連
携

し
た
試

験
実
施
体
制

の
継
続
 

1
)
T
K
F
ウ
ェ

ブ
サ
イ

ト
連
携
技

術
相

談
の

実
施
 

 
2
)
T
KF

ミ
ニ
イ

ン
タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
活

用
し
た

公
設
試
相

互
の
試
験

品
質
向

上
の
取
り

組
み

 
3
)
T
K
F
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ
試
験

研
究

機
器

検
索
シ

ス
テ
ム
の

サ
イ
ト
を

継
続
 

 
4
)
全

国
公

設
試
の

機
器
検
索

シ
ス

テ
ム

サ
ー
ビ

ス
へ
の
協

力
を
継
続
 

 (
5
)
計

量
法
認

定
事
業

者
(
JC
S
S
)
と

し
て
依

頼
試
験

業
務
を
継

続
 

 (
6
)
電

磁
環

境
試

験
所

認
定

セ
ン

タ
ー

(
V
L
A
C)

認
定

の
依
頼

試
験

業
務

に
代

わ
り

、
国

際
規

格

で
あ

る
C
I
S
P
R
 2
5
、

I
SO
 
76
3
7
-
2
な

ど
車
に

搭
載
す

る
I
C
T
機
器

等
に
ニ

ー
ズ
の

高
い

依
頼

試
験

を
開
始
 

 (
7
)
都

産
技
研

ブ
ラ
ン

ド
試
験

(
東

京
都
な

ら
で
は

の
試
験
)
の

拡
充
 

 
新

た
に
「

繊
維
・
複
合

材
料

評
価

試
験

」
を
加

え
、
ブ
ラ
ン

ド
試
験

を
1
1
分

野
に
拡

充
（

2
01
8

年
度

）
 

ブ
ラ

ン
ド
試

験
の
実
績

推
移
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

項
目

数
 

1
0
 

1
0
 

1
1
 

1
1
 

1
1
 

実
績

（
件
）
 

4
4
,
9
9
1 

4
6
,
3
2
6 

4
9
,
9
1
5 

4
7
,
8
1
6 

3
8
,
2
1
0 

全
依

頼
試
験

に
占
め

る
 

割
合

(
％

) 
3
1
 

3
2
 

3
4
 

3
3
 

3
5
 

 
【

支
援
事

例
】
 

・
高

吸
水
性

タ
オ
ル

の
吸
水
性

能
評

価
 

・
学

習
用
デ

ス
ク
ラ

イ
ト
 
等

 

 (
8
)
試

験
・
研

究
設
備

お
よ
び

機
器

の
導

入
・
更

新
 

ス
テ

ム
な

ど
で

近
隣

公
設

試
を

紹
介

し
て
ニ

ー
ズ
に

対
応
 

 

機
器

の
保

守
や

校
正

管
理

の

適
切

な
実

施
に

よ
り

試
験

の
信

頼
性

を
維
持
 

 

J
C
S
S

事
業

が
定

期
的

に
品

質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
第

三
者

認
定

を
受

け
、

依
頼

試
験

の
高

品
質
化

を
推
進
 

 

J
I
S
に

定
め

の
無
い

試
験
は
、

職
員

が
保

有
す

る
知

識
・

ノ
ウ

ハ
ウ

の
活

用
や

部
署

間
連

携
に

よ
り

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
試

験
を

実
施

し
て
柔

軟
に
対

応
 

 

依
頼

試
験

項
目

を
定

期
的

に

見
直

し
、

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
に

即
し

た
試

験
実

施
体

制
を

整
え

て
中

小
企

業
が

抱
え

る
技

術
課

題
の

解
決
に

貢
献
 

2
2

- 88 -



第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

二
 

中
小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標
 

（
一

）
技
術

的
課
題

の
解
決
の

た
め

の
支

援
 

イ
 
依

頼
試
験
 

製
品

の
品
質
・
性

能
証

明
や
事

故
原

因
究

明
な
ど

中
小
企
業

の
技

術
的

課
題
の

解
決
及
び

高
品

質
、
高

性
能
、
高

安
全

性
な

ど
付

加
価
値

の
高
い
も

の
づ

く
り

を

支
援

で
き
る

よ
う
、

試
験
項
目

及
び

内
容

の
充
実

を
図
る
と

と
も

に
、

技
術
的

ア
ド
バ
イ

ス
を

効
果

的
に
行

う
。
 

全
国

の
公
設

試
験
研

究
機
関
に

は
な

い
都

産
技
研

の
特
徴
的

な
技

術
分

野
の
試

験
精
度
向

上
や

試
験

範
囲
の

拡
充
を
行

う
な

ど
、
高

品
質
な

サ
ー
ビ

ス
の

提
供

に

努
め

る
。
 

日
本

工
業
規

格
（
Ｊ

Ｉ
Ｓ
）
等

に
定

め
の

な
い
分

析
・
評
価

な
ど

の
依

頼
に
つ

い
て
も
、

最
新

の
技

術
動
向

等
を
踏
ま

え
な

が
ら

柔
軟
な

対
応
を
図

る
。
 

中
小

企
業
の

海
外
取

引
の
拡
大

や
高

度
化

す
る
製

品
開
発
に

伴
っ

て
必

要
と
な

る
品
質
証

明
に

関
す

る
支
援

ニ
ー
ズ
に

対
応

で
き

る
よ
う

、
機

器
の

保
守
・
更
新

、

校
正

管
理
を

適
切
に

行
う
な
ど

、
公

的
試

験
研
究

機
関
と
し

て
の

信
頼

の
維
持

向
上
に
努

め
る
。
 

膨
大

か
つ
多

様
な
試

験
ニ
ー
ズ
に

対
し
、

他
の
試

験
研
究
機

関
と

連
携

し
た
効

率
的
な
支

援
を

進
め

る
。
 

 

 
評

価
項

目
番

号
 

7
 

自
己

評
価
 

S
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

製
品

の
品
質
・
性

能
証
明

や
事

故
原

因

究
明

な
ど

都
内

中
小

企
業

の
技

術
的

課

題
の

解
決
及

び
高
品

質
、
高
性

能
、
高

安

全
性

な
ど

付
加

価
値

の
高

い
も

の
づ

く

り
を

支
援
で

き
る
よ

う
、
依
頼

試
験

の
充

実
を

図
る
と

と
も
に

、
効
果
的

な
技

術
的

ア
ド

バ
イ
ス

を
実
施

す
る
。
JI
S
 
等

に
定

め
の

な
い
分

析
・
評

価
な

ど
、
お

客
様

の

個
別

の
試
験

ニ
ー
ズ

に
対
し
て

は
、
オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
試

験
に

よ
り

柔
軟

に
対

応

す
る

。
 

膨
大

か
つ

多
様

な
試

験
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
た

め
、

首
都

圏
公

設
試

連
携

体

（
以

下
「

T
K
F
」

と
い

う
。
）

 
に

参
加

し

て
い

る
近

隣
の

公
設

試
験

研
究

機
関

と

連
携

し
、
お

客
様
の

相
互
紹
介

を
行

う
な

ど
の

サ
ー
ビ

ス
を
実

施
す
る
。

 

(
1
)
試

験
項
目

の
実
績
 

 
1
)
都

産
技

研
全
体

の
依
頼
試

験
実

績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

1
4
3
,
4
6
6 

1
4
3
,
0
9
3 

1
4
8
,
8
0
9 

1
4
3
,
1
4
1 

1
0
9
,
8
8
4 

 
【

製
品
化

事
例
】
 

 
 

・
リ
フ

ォ
ー
ム

畳
 

 
 

・
意
匠

性
の
高

い
ダ
イ
ニ

ン
グ

チ
ェ

ア
 
等
 

2
)
ア

ウ
ト
カ

ム
調
査

の
実
施
 

 
 

依
頼

試
験

事
業

に
関

す
る

目
的

達
成

度
に

つ
い

て
、「

十
分
達

成
で

き
た

」
と

「
あ

る
程

度
達

成
で
き

た
」
の

合
計
値
が

中
期

期
間

平
均

9
7
%
以
上
 

 (
2
)
依

頼
試
験

項
目
の

充
実
お

よ
び

見
直

し
 

 
新

た
に
導

入
し
た

機
器
や
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド
試

験
と
し
て

対
応
し
て

い
た
項

目
の
追
加

や
、

利
用

の
少
な

い
項
目

の
廃
止
に

よ
り

、
依

頼
試
験

項
目
の
利

便
性
を
向

上
 

 

(
3
)
オ

ー
ダ
ー

メ
ー
ド

試
験
 

 
1
)
オ

ー
ダ

ー
メ
ー

ド
試
験
実

績
 

都
産

技
研

の
特

徴
あ

る
技

術

分
野

で
あ

る
ブ

ラ
ン

ド
試

験
を

継
続

実
施
し

、
試
験

分
野
を

1
1

分
野

に
拡
大
 

 

ブ
ラ

ン
ド

試
験

比
率

は
中

期

計
画

期
間

を
通

じ
て

全
依

頼
試

験
中

3
0%

以
上

と
最

終
年

度
目

標
値

2
3%

を
大

き
く

超
え

る
値

を
達

成
し

、
高

付
加

価
値

な
も

の
づ

く
り
に

貢
献
 

 

試
験

項
目

の
充

実
や

最
適

な

試
験

提
案

な
ど

に
よ

り
、

全
体

の
件

数
は

中
期

計
画

期
間

を
通

じ
て

高
い
件

数
実
績

を
達
成
 

 

都
産

技
研

が
保

有
し

な
い

機

器
は

、
T
K
F
の

試
験
機

器
検
索

シ

2
1

中
小

企
業

の
海

外
取

引
の

拡
大

や
高

度
化

す
る

製
品

開
発

に
伴

っ
て

必
要

と

な
る

品
質

証
明

に
関

す
る

ニ
ー

ズ
に

対

応
し

、
公
的

試
験
研

究
機
関
と

し
て

の
信

頼
の

維
持
向

上
を
図

る
た
め
、
機

器
の
保

守
・
更

新
、
校

正
管

理
を
よ
り

適
切

に
行

う
。
試

験
所

認
定
を

受
け
た
登

録
分

野
の

技
術

支
援
を

実
施
す

る
こ
と
で

、
依

頼
試

験
の

高
品
質

化
を
進

め
る
。
 

高
付

加
価

値
な

製
品

の
開

発
に

必
要

と
な

る
高

度
か

つ
多

様
な

試
験

ニ
ー

ズ

に
対

応
す
る

た
め

、
試

験
項
目

の
追

加
等

を
適

宜
行
う

と
と
も

に
、
全
国

の
公

設
試

験
研

究
機

関
に

は
な

い
都

産
技

研
の

特

徴
あ

る
技
術

分
野
（

非
破
壊
透

視
試

験
、

音
響

試
験
、
照
明
試

験
等

）
に

つ
い

て
は

、

試
験

精
度

の
向

上
や

試
験

内
容

の
充

実

を
図

る
な

ど
一

層
高

品
質

な
サ

ー
ビ

ス

の
提

供
に
努

め
る

。
都

産
技
研

の
特

徴
あ

る
技

術
分

野
が

依
頼

試
験

全
体

に
占

め

る
割

合
に
つ

い
て
は

、
第

三
期

中
期

計
画

期
間

の
最
終

年
度
で

あ
る
令
和

2
年

度
の

年
間

実
績
で

2
3
％
を

目
標
と

す
る

。
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

2
1
1
 

1
8
8
 

15
7
 

1
7
3
 

1
2
9
 

 
2
)
オ

ー
ダ

ー
メ
ー

ド
試
験
事

例
 

 
 

・
形
状

変
位
を

正
確
に
測

定
で

き
る

レ
ー
ザ

ー
ス
キ
ャ

ナ
の

精
度

検
証
 

 
 

・
糸
の

摩
擦
試

験
 

・
ヘ

ア
ケ
ア

製
品
の

効
果
測
定

の
た

め
の

毛
束
表

面
の
摩
擦
力

測
定
 

等
 

 (
4
)
近

隣
の
公

設
試
験

研
究
機

関
と

連
携

し
た
試

験
実
施
体
制

の
継
続
 

1
)
T
K
F
ウ
ェ

ブ
サ
イ

ト
連
携
技

術
相

談
の

実
施
 

 
2
)
T
KF

ミ
ニ
イ

ン
タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
活

用
し
た

公
設
試
相

互
の
試
験

品
質
向

上
の
取
り

組
み

 
3
)
T
K
F
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ
試
験

研
究

機
器

検
索
シ

ス
テ
ム
の

サ
イ
ト
を

継
続
 

 
4
)
全

国
公

設
試
の

機
器
検
索

シ
ス

テ
ム

サ
ー
ビ

ス
へ
の
協

力
を
継
続
 

 (
5
)
計

量
法
認

定
事
業

者
(
JC
S
S
)
と

し
て
依

頼
試
験

業
務
を
継

続
 

 (
6
)
電

磁
環

境
試

験
所

認
定

セ
ン

タ
ー

(
V
L
A
C)

認
定

の
依
頼

試
験

業
務

に
代

わ
り

、
国

際
規

格

で
あ

る
C
I
S
P
R
 2
5
、

I
SO
 
76
3
7
-
2
な

ど
車
に

搭
載
す

る
I
C
T
機
器

等
に
ニ

ー
ズ
の

高
い

依
頼

試
験

を
開
始
 

 (
7
)
都

産
技
研

ブ
ラ
ン

ド
試
験

(
東

京
都
な

ら
で
は

の
試
験
)
の

拡
充
 

 
新

た
に
「

繊
維
・
複
合

材
料

評
価

試
験

」
を
加

え
、
ブ
ラ
ン

ド
試
験

を
1
1
分

野
に
拡

充
（

2
01
8

年
度

）
 

ブ
ラ

ン
ド
試

験
の
実
績

推
移
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

項
目

数
 

1
0
 

1
0
 

1
1
 

1
1
 

1
1
 

実
績

（
件
）
 

4
4
,
9
9
1 

4
6
,
3
2
6 

4
9
,
9
1
5 

4
7
,
8
1
6 

3
8
,
2
1
0 

全
依

頼
試
験

に
占
め

る
 

割
合

(
％

) 
3
1
 

3
2
 

3
4
 

3
3
 

3
5
 

 
【

支
援
事

例
】
 

・
高

吸
水
性

タ
オ
ル

の
吸
水
性

能
評

価
 

・
学

習
用
デ

ス
ク
ラ

イ
ト
 
等

 

 (
8
)
試

験
・
研

究
設
備

お
よ
び

機
器

の
導

入
・
更

新
 

ス
テ

ム
な

ど
で

近
隣

公
設

試
を

紹
介

し
て
ニ

ー
ズ
に

対
応
 

 

機
器

の
保

守
や

校
正

管
理

の

適
切

な
実

施
に

よ
り

試
験

の
信

頼
性

を
維
持
 

 

J
C
S
S

事
業

が
定

期
的

に
品

質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
第

三
者

認
定

を
受

け
、

依
頼

試
験

の
高

品
質
化

を
推
進
 

 

J
I
S
に

定
め

の
無
い

試
験
は
、

職
員

が
保

有
す

る
知

識
・

ノ
ウ

ハ
ウ

の
活

用
や

部
署

間
連

携
に

よ
り

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
試

験
を

実
施

し
て
柔

軟
に
対

応
 

 

依
頼

試
験

項
目

を
定

期
的

に

見
直

し
、

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
に

即
し

た
試

験
実

施
体

制
を

整
え

て
中

小
企

業
が

抱
え

る
技

術
課

題
の

解
決
に

貢
献
 

2
2

- 88 -

中
小

企
業

の
海

外
取

引
の

拡
大

や
高

度
化

す
る

製
品

開
発

に
伴

っ
て

必
要

と

な
る

品
質

証
明

に
関

す
る

ニ
ー

ズ
に

対

応
し

、
公
的

試
験
研

究
機
関
と

し
て

の
信

頼
の

維
持
向

上
を
図

る
た
め
、
機

器
の
保

守
・
更

新
、
校

正
管

理
を
よ
り

適
切

に
行

う
。
試

験
所

認
定
を

受
け
た
登

録
分

野
の

技
術

支
援
を

実
施
す

る
こ
と
で

、
依

頼
試

験
の

高
品
質

化
を
進

め
る
。
 

高
付

加
価

値
な

製
品

の
開

発
に

必
要

と
な

る
高

度
か

つ
多

様
な

試
験

ニ
ー

ズ

に
対

応
す
る

た
め

、
試

験
項
目

の
追

加
等

を
適

宜
行
う

と
と
も

に
、
全
国

の
公

設
試

験
研

究
機

関
に

は
な

い
都

産
技

研
の

特

徴
あ

る
技
術

分
野
（

非
破
壊
透

視
試

験
、

音
響

試
験
、
照
明
試

験
等

）
に

つ
い

て
は

、

試
験

精
度

の
向

上
や

試
験

内
容

の
充

実

を
図

る
な

ど
一

層
高

品
質

な
サ

ー
ビ

ス

の
提

供
に
努

め
る

。
都

産
技
研

の
特

徴
あ

る
技

術
分

野
が

依
頼

試
験

全
体

に
占

め

る
割

合
に
つ

い
て
は

、
第

三
期

中
期

計
画

期
間

の
最
終

年
度
で

あ
る
令
和

2
年

度
の

年
間

実
績
で

2
3
％
を

目
標
と

す
る

。
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

2
1
1
 

1
8
8
 

15
7
 

1
7
3
 

1
2
9
 

 
2
)
オ

ー
ダ

ー
メ
ー

ド
試
験
事

例
 

 
 

・
形
状

変
位
を

正
確
に
測

定
で

き
る

レ
ー
ザ

ー
ス
キ
ャ

ナ
の

精
度

検
証
 

 
 

・
糸
の

摩
擦
試

験
 

・
ヘ

ア
ケ
ア

製
品
の

効
果
測
定

の
た

め
の

毛
束
表

面
の
摩
擦

力
測

定
 

等
 

 (
4
)
近

隣
の
公

設
試
験

研
究
機

関
と

連
携

し
た
試

験
実
施
体
制

の
継
続
 

1
)
T
K
F
ウ
ェ

ブ
サ
イ

ト
連
携
技

術
相

談
の

実
施
 

 
2
)
T
KF

ミ
ニ
イ

ン
タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
活

用
し
た

公
設
試
相

互
の

試
験

品
質
向

上
の
取
り

組
み

 
3
)
T
K
F
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ
試
験

研
究

機
器

検
索
シ

ス
テ
ム
の

サ
イ

ト
を

継
続
 

 
4
)
全

国
公

設
試
の

機
器
検
索

シ
ス

テ
ム

サ
ー
ビ

ス
へ
の
協

力
を

継
続
 

 (
5
)
計

量
法
認

定
事
業

者
(
JC
S
S
)
と

し
て
依

頼
試
験

業
務
を
継

続
 

 (
6
)
電

磁
環

境
試

験
所

認
定

セ
ン

タ
ー

(
V
L
A
C)

認
定

の
依
頼

試
験

業
務

に
代

わ
り

、
国

際
規

格

で
あ

る
C
I
S
P
R
 2
5
、

I
SO
 
76
3
7
-
2
な

ど
車
に

搭
載
す

る
I
C
T
機
器

等
に
ニ

ー
ズ
の

高
い

依
頼

試
験

を
開
始
 

 (
7
)
都

産
技
研

ブ
ラ
ン

ド
試
験

(
東

京
都
な

ら
で
は

の
試
験
)
の

拡
充
 

 
新

た
に
「

繊
維
・
複
合

材
料

評
価

試
験

」
を
加

え
、
ブ
ラ
ン

ド
試
験

を
1
1
分

野
に
拡

充
（

2
01
8

年
度

）
 

ブ
ラ

ン
ド
試

験
の
実
績

推
移
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

項
目

数
 

1
0
 

1
0
 

1
1
 

1
1
 

1
1
 

実
績

（
件
）
 

4
4
,
9
9
1 

4
6
,
3
2
6 

4
9
,
9
1
5 

4
7
,
8
1
6 

3
8
,
2
1
0 

全
依

頼
試
験

に
占
め

る
 

割
合

(
％

) 
3
1
 

3
2
 

3
4
 

3
3
 

3
5
 

 
【

支
援
事

例
】
 

・
高

吸
水
性

タ
オ
ル

の
吸
水
性

能
評

価
 

・
学

習
用
デ

ス
ク
ラ

イ
ト
 
等

 

 (
8
)
試

験
・
研

究
設
備

お
よ
び

機
器

の
導

入
・
更

新
 

ス
テ

ム
な

ど
で

近
隣

公
設

試
を

紹
介

し
て
ニ

ー
ズ
に

対
応
 

 

機
器

の
保

守
や

校
正

管
理

の

適
切

な
実

施
に

よ
り

試
験

の
信

頼
性

を
維
持
 

 

J
C
S
S

事
業

が
定

期
的

に
品

質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
第

三
者

認
定

を
受

け
、

依
頼

試
験

の
高

品
質
化

を
推
進
 

 

J
I
S
に

定
め

の
無
い

試
験
は
、

職
員

が
保

有
す

る
知

識
・

ノ
ウ

ハ
ウ

の
活

用
や

部
署

間
連

携
に

よ
り

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
試

験
を

実
施

し
て
柔

軟
に
対

応
 

 

依
頼

試
験

項
目

を
定

期
的

に

見
直

し
、

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
に

即
し

た
試

験
実

施
体

制
を

整
え

て
中

小
企

業
が

抱
え

る
技

術
課

題
の

解
決
に

貢
献
 

2
2
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第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

二
 

中
小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標
 

（
一

）
技
術

的
課
題

の
解
決
の

た
め

の
支

援
 

イ
 
依

頼
試
験
 

製
品

の
品
質
・
性

能
証

明
や
事

故
原

因
究

明
な
ど

中
小
企
業

の
技

術
的

課
題
の

解
決
及
び

高
品

質
、
高

性
能
、
高

安
全

性
な

ど
付

加
価
値

の
高
い
も

の
づ

く
り

を

支
援

で
き
る

よ
う
、

試
験
項
目

及
び

内
容

の
充
実

を
図
る
と

と
も

に
、

技
術
的

ア
ド
バ
イ

ス
を

効
果

的
に
行

う
。
 

全
国

の
公
設

試
験
研

究
機
関
に

は
な

い
都

産
技
研

の
特
徴
的

な
技

術
分

野
の
試

験
精
度
向

上
や

試
験

範
囲
の

拡
充
を
行

う
な

ど
、
高

品
質
な

サ
ー
ビ

ス
の

提
供

に

努
め

る
。
 

日
本

工
業
規

格
（
Ｊ

Ｉ
Ｓ
）
等

に
定

め
の

な
い
分

析
・
評
価

な
ど

の
依

頼
に
つ

い
て
も
、

最
新

の
技

術
動
向

等
を
踏
ま

え
な

が
ら

柔
軟
な

対
応
を
図

る
。
 

中
小

企
業
の

海
外
取

引
の
拡
大

や
高

度
化

す
る
製

品
開
発
に

伴
っ

て
必

要
と
な

る
品
質
証

明
に

関
す

る
支
援

ニ
ー
ズ
に

対
応

で
き

る
よ
う

、
機

器
の

保
守
・
更
新

、

校
正

管
理
を

適
切
に

行
う
な
ど

、
公

的
試

験
研
究

機
関
と
し

て
の

信
頼

の
維
持

向
上
に
努

め
る
。
 

膨
大

か
つ
多

様
な
試

験
ニ
ー
ズ
に

対
し
、

他
の
試

験
研
究
機

関
と

連
携

し
た
効

率
的
な
支

援
を

進
め

る
。
 

 

 
評

価
項

目
番

号
 

7
 

自
己

評
価
 

S
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

製
品

の
品
質
・
性

能
証
明

や
事

故
原

因

究
明

な
ど

都
内

中
小

企
業

の
技

術
的

課

題
の

解
決
及

び
高
品

質
、
高
性

能
、
高

安

全
性

な
ど

付
加

価
値

の
高

い
も

の
づ

く

り
を

支
援
で

き
る
よ

う
、
依
頼

試
験

の
充

実
を

図
る
と

と
も
に

、
効
果
的

な
技

術
的

ア
ド

バ
イ
ス

を
実
施

す
る
。
JI
S
 
等

に
定

め
の

な
い
分

析
・
評

価
な

ど
、
お

客
様

の

個
別

の
試
験

ニ
ー
ズ

に
対
し
て

は
、
オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
試

験
に

よ
り

柔
軟

に
対

応

す
る

。
 

膨
大

か
つ

多
様

な
試

験
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
た

め
、

首
都

圏
公

設
試

連
携

体

（
以

下
「

T
K
F
」

と
い

う
。
）

 
に

参
加

し

て
い

る
近

隣
の

公
設

試
験

研
究

機
関

と

連
携

し
、
お

客
様
の

相
互
紹
介

を
行

う
な

ど
の

サ
ー
ビ

ス
を
実

施
す
る
。

 

(
1
)
試

験
項
目

の
実
績
 

 
1
)
都

産
技

研
全
体

の
依
頼
試

験
実

績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

1
4
3
,
4
6
6 

1
4
3
,
0
9
3 

1
4
8
,
8
0
9 

1
4
3
,
1
4
1 

1
0
9
,
8
8
4 

 
【

製
品
化

事
例
】
 

 
 

・
リ
フ

ォ
ー
ム

畳
 

 
 

・
意
匠

性
の
高

い
ダ
イ
ニ

ン
グ

チ
ェ

ア
 
等
 

2
)
ア

ウ
ト
カ

ム
調
査

の
実
施
 

 
 

依
頼

試
験

事
業

に
関

す
る

目
的

達
成

度
に

つ
い

て
、「

十
分
達

成
で

き
た

」
と

「
あ

る
程

度
達

成
で
き

た
」
の

合
計
値
が

中
期

期
間

平
均

9
7
%
以
上
 

 (
2
)
依

頼
試
験

項
目
の

充
実
お

よ
び

見
直

し
 

 
新

た
に
導

入
し
た

機
器
や
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド
試

験
と
し
て

対
応
し
て

い
た
項

目
の
追
加

や
、

利
用

の
少
な

い
項
目

の
廃
止
に

よ
り

、
依

頼
試
験

項
目
の
利

便
性
を
向

上
 

 

(
3
)
オ

ー
ダ
ー

メ
ー
ド

試
験
 

 
1
)
オ

ー
ダ

ー
メ
ー

ド
試
験
実

績
 

都
産

技
研

の
特

徴
あ

る
技

術

分
野

で
あ

る
ブ

ラ
ン

ド
試

験
を

継
続

実
施
し

、
試
験

分
野
を

1
1

分
野

に
拡
大
 

 

ブ
ラ

ン
ド

試
験

比
率

は
中

期

計
画

期
間

を
通

じ
て

全
依

頼
試

験
中

3
0%

以
上

と
最

終
年

度
目

標
値

2
3%

を
大

き
く

超
え

る
値

を
達

成
し

、
高

付
加

価
値

な
も

の
づ

く
り
に

貢
献
 

 

試
験

項
目

の
充

実
や

最
適

な

試
験

提
案

な
ど

に
よ

り
、

全
体

の
件

数
は

中
期

計
画

期
間

を
通

じ
て

高
い
件

数
実
績

を
達
成
 

 

都
産

技
研

が
保

有
し

な
い

機

器
は

、
T
K
F
の

試
験
機

器
検
索

シ

2
1

中
小

企
業

の
海

外
取

引
の

拡
大

や
高

度
化

す
る

製
品

開
発

に
伴

っ
て

必
要

と

な
る

品
質

証
明

に
関

す
る

ニ
ー

ズ
に

対

応
し

、
公
的

試
験
研

究
機
関
と

し
て

の
信

頼
の

維
持
向

上
を
図

る
た
め
、
機

器
の
保

守
・
更

新
、
校

正
管

理
を
よ
り

適
切

に
行

う
。
試

験
所

認
定
を

受
け
た
登

録
分

野
の

技
術

支
援
を

実
施
す

る
こ
と
で

、
依

頼
試

験
の

高
品
質

化
を
進

め
る
。
 

高
付

加
価

値
な

製
品

の
開

発
に

必
要

と
な

る
高

度
か

つ
多

様
な

試
験

ニ
ー

ズ

に
対

応
す
る

た
め

、
試

験
項
目

の
追

加
等

を
適

宜
行
う

と
と
も

に
、
全
国

の
公

設
試

験
研

究
機

関
に

は
な

い
都

産
技

研
の

特

徴
あ

る
技
術

分
野
（

非
破
壊
透

視
試

験
、

音
響

試
験
、
照
明
試

験
等

）
に

つ
い

て
は

、

試
験

精
度

の
向

上
や

試
験

内
容

の
充

実

を
図

る
な

ど
一

層
高

品
質

な
サ

ー
ビ

ス

の
提

供
に
努

め
る

。
都

産
技
研

の
特

徴
あ

る
技

術
分

野
が

依
頼

試
験

全
体

に
占

め

る
割

合
に
つ

い
て
は

、
第

三
期

中
期

計
画

期
間

の
最
終

年
度
で

あ
る
令
和

2
年

度
の

年
間

実
績
で

2
3
％
を

目
標
と

す
る

。
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

2
1
1
 

1
8
8
 

15
7
 

1
7
3
 

1
2
9
 

 
2
)
オ

ー
ダ

ー
メ
ー

ド
試
験
事

例
 

 
 

・
形
状

変
位
を

正
確
に
測

定
で

き
る

レ
ー
ザ

ー
ス
キ
ャ

ナ
の

精
度

検
証
 

 
 

・
糸
の

摩
擦
試

験
 

・
ヘ

ア
ケ
ア

製
品
の

効
果
測
定

の
た

め
の

毛
束
表

面
の
摩
擦
力

測
定
 

等
 

 (
4
)
近

隣
の
公

設
試
験

研
究
機

関
と

連
携

し
た
試

験
実
施
体
制

の
継
続
 

1
)
T
K
F
ウ
ェ

ブ
サ
イ

ト
連
携
技

術
相

談
の

実
施
 

 
2
)
T
KF

ミ
ニ
イ

ン
タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
活

用
し
た

公
設
試
相

互
の
試
験

品
質
向

上
の
取
り

組
み

 
3
)
T
K
F
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ
試
験

研
究

機
器

検
索
シ

ス
テ
ム
の

サ
イ
ト
を

継
続
 

 
4
)
全

国
公

設
試
の

機
器
検
索

シ
ス

テ
ム

サ
ー
ビ

ス
へ
の
協

力
を
継
続
 

 (
5
)
計

量
法
認

定
事
業

者
(
JC
S
S
)
と

し
て
依

頼
試
験

業
務
を
継

続
 

 (
6
)
電

磁
環

境
試

験
所

認
定

セ
ン

タ
ー

(
V
L
A
C)

認
定

の
依
頼

試
験

業
務

に
代

わ
り

、
国

際
規

格

で
あ

る
C
I
S
P
R
 2
5
、

I
SO
 
76
3
7
-
2
な

ど
車
に

搭
載
す

る
I
C
T
機
器

等
に
ニ

ー
ズ
の

高
い

依
頼

試
験

を
開
始
 

 (
7
)
都

産
技
研

ブ
ラ
ン

ド
試
験

(
東

京
都
な

ら
で
は

の
試
験
)
の

拡
充
 

 
新

た
に
「

繊
維
・
複
合

材
料

評
価

試
験

」
を
加

え
、
ブ
ラ
ン

ド
試
験

を
1
1
分

野
に
拡

充
（

2
01
8

年
度

）
 

ブ
ラ

ン
ド
試

験
の
実
績

推
移
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

項
目

数
 

1
0
 

1
0
 

1
1
 

1
1
 

1
1
 

実
績

（
件
）
 

4
4
,
9
9
1 

4
6
,
3
2
6 

4
9
,
9
1
5 

4
7
,
8
1
6 

3
8
,
2
1
0 

全
依

頼
試
験

に
占
め

る
 

割
合

(
％

) 
3
1
 

3
2
 

3
4
 

3
3
 

3
5
 

 
【

支
援
事

例
】
 

・
高

吸
水
性

タ
オ
ル

の
吸
水
性

能
評

価
 

・
学

習
用
デ

ス
ク
ラ

イ
ト
 
等

 

 (
8
)
試

験
・
研

究
設
備

お
よ
び

機
器

の
導

入
・
更

新
 

ス
テ

ム
な

ど
で

近
隣

公
設

試
を

紹
介

し
て
ニ

ー
ズ
に

対
応
 

 

機
器

の
保

守
や

校
正

管
理

の

適
切

な
実

施
に

よ
り

試
験

の
信

頼
性

を
維
持
 

 

J
C
S
S

事
業

が
定

期
的

に
品

質

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

の
第

三
者

認
定

を
受

け
、

依
頼

試
験

の
高

品
質
化

を
推
進
 

 

J
I
S
に

定
め

の
無
い

試
験
は
、

職
員

が
保

有
す

る
知

識
・

ノ
ウ

ハ
ウ

の
活

用
や

部
署

間
連

携
に

よ
り

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
試

験
を

実
施

し
て
柔

軟
に
対

応
 

 

依
頼

試
験

項
目

を
定

期
的

に

見
直

し
、

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
に

即
し

た
試

験
実

施
体

制
を

整
え

て
中

小
企

業
が

抱
え

る
技

術
課

題
の

解
決
に

貢
献
 

2
2
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1
)
都

産
技
研

保
有
機

器
 

 
保

有
機
器

情
報
の

一
元
管
理

の
た

め
、
機

器
管

理
シ
ス
テ

ム
の

運
用

を
開
始
（

2
0
17

年
度

）

 
2
)
機

器
整

備
の
概

要
 

 
 

都
産

技
研

の
ブ

ラ
ン

ド
試

験
や

国
際

規
格

対
応

等
ニ

ー
ズ

の
高

い
機

器
を

中
心

に
機

器

を
整

備
 

 (
9
)
機

器
の
保

守
・
更

新
、
校

正
管

理
の

適
切
な

実
施
 

機
器

の
保
守

・
校
正
実

績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
施

数
（
件

）
 

3
9
5
 

3
7
7
 

4
0
6
 

3
8
2
 

3
9
0
 

費
用

（
億
円

）
 

3
.
8
 

4
.
0
 

4
.
0
 

3
.
7
 

3
.
5
 

 (
1
0
)
中

小
企

業
の

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
高

効
率

化
に

関
す

る
製

品
開

発
を

促
進

す
る

依
頼

試
験

の
継

続
 

 
1
)
L
E
D
照

明
に
関

す
る
試
験

の
実

施
 

 
2
)
消

費
電

力
測
定

に
関
す
る

試
験

の
実

施
 

 (
1
1
)
工

業
製

品
等
の

放
射
線
量

測
定

試
験

(
都

内
中

小
企
業
は

無
料
実

施
) 

 
1
)
持

ち
込

み
に
よ

る
放
射
線

量
測

定
試

験
の
実

施
 

 
2
)
出

張
に

よ
る
放

射
線
量
測

定
試

験
の

実
施
 

 

 

5
年

間
の
評

定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

A
 

A
 

A
 

A
 

 

 

2
3

第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

二
 

中
小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標
 

（
二

）
 
製
品

開
発
、

品
質
評

価
の

た
め

の
支
援
 

ア
 

機
器
利

用
サ
ー

ビ
ス
の
提

供
 

中
小

企
業
の

ニ
ー
ズ

の
高
い
、
先
行

技
術

や
高

度
な

基
盤
技

術
な

ど
に

対
応
し

、
単
独
の

中
小

企
業

で
は
導

入
が
困
難

な
最

新
の

機
器
を

計
画
的
に

整
備

し
、
直

接
利

用
に
供

す
る
。

さ
ら
に
、

機
器

利
用

ラ
イ
セ

ン
ス
制
度

の
拡

充
な

ど
、
中

小
企
業
の

機
器

利
用

の
促
進

を
図
る
た

め
の

サ
ー

ビ
ス
の

充
実
に
努

め
る

。
 

職
員

の
豊
富

な
知
識

を
生
か
し
て

、
中
小

企
業
に

お
け
る
新

製
品

・
新

技
術
開

発
を
支
援

す
る

。
 

 

 
評

価
項

目
番

号
 

8
 

自
己

評
価
 

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

中
小

企
業

で
は

導
入

が
困

難
な

測
定

機
器

や
分
析

機
器
を

整
備
し
、
中

小
企
業

に
お

け
る
新

製
品
・
新

技
術
開

発
の

た
め

に
機

器
の

直
接

利
用

の
サ

ー
ビ

ス
を

提

供
す

る
。
利

用
に
際

し
て

は
、
職

員
の

豊

富
な

知
識
を

活
か
し

て
、
的
確

な
機

器
利

用
に

関
す
る

指
導
・

助
言
を
行

う
。
 

高
度

な
先
端
機

器
に

つ
い
て
も

、
利
用

方
法

習
得

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

て
機

器

利
用

ラ
イ

セ
ン

ス
を

発
行

す
る

制
度

に

よ
り

、
中
小

企
業
の

機
器
利
用

の
促

進
を

図
る

。
 

都
産

技
研

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（
以

下
、
「

都

産
技

研
H
P」

と
い
う

。
）

を
活

用
し

、
利

用
可

能
情
報

を
提
供

す
る
な
ど

、
機

器
利

用
に

際
し

て
の

利
便

性
向

上
を

図
る

取

り
組

み
を
継

続
す
る

。
 

(
1
)
機

器
利
用

の
実
績
 

1
)
機

器
利
用

実
績
 

 
2
0
1
6 

20
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

機
器

利
用
件

数
（
件

）
 

1
3
4
,
2
8
5 

1
4
4
,
73
7

1
5
7
,
5
4
1

1
4
0
,
9
0
1

1
0
3
,
4
1
1

【
製

品
化
事

例
】
 

 
・

光
コ
ネ

ク
タ
断

線
検
出
器

 

 
・

フ
ォ
ー

ク
リ
フ

ト
用

LE
D
ラ

イ
ト
 

 
・

感
染
症

対
策
用

非
接
触
ツ

ー
ル
 

2
)
ア

ウ
ト
カ

ム
調
査

の
実
施
 

機
器

利
用

事
業

に
関

す
る

目
的

達
成

度
に

つ
い

て
、
「

十
分

達
成

で
き

た
」

と
「

あ
る

程

度
達

成
で
き

た
」
の

合
計
が
中

期
期

間
平

均
9
7％

以
上
を

達
成
 

 (
2
)
機

器
利
用

項
目
の

充
実
お

よ
び

見
直

し
 

新
た

に
導
入

し
た
機

器
や
お
客

様
か

ら
の

要
望
が

多
い
機
器

の
項

目
追

加
や
、
利
用

の
少

な

い
項

目
の
廃

止
に
よ

り
、
機
器

利
用

項
目

の
利
便

性
を
向
上

 

 (
3
)
機

器
利
用

に
関
す

る
指
導

・
助

言
の

実
施
 

機
器

利
用
指

導
実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

件
数

（
件
）
 

1
0
,
5
6
1 

1
0
,
7
2
9 

1
1
,
6
9
6 

1
0
,
8
5
3 

7
,
1
5
2 

  

お
客

様
の

ニ
ー

ズ
を

反
映

し

た
試

験
項

目
の

見
直

し
や

実
績

週
報

に
よ

る
進

捗
管

理
な

ど
に

よ
り

、
第
二

期
の
平

均
約

11
万

1
千

件
を

大
き

く
上

回
る

平
均

約
1
3
万

6
千

件
実
績

を
達
成

 
 

機
器

利
用

指
導

に
よ

る
操

作

方
法

指
導

や
助

言
の

ほ
か

、
先

端
機

器
に

つ
い

て
は

ラ
イ

セ
ン

ス
制

度
を

活
用

し
て

中
小

企
業

の
技

術
力
向

上
に
寄

与
 

 

都
産

技
研

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

に

よ
る

予
約

情
報

等
の

提
供

を
継

続
し

て
実

施
し

て
お

客
様

の
利

便
性

に
貢
献
 

 

支
所

の
設

備
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル

後
、

特
色

を
活

か
し

た
も

の
づ

く
り

支
援

に
よ

り
中

小
企

業
の

製
品

化
に
貢

献
 

 

城
東

支
所
に
「

デ
ザ

イ
ン
ス
タ

ジ
オ

」
、
「

も
の

づ
く

り
ス

タ
ジ

2
4
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1
)
都

産
技
研

保
有
機

器
 

 
保

有
機
器

情
報
の

一
元
管
理

の
た

め
、
機

器
管

理
シ
ス
テ

ム
の

運
用

を
開
始
（

2
0
17

年
度

）

 
2
)
機

器
整

備
の
概

要
 

 
 

都
産

技
研

の
ブ

ラ
ン

ド
試

験
や

国
際

規
格

対
応

等
ニ

ー
ズ

の
高

い
機

器
を

中
心

に
機

器

を
整

備
 

 (
9
)
機

器
の
保

守
・
更

新
、
校

正
管

理
の

適
切
な

実
施
 

機
器

の
保
守

・
校
正
実

績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
施

数
（
件

）
 

3
9
5
 

3
7
7
 

4
0
6
 

3
8
2
 

3
9
0
 

費
用

（
億
円

）
 

3
.
8
 

4
.
0
 

4
.
0
 

3
.
7
 

3
.
5
 

 (
1
0
)
中

小
企

業
の

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
高

効
率

化
に

関
す

る
製

品
開

発
を

促
進

す
る

依
頼

試
験

の
継

続
 

 
1
)
L
E
D
照

明
に
関

す
る
試
験

の
実

施
 

 
2
)
消

費
電

力
測
定

に
関
す
る

試
験

の
実

施
 

 (
1
1
)
工

業
製

品
等
の

放
射
線
量

測
定

試
験

(
都

内
中

小
企
業
は

無
料
実

施
) 

 
1
)
持

ち
込

み
に
よ

る
放
射
線

量
測

定
試

験
の
実

施
 

 
2
)
出

張
に

よ
る
放

射
線
量
測

定
試

験
の

実
施
 

 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

A
 

A
 

A
 

A
 

 

 

2
3

第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

二
 

中
小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標
 

（
二

）
 
製
品

開
発
、

品
質
評

価
の

た
め

の
支
援
 

ア
 

機
器
利

用
サ
ー

ビ
ス
の
提

供
 

中
小

企
業
の

ニ
ー
ズ

の
高
い
、
先
行

技
術

や
高

度
な

基
盤
技

術
な

ど
に

対
応
し

、
単
独
の

中
小

企
業

で
は
導

入
が
困
難

な
最

新
の

機
器
を

計
画
的
に

整
備

し
、
直

接
利

用
に
供

す
る
。

さ
ら
に
、

機
器

利
用

ラ
イ
セ

ン
ス
制
度

の
拡

充
な

ど
、
中

小
企
業
の

機
器

利
用

の
促
進

を
図
る
た

め
の

サ
ー

ビ
ス
の

充
実
に
努

め
る

。
 

職
員

の
豊
富

な
知
識

を
生
か
し
て

、
中
小

企
業
に

お
け
る
新

製
品

・
新

技
術
開

発
を
支
援

す
る

。
 

 

 
評

価
項

目
番

号
 

8
 

自
己

評
価
 

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

中
小

企
業

で
は

導
入

が
困

難
な

測
定

機
器

や
分
析

機
器
を

整
備
し
、
中

小
企
業

に
お

け
る
新

製
品
・
新

技
術
開

発
の

た
め

に
機

器
の

直
接

利
用

の
サ

ー
ビ

ス
を

提

供
す

る
。
利

用
に
際

し
て

は
、
職

員
の

豊

富
な

知
識
を

活
か
し

て
、
的
確

な
機

器
利

用
に

関
す
る

指
導
・

助
言
を
行

う
。
 

高
度

な
先
端
機

器
に

つ
い
て
も

、
利
用

方
法

習
得

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

て
機

器

利
用

ラ
イ

セ
ン

ス
を

発
行

す
る

制
度

に

よ
り

、
中
小

企
業
の

機
器
利
用

の
促

進
を

図
る

。
 

都
産

技
研

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（
以

下
、
「

都

産
技

研
H
P」

と
い
う

。
）

を
活

用
し

、
利

用
可

能
情
報

を
提
供

す
る
な
ど

、
機

器
利

用
に

際
し

て
の

利
便

性
向

上
を

図
る

取

り
組

み
を
継

続
す
る

。
 

(
1
)
機

器
利
用

の
実
績
 

1
)
機

器
利
用

実
績
 

 
2
0
1
6 

20
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

機
器

利
用
件

数
（
件

）
 

1
3
4
,
2
8
5 

1
4
4
,
73
7

1
5
7
,
5
4
1

1
4
0
,
9
0
1

1
0
3
,
4
1
1

【
製

品
化
事

例
】
 

 
・

光
コ
ネ

ク
タ
断

線
検
出
器

 

 
・

フ
ォ
ー

ク
リ
フ

ト
用

LE
D
ラ

イ
ト
 

 
・

感
染
症

対
策
用

非
接
触
ツ

ー
ル
 

2
)
ア

ウ
ト
カ

ム
調
査

の
実
施
 

機
器

利
用

事
業

に
関

す
る

目
的

達
成

度
に

つ
い

て
、
「

十
分

達
成

で
き

た
」

と
「

あ
る

程

度
達

成
で
き

た
」
の

合
計
が
中

期
期

間
平

均
9
7％

以
上
を

達
成
 

 (
2
)
機

器
利
用

項
目
の

充
実
お

よ
び

見
直

し
 

新
た

に
導
入

し
た
機

器
や
お
客

様
か

ら
の

要
望
が

多
い
機
器

の
項

目
追

加
や
、
利
用

の
少

な

い
項

目
の
廃

止
に
よ

り
、
機
器

利
用

項
目

の
利
便

性
を
向
上

 

 (
3
)
機

器
利
用

に
関
す

る
指
導

・
助

言
の

実
施
 

機
器

利
用
指

導
実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

件
数

（
件
）
 

1
0
,
5
6
1 

1
0
,
7
2
9 

1
1
,
6
9
6 

1
0
,
8
5
3 

7
,
1
5
2 

  

お
客

様
の

ニ
ー

ズ
を

反
映

し

た
試

験
項

目
の

見
直

し
や

実
績

週
報

に
よ

る
進

捗
管

理
な

ど
に

よ
り

、
第
二

期
の
平

均
約

11
万

1
千

件
を

大
き

く
上

回
る

平
均

約
1
3
万

6
千

件
実
績

を
達
成

 
 

機
器

利
用

指
導

に
よ

る
操

作

方
法

指
導

や
助

言
の

ほ
か

、
先

端
機

器
に

つ
い

て
は

ラ
イ

セ
ン

ス
制

度
を

活
用

し
て

中
小

企
業

の
技

術
力
向

上
に
寄

与
 

 

都
産

技
研

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

に

よ
る

予
約

情
報

等
の

提
供

を
継

続
し

て
実

施
し

て
お

客
様

の
利

便
性

に
貢
献
 

 

支
所

の
設

備
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル

後
、

特
色

を
活

か
し

た
も

の
づ

く
り

支
援

に
よ

り
中

小
企

業
の

製
品

化
に
貢

献
 

 

城
東

支
所
に
「

デ
ザ

イ
ン
ス
タ

ジ
オ

」
、
「

も
の

づ
く

り
ス

タ
ジ

2
4
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第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

二
 

中
小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標
 

（
二

）
 
製
品

開
発
、

品
質
評

価
の

た
め

の
支
援
 

ア
 

機
器
利

用
サ
ー

ビ
ス
の
提

供
 

中
小

企
業
の

ニ
ー
ズ

の
高
い
、
先

行
技
術

や
高

度
な

基
盤
技

術
な

ど
に

対
応
し

、
単
独
の

中
小
企
業

で
は
導

入
が
困
難

な
最

新
の

機
器
を

計
画
的
に

整
備

し
、
直

接
利

用
に
供

す
る
。

さ
ら
に
、

機
器

利
用

ラ
イ
セ

ン
ス
制
度

の
拡

充
な

ど
、
中

小
企
業
の

機
器
利
用

の
促
進

を
図
る
た

め
の

サ
ー

ビ
ス
の

充
実
に
努

め
る

。
 

職
員

の
豊
富

な
知
識

を
生
か
し

て
、

中
小

企
業
に

お
け
る
新

製
品

・
新

技
術
開

発
を
支
援

す
る

。
 

 

 
評

価
項

目
番

号
 

8
 

自
己

評
価
 

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

中
小

企
業

で
は

導
入

が
困

難
な

測
定

機
器

や
分
析

機
器
を

整
備
し
、
中

小
企
業

に
お

け
る
新

製
品
・
新

技
術
開

発
の

た
め

に
機

器
の

直
接

利
用

の
サ

ー
ビ

ス
を

提

供
す

る
。
利

用
に

際
し
て

は
、
職

員
の

豊

富
な

知
識
を

活
か
し

て
、
的
確

な
機

器
利

用
に

関
す
る

指
導
・

助
言
を
行

う
。
 

高
度

な
先
端

機
器
に

つ
い
て
も

、
利
用

方
法

習
得

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

て
機

器

利
用

ラ
イ

セ
ン

ス
を

発
行

す
る

制
度

に

よ
り

、
中
小

企
業
の

機
器
利
用

の
促

進
を

図
る

。
 

都
産

技
研

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（
以

下
、
「

都

産
技

研
H
P」

と
い
う

。
）

を
活

用
し

、
利

用
可

能
情
報

を
提
供

す
る
な
ど

、
機

器
利

用
に

際
し

て
の

利
便

性
向

上
を

図
る

取

り
組

み
を
継

続
す
る

。
 

(
1
)
機

器
利
用

の
実
績
 

1
)
機

器
利
用

実
績
 

 
2
0
1
6 

20
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

機
器

利
用
件

数
（
件

）
 

1
3
4
,
2
8
5 

1
4
4
,
73
7

1
5
7
,
5
4
1

1
4
0
,
9
0
1

1
0
3
,
4
1
1

【
製

品
化
事

例
】
 

 
・

光
コ
ネ

ク
タ
断

線
検
出
器

 

 
・

フ
ォ
ー

ク
リ
フ

ト
用

LE
D
ラ

イ
ト
 

 
・

感
染
症

対
策
用

非
接
触
ツ

ー
ル
 

2
)
ア

ウ
ト
カ

ム
調
査

の
実
施
 

機
器

利
用

事
業

に
関

す
る

目
的

達
成

度
に

つ
い

て
、
「

十
分

達
成

で
き

た
」

と
「

あ
る

程

度
達

成
で
き

た
」
の

合
計
が
中

期
期

間
平

均
9
7％

以
上
を

達
成
 

 (
2
)
機

器
利
用

項
目
の

充
実
お

よ
び

見
直

し
 

新
た

に
導
入

し
た
機

器
や
お
客

様
か

ら
の

要
望
が

多
い
機
器

の
項

目
追

加
や
、
利
用

の
少

な

い
項

目
の
廃

止
に
よ

り
、
機
器

利
用

項
目

の
利
便

性
を
向
上

 

 (
3
)
機

器
利
用

に
関
す

る
指
導

・
助

言
の

実
施
 

機
器

利
用
指

導
実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

件
数

（
件
）
 

1
0
,
5
6
1 

1
0
,
7
2
9 

1
1
,
6
9
6 

1
0
,
8
5
3 

7
,
1
5
2 

  

お
客

様
の

ニ
ー

ズ
を

反
映

し

た
試

験
項

目
の

見
直

し
や

実
績

週
報

に
よ

る
進

捗
管

理
な

ど
に

よ
り

、
第
二

期
の
平

均
約

11
万

1
千

件
を

大
き

く
上

回
る

平
均

約
1
3
万

6
千

件
実
績

を
達
成

 
 

機
器

利
用

指
導

に
よ

る
操

作

方
法

指
導

や
助

言
の

ほ
か

、
先

端
機

器
に

つ
い

て
は

ラ
イ

セ
ン

ス
制

度
を

活
用

し
て

中
小

企
業

の
技

術
力
向

上
に
寄

与
 

 

都
産

技
研

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

に

よ
る

予
約

情
報

等
の

提
供

を
継

続
し

て
実

施
し

て
お

客
様

の
利

便
性

に
貢
献
 

 

支
所

の
設

備
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル

後
、

特
色

を
活

か
し

た
も

の
づ

く
り

支
援

に
よ

り
中

小
企

業
の

製
品

化
に
貢

献
 

 

城
東

支
所
に
「

デ
ザ

イ
ン
ス
タ

ジ
オ

」
、
「

も
の

づ
く

り
ス

タ
ジ

2
4

- 91 -

1
)
都

産
技
研

保
有
機

器
 

 
保

有
機
器

情
報
の

一
元
管
理

の
た

め
、
機

器
管

理
シ
ス
テ

ム
の

運
用

を
開
始
（

2
0
17

年
度

）

 
2
)
機

器
整

備
の
概

要
 

 
 

都
産

技
研

の
ブ

ラ
ン

ド
試

験
や

国
際

規
格

対
応

等
ニ

ー
ズ

の
高

い
機

器
を

中
心

に
機

器

を
整

備
 

 (
9
)
機

器
の
保

守
・
更

新
、
校

正
管

理
の

適
切
な

実
施
 

機
器

の
保
守

・
校
正
実

績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
施

数
（
件

）
 

3
9
5
 

3
7
7
 

4
0
6
 

3
8
2
 

3
9
0
 

費
用

（
億
円

）
 

3
.
8
 

4
.
0
 

4
.
0
 

3
.
7
 

3
.
5
 

 (
1
0
)
中

小
企

業
の

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

や
高

効
率

化
に

関
す

る
製

品
開

発
を

促
進

す
る

依
頼

試
験

の
継

続
 

 
1
)
L
E
D
照

明
に
関

す
る
試
験

の
実

施
 

 
2
)
消

費
電

力
測
定

に
関
す
る

試
験

の
実

施
 

 (
1
1
)
工

業
製

品
等
の

放
射
線
量

測
定

試
験

(
都

内
中

小
企
業
は

無
料
実

施
) 

 
1
)
持

ち
込

み
に
よ

る
放
射
線

量
測

定
試

験
の
実

施
 

 
2
)
出

張
に

よ
る
放

射
線
量
測

定
試

験
の

実
施
 

 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

A
 

A
 

A
 

A
 

 

 

2
3

第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

二
 

中
小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標
 

（
二

）
 
製
品

開
発
、

品
質
評

価
の

た
め

の
支
援
 

ア
 

機
器
利

用
サ
ー

ビ
ス
の
提

供
 

中
小

企
業
の

ニ
ー
ズ

の
高
い
、
先
行

技
術

や
高

度
な

基
盤
技

術
な

ど
に

対
応
し

、
単
独
の

中
小

企
業

で
は
導

入
が
困
難

な
最

新
の

機
器
を

計
画
的
に

整
備

し
、
直

接
利

用
に
供

す
る
。

さ
ら
に
、

機
器

利
用

ラ
イ
セ

ン
ス
制
度

の
拡

充
な

ど
、
中

小
企
業
の

機
器

利
用

の
促
進

を
図
る
た

め
の

サ
ー

ビ
ス
の

充
実
に
努

め
る

。
 

職
員

の
豊
富

な
知
識

を
生
か
し
て

、
中
小

企
業
に

お
け
る
新

製
品

・
新

技
術
開

発
を
支
援

す
る

。
 

 

 
評

価
項

目
番

号
 

8
 

自
己

評
価
 

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

中
小

企
業

で
は

導
入

が
困

難
な

測
定

機
器

や
分
析

機
器
を

整
備
し
、
中

小
企
業

に
お

け
る
新

製
品
・
新

技
術
開

発
の

た
め

に
機

器
の

直
接

利
用

の
サ

ー
ビ

ス
を

提

供
す

る
。
利

用
に
際

し
て

は
、
職

員
の

豊

富
な

知
識
を

活
か
し

て
、
的
確

な
機

器
利

用
に

関
す
る

指
導
・

助
言
を
行

う
。
 

高
度

な
先
端
機

器
に

つ
い
て
も

、
利
用

方
法

習
得

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

て
機

器

利
用

ラ
イ

セ
ン

ス
を

発
行

す
る

制
度

に

よ
り

、
中
小

企
業
の

機
器
利
用

の
促

進
を

図
る

。
 

都
産

技
研

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（
以

下
、
「

都

産
技

研
H
P」

と
い
う

。
）

を
活

用
し

、
利

用
可

能
情
報

を
提
供

す
る
な
ど

、
機

器
利

用
に

際
し

て
の

利
便

性
向

上
を

図
る

取

り
組

み
を
継

続
す
る

。
 

(
1
)
機

器
利
用

の
実
績
 

1
)
機

器
利
用

実
績
 

 
2
0
1
6 

20
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

機
器

利
用
件

数
（
件

）
 

1
3
4
,
2
8
5 

1
4
4
,
73
7

1
5
7
,
5
4
1

1
4
0
,
9
0
1

1
0
3
,
4
1
1

【
製

品
化
事

例
】
 

 
・

光
コ
ネ

ク
タ
断

線
検
出
器

 

 
・

フ
ォ
ー

ク
リ
フ

ト
用

LE
D
ラ

イ
ト
 

 
・

感
染
症

対
策
用

非
接
触
ツ

ー
ル
 

2
)
ア

ウ
ト
カ

ム
調
査

の
実
施
 

機
器

利
用

事
業

に
関

す
る

目
的

達
成

度
に

つ
い

て
、
「

十
分

達
成

で
き

た
」

と
「

あ
る

程

度
達

成
で
き

た
」
の

合
計
が
中

期
期

間
平

均
9
7％

以
上
を

達
成
 

 (
2
)
機

器
利
用

項
目
の

充
実
お

よ
び

見
直

し
 

新
た

に
導
入

し
た
機

器
や
お
客

様
か

ら
の

要
望
が

多
い
機
器

の
項

目
追

加
や
、
利
用

の
少

な

い
項

目
の
廃

止
に
よ

り
、
機
器

利
用

項
目

の
利
便

性
を
向
上

 

 (
3
)
機

器
利
用

に
関
す

る
指
導

・
助

言
の

実
施
 

機
器

利
用
指

導
実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

件
数

（
件
）
 

1
0
,
5
6
1 

1
0
,
7
2
9 

1
1
,
6
9
6 

1
0
,
8
5
3 

7
,
1
5
2 

  

お
客

様
の

ニ
ー

ズ
を

反
映

し

た
試

験
項

目
の

見
直

し
や

実
績

週
報

に
よ

る
進

捗
管

理
な

ど
に

よ
り

、
第
二

期
の
平

均
約

11
万

1
千

件
を

大
き

く
上

回
る

平
均

約
1
3
万

6
千

件
実
績

を
達
成

 
 

機
器

利
用

指
導

に
よ

る
操

作

方
法

指
導

や
助

言
の

ほ
か

、
先

端
機

器
に

つ
い

て
は

ラ
イ

セ
ン

ス
制

度
を

活
用

し
て

中
小

企
業

の
技

術
力
向

上
に
寄

与
 

 

都
産

技
研

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

に

よ
る

予
約

情
報

等
の

提
供

を
継

続
し

て
実

施
し

て
お

客
様

の
利

便
性

に
貢
献
 

 

支
所

の
設

備
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル

後
、

特
色

を
活

か
し

た
も

の
づ

く
り

支
援

に
よ

り
中

小
企

業
の

製
品

化
に
貢

献
 

 

城
東

支
所
に
「

デ
ザ

イ
ン
ス
タ

ジ
オ

」
、
「

も
の

づ
く

り
ス

タ
ジ

2
4
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(
4
)
機

器
利
用

ラ
イ
セ

ン
ス
制

度
の

活
用

拡
大
 

 
1
)
対

象
機

種
数

:2
0
機
種
 

 
2
)
機

器
利

用
ラ
イ

セ
ン
ス
カ

ー
ド

発
行

枚
数

:累
計

1,
0
9
9
枚
 

 

3
)
機

器
利
用

ラ
イ
セ

ン
ス
制
度

利
用

実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

4
,
4
2
7 

4
,
4
8
7 

5,
7
7
9 

4
,
1
2
3 

2
,
8
3
2 

 
4
)
ラ

イ
セ

ン
ス
発

行
枚
数
が

多
い

機
器
 

 
 

・
分
析

機
能
付

き
走
査
電

子
顕

微
鏡
 

 
 

・
X
線

回
折
装

置
 
等
 

 (
5
)
都

産
技
研

ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト

を
活

用
し

た
機
器

利
用
可
能
情

報
の
提

供
 

 
1
)
機

器
利

用
情
報

の
提
供
 

 
 

ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト

で
の
利
用

可
能

機
器

予
約
状

況
の
提
供

：
計

3
79

機
種
 

 
2
)
機

器
利

用
の
オ

ン
ラ
イ
ン

予
約

の
継

続
 

 
 

温
湿
度

試
験
機

器
等

28
台
 

 
3
)
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

る
機

器
利

用
業

務
の

縮
小

の
た

め
、

2
0
2
0

年
度

は
機
器

利
用
可

能
情
報
の

提
供
、
イ

ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
経

由
で

の
予

約
申
し

込
み
受
付

を
一

時
休
止
 

 (
6
)
城

東
支

所
「

デ
ザ

イ
ン

ス
タ

ジ
オ

・
も

の
づ

く
り

ス
タ

ジ
オ

」
を

活
用

し
た

も
の

づ
く

り

支
援

（
2
0
17

年
度
リ

ニ
ュ
ー

ア
ル

）
 

城
東

支
所
の

機
器
利
用

実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

1
3
,
7
7
8 

1
0
,
4
9
0 

14
,
3
4
7 

1
1
,
3
5
8 

6
,
9
1
2 

 

【
支

援
事
例

】
 

・
金

属
製
フ

ッ
ク
の

フ
ァ
イ
バ

ー
レ

ー
ザ

ー
加
工

機
に
よ
る

試
作
 

・
樹

脂
A
M
に

よ
る
銀

食
器
の

試
作

と
デ

ザ
イ
ン

設
計
指
導
 

 

(
7
)
墨

田
支
所

(
生
活

技
術
開
発

セ
ク

タ
ー

)
に

よ
る

技
術
支
援

サ
ー
ビ

ス
（

2
0
1
3
年
度

リ
ニ

ュ

ー
ア

ル
）
 

 

オ
」

を
開

設
し

、
地

域
の

も
の

づ
く

り
支
援

を
強
化
 

 

墨
田

支
所
（

生
活
技

術
開
発
セ

ク
タ

ー
）

で
は

日
射

試
験

装
置

や
生

理
計

測
機

器
な

ど
に

よ

り
、

主
に

生
活

関
連

製
品

の
性

能
評

価
を
支

援
 

 

城
南

支
所
で

は
X
線

C
T、

三

次
元

測
定

機
や

光
造

形
装

置
な

ど
を

活
用

し
て

先
端

も
の

づ
く

り
産

業
を

支
援

し
、

医
療

関
連

機
器

等
の
海

外
展
開

に
貢
献
 

 

5
G

関
連

製
品

の
社

会
実

装
拠

点
と

し
て
、
ロ

ー
カ

ル
5
G
基

地

局
等

を
整
備

し
、

DX
推

進
セ

ン

タ
ー

を
開
設
 

2
5

墨
田

支
所
の

機
器
利
用

実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件

）
 

9
,
4
7
7 

1
0
,
0
7
1 

11
,
9
0
9 

1
0
,
0
2
9 

5
,
2
5
3 

 【
支

援
事
例

】
 

・
フ

ィ
ッ
ト

ネ
ス
機

器
の
運
動

効
果

の
定

量
化
 

・
座

ク
ッ
シ

ョ
ン
の

耐
圧
分
布

効
果

の
測

定
 

 (
8
)
城

南
支
所

に
お
け

る
先
端

も
の

づ
く

り
産
業

支
援
（
20
1
5
年
度
リ

ニ
ュ
ー

ア
ル
）

 

城
南

支
所
の

機
器
利
用

実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

7
,
6
7
8 

8
,
7
8
7 

9,
3
1
5 

9
,
3
9
5 

6
,
7
8
1 

 【
支

援
事
例

】
 

・
オ

ー
ル
樹

脂
製
鉗

子
の
オ
ー

ト
ク

レ
ー

ブ
滅
菌

後
の
形
状

評
価
と
把

持
力
評

価
 

・
高

精
度
コ

ン
パ
ク

ト
レ
ー
ザ

ー
加

工
機

の
試
作

造
形
等
助

言
 

 (
9
)
D
X
推
進

セ
ン
タ

ー
の
設
置

 

 
5
G
関

連
製

品
の
社

会
実
装

拠
点

と
し

て
、

5G
関

連
設
備

と
サ
ー

ビ
ス
ロ

ボ
ッ
ト
、

I
o
T
な

ど
の

既
存
設

備
を
組

合
せ
、
一

体
的

な
製

品
開
発

支
援
が
可

能
と
な

る
D
X
推

進
セ

ン
タ

ー
を

開
設
 

 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

A
 

A
 

A
 

A
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(
4
)
機

器
利
用

ラ
イ
セ

ン
ス
制

度
の

活
用

拡
大
 

 
1
)
対

象
機

種
数

:2
0
機
種
 

 
2
)
機

器
利

用
ラ
イ

セ
ン
ス
カ

ー
ド

発
行

枚
数

:累
計

1,
0
9
9
枚
 

 

3
)
機

器
利
用

ラ
イ
セ

ン
ス
制
度

利
用

実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

4
,
4
2
7 

4
,
4
8
7 

5,
7
7
9 

4
,
1
2
3 

2
,
8
3
2 

 
4
)
ラ

イ
セ

ン
ス
発

行
枚
数
が

多
い

機
器
 

 
 

・
分
析

機
能
付

き
走
査
電

子
顕

微
鏡
 

 
 

・
X
線

回
折
装

置
 
等
 

 (
5
)
都

産
技
研

ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト

を
活

用
し

た
機
器

利
用
可
能
情

報
の
提

供
 

 
1
)
機

器
利

用
情
報

の
提
供
 

 
 

ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト

で
の
利
用

可
能

機
器

予
約
状

況
の
提
供

：
計

3
79

機
種
 

 
2
)
機

器
利

用
の
オ

ン
ラ
イ
ン

予
約

の
継

続
 

 
 

温
湿
度

試
験
機

器
等

28
台
 

 
3
)
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

る
機

器
利

用
業

務
の

縮
小

の
た

め
、

2
0
2
0

年
度

は
機
器

利
用
可

能
情
報
の

提
供
、
イ

ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
経

由
で

の
予

約
申
し

込
み
受
付

を
一

時
休
止
 

 (
6
)
城

東
支

所
「

デ
ザ

イ
ン

ス
タ

ジ
オ

・
も

の
づ

く
り

ス
タ

ジ
オ

」
を

活
用

し
た

も
の

づ
く

り

支
援

（
2
0
17

年
度
リ

ニ
ュ
ー

ア
ル

）
 

城
東

支
所
の

機
器
利
用

実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

1
3
,
7
7
8 

1
0
,
4
9
0 

14
,
3
4
7 

1
1
,
3
5
8 

6
,
9
1
2 

 

【
支

援
事
例

】
 

・
金

属
製
フ

ッ
ク
の

フ
ァ
イ
バ

ー
レ

ー
ザ

ー
加
工

機
に
よ
る

試
作
 

・
樹

脂
A
M
に

よ
る
銀

食
器
の

試
作

と
デ

ザ
イ
ン

設
計
指
導
 

 

(
7
)
墨

田
支
所

(
生
活

技
術
開
発

セ
ク

タ
ー

)
に

よ
る

技
術
支
援

サ
ー
ビ

ス
（

2
0
1
3
年
度

リ
ニ

ュ

ー
ア

ル
）
 

 

オ
」

を
開

設
し

、
地

域
の

も
の

づ
く

り
支
援

を
強
化
 

 

墨
田

支
所
（

生
活
技

術
開
発
セ

ク
タ

ー
）

で
は

日
射

試
験

装
置

や
生

理
計

測
機

器
な

ど
に

よ

り
、

主
に

生
活

関
連

製
品

の
性

能
評

価
を
支

援
 

 

城
南

支
所
で

は
X
線

C
T、

三

次
元

測
定

機
や

光
造

形
装

置
な

ど
を

活
用

し
て

先
端

も
の

づ
く

り
産

業
を

支
援

し
、

医
療

関
連

機
器

等
の
海

外
展
開

に
貢
献
 

 

5
G

関
連

製
品

の
社

会
実

装
拠

点
と

し
て
、
ロ

ー
カ

ル
5
G
基

地

局
等

を
整
備

し
、

DX
推

進
セ

ン

タ
ー

を
開
設
 

2
5

墨
田

支
所
の

機
器
利
用

実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件

）
 

9
,
4
7
7 

1
0
,
0
7
1 

11
,
9
0
9 

1
0
,
0
2
9 

5
,
2
5
3 

 【
支

援
事
例

】
 

・
フ

ィ
ッ
ト

ネ
ス
機

器
の
運
動

効
果

の
定

量
化
 

・
座

ク
ッ
シ

ョ
ン
の

耐
圧
分
布

効
果

の
測

定
 

 (
8
)
城

南
支
所

に
お
け

る
先
端

も
の

づ
く

り
産
業

支
援
（
20
1
5
年
度
リ

ニ
ュ
ー

ア
ル
）

 

城
南

支
所
の

機
器
利
用

実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

7
,
6
7
8 

8
,
7
8
7 

9,
3
1
5 

9
,
3
9
5 

6
,
7
8
1 

 【
支

援
事
例

】
 

・
オ

ー
ル
樹

脂
製
鉗

子
の
オ
ー

ト
ク

レ
ー

ブ
滅
菌

後
の
形
状

評
価
と
把

持
力
評

価
 

・
高

精
度
コ

ン
パ
ク

ト
レ
ー
ザ

ー
加

工
機

の
試
作

造
形
等
助

言
 

 (
9
)
D
X
推
進

セ
ン
タ

ー
の
設
置

 

 
5
G
関

連
製

品
の
社

会
実
装

拠
点

と
し

て
、

5G
関

連
設
備

と
サ
ー

ビ
ス
ロ

ボ
ッ
ト
、

I
o
T
な

ど
の

既
存
設

備
を
組

合
せ
、
一

体
的

な
製

品
開
発

支
援
が
可

能
と
な

る
D
X
推

進
セ

ン
タ

ー
を

開
設
 

 

 

5
年

間
の
評
定
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0 
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墨
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支
所
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器
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用
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績
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2
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2
0 

実
績

（
件
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9
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0
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7
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9
0
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0
,
0
2
9 

5
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2
5
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 【
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援
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例
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ィ
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ト

ネ
ス
機

器
の
運
動

効
果

の
定

量
化
 

・
座

ク
ッ
シ

ョ
ン
の

耐
圧
分
布

効
果

の
測

定
 

 (
8
)
城

南
支
所

に
お
け

る
先
端

も
の

づ
く

り
産
業

支
援
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1
5
年

度
リ

ニ
ュ
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ア
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南

支
所
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機
器
利
用

実
績
 

 
2
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6 
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7 
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8 
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9 
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0
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0 
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績

（
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）
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6
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8 
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8
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1
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9
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3
9
5 

6
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7
8
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 【
支

援
事
例

】
 

・
オ

ー
ル
樹

脂
製
鉗

子
の
オ
ー

ト
ク

レ
ー

ブ
滅
菌

後
の
形
状

評
価

と
把

持
力
評

価
 

・
高

精
度
コ

ン
パ
ク

ト
レ
ー
ザ

ー
加

工
機

の
試
作

造
形
等
助

言
 

 (
9
)
D
X
推
進

セ
ン
タ

ー
の
設
置

 

 
5
G
関

連
製

品
の
社

会
実
装

拠
点

と
し

て
、

5G
関

連
設
備

と
サ
ー

ビ
ス
ロ

ボ
ッ
ト
、

I
o
T
な

ど
の

既
存
設

備
を
組

合
せ
、
一

体
的

な
製

品
開
発

支
援
が
可

能
と

な
る

D
X
推

進
セ

ン
タ

ー
を

開
設
 

 

 

5
年

間
の
評
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(
4
)
機

器
利
用

ラ
イ
セ

ン
ス
制

度
の

活
用

拡
大
 

 
1
)
対

象
機

種
数

:2
0
機
種
 

 
2
)
機

器
利

用
ラ
イ

セ
ン
ス
カ

ー
ド

発
行

枚
数

:累
計

1,
0
9
9
枚
 

 

3
)
機

器
利
用

ラ
イ
セ

ン
ス
制
度

利
用

実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

4
,
4
2
7 

4
,
4
8
7 

5,
7
7
9 

4
,
1
2
3 

2
,
8
3
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4
)
ラ

イ
セ

ン
ス
発

行
枚
数
が

多
い

機
器
 

 
 

・
分
析

機
能
付

き
走
査
電

子
顕

微
鏡
 

 
 

・
X
線

回
折
装

置
 
等
 

 (
5
)
都

産
技
研

ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト

を
活

用
し

た
機
器

利
用
可
能
情

報
の
提

供
 

 
1
)
機

器
利

用
情
報

の
提
供
 

 
 

ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト

で
の
利
用

可
能

機
器

予
約
状

況
の
提
供

：
計

3
79

機
種
 

 
2
)
機

器
利

用
の
オ

ン
ラ
イ
ン

予
約

の
継

続
 

 
 

温
湿
度

試
験
機

器
等

28
台
 

 
3
)
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

る
機

器
利

用
業

務
の

縮
小

の
た

め
、

2
0
2
0

年
度

は
機
器

利
用
可

能
情
報
の

提
供
、
イ

ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
経

由
で

の
予

約
申
し

込
み
受
付

を
一

時
休
止
 

 (
6
)
城

東
支

所
「

デ
ザ

イ
ン

ス
タ

ジ
オ

・
も

の
づ

く
り

ス
タ

ジ
オ

」
を

活
用

し
た

も
の

づ
く

り

支
援

（
2
0
17

年
度
リ

ニ
ュ
ー

ア
ル

）
 

城
東

支
所
の

機
器
利
用

実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

1
3
,
7
7
8 

1
0
,
4
9
0 
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,
3
4
7 

1
1
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3
5
8 

6
,
9
1
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【
支

援
事
例

】
 

・
金

属
製
フ

ッ
ク
の

フ
ァ
イ
バ

ー
レ

ー
ザ

ー
加
工

機
に
よ
る

試
作
 

・
樹

脂
A
M
に

よ
る
銀

食
器
の

試
作

と
デ

ザ
イ
ン

設
計
指
導
 

 

(
7
)
墨

田
支
所

(
生
活

技
術
開
発

セ
ク

タ
ー

)
に

よ
る

技
術
支
援

サ
ー
ビ

ス
（

2
0
1
3
年
度

リ
ニ

ュ

ー
ア

ル
）
 

 

オ
」

を
開

設
し

、
地

域
の

も
の

づ
く

り
支
援

を
強
化
 

 

墨
田

支
所
（

生
活
技

術
開
発
セ

ク
タ

ー
）

で
は

日
射

試
験

装
置

や
生

理
計

測
機

器
な

ど
に

よ

り
、

主
に

生
活

関
連

製
品

の
性

能
評

価
を
支

援
 

 

城
南

支
所
で

は
X
線

C
T、

三

次
元

測
定

機
や

光
造

形
装

置
な

ど
を

活
用

し
て

先
端

も
の

づ
く

り
産

業
を

支
援

し
、

医
療

関
連

機
器

等
の
海

外
展
開

に
貢
献
 

 

5
G

関
連

製
品

の
社

会
実

装
拠

点
と

し
て
、
ロ

ー
カ

ル
5
G
基

地

局
等

を
整
備

し
、

DX
推

進
セ

ン

タ
ー

を
開
設
 

2
5

墨
田

支
所
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機
器
利
用

実
績
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1
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1
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1
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2
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）
 

9
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1
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0
7
1 
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9
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1
0
,
0
2
9 

5
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2
5
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 【
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援
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】
 

・
フ

ィ
ッ
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ス
機

器
の
運
動

効
果

の
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量
化
 

・
座
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ッ
シ

ョ
ン
の
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分
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効
果

の
測

定
 

 (
8
)
城

南
支
所

に
お
け

る
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端

も
の

づ
く

り
産
業

支
援
（
20
1
5
年
度
リ

ニ
ュ
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ア
ル
）

 

城
南

支
所
の

機
器
利
用

実
績
 

 
2
0
1
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2
0
1
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1
8 
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1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

7
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6
7
8 

8
,
7
8
7 
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1
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9
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3
9
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6
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7
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 【
支

援
事
例

】
 

・
オ

ー
ル
樹

脂
製
鉗

子
の
オ
ー

ト
ク

レ
ー

ブ
滅
菌

後
の
形
状

評
価
と
把

持
力
評

価
 

・
高

精
度
コ

ン
パ
ク

ト
レ
ー
ザ

ー
加

工
機

の
試
作

造
形
等
助

言
 

 (
9
)
D
X
推
進

セ
ン
タ

ー
の
設
置

 

 
5
G
関

連
製

品
の
社

会
実
装

拠
点

と
し

て
、

5G
関

連
設
備

と
サ
ー

ビ
ス
ロ

ボ
ッ
ト
、

I
o
T
な

ど
の

既
存
設

備
を
組

合
せ
、
一

体
的

な
製

品
開
発

支
援
が
可

能
と
な

る
D
X
推

進
セ

ン
タ

ー
を

開
設
 

 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
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2
0
1
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2
0
1
8 
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0
1
9 

2
0
2
0 

A
 

A
 

A
 

A
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第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

二
 

中
小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標
 

（
二

）
 
製
品

開
発
、

品
質
評

価
の

た
め

の
支
援
 

イ
 

高
付
加

価
値
製

品
の
開
発

支
援
 

積
層

造
形
設

備
に
よ

る
試
作
・
製

作
支
援

な
ど

、
高

度
な
技

術
や

先
端

技
術
を

使
っ
た
製

品
開

発
へ

の
支
援

ニ
ー
ズ
に

も
対

応
で

き
る
よ

う
、
最
新

の
技

術
動

向
に

即
し
た

支
援
体

制
を
構
築

す
る

。
 

 

 
評

価
項

目
番

号
 

9
 

自
己

評
価
 

S
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

ア
デ

ィ
テ

ィ
ブ

マ
ニ

ュ
フ

ァ
ク

チ
ャ

リ

ン
グ

設
備
に

よ
る
試

作
・
製
作

支
援
、
三

次
元

C
AD

デ
ー

タ
作
成

等
の
デ

ジ
タ

ル
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
支

援
を

行
う

た
め

の

「
3
D

も
の

づ
く

り
セ

ク
タ

ー
」

を
開

設

し
、
3
D
技

術
や

リ
バ
ー

ス
エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

を
活

用
し

た
製

品
開

発
を

総
合

的

に
支

援
す
る

。
「

3
D
も

の
づ
く

り
セ

ク
タ

ー
」
に

お
け
る

依
頼
試

験
と
機

器
利

用
の

総
件

数
に
つ

い
て
は

、
第

三
期

中
期

計
画

期
間

の
最
終

年
度
で

あ
る
令
和

2
年

度
の

年
間

実
績

2
1
,
1
0
0
件

を
目
標

と
す

る
。
 

(
1
)
3
D
も
の

づ
く
り

セ
ク
タ
ー

の
事

業
 

1
)
ア

デ
ィ

テ
ィ

ブ
マ

ニ
ュ

フ
ァ

ク
チ

ャ
リ

ン
グ

(
A
M
)
設

備
に

よ
る

高
付

加
価

値
製

品
の

開

発
支

援
 

・
A
M
ラ

ボ
1 

主
に

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

や
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
合

金
を

材
料

と
す

る
金

属
粉

末
積

層
造

形
装

置
の

活
用

に
よ

り
医

療
器

具
や

作
業

工
具

な
ど

の
技

術
開

発
お

よ
び

事
業

化
に

関
わ

る
試

作
・
製

作
支
援

を
推
進
。

実
用

に
耐

え
る
試

作
品
の
製

作
も

可
能
 

・
A
M
ラ

ボ
2 

樹
脂

粉
末

を
材

料
と

す
る

造
形

装
置

等
の

活
用

に
よ

り
電

子
部

品
筐

体
や

医
療

器
具

等
さ

ま
ざ
ま

な
製
品

の
技
術
開

発
お

よ
び

事
業
化

に
関
わ
る

試
作
・
製

作
支
援

を
推
進

2
)
三

次
元

C
A
D
デ
ー

タ
作
成
等

の
デ

ジ
タ

ル
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ

ン
グ

に
よ

る
高
付

加
価
値
製

品

の
開

発
支
援
 

3
)
高

精
度
な

寸
法
測

定
～
形
状

測
定

技
術

等
に
よ

る
製
品
の

品
質

評
価

の
た
め

の
支
援
 

中
小

企
業
で

は
評
価

が
困
難
な

1
/
1
0
00
m
m
オ
ー

ダ
ー

の
寸

法
測

定
や

形
状
測

定
等
を

依
頼

試
験
に

て
実
施

し
、
製
品

の
品

質
向

上
・
高

付
加
価
値
化

を
支
援
 

 (
2
)
利

用
実
績
 

1
)
依

頼
試
験

お
よ
び

機
器
利
用

の
合

計
利

用
実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

2
4
,
4
4
8 

2
4
,
0
3
3 

28
,
2
0
9 

3
6
,
2
0
2 

2
4
,
1
8
4 

【
支

援
事
例

】
 

・
ニ

ー
ド
ル

一
体
型

ノ
ズ
ル
式

ス
チ

ー
ム

ト
ラ
ッ

プ
 

 
 

・
骨
伝

導
イ
ヤ

ホ
ン
 

3
D

も
の

づ
く

り
セ

ク
タ

ー
を

開
設

し
、

3D
技

術
や

リ
バ
ー

ス

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

活
用

に
よ

り
製

品
開

発
を

総
合

的
に

支
援

す
る

体
制
を

整
備
 

 

金
属

A
M、

樹
脂

AM
を

活
用
し

た
支

援
に

よ
り

、
中

小
企

業
の

製
品

化
プ

ロ
セ

ス
の

短
縮

に
寄

与
 

 

依
頼

試
験

お
よ

び
機

器
利

用

の
ご

利
用

件
数

に
つ

い
て

中
期

期
間

を
通

じ
て

目
標

値
を

上
回

る
実

績
を
達

成
 

 

中
期

期
間

中
の

外
部

資
金

導

入
研

究
累
計

採
択
数

1
7
件
、
累

計
獲

得
金
額

2
.
6
億

円
以
上

と

外
部

資
金
を

積
極
活

用
 

 

特
許

出
願

や
実

施
許

諾
に

よ

り
技

術
の
普

及
に
貢

献
 

2
7

・
飛

沫
防
止

パ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン

 
等
 

 

 
2
)
オ

ー
ダ

ー
メ
ー

ド
開
発
支

援
の

実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

1
 

2
2
 

22
 

2
0
 

1
3
 

 
3
)
セ

ミ
ナ

ー
・
講

習
会
の
実

績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

9
 

9
 

10
 

9
 

5
 

 (
3
)
研

究
開
発

の
推
進
 

 
3
D

も
の

づ
く

り
技

術
の

駆
使

に
よ

る
事

業
化

に
向

け
た

「
プ

ロ
セ

ス
の

革
新

」
と

「
プ

ロ

ダ
ク

ト
の
革

新
」
を

目
指
す
中

小
企

業
支

援
に
資

す
る
研
究

開
発

を
推

進
 

1
)
基

盤
研
究

の
実
施
 

・
局

在
プ

ラ
ズ

モ
ン
共

鳴
（
L
S
P
R
）
チ

ッ
プ
の

量
産

化
方
法

お
よ

び
高

感
度
化

処
理
の
確

立

・
金

属
積
層

造
形
に

お
け
る
小

径
穴

造
形

技
術
の

開
発
 
等

 

2
)
協

創
的
研

究
開
発

の
実
施
 

・
A
M
材

料
の

デ
ー
タ

ベ
ー
ス

化
と

そ
の

連
携
に

関
す
る
協

創
的

研
究
 

3
)
共

同
研
究

の
実
施
 

・
古

楽
器
の

保
全
技

術
 

・
パ

ー
ト
ケ

ー
キ
冷

却
機
構
を

搭
載

し
た

積
層
造

形
装
置
の

開
発

 
等
 

 
第

三
期
中

累
計

1
4
件
 

4
)
外

部
資
金

導
入
研

究
の
実
施

 

・
漆

掻
き
カ

ン
ナ
の

技
術
伝
承

に
向

け
た

デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ

イ
ブ

化
 

・
精

密
ナ
ノ

イ
ン
プ

リ
ン
ト
法

を
用

い
た

イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ

検
査

チ
ッ

プ
の
開

発
 
等
 

 
第

三
期
中

累
計

1
7
件

 
26
1
,
8
1
9
千
円
 

 
5
)
特

許
出

願
、
論

文
掲
載
、

学
協

会
発

表
、
依

頼
講
演
等

へ
展
開
 

 
2
0
1
6 

2
01
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

特
許

出
願
（

件
）
 

1
 

3
 

2
 

1
 

3
 

論
文

掲
載
（

件
）
 

2
 

1
 

1
 

3
 

3
 

学
協

会
発
表

（
件
）
 

7
 

6
 

1
0
 

1
3
 

1
1
 

依
頼

講
演
等

（
件
）
 

5
 

7
 

1
 

1
 

7
 

実
施

許
諾
（

件
）
 

0
 

0
 

2
 

2
 

0
 

 

2
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第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

二
 

中
小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標
 

（
二

）
 
製
品

開
発
、

品
質
評

価
の

た
め

の
支
援
 

イ
 

高
付
加

価
値
製

品
の
開
発

支
援
 

積
層

造
形
設

備
に
よ

る
試
作
・
製

作
支
援

な
ど

、
高

度
な
技

術
や

先
端

技
術
を

使
っ
た
製

品
開

発
へ

の
支
援

ニ
ー
ズ
に

も
対

応
で

き
る
よ

う
、
最
新

の
技

術
動

向
に

即
し
た

支
援
体

制
を
構
築

す
る

。
 

 

 
評

価
項

目
番

号
 

9
 

自
己

評
価
 

S
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

ア
デ

ィ
テ

ィ
ブ

マ
ニ

ュ
フ

ァ
ク

チ
ャ

リ

ン
グ

設
備
に

よ
る
試

作
・
製
作

支
援
、
三

次
元

C
AD

デ
ー

タ
作
成

等
の
デ

ジ
タ

ル
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
支

援
を

行
う

た
め

の

「
3
D

も
の

づ
く

り
セ

ク
タ

ー
」

を
開

設

し
、
3
D
技

術
や

リ
バ
ー

ス
エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

を
活

用
し

た
製

品
開

発
を

総
合

的

に
支

援
す
る

。
「

3
D
も

の
づ
く

り
セ

ク
タ

ー
」
に

お
け
る

依
頼
試

験
と
機

器
利

用
の

総
件

数
に
つ

い
て
は

、
第

三
期

中
期

計
画

期
間

の
最
終

年
度
で

あ
る
令
和

2
年

度
の

年
間

実
績

2
1
,
1
0
0
件

を
目
標

と
す

る
。
 

(
1
)
3
D
も
の

づ
く
り

セ
ク
タ
ー

の
事

業
 

1
)
ア

デ
ィ

テ
ィ

ブ
マ

ニ
ュ

フ
ァ

ク
チ

ャ
リ

ン
グ

(
A
M
)
設

備
に

よ
る

高
付

加
価

値
製

品
の

開

発
支

援
 

・
A
M
ラ

ボ
1 

主
に

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

や
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
合

金
を

材
料

と
す

る
金

属
粉

末
積

層
造

形
装

置
の

活
用

に
よ

り
医

療
器

具
や

作
業

工
具

な
ど

の
技

術
開

発
お

よ
び

事
業

化
に

関
わ

る
試

作
・
製

作
支
援

を
推
進
。

実
用

に
耐

え
る
試

作
品
の
製

作
も

可
能
 

・
A
M
ラ

ボ
2 

樹
脂

粉
末

を
材

料
と

す
る

造
形

装
置

等
の

活
用

に
よ

り
電

子
部

品
筐

体
や

医
療

器
具

等
さ

ま
ざ
ま

な
製
品

の
技
術
開

発
お

よ
び

事
業
化

に
関
わ
る

試
作
・
製

作
支
援

を
推
進

2
)
三

次
元

C
A
D
デ
ー

タ
作
成
等

の
デ

ジ
タ

ル
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ

ン
グ

に
よ

る
高
付

加
価
値
製

品

の
開

発
支
援
 

3
)
高

精
度
な

寸
法
測

定
～
形
状

測
定

技
術

等
に
よ

る
製
品
の

品
質

評
価

の
た
め

の
支
援
 

中
小

企
業
で

は
評
価

が
困
難
な

1
/
1
0
00
m
m
オ
ー

ダ
ー

の
寸

法
測

定
や

形
状
測

定
等
を

依
頼

試
験
に

て
実
施

し
、
製
品

の
品

質
向

上
・
高

付
加
価
値
化

を
支
援
 

 (
2
)
利

用
実
績
 

1
)
依

頼
試
験

お
よ
び

機
器
利
用

の
合

計
利

用
実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

2
4
,
4
4
8 

2
4
,
0
3
3 

28
,
2
0
9 

3
6
,
2
0
2 

2
4
,
1
8
4 

【
支

援
事
例

】
 

・
ニ

ー
ド
ル

一
体
型

ノ
ズ
ル
式

ス
チ

ー
ム

ト
ラ
ッ

プ
 

 
 

・
骨
伝

導
イ
ヤ

ホ
ン
 

3
D

も
の

づ
く

り
セ

ク
タ

ー
を

開
設

し
、

3D
技

術
や

リ
バ
ー

ス

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

活
用

に
よ

り
製

品
開

発
を

総
合

的
に

支
援

す
る

体
制
を

整
備
 

 

金
属

A
M、

樹
脂

AM
を

活
用
し

た
支

援
に

よ
り

、
中

小
企

業
の

製
品

化
プ

ロ
セ

ス
の

短
縮

に
寄

与
 

 

依
頼

試
験

お
よ

び
機

器
利

用

の
ご

利
用

件
数

に
つ

い
て

中
期

期
間

を
通

じ
て

目
標

値
を

上
回

る
実

績
を
達

成
 

 

中
期

期
間

中
の

外
部

資
金

導

入
研

究
累
計

採
択
数

1
7
件
、
累

計
獲

得
金
額

2
.
6
億

円
以
上

と

外
部

資
金
を

積
極
活

用
 

 

特
許

出
願

や
実

施
許

諾
に

よ

り
技

術
の
普

及
に
貢

献
 

2
7

・
飛

沫
防
止

パ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン

 
等
 

 

 
2
)
オ

ー
ダ

ー
メ
ー

ド
開
発
支

援
の

実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

1
 

2
2
 

22
 

2
0
 

1
3
 

 
3
)
セ

ミ
ナ

ー
・
講

習
会
の
実

績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

9
 

9
 

10
 

9
 

5
 

 (
3
)
研

究
開
発

の
推
進
 

 
3
D

も
の

づ
く

り
技

術
の

駆
使

に
よ

る
事

業
化

に
向

け
た

「
プ

ロ
セ

ス
の

革
新

」
と

「
プ

ロ

ダ
ク

ト
の
革

新
」
を

目
指
す
中

小
企

業
支

援
に
資

す
る
研
究

開
発

を
推

進
 

1
)
基

盤
研
究

の
実
施
 

・
局

在
プ

ラ
ズ

モ
ン
共

鳴
（
L
S
P
R
）
チ

ッ
プ
の

量
産

化
方
法

お
よ

び
高

感
度
化

処
理
の
確

立

・
金

属
積
層

造
形
に

お
け
る
小

径
穴

造
形

技
術
の

開
発
 
等

 

2
)
協

創
的
研

究
開
発

の
実
施
 

・
A
M
材

料
の

デ
ー
タ

ベ
ー
ス

化
と

そ
の

連
携
に

関
す
る
協

創
的

研
究
 

3
)
共

同
研
究

の
実
施
 

・
古

楽
器
の

保
全
技

術
 

・
パ

ー
ト
ケ

ー
キ
冷

却
機
構
を

搭
載

し
た

積
層
造

形
装
置
の

開
発

 
等
 

 
第

三
期
中

累
計

1
4
件
 

4
)
外

部
資
金

導
入
研

究
の
実
施

 

・
漆

掻
き
カ

ン
ナ
の

技
術
伝
承

に
向

け
た

デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ

イ
ブ

化
 

・
精

密
ナ
ノ

イ
ン
プ

リ
ン
ト
法

を
用

い
た

イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ

検
査

チ
ッ

プ
の
開

発
 
等
 

 
第

三
期
中

累
計

1
7
件

 
26
1
,
8
1
9
千
円
 

 
5
)
特

許
出

願
、
論

文
掲
載
、

学
協

会
発

表
、
依

頼
講
演
等

へ
展
開
 

 
2
0
1
6 

2
01
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

特
許

出
願
（

件
）
 

1
 

3
 

2
 

1
 

3
 

論
文

掲
載
（

件
）
 

2
 

1
 

1
 

3
 

3
 

学
協

会
発
表

（
件
）
 

7
 

6
 

1
0
 

1
3
 

1
1
 

依
頼

講
演
等

（
件
）
 

5
 

7
 

1
 

1
 

7
 

実
施

許
諾
（

件
）
 

0
 

0
 

2
 

2
 

0
 

 

2
8
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・
飛

沫
防
止

パ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン

 
等
 

 

 
2
)
オ

ー
ダ

ー
メ
ー

ド
開
発
支

援
の

実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

1
 

2
2
 

22
 

2
0
 

1
3
 

 
3
)
セ

ミ
ナ

ー
・
講

習
会
の
実

績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

9
 

9
 

10
 

9
 

5
 

 (
3
)
研

究
開
発

の
推
進
 

 
3
D

も
の

づ
く

り
技

術
の

駆
使

に
よ

る
事

業
化

に
向

け
た

「
プ
ロ

セ
ス

の
革

新
」

と
「

プ
ロ

ダ
ク

ト
の
革

新
」
を

目
指
す
中

小
企

業
支

援
に
資

す
る
研
究

開
発

を
推

進
 

1
)
基

盤
研
究

の
実
施
 

・
局

在
プ

ラ
ズ

モ
ン
共

鳴
（
L
S
P
R
）
チ

ッ
プ
の

量
産

化
方
法

お
よ

び
高

感
度
化

処
理
の
確

立

・
金

属
積
層

造
形
に

お
け
る
小

径
穴

造
形

技
術
の

開
発
 
等

 

2
)
協

創
的
研

究
開
発

の
実
施
 

・
A
M
材

料
の

デ
ー
タ

ベ
ー
ス

化
と

そ
の

連
携
に

関
す
る
協

創
的

研
究
 

3
)
共

同
研
究

の
実
施
 

・
古

楽
器
の

保
全
技

術
 

・
パ

ー
ト
ケ

ー
キ
冷

却
機
構
を

搭
載

し
た

積
層
造

形
装
置
の

開
発

 
等
 

 
第

三
期
中

累
計

1
4
件
 

4
)
外

部
資
金

導
入
研

究
の
実
施

 

・
漆

掻
き
カ

ン
ナ
の

技
術
伝
承

に
向

け
た

デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ

イ
ブ

化
 

・
精

密
ナ
ノ

イ
ン
プ

リ
ン
ト
法

を
用

い
た

イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ

検
査

チ
ッ

プ
の
開

発
 
等
 

 
第

三
期
中

累
計

1
7
件

 
26
1
,
8
1
9
千
円
 

 
5
)
特

許
出

願
、
論

文
掲
載
、

学
協

会
発

表
、
依

頼
講
演
等

へ
展

開
 

 
2
0
1
6 

2
01
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

特
許

出
願
（

件
）
 

1
 

3
 

2
 

1
 

3
 

論
文

掲
載
（

件
）
 

2
 

1
 

1
 

3
 

3
 

学
協

会
発
表

（
件
）
 

7
 

6
 

1
0
 

1
3
 

1
1
 

依
頼

講
演
等

（
件
）
 

5
 

7
 

1
 

1
 

7
 

実
施

許
諾
（

件
）
 

0
 

0
 

2
 

2
 

0
 

 

2
8
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第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

二
 

中
小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標
 

（
二

）
 
製
品

開
発
、

品
質
評

価
の

た
め

の
支
援
 

イ
 

高
付
加

価
値
製

品
の
開
発

支
援
 

積
層

造
形
設

備
に
よ

る
試
作
・
製

作
支
援

な
ど

、
高

度
な
技

術
や

先
端

技
術
を

使
っ
た
製

品
開

発
へ

の
支
援

ニ
ー
ズ
に

も
対

応
で

き
る
よ

う
、
最
新

の
技

術
動

向
に

即
し
た

支
援
体

制
を
構
築

す
る

。
 

 

 
評

価
項

目
番

号
 

9
 

自
己

評
価
 

S
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

ア
デ

ィ
テ

ィ
ブ

マ
ニ

ュ
フ

ァ
ク

チ
ャ

リ

ン
グ

設
備
に

よ
る
試

作
・
製
作

支
援
、
三

次
元

C
AD

デ
ー

タ
作
成

等
の
デ

ジ
タ

ル
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
支

援
を

行
う

た
め

の

「
3
D

も
の

づ
く

り
セ

ク
タ

ー
」

を
開

設

し
、
3
D
技

術
や

リ
バ
ー

ス
エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

を
活

用
し

た
製

品
開

発
を

総
合

的

に
支

援
す
る

。
「

3
D
も

の
づ
く

り
セ

ク
タ

ー
」
に

お
け
る

依
頼
試

験
と
機

器
利

用
の

総
件

数
に
つ

い
て
は

、
第

三
期

中
期

計
画

期
間

の
最
終

年
度
で

あ
る
令
和

2
年

度
の

年
間

実
績

2
1
,
1
0
0
件

を
目
標

と
す

る
。
 

(
1
)
3
D
も
の

づ
く
り

セ
ク
タ
ー

の
事

業
 

1
)
ア

デ
ィ

テ
ィ

ブ
マ

ニ
ュ

フ
ァ

ク
チ

ャ
リ

ン
グ

(
A
M
)
設

備
に

よ
る

高
付

加
価

値
製

品
の

開

発
支

援
 

・
A
M
ラ

ボ
1 

主
に

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

や
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
合

金
を

材
料

と
す

る
金

属
粉

末
積

層
造

形
装

置
の

活
用

に
よ

り
医

療
器

具
や

作
業

工
具

な
ど

の
技

術
開

発
お

よ
び

事
業

化
に

関
わ

る
試

作
・
製

作
支
援

を
推
進
。

実
用

に
耐

え
る
試

作
品
の
製

作
も

可
能
 

・
A
M
ラ

ボ
2 

樹
脂

粉
末

を
材

料
と

す
る

造
形

装
置

等
の

活
用

に
よ

り
電

子
部

品
筐

体
や

医
療

器
具

等
さ

ま
ざ
ま

な
製
品

の
技
術
開

発
お

よ
び

事
業
化

に
関
わ
る

試
作
・
製

作
支
援

を
推
進

2
)
三

次
元

C
A
D
デ
ー

タ
作
成
等

の
デ

ジ
タ

ル
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ

ン
グ

に
よ

る
高
付

加
価
値
製

品

の
開

発
支
援
 

3
)
高

精
度
な

寸
法
測

定
～
形
状

測
定

技
術

等
に
よ

る
製
品
の

品
質

評
価

の
た
め

の
支
援
 

中
小

企
業
で

は
評
価

が
困
難
な

1
/
1
0
00
m
m
オ
ー

ダ
ー

の
寸

法
測

定
や

形
状
測

定
等
を

依
頼

試
験
に

て
実
施

し
、
製
品

の
品

質
向

上
・
高

付
加
価
値
化

を
支
援
 

 (
2
)
利

用
実
績
 

1
)
依

頼
試
験

お
よ
び

機
器
利
用

の
合

計
利

用
実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

2
4
,
4
4
8 

2
4
,
0
3
3 

28
,
2
0
9 

3
6
,
2
0
2 

2
4
,
1
8
4 

【
支

援
事
例

】
 

・
ニ

ー
ド
ル

一
体
型

ノ
ズ
ル
式

ス
チ

ー
ム

ト
ラ
ッ

プ
 

 
 

・
骨
伝

導
イ
ヤ

ホ
ン
 

3
D

も
の

づ
く

り
セ

ク
タ

ー
を

開
設

し
、

3D
技

術
や

リ
バ
ー

ス

エ
ン

ジ
ニ

ア
リ

ン
グ

活
用

に
よ

り
製

品
開

発
を

総
合

的
に

支
援

す
る

体
制
を

整
備
 

 

金
属

A
M、

樹
脂

AM
を

活
用
し

た
支

援
に

よ
り

、
中

小
企

業
の

製
品

化
プ

ロ
セ

ス
の

短
縮

に
寄

与
 

 

依
頼

試
験

お
よ

び
機

器
利

用

の
ご

利
用

件
数

に
つ

い
て

中
期

期
間

を
通

じ
て

目
標

値
を

上
回

る
実

績
を
達

成
 

 

中
期

期
間

中
の

外
部

資
金

導

入
研

究
累
計

採
択
数

1
7
件
、
累

計
獲

得
金
額

2
.
6
億

円
以
上

と

外
部

資
金
を

積
極
活

用
 

 

特
許

出
願

や
実

施
許

諾
に

よ

り
技

術
の
普

及
に
貢

献
 

2
7

・
飛

沫
防
止

パ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン

 
等
 

 

 
2
)
オ

ー
ダ

ー
メ
ー

ド
開
発
支

援
の

実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

1
 

2
2
 

22
 

2
0
 

1
3
 

 
3
)
セ

ミ
ナ

ー
・
講

習
会
の
実

績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

9
 

9
 

10
 

9
 

5
 

 (
3
)
研

究
開
発

の
推
進
 

 
3
D

も
の

づ
く

り
技

術
の

駆
使

に
よ

る
事

業
化

に
向

け
た

「
プ

ロ
セ

ス
の

革
新

」
と

「
プ

ロ

ダ
ク

ト
の
革

新
」
を

目
指
す
中

小
企

業
支

援
に
資

す
る
研
究

開
発

を
推

進
 

1
)
基

盤
研
究

の
実
施
 

・
局

在
プ

ラ
ズ

モ
ン
共

鳴
（
L
S
P
R
）
チ

ッ
プ
の

量
産

化
方
法

お
よ

び
高

感
度
化

処
理
の
確

立

・
金

属
積
層

造
形
に

お
け
る
小

径
穴

造
形

技
術
の

開
発
 
等

 

2
)
協

創
的
研

究
開
発

の
実
施
 

・
A
M
材

料
の

デ
ー
タ

ベ
ー
ス

化
と

そ
の

連
携
に

関
す
る
協

創
的

研
究
 

3
)
共

同
研
究

の
実
施
 

・
古

楽
器
の

保
全
技

術
 

・
パ

ー
ト
ケ

ー
キ
冷

却
機
構
を

搭
載

し
た

積
層
造

形
装
置
の

開
発

 
等
 

 
第

三
期
中

累
計

1
4
件
 

4
)
外

部
資
金

導
入
研

究
の
実
施

 

・
漆

掻
き
カ

ン
ナ
の

技
術
伝
承

に
向

け
た

デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ

イ
ブ

化
 

・
精

密
ナ
ノ

イ
ン
プ

リ
ン
ト
法

を
用

い
た

イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ

検
査

チ
ッ

プ
の
開

発
 
等
 

 
第

三
期
中

累
計

1
7
件

 
26
1
,
8
1
9
千
円
 

 
5
)
特

許
出

願
、
論

文
掲
載
、

学
協

会
発

表
、
依

頼
講
演
等

へ
展
開
 

 
2
0
1
6 

2
01
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

特
許

出
願
（

件
）
 

1
 

3
 

2
 

1
 

3
 

論
文

掲
載
（

件
）
 

2
 

1
 

1
 

3
 

3
 

学
協

会
発
表

（
件
）
 

7
 

6
 

1
0
 

1
3
 

1
1
 

依
頼

講
演
等

（
件
）
 

5
 

7
 

1
 

1
 

7
 

実
施

許
諾
（

件
）
 

0
 

0
 

2
 

2
 

0
 

 

2
8
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 (
4
)
情

報
発
信

・
情
報

提
供
 

1
)
Y
o
u
T
u
be

動
画
を

活
用
し
た

情
報

発
信
 

・
「

金
属

3D
プ

リ
ン

タ
ー
に
よ

る
造

形
」

約
4
2
万

回
再
生

 

・
「

3
D
プ
リ

ン
タ
ー

で
バ
イ
オ

リ
ン

、
そ

の
設
計

と
製
作
」

約
4
万
回

再
生
 

等
 

2
)
外

部
講
演
 

・
「

X
線

CT
に

よ
る

計
測
と
リ

バ
ー

ス
エ

ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ

へ
の

応
用

」
 

・
「

3
D
 
プ
リ

ン
タ
ー

造
形
と
設

計
の

現
状

の
問
題

」
 
等
 

3
)
刊

行
物
 

 
T
I
R
I
 
N
EW
S
に
て

研
究
事
例

等
を

紹
介
 

 
3
D
プ

リ
ン

タ
用
材

料
開
発

と
造

形
物

の
高
精

度
化
「
金

属
積
層
造

形
用
シ

ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ

ン
の

精
度
向

上
」

20
2
0
年

5
月

2
9
日
 

等
 

4
)
新

聞
、
テ

レ
ビ
報

道
 

・
A
M
透

明
バ

イ
オ
リ

ン
、
日

刊
工

業
新

聞
、
20
1
9
年

1
月

 
等
 

5
)
展

示
会
出

展
 

・
T
C
T
 
J
a
pa
n
(
2
0
20

年
1
月

、
東

京
ビ

ッ
グ
サ

イ
ト

) 

・
3
D
 
P
R
I
NT
I
N
G
 
20
1
8
（

20
1
8
年

2
月
、

東
京
ビ

ッ
グ
サ

イ
ト

）
 

等
 

 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

S
 

S
 

S
 

S
 

 

 

2
9

第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 
二

 
中

小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標

 
（
二

）
 製

品
開

発
、

品
質
評

価
の

た
め

の
支
援

 
イ
 

高
付
加

価
値
製

品
の
開
発

支
援

 
積

層
造

形
設

備
に
よ

る
試
作
・
製

作
支
援

な
ど

、
高

度
な
技

術
や

先
端

技
術
を

使
っ
た
製

品
開

発
へ

の
支
援

ニ
ー
ズ
に

も
対

応
で

き
る
よ

う
、
最
新

の
技

術
動

向
に

即
し
た

支
援
体

制
を
構
築

す
る

。
 

 
 

評
価

項
目
番

号
 

1
0
 

自
己

評
価
 

S
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

機
能

性
材
料
、
環

境
対

応
製
品

な
ど

先

端
材

料
製

品
の

開
発

に
用

い
る

高
度

先

端
機

器
を
集

中
配
置

し
た
「
先

端
材

料
開

発
セ

ク
タ
ー

」
を
開

設
し

、
中

小
企

業
に

よ
る

高
度

な
研

究
開

発
や

技
術

課
題

の

解
決

を
支
援

す
る
。
 

「
先

端
材
料
開

発
セ

ク
タ
ー
」
に

お
け

る
依

頼
試

験
と

機
器

利
用

の
総

件
数

に

つ
い

て
は

、
第

三
期
中

期
計
画

期
間

の
最

終
年

度
で
あ

る
令
和

2
年

度
の

年
間

実
績

7
,
6
0
0
件
を

目
標
と

す
る
。
 

(
1
)
 
先

端
材

料
開
発

セ
ク
タ
ー

の
事

業
 

 
1
)
高

度
先

端
分
析

・
特
性
解

析
機

器
を

活
用
し

た
技
術
支

援
・
製
品

開
発
支

援
 

2
)
分

散
・
混

合
機
を

活
用
し
た

技
術

支
援

・
製
品

開
発
支
援

 

3
)
ス

ク
リ
ー

ン
印
刷

機
器
を
活

用
し

た
技

術
支
援

・
製
品
開

発
支

援
 

4
)
技

術
支
援

業
務
の

拡
充
 

 (
2
)
利

用
実
績
 

1
)
依

頼
試
験

お
よ
び

機
器
利
用

の
合

計
利

用
実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

5
,
7
9
2 

5
,
4
8
7 

7,
8
7
6 

8
,
0
0
1 

6
,
6
5
1 

2
)
オ

ー
ダ
ー

メ
ー
ド

開
発
支
援

 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

3
3
 

6
0
 

49
 

9
0
 

3
5
 

3
)
セ

ミ
ナ
ー

・
講
習

会
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

1
 

3
 

5 
4
 

2
 

 
【

支
援
事

例
】
 

 
・

プ
ラ
ス

チ
ッ
ク

に
代
わ
る

新
素

材
の

製
品
化

支
援
 

 
・

悪
玉
コ

レ
ス
テ

ロ
ー
ル
自

動
測

定
装

置
の
開

発
を
支
援

 

 
・

ナ
ノ
薄

膜
材
料

を
活
用
し

た
事

業
化

を
支
援
 

 
 

・
塩
素

含
有

V
O
C
処
理
に

対
応

す
る

耐
酸
性

触
媒
の
開

発
支
援
 

等
 

  

セ
ク

タ
ー

開
設

以
降

、
中

小

企
業

に
よ

る
高

度
な

研
究

開
発

や
技

術
課

題
の

解
決

を
支

援
し

な
が

ら
、

機
能

性
材

料
の

開
発

や
印

刷
技

術
に

関
す

る
研

究
開

発
を

実
施

し
、

多
数

の
研

究
成

果
を

展
開
 

 

ニ
ー

ズ
の

高
い

試
験

業
務

の

支
援

体
制

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

で
、

依
頼

試
験

及
び

機
器

利
用

の
業

務
を

着
実

に
推

進
。

最
終

年
度

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
の

影
響

に
よ

り
中

期
計

画
目

標
値

を
下

回
る

も
、

2
0
1
8
年

度
、
2
0
1
9
年

度
は
目

標

値
を

達
成
 

 

環
境

対
応

製
品

で
あ

る
プ

ラ

ス
チ

ッ
ク

代
替

材
料

の
製

品
化

や
悪

玉
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

の
自

動
測

定
装
置

の
開
発

、
塩

素
含

有

V
O
C

を
処

理
す

る
た

め
の

触
媒

開
発

等
の
支

援
を
実

施
 

 

研
究

開
発
を

推
進
し

、
得

ら
れ

3
0
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 (
4
)
情

報
発
信

・
情
報

提
供
 

1
)
Y
o
u
T
u
be

動
画
を

活
用
し
た

情
報

発
信
 

・
「

金
属

3D
プ

リ
ン

タ
ー
に
よ

る
造

形
」

約
4
2
万

回
再
生

 

・
「

3
D
プ
リ

ン
タ
ー

で
バ
イ
オ

リ
ン

、
そ

の
設
計

と
製
作
」

約
4
万
回

再
生
 

等
 

2
)
外

部
講
演
 

・
「

X
線

CT
に

よ
る

計
測
と
リ

バ
ー

ス
エ

ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ

へ
の

応
用

」
 

・
「

3
D
 
プ
リ

ン
タ
ー

造
形
と
設

計
の

現
状

の
問
題

」
 
等
 

3
)
刊

行
物
 

 
T
I
R
I
 
N
EW
S
に
て

研
究
事
例

等
を

紹
介
 

 
3
D
プ

リ
ン

タ
用
材

料
開
発

と
造

形
物

の
高
精

度
化
「
金

属
積
層
造

形
用
シ

ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ

ン
の

精
度
向

上
」

20
2
0
年

5
月

2
9
日
 

等
 

4
)
新

聞
、
テ

レ
ビ
報

道
 

・
A
M
透

明
バ

イ
オ
リ

ン
、
日

刊
工

業
新

聞
、
20
1
9
年

1
月

 
等
 

5
)
展

示
会
出

展
 

・
T
C
T
 
J
a
pa
n
(
2
0
20

年
1
月

、
東

京
ビ

ッ
グ
サ

イ
ト

) 

・
3
D
 
P
R
I
NT
I
N
G
 
20
1
8
（

20
1
8
年

2
月
、

東
京
ビ

ッ
グ
サ

イ
ト

）
 

等
 

 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

S
 

S
 

S
 

S
 

 

 

2
9

第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 
二

 
中

小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標

 
（
二

）
 製

品
開

発
、

品
質
評

価
の

た
め

の
支
援

 
イ
 

高
付
加

価
値
製

品
の
開
発

支
援

 
積

層
造

形
設

備
に
よ

る
試
作
・
製

作
支
援

な
ど

、
高

度
な
技

術
や

先
端

技
術
を

使
っ
た
製

品
開

発
へ

の
支
援

ニ
ー
ズ
に

も
対

応
で

き
る
よ

う
、
最
新

の
技

術
動

向
に

即
し
た

支
援
体

制
を
構
築

す
る

。
 

 
 

評
価

項
目
番

号
 

1
0
 

自
己

評
価
 

S
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

機
能

性
材
料
、
環

境
対

応
製
品

な
ど

先

端
材

料
製

品
の

開
発

に
用

い
る

高
度

先

端
機

器
を
集

中
配
置

し
た
「
先

端
材

料
開

発
セ

ク
タ
ー

」
を
開

設
し

、
中

小
企

業
に

よ
る

高
度

な
研

究
開

発
や

技
術

課
題

の

解
決

を
支
援

す
る
。
 

「
先

端
材
料
開

発
セ

ク
タ
ー
」
に

お
け

る
依

頼
試

験
と

機
器

利
用

の
総

件
数

に

つ
い

て
は

、
第

三
期
中

期
計
画

期
間

の
最

終
年

度
で
あ

る
令
和

2
年

度
の

年
間

実
績

7
,
6
0
0
件
を

目
標
と

す
る
。
 

(
1
)
 
先

端
材

料
開
発

セ
ク
タ
ー

の
事

業
 

 
1
)
高

度
先

端
分
析

・
特
性
解

析
機

器
を

活
用
し

た
技
術
支

援
・
製
品

開
発
支

援
 

2
)
分

散
・
混

合
機
を

活
用
し
た

技
術

支
援

・
製
品

開
発
支
援

 

3
)
ス

ク
リ
ー

ン
印
刷

機
器
を
活

用
し

た
技

術
支
援

・
製
品
開

発
支

援
 

4
)
技

術
支
援

業
務
の

拡
充
 

 (
2
)
利

用
実
績
 

1
)
依

頼
試
験

お
よ
び

機
器
利
用

の
合

計
利

用
実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

5
,
7
9
2 

5
,
4
8
7 

7,
8
7
6 

8
,
0
0
1 

6
,
6
5
1 

2
)
オ

ー
ダ
ー

メ
ー
ド

開
発
支
援

 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

3
3
 

6
0
 

49
 

9
0
 

3
5
 

3
)
セ

ミ
ナ
ー

・
講
習

会
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

1
 

3
 

5 
4
 

2
 

 
【

支
援
事

例
】
 

 
・

プ
ラ
ス

チ
ッ
ク

に
代
わ
る

新
素

材
の

製
品
化

支
援
 

 
・

悪
玉
コ

レ
ス
テ

ロ
ー
ル
自

動
測

定
装

置
の
開

発
を
支
援

 

 
・

ナ
ノ
薄

膜
材
料

を
活
用
し

た
事

業
化

を
支
援
 

 
 

・
塩
素

含
有

V
O
C
処
理
に

対
応

す
る

耐
酸
性

触
媒
の
開

発
支
援
 

等
 

  

セ
ク

タ
ー

開
設

以
降

、
中

小

企
業

に
よ

る
高

度
な

研
究

開
発

や
技

術
課

題
の

解
決

を
支

援
し

な
が

ら
、

機
能

性
材

料
の

開
発

や
印

刷
技

術
に

関
す

る
研

究
開

発
を

実
施

し
、

多
数

の
研

究
成

果
を

展
開
 

 

ニ
ー

ズ
の

高
い

試
験

業
務

の

支
援

体
制

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

で
、

依
頼

試
験

及
び

機
器

利
用

の
業

務
を

着
実

に
推

進
。

最
終

年
度

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
の

影
響

に
よ

り
中

期
計

画
目

標
値

を
下

回
る

も
、

2
0
1
8
年

度
、
2
0
1
9
年

度
は
目

標

値
を

達
成
 

 

環
境

対
応

製
品

で
あ

る
プ

ラ

ス
チ

ッ
ク

代
替

材
料

の
製

品
化

や
悪

玉
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

の
自

動
測

定
装
置

の
開
発

、
塩

素
含

有

V
O
C

を
処

理
す

る
た

め
の

触
媒

開
発

等
の
支

援
を
実

施
 

 

研
究

開
発
を

推
進
し

、
得

ら
れ

3
0
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第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 
二

 
中

小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標

 
（
二

）
 製

品
開

発
、

品
質
評

価
の

た
め

の
支
援

 
イ
 

高
付
加

価
値
製

品
の
開
発

支
援

 
積

層
造

形
設

備
に
よ

る
試
作
・
製

作
支
援

な
ど

、
高

度
な
技

術
や

先
端

技
術
を

使
っ
た
製

品
開

発
へ

の
支
援

ニ
ー
ズ
に

も
対

応
で

き
る
よ

う
、
最
新

の
技

術
動

向
に

即
し
た

支
援
体

制
を
構
築

す
る

。
 

 
 

評
価

項
目
番

号
 

1
0
 

自
己

評
価
 

S
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

機
能

性
材
料

、
環

境
対

応
製
品

な
ど

先

端
材

料
製

品
の

開
発

に
用

い
る

高
度

先

端
機

器
を
集

中
配
置

し
た
「
先

端
材

料
開

発
セ

ク
タ
ー

」
を
開

設
し

、
中

小
企

業
に

よ
る

高
度

な
研

究
開

発
や

技
術

課
題

の

解
決

を
支
援

す
る
。
 

「
先

端
材
料

開
発
セ

ク
タ
ー
」
に

お
け

る
依

頼
試

験
と

機
器

利
用

の
総

件
数

に

つ
い

て
は

、
第

三
期
中

期
計
画

期
間

の
最

終
年

度
で
あ

る
令
和

2
年

度
の

年
間

実
績

7
,
6
0
0
件
を

目
標
と

す
る
。
 

(
1
)
 
先

端
材

料
開
発

セ
ク
タ
ー

の
事

業
 

 
1
)
高

度
先

端
分
析

・
特
性
解

析
機

器
を

活
用
し

た
技
術
支

援
・

製
品

開
発
支

援
 

2
)
分

散
・
混

合
機
を

活
用
し
た

技
術

支
援

・
製
品

開
発
支
援

 

3
)
ス

ク
リ
ー

ン
印
刷

機
器
を
活

用
し

た
技

術
支
援

・
製
品
開

発
支

援
 

4
)
技

術
支
援

業
務
の

拡
充
 

 (
2
)
利

用
実
績
 

1
)
依

頼
試
験

お
よ
び

機
器
利
用

の
合

計
利

用
実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

5
,
7
9
2 

5
,
4
8
7 

7,
8
7
6 

8
,
0
0
1 

6
,
6
5
1 

2
)
オ

ー
ダ
ー

メ
ー
ド

開
発
支
援

 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

3
3
 

6
0
 

49
 

9
0
 

3
5
 

3
)
セ

ミ
ナ
ー

・
講
習

会
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

1
 

3
 

5 
4
 

2
 

 
【

支
援
事

例
】
 

 
・

プ
ラ
ス

チ
ッ
ク

に
代
わ
る

新
素

材
の

製
品
化

支
援
 

 
・

悪
玉
コ

レ
ス
テ

ロ
ー
ル
自

動
測

定
装

置
の
開

発
を
支
援

 

 
・

ナ
ノ
薄

膜
材
料

を
活
用
し

た
事

業
化

を
支
援
 

 
 

・
塩
素

含
有

V
O
C
処
理
に

対
応

す
る

耐
酸
性

触
媒
の
開

発
支
援
 

等
 

  

セ
ク

タ
ー

開
設

以
降

、
中

小

企
業

に
よ

る
高

度
な

研
究

開
発

や
技

術
課

題
の

解
決

を
支

援
し

な
が

ら
、

機
能

性
材

料
の

開
発

や
印

刷
技

術
に

関
す

る
研

究
開

発
を

実
施

し
、

多
数

の
研

究
成

果
を

展
開
 

 

ニ
ー

ズ
の

高
い

試
験

業
務

の

支
援

体
制

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

で
、

依
頼

試
験

及
び

機
器

利
用

の
業

務
を

着
実

に
推

進
。

最
終

年
度

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
の

影
響

に
よ

り
中

期
計

画
目

標
値

を
下

回
る

も
、

2
0
1
8
年

度
、
2
0
1
9
年

度
は
目

標

値
を

達
成
 

 

環
境

対
応

製
品

で
あ

る
プ

ラ

ス
チ

ッ
ク

代
替

材
料

の
製

品
化

や
悪

玉
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

の
自

動
測

定
装
置

の
開
発

、
塩

素
含

有

V
O
C

を
処

理
す

る
た

め
の

触
媒

開
発

等
の
支

援
を
実

施
 

 

研
究

開
発
を

推
進
し

、
得

ら
れ

3
0
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 (
4
)
情

報
発
信

・
情
報

提
供
 

1
)
Y
o
u
T
u
be

動
画
を

活
用
し
た

情
報

発
信
 

・
「

金
属

3D
プ

リ
ン

タ
ー
に
よ

る
造

形
」

約
4
2
万

回
再
生

 

・
「

3
D
プ
リ

ン
タ
ー

で
バ
イ
オ

リ
ン

、
そ

の
設
計

と
製
作
」

約
4
万
回

再
生
 

等
 

2
)
外

部
講
演
 

・
「

X
線

CT
に

よ
る

計
測
と
リ

バ
ー

ス
エ

ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ

へ
の

応
用

」
 

・
「

3
D
 
プ
リ

ン
タ
ー

造
形
と
設

計
の

現
状

の
問
題

」
 
等
 

3
)
刊

行
物
 

 
T
I
R
I
 
N
EW
S
に
て

研
究
事
例

等
を

紹
介
 

 
3
D
プ

リ
ン

タ
用
材

料
開
発

と
造

形
物

の
高
精

度
化
「
金

属
積
層
造

形
用
シ

ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ

ン
の

精
度
向

上
」

20
2
0
年

5
月

2
9
日
 

等
 

4
)
新

聞
、
テ

レ
ビ
報

道
 

・
A
M
透

明
バ

イ
オ
リ

ン
、
日

刊
工

業
新

聞
、
20
1
9
年

1
月

 
等
 

5
)
展

示
会
出

展
 

・
T
C
T
 
J
a
pa
n
(
2
0
20

年
1
月

、
東

京
ビ

ッ
グ
サ

イ
ト

) 

・
3
D
 
P
R
I
NT
I
N
G
 
20
1
8
（

20
1
8
年

2
月
、

東
京
ビ

ッ
グ
サ

イ
ト

）
 

等
 

 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

S
 

S
 

S
 

S
 

 

 

2
9

第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 
二

 
中

小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標

 
（
二

）
 製

品
開

発
、

品
質
評

価
の

た
め

の
支
援

 
イ
 

高
付
加

価
値
製

品
の
開
発

支
援

 
積

層
造

形
設

備
に
よ

る
試
作
・
製

作
支
援

な
ど

、
高

度
な
技

術
や

先
端

技
術
を

使
っ
た
製

品
開

発
へ

の
支
援

ニ
ー
ズ
に

も
対

応
で

き
る
よ

う
、
最
新

の
技

術
動

向
に

即
し
た

支
援
体

制
を
構
築

す
る

。
 

 
 

評
価

項
目
番

号
 

1
0
 

自
己

評
価
 

S
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

機
能

性
材
料
、
環

境
対

応
製
品

な
ど

先

端
材

料
製

品
の

開
発

に
用

い
る

高
度

先

端
機

器
を
集

中
配
置

し
た
「
先

端
材

料
開

発
セ

ク
タ
ー

」
を
開

設
し

、
中

小
企

業
に

よ
る

高
度

な
研

究
開

発
や

技
術

課
題

の

解
決

を
支
援

す
る
。
 

「
先

端
材
料
開

発
セ

ク
タ
ー
」
に

お
け

る
依

頼
試

験
と

機
器

利
用

の
総

件
数

に

つ
い

て
は

、
第

三
期
中

期
計
画

期
間

の
最

終
年

度
で
あ

る
令
和

2
年

度
の

年
間

実
績

7
,
6
0
0
件
を

目
標
と

す
る
。
 

(
1
)
 
先

端
材

料
開
発

セ
ク
タ
ー

の
事

業
 

 
1
)
高

度
先

端
分
析

・
特
性
解

析
機

器
を

活
用
し

た
技
術
支

援
・
製
品

開
発
支

援
 

2
)
分

散
・
混

合
機
を

活
用
し
た

技
術

支
援

・
製
品

開
発
支
援

 

3
)
ス

ク
リ
ー

ン
印
刷

機
器
を
活

用
し

た
技

術
支
援

・
製
品
開

発
支

援
 

4
)
技

術
支
援

業
務
の

拡
充
 

 (
2
)
利

用
実
績
 

1
)
依

頼
試
験

お
よ
び

機
器
利
用

の
合

計
利

用
実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

5
,
7
9
2 

5
,
4
8
7 

7,
8
7
6 

8
,
0
0
1 

6
,
6
5
1 

2
)
オ

ー
ダ
ー

メ
ー
ド

開
発
支
援

 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

3
3
 

6
0
 

49
 

9
0
 

3
5
 

3
)
セ

ミ
ナ
ー

・
講
習

会
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

1
 

3
 

5 
4
 

2
 

 
【

支
援
事

例
】
 

 
・

プ
ラ
ス

チ
ッ
ク

に
代
わ
る

新
素

材
の

製
品
化

支
援
 

 
・

悪
玉
コ

レ
ス
テ

ロ
ー
ル
自

動
測

定
装

置
の
開

発
を
支
援

 

 
・

ナ
ノ
薄

膜
材
料

を
活
用
し

た
事

業
化

を
支
援
 

 
 

・
塩
素

含
有

V
O
C
処
理
に

対
応

す
る

耐
酸
性

触
媒
の
開

発
支
援
 

等
 

  

セ
ク

タ
ー

開
設

以
降

、
中

小

企
業

に
よ

る
高

度
な

研
究

開
発

や
技

術
課

題
の

解
決

を
支

援
し

な
が

ら
、

機
能

性
材

料
の

開
発

や
印

刷
技

術
に

関
す

る
研

究
開

発
を

実
施

し
、

多
数

の
研

究
成

果
を

展
開
 

 

ニ
ー

ズ
の

高
い

試
験

業
務

の

支
援

体
制

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

で
、

依
頼

試
験

及
び

機
器

利
用

の
業

務
を

着
実

に
推

進
。

最
終

年
度

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
の

影
響

に
よ

り
中

期
計

画
目

標
値

を
下

回
る

も
、

2
0
1
8
年

度
、
2
0
1
9
年

度
は
目

標

値
を

達
成
 

 

環
境

対
応

製
品

で
あ

る
プ

ラ

ス
チ

ッ
ク

代
替

材
料

の
製

品
化

や
悪

玉
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

の
自

動
測

定
装
置

の
開
発

、
塩

素
含

有

V
O
C

を
処

理
す

る
た

め
の

触
媒

開
発

等
の
支

援
を
実

施
 

 

研
究

開
発
を

推
進
し

、
得

ら
れ

3
0
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(
3
)
研

究
開
発

の
推
進
 

1
)
基

盤
研
究

の
実
施
 

2
)
共

同
研
究

の
実
施
 

「
水

を
加
え

る
だ
け

で
発
電
が

可
能

な
非

常
用
空

気
電
池
」

 

 
2
0
1
7
,
2
01
8
年
度

共
同
研
究

で
開

発
し

た
「
非

常
用

Mg
空
気

電
池

」
が

2
0
19

年
度

に
製

品
化

。
3
部

署
が
連

携
し
、
研

究
開

発
～

デ
ザ
イ

ン
ま
で
ト

ー
タ

ル
支

援
 

3
)
外

部
資
金

導
入
研

究
へ
の
発

展
 

 
4
)
研

究
成

果
を
特

許
出
願
、

論
文

掲
載

、
学
協

会
発
表
、

依
頼

講
演

等
へ
展

開
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

特
許

出
願
（

件
）
 

2
 

4
 

9
.
5
 

4
.
3
5 

5
.
1
 

論
文

掲
載
（

件
）
 

9
 

4
 

4
 

1
1
 

1
4
 

学
協

会
発
表

（
件
）
 

1
8
 

2
2
 

2
8
 

2
7
 

1
5
 

依
頼

講
演
等

（
件
）
 

4
 

5
 

7
 

7
 

4
 

 
【

事
例
】
 

・
炭

素
系

ナ
ノ
材

料
を
含

む
黒

化
剤

を
開

発
、
特

許
出

願
。
都

内
中

小
企
業

へ
実
施

許
諾

し

製
品

化
 

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
が
膨

張
劣
化

す
る

メ
カ

ニ
ズ
ム

を
解
明
。
膨

張
劣

化
を

抑
制
可

能
な
配

合

を
見

出
し
特

許
出
願

。
建
造
物

の
安

全
性

向
上
に

貢
献
 

・
優

れ
た

ガ
ス
拡

散
能
と

機
械

的
強

度
を

有
す
る

電
極
を
開

発
、
特

許
出
願

。
空

気
電
池

の

製
品

開
発
に

展
開
。

3
つ
の
部

署
が

連
携

し
て
製

品
化
・
事
業

化
を
支

援
 
等
 

  (
4
)
情

報
発
信

・
情
報

提
供
 

 
1
)
Y
o
u
T
ub
e
動
画

等
を
活
用

し
た

情
報

発
信
 

2
)
パ

ン
フ
レ

ッ
ト
を

活
用
し
た

情
報

発
信
 

各
機

器
の
具

体
的
な

活
用
例
を

紹
介

し
た

パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を

作
成

（
20
1
8
年
度

）
 

 
3
)
学

会
、

研
究
会

、
イ
ベ
ン

ト
に

て
先

端
材
料

開
発
セ
ク

タ
ー
事
業

の
P
R 

た
成

果
を
数

多
く
の

特
許
出
願

、

論
文

掲
載

、
学

協
会
発

表
な
ど

に

展
開
 

研
究

成
果

を
基

に
し

た
製

品

化
・

事
業

化
の

支
援

に
取

り
組

み
、

熱
伝

導
率

測
定

の
精

度
向

上
に

役
立

つ
黒

化
剤

や
劣

化
膨

張
を

抑
制

可
能

な
コ

ン
ク

リ
ー

ト
材

料
、

非
常

用
空

気
電

池
等

の
開

発
や
製

品
化
に

発
展
 

 

5
年

間
の
評

定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

A
 

A
 

S
 

A
 

 

 

3
1

第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

二
 

中
小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標
 

（
二

）
 
製
品

開
発
、

品
質
評

価
の

た
め

の
支
援
 

イ
 

高
付
加

価
値
製

品
の
開
発

支
援
 

積
層

造
形
設

備
に
よ

る
試
作
・
製

作
支
援

な
ど

、
高

度
な
技

術
や

先
端

技
術
を

使
っ
た
製

品
開

発
へ

の
支
援

ニ
ー
ズ
に

も
対

応
で

き
る
よ

う
、
最
新

の
技

術
動

向
に

即
し
た

支
援
体

制
を
構
築

す
る

。
 

 

 
評

価
項

目
番

号
 

1
1
 

自
己

評
価
 

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

産
業

用
繊

維
や

炭
素

繊
維

な
ど

の
複

合

素
材

の
開
発

を
支
援

す
る
た
め

、
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ
ザ

に
「
複
合

素
材
開

発
セ

ク
タ

ー
」
を
開

設
し
、
成
長

産
業
へ

参
入

を
希

望
す

る
中

小
企

業
の

支
援

を
行

う
。
「

複

合
素

材
開
発

セ
ク
タ

ー
」
に
お

け
る

依
頼

試
験

と
機

器
利

用
の

総
件

数
に

つ
い

て

は
、
第

三
期
中

期
計
画

期
間
の

最
終

年
度

で
あ

る
令

和
2

年
度

の
年

間
実

績

1
9
,
5
0
0
件
を

目
標
と

す
る
。

 

(
1
)
複

合
素
材

開
発
セ

ク
タ
ー

の
開

設
 

1
)
複

合
素
材

開
発
サ

イ
ト
の
開

設
（

2
0
16

年
度
）
 

産
業

用
高
強

度
繊
維

の
織
物
加

工
、
炭

素
繊

維
強
化

プ
ラ
ス

チ
ッ

ク
（
C
F
R
P
）
成
形

、
C
FR
P

の
分

析
・
評

価
機
器

を
整
備
 

 
2
)
C
F
R
P
材

料
の
試

作
技
術

支
援
 

3
)
高

機
能
繊

維
製
品

開
発
支
援

 

炭
素

繊
維
等

高
強
度

繊
維
と
プ

リ
ン

ト
技

術
を
融

合
し
、
燃
料

電
池
等

の
開
発

を
支
援
 

4
)
繊

維
・
材

料
の
評

価
に
よ
る

ク
レ

ー
ム

原
因
解

析
 

繊
維

製
品
や

金
属
製

品
の
破
損

、
変

色
、
腐
食
等

の
原
因
を

解
析

し
、
事

故
・
ク

レ
ー
ム

再
発

防
止
を

支
援
 

5
)
ブ

ラ
ン
ド

試
験
の

実
施

(2
0
1
8
年

度
開

始
) 

 
糸

か
ら

最
終

製
品

の
試

作
加

工
や

評
価

を
総

合
的

に
支

援
す

る
体

制
を

整
備

し
、
「

繊

維
・

複
合
材

料
評
価

試
験
」
と

し
て

ブ
ラ

ン
ド
試

験
を
開
始
 

 

(
2
)
利

用
実
績
 

1
)
依

頼
試
験

お
よ
び

機
器
利
用

の
合

計
利

用
実
績
 

利
用

実
績
（

依
頼
試

験
お
よ
び
機

器
利
用

合
計
）
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

1
5
,
8
5
4 

1
9
,
7
3
1 

20
,
1
7
6 

2
3
,
0
8
3 

1
2
,
8
0
4 

【
支

援
事
例

】
 

 
・

編
織
準

備
（
組

紐
技
術
）

を
応

用
し

た
国
産

素
材

10
0
％
の

生
活

用
品
開

発
 

 
 

・
F
RP

材
料
の

繊
維
配
向

や
内

部
欠

陥
の
検

査
 
等
 

 

産
業

用
繊

維
や

炭
素

繊
維

強

化
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
（

C
F
RP

）
な

ど
の

開
発

支
援

の
た

め
、

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

に
「

複
合

素
材

開
発

セ
ク
タ

ー
」
を

開
設
 

 

セ
ク

タ
ー

内
に

設
置

し
た

複

合
素

材
開

発
サ

イ
ト

に
お

い

て
、

産
業

用
繊

維
材

料
、

CF
R
P

材
料

な
ど

を
加

工
成

形
・

評
価

で
き

る
体
制

を
整
備
 

 

2
0
1
7
年
度

か
ら

2
0
19

年
度
に

お
い

て
中

期
計

画
目

標
値

を
超

え
る

実
績

を
達

成
し

、
中

小
企

業
の

製
品

化
や

不
具

合
原

因
解

析
な

ど
に
貢

献
 

 

研
究

に
お
い

て
は

C
F
R
P
製
品

だ
け

で
な

く
、

亀
裂

検
査

素
子

や
小

型
燃

料
電

池
な

ど
機

能
性

材
料

も
多
数

開
発
 

 

伝
統

産
業

に
対

し
て

も
保

有

技
術

を
活

用
し

、
先

端
技

術
を

融
合

し
た

研
究

や
製

品
化

支
援

3
2
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(
3
)
研

究
開
発

の
推
進
 

1
)
基

盤
研
究

の
実
施
 

2
)
共

同
研
究

の
実
施
 

「
水

を
加
え

る
だ
け

で
発
電
が

可
能

な
非

常
用
空

気
電
池
」

 

 
2
0
1
7
,
2
01
8
年
度

共
同
研
究

で
開

発
し

た
「
非

常
用

Mg
空
気

電
池

」
が

2
0
19

年
度

に
製

品
化

。
3
部

署
が
連

携
し
、
研

究
開

発
～

デ
ザ
イ

ン
ま
で
ト

ー
タ

ル
支

援
 

3
)
外

部
資
金

導
入
研

究
へ
の
発

展
 

 
4
)
研

究
成

果
を
特

許
出
願
、

論
文

掲
載

、
学
協

会
発
表
、

依
頼

講
演

等
へ
展

開
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

特
許

出
願
（

件
）
 

2
 

4
 

9
.
5
 

4
.
3
5 

5
.
1
 

論
文

掲
載
（

件
）
 

9
 

4
 

4
 

1
1
 

1
4
 

学
協

会
発
表

（
件
）
 

1
8
 

2
2
 

2
8
 

2
7
 

1
5
 

依
頼

講
演
等

（
件
）
 

4
 

5
 

7
 

7
 

4
 

 
【

事
例
】
 

・
炭

素
系

ナ
ノ
材

料
を
含

む
黒

化
剤

を
開

発
、
特

許
出

願
。
都

内
中

小
企
業

へ
実
施

許
諾

し

製
品

化
 

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
が
膨

張
劣
化

す
る

メ
カ

ニ
ズ
ム

を
解
明
。
膨

張
劣

化
を

抑
制
可

能
な
配

合

を
見

出
し
特

許
出
願

。
建
造
物

の
安

全
性

向
上
に

貢
献
 

・
優

れ
た

ガ
ス
拡

散
能
と

機
械

的
強

度
を

有
す
る

電
極
を
開

発
、
特

許
出
願

。
空

気
電
池

の

製
品

開
発
に

展
開
。

3
つ
の
部

署
が

連
携

し
て
製

品
化
・
事
業

化
を
支

援
 
等
 

  (
4
)
情

報
発
信

・
情
報

提
供
 

 
1
)
Y
o
u
T
ub
e
動
画

等
を
活
用

し
た

情
報

発
信
 

2
)
パ

ン
フ
レ

ッ
ト
を

活
用
し
た

情
報

発
信
 

各
機

器
の
具

体
的
な

活
用
例
を

紹
介

し
た

パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を

作
成

（
20
1
8
年
度

）
 

 
3
)
学

会
、

研
究
会

、
イ
ベ
ン

ト
に

て
先

端
材
料

開
発
セ
ク

タ
ー
事
業

の
P
R 

た
成

果
を
数

多
く
の

特
許
出
願

、

論
文

掲
載

、
学

協
会
発

表
な
ど

に

展
開
 

研
究

成
果

を
基

に
し

た
製

品

化
・

事
業

化
の

支
援

に
取

り
組

み
、

熱
伝

導
率

測
定

の
精

度
向

上
に

役
立

つ
黒

化
剤

や
劣

化
膨

張
を

抑
制

可
能

な
コ

ン
ク

リ
ー

ト
材

料
、

非
常

用
空

気
電

池
等

の
開

発
や
製

品
化
に

発
展
 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

A
 

A
 

S
 

A
 

 

 

3
1

第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

二
 

中
小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標
 

（
二

）
 
製
品

開
発
、

品
質
評

価
の

た
め

の
支
援
 

イ
 

高
付
加

価
値
製

品
の
開
発

支
援
 

積
層

造
形
設

備
に
よ

る
試
作
・
製

作
支
援

な
ど

、
高

度
な
技

術
や

先
端

技
術
を

使
っ
た
製

品
開

発
へ

の
支
援

ニ
ー
ズ
に

も
対

応
で

き
る
よ

う
、
最
新

の
技

術
動

向
に

即
し
た

支
援
体

制
を
構
築

す
る

。
 

 

 
評

価
項

目
番

号
 

1
1
 

自
己

評
価
 

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

産
業

用
繊

維
や

炭
素

繊
維

な
ど

の
複

合

素
材

の
開
発

を
支
援

す
る
た
め

、
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ
ザ

に
「
複
合

素
材
開

発
セ

ク
タ

ー
」
を
開

設
し
、
成
長

産
業
へ

参
入

を
希

望
す

る
中

小
企

業
の

支
援

を
行

う
。
「

複

合
素

材
開
発

セ
ク
タ

ー
」
に
お

け
る

依
頼

試
験

と
機

器
利

用
の

総
件

数
に

つ
い

て

は
、
第

三
期
中

期
計
画

期
間
の

最
終

年
度

で
あ

る
令

和
2

年
度

の
年

間
実

績

1
9
,
5
0
0
件
を

目
標
と

す
る
。

 

(
1
)
複

合
素
材

開
発
セ

ク
タ
ー

の
開

設
 

1
)
複

合
素
材

開
発
サ

イ
ト
の
開

設
（

2
0
16

年
度
）
 

産
業

用
高
強

度
繊
維

の
織
物
加

工
、
炭

素
繊

維
強
化

プ
ラ
ス

チ
ッ

ク
（
C
F
R
P
）
成
形

、
C
FR
P

の
分

析
・
評

価
機
器

を
整
備
 

 
2
)
C
F
R
P
材

料
の
試

作
技
術

支
援
 

3
)
高

機
能
繊

維
製
品

開
発
支
援

 

炭
素

繊
維
等

高
強
度

繊
維
と
プ

リ
ン

ト
技

術
を
融

合
し
、
燃
料

電
池
等

の
開
発

を
支
援
 

4
)
繊

維
・
材

料
の
評

価
に
よ
る

ク
レ

ー
ム

原
因
解

析
 

繊
維

製
品
や

金
属
製

品
の
破
損

、
変

色
、
腐
食
等

の
原
因
を

解
析

し
、
事

故
・
ク

レ
ー
ム

再
発

防
止
を

支
援
 

5
)
ブ

ラ
ン
ド

試
験
の

実
施

(2
0
1
8
年

度
開

始
) 

 
糸

か
ら

最
終

製
品

の
試

作
加

工
や

評
価

を
総

合
的

に
支

援
す

る
体

制
を

整
備

し
、
「

繊

維
・

複
合
材

料
評
価

試
験
」
と

し
て

ブ
ラ

ン
ド
試

験
を
開
始
 

 

(
2
)
利

用
実
績
 

1
)
依

頼
試
験

お
よ
び

機
器
利
用

の
合

計
利

用
実
績
 

利
用

実
績
（

依
頼
試

験
お
よ
び
機

器
利
用

合
計
）
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

1
5
,
8
5
4 

1
9
,
7
3
1 

20
,
1
7
6 

2
3
,
0
8
3 

1
2
,
8
0
4 

【
支

援
事
例

】
 

 
・

編
織
準

備
（
組

紐
技
術
）

を
応

用
し

た
国
産

素
材

10
0
％
の

生
活

用
品
開

発
 

 
 

・
F
RP

材
料
の

繊
維
配
向

や
内

部
欠

陥
の
検

査
 
等
 

 

産
業

用
繊

維
や

炭
素

繊
維

強

化
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
（

C
F
RP

）
な

ど
の

開
発

支
援

の
た

め
、

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

に
「

複
合

素
材

開
発

セ
ク
タ

ー
」
を

開
設
 

 

セ
ク

タ
ー

内
に

設
置

し
た

複

合
素

材
開

発
サ

イ
ト

に
お

い

て
、

産
業

用
繊

維
材

料
、

CF
R
P

材
料

な
ど

を
加

工
成

形
・

評
価

で
き

る
体
制

を
整
備
 

 

2
0
1
7
年
度

か
ら

2
0
19

年
度
に

お
い

て
中

期
計

画
目

標
値

を
超

え
る

実
績

を
達

成
し

、
中

小
企

業
の

製
品

化
や

不
具

合
原

因
解

析
な

ど
に
貢

献
 

 

研
究

に
お
い

て
は

C
F
R
P
製
品

だ
け

で
な

く
、

亀
裂

検
査

素
子

や
小

型
燃

料
電

池
な

ど
機

能
性

材
料

も
多
数

開
発
 

 

伝
統

産
業

に
対

し
て

も
保

有

技
術

を
活

用
し

、
先

端
技

術
を

融
合

し
た

研
究

や
製

品
化

支
援

3
2
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第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

二
 

中
小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標
 

（
二

）
 
製
品

開
発
、

品
質
評

価
の

た
め

の
支
援
 

イ
 

高
付
加

価
値
製

品
の
開
発

支
援
 

積
層

造
形
設

備
に
よ

る
試
作
・
製

作
支
援

な
ど

、
高

度
な
技

術
や

先
端

技
術
を

使
っ
た
製

品
開

発
へ

の
支
援

ニ
ー
ズ
に

も
対

応
で

き
る
よ

う
、
最
新

の
技

術
動

向
に

即
し
た

支
援
体

制
を
構
築

す
る

。
 

 

 
評

価
項

目
番

号
 

1
1
 

自
己

評
価
 

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

産
業

用
繊

維
や

炭
素

繊
維

な
ど

の
複

合

素
材

の
開
発

を
支
援

す
る
た
め

、
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ
ザ

に
「
複
合

素
材
開

発
セ

ク
タ

ー
」
を
開

設
し
、
成
長

産
業
へ

参
入

を
希

望
す

る
中

小
企

業
の

支
援

を
行

う
。
「

複

合
素

材
開
発

セ
ク
タ

ー
」
に
お

け
る

依
頼

試
験

と
機

器
利

用
の

総
件

数
に

つ
い

て

は
、
第

三
期
中

期
計
画

期
間
の

最
終

年
度

で
あ

る
令

和
2

年
度

の
年

間
実

績

1
9
,
5
0
0
件
を

目
標
と

す
る
。

 

(
1
)
複

合
素
材

開
発
セ

ク
タ
ー

の
開

設
 

1
)
複

合
素
材

開
発
サ

イ
ト
の
開

設
（

2
0
16

年
度
）
 

産
業

用
高
強

度
繊
維

の
織
物
加

工
、
炭

素
繊

維
強
化

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
（
C
F
R
P
）
成
形

、
C
FR
P

の
分

析
・
評

価
機
器

を
整
備
 

 
2
)
C
F
R
P
材

料
の
試

作
技
術

支
援
 

3
)
高

機
能
繊

維
製
品

開
発
支
援

 

炭
素

繊
維
等

高
強
度

繊
維
と
プ

リ
ン

ト
技

術
を
融

合
し
、
燃
料

電
池
等

の
開
発

を
支
援
 

4
)
繊

維
・
材

料
の
評

価
に
よ
る

ク
レ

ー
ム

原
因
解

析
 

繊
維

製
品
や

金
属
製

品
の
破
損

、
変

色
、
腐
食
等

の
原
因
を
解

析
し
、
事

故
・
ク

レ
ー
ム

再
発

防
止
を

支
援
 

5
)
ブ

ラ
ン
ド

試
験
の

実
施

(2
0
1
8
年

度
開

始
) 

 
糸

か
ら

最
終

製
品

の
試

作
加

工
や

評
価

を
総

合
的

に
支

援
す

る
体

制
を

整
備

し
、
「

繊

維
・

複
合
材

料
評
価

試
験
」
と

し
て

ブ
ラ

ン
ド
試

験
を
開
始
 

 

(
2
)
利

用
実
績
 

1
)
依

頼
試
験

お
よ
び

機
器
利
用

の
合

計
利

用
実
績
 

利
用

実
績
（

依
頼
試

験
お
よ
び
機

器
利
用

合
計
）
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

1
5
,
8
5
4 

1
9
,
7
3
1 

20
,
1
7
6 

2
3
,
0
8
3 

1
2
,
8
0
4 

【
支

援
事
例

】
 

 
・

編
織
準

備
（
組

紐
技
術
）

を
応

用
し

た
国
産

素
材

10
0
％
の

生
活

用
品
開

発
 

 
 

・
F
RP

材
料
の

繊
維
配
向

や
内

部
欠

陥
の
検

査
 
等
 

 

産
業

用
繊

維
や

炭
素

繊
維

強

化
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
（

C
F
RP

）
な

ど
の

開
発

支
援

の
た

め
、

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

に
「

複
合

素
材

開
発

セ
ク
タ

ー
」
を

開
設
 

 

セ
ク

タ
ー

内
に

設
置

し
た

複

合
素

材
開

発
サ

イ
ト

に
お

い

て
、

産
業

用
繊

維
材

料
、

CF
R
P

材
料

な
ど

を
加

工
成

形
・

評
価

で
き

る
体
制

を
整
備
 

 

2
0
1
7
年
度

か
ら

2
0
19

年
度
に

お
い

て
中

期
計

画
目

標
値

を
超

え
る

実
績

を
達

成
し

、
中

小
企

業
の

製
品

化
や

不
具

合
原

因
解

析
な

ど
に
貢

献
 

 

研
究

に
お
い

て
は

C
F
R
P
製
品

だ
け

で
な

く
、

亀
裂

検
査

素
子

や
小

型
燃

料
電

池
な

ど
機

能
性

材
料

も
多
数

開
発
 

 

伝
統

産
業

に
対

し
て

も
保

有

技
術

を
活

用
し

、
先

端
技

術
を

融
合

し
た

研
究

や
製

品
化

支
援

3
2
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(
3
)
研

究
開
発

の
推
進
 

1
)
基

盤
研
究

の
実
施
 

2
)
共

同
研
究

の
実
施
 

「
水

を
加
え

る
だ
け

で
発
電
が

可
能

な
非

常
用
空

気
電
池
」

 

 
2
0
1
7
,
2
01
8
年
度

共
同
研
究

で
開

発
し

た
「
非

常
用

Mg
空
気

電
池

」
が

2
0
19

年
度

に
製

品
化

。
3
部

署
が
連

携
し
、
研

究
開

発
～

デ
ザ
イ

ン
ま
で
ト

ー
タ

ル
支

援
 

3
)
外

部
資
金

導
入
研

究
へ
の
発

展
 

 
4
)
研

究
成

果
を
特

許
出
願
、

論
文

掲
載

、
学
協

会
発
表
、

依
頼

講
演

等
へ
展

開
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

特
許

出
願
（

件
）
 

2
 

4
 

9
.
5
 

4
.
3
5 

5
.
1
 

論
文

掲
載
（

件
）
 

9
 

4
 

4
 

1
1
 

1
4
 

学
協

会
発
表

（
件
）
 

1
8
 

2
2
 

2
8
 

2
7
 

1
5
 

依
頼

講
演
等

（
件
）
 

4
 

5
 

7
 

7
 

4
 

 
【

事
例
】
 

・
炭

素
系

ナ
ノ
材

料
を
含

む
黒

化
剤

を
開

発
、
特

許
出

願
。
都

内
中

小
企
業

へ
実
施

許
諾

し

製
品

化
 

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
が
膨

張
劣
化

す
る

メ
カ

ニ
ズ
ム

を
解
明
。
膨

張
劣

化
を

抑
制
可

能
な
配

合

を
見

出
し
特

許
出
願

。
建
造
物

の
安

全
性

向
上
に

貢
献
 

・
優

れ
た

ガ
ス
拡

散
能
と

機
械

的
強

度
を

有
す
る

電
極
を
開

発
、
特

許
出
願

。
空

気
電
池

の

製
品

開
発
に

展
開
。

3
つ
の
部

署
が

連
携

し
て
製

品
化
・
事
業

化
を
支

援
 
等
 

  (
4
)
情

報
発
信

・
情
報

提
供
 

 
1
)
Y
o
u
T
ub
e
動
画

等
を
活
用

し
た

情
報

発
信
 

2
)
パ

ン
フ
レ

ッ
ト
を

活
用
し
た

情
報

発
信
 

各
機

器
の
具

体
的
な

活
用
例
を

紹
介

し
た

パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を

作
成

（
20
1
8
年
度

）
 

 
3
)
学

会
、

研
究
会

、
イ
ベ
ン

ト
に

て
先

端
材
料

開
発
セ
ク

タ
ー
事
業

の
P
R 

た
成

果
を
数

多
く
の

特
許
出
願

、

論
文

掲
載

、
学

協
会
発

表
な
ど

に

展
開
 

研
究

成
果

を
基

に
し

た
製

品

化
・

事
業

化
の

支
援

に
取

り
組

み
、

熱
伝

導
率

測
定

の
精

度
向

上
に

役
立

つ
黒

化
剤

や
劣

化
膨

張
を

抑
制

可
能

な
コ

ン
ク

リ
ー

ト
材

料
、

非
常

用
空

気
電

池
等

の
開

発
や
製

品
化
に

発
展
 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

A
 

A
 

S
 

A
 

 

 

3
1

第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

二
 

中
小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標
 

（
二

）
 
製
品

開
発
、

品
質
評

価
の

た
め

の
支
援
 

イ
 

高
付
加

価
値
製

品
の
開
発

支
援
 

積
層

造
形
設

備
に
よ

る
試
作
・
製

作
支
援

な
ど

、
高

度
な
技

術
や

先
端

技
術
を

使
っ
た
製

品
開

発
へ

の
支
援

ニ
ー
ズ
に

も
対

応
で

き
る
よ

う
、
最
新

の
技

術
動

向
に

即
し
た

支
援
体

制
を
構
築

す
る

。
 

 

 
評

価
項

目
番

号
 

1
1
 

自
己

評
価
 

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

産
業

用
繊

維
や

炭
素

繊
維

な
ど

の
複

合

素
材

の
開
発

を
支
援

す
る
た
め

、
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ
ザ

に
「
複
合

素
材
開

発
セ

ク
タ

ー
」
を
開

設
し
、
成
長

産
業
へ

参
入

を
希

望
す

る
中

小
企

業
の

支
援

を
行

う
。
「

複

合
素

材
開
発

セ
ク
タ

ー
」
に
お

け
る

依
頼

試
験

と
機

器
利

用
の

総
件

数
に

つ
い

て

は
、
第

三
期
中

期
計
画

期
間
の

最
終

年
度

で
あ

る
令

和
2

年
度

の
年

間
実

績

1
9
,
5
0
0
件
を

目
標
と

す
る
。

 

(
1
)
複

合
素
材

開
発
セ

ク
タ
ー

の
開

設
 

1
)
複

合
素
材

開
発
サ

イ
ト
の
開

設
（

2
0
16

年
度
）
 

産
業

用
高
強

度
繊
維

の
織
物
加

工
、
炭

素
繊

維
強
化

プ
ラ
ス

チ
ッ

ク
（
C
F
R
P
）
成
形

、
C
FR
P

の
分

析
・
評

価
機
器

を
整
備
 

 
2
)
C
F
R
P
材

料
の
試

作
技
術

支
援
 

3
)
高

機
能
繊

維
製
品

開
発
支
援

 

炭
素

繊
維
等

高
強
度

繊
維
と
プ

リ
ン

ト
技

術
を
融

合
し
、
燃
料

電
池
等

の
開
発

を
支
援
 

4
)
繊

維
・
材

料
の
評

価
に
よ
る

ク
レ

ー
ム

原
因
解

析
 

繊
維

製
品
や

金
属
製

品
の
破
損

、
変

色
、
腐
食
等

の
原
因
を

解
析

し
、
事

故
・
ク

レ
ー
ム

再
発

防
止
を

支
援
 

5
)
ブ

ラ
ン
ド

試
験
の

実
施

(2
0
1
8
年

度
開

始
) 

 
糸

か
ら

最
終

製
品

の
試

作
加

工
や

評
価

を
総

合
的

に
支

援
す

る
体

制
を

整
備

し
、
「

繊

維
・

複
合
材

料
評
価

試
験
」
と

し
て

ブ
ラ

ン
ド
試

験
を
開
始
 

 

(
2
)
利

用
実
績
 

1
)
依

頼
試
験

お
よ
び

機
器
利
用

の
合

計
利

用
実
績
 

利
用

実
績
（

依
頼
試

験
お
よ
び
機

器
利
用

合
計
）
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

1
5
,
8
5
4 

1
9
,
7
3
1 

20
,
1
7
6 

2
3
,
0
8
3 

1
2
,
8
0
4 

【
支

援
事
例

】
 

 
・

編
織
準

備
（
組

紐
技
術
）

を
応

用
し

た
国
産

素
材

10
0
％
の

生
活

用
品
開

発
 

 
 

・
F
RP

材
料
の

繊
維
配
向

や
内

部
欠

陥
の
検

査
 
等
 

 

産
業

用
繊

維
や

炭
素

繊
維

強

化
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
（

C
F
RP

）
な

ど
の

開
発

支
援

の
た

め
、

多
摩

テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

に
「

複
合

素
材

開
発

セ
ク
タ

ー
」
を

開
設
 

 

セ
ク

タ
ー

内
に

設
置

し
た

複

合
素

材
開

発
サ

イ
ト

に
お

い

て
、

産
業

用
繊

維
材

料
、

CF
R
P

材
料

な
ど

を
加

工
成

形
・

評
価

で
き

る
体
制

を
整
備
 

 

2
0
1
7
年
度

か
ら

2
0
19

年
度
に

お
い

て
中

期
計

画
目

標
値

を
超

え
る

実
績

を
達

成
し

、
中

小
企

業
の

製
品

化
や

不
具

合
原

因
解

析
な

ど
に
貢

献
 

 

研
究

に
お
い

て
は

C
F
R
P
製
品

だ
け

で
な

く
、

亀
裂

検
査

素
子

や
小

型
燃

料
電

池
な

ど
機

能
性

材
料

も
多
数

開
発
 

 

伝
統

産
業

に
対

し
て

も
保

有

技
術

を
活

用
し

、
先

端
技

術
を

融
合

し
た

研
究

や
製

品
化

支
援

3
2
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2
)
オ

ー
ダ
ー

メ
ー
ド

開
発
支
援

 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

2
7
 

2
7
 

12
 

3
0
 

1
6
 

3
)
セ

ミ
ナ
ー

・
講
習

会
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

4
 

7
 

3 
3
 

1
 

4
)
オ

ー
ダ
ー

メ
ー
ド

セ
ミ
ナ
ー

の
開

催
 

【
実

施
先
】
 

 
 

・
家
政

系
大
学
 

 
 

・
繊
維

関
連
機

関
 
等
 

 
5
)
 J
I
S
 
L
（
繊

維
関
連

規
格

）
開

発
な

ど
標
準

化
に
関
す

る
技

術
支

援
 

 
 

 
染
色

堅
ろ
う

度
試
験
用

標
準

布
の

品
質
証

明
、

JI
S
 
L
開
発

や
I
SO

提
案
な

ど
繊

維
関

連
規

格
の
標

準
化
を

支
援

。
そ

の
功

績
が

認
め
ら

れ
、
日
本

規
格

協
会

よ
り
地

方
公
設
試

と
し

て
は
じ

め
て
標

準
化
貢
献

特
別

賞
を

受
賞
 

 (
4
)
研

究
開
発

の
推
進
 

1
)
基

盤
研
究

の
実
施
 

 
・

炭
素
繊

維
強
化

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

に
よ

る
ロ
ボ

ッ
ト
部
品

の
成

形
技

術
の
構

築
 

 
・

プ
リ
ン

ト
技
術

に
よ
る

C
F
R
P
の
し

な
り
具

合
制
御

法
の

開
発

 
等
 

2
)
共

同
研
究

の
実
施
 

 
・

小
型
燃

料
電
池

の
開
発
 

 
・

色
彩
に

優
れ
る

ポ
リ
オ
レ

フ
ィ

ン
釣

り
糸
の

開
発
 

・
均
熱
性
と
立
体
成
形
性
に
優
れ
た
ヒ
ー
タ
ー
用
編
地
の
開
発
 
等
 

3
)
研

究
成
果

を
特
許

出
願
、
論

文
掲

載
、

学
協
会

発
表
、
依

頼
講

演
等

へ
展
開
 

 
2
0
1
6 

2
01
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

特
許

出
願
（

件
）
 

1
 

2
 

0
 

3
 

1
 

論
文

掲
載
（

件
）
 

1
 

1
 

1
 

2
 

1
 

学
協

会
発
表

（
件
）
 

7
 

5
 

7
 

9
 

1
1
 

依
頼

講
演
等

（
件
）
 

4
 

6
 

6
 

3
 

3
 

 
 
4
)
研

究
成

果
に
よ

る
受
賞
（

2
0
2
0
年
度

）
 

 
 

日
本
繊

維
機
械

学
会
よ
り

学
術

奨
励

賞
を
受

賞
「

多
面

体
サ
ン
ド

イ
ッ
チ

コ
ア
用
ニ

ッ
ト

基
材

の
編
み

目
構
造

制
御
に
よ

る
機

械
的

特
性
へ

の
影
響
」

 

 

を
実

施
 

 

3
3

(
5
)
外

部
専
門

家
派
遣

に
よ
る

現
地

で
の

技
術
相

談
 

ネ
ク

タ
イ
デ

ザ
イ
ン

コ
ン
ペ
入

選
作

品
の

製
品
化

に
向
け
た

支
援

を
実

施
 

 

(
6
)
情

報
発
信

・
情
報

提
供
 

1
)
「

複
合
素

材
開
発

サ
イ
ト
」

開
発

記
念

セ
ミ
ナ

ー
 
全

3
回

開
催
 

2
)
展

示
会
、

学
協
会

に
お
け
る

広
報

活
動
 

 
・

エ
ヌ
プ

ラ
ス
（

2
0
1
9
年

9
月

）
 

 
・

日
本
金

属
プ
レ

ス
工
業
会

C
F
R
P
部
会

（
2
02
0
年

1
月

）
 
等
 

3
)
学

協
会
、

業
界
紙

へ
の
依
頼

原
稿

・
取

材
 

 
・

強
化
プ

ラ
ス
チ

ッ
ク
ス
（

2
0
1
9
年
）
 

 
・

繊
維
学

会
誌
（

2
0
1
9
年

）
 

等
 

4
)
新

聞
等
報

道
 

 
・
「

レ
ー
ザ

ー
加
工

で
染
小

紋
型

紙
」

日
刊
工

業
新
聞
、

2
0
1
8
年

5
月
 

 
・
「

C
F
R
P 
プ

リ
ン

ト
で
機
能

付
与

」
化

学
工
業

日
報
、
2
0
1
7
年

9
月
 

・
「

非
常

用
空

気
電
池

の
販
売

開
始

」
日

刊
工
業

新
聞
、
2
0
2
0
年

3
月

 
等
 

5
)
T
I
R
I
 
N
EW
S
に
て

設
備
お
よ

び
ブ

ラ
ン

ド
試
験

な
ど
を
紹

介
 

 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

B
 

A
 

A
 

A
 

 

 

3
4
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2
)
オ

ー
ダ
ー

メ
ー
ド

開
発
支
援

 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

2
7
 

2
7
 

12
 

3
0
 

1
6
 

3
)
セ

ミ
ナ
ー

・
講
習

会
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

4
 

7
 

3 
3
 

1
 

4
)
オ

ー
ダ
ー

メ
ー
ド

セ
ミ
ナ
ー

の
開

催
 

【
実

施
先
】
 

 
 

・
家
政

系
大
学
 

 
 

・
繊
維

関
連
機

関
 
等
 

 
5
)
 J
I
S
 
L
（
繊

維
関
連

規
格

）
開

発
な

ど
標
準

化
に
関
す

る
技

術
支

援
 

 
 

 
染
色

堅
ろ
う

度
試
験
用

標
準

布
の

品
質
証

明
、

JI
S
 
L
開
発

や
I
SO

提
案
な

ど
繊

維
関

連
規

格
の
標

準
化
を

支
援

。
そ

の
功

績
が

認
め
ら

れ
、
日
本

規
格

協
会

よ
り
地

方
公
設
試

と
し

て
は
じ

め
て
標

準
化
貢
献

特
別

賞
を

受
賞
 

 (
4
)
研

究
開
発

の
推
進
 

1
)
基

盤
研
究

の
実
施
 

 
・

炭
素
繊

維
強
化

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

に
よ

る
ロ
ボ

ッ
ト
部
品

の
成

形
技

術
の
構

築
 

 
・

プ
リ
ン

ト
技
術

に
よ
る

C
F
R
P
の
し

な
り
具

合
制
御

法
の

開
発

 
等
 

2
)
共

同
研
究

の
実
施
 

 
・

小
型
燃

料
電
池

の
開
発
 

 
・

色
彩
に

優
れ
る

ポ
リ
オ
レ

フ
ィ

ン
釣

り
糸
の

開
発
 

・
均
熱
性
と
立
体
成
形
性
に
優
れ
た
ヒ
ー
タ
ー
用
編
地
の
開
発
 
等
 

3
)
研

究
成
果

を
特
許

出
願
、
論

文
掲

載
、

学
協
会

発
表
、
依

頼
講

演
等

へ
展
開
 

 
2
0
1
6 

2
01
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

特
許

出
願
（

件
）
 

1
 

2
 

0
 

3
 

1
 

論
文

掲
載
（

件
）
 

1
 

1
 

1
 

2
 

1
 

学
協

会
発
表

（
件
）
 

7
 

5
 

7
 

9
 

1
1
 

依
頼

講
演
等

（
件
）
 

4
 

6
 

6
 

3
 

3
 

 
 
4
)
研

究
成

果
に
よ

る
受
賞
（

2
0
2
0
年
度

）
 

 
 

日
本
繊

維
機
械

学
会
よ
り

学
術

奨
励

賞
を
受

賞
「

多
面

体
サ
ン
ド

イ
ッ
チ

コ
ア
用
ニ

ッ
ト

基
材

の
編
み

目
構
造

制
御
に
よ

る
機

械
的

特
性
へ

の
影
響
」

 

 

を
実

施
 

 

3
3

(
5
)
外

部
専
門

家
派
遣

に
よ
る

現
地

で
の

技
術
相

談
 

ネ
ク

タ
イ
デ

ザ
イ
ン

コ
ン
ペ
入

選
作

品
の

製
品
化

に
向
け
た

支
援

を
実

施
 

 

(
6
)
情

報
発
信

・
情
報

提
供
 

1
)
「

複
合
素

材
開
発

サ
イ
ト
」

開
発

記
念

セ
ミ
ナ

ー
 
全

3
回

開
催
 

2
)
展

示
会
、

学
協
会

に
お
け
る

広
報

活
動
 

 
・

エ
ヌ
プ

ラ
ス
（

2
0
1
9
年

9
月

）
 

 
・

日
本
金

属
プ
レ

ス
工
業
会

C
F
R
P
部
会

（
2
02
0
年

1
月

）
 
等
 

3
)
学

協
会
、

業
界
紙

へ
の
依
頼

原
稿

・
取

材
 

 
・

強
化
プ

ラ
ス
チ

ッ
ク
ス
（

2
0
1
9
年
）
 

 
・

繊
維
学

会
誌
（

2
0
1
9
年

）
 

等
 

4
)
新

聞
等
報

道
 

 
・
「

レ
ー
ザ

ー
加
工

で
染
小

紋
型

紙
」

日
刊
工

業
新
聞
、

2
0
1
8
年

5
月
 

 
・
「

C
F
R
P 
プ

リ
ン

ト
で
機
能

付
与

」
化

学
工
業

日
報
、
2
0
1
7
年

9
月
 

・
「

非
常

用
空

気
電
池

の
販
売

開
始

」
日

刊
工
業

新
聞
、
2
0
2
0
年

3
月

 
等
 

5
)
T
I
R
I
 
N
EW
S
に
て

設
備
お
よ

び
ブ

ラ
ン

ド
試
験

な
ど
を
紹

介
 

 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

B
 

A
 

A
 

A
 

 

 

3
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(
5
)
外

部
専
門

家
派
遣

に
よ
る

現
地

で
の

技
術
相

談
 

ネ
ク

タ
イ
デ

ザ
イ
ン

コ
ン
ペ
入

選
作

品
の

製
品
化

に
向
け
た

支
援

を
実

施
 

 

(
6
)
情

報
発
信

・
情
報

提
供
 

1
)
「

複
合
素

材
開
発

サ
イ
ト
」

開
発

記
念

セ
ミ
ナ

ー
 
全

3
回

開
催
 

2
)
展

示
会
、

学
協
会

に
お
け
る

広
報

活
動
 

 
・

エ
ヌ
プ

ラ
ス
（

2
0
1
9
年

9
月

）
 

 
・

日
本
金

属
プ
レ

ス
工
業
会

C
F
R
P
部
会

（
2
02
0
年

1
月

）
 
等
 

3
)
学

協
会
、

業
界
紙

へ
の
依
頼

原
稿

・
取

材
 

 
・

強
化
プ

ラ
ス
チ

ッ
ク
ス
（

2
0
1
9
年
）
 

 
・

繊
維
学

会
誌
（

2
0
1
9
年

）
 

等
 

4
)
新

聞
等
報

道
 

 
・
「

レ
ー
ザ

ー
加
工

で
染
小

紋
型

紙
」

日
刊
工

業
新
聞
、

2
0
1
8
年

5
月
 

 
・
「

C
F
R
P 
プ

リ
ン

ト
で
機
能

付
与

」
化

学
工
業

日
報
、
2
0
1
7
年

9
月
 

・
「

非
常

用
空

気
電
池

の
販
売

開
始

」
日

刊
工
業

新
聞
、
2
0
2
0
年

3
月

 
等
 

5
)
T
I
R
I
 
N
EW
S
に
て

設
備
お
よ

び
ブ

ラ
ン

ド
試
験

な
ど
を
紹

介
 

 

 

5
年

間
の
評

定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

B
 

A
 

A
 

A
 

 

 

3
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2
)
オ

ー
ダ
ー

メ
ー
ド

開
発
支
援

 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

2
7
 

2
7
 

12
 

3
0
 

1
6
 

3
)
セ

ミ
ナ
ー

・
講
習

会
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

4
 

7
 

3 
3
 

1
 

4
)
オ

ー
ダ
ー

メ
ー
ド

セ
ミ
ナ
ー

の
開

催
 

【
実

施
先
】
 

 
 

・
家
政

系
大
学
 

 
 

・
繊
維

関
連
機

関
 
等
 

 
5
)
 J
I
S
 
L
（
繊

維
関
連

規
格

）
開

発
な

ど
標
準

化
に
関
す

る
技

術
支

援
 

 
 

 
染
色

堅
ろ
う

度
試
験
用

標
準

布
の

品
質
証

明
、

JI
S
 
L
開
発

や
I
SO

提
案
な

ど
繊

維
関

連
規

格
の
標

準
化
を

支
援

。
そ

の
功

績
が

認
め
ら

れ
、
日
本

規
格

協
会

よ
り
地

方
公
設
試

と
し

て
は
じ

め
て
標

準
化
貢
献

特
別

賞
を

受
賞
 

 (
4
)
研

究
開
発

の
推
進
 

1
)
基

盤
研
究

の
実
施
 

 
・

炭
素
繊

維
強
化

プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

に
よ

る
ロ
ボ

ッ
ト
部
品

の
成

形
技

術
の
構

築
 

 
・

プ
リ
ン

ト
技
術

に
よ
る

C
F
R
P
の
し

な
り
具

合
制
御

法
の

開
発

 
等
 

2
)
共

同
研
究

の
実
施
 

 
・

小
型
燃

料
電
池

の
開
発
 

 
・

色
彩
に

優
れ
る

ポ
リ
オ
レ

フ
ィ

ン
釣

り
糸
の

開
発
 

・
均
熱
性
と
立
体
成
形
性
に
優
れ
た
ヒ
ー
タ
ー
用
編
地
の
開
発
 
等
 

3
)
研

究
成
果

を
特
許

出
願
、
論

文
掲

載
、

学
協
会

発
表
、
依

頼
講

演
等

へ
展
開
 

 
2
0
1
6 

2
01
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

特
許

出
願
（

件
）
 

1
 

2
 

0
 

3
 

1
 

論
文

掲
載
（

件
）
 

1
 

1
 

1
 

2
 

1
 

学
協

会
発
表

（
件
）
 

7
 

5
 

7
 

9
 

1
1
 

依
頼

講
演
等

（
件
）
 

4
 

6
 

6
 

3
 

3
 

 
 
4
)
研

究
成

果
に
よ

る
受
賞
（

2
0
2
0
年
度

）
 

 
 

日
本
繊

維
機
械

学
会
よ
り

学
術

奨
励

賞
を
受

賞
「

多
面

体
サ
ン
ド

イ
ッ
チ

コ
ア
用
ニ

ッ
ト

基
材

の
編
み

目
構
造

制
御
に
よ

る
機

械
的

特
性
へ

の
影
響
」

 

 

を
実

施
 

 

3
3

(
5
)
外

部
専
門

家
派
遣

に
よ
る

現
地

で
の

技
術
相

談
 

ネ
ク

タ
イ
デ

ザ
イ
ン

コ
ン
ペ
入

選
作

品
の

製
品
化

に
向
け
た

支
援

を
実

施
 

 

(
6
)
情

報
発
信

・
情
報

提
供
 

1
)
「

複
合
素

材
開
発

サ
イ
ト
」

開
発

記
念

セ
ミ
ナ

ー
 
全

3
回

開
催
 

2
)
展

示
会
、

学
協
会

に
お
け
る

広
報

活
動
 

 
・

エ
ヌ
プ

ラ
ス
（

2
0
1
9
年

9
月

）
 

 
・

日
本
金

属
プ
レ

ス
工
業
会

C
F
R
P
部
会

（
2
02
0
年

1
月

）
 
等
 

3
)
学

協
会
、

業
界
紙

へ
の
依
頼

原
稿

・
取

材
 

 
・

強
化
プ

ラ
ス
チ

ッ
ク
ス
（

2
0
1
9
年
）
 

 
・

繊
維
学

会
誌
（

2
0
1
9
年

）
 

等
 

4
)
新

聞
等
報

道
 

 
・
「

レ
ー
ザ

ー
加
工

で
染
小

紋
型

紙
」

日
刊
工

業
新
聞
、

2
0
1
8
年

5
月
 

 
・
「

C
F
R
P 
プ

リ
ン

ト
で
機
能

付
与

」
化

学
工
業

日
報
、
2
0
1
7
年

9
月
 

・
「

非
常

用
空

気
電
池

の
販
売

開
始

」
日

刊
工
業

新
聞
、
2
0
2
0
年

3
月

 
等
 

5
)
T
I
R
I
 
N
EW
S
に
て

設
備
お
よ

び
ブ

ラ
ン

ド
試
験

な
ど
を
紹

介
 

 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

B
 

A
 

A
 

A
 

 

 

3
4
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第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

二
 

中
小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標
 

（
二

）
 
製
品

開
発
、

品
質
評

価
の

た
め

の
支
援
 

イ
 

高
付
加

価
値
製

品
の
開
発

支
援
 

短
期

間
で
の

試
作
品

開
発
を
必

要
と

し
て

い
る
中

小
企
業
に

対
し

て
、
都

産
技
研

の
技
術

力
を

活
用

し
て
個

々
の
企
業

の
ニ

ー
ズ

に
即
し

た
支
援
が

で
き

る
よ

う
、

オ
ー
ダ

ー
メ
ー

ド
型
の
開

発
支

援
を

推
進
す

る
。
 

 

 
評

価
項

目
番

号
 

1
2
 

自
己

評
価
 

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

中
小

企
業

が
自

社
製

品
を

開
発

す
る

際
の

上
流

工
程

の
技

術
課

題
解

決
に

対

応
す

る
た
め

、
オ
ー
ダ

ー
メ
ー

ド
開

発
支

援
を

実
施
し

、
新
製
品

や
新
技

術
の

開
発

を
支

援
す
る

。
オ
ー
ダ

ー
メ
ー

ド
開

発
支

援
の

件
数
に

つ
い
て

は
、
第
三

期
中

期
計

画
期

間
の
最

終
年
度

で
あ
る
令

和
2
年

度

の
年

間
実
績

4
5
0
件

を
目
標
と

す
る

。
 

(
1
)
オ

ー
ダ
ー

メ
ー
ド

開
発
支

援
事

業
の

継
続
 

1
)
実

施
実
績

（
件
）
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

4
5
0
 

5
2
0
 

5
0
4
 

5
9
2
 

4
6
3
 

 
2
)
試

作
品

を
含
む

製
品
化
・

事
業

化
支

援
実
績

（
件
）
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

5
6
 

6
0
 

5
7
 

6
4
 

6
3
 

【
支

援
事
例

】
 

 
・

1
0
0
%バ

イ
オ
マ

ス
成
形
材

料
を

用
い

た
ア
ク

セ
サ
リ
 

・
樹

脂
製
手

術
用
部

品
 
等
 

 (
2
)
オ

ー
ダ
ー

メ
ー
ド

開
発
支

援
か

ら
の

新
製
品

・
新
技
術
へ

の
展
開
 

 
・

食
品
用

L
E
D
直

管
照
明
 

・
悪

玉
コ
レ

ス
テ
ロ

ー
ル
自
動

測
定

装
置

 
等
 

 (
3
)
製

品
化
達

成
度
に

対
す
る

ア
ウ

ト
カ

ム
調
査

結
果
 

 
 

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
開

発
支

援
事

業
に

関
す

る
目

的
達
成

度
に

つ
い

て
、
「

十
分

達
成

で
き

た
」

と
「
あ

る
程
度

達
成
で
き

た
」

で
9
0
％

以
上

を
維
持
 

中
小

企
業

の
製

品
開

発
に

お

け
る

上
流

工
程

支
援

の
た

め
、

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
開

発
支

援
を

材
料

、
精

密
加

工
、

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

な
ど

様
々

な
分

野
で

実
施
 

 

都
産

技
研

の
技

術
シ

ー
ズ

や

ノ
ウ

ハ
ウ

を
活

用
し

、
中

期
期

間
を

通
じ

て
目

標
値

を
上

回
る

利
用

実
績

を
達

成
。

製
品

開
発

時
の

技
術

的
課

題
解

決
に

貢
献

し
、

多
く

の
支

援
事

例
、

製
品

化
事

例
を
創

出
 

 

中
小

企
業

ニ
ー

ズ
に

的
確

に

応
え

て
支

援
を

実
施

し
、

ア
ウ

ト
カ

ム
調

査
で

は
目

的
達

成
度

の
項

目
に

お
い

て
高

い
評

価
を

獲
得
 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

A
 

A
 

B
 

B
 

 

 

3
5

第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

二
 

中
小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標
 

（
二

）
 
製
品

開
発
、

品
質
評

価
の

た
め

の
支
援
 

イ
 

高
付
加

価
値
製

品
の
開
発

支
援
 

中
小

企
業
の

研
究
・
実
験

ス
ペ
ー

ス
と
し

て
提
供

す
る
「
製

品
開

発
支

援
ラ
ボ

」
の
機
能

が
十

分
発

揮
で
き

る
よ
う
、
経

営
支

援
機
関

と
の
連

携
に

よ
り
、
入

居
企

業
に
対

し
て
技

術
と
経
営

の
面

か
ら

の
サ
ー

ビ
ス
を
提

供
す

る
。
 

 

 
評

価
項

目
番

号
 

1
3
 

自
己

評
価
 

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期
目

標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

新
製

品
・

新
技

術
開

発
を

目
指

す

中
小

企
業

の
研

究
・

実
験

ス
ペ

ー
ス

へ
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

た
め

、
本

部
の

製
品

開
発

支
援

ラ
ボ

1
9

室
に

加
え

て
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
の

製
品

開
発

支
援
ラ

ボ
5
室

を
引
き

続
き

利

用
に

供
す
る

。
 

共
同

研
究

企
業

が
無

料
で

利
用

可

能
な

共
同
研

究
開
発

室
を

3
室

設
置

し
、

共
同

研
究

の
成

果
を

活
用

し
た

迅
速

な
製
品

の
開
発

を
促
進
す

る
。
 

(
1
)
2
4
時
間

利
用
可

能
な
製
品

開
発

支
援

ラ
ボ
の

運
営
 

1
)
製

品
開
発

支
援
ラ

ボ
の
入
居

率
 

 
2
0
1
6 

20
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

本
部

（
％
）
 

9
1
.
3 

9
4
.
3 

8
9
.
0 

8
5
.
1 

9
8
.
7 

多
摩

テ
ク
ノ

プ
ラ
ザ
（
％

） 
1
0
0
 

9
8
.
3 

9
5
.
0 

6
6
.
7 

9
3
.
3 

2
)
サ
ー

ビ
ス

産
業
を

含
む
幅
広

い
分

野
の

技
術
開

発
型
企
業

の
入

居
 

3
)
入
居

率
向

上
の
た

め
随
時
募

集
実

施
、

迅
速
な

入
居
者
選

定
審

査
会

開
催
 

 (
2
)
入
居

者
に

対
す
る

製
品
化

・
事

業
化

支
援
 

1
)
新
規

入
居

者
と
都

産
技
研
と

の
面

談
 

2
)
入
居

者
へ

の
会
議

ス
ペ
ー
ス

の
提

供
 

3
)
東
京

イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン
発
信

交
流

会
な

ど
都
産

技
研
主
催

イ
ベ

ン
ト

へ
入
居

企
業
の
出

展
 

4
)
競
争

的
資

金
に
関

す
る
情
報

提
供

に
よ

り
入
居

者
へ
の
競

争
的

資
金

獲
得
支

援
 

 
N
E
D
O
 
戦
略

的
省
エ

ネ
ル
ギ

ー
技

術
革

新
プ
ロ

グ
ラ
ム
 
等
 

5
)
T
I
R
I
 
N
EW
S
、

都
産

技
研
活

用
事

例
集

へ
の
掲

載
 

 (
3
)
入
居

者
の

都
産
技

研
事
業

利
用

実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
18
 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

依
頼

試
験
 

2
1
7
 

2
1
6
 

1
,
2
2
4 

9
6
9
 

4
5
3
 

機
器

利
用
 

3
,
6
0
9 

6
,
3
8
2 

8
,
3
0
2 

2
,
0
3
1 

8
5
8
 

技
術

相
談
 

6
1
5
 

1
0
5
 

1
3
4
 

4
5
8
 

1
5
1
 

工
場

等
 

実
地

技
術
支

援
 

3
1
 

2
8
 

82
 

1
0
7
 

6
9
 

新
製

品
・

新
技

術
開

発
を

目
指

す
中

小
企

業
の

研
究

・

実
験

ス
ペ

ー
ス

へ
の

ニ
ー

ズ

に
対

応
 

 

本
部

、
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
と

も
に
期

間
中
平

均
9
0％

以
上

の
入
居

率
を
達

成
 

 

共
同

研
究

開
発

室
な

ど
製

品
開

発
の

場
の

提
供

等
に

よ

り
、

入
居

企
業

の
製

品
化

・

事
業

化
を
着

実
に
支

援
 

 

製
品

が
着

実
に

販
売

フ
ェ

ー
ズ

に
移

行
し

、
売

り
上

げ

が
飛

躍
的
に

増
大
 

 

2
0
1
9
年

度
に

は
ラ
ボ

入
居

時
に

開
発

し
た

製
品

等
の

業

績
が

評
価

さ
れ

、
ユ

ニ
コ

ー

ン
企

業
に

認
定

さ
れ

る
な

ど
、

入
居

企
業

の
躍

進
に

も

貢
献
 

 

も
の

づ
く

り
ベ

ン
チ

ャ
ー

育
成

事
業

の
試

作
支

援
拠

点

3
6
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第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

二
 

中
小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標
 

（
二

）
 
製
品

開
発
、

品
質
評

価
の

た
め

の
支
援
 

イ
 

高
付
加

価
値
製

品
の
開
発

支
援
 

短
期

間
で
の

試
作
品

開
発
を
必

要
と

し
て

い
る
中

小
企
業
に

対
し

て
、
都

産
技
研

の
技
術

力
を

活
用

し
て
個

々
の
企
業

の
ニ

ー
ズ

に
即
し

た
支
援
が

で
き

る
よ

う
、

オ
ー
ダ

ー
メ
ー

ド
型
の
開

発
支

援
を

推
進
す

る
。
 

 

 
評

価
項

目
番

号
 

1
2
 

自
己

評
価
 

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

中
小

企
業

が
自

社
製

品
を

開
発

す
る

際
の

上
流

工
程

の
技

術
課

題
解

決
に

対

応
す

る
た
め

、
オ
ー
ダ

ー
メ
ー

ド
開

発
支

援
を

実
施
し

、
新
製
品

や
新
技

術
の

開
発

を
支

援
す
る

。
オ
ー
ダ

ー
メ
ー

ド
開

発
支

援
の

件
数
に

つ
い
て

は
、
第
三

期
中

期
計

画
期

間
の
最

終
年
度

で
あ
る
令

和
2
年

度

の
年

間
実
績

4
5
0
件

を
目
標
と

す
る

。
 

(
1
)
オ

ー
ダ
ー

メ
ー
ド

開
発
支

援
事

業
の

継
続
 

1
)
実

施
実
績

（
件
）
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

4
5
0
 

5
2
0
 

5
0
4
 

5
9
2
 

4
6
3
 

 
2
)
試

作
品

を
含
む

製
品
化
・

事
業

化
支

援
実
績

（
件
）
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

5
6
 

6
0
 

5
7
 

6
4
 

6
3
 

【
支

援
事
例

】
 

 
・

1
0
0
%バ

イ
オ
マ

ス
成
形
材

料
を

用
い

た
ア
ク

セ
サ
リ
 

・
樹

脂
製
手

術
用
部

品
 
等
 

 (
2
)
オ

ー
ダ
ー

メ
ー
ド

開
発
支

援
か

ら
の

新
製
品

・
新
技
術
へ

の
展
開
 

 
・

食
品
用

L
E
D
直

管
照
明
 

・
悪

玉
コ
レ

ス
テ
ロ

ー
ル
自
動

測
定

装
置

 
等
 

 (
3
)
製

品
化
達

成
度
に

対
す
る

ア
ウ

ト
カ

ム
調
査

結
果
 

 
 

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
開

発
支

援
事

業
に

関
す

る
目

的
達
成

度
に

つ
い

て
、
「

十
分

達
成

で
き

た
」

と
「
あ

る
程
度

達
成
で
き

た
」

で
9
0
％

以
上

を
維
持
 

中
小

企
業

の
製

品
開

発
に

お

け
る

上
流

工
程

支
援

の
た

め
、

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
開

発
支

援
を

材
料

、
精

密
加

工
、

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

な
ど

様
々

な
分

野
で

実
施
 

 

都
産

技
研

の
技

術
シ

ー
ズ

や

ノ
ウ

ハ
ウ

を
活

用
し

、
中

期
期

間
を

通
じ

て
目

標
値

を
上

回
る

利
用

実
績

を
達

成
。

製
品

開
発

時
の

技
術

的
課

題
解

決
に

貢
献

し
、

多
く

の
支

援
事

例
、

製
品

化
事

例
を
創

出
 

 

中
小

企
業

ニ
ー

ズ
に

的
確

に

応
え

て
支

援
を

実
施

し
、

ア
ウ

ト
カ

ム
調

査
で

は
目

的
達

成
度

の
項

目
に

お
い

て
高

い
評

価
を

獲
得
 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

A
 

A
 

B
 

B
 

 

 

3
5

第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

二
 

中
小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標
 

（
二

）
 
製
品

開
発
、

品
質
評

価
の

た
め

の
支
援
 

イ
 

高
付
加

価
値
製

品
の
開
発

支
援
 

中
小

企
業
の

研
究
・
実
験

ス
ペ
ー

ス
と
し

て
提
供

す
る
「
製

品
開

発
支

援
ラ
ボ

」
の
機
能

が
十

分
発

揮
で
き

る
よ
う
、
経

営
支

援
機
関

と
の
連

携
に

よ
り
、
入

居
企

業
に
対

し
て
技

術
と
経
営

の
面

か
ら

の
サ
ー

ビ
ス
を
提

供
す

る
。
 

 

 
評

価
項

目
番

号
 

1
3
 

自
己

評
価
 

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期
目

標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

新
製

品
・

新
技

術
開

発
を

目
指

す

中
小

企
業

の
研

究
・

実
験

ス
ペ

ー
ス

へ
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

た
め

、
本

部
の

製
品

開
発

支
援

ラ
ボ

1
9

室
に

加
え

て
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
の

製
品

開
発

支
援
ラ

ボ
5
室

を
引
き

続
き

利

用
に

供
す
る

。
 

共
同

研
究

企
業

が
無

料
で

利
用

可

能
な

共
同
研

究
開
発

室
を

3
室

設
置

し
、

共
同

研
究

の
成

果
を

活
用

し
た

迅
速

な
製
品

の
開
発

を
促
進
す

る
。
 

(
1
)
2
4
時
間

利
用
可

能
な
製
品

開
発

支
援

ラ
ボ
の

運
営
 

1
)
製

品
開
発

支
援
ラ

ボ
の
入
居

率
 

 
2
0
1
6 

20
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

本
部

（
％
）
 

9
1
.
3 

9
4
.
3 

8
9
.
0 

8
5
.
1 

9
8
.
7 

多
摩

テ
ク
ノ

プ
ラ
ザ
（
％

） 
1
0
0
 

9
8
.
3 

9
5
.
0 

6
6
.
7 

9
3
.
3 

2
)
サ
ー

ビ
ス

産
業
を

含
む
幅
広

い
分

野
の

技
術
開

発
型
企
業

の
入

居
 

3
)
入
居

率
向

上
の
た

め
随
時
募

集
実

施
、

迅
速
な

入
居
者
選

定
審

査
会

開
催
 

 (
2
)
入
居

者
に

対
す
る

製
品
化

・
事

業
化

支
援
 

1
)
新
規

入
居

者
と
都

産
技
研
と

の
面

談
 

2
)
入
居

者
へ

の
会
議

ス
ペ
ー
ス

の
提

供
 

3
)
東
京

イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン
発
信

交
流

会
な

ど
都
産

技
研
主
催

イ
ベ

ン
ト

へ
入
居

企
業
の
出

展
 

4
)
競
争

的
資

金
に
関

す
る
情
報

提
供

に
よ

り
入
居

者
へ
の
競

争
的

資
金

獲
得
支

援
 

 
N
E
D
O
 
戦
略

的
省
エ

ネ
ル
ギ

ー
技

術
革

新
プ
ロ

グ
ラ
ム
 
等
 

5
)
T
I
R
I
 
N
EW
S
、

都
産

技
研
活

用
事

例
集

へ
の
掲

載
 

 (
3
)
入
居

者
の

都
産
技

研
事
業

利
用

実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
18
 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

依
頼

試
験
 

2
1
7
 

2
1
6
 

1
,
2
2
4 

9
6
9
 

4
5
3
 

機
器

利
用
 

3
,
6
0
9 

6
,
3
8
2 

8
,
3
0
2 

2
,
0
3
1 

8
5
8
 

技
術

相
談
 

6
1
5
 

1
0
5
 

1
3
4
 

4
5
8
 

1
5
1
 

工
場

等
 

実
地

技
術
支

援
 

3
1
 

2
8
 

82
 

1
0
7
 

6
9
 

新
製

品
・

新
技

術
開

発
を

目
指

す
中

小
企

業
の

研
究

・

実
験

ス
ペ

ー
ス

へ
の

ニ
ー

ズ

に
対

応
 

 

本
部

、
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
と

も
に
期

間
中
平

均
9
0％

以
上

の
入
居

率
を
達

成
 

 

共
同

研
究

開
発

室
な

ど
製

品
開

発
の

場
の

提
供

等
に

よ

り
、

入
居

企
業

の
製

品
化

・

事
業

化
を
着

実
に
支

援
 

 

製
品

が
着

実
に

販
売

フ
ェ

ー
ズ

に
移

行
し

、
売

り
上

げ

が
飛

躍
的
に

増
大
 

 

2
0
1
9
年

度
に

は
ラ
ボ

入
居

時
に

開
発

し
た

製
品

等
の

業

績
が

評
価

さ
れ

、
ユ

ニ
コ

ー

ン
企

業
に

認
定

さ
れ

る
な

ど
、

入
居

企
業

の
躍

進
に

も

貢
献
 

 

も
の

づ
く

り
ベ

ン
チ

ャ
ー

育
成

事
業

の
試

作
支

援
拠

点

3
6
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第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

二
 

中
小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標
 

（
二

）
 
製
品

開
発
、

品
質
評

価
の

た
め

の
支
援
 

イ
 

高
付
加

価
値
製

品
の
開
発

支
援
 

中
小

企
業
の

研
究
・
実
験

ス
ペ
ー

ス
と
し

て
提
供

す
る
「
製

品
開

発
支

援
ラ
ボ

」
の
機
能

が
十

分
発

揮
で
き

る
よ
う
、
経

営
支

援
機
関

と
の
連

携
に

よ
り
、
入

居
企

業
に
対

し
て
技

術
と
経
営

の
面

か
ら

の
サ
ー

ビ
ス
を
提

供
す

る
。
 

 

 
評

価
項

目
番

号
 

1
3
 

自
己

評
価
 

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

新
製

品
・

新
技

術
開

発
を

目
指

す

中
小

企
業

の
研

究
・

実
験

ス
ペ

ー
ス

へ
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

た
め

、
本

部
の

製
品

開
発

支
援

ラ
ボ

1
9

室
に

加
え

て
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
の

製
品

開
発

支
援
ラ

ボ
5
室

を
引
き

続
き

利

用
に

供
す
る

。
 

共
同

研
究

企
業

が
無

料
で

利
用

可

能
な

共
同
研

究
開
発

室
を

3
室

設
置

し
、

共
同

研
究

の
成

果
を

活
用

し
た

迅
速

な
製
品

の
開
発

を
促
進
す

る
。
 

(
1
)
2
4
時
間

利
用
可

能
な
製
品

開
発

支
援

ラ
ボ
の

運
営
 

1
)
製
品

開
発

支
援
ラ

ボ
の
入
居

率
 

 
2
0
1
6 

20
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

本
部

（
％
）
 

9
1
.
3 

9
4
.
3 

8
9
.
0 

8
5
.
1 

9
8
.
7 

多
摩

テ
ク
ノ

プ
ラ
ザ
（
％

） 
1
0
0
 

9
8
.
3 

9
5
.
0 

6
6
.
7 

9
3
.
3 

2
)
サ

ー
ビ
ス

産
業
を

含
む
幅
広

い
分

野
の

技
術
開

発
型
企
業

の
入
居
 

3
)
入

居
率
向

上
の
た

め
随
時
募

集
実

施
、

迅
速
な

入
居
者
選

定
審
査
会

開
催
 

 (
2
)
入

居
者
に

対
す
る

製
品
化

・
事

業
化

支
援
 

1
)
新

規
入
居

者
と
都

産
技
研
と

の
面

談
 

2
)
入

居
者
へ

の
会
議

ス
ペ
ー
ス

の
提

供
 

3
)
東
京

イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン
発
信

交
流

会
な

ど
都
産

技
研
主
催

イ
ベ

ン
ト

へ
入
居

企
業
の
出

展
 

4
)
競
争

的
資

金
に
関

す
る
情
報

提
供

に
よ

り
入
居

者
へ
の
競

争
的

資
金

獲
得
支

援
 

 
N
E
D
O
 
戦
略

的
省
エ

ネ
ル
ギ

ー
技

術
革

新
プ
ロ

グ
ラ
ム
 
等
 

5
)
T
I
R
I
 
N
EW
S
、

都
産

技
研
活

用
事

例
集

へ
の
掲

載
 

 (
3
)
入

居
者
の

都
産
技

研
事
業

利
用

実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
18
 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

依
頼

試
験
 

2
1
7
 

2
1
6
 

1
,
2
2
4 

9
6
9
 

4
5
3
 

機
器

利
用
 

3
,
6
0
9 

6
,
3
8
2 

8
,
3
0
2 

2
,
0
3
1 

8
5
8
 

技
術

相
談
 

6
1
5
 

1
0
5
 

1
3
4
 

4
5
8
 

1
5
1
 

工
場

等
 

実
地

技
術
支

援
 

3
1
 

2
8
 

82
 

1
0
7
 

6
9
 

新
製

品
・

新
技

術
開

発
を

目
指

す
中

小
企

業
の

研
究

・

実
験

ス
ペ

ー
ス

へ
の

ニ
ー

ズ

に
対

応
 

 

本
部

、
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
と

も
に
期

間
中
平

均
9
0％

以
上

の
入
居

率
を
達

成
 

 

共
同

研
究

開
発

室
な

ど
製

品
開

発
の

場
の

提
供

等
に

よ

り
、

入
居

企
業

の
製

品
化

・

事
業

化
を
着

実
に
支

援
 

 

製
品

が
着

実
に

販
売

フ
ェ

ー
ズ

に
移

行
し

、
売

り
上

げ

が
飛

躍
的
に

増
大
 

 

2
0
1
9
年

度
に

は
ラ
ボ

入
居

時
に

開
発

し
た

製
品

等
の

業

績
が

評
価

さ
れ

、
ユ

ニ
コ

ー

ン
企

業
に

認
定

さ
れ

る
な

ど
、

入
居

企
業

の
躍

進
に

も

貢
献
 

 

も
の

づ
く

り
ベ

ン
チ

ャ
ー

育
成

事
業

の
試

作
支

援
拠

点

3
6

- 103 -

第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

二
 

中
小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標
 

（
二

）
 
製
品

開
発
、

品
質
評

価
の

た
め

の
支
援
 

イ
 

高
付
加

価
値
製

品
の
開
発

支
援
 

短
期

間
で
の

試
作
品

開
発
を
必

要
と

し
て

い
る
中

小
企
業
に

対
し

て
、
都

産
技
研

の
技
術

力
を

活
用

し
て
個

々
の
企
業

の
ニ

ー
ズ

に
即
し

た
支
援
が

で
き

る
よ

う
、

オ
ー
ダ

ー
メ
ー

ド
型
の
開

発
支

援
を

推
進
す

る
。
 

 

 
評

価
項

目
番

号
 

1
2
 

自
己

評
価
 

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

中
小

企
業

が
自

社
製

品
を

開
発

す
る

際
の

上
流

工
程

の
技

術
課

題
解

決
に

対

応
す

る
た
め

、
オ
ー
ダ

ー
メ
ー

ド
開

発
支

援
を

実
施
し

、
新
製
品

や
新
技

術
の

開
発

を
支

援
す
る

。
オ
ー
ダ

ー
メ
ー

ド
開

発
支

援
の

件
数
に

つ
い
て

は
、
第
三

期
中

期
計

画
期

間
の
最

終
年
度

で
あ
る
令

和
2
年

度

の
年

間
実
績

4
5
0
件

を
目
標
と

す
る

。
 

(
1
)
オ

ー
ダ
ー

メ
ー
ド

開
発
支

援
事

業
の

継
続
 

1
)
実

施
実
績

（
件
）
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

4
5
0
 

5
2
0
 

5
0
4
 

5
9
2
 

4
6
3
 

 
2
)
試

作
品

を
含
む

製
品
化
・

事
業

化
支

援
実
績

（
件
）
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

5
6
 

6
0
 

5
7
 

6
4
 

6
3
 

【
支

援
事
例

】
 

 
・

1
0
0
%バ

イ
オ
マ

ス
成
形
材

料
を

用
い

た
ア
ク

セ
サ
リ
 

・
樹

脂
製
手

術
用
部

品
 
等
 

 (
2
)
オ

ー
ダ
ー

メ
ー
ド

開
発
支

援
か

ら
の

新
製
品

・
新
技
術
へ

の
展
開
 

 
・

食
品
用

L
E
D
直

管
照
明
 

・
悪

玉
コ
レ

ス
テ
ロ

ー
ル
自
動

測
定

装
置

 
等
 

 (
3
)
製

品
化
達

成
度
に

対
す
る

ア
ウ

ト
カ

ム
調
査

結
果
 

 
 

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
開

発
支

援
事

業
に

関
す

る
目

的
達
成

度
に

つ
い

て
、
「

十
分

達
成

で
き

た
」

と
「
あ

る
程
度

達
成
で
き

た
」

で
9
0
％

以
上

を
維
持
 

中
小

企
業

の
製

品
開

発
に

お

け
る

上
流

工
程

支
援

の
た

め
、

オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
開

発
支

援
を

材
料

、
精

密
加

工
、

エ
レ

ク
ト

ロ
ニ

ク
ス

な
ど

様
々

な
分

野
で

実
施
 

 

都
産

技
研

の
技

術
シ

ー
ズ

や

ノ
ウ

ハ
ウ

を
活

用
し

、
中

期
期

間
を

通
じ

て
目

標
値

を
上

回
る

利
用

実
績

を
達

成
。

製
品

開
発

時
の

技
術

的
課

題
解

決
に

貢
献

し
、

多
く

の
支

援
事

例
、

製
品

化
事

例
を
創

出
 

 

中
小

企
業

ニ
ー

ズ
に

的
確

に

応
え

て
支

援
を

実
施

し
、

ア
ウ

ト
カ

ム
調

査
で

は
目

的
達

成
度

の
項

目
に

お
い

て
高

い
評

価
を

獲
得
 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

A
 

A
 

B
 

B
 

 

 

3
5

第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

二
 

中
小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標
 

（
二

）
 
製
品

開
発
、

品
質
評

価
の

た
め

の
支
援
 

イ
 

高
付
加

価
値
製

品
の
開
発

支
援
 

中
小

企
業
の

研
究
・
実
験

ス
ペ
ー

ス
と
し

て
提
供

す
る
「
製

品
開

発
支

援
ラ
ボ

」
の
機
能

が
十

分
発

揮
で
き

る
よ
う
、
経

営
支

援
機
関

と
の
連

携
に

よ
り
、
入

居
企

業
に
対

し
て
技

術
と
経
営

の
面

か
ら

の
サ
ー

ビ
ス
を
提

供
す

る
。
 

 

 
評

価
項

目
番

号
 

1
3
 

自
己

評
価
 

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期
目

標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

新
製

品
・

新
技

術
開

発
を

目
指

す

中
小

企
業

の
研

究
・

実
験

ス
ペ

ー
ス

へ
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

た
め

、
本

部
の

製
品

開
発

支
援

ラ
ボ

1
9

室
に

加
え

て
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
の

製
品

開
発

支
援
ラ

ボ
5
室

を
引
き

続
き

利

用
に

供
す
る

。
 

共
同

研
究

企
業

が
無

料
で

利
用

可

能
な

共
同
研

究
開
発

室
を

3
室

設
置

し
、

共
同

研
究

の
成

果
を

活
用

し
た

迅
速

な
製
品

の
開
発

を
促
進
す

る
。
 

(
1
)
2
4
時
間

利
用
可

能
な
製
品

開
発

支
援

ラ
ボ
の

運
営
 

1
)
製

品
開
発

支
援
ラ

ボ
の
入
居

率
 

 
2
0
1
6 

20
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

本
部

（
％
）
 

9
1
.
3 

9
4
.
3 

8
9
.
0 

8
5
.
1 

9
8
.
7 

多
摩

テ
ク
ノ

プ
ラ
ザ
（
％

） 
1
0
0
 

9
8
.
3 

9
5
.
0 

6
6
.
7 

9
3
.
3 

2
)
サ
ー

ビ
ス

産
業
を

含
む
幅
広

い
分

野
の

技
術
開

発
型
企
業

の
入

居
 

3
)
入
居

率
向

上
の
た

め
随
時
募

集
実

施
、

迅
速
な

入
居
者
選

定
審

査
会

開
催
 

 (
2
)
入
居

者
に

対
す
る

製
品
化

・
事

業
化

支
援
 

1
)
新
規

入
居

者
と
都

産
技
研
と

の
面

談
 

2
)
入
居

者
へ

の
会
議

ス
ペ
ー
ス

の
提

供
 

3
)
東
京

イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン
発
信

交
流

会
な

ど
都
産

技
研
主
催

イ
ベ

ン
ト

へ
入
居

企
業
の
出

展
 

4
)
競
争

的
資

金
に
関

す
る
情
報

提
供

に
よ

り
入
居

者
へ
の
競

争
的

資
金

獲
得
支

援
 

 
N
E
D
O
 
戦
略

的
省
エ

ネ
ル
ギ

ー
技

術
革

新
プ
ロ

グ
ラ
ム
 
等
 

5
)
T
I
R
I
 
N
EW
S
、

都
産

技
研
活

用
事

例
集

へ
の
掲

載
 

 (
3
)
入
居

者
の

都
産
技

研
事
業

利
用

実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
18
 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

依
頼

試
験
 

2
1
7
 

2
1
6
 

1
,
2
2
4 

9
6
9
 

4
5
3
 

機
器

利
用
 

3
,
6
0
9 

6
,
3
8
2 

8
,
3
0
2 

2
,
0
3
1 

8
5
8
 

技
術

相
談
 

6
1
5
 

1
0
5
 

1
3
4
 

4
5
8
 

1
5
1
 

工
場

等
 

実
地

技
術
支

援
 

3
1
 

2
8
 

82
 

1
0
7
 

6
9
 

新
製

品
・

新
技

術
開

発
を

目
指

す
中

小
企

業
の

研
究

・

実
験

ス
ペ

ー
ス

へ
の

ニ
ー

ズ

に
対

応
 

 

本
部

、
多

摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
と

も
に
期

間
中
平

均
9
0％

以
上

の
入
居

率
を
達

成
 

 

共
同

研
究

開
発

室
な

ど
製

品
開

発
の

場
の

提
供

等
に

よ

り
、

入
居

企
業

の
製

品
化

・

事
業

化
を
着

実
に
支

援
 

 

製
品

が
着

実
に

販
売

フ
ェ

ー
ズ

に
移

行
し

、
売

り
上

げ

が
飛

躍
的
に

増
大
 

 

2
0
1
9
年

度
に

は
ラ
ボ

入
居

時
に

開
発

し
た

製
品

等
の

業

績
が

評
価

さ
れ

、
ユ

ニ
コ

ー

ン
企

業
に

認
定

さ
れ

る
な

ど
、

入
居

企
業

の
躍

進
に

も

貢
献
 

 

も
の

づ
く

り
ベ

ン
チ

ャ
ー

育
成

事
業

の
試

作
支

援
拠

点

3
6
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(
4
)
製
品

化
・

事
業
化

実
績
 

 
1
)
製
品
化

・
事
業

化
件
数
お

よ
び

売
上

金
額
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

件
数

（
件
）
 

1
2
 

1
4
 

9
 

1
0
 

1
0
 

売
上

金
額
 

（
千

円
）
 

3
6
3
,
8
7
1 

3
1
6
,
2
7
8 

1,
8
5
2
,
8
5
4

5
,
5
5
4
,
0
4
8

1
,
5
5
5
,
8
9
2

 
2
)
主
な
製

品
化
・

事
業
化
事

例
 

 
 

・
緩
み

止
め
ナ

ッ
ト
 

 
 

・
石
を

主
原
料

と
し
た
ス

ト
ー

ン
ぺ

ー
パ
ー
 

・
抗

菌
・
抗

ウ
イ
ル

ス
成
分
配

合
の

除
菌

剤
 
等
 

 
 
 

(
5
)
過
去

の
ラ

ボ
入
居

企
業
の

成
果

把
握

の
取
り

組
み
 

 
・

ラ
ボ
入

居
時
に

開
発
し
た

製
品

等
に

よ
る
業

績
が
評
価

さ
れ

ユ
ニ

コ
ー
ン

企
業
に
認

定
 

・
高

機
能
、

高
品
質

な
家
庭
用

ロ
ボ

ッ
ト

の
開
発

 
等
 

 (
6
)
共
同

研
究

開
発
室

の
3
室

の
提

供
 

 (
7
)
共
同

利
用

の
試
作

加
工
室

の
提

供
 

本
部

に
お
い

て
計

2
9
機

種
の

機
器

の
提

供
 

 (
8
)
共
同

利
用

の
化
学

実
験
室

の
提

供
 

 (
9
)
ラ
ボ

マ
ネ

ー
ジ
ャ

ー
の
配

置
 

 
1
)
本
部

2
名

お
よ

び
多
摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
に

1
名

、
ラ
ボ

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー
を

配
置
 

 
2
)
ラ
ボ
マ

ネ
ー
ジ

ャ
ー
に
よ

る
製

品
化

に
向
け

た
橋
渡
し

の
取

り
組

み
 

 
 

都
産
技

研
と
の

共
同
研
究

や
オ

ー
ダ

ー
メ
ー

ド
開
発
支

援
の

紹
介

等
 

 (
1
0
)
近
隣
の

イ
ン
キ

ュ
ベ
ー
シ

ョ
ン

施
設

と
の
連

携
 

1
)
近

隣
イ
ン

キ
ュ
ベ

ー
シ
ョ
ン

施
設

の
紹

介
 

2
)
近

隣
イ
ン

キ
ュ
ベ

ー
シ
ョ
ン

施
設

と
の

情
報
交

流
 

 (
1
1
)
も
の
づ

く
り
ベ

ン
チ
ャ
ー

育
成

支
援
 

 
・

東
京
都

と
連
携

し
、
も
の

づ
く

り
ベ

ン
チ
ャ

ー
育
成
事

業
を

実
施
 

を
整

備
し
、

利
用
を

開
始
 

3
7

・
3
D
プ

リ
ン
タ

ー
お
よ

び
試

作
加

工
機

器
を
配

置
し
た
試
作

支
援
拠

点
「

To
k
y
o
 
St
a
r
t
u
p
 
B
E
AM

デ
ジ

タ
ル
も

の
づ
く

り
サ
イ
ト

」
を

整
備
 

・
公
募

で
採

択
さ
れ

た
1
2
社

を
対

象
に

3D
プ

リ
ン

タ
ー
等

に
よ
る

試
作
支

援
を
開
始

（
2
0
20

年

度
）
 

 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

B
 

B
 

A
 

A
 

 

 

3
8
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(
4
)
製
品

化
・

事
業
化

実
績
 

 
1
)
製
品
化

・
事
業

化
件
数
お

よ
び

売
上

金
額
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

件
数

（
件
）
 

1
2
 

1
4
 

9
 

1
0
 

1
0
 

売
上

金
額
 

（
千

円
）
 

3
6
3
,
8
7
1 

3
1
6
,
2
7
8 

1,
8
5
2
,
8
5
4

5
,
5
5
4
,
0
4
8

1
,
5
5
5
,
8
9
2

 
2
)
主

な
製

品
化
・

事
業
化
事

例
 

 
 

・
緩
み

止
め
ナ

ッ
ト
 

 
 

・
石
を

主
原
料

と
し
た
ス

ト
ー

ン
ぺ

ー
パ
ー
 

・
抗

菌
・
抗

ウ
イ
ル

ス
成
分
配

合
の

除
菌

剤
 
等
 

 
 
 

(
5
)
過

去
の
ラ

ボ
入
居

企
業
の

成
果

把
握

の
取
り

組
み
 

 
・

ラ
ボ
入

居
時
に

開
発
し
た

製
品

等
に

よ
る
業

績
が
評
価

さ
れ

ユ
ニ

コ
ー
ン

企
業
に
認

定
 

・
高

機
能
、

高
品
質

な
家
庭
用

ロ
ボ

ッ
ト

の
開
発

 
等
 

 (
6
)
共
同

研
究

開
発
室

の
3
室

の
提

供
 

 (
7
)
共
同

利
用

の
試
作

加
工
室

の
提

供
 

本
部

に
お
い

て
計

2
9
機

種
の

機
器

の
提

供
 

 (
8
)
共
同

利
用

の
化
学

実
験
室

の
提

供
 

 (
9
)
ラ
ボ

マ
ネ

ー
ジ
ャ

ー
の
配

置
 

 
1
)
本
部

2
名

お
よ

び
多
摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
に

1
名

、
ラ
ボ

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー
を

配
置
 

 
2
)
ラ
ボ
マ

ネ
ー
ジ

ャ
ー
に
よ

る
製

品
化

に
向
け

た
橋
渡
し

の
取

り
組

み
 

 
 

都
産
技

研
と
の

共
同
研
究

や
オ

ー
ダ

ー
メ
ー

ド
開
発
支

援
の

紹
介

等
 

 (
1
0
)
近
隣
の

イ
ン
キ

ュ
ベ
ー
シ

ョ
ン

施
設

と
の
連

携
 

1
)
近

隣
イ
ン

キ
ュ
ベ

ー
シ
ョ
ン

施
設

の
紹

介
 

2
)
近

隣
イ
ン

キ
ュ
ベ

ー
シ
ョ
ン

施
設

と
の

情
報
交

流
 

 (
1
1
)
も
の
づ

く
り
ベ

ン
チ
ャ
ー

育
成

支
援
 

 
・

東
京
都

と
連
携

し
、
も
の

づ
く

り
ベ

ン
チ
ャ

ー
育
成
事

業
を

実
施
 

を
整

備
し
、

利
用
を

開
始
 

3
7

・
3
D
プ

リ
ン
タ

ー
お
よ

び
試

作
加

工
機

器
を
配

置
し
た
試
作

支
援
拠

点
「

To
k
y
o
 
St
a
r
t
u
p
 
B
E
AM

デ
ジ

タ
ル
も

の
づ
く

り
サ
イ
ト

」
を

整
備
 

・
公
募

で
採

択
さ
れ

た
1
2
社

を
対

象
に

3D
プ

リ
ン

タ
ー
等

に
よ
る

試
作
支

援
を
開
始

（
2
0
20

年

度
）
 

 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

B
 

B
 

A
 

A
 

 

 

3
8
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・
3
D
プ

リ
ン
タ

ー
お
よ

び
試

作
加

工
機

器
を
配

置
し
た
試
作

支
援
拠

点
「

To
k
y
o
 
St
a
r
t
u
p
 
B
E
AM

デ
ジ

タ
ル
も

の
づ
く

り
サ
イ
ト

」
を

整
備
 

・
公
募

で
採

択
さ
れ

た
1
2
社

を
対

象
に

3D
プ

リ
ン

タ
ー
等

に
よ
る

試
作
支

援
を
開
始

（
2
0
20

年

度
）
 

 

 

5
年

間
の
評

定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

B
 

B
 

A
 

A
 

 

 

3
8

- 105 -

(
4
)
製
品

化
・

事
業
化

実
績
 

 
1
)
製
品
化

・
事
業

化
件
数
お

よ
び

売
上

金
額
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

件
数

（
件
）
 

1
2
 

1
4
 

9
 

1
0
 

1
0
 

売
上

金
額
 

（
千

円
）
 

3
6
3
,
8
7
1 

3
1
6
,
2
7
8 

1,
8
5
2
,
8
5
4

5
,
5
5
4
,
0
4
8

1
,
5
5
5
,
8
9
2

 
2
)
主

な
製

品
化
・

事
業
化
事

例
 

 
 

・
緩
み

止
め
ナ

ッ
ト
 

 
 

・
石
を

主
原
料

と
し
た
ス

ト
ー

ン
ぺ

ー
パ
ー
 

・
抗

菌
・
抗

ウ
イ
ル

ス
成
分
配

合
の

除
菌

剤
 
等
 

 
 
 

(
5
)
過

去
の
ラ

ボ
入
居

企
業
の

成
果

把
握

の
取
り

組
み
 

 
・

ラ
ボ
入

居
時
に

開
発
し
た

製
品

等
に

よ
る
業

績
が
評
価

さ
れ

ユ
ニ

コ
ー
ン

企
業
に
認

定
 

・
高

機
能
、

高
品
質

な
家
庭
用

ロ
ボ

ッ
ト

の
開
発

 
等
 

 (
6
)
共
同

研
究

開
発
室

の
3
室

の
提

供
 

 (
7
)
共
同

利
用

の
試
作

加
工
室

の
提

供
 

本
部

に
お
い

て
計

2
9
機

種
の

機
器

の
提

供
 

 (
8
)
共
同

利
用

の
化
学

実
験
室

の
提

供
 

 (
9
)
ラ
ボ

マ
ネ

ー
ジ
ャ

ー
の
配

置
 

 
1
)
本
部

2
名

お
よ

び
多
摩
テ

ク
ノ

プ
ラ

ザ
に

1
名

、
ラ
ボ

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー
を

配
置
 

 
2
)
ラ
ボ
マ

ネ
ー
ジ

ャ
ー
に
よ

る
製

品
化

に
向
け

た
橋
渡
し

の
取

り
組

み
 

 
 

都
産
技

研
と
の

共
同
研
究

や
オ

ー
ダ

ー
メ
ー

ド
開
発
支

援
の

紹
介

等
 

 (
1
0
)
近
隣
の

イ
ン
キ

ュ
ベ
ー
シ

ョ
ン

施
設

と
の
連

携
 

1
)
近

隣
イ
ン

キ
ュ
ベ

ー
シ
ョ
ン

施
設

の
紹

介
 

2
)
近

隣
イ
ン

キ
ュ
ベ

ー
シ
ョ
ン

施
設

と
の

情
報
交

流
 

 (
1
1
)
も
の
づ

く
り
ベ

ン
チ
ャ
ー

育
成

支
援
 

 
・

東
京
都

と
連
携

し
、
も
の

づ
く

り
ベ

ン
チ
ャ

ー
育
成
事

業
を

実
施
 

を
整

備
し
、

利
用
を

開
始
 

3
7

・
3
D
プ

リ
ン
タ

ー
お
よ

び
試

作
加

工
機

器
を
配

置
し
た
試
作

支
援
拠

点
「

To
k
y
o
 
St
a
r
t
u
p
 
B
E
AM

デ
ジ

タ
ル
も

の
づ
く

り
サ
イ
ト

」
を

整
備
 

・
公
募

で
採

択
さ
れ

た
1
2
社

を
対

象
に

3D
プ

リ
ン

タ
ー
等

に
よ
る

試
作
支

援
を
開
始

（
2
0
20

年

度
）
 

 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

B
 

B
 

A
 

A
 

 

 

3
8
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第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 
二

 
中

小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標

 
（
二

）
 製

品
開

発
、

品
質
評

価
の

た
め

の
支
援

 
ウ
 

製
品
の

品
質
評

価
支
援

 
製

品
の

信
頼

性
や
安

全
性
の
確
保

に
向
け

て
、
製

品
の
品
質

評
価

に
関

す
る
高

精
度
な
実

証
試

験
や

製
品
ト

ラ
ブ
ル
の

原
因

究
明

へ
の
支

援
を
実
施

す
る

。
 

 
 

評
価

項
目
番

号
 

1
4
 

自
己

評
価
 

S
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

中
小

企
業

の
安

全
で

信
頼

性
の

高
い

製
品

開
発
の

た
め
に

必
要
な
温

湿
度

、
振

動
、
衝

撃
、
劣

化
、
ノ

イ
ズ
等

の
試

験
を

行
う

際
に
、
技

術
相

談
、
依
頼

試
験

、
機

器
利

用
を

一
貫

し
て

支
援

す
る

こ
と

が

で
き

る
よ
う

、
環
境

試
験

機
器

を
「
実

証

試
験

セ
ク
タ

ー
」
に

集
約

し
、
迅

速
か

つ

効
率

的
な
試

験
サ
ー

ビ
ス
を
提

供
す

る
。
 

「
実

証
試
験

セ
ク
タ

ー
」
に
お

け
る

依

頼
試

験
と

機
器

利
用

の
総

件
数

に
つ

い

て
は

、
第

三
期

中
期
計

画
期
間

の
最

終
年

度
で

あ
る

令
和

2
年

度
の

年
間

実
績

4
8
,
0
0
0
件
を

目
標
と

す
る
。

 

(
1
)
実

証
試
験

セ
ク
タ

ー
事
業

 

 
 

機
器
の

老
朽
化

に
加
え
、
環

境
試

験
に
対

す
る
要

求
が

多
様
化
し

て
き
た

こ
と
か
ら

環
境

試
験

機
器
の

大
規
模

リ
ニ
ュ
ー

ア
ル

を
実

施
（

20
1
9
年
度

）
 

 
1
)
ワ

ン
ス

ト
ッ
プ

技
術
支
援

サ
ー

ビ
ス

の
充
実
 

2
)
温

湿
度

、
機

械
、
電

気
試
験

分
野

に
お

け
る
機

器
と
各
種

規
格

へ
対

応
し
た

質
の
高
い

試

験
の

実
施
 

3
)
国

際
規
格

対
応
支

援
の
利
用

拡
大

と
規

格
改
正

へ
の
対
応

 

 
 

20
1
7

年
度

に
品

質
保

証
推

進
セ

ン
タ

ー
を

移
管

さ
れ

、
品
質

専
任

担
当

者
の

配
置

等
に

よ
り

支
援
体

制
を
充

実
 

 
 

品
質
保

証
セ
ン

タ
ー
利
用

実
績

（
JC
S
S
実
施

件
数
）
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
18
 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

1
,
0
4
8 

1
,
3
0
4 

1
,
32
8 

1
,
6
5
3 

1
,
2
4
4 

 (
2
)
利

用
実
績
 

1
)
依

頼
試
験

お
よ
び

機
器
利
用

合
計

利
用

実
績
（

依
頼
試
験

お
よ

び
機

器
利
用

合
計
）
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
18
 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

6
8
,
1
2
3 

7
4
,
9
6
9 

7
0
,8
9
1 

6
2
,
4
8
1 

6
0
,
0
0
8 

2
)
オ

ー
ダ
ー

メ
ー
ド

開
発
支
援

の
実

施
 

3
)
セ

ミ
ナ
ー

・
講
習

会
の
実
施

 

4
)
利

用
者
の

評
価
 

ア
ウ

ト
カ
ム

調
査
「
参

入
予
定

分
野
・
利
用
予

定
事

業
」
よ

り
、
利

用
し

た
い
サ

ー
ビ
ス

と
し

て
「
実

証
試
験

セ
ク
タ
ー

」
と

い
う

回
答
が

最
多
 

【
支

援
事
例

】
 

 
・

自
動
車

用
灯
火

器
に
対
す

る
環

境
試

験
 

専
用

窓
口

に
よ

る
技

術
支

援

の
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
サ

ー
ビ

ス
を

行
う

と
と

も
に

、
技

術
支

援
サ

ー
ビ

ス
設

備
の

充
実

に
取

り
組

み
、

依
頼

試
験

お
よ

び
機

器
利

用
に

お
い

て
目

標
値

を
大

き
く

上
回

る
実
績

を
達
成
 

 

品
質

保
証

推
進

セ
ン

タ
ー

に

お
い

て
、

信
頼

性
及

び
品

質
の

確
保

の
た

め
に

、
品

質
専

任
担

当
者

の
設

置
や

品
質

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

全
面

改
訂

及
び

品
質

記
録

等
の

一
元

管
理

な
ど

、
国

際
規

格
対

応
支

援
の

体
制

を
充

実
さ

せ
、

質
の

高
い

試
験

・
校

正
を

実
施
 

 

機
器

利
用

等
の

支
援

事
業

お

よ
び

研
究

開
発

事
業

か
ら

多
数

の
企

業
の
製

品
化
を

支
援
 

3
9

 
・

薄
膜
型

熱
電
対

の
熱
起
電

力
測

定
に

よ
る
製

品
開
発
支

援
 

 
・

防
災
用

エ
ア
ー

ベ
ッ
ド
の

品
質

管
理

基
準
設

定
支
援
 

 (
3
)
研

究
開
発

事
業
の

活
性
化

に
よ

る
成

果
展
開
 

1
)
試

験
の
質

、
サ
ー

ビ
ス
向
上

の
た

め
の

基
盤
研

究
を
実
施

 

 
【

事
例
】
 

 
・

金
属
粉

末
積
層

造
形
材
料

の
超

音
波

疲
労
試

験
に
よ
る

疲
労

特
性

評
価
 

・
異

方
性
材

料
に
お

け
る
強
度

設
計

指
針

の
検
討
 

 
2
)
研

究
活

動
に
よ

る
成
果
展

開
 

 
 

【
支
援

事
例
】
 

・
基

盤
研
究

成
果
に

基
づ
く
共

同
研

究
に

よ
り
極

細
多
点
熱

電
対

の
製

品
開
発

を
支
援
 

・
共

同
研

究
に
お

い
て
開

発
し

た
高

精
度

な
電
気

抵
抗
自
動
評

価
プ
ロ

グ
ラ
ム

を
製
品
化

 (
4
)
利

用
促
進

に
向
け

た
取
り

組
み
 

1
)
広

報
P
R
対

応
 

 
 

新
た
な

パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を

作
成

し
見

学
や
展

示
会
等
で

P
R 

2
)
機

器
利
用

、
依
頼

試
験
の
た

め
の

ハ
ン

ド
ブ
ッ

ク
の
提
供

（
2
0
1
7
年

度
) 

3
)
機

器
の
紹

介
ビ
デ

オ
を
デ
ィ

ス
プ

レ
イ

で
上
映
 

4
)
Y
o
u
T
u
be

動
画
の

作
成
等
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
の
効

果
的
な
活

用
に

よ
る

情
報
提

供
 

5
)
オ

ン
ラ
イ

ン
予
約

を
継
続
実

施
 

6
)
展

示
会
へ

の
出
展
 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

A
 

S
 

A
 

A
 

 

 

4
0

- 106 -



第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 
二

 
中

小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標

 
（
二

）
 製

品
開

発
、

品
質
評

価
の

た
め

の
支
援

 
ウ
 

製
品
の

品
質
評

価
支
援

 
製

品
の

信
頼

性
や
安

全
性
の
確
保

に
向
け

て
、
製

品
の
品
質

評
価

に
関

す
る
高

精
度
な
実

証
試

験
や

製
品
ト

ラ
ブ
ル
の

原
因

究
明

へ
の
支

援
を
実
施

す
る

。
 

 
 

評
価

項
目
番

号
 

1
4
 

自
己

評
価
 

S
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

中
小

企
業

の
安

全
で

信
頼

性
の

高
い

製
品

開
発
の

た
め
に

必
要
な
温

湿
度

、
振

動
、
衝

撃
、
劣

化
、
ノ

イ
ズ
等

の
試

験
を

行
う

際
に
、
技

術
相

談
、
依
頼

試
験

、
機

器
利

用
を

一
貫

し
て

支
援

す
る

こ
と

が

で
き

る
よ
う

、
環
境

試
験

機
器

を
「
実

証

試
験

セ
ク
タ

ー
」
に

集
約

し
、
迅

速
か

つ

効
率

的
な
試

験
サ
ー

ビ
ス
を
提

供
す

る
。
 

「
実

証
試
験

セ
ク
タ

ー
」
に
お

け
る

依

頼
試

験
と

機
器

利
用

の
総

件
数

に
つ

い

て
は

、
第

三
期

中
期
計

画
期
間

の
最

終
年

度
で

あ
る

令
和

2
年

度
の

年
間

実
績

4
8
,
0
0
0
件
を

目
標
と

す
る
。

 

(
1
)
実

証
試
験

セ
ク
タ

ー
事
業

 

 
 

機
器
の

老
朽
化

に
加
え
、
環

境
試

験
に
対

す
る
要

求
が

多
様
化
し

て
き
た

こ
と
か
ら

環
境

試
験

機
器
の

大
規
模

リ
ニ
ュ
ー

ア
ル

を
実

施
（

20
1
9
年
度

）
 

 
1
)
ワ

ン
ス

ト
ッ
プ

技
術
支
援

サ
ー

ビ
ス

の
充
実
 

2
)
温

湿
度

、
機

械
、
電

気
試
験

分
野

に
お

け
る
機

器
と
各
種

規
格

へ
対

応
し
た

質
の
高
い

試

験
の

実
施
 

3
)
国

際
規
格

対
応
支

援
の
利
用

拡
大

と
規

格
改
正

へ
の
対
応

 

 
 

20
1
7

年
度

に
品

質
保

証
推

進
セ

ン
タ

ー
を

移
管

さ
れ

、
品
質

専
任

担
当

者
の

配
置

等
に

よ
り

支
援
体

制
を
充

実
 

 
 

品
質
保

証
セ
ン

タ
ー
利
用

実
績

（
JC
S
S
実
施

件
数
）
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
18
 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

1
,
0
4
8 

1
,
3
0
4 

1
,
32
8 

1
,
6
5
3 

1
,
2
4
4 

 (
2
)
利

用
実
績
 

1
)
依

頼
試
験

お
よ
び

機
器
利
用

合
計

利
用

実
績
（

依
頼
試
験

お
よ

び
機

器
利
用

合
計
）
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
18
 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

6
8
,
1
2
3 

7
4
,
9
6
9 

7
0
,8
9
1 

6
2
,
4
8
1 

6
0
,
0
0
8 

2
)
オ

ー
ダ
ー

メ
ー
ド

開
発
支
援

の
実

施
 

3
)
セ

ミ
ナ
ー

・
講
習

会
の
実
施

 

4
)
利

用
者
の

評
価
 

ア
ウ

ト
カ
ム

調
査
「
参

入
予
定

分
野
・
利
用
予

定
事

業
」
よ

り
、
利

用
し

た
い
サ

ー
ビ
ス

と
し

て
「
実

証
試
験

セ
ク
タ
ー

」
と

い
う

回
答
が

最
多
 

【
支

援
事
例

】
 

 
・

自
動
車

用
灯
火

器
に
対
す

る
環

境
試

験
 

専
用

窓
口

に
よ

る
技

術
支

援

の
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
サ

ー
ビ

ス
を

行
う

と
と

も
に

、
技

術
支

援
サ

ー
ビ

ス
設

備
の

充
実

に
取

り
組

み
、

依
頼

試
験

お
よ

び
機

器
利

用
に

お
い

て
目

標
値

を
大

き
く

上
回

る
実
績

を
達
成
 

 

品
質

保
証

推
進

セ
ン

タ
ー

に

お
い

て
、

信
頼

性
及

び
品

質
の

確
保

の
た

め
に

、
品

質
専

任
担

当
者

の
設

置
や

品
質

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

全
面

改
訂

及
び

品
質

記
録

等
の

一
元

管
理

な
ど

、
国

際
規

格
対

応
支

援
の

体
制

を
充

実
さ

せ
、

質
の

高
い

試
験

・
校

正
を

実
施
 

 

機
器

利
用

等
の

支
援

事
業

お

よ
び

研
究

開
発

事
業

か
ら

多
数

の
企

業
の
製

品
化
を

支
援
 

3
9

 
・

薄
膜
型

熱
電
対

の
熱
起
電

力
測

定
に

よ
る
製

品
開
発
支

援
 

 
・

防
災
用

エ
ア
ー

ベ
ッ
ド
の

品
質

管
理

基
準
設

定
支
援
 

 (
3
)
研

究
開
発

事
業
の

活
性
化

に
よ

る
成

果
展
開
 

1
)
試

験
の
質

、
サ
ー

ビ
ス
向
上

の
た

め
の

基
盤
研

究
を
実
施

 

 
【

事
例
】
 

 
・

金
属
粉

末
積
層

造
形
材
料

の
超

音
波

疲
労
試

験
に
よ
る

疲
労

特
性

評
価
 

・
異

方
性
材

料
に
お

け
る
強
度

設
計

指
針

の
検
討
 

 
2
)
研

究
活

動
に
よ

る
成
果
展

開
 

 
 

【
支
援

事
例
】
 

・
基

盤
研
究

成
果
に

基
づ
く
共

同
研

究
に

よ
り
極

細
多
点
熱

電
対

の
製

品
開
発

を
支
援
 

・
共

同
研

究
に
お

い
て
開

発
し

た
高

精
度

な
電
気

抵
抗
自
動
評

価
プ
ロ

グ
ラ
ム

を
製
品
化

 (
4
)
利

用
促
進

に
向
け

た
取
り

組
み
 

1
)
広

報
P
R
対

応
 

 
 

新
た
な

パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を

作
成

し
見

学
や
展

示
会
等
で

P
R 

2
)
機

器
利
用

、
依
頼

試
験
の
た

め
の

ハ
ン

ド
ブ
ッ

ク
の
提
供

（
2
0
1
7
年

度
) 

3
)
機

器
の
紹

介
ビ
デ

オ
を
デ
ィ

ス
プ

レ
イ

で
上
映
 

4
)
Y
o
u
T
u
be

動
画
の

作
成
等
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
の
効

果
的
な
活

用
に

よ
る

情
報
提

供
 

5
)
オ

ン
ラ
イ

ン
予
約

を
継
続
実

施
 

6
)
展

示
会
へ

の
出
展
 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

A
 

S
 

A
 

A
 

 

 

4
0
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・

薄
膜
型

熱
電
対

の
熱
起
電

力
測

定
に

よ
る
製

品
開
発
支

援
 

 
・

防
災
用

エ
ア
ー

ベ
ッ
ド
の

品
質

管
理

基
準
設

定
支
援
 

 (
3
)
研

究
開
発

事
業
の

活
性
化

に
よ

る
成

果
展
開
 

1
)
試

験
の
質

、
サ
ー

ビ
ス
向
上

の
た

め
の

基
盤
研

究
を
実
施

 

 
【

事
例
】
 

 
・

金
属
粉

末
積
層

造
形
材
料

の
超

音
波

疲
労
試

験
に
よ
る

疲
労

特
性

評
価
 

・
異

方
性
材

料
に
お

け
る
強
度

設
計

指
針

の
検
討
 

 
2
)
研

究
活

動
に
よ

る
成
果
展

開
 

 
 

【
支
援

事
例
】
 

・
基

盤
研
究

成
果
に

基
づ
く
共

同
研

究
に

よ
り
極

細
多
点
熱

電
対

の
製

品
開
発

を
支
援
 

・
共

同
研

究
に
お

い
て
開

発
し

た
高

精
度

な
電
気

抵
抗
自
動
評

価
プ
ロ

グ
ラ
ム

を
製
品
化

 (
4
)
利

用
促
進

に
向
け

た
取
り

組
み
 

1
)
広

報
P
R
対

応
 

 
 

新
た
な

パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を

作
成

し
見

学
や
展

示
会
等
で

P
R 

2
)
機

器
利
用

、
依
頼

試
験
の
た

め
の

ハ
ン

ド
ブ
ッ

ク
の
提
供

（
2
0
1
7
年

度
) 

3
)
機

器
の
紹

介
ビ
デ

オ
を
デ
ィ

ス
プ

レ
イ

で
上
映
 

4
)
Y
o
u
T
u
be

動
画
の

作
成
等
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
の
効

果
的
な
活

用
に

よ
る

情
報
提

供
 

5
)
オ

ン
ラ
イ

ン
予
約

を
継
続
実

施
 

6
)
展

示
会
へ

の
出
展
 

 

5
年

間
の
評

定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

A
 

S
 

A
 

A
 

 

 

4
0
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第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 
二

 
中

小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標

 
（
二

）
 製

品
開

発
、

品
質
評

価
の

た
め

の
支
援

 
ウ
 

製
品
の

品
質
評

価
支
援

 
製

品
の

信
頼

性
や
安

全
性
の
確
保

に
向
け

て
、
製

品
の
品
質

評
価

に
関

す
る
高

精
度
な
実

証
試

験
や

製
品
ト

ラ
ブ
ル
の

原
因

究
明

へ
の
支

援
を
実
施

す
る

。
 

 
 

評
価

項
目
番

号
 

1
4
 

自
己

評
価
 

S
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

中
小

企
業

の
安

全
で

信
頼

性
の

高
い

製
品

開
発
の

た
め
に

必
要
な
温

湿
度

、
振

動
、
衝

撃
、
劣

化
、
ノ

イ
ズ
等

の
試

験
を

行
う

際
に
、
技

術
相

談
、
依
頼

試
験

、
機

器
利

用
を

一
貫

し
て

支
援

す
る

こ
と

が

で
き

る
よ
う

、
環
境

試
験

機
器

を
「
実

証

試
験

セ
ク
タ

ー
」
に

集
約

し
、
迅

速
か

つ

効
率

的
な
試

験
サ
ー

ビ
ス
を
提

供
す

る
。
 

「
実

証
試
験

セ
ク
タ

ー
」
に
お

け
る

依

頼
試

験
と

機
器

利
用

の
総

件
数

に
つ

い

て
は

、
第

三
期

中
期
計

画
期
間

の
最

終
年

度
で

あ
る

令
和

2
年

度
の

年
間

実
績

4
8
,
0
0
0
件
を

目
標
と

す
る
。

 

(
1
)
実

証
試
験

セ
ク
タ

ー
事
業

 

 
 

機
器
の

老
朽
化

に
加
え
、
環

境
試

験
に
対

す
る
要

求
が

多
様
化
し

て
き
た

こ
と
か
ら

環
境

試
験

機
器
の

大
規
模

リ
ニ
ュ
ー

ア
ル

を
実

施
（

20
1
9
年
度

）
 

 
1
)
ワ

ン
ス

ト
ッ
プ

技
術
支
援

サ
ー

ビ
ス

の
充
実
 

2
)
温

湿
度

、
機

械
、
電

気
試
験

分
野

に
お

け
る
機

器
と
各
種

規
格

へ
対

応
し
た

質
の
高
い

試

験
の

実
施
 

3
)
国

際
規
格

対
応
支

援
の
利
用

拡
大

と
規

格
改
正

へ
の
対
応

 

 
 

20
1
7

年
度

に
品

質
保

証
推

進
セ

ン
タ

ー
を

移
管

さ
れ

、
品
質

専
任

担
当

者
の

配
置

等
に

よ
り

支
援
体

制
を
充

実
 

 
 

品
質
保

証
セ
ン

タ
ー
利
用

実
績

（
JC
S
S
実
施

件
数
）
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
18
 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

1
,
0
4
8 

1
,
3
0
4 

1
,
32
8 

1
,
6
5
3 

1
,
2
4
4 

 (
2
)
利

用
実
績
 

1
)
依

頼
試
験

お
よ
び

機
器
利
用

合
計

利
用

実
績
（

依
頼
試
験

お
よ

び
機

器
利
用

合
計
）
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
18
 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
績

（
件
）
 

6
8
,
1
2
3 

7
4
,
9
6
9 

7
0
,8
9
1 

6
2
,
4
8
1 

6
0
,
0
0
8 

2
)
オ

ー
ダ
ー

メ
ー
ド

開
発
支
援

の
実

施
 

3
)
セ

ミ
ナ
ー

・
講
習

会
の
実
施

 

4
)
利

用
者
の

評
価
 

ア
ウ

ト
カ
ム

調
査
「
参

入
予
定

分
野
・
利
用
予

定
事

業
」
よ

り
、
利

用
し

た
い
サ

ー
ビ
ス

と
し

て
「
実

証
試
験

セ
ク
タ
ー

」
と

い
う

回
答
が

最
多
 

【
支

援
事
例

】
 

 
・

自
動
車

用
灯
火

器
に
対
す

る
環

境
試

験
 

専
用

窓
口

に
よ

る
技

術
支

援

の
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
サ

ー
ビ

ス
を

行
う

と
と

も
に

、
技

術
支

援
サ

ー
ビ

ス
設

備
の

充
実

に
取

り
組

み
、

依
頼

試
験

お
よ

び
機

器
利

用
に

お
い

て
目

標
値

を
大

き
く

上
回

る
実
績

を
達
成
 

 

品
質

保
証

推
進

セ
ン

タ
ー

に

お
い

て
、

信
頼

性
及

び
品

質
の

確
保

の
た

め
に

、
品

質
専

任
担

当
者

の
設

置
や

品
質

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

全
面

改
訂

及
び

品
質

記
録

等
の

一
元

管
理

な
ど

、
国

際
規

格
対

応
支

援
の

体
制

を
充

実
さ

せ
、

質
の

高
い

試
験

・
校

正
を

実
施
 

 

機
器

利
用

等
の

支
援

事
業

お

よ
び

研
究

開
発

事
業

か
ら

多
数

の
企

業
の
製

品
化
を

支
援
 

3
9

 
・

薄
膜
型

熱
電
対

の
熱
起
電

力
測

定
に

よ
る
製

品
開
発
支

援
 

 
・

防
災
用

エ
ア
ー

ベ
ッ
ド
の

品
質

管
理

基
準
設

定
支
援
 

 (
3
)
研

究
開
発

事
業
の

活
性
化

に
よ

る
成

果
展
開
 

1
)
試

験
の
質

、
サ
ー

ビ
ス
向
上

の
た

め
の

基
盤
研

究
を
実
施

 

 
【

事
例
】
 

 
・

金
属
粉

末
積
層

造
形
材
料

の
超

音
波

疲
労
試

験
に
よ
る

疲
労

特
性

評
価
 

・
異

方
性
材

料
に
お

け
る
強
度

設
計

指
針

の
検
討
 

 
2
)
研

究
活

動
に
よ

る
成
果
展

開
 

 
 

【
支
援

事
例
】
 

・
基

盤
研
究

成
果
に

基
づ
く
共

同
研

究
に

よ
り
極

細
多
点
熱

電
対

の
製

品
開
発

を
支
援
 

・
共

同
研

究
に
お

い
て
開

発
し

た
高

精
度

な
電
気

抵
抗
自
動
評

価
プ
ロ

グ
ラ
ム

を
製
品
化

 (
4
)
利

用
促
進

に
向
け

た
取
り

組
み
 

1
)
広

報
P
R
対

応
 

 
 

新
た
な

パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を

作
成

し
見

学
や
展

示
会
等
で

P
R 

2
)
機

器
利
用

、
依
頼

試
験
の
た

め
の

ハ
ン

ド
ブ
ッ

ク
の
提
供

（
2
0
1
7
年

度
) 

3
)
機

器
の
紹

介
ビ
デ

オ
を
デ
ィ

ス
プ

レ
イ

で
上
映
 

4
)
Y
o
u
T
u
be

動
画
の

作
成
等
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
の
効

果
的
な
活

用
に

よ
る

情
報
提

供
 

5
)
オ

ン
ラ
イ

ン
予
約

を
継
続
実

施
 

6
)
展

示
会
へ

の
出
展
 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

A
 

S
 

A
 

A
 

 

 

4
0
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第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

二
 

中
小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標
 

（
三

）
新
事

業
展
開

、
新
分
野

開
拓

の
た

め
の
支

援
 

ア
 
技

術
経
営

へ
の
支

援
 

新
製

品
や
新

サ
ー
ビ

ス
の
開
発
を

目
指
す

企
業
に

お
い
て
、
自

社
で
持

つ
「

技
術

力
」
を

強
力

な
経

営
基
盤

と
し
て
活

用
し

、
戦

略
的
に

事
業
を
展

開
す

る
こ

と
が

重
要
で

あ
る
た

め
、
こ
う

し
た

技
術

経
営
の

手
法
の
導

入
を

目
指

す
中
小

企
業
に
対

し
て

、
経

営
支
援

機
関
と
連

携
し

て
実

践
的
な

支
援
を
実

施
す

る
。
 

経
済

の
グ

ロ
ー

バ
ル

化
の

進
展

や
技

術
開

発
競

争
の

激
化

に
対

応
し

て
い

く
た

め
に

 
は

、
中

小
企

業
に

お
け

る
知

的
財

産
を

活
用

し
た

事
業

戦
略

が
重

要
で

あ
る

こ
と
か

ら
、
知

的
財
産
支

援
機

関
と

連
携
し

て
、
都
産

技
研

を
利

用
す
る

中
小
企
業

に
対

し
て

知
的
財

産
を
活
用

し
た

企
業

経
営
を

促
す
。
 

都
産

技
研
が

行
う
研

究
の
成
果
と

し
て
得

た
優
れ

た
新
技
術

や
技

術
的

知
見
を

中
小
企
業

支
援

に
効

果
的
に

活
用
す
る

た
め

、
特
許

の
出
願

に
努
め

る
と

と
も

に
、

使
用
許

諾
を
促

進
す
る
。

 

  
評

価
項

目
番

号
 

1
5
 

自
己

評
価
 

S
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

中
小

企
業
が

自
社
の
「

技
術
力

」
を

強

力
な

経
営
基

盤
と
し

て
活
用
し

、
戦

略
的

な
事

業
展
開

や
技
術

経
営
手
法

の
導

入

等
に

活
か
し

て
い
け

る
よ
う
、
公

益
財
団

法
人

東
京
都

中
小
企

業
振
興
公

社
（

以

下
、
「

中
小
企

業
振
興

公
社
」

と
い

う
。）

な
ど

の
経
営

支
援
機

関
と
連
携

し
て

、
セ

ミ
ナ

ー
の
開

催
や
企

業
へ
の
実

地
技

術

支
援

等
を
行

う
。
 

都
産

技
研
の

成
果
と

し
て
蓄
積

し
た

優
れ

た
新
技

術
や
技

術
的
知
見

を
、
中
小

企
業

の
技
術

開
発
や

製
品
開
発

に
活

か

す
た

め
、
知

的
財
産

権
の
出
願

や
そ

れ
ら

を
活

用
す
る

使
用
許

諾
を
推
進

す
る

。
第

三
期

中
期
計

画
期
間

中
に
都
産

技
研

の

知
的

財
産
権

を
中
小

企
業
等
へ

実
施

許

諾
す

る
件
数

に
つ
い

て
は
、
3
0
件

を
目

標
と

す
る
。
 

(
1
)
中

小
企
業

振
興
公

社
と
の

連
携

推
進

会
議
開

催
 

1
)
連

携
推
進

会
議
 

・
連

携
事
業

の
進
捗

状
況
の
確

認
等

を
実

施
 

・
中

小
企
業

振
興
公

社
と
の
連

携
支

援
事

例
集
を

作
成
（
2
0
1
8
年

度
）
 

2
)
事

務
局
担

当
者
会

議
 

連
携

事
業
の

協
力
体

制
の
確
認

等
を

実
施
 

 (
2
)
中

小
企
業

振
興
公

社
と
連

携
し

た
セ

ミ
ナ
ー

の
開
催
 

・
都

産
技
研

・
中
小

企
業
振
興

公
社

・
JE
T
RO

の
3
機
関
合

同
に

よ
る

セ
ミ
ナ

ー
「
輸
出

の

た
め

の
認
証

取
得
支

援
ワ
ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

」
 

・
東

京
都
デ

ザ
イ
ン

導
入
支
援

セ
ミ

ナ
ー
 

・
「

東
京

手
仕

事
」
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

商
品

開
発
海

外
輸
出
セ

ミ
ナ

ー
 

等
 

 (
3
)
中

小
企
業

へ
の

I
o
T
化
支

援
事

業
に

お
け
る

中
小
企
業
振

興
公
社

と
の
連

携
 

・
相

談
窓
口

の
連
携
 

・
I
o
T
有
識

者
会
議

委
員
を
中

小
企

業
振

興
公
社

総
合
支
援

課
長

に
依

頼
 

・
公

募
型
共

同
研
究

2
次
審
査

会
委

員
を

中
小
企

業
振
興
公

社
I
o
T
経

営
相
談

窓
口
相
談

 

員
に

依
頼
 

・
連

携
セ
ミ

ナ
ー
の

開
催
 

中
小

企
業

振
興

公
社

と
各

種

事
業

で
連
携

し
、
セ
ミ

ナ
ー
の

開

催
や

技
術
相

談
、
実
地

技
術
支

援

を
着

実
に
実

施
 

 

中
小

企
業

振
興

公
社

と
の

連

携
支

援
事

例
集

を
新

た
に

作
成

す
る

な
ど

、
連

携
の
効

果
に
つ

い

て
積

極
的
に

発
信
 

 

中
小

企
業

支
援

を
充

実
さ

せ

る
た

め
、
保
有

知
的
財

産
の
積

極

的
な

P
R
を
行

い
、
特

許
の
出

願

数
や

実
施
許

諾
件
数

を
増
加
 

実
施

許
諾

の
件

数
は

5
9

件

で
、
中

期
計
画

目
標
を

大
き
く

上

回
る

実
績
を

達
成
 

4
1

・
都
産

技
研
、
中

小
企

業
振
興

公
社

、
東
京
都

産
業

労
働
局

創
業

支
援

課
、
東
京

都
産
業

労

働
局

経
営
支

援
課
に

よ
る
事
務

担
当

者
会

議
を
開

催
 

 (
4
)
医

療
機
器

産
業
参

入
支
援

事
業

に
お

け
る
連

携
 

・
都

産
技

研
主

催
の

医
工
連
携

セ
ミ

ナ
ー

に
お
い

て
中
小
企

業
振

興
公

社
の
助

成
金
制
度

や

支
援

事
業
を

案
内
 

・
東

京
都

医
工
連

携
H
UB

機
構

、
中
小

企
業
振

興
公
社

、
都

産
技

研
の

3
機
関

に
よ
る
連

絡

会
議

を
実
施

 
等
 

 (
5
)
技

術
開
発

・
製
品

開
発
事

業
に

お
け

る
連
携
 

・
T
A
M
A
イ
ン

キ
ュ
ベ

ー
シ
ョ

ン
オ

フ
ィ

ス
入
居

企
業
の
都

産
技

研
事

業
活
用

支
援
 

・
中

小
企

業
振
興

公
社
「

東
京

手
仕

事
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
に

て
都

産
技

研
職
員

2
名
が
商

品

開
発

ア
ド
バ

イ
ザ
ー

と
し
て
活

動
 

・
東
京

き
ら
ぼ

し
フ
ィ

ナ
ン
シ

ャ
ル

グ
ル

ー
プ

、
中

小
企
業

振
興

公
社

、
川

崎
市

主
催
「
知

的
財

産
マ
ッ

チ
ン
グ

会
」
に
て

都
産

技
研

シ
ー
ズ

を
紹
介
 

・
中

小
企

業
振
興

公
社
主

催
「

知
的
財

産
マ
ッ

チ
ン
グ

会
」
に

て
都

産
技
研

シ
ー
ズ

を
紹

介

・
中

小
企
業

振
興
公

社
の
助
成

企
業

へ
の

実
地
技

術
支
援
 

 

(
6
)
都

産
技
研

主
催
事

業
に
お

け
る

中
小

企
業
振

興
公
社
と
の

協
力
強

化
 

・
「

東
京

ベ
イ

イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ

ン
フ

ォ
ー

ラ
ム
」

へ
中
小
企

業
振

興
公

社
が
企

業
を
推
薦

 

・
「

東
京

イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン
発

信
交

流
会

」
へ
中

小
企
業
振

興
公

社
が

企
業
を

推
薦
 

 (
7
)
中

小
企
業

振
興
公

社
と
広

報
・

普
及

事
業
の

連
携
 

・
中

小
企
業

振
興
公

社
広
報
誌

「
ア

ー
ガ

ス
」
に

技
術
解
説

の
連

載
記

事
を
掲

載
 

・
中

小
企
業

振
興
公

社
メ
ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

で
の
都

産
技
研
記

事
の

掲
載
 

・
都

産
技
研

メ
ー
ル

ニ
ュ
ー
ス

で
の

中
小

企
業
振

興
公
社
記

事
の

掲
載
 

・
中

小
企
業

振
興
公

社
本
社

1
F
の

モ
ニ

タ
ー

で
都
産
技

研
の
事
業

紹
介
動

画
、
都
産

技
研

本
部

内
の
電

子
掲
示

板
1
0
台

で
中

小
企

業
振
興

公
社
の
事
業

紹
介
動

画
を
配

信
し
、
都

産
技

研
と
中

小
企
業

振
興
公
社

が
相

互
に

連
携
し

た
事
業

P
R
を

実
施
 

 (
8
)
知

的
財
産

権
管
理

体
制
の

強
化
 

1
)
知

的
財
産

管
理
業

務
の
効
率

化
 

知
的

財
産

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

シ
ス

テ
ム

の
活

用
や

特
許

年
金

支
払

い
業

務
の

ア
ウ

ト
ソ

ー

シ
ン

グ
、
保

有
知
的

財
産
権
の

見
直

し
、

知
財
関

連
規
程
の

整
備

を
実

施
 

4
2
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第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

二
 

中
小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標
 

（
三

）
新
事

業
展
開

、
新
分
野

開
拓

の
た

め
の
支

援
 

ア
 
技

術
経
営

へ
の
支

援
 

新
製

品
や
新

サ
ー
ビ

ス
の
開
発
を

目
指
す

企
業
に

お
い
て
、
自

社
で
持

つ
「

技
術

力
」
を

強
力

な
経

営
基
盤

と
し
て
活

用
し

、
戦

略
的
に

事
業
を
展

開
す

る
こ

と
が

重
要
で

あ
る
た

め
、
こ
う

し
た

技
術

経
営
の

手
法
の
導

入
を

目
指

す
中
小

企
業
に
対

し
て

、
経

営
支
援

機
関
と
連

携
し

て
実

践
的
な

支
援
を
実

施
す

る
。
 

経
済

の
グ

ロ
ー

バ
ル

化
の

進
展

や
技

術
開

発
競

争
の

激
化

に
対

応
し

て
い

く
た

め
に

 
は

、
中

小
企

業
に

お
け

る
知

的
財

産
を

活
用

し
た

事
業

戦
略

が
重

要
で

あ
る

こ
と
か

ら
、
知

的
財
産
支

援
機

関
と

連
携
し

て
、
都
産

技
研

を
利

用
す
る

中
小
企
業

に
対

し
て

知
的
財

産
を
活
用

し
た

企
業

経
営
を

促
す
。
 

都
産

技
研
が

行
う
研

究
の
成
果
と

し
て
得

た
優
れ

た
新
技
術

や
技

術
的

知
見
を

中
小
企
業

支
援

に
効

果
的
に

活
用
す
る

た
め

、
特
許

の
出
願

に
努
め

る
と

と
も

に
、

使
用
許

諾
を
促

進
す
る
。

 

  
評

価
項

目
番

号
 

1
5
 

自
己

評
価
 

S
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

中
小

企
業
が

自
社
の
「

技
術
力

」
を

強

力
な

経
営
基

盤
と
し

て
活
用
し

、
戦

略
的

な
事

業
展
開

や
技
術

経
営
手
法

の
導

入

等
に

活
か
し

て
い
け

る
よ
う
、
公

益
財
団

法
人

東
京
都

中
小
企

業
振
興
公

社
（

以

下
、
「

中
小
企

業
振
興

公
社
」

と
い

う
。）

な
ど

の
経
営

支
援
機

関
と
連
携

し
て

、
セ

ミ
ナ

ー
の
開

催
や
企

業
へ
の
実

地
技

術

支
援

等
を
行

う
。
 

都
産

技
研
の

成
果
と

し
て
蓄
積

し
た

優
れ

た
新
技

術
や
技

術
的
知
見

を
、
中
小

企
業

の
技
術

開
発
や

製
品
開
発

に
活

か

す
た

め
、
知

的
財
産

権
の
出
願

や
そ

れ
ら

を
活

用
す
る

使
用
許

諾
を
推
進

す
る

。
第

三
期

中
期
計

画
期
間

中
に
都
産

技
研

の

知
的

財
産
権

を
中
小

企
業
等
へ

実
施

許

諾
す

る
件
数

に
つ
い

て
は
、
3
0
件

を
目

標
と

す
る
。
 

(
1
)
中

小
企
業

振
興
公

社
と
の

連
携

推
進

会
議
開

催
 

1
)
連

携
推
進

会
議
 

・
連

携
事
業

の
進
捗

状
況
の
確

認
等

を
実

施
 

・
中

小
企
業

振
興
公

社
と
の
連

携
支

援
事

例
集
を

作
成
（
2
0
1
8
年

度
）
 

2
)
事

務
局
担

当
者
会

議
 

連
携

事
業
の

協
力
体

制
の
確
認

等
を

実
施
 

 (
2
)
中

小
企
業

振
興
公

社
と
連

携
し

た
セ

ミ
ナ
ー

の
開
催
 

・
都

産
技
研

・
中
小

企
業
振
興

公
社

・
JE
T
RO

の
3
機
関
合

同
に

よ
る

セ
ミ
ナ

ー
「
輸
出

の

た
め

の
認
証

取
得
支

援
ワ
ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

」
 

・
東

京
都
デ

ザ
イ
ン

導
入
支
援

セ
ミ

ナ
ー
 

・
「

東
京

手
仕

事
」
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

商
品

開
発
海

外
輸
出
セ

ミ
ナ

ー
 

等
 

 (
3
)
中

小
企
業

へ
の

I
o
T
化
支

援
事

業
に

お
け
る

中
小
企
業
振

興
公
社

と
の
連

携
 

・
相

談
窓
口

の
連
携
 

・
I
o
T
有
識

者
会
議

委
員
を
中

小
企

業
振

興
公
社

総
合
支
援

課
長

に
依

頼
 

・
公

募
型
共

同
研
究

2
次
審
査

会
委

員
を

中
小
企

業
振
興
公

社
I
o
T
経

営
相
談

窓
口
相
談

 

員
に

依
頼
 

・
連

携
セ
ミ

ナ
ー
の

開
催
 

中
小

企
業

振
興

公
社

と
各

種

事
業

で
連
携

し
、
セ
ミ

ナ
ー
の

開

催
や

技
術
相

談
、
実
地

技
術
支

援

を
着

実
に
実

施
 

 

中
小

企
業

振
興

公
社

と
の

連

携
支

援
事

例
集

を
新

た
に

作
成

す
る

な
ど

、
連

携
の
効

果
に
つ

い

て
積

極
的
に

発
信
 

 

中
小

企
業

支
援

を
充

実
さ

せ

る
た

め
、
保
有

知
的
財

産
の
積

極

的
な

P
R
を
行

い
、
特

許
の
出

願

数
や

実
施
許

諾
件
数

を
増
加
 

実
施

許
諾

の
件

数
は

5
9

件

で
、
中

期
計
画

目
標
を

大
き
く

上

回
る

実
績
を

達
成
 

4
1

・
都
産

技
研
、
中

小
企

業
振
興

公
社

、
東
京
都

産
業

労
働
局

創
業

支
援

課
、
東
京

都
産
業

労

働
局

経
営
支

援
課
に

よ
る
事
務

担
当

者
会

議
を
開

催
 

 (
4
)
医

療
機
器

産
業
参

入
支
援

事
業

に
お

け
る
連

携
 

・
都

産
技

研
主

催
の

医
工
連
携

セ
ミ

ナ
ー

に
お
い

て
中
小
企

業
振

興
公

社
の
助

成
金
制
度

や

支
援

事
業
を

案
内
 

・
東

京
都

医
工
連

携
H
UB

機
構

、
中
小

企
業
振

興
公
社

、
都

産
技

研
の

3
機
関

に
よ
る
連

絡

会
議

を
実
施

 
等
 

 (
5
)
技

術
開
発

・
製
品

開
発
事

業
に

お
け

る
連
携
 

・
T
A
M
A
イ
ン

キ
ュ
ベ

ー
シ
ョ

ン
オ

フ
ィ

ス
入
居

企
業
の
都

産
技

研
事

業
活
用

支
援
 

・
中

小
企

業
振
興

公
社
「

東
京

手
仕

事
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
に

て
都

産
技

研
職
員

2
名
が
商

品

開
発

ア
ド
バ

イ
ザ
ー

と
し
て
活

動
 

・
東
京

き
ら
ぼ

し
フ
ィ

ナ
ン
シ

ャ
ル

グ
ル

ー
プ

、
中

小
企
業

振
興

公
社

、
川

崎
市

主
催
「
知

的
財

産
マ
ッ

チ
ン
グ

会
」
に
て

都
産

技
研

シ
ー
ズ

を
紹
介
 

・
中

小
企

業
振
興

公
社
主

催
「

知
的
財

産
マ
ッ

チ
ン
グ

会
」
に

て
都

産
技
研

シ
ー
ズ

を
紹

介

・
中

小
企
業

振
興
公

社
の
助
成

企
業

へ
の

実
地
技

術
支
援
 

 

(
6
)
都

産
技
研

主
催
事

業
に
お

け
る

中
小

企
業
振

興
公
社
と
の

協
力
強

化
 

・
「

東
京

ベ
イ

イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ

ン
フ

ォ
ー

ラ
ム
」

へ
中
小
企

業
振

興
公

社
が
企

業
を
推
薦

 

・
「

東
京

イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン
発

信
交

流
会

」
へ
中

小
企
業
振

興
公

社
が

企
業
を

推
薦
 

 (
7
)
中

小
企
業

振
興
公

社
と
広

報
・

普
及

事
業
の

連
携
 

・
中

小
企
業

振
興
公

社
広
報
誌

「
ア

ー
ガ

ス
」
に

技
術
解
説

の
連

載
記

事
を
掲

載
 

・
中

小
企
業

振
興
公

社
メ
ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

で
の
都

産
技
研
記

事
の

掲
載
 

・
都

産
技
研

メ
ー
ル

ニ
ュ
ー
ス

で
の

中
小

企
業
振

興
公
社
記

事
の

掲
載
 

・
中

小
企
業

振
興
公

社
本
社

1
F
の

モ
ニ

タ
ー

で
都
産
技

研
の
事
業

紹
介
動

画
、
都
産

技
研

本
部

内
の
電

子
掲
示

板
1
0
台

で
中

小
企

業
振
興

公
社
の
事
業

紹
介
動

画
を
配

信
し
、
都

産
技

研
と
中

小
企
業

振
興
公
社

が
相

互
に

連
携
し

た
事
業

P
R
を

実
施
 

 (
8
)
知

的
財
産

権
管
理

体
制
の

強
化
 

1
)
知

的
財
産

管
理
業

務
の
効
率

化
 

知
的

財
産

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

シ
ス

テ
ム

の
活

用
や

特
許

年
金

支
払

い
業

務
の

ア
ウ

ト
ソ

ー

シ
ン

グ
、
保

有
知
的

財
産
権
の

見
直

し
、

知
財
関

連
規
程
の

整
備

を
実

施
 

4
2

- 108 -

・
都
産

技
研
、
中

小
企

業
振
興

公
社

、
東
京
都

産
業

労
働
局

創
業

支
援

課
、
東
京

都
産
業

労

働
局

経
営
支

援
課
に

よ
る
事
務

担
当

者
会

議
を
開

催
 

 (
4
)
医

療
機
器

産
業
参

入
支
援

事
業

に
お

け
る
連

携
 

・
都

産
技

研
主

催
の

医
工
連
携

セ
ミ

ナ
ー

に
お
い

て
中
小
企

業
振

興
公

社
の
助

成
金
制
度

や

支
援

事
業
を

案
内
 

・
東

京
都

医
工
連

携
H
UB

機
構

、
中
小

企
業
振

興
公
社

、
都

産
技

研
の

3
機
関

に
よ
る
連

絡

会
議

を
実
施

 
等
 

 (
5
)
技

術
開
発

・
製
品

開
発
事

業
に

お
け

る
連
携
 

・
T
A
M
A
イ
ン

キ
ュ
ベ

ー
シ
ョ

ン
オ

フ
ィ

ス
入
居

企
業
の
都

産
技

研
事

業
活
用

支
援
 

・
中

小
企

業
振
興

公
社
「

東
京

手
仕

事
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
に

て
都

産
技

研
職
員

2
名
が
商

品

開
発

ア
ド
バ

イ
ザ
ー

と
し
て
活

動
 

・
東
京

き
ら
ぼ

し
フ
ィ

ナ
ン
シ

ャ
ル

グ
ル

ー
プ

、
中

小
企
業

振
興

公
社

、
川

崎
市

主
催
「
知

的
財

産
マ
ッ

チ
ン
グ

会
」
に
て

都
産

技
研

シ
ー
ズ

を
紹
介
 

・
中

小
企

業
振
興

公
社
主

催
「

知
的
財

産
マ
ッ

チ
ン
グ

会
」
に
て
都

産
技
研

シ
ー
ズ

を
紹

介

・
中

小
企
業

振
興
公

社
の
助
成

企
業

へ
の

実
地
技

術
支
援
 

 

(
6
)
都

産
技
研

主
催
事

業
に
お

け
る

中
小

企
業
振

興
公
社
と
の

協
力
強

化
 

・
「

東
京

ベ
イ

イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ

ン
フ

ォ
ー

ラ
ム
」

へ
中
小
企

業
振

興
公

社
が
企

業
を
推
薦

 

・
「

東
京

イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン
発

信
交

流
会

」
へ
中

小
企
業
振

興
公

社
が

企
業
を

推
薦
 

 (
7
)
中

小
企
業

振
興
公

社
と
広

報
・

普
及

事
業
の

連
携
 

・
中

小
企
業

振
興
公

社
広
報
誌

「
ア

ー
ガ

ス
」
に

技
術
解
説

の
連

載
記

事
を
掲

載
 

・
中

小
企
業

振
興
公

社
メ
ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

で
の
都

産
技
研
記

事
の

掲
載
 

・
都

産
技
研

メ
ー
ル

ニ
ュ
ー
ス

で
の

中
小

企
業
振

興
公
社
記

事
の

掲
載
 

・
中

小
企
業

振
興
公

社
本
社

1
F
の

モ
ニ

タ
ー

で
都
産
技

研
の
事
業

紹
介
動

画
、
都
産

技
研

本
部

内
の
電

子
掲
示

板
1
0
台

で
中

小
企

業
振
興

公
社
の
事
業

紹
介
動

画
を
配

信
し
、
都

産
技

研
と
中

小
企
業

振
興
公
社

が
相

互
に

連
携
し

た
事
業

P
R
を

実
施
 

 (
8
)
知

的
財
産

権
管
理

体
制
の

強
化
 

1
)
知

的
財
産

管
理
業

務
の
効
率

化
 

知
的

財
産

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

シ
ス

テ
ム

の
活

用
や

特
許

年
金

支
払

い
業

務
の

ア
ウ

ト
ソ

ー

シ
ン

グ
、
保

有
知
的

財
産
権
の

見
直

し
、

知
財
関

連
規
程
の
整

備
を
実

施
 

4
2
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第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

二
 

中
小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標
 

（
三

）
新
事

業
展
開

、
新
分
野

開
拓

の
た

め
の
支

援
 

ア
 
技

術
経
営

へ
の
支

援
 

新
製

品
や
新

サ
ー
ビ

ス
の
開
発
を

目
指
す

企
業
に

お
い
て
、
自

社
で
持

つ
「

技
術

力
」
を

強
力

な
経

営
基
盤

と
し
て
活

用
し

、
戦

略
的
に

事
業
を
展

開
す

る
こ

と
が

重
要
で

あ
る
た

め
、
こ
う

し
た

技
術

経
営
の

手
法
の
導

入
を

目
指

す
中
小

企
業
に
対

し
て

、
経

営
支
援

機
関
と
連

携
し

て
実

践
的
な

支
援
を
実

施
す

る
。
 

経
済

の
グ

ロ
ー

バ
ル

化
の

進
展

や
技

術
開

発
競

争
の

激
化

に
対

応
し

て
い

く
た

め
に

 
は

、
中

小
企

業
に

お
け

る
知

的
財

産
を

活
用

し
た

事
業

戦
略

が
重

要
で

あ
る

こ
と
か

ら
、
知

的
財
産
支

援
機

関
と

連
携
し

て
、
都
産

技
研

を
利

用
す
る

中
小
企
業

に
対

し
て

知
的
財

産
を
活
用

し
た

企
業

経
営
を

促
す
。
 

都
産

技
研
が

行
う
研

究
の
成
果
と

し
て
得

た
優
れ

た
新
技
術

や
技

術
的

知
見
を

中
小
企
業

支
援

に
効

果
的
に

活
用
す
る

た
め

、
特
許

の
出
願

に
努
め

る
と

と
も

に
、

使
用
許

諾
を
促

進
す
る
。

 

  
評

価
項

目
番

号
 

1
5
 

自
己

評
価
 

S
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

中
小

企
業
が

自
社
の
「

技
術
力

」
を

強

力
な

経
営
基

盤
と
し

て
活
用
し

、
戦

略
的

な
事

業
展
開

や
技
術

経
営
手
法

の
導

入

等
に

活
か
し

て
い
け

る
よ
う
、
公

益
財
団

法
人

東
京
都

中
小
企

業
振
興
公

社
（

以

下
、
「

中
小
企

業
振
興

公
社
」

と
い

う
。）

な
ど

の
経
営

支
援
機

関
と
連
携

し
て

、
セ

ミ
ナ

ー
の
開

催
や
企

業
へ
の
実

地
技

術

支
援

等
を
行

う
。
 

都
産

技
研
の

成
果
と

し
て
蓄
積

し
た

優
れ

た
新
技

術
や
技

術
的
知
見

を
、
中
小

企
業

の
技
術

開
発
や

製
品
開
発

に
活

か

す
た

め
、
知

的
財
産

権
の
出
願

や
そ

れ
ら

を
活

用
す
る

使
用
許

諾
を
推
進

す
る

。
第

三
期

中
期
計

画
期
間

中
に
都
産

技
研

の

知
的

財
産
権

を
中
小

企
業
等
へ

実
施

許

諾
す

る
件
数

に
つ
い

て
は
、
3
0
件

を
目

標
と

す
る
。
 

(
1
)
中

小
企
業

振
興
公

社
と
の

連
携

推
進

会
議
開

催
 

1
)
連

携
推
進

会
議
 

・
連

携
事
業

の
進
捗

状
況
の
確

認
等

を
実

施
 

・
中

小
企
業

振
興
公

社
と
の
連

携
支

援
事

例
集
を

作
成
（
2
0
1
8
年

度
）
 

2
)
事

務
局
担

当
者
会

議
 

連
携

事
業
の

協
力
体

制
の
確
認

等
を

実
施
 

 (
2
)
中

小
企
業

振
興
公

社
と
連

携
し

た
セ

ミ
ナ
ー

の
開
催
 

・
都

産
技
研

・
中
小

企
業
振
興

公
社

・
JE
T
RO

の
3
機
関
合

同
に

よ
る

セ
ミ
ナ

ー
「
輸
出

の

た
め

の
認
証

取
得
支

援
ワ
ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

」
 

・
東

京
都
デ

ザ
イ
ン

導
入
支
援

セ
ミ

ナ
ー
 

・
「

東
京

手
仕

事
」
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

商
品

開
発
海

外
輸
出
セ

ミ
ナ

ー
 

等
 

 (
3
)
中

小
企
業

へ
の

I
o
T
化
支

援
事

業
に

お
け
る

中
小
企
業
振

興
公
社

と
の
連

携
 

・
相

談
窓
口

の
連
携
 

・
I
o
T
有
識

者
会
議

委
員
を
中

小
企

業
振

興
公
社

総
合
支
援

課
長

に
依

頼
 

・
公

募
型
共

同
研
究

2
次
審
査

会
委

員
を

中
小
企

業
振
興
公

社
I
o
T
経

営
相
談

窓
口
相
談

 

員
に

依
頼
 

・
連

携
セ
ミ

ナ
ー
の

開
催
 

中
小

企
業

振
興

公
社

と
各

種

事
業

で
連
携

し
、
セ
ミ

ナ
ー
の

開

催
や

技
術
相

談
、
実
地

技
術
支

援

を
着

実
に
実

施
 

 

中
小

企
業

振
興

公
社

と
の

連

携
支

援
事

例
集

を
新

た
に

作
成

す
る

な
ど

、
連

携
の
効

果
に
つ

い

て
積

極
的
に

発
信
 

 

中
小

企
業

支
援

を
充

実
さ

せ

る
た

め
、
保
有

知
的
財

産
の
積

極

的
な

P
R
を
行

い
、
特

許
の
出

願

数
や

実
施
許

諾
件
数

を
増
加
 

実
施

許
諾

の
件

数
は

5
9

件

で
、
中

期
計
画

目
標
を

大
き
く

上

回
る

実
績
を

達
成
 

4
1

・
都
産

技
研
、
中

小
企

業
振
興

公
社

、
東
京
都

産
業

労
働
局

創
業

支
援

課
、
東
京

都
産
業

労

働
局

経
営
支

援
課
に

よ
る
事
務

担
当

者
会

議
を
開

催
 

 (
4
)
医

療
機
器

産
業
参

入
支
援

事
業

に
お

け
る
連

携
 

・
都

産
技

研
主

催
の

医
工
連
携

セ
ミ

ナ
ー

に
お
い

て
中
小
企

業
振

興
公

社
の
助

成
金
制
度

や

支
援

事
業
を

案
内
 

・
東

京
都

医
工
連

携
H
UB

機
構

、
中
小

企
業
振

興
公
社

、
都

産
技

研
の

3
機
関

に
よ
る
連

絡

会
議

を
実
施

 
等
 

 (
5
)
技

術
開
発

・
製
品

開
発
事

業
に

お
け

る
連
携
 

・
T
A
M
A
イ
ン

キ
ュ
ベ

ー
シ
ョ

ン
オ

フ
ィ

ス
入
居

企
業
の
都

産
技

研
事

業
活
用

支
援
 

・
中

小
企

業
振
興

公
社
「

東
京

手
仕

事
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
に

て
都

産
技

研
職
員

2
名
が
商

品

開
発

ア
ド
バ

イ
ザ
ー

と
し
て
活

動
 

・
東
京

き
ら
ぼ

し
フ
ィ

ナ
ン
シ

ャ
ル

グ
ル

ー
プ

、
中

小
企
業

振
興

公
社

、
川

崎
市

主
催
「
知

的
財

産
マ
ッ

チ
ン
グ

会
」
に
て

都
産

技
研

シ
ー
ズ

を
紹
介
 

・
中

小
企

業
振
興

公
社
主

催
「

知
的
財

産
マ
ッ

チ
ン
グ

会
」
に

て
都

産
技
研

シ
ー
ズ

を
紹

介

・
中

小
企
業

振
興
公

社
の
助
成

企
業

へ
の

実
地
技

術
支
援
 

 

(
6
)
都

産
技
研

主
催
事

業
に
お

け
る

中
小

企
業
振

興
公
社
と
の

協
力
強

化
 

・
「

東
京

ベ
イ

イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ

ン
フ

ォ
ー

ラ
ム
」

へ
中
小
企

業
振

興
公

社
が
企

業
を
推
薦

 

・
「

東
京

イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン
発

信
交

流
会

」
へ
中

小
企
業
振

興
公

社
が

企
業
を

推
薦
 

 (
7
)
中

小
企
業

振
興
公

社
と
広

報
・

普
及

事
業
の

連
携
 

・
中

小
企
業

振
興
公

社
広
報
誌

「
ア

ー
ガ

ス
」
に

技
術
解
説

の
連

載
記

事
を
掲

載
 

・
中

小
企
業

振
興
公

社
メ
ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

で
の
都

産
技
研
記

事
の

掲
載
 

・
都

産
技
研

メ
ー
ル

ニ
ュ
ー
ス

で
の

中
小

企
業
振

興
公
社
記

事
の

掲
載
 

・
中

小
企
業

振
興
公

社
本
社

1
F
の

モ
ニ

タ
ー

で
都
産
技

研
の
事
業

紹
介
動

画
、
都
産

技
研

本
部

内
の
電

子
掲
示

板
1
0
台

で
中

小
企

業
振
興

公
社
の
事
業

紹
介
動

画
を
配

信
し
、
都

産
技

研
と
中

小
企
業

振
興
公
社

が
相

互
に

連
携
し

た
事
業

P
R
を

実
施
 

 (
8
)
知

的
財
産

権
管
理

体
制
の

強
化
 

1
)
知

的
財
産

管
理
業

務
の
効
率

化
 

知
的

財
産

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

シ
ス

テ
ム

の
活

用
や

特
許

年
金

支
払

い
業

務
の

ア
ウ

ト
ソ

ー

シ
ン

グ
、
保

有
知
的

財
産
権
の

見
直

し
、

知
財
関

連
規
程
の

整
備

を
実

施
 

4
2
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2
)
将

来
の
製

品
化
支

援
・
共
同

研
究
・
外
部
資

金
研

究
等
へ

の
展

開
を

見
据
え

た
知
財
化

の

実
施
 

職
務

発
明
審

査
会
へ

の
評
価
表

の
導

入
、
海
外

出
願
の

評
価
基

準
の
見

直
し
、
出
願

審
査

請
求

時
に
お

け
る
権

利
化
の
要

否
判

定
の

導
入
、
研

究
成
果
等

の
知
財

化
の
促

進
を
実
施

 (
9
)
優

れ
た
知

的
財
産

出
願
へ

の
取

り
組

み
 

・
基

盤
研
究

か
ら
創

出
さ
れ
た

技
術

を
権

利
化
し

、
製
品
化

を
望

む
企

業
へ
の

実
施
許
諾

、

あ
る

い
は
共

同
研
究

へ
繋
げ
、

技
術

の
高

度
化
・

製
品
化
を
推

進
 

・
共

同
研

究
か

ら
創
出

さ
れ
た

技
術

を
権

利
化
し

、
共

同
研

究
先

企
業

の
製
品

展
開
を
支

援

・
定

期
的

に
職

務
発
明

審
査
会

を
開

催
し

、
創

出
さ

れ
た
発

明
な

ど
を

特
許
性

お
よ
び
産

業

性
も

視
野
に

審
議
を

行
い
、
迅

速
か

つ
適

切
な
権

利
化
を
推
進
 

 (
1
0
)
知

的
財

産
出
願

登
録
実
績

 

1
)
知

的
財
産

出
願
件

数
お
よ
び

知
的

財
産

登
録
件

数
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

知
的

財
産
出

願
件
数

（
件
）
 

4
4
 

5
4
 

6
5
 

4
5
 

5
7
 

知
的

財
産
登

録
件
数

（
件
）
 

2
1
 

2
8
 

2
7
 

2
9
 

5
0
 

2
)
保

有
知
的

財
産
権
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

保
有

知
的
財

産
権
（

件
）
 

3
5
9
 

3
4
8
 

4
0
6
 

4
4
2
 

4
7
8
 

 (
1
1
)
知

的
財

産
権
実

施
許
諾
の

促
進
 

1
)
保

有
知
的

財
産
の

積
極
的

P
R 

・
「

技
術

シ
ー

ズ
集
」

の
刊
行

 

・
東

京
イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン
発
信

交
流

会
で

の
技
術

シ
ー
ズ
紹

介
 

等
 

2
)
共

同
研
究

先
な
ど

企
業
へ
の

実
施

許
諾

促
進
の

取
り
組
み

 

実
施

許
諾
前

の
検
証

な
ど
仮
実

施
期

間
を

設
け
る

た
め
の
秘

密
保

持
契

約
を
締

結
 

3
)
新

た
に
実

施
許
諾

し
た
件
数

 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

件
数

（
件
）
 

7
 

8
 

1
7
 

1
3
 

1
4
 

5
9
 

4
)
実

施
許
諾

率
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
施

許
諾
率
 

1
2
％
 

1
4
％
 

1
6
％
 

1
8
％
 

1
7
％
 

4
3

5
)
実

施
許
諾

に
よ
る

製
品
化
事

例
 

・
マ

イ
ク
ロ

E
V
キ
ッ

チ
ン
カ

ー
 

・
撮
影
シ
ス
テ
ム
及
び
画
像
処
理
装
置
並
び
に
画
像
処
理
方
法

 
等
 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

S
 

A
 

A
 

A
 

 

 

4
4
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2
)
将

来
の
製

品
化
支

援
・
共
同

研
究
・
外
部
資

金
研

究
等
へ

の
展

開
を

見
据
え

た
知
財
化

の

実
施
 

職
務

発
明
審

査
会
へ

の
評
価
表

の
導

入
、
海
外

出
願
の

評
価
基

準
の
見

直
し
、
出
願

審
査

請
求

時
に
お

け
る
権

利
化
の
要

否
判

定
の

導
入
、
研

究
成
果
等

の
知
財

化
の
促

進
を
実
施

 (
9
)
優

れ
た
知

的
財
産

出
願
へ

の
取

り
組

み
 

・
基

盤
研
究

か
ら
創

出
さ
れ
た

技
術

を
権

利
化
し

、
製
品
化

を
望

む
企

業
へ
の

実
施
許
諾

、

あ
る

い
は
共

同
研
究

へ
繋
げ
、

技
術

の
高

度
化
・

製
品
化
を
推

進
 

・
共

同
研

究
か

ら
創
出

さ
れ
た

技
術

を
権

利
化
し

、
共

同
研

究
先

企
業

の
製
品

展
開
を
支

援

・
定

期
的

に
職

務
発
明

審
査
会

を
開

催
し

、
創

出
さ

れ
た
発

明
な

ど
を

特
許
性

お
よ
び
産

業

性
も

視
野
に

審
議
を

行
い
、
迅

速
か

つ
適

切
な
権

利
化
を
推
進
 

 (
1
0
)
知

的
財

産
出
願

登
録
実
績

 

1
)
知

的
財
産

出
願
件

数
お
よ
び

知
的

財
産

登
録
件

数
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

知
的

財
産
出

願
件
数

（
件
）
 

4
4
 

5
4
 

6
5
 

4
5
 

5
7
 

知
的

財
産
登

録
件
数

（
件
）
 

2
1
 

2
8
 

2
7
 

2
9
 

5
0
 

2
)
保

有
知
的

財
産
権
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

保
有

知
的
財

産
権
（

件
）
 

3
5
9
 

3
4
8
 

4
0
6
 

4
4
2
 

4
7
8
 

 (
1
1
)
知

的
財

産
権
実

施
許
諾
の

促
進
 

1
)
保

有
知
的

財
産
の

積
極
的

P
R 

・
「

技
術

シ
ー

ズ
集
」

の
刊
行

 

・
東

京
イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン
発
信

交
流

会
で

の
技
術

シ
ー
ズ
紹

介
 

等
 

2
)
共

同
研
究

先
な
ど

企
業
へ
の

実
施

許
諾

促
進
の

取
り
組
み

 

実
施

許
諾
前

の
検
証

な
ど
仮
実

施
期

間
を

設
け
る

た
め
の
秘

密
保

持
契

約
を
締

結
 

3
)
新

た
に
実

施
許
諾

し
た
件
数

 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

件
数

（
件
）
 

7
 

8
 

1
7
 

1
3
 

1
4
 

5
9
 

4
)
実

施
許
諾

率
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
施

許
諾
率
 

1
2
％
 

1
4
％
 

1
6
％
 

1
8
％
 

1
7
％
 

4
3

5
)
実

施
許
諾

に
よ
る

製
品
化
事

例
 

・
マ

イ
ク
ロ

E
V
キ
ッ

チ
ン
カ

ー
 

・
撮
影
シ
ス
テ
ム
及
び
画
像
処
理
装
置
並
び
に
画
像
処
理
方
法

 
等
 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

S
 

A
 

A
 

A
 

 

 

4
4
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5
)
実

施
許
諾

に
よ
る

製
品
化
事

例
 

・
マ

イ
ク
ロ

E
V
キ
ッ

チ
ン
カ

ー
 

・
撮
影
シ
ス
テ
ム
及
び
画
像
処
理
装
置
並
び
に
画
像
処
理
方
法

 
等
 

 

5
年

間
の
評

定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

S
 

A
 

A
 

A
 

 

 

4
4
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2
)
将

来
の
製

品
化
支

援
・
共
同

研
究
・
外
部
資

金
研

究
等
へ

の
展

開
を

見
据
え

た
知
財
化

の

実
施
 

職
務

発
明
審

査
会
へ

の
評
価
表

の
導

入
、
海
外

出
願
の

評
価
基

準
の
見

直
し
、
出
願

審
査

請
求

時
に
お

け
る
権

利
化
の
要

否
判

定
の

導
入
、
研

究
成
果
等

の
知
財

化
の
促

進
を
実
施

 (
9
)
優

れ
た
知

的
財
産

出
願
へ

の
取

り
組

み
 

・
基

盤
研
究

か
ら
創

出
さ
れ
た

技
術

を
権

利
化
し

、
製
品
化

を
望

む
企

業
へ
の

実
施
許
諾

、

あ
る

い
は
共

同
研
究

へ
繋
げ
、

技
術

の
高

度
化
・

製
品
化
を
推

進
 

・
共

同
研

究
か

ら
創
出

さ
れ
た

技
術

を
権

利
化
し

、
共

同
研

究
先

企
業

の
製
品

展
開
を
支

援

・
定

期
的

に
職

務
発
明

審
査
会

を
開

催
し

、
創

出
さ

れ
た
発

明
な

ど
を

特
許
性

お
よ
び
産

業

性
も

視
野
に

審
議
を

行
い
、
迅

速
か

つ
適

切
な
権

利
化
を
推
進
 

 (
1
0
)
知

的
財

産
出
願

登
録
実
績

 

1
)
知

的
財
産

出
願
件

数
お
よ
び

知
的

財
産

登
録
件

数
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

知
的

財
産
出

願
件
数

（
件
）
 

4
4
 

5
4
 

6
5
 

4
5
 

5
7
 

知
的

財
産
登

録
件
数

（
件
）
 

2
1
 

2
8
 

2
7
 

2
9
 

5
0
 

2
)
保

有
知
的

財
産
権
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

保
有

知
的
財

産
権
（

件
）
 

3
5
9
 

3
4
8
 

4
0
6
 

4
4
2
 

4
7
8
 

 (
1
1
)
知

的
財

産
権
実

施
許
諾
の

促
進
 

1
)
保

有
知
的

財
産
の

積
極
的

P
R 

・
「

技
術

シ
ー

ズ
集
」

の
刊
行

 

・
東

京
イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン
発
信

交
流

会
で

の
技
術

シ
ー
ズ
紹

介
 

等
 

2
)
共

同
研
究

先
な
ど

企
業
へ
の

実
施

許
諾

促
進
の

取
り
組
み

 

実
施

許
諾
前

の
検
証

な
ど
仮
実

施
期

間
を

設
け
る

た
め
の
秘

密
保

持
契

約
を
締

結
 

3
)
新

た
に
実

施
許
諾

し
た
件
数

 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

合
計
 

件
数

（
件
）
 

7
 

8
 

1
7
 

1
3
 

1
4
 

5
9
 

4
)
実

施
許
諾

率
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
施

許
諾
率
 

1
2
％
 

1
4
％
 

1
6
％
 

1
8
％
 

1
7
％
 

4
3

5
)
実

施
許
諾

に
よ
る

製
品
化
事

例
 

・
マ

イ
ク
ロ

E
V
キ
ッ

チ
ン
カ

ー
 

・
撮
影
シ
ス
テ
ム
及
び
画
像
処
理
装
置
並
び
に
画
像
処
理
方
法

 
等
 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

S
 

A
 

A
 

A
 

 

 

4
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第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

二
 

中
小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標
 

（
三

）
新
事

業
展
開

、
新
分
野

開
拓

の
た

め
の
支

援
 

イ
 

技
術
審

査
へ
の

貢
献
 

東
京

都
を
は

じ
め
自

治
体
等
が
実

施
す
る

中
小
企

業
等
へ
の

助
成

、
表
彰

な
ど
の

際
に
行

わ
れ

る
技

術
審
査

に
積
極
的

に
携

わ
り

、
都

産
技

研
が
有

す
る

豊
富

な
技

術
知
識

や
知
見

の
活
用
を

図
る

。
 

 

 
評

価
項

目
番

号
 

1
6
 

自
己

評
価
 

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

東
京

都
や
自

治
体
、
経
営

支
援

機
関

等

が
実

施
す

る
中

小
企

業
等

へ
の

助
成

や

表
彰

な
ど

の
際

に
行

わ
れ

る
技

術
審

査

に
積

極
的
に

協
力
す

る
。
 

公
的

試
験

研
究

機
関

と
し

て
公

平
・

公

正
・
中

立
な
審

査
を
効

率
的
に

行
え

る
よ

う
、
学

会
や
展

示
会
な

ど
で
の

最
新

の
技

術
情

報
の
収

集
・
研
究

や
研
修

等
の

実
施

に
よ

り
審
査

ス
キ
ル

の
向
上
に

努
め

る
。
 

(
1
)
技

術
審
査

実
施
実

績
 

 
公

平
・
公

正
・
中

立
な
技
術

審
査

が
評

価
さ
れ

、
着
実
に

新
た

な
審

査
業
務

を
受
託
 

技
術

審
査
件

数
の
推

移
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

審
査

件
数
 

5
,
2
0
0 

5
,
5
0
8 

5
,
8
5
9 

5
,
6
6
7 

5
,
1
4
1 

 
う

ち
現

地
で

の
審
査

件
数
 

2
,
9
3
2 

3
,
2
9
8 

3
,
8
3
8 

3
,
5
0
2 

3
,
6
5
0 

受
託

団
体
数
 

2
6
 

3
1
 

3
1
 

3
0
 

2
7
 

受
託

事
業
件

数
 

6
5
 

6
2
 

6
8
 

6
9
 

6
9
 

(
2
)
技

術
審
査

の
デ
ジ

タ
ル
化

対
応
 

 
依

頼
機
関

と
積
極

的
に
協
議

し
技

術
審

査
の
デ

ジ
タ
ル
化

を
推

進
す

る
こ
と

で
事
業
継

 

続
、

コ
ロ
ナ

対
策
関

連
事
業
受

託
開

始
(2
0
20

年
度

) 

 

(
3
)
技

術
審
査

実
施
体

制
の
強

化
 

1
)
専

任
の
ベ

テ
ラ
ン

職
員
を
中

心
に

、
各

部
門
が

連
携
協
力

す
る

審
査

体
制
を

継
続
 

2
)
審

査
の
質

向
上
へ

の
取
り
組

み
と

し
て

、
「
技
術

審
査
の

手
引
き
」

を
更
新
 

3
)
職

員
専
門

研
修
の

実
施
 

4
)
技

術
審
査

精
度
向

上
の
た
め

の
技

術
情

報
の
収

集
 

 

(
4
)
技

術
審
査

に
よ
る

産
業
へ

の
貢

献
度

把
握
の

取
り
組
み
 

助
成

金
獲
得

、
賞
受

賞
後
の
事

業
展

開
に

つ
い
て

追
跡
調
査

を
実

施
 

公
平
・
公

正
・
中

立
な

技
術
審

査
が

可
能

な
公

的
機

関
と

し
て

評
価

を
受

け
、

新
た

な
事

業
を

受
託

す
る

な
ど

技
術

審
査

件
数

は
第

三
期

中
期

平
均

値
5,
4
7
5

件
(
第

二
期
中

期
平
均

値
3,
8
3
1

件
)
と

高
い
水

準
で
実

施
 

 

都
産

技
研

職
員

の
技

術
審

査

都
産

技
研

職
員

の
技

術
審

査
能

力
向

上
の
た

め
、「

技
術

審
査

の

手
引

き
」

の
更

新
や

研
修

を
実

施
 

 

学
会
・
講

習
会
・
展

示
会
等
に

て
中

小
企

業
が

活
用

可
能

な
最

新
事

例
の

調
査

を
行

う
こ

と
に

よ
り

技
術

審
査

の
精

度
向

上
に

尽
力
 

 

5
年

間
の
評

定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

S
 

A
 

A
 

A
 

 

4
5

第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

二
 

中
小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標
 

（
四

）
 
海
外

展
開
の

た
め
の

支
援
 

ア
 

国
際
規

格
対
応

へ
の
支
援

 

中
小

企
業
の

海
外
市

場
へ
の
進

出
に

お
い

て
、
国
際

基
準
に

基
づ

く
認

証
取
得

の
必
要
性

が
国

際
的

に
高
ま

っ
て
い
る

こ
と

か
ら

、
輸

出
国
・
地
域

の
規

格
に

適

合
し

た
製
品

開
発
が

で
き
る
よ

う
、
現
地

の
規

格
情

報
や
製

品
開

発
ニ

ー
ズ
の

把
握
に
努

め
、
都
内

中
小

企
業

に
情
報

提
供

す
る

と
と
も

に
、
依
頼

試
験

に
お

け

る
国

際
規
格

準
拠
の

試
験
項
目

を
拡

充
さ

せ
る
な

ど
、
支
援

の
充

実
を

図
る
。
 

イ
 

海
外
支

援
拠
点

に
よ
る
支

援
 

海
外

支
援
拠

点
を
活

用
し

、
進

出
企

業
に

対
す
る

技
術
支
援

を
実

施
す

る
と
と

も
に
、
現

地
の

技
術

ニ
ー
ズ

や
市
場
情

報
を

収
集

し
、
そ
れ

ら
の
成

果
を

都
内

中

小
企

業
に
還

元
す
る

。
 

海
外

支
援
拠

点
の
運

営
に
当
た
っ

て
は
、

国
内
支

援
機
関
や

金
融

機
関

、
現
地

関
連
機
関

と
の

連
携

に
努
め

る
。
 

 

 
評

価
項

目
番

号
 

1
7
 

自
己

評
価
 

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

中
小

企
業

が
製

品
輸

出
や

海
外

進
出

な
ど

を
行
う

際
に
、
相

手
国
の

規
格

へ
の

適
合

性
を

確
認

す
る

た
め

の
測

定
や

分

析
の

必
要

性
な

ど
の

情
報

が
中

小
企

業

に
十

分
に

提
供

さ
れ

て
い

な
い

現
状

を

踏
ま

え
、
国

際
規
格

に
関
す
る

相
談

や
国

際
規

格
の

動
向

に
関

す
る

セ
ミ

ナ
ー

を

実
施

し
、
海

外
展
開

を
目
指
す

都
内

中
小

企
業

を
支
援

す
る
。
 

中
小

企
業

の
海

外
展

開
等

で
必

要
と

な
る

国
際

規
格

に
対

応
し

た
試

験
に

よ

り
都

内
中

小
企

業
の

海
外

展
開

支
援

を

す
す

め
る
。
第

三
期

中
期
計
画

期
間

の
最

終
年

度
で
あ

る
平

成
3
2
年
度

の
年

間
実

績
4
,
0
0
0
件

を
目
標

と
す
る
。

 

今
後

の
市

場
拡

大
が

期
待

さ
れ

る
海

外

に
展

開
す

る
中

小
企

業
に

対
し

現
地

技

術
支

援
を
実

施
す
る

と
と
も
に

、
海

外
の

(
1
)
中

小
企

業
が

製
品

輸
出

や
海

外
進

出
を

行
う

際
に

必
要

な
国

際
規

格
へ

の
適

合
性

な
ど

の

技
術

情
報
を

提
供
 

都
委

託
事
業

終
了
後

も
内
部
予

算
に

よ
り

海
外
展

開
支
援
を

推
進
 

1
)
M
T
E
P
専
門

相
談
員

に
よ
る

海
外

規
格

解
説
テ

キ
ス
ト
の

拡
充

お
よ

び
配
布
 

2
)
「

M
T
E
P
 G
u
i
d
e
bo
o
k
 
S
er
i
e
s
」

の
配
布
 

3
)
海

外
規
格

書
の
閲

覧
サ
ー
ビ

ス
の

提
供
 

4
)
国

際
規
格

に
か
か

る
教
育
用

教
材

の
製

作
（

20
1
8
年
度

）
 

 

(
2
)
広

域
首
都

圏
輸
出

製
品
技

術
支

援
セ

ン
タ
ー

（
M
T
EP
）
の

支
援
体

制
 

1
)
1
都

1
0
県

1
市
の

機
関
参

画
支

援
体

制
の
継

続
 

2
)
M
T
E
P
事
務

局
会
議

お
よ
び

運
営

委
員

会
の
開

催
 

3
)
M
T
E
P
輸
出

製
品
相

談
体
制

の
継

続
 

 

(
3
)
海

外
展
開

に
対
応

す
る
た

め
の

M
TE
P
相

談
 

1
)
M
T
E
P
相
談

利
用
実

績
 

相
談

実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
01
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

都
産

技
研
利

用
 

1
,
2
3
8 

1
,
5
2
6 

1
,
5
2
8

1
,
5
0
8 

1
,
1
6
1 

国
際

規
格

関
連

の
情

報
提

供

に
つ

い
て

、
都

委
託

事
業

終
了

後
も

内
部

予
算

に
よ

り
、

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
、

海
外

規
格

テ
キ

ス
ト

発
行

・
配

布
等

、
海

外
展

開
支

援
事
業

を
推
進
 

 

広
域

首
都

圏
輸

出
製

品
技

術

支
援

セ
ン

タ
ー

（
MT
E
P
）

に
お

け
る

相
談

実
績

は
高

水
準

に
て

推
移

し
、

海
外

規
格

に
関

す
る

Q
&
Á

の
ウ

ェ
ブ

ペ
ー

ジ
へ

も
多

数
の

ア
ク
セ

ス
 

 

中
小

企
業

で
は

対
応

が
困

難

な
国

際
規

格
に

対
応

し
た

依
頼

試
験

の
件

数
は

2
0
2
0

年
度

5
,
3
8
7

件
と

目
標

値
を

大
幅

に

達
成
 

 

4
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第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

二
 

中
小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標
 

（
三

）
新
事

業
展
開

、
新
分
野

開
拓

の
た

め
の
支

援
 

イ
 

技
術
審

査
へ
の

貢
献
 

東
京

都
を
は

じ
め
自

治
体
等
が
実

施
す
る

中
小
企

業
等
へ
の

助
成

、
表
彰

な
ど
の

際
に
行

わ
れ

る
技

術
審
査

に
積
極
的

に
携

わ
り

、
都

産
技

研
が
有

す
る

豊
富

な
技

術
知
識

や
知
見

の
活
用
を

図
る

。
 

 

 
評

価
項

目
番

号
 

1
6
 

自
己

評
価
 

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

東
京

都
や
自

治
体
、
経
営

支
援

機
関

等

が
実

施
す

る
中

小
企

業
等

へ
の

助
成

や

表
彰

な
ど

の
際

に
行

わ
れ

る
技

術
審

査

に
積

極
的
に

協
力
す

る
。
 

公
的

試
験

研
究

機
関

と
し

て
公

平
・

公

正
・
中

立
な
審

査
を
効

率
的
に

行
え

る
よ

う
、
学

会
や
展

示
会
な

ど
で
の

最
新

の
技

術
情

報
の
収

集
・
研
究

や
研
修

等
の

実
施

に
よ

り
審
査

ス
キ
ル

の
向
上
に

努
め

る
。
 

(
1
)
技

術
審
査

実
施
実

績
 

 
公

平
・
公

正
・
中

立
な
技
術

審
査

が
評

価
さ
れ

、
着
実
に

新
た

な
審

査
業
務

を
受
託
 

技
術

審
査
件

数
の
推

移
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

審
査

件
数
 

5
,
2
0
0 

5
,
5
0
8 

5
,
8
5
9 

5
,
6
6
7 

5
,
1
4
1 
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業
展
開

、
新
分
野

開
拓

の
た

め
の
支

援
 

イ
 

技
術
審

査
へ
の

貢
献
 

東
京

都
を
は

じ
め
自

治
体
等
が
実

施
す
る

中
小
企

業
等
へ
の

助
成

、
表
彰

な
ど
の

際
に
行

わ
れ

る
技

術
審
査

に
積
極
的

に
携

わ
り

、
都

産
技

研
が
有

す
る

豊
富

な
技

術
知
識

や
知
見

の
活
用
を

図
る

。
 

 

 
評

価
項

目
番

号
 

1
6
 

自
己

評
価
 

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

東
京

都
や
自

治
体
、
経
営

支
援

機
関

等

が
実

施
す

る
中

小
企

業
等

へ
の

助
成

や

表
彰

な
ど

の
際

に
行

わ
れ

る
技

術
審

査

に
積

極
的
に

協
力
す

る
。
 

公
的

試
験

研
究

機
関

と
し

て
公

平
・

公

正
・
中

立
な
審

査
を
効

率
的
に

行
え

る
よ

う
、
学

会
や
展

示
会
な

ど
で
の

最
新

の
技

術
情

報
の
収

集
・
研
究

や
研
修

等
の

実
施

に
よ

り
審
査

ス
キ
ル

の
向
上
に

努
め

る
。
 

(
1
)
技

術
審
査

実
施
実

績
 

 
公

平
・
公

正
・
中

立
な
技
術

審
査

が
評

価
さ
れ

、
着
実
に

新
た

な
審

査
業
務

を
受
託
 

技
術

審
査
件

数
の
推

移
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

審
査

件
数
 

5
,
2
0
0 

5
,
5
0
8 

5
,
8
5
9 

5
,
6
6
7 

5
,
1
4
1 

 
う

ち
現

地
で

の
審
査

件
数
 

2
,
9
3
2 

3
,
2
9
8 

3
,
8
3
8 

3
,
5
0
2 

3
,
6
5
0 

受
託

団
体
数
 

2
6
 

3
1
 

3
1
 

3
0
 

2
7
 

受
託

事
業
件

数
 

6
5
 

6
2
 

6
8
 

6
9
 

6
9
 

(
2
)
技

術
審
査

の
デ
ジ

タ
ル
化

対
応
 

 
依

頼
機
関

と
積
極

的
に
協
議

し
技

術
審

査
の
デ

ジ
タ
ル
化

を
推

進
す

る
こ
と

で
事
業
継

 

続
、

コ
ロ
ナ

対
策
関

連
事
業
受

託
開

始
(2
0
20

年
度

) 

 

(
3
)
技

術
審
査

実
施
体

制
の
強

化
 

1
)
専

任
の
ベ

テ
ラ
ン

職
員
を
中

心
に

、
各

部
門
が

連
携
協
力

す
る

審
査

体
制
を

継
続
 

2
)
審

査
の
質

向
上
へ

の
取
り
組

み
と

し
て

、
「
技
術

審
査
の

手
引
き
」

を
更
新
 

3
)
職

員
専
門

研
修
の

実
施
 

4
)
技

術
審
査

精
度
向

上
の
た
め

の
技

術
情

報
の
収

集
 

 

(
4
)
技

術
審
査

に
よ
る

産
業
へ

の
貢

献
度

把
握
の

取
り
組
み
 

助
成

金
獲
得

、
賞
受

賞
後
の
事

業
展

開
に

つ
い
て

追
跡
調
査

を
実

施
 

公
平
・
公

正
・
中

立
な

技
術
審

査
が

可
能

な
公

的
機

関
と

し
て

評
価

を
受

け
、

新
た

な
事

業
を

受
託

す
る

な
ど

技
術

審
査

件
数

は
第

三
期

中
期

平
均

値
5,
4
7
5

件
(
第

二
期
中

期
平
均

値
3,
8
3
1

件
)
と

高
い
水

準
で
実

施
 

 

都
産

技
研

職
員

の
技

術
審

査

都
産

技
研

職
員

の
技

術
審

査
能

力
向

上
の
た

め
、「

技
術

審
査

の

手
引

き
」

の
更

新
や

研
修

を
実

施
 

 

学
会
・
講

習
会
・
展

示
会
等
に

て
中

小
企

業
が

活
用

可
能

な
最

新
事

例
の

調
査

を
行

う
こ

と
に

よ
り

技
術

審
査

の
精

度
向

上
に

尽
力
 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

S
 

A
 

A
 

A
 

 

4
5

第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

二
 

中
小
企

業
の
製

品
・
技
術

開
発

、
新

事
業
展

開
を
支
え

る
技

術
支

援
 

 中
期

目
標
 

（
四

）
 
海
外

展
開
の

た
め
の

支
援
 

ア
 

国
際
規

格
対
応

へ
の
支
援

 

中
小

企
業
の

海
外
市

場
へ
の
進

出
に

お
い

て
、
国
際

基
準
に

基
づ

く
認

証
取
得

の
必
要
性

が
国

際
的

に
高
ま

っ
て
い
る

こ
と

か
ら

、
輸

出
国
・
地
域

の
規

格
に

適

合
し

た
製
品

開
発
が

で
き
る
よ

う
、
現
地

の
規

格
情

報
や
製

品
開

発
ニ

ー
ズ
の

把
握
に
努

め
、
都
内

中
小

企
業

に
情
報

提
供

す
る

と
と
も

に
、
依
頼

試
験

に
お

け

る
国

際
規
格

準
拠
の

試
験
項
目

を
拡

充
さ

せ
る
な

ど
、
支
援

の
充

実
を

図
る
。
 

イ
 

海
外
支

援
拠
点

に
よ
る
支

援
 

海
外

支
援
拠

点
を
活

用
し

、
進

出
企

業
に

対
す
る

技
術
支
援

を
実

施
す

る
と
と

も
に
、
現

地
の

技
術

ニ
ー
ズ

や
市
場
情

報
を

収
集

し
、
そ
れ

ら
の
成

果
を

都
内

中

小
企

業
に
還

元
す
る

。
 

海
外

支
援
拠

点
の
運

営
に
当
た
っ

て
は
、

国
内
支

援
機
関
や

金
融

機
関

、
現
地

関
連
機
関

と
の

連
携

に
努
め

る
。
 

 

 
評

価
項

目
番

号
 

1
7
 

自
己

評
価
 

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

中
小

企
業

が
製

品
輸

出
や

海
外

進
出

な
ど

を
行
う

際
に
、
相

手
国
の

規
格

へ
の

適
合

性
を

確
認

す
る

た
め

の
測

定
や

分

析
の

必
要

性
な

ど
の

情
報

が
中

小
企

業

に
十

分
に

提
供

さ
れ

て
い

な
い

現
状

を

踏
ま

え
、
国

際
規
格

に
関
す
る

相
談

や
国

際
規

格
の

動
向

に
関

す
る

セ
ミ

ナ
ー

を

実
施

し
、
海

外
展
開

を
目
指
す

都
内

中
小

企
業

を
支
援

す
る
。
 

中
小

企
業

の
海

外
展

開
等

で
必

要
と

な
る

国
際

規
格

に
対

応
し

た
試

験
に

よ

り
都

内
中

小
企

業
の

海
外

展
開

支
援

を

す
す

め
る
。
第

三
期

中
期
計
画

期
間

の
最

終
年

度
で
あ

る
平

成
3
2
年
度

の
年

間
実

績
4
,
0
0
0
件

を
目
標

と
す
る
。

 

今
後

の
市

場
拡

大
が

期
待

さ
れ

る
海

外

に
展

開
す

る
中

小
企

業
に

対
し

現
地

技

術
支

援
を
実

施
す
る

と
と
も
に

、
海

外
の

(
1
)
中

小
企

業
が

製
品

輸
出

や
海

外
進

出
を

行
う

際
に

必
要

な
国

際
規

格
へ

の
適

合
性

な
ど

の

技
術

情
報
を

提
供
 

都
委

託
事
業

終
了
後

も
内
部
予

算
に

よ
り

海
外
展

開
支
援
を

推
進
 

1
)
M
T
E
P
専
門

相
談
員

に
よ
る

海
外

規
格

解
説
テ

キ
ス
ト
の

拡
充

お
よ

び
配
布
 

2
)
「

M
T
E
P
 G
u
i
d
e
bo
o
k
 
S
er
i
e
s
」

の
配
布
 

3
)
海

外
規
格

書
の
閲

覧
サ
ー
ビ

ス
の

提
供
 

4
)
国

際
規
格

に
か
か

る
教
育
用

教
材

の
製

作
（

20
1
8
年
度

）
 

 

(
2
)
広

域
首
都

圏
輸
出

製
品
技

術
支

援
セ

ン
タ
ー

（
M
T
EP
）
の

支
援
体

制
 

1
)
1
都

1
0
県

1
市
の

機
関
参

画
支

援
体

制
の
継

続
 

2
)
M
T
E
P
事
務

局
会
議

お
よ
び

運
営

委
員

会
の
開

催
 

3
)
M
T
E
P
輸
出

製
品
相

談
体
制

の
継

続
 

 

(
3
)
海

外
展
開

に
対
応

す
る
た

め
の

M
TE
P
相

談
 

1
)
M
T
E
P
相
談

利
用
実

績
 

相
談

実
績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
01
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

都
産

技
研
利

用
 

1
,
2
3
8 

1
,
5
2
6 

1
,
5
2
8

1
,
5
0
8 

1
,
1
6
1 

国
際

規
格

関
連

の
情

報
提

供

に
つ

い
て

、
都

委
託

事
業

終
了

後
も

内
部

予
算

に
よ

り
、

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
、

海
外

規
格

テ
キ

ス
ト

発
行

・
配

布
等

、
海

外
展

開
支

援
事
業

を
推
進
 

 

広
域

首
都

圏
輸

出
製

品
技

術

支
援

セ
ン

タ
ー

（
MT
E
P
）

に
お

け
る

相
談

実
績

は
高

水
準

に
て

推
移

し
、

海
外

規
格

に
関

す
る

Q
&
Á

の
ウ

ェ
ブ

ペ
ー

ジ
へ

も
多

数
の

ア
ク
セ

ス
 

 

中
小

企
業

で
は

対
応

が
困

難

な
国

際
規

格
に

対
応

し
た

依
頼

試
験

の
件

数
は

2
0
2
0

年
度

5
,
3
8
7

件
と

目
標

値
を

大
幅

に

達
成
 

 

4
6
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現
地

情
報

を
都

内
中

小
企

業
へ

情
報

提

供
し

海
外
展

開
支
援

を
実
施
す

る
。
 

う
ち

東
京

都
企

業
の

利
用
 

8
0
6
 

1
,
0
4
8 

1
,
0
0
3

9
9
2
 

6
9
0
 

2
)
よ

く
あ
る

相
談
・

問
い
合
わ

せ
の

解
説

を
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト

に
掲

載
 

 
ア

ク
セ
ス

数
 
計

8
3
,
82
6
件

（
2
0
20

年
度
末

）
 

3
)
M
T
E
P
専
門

相
談
員

の
オ
ン

ラ
イ

ン
相

談
を
開

始
(
2
02
0
年

度
) 

 

(
4
)
技

術
セ
ミ

ナ
ー
の

開
催
 

1
)
都

産
技
研

主
催

M
T
E
P
セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
 

2
)
オ

ー
ダ
ー

メ
ー
ド

セ
ミ
ナ
ー

に
よ

る
海

外
展
開

の
社
内
体

制
構

築
支

援
 

3
)
技

術
者
の

た
め
の

国
際
競
争

力
強

化
塾

 
 E
M
C・

電
気
安

全
編

の
開

催
(
2
01
9
年
度
)
 

 

(
5
)
海

外
展
開

支
援
の

成
果
事

例
 
 

1
)
海

外
展
開

支
援
事

例
集
を
毎

年
発

行
 

計
6
8
社

の
活
用

事
例

を
紹

介
 

2
)
M
T
E
P
利
用

企
業
へ

の
ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
の
実

施
 

 

(
6
)
（

独
）
中

小
企
業

基
盤
整

備
機

構
近

畿
本
部

に
よ
る
「
相

談
窓
口

」
試
験

的
開
設
に

あ
 

た
り

専
門
家

選
定
に

協
力
 

 

(
7
)
国

際
規
格

に
対
応

し
た
試

験
の

推
進
 

1
)
国

際
規
格

に
対
応

す
る
依
頼

試
験

、
機

器
利
用

の
試
験
利

用
実

績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

依
頼

試
験
（

件
）
 

6
,
0
8
7 

6
,
6
4
9 

6
,
3
5
8 

6
,
0
0
7 

5
,
3
8
7 

機
器

利
用
（

件
）
 

3
,
5
4
9 

5
,
9
6
9 

6
,
6
1
1 

2
,
7
3
6 

3
,
1
2
4 

合
 

計
（
件

）
 

9
,
6
3
6 

1
2
,
6
1
8

1
2
,
9
6
9 

8
,
7
4
3 

8
,
5
1
1 

2
)
機

器
の
国

際
規
格

・
海
外
規

格
対

応
状

況
を
ウ

ェ
ブ
サ
イ

ト
に

掲
載
 

 

(
8
)
ド

イ
ツ
で

開
催
さ

れ
た
国

際
医

療
機

器
技
術

・
部
品
展
（

C
O
M
P
AM
E
D
）
お

よ
び
ス
ポ

ー
 

ツ
・

健
康
分

野
展
示

会
(
I
SP
O
)
の

海
外
展

開
支
援

（
都
委
託
事

業
）
 

1
)
依

頼
試
験

等
に
よ

る
出
展
企

業
の

医
療

機
器
参

入
支
援
 

 
出

展
企
業

に
対
し

、
依
頼
試

験
等

に
よ

り
医
療

機
器
と
し

て
の

性
能

評
価
の

支
援
を
実

 

施
す

る
と
と

も
に
、

現
地
展
示

会
で

も
ア

ド
バ
イ

ス
を
実
施
 

2
)
出

展
企
業

選
定
審

査
会
へ
の

委
員

派
遣
 

 

海
外

展
開
支

援
に
つ

い
て

、
ド

イ
ツ

で
開

催
さ

れ
た

国
際

医
療

機
器

技
術
・
部

品
展
（
C
O
M
P
A
ME
D
）

お
よ

び
ス
ポ

ー
ツ
・
健

康
分
野

展

示
会

(
I
S
P
O)

の
出

展
企

業
の

技

術
支

援
を
実

施
 

 

航
空

機
産

業
参

入
支

援
に

つ

い
て

、
J
I
S 
Q
 
9
1
00

に
基
づ

く

Q
M
S

の
運

用
に

よ
り

公
設

試
と

し
て

初
め

て
認

証
を

取
得

し
、

試
作

支
援
機

能
を
強

化
 

 

バ
ン

コ
ク
支

所
に
お

い
て
、
日

本
に

い
る

都
産

技
研

職
員

の
講

師
と

現
地

日
系

企
業

と
を

結
ん

で
実

施
す
る

W
e
b
 会

議
シ
ス

テ

ム
に

よ
る

O
M
セ

ミ
ナ

ー
を
開

催

し
、

駐
在

員
専

門
外

の
技

術
分

野
へ

対
応
可

能
な
体

制
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外
展
開

の
社
内
体

制
構

築
支

援
 

3
)
技

術
者
の

た
め
の

国
際
競
争

力
強

化
塾

 
 E
M
C・

電
気
安

全
編

の
開

催
(
2
01
9
年
度
)
 

 

(
5
)
海

外
展
開

支
援
の

成
果
事

例
 
 

1
)
海

外
展
開

支
援
事

例
集
を
毎

年
発

行
 

計
6
8
社

の
活
用

事
例

を
紹

介
 

2
)
M
T
E
P
利
用

企
業
へ

の
ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
の
実

施
 

 

(
6
)
（

独
）
中

小
企
業

基
盤
整

備
機

構
近

畿
本
部

に
よ
る
「
相

談
窓
口

」
試
験

的
開
設
に

あ
 

た
り

専
門
家

選
定
に

協
力
 

 

(
7
)
国

際
規
格

に
対
応

し
た
試

験
の

推
進
 

1
)
国

際
規
格

に
対
応

す
る
依
頼

試
験

、
機

器
利
用

の
試
験
利

用
実

績
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

依
頼

試
験
（

件
）
 

6
,
0
8
7 

6
,
6
4
9 

6
,
3
5
8 

6
,
0
0
7 

5
,
3
8
7 

機
器

利
用
（

件
）
 

3
,
5
4
9 

5
,
9
6
9 

6
,
6
1
1 

2
,
7
3
6 

3
,
1
2
4 

合
 

計
（
件

）
 

9
,
6
3
6 

1
2
,
6
1
8

1
2
,
9
6
9 

8
,
7
4
3 

8
,
5
1
1 

2
)
機

器
の
国

際
規
格

・
海
外
規

格
対

応
状

況
を
ウ

ェ
ブ
サ
イ

ト
に

掲
載
 

 

(
8
)
ド

イ
ツ
で

開
催
さ

れ
た
国

際
医

療
機

器
技
術

・
部
品
展
（

C
O
M
P
AM
E
D
）
お

よ
び
ス
ポ

ー
 

ツ
・

健
康
分

野
展
示

会
(
I
SP
O
)
の

海
外
展

開
支
援

（
都
委
託
事

業
）
 

1
)
依

頼
試
験

等
に
よ

る
出
展
企

業
の

医
療

機
器
参

入
支
援
 

 
出

展
企
業

に
対
し

、
依
頼
試

験
等

に
よ

り
医
療

機
器
と
し

て
の

性
能

評
価
の

支
援
を
実

 

施
す

る
と
と

も
に
、

現
地
展
示

会
で

も
ア

ド
バ
イ

ス
を
実
施
 

2
)
出

展
企
業

選
定
審

査
会
へ
の

委
員

派
遣
 

 

海
外

展
開
支

援
に
つ

い
て

、
ド

イ
ツ

で
開

催
さ

れ
た

国
際

医
療

機
器

技
術
・
部

品
展
（
C
O
M
P
A
ME
D
）

お
よ

び
ス
ポ

ー
ツ
・
健

康
分
野

展

示
会

(
I
S
P
O)

の
出

展
企

業
の

技

術
支

援
を
実

施
 

 

航
空

機
産

業
参

入
支

援
に

つ

い
て

、
J
I
S 
Q
 
9
1
00

に
基
づ

く

Q
M
S

の
運

用
に

よ
り

公
設

試
と

し
て

初
め

て
認

証
を

取
得

し
、

試
作

支
援
機

能
を
強

化
 

 

バ
ン

コ
ク
支

所
に
お

い
て
、
日

本
に

い
る

都
産

技
研

職
員

の
講

師
と

現
地

日
系

企
業

と
を

結
ん

で
実

施
す
る

W
e
b
 会

議
シ
ス

テ

ム
に

よ
る

O
M
セ

ミ
ナ

ー
を
開

催

し
、

駐
在

員
専

門
外

の
技

術
分

野
へ

対
応
可

能
な
体

制
を
構
築

 

4
7

(
9
)
航

空
機
産

業
参
入

支
援
（

特
定

運
営

費
交
付

金
事
業
）
 

1
)
航

空
機
部

品
試
作

支
援
体
制

の
整

備
（

2
01
7
年

度
）
 

 
航

空
機
規

格
に
対

応
し
た
試

験
設

備
を

導
入
し

、
「

航
空

機
産

業
支

援
室
」

を
開
設
 

2
)
国

際
規
格

に
準
拠

し
た
試
験

の
実

施
 

3
)
航

空
機
産

業
支
援

セ
ミ
ナ
ー

の
開

催
 

4
)
海

外
展
示

会
へ
の

出
展
支
援

等
 

 
・

パ
リ
・

エ
ア
シ

ョ
ー

20
1
7
に

て
、
T
M
AN

参
加

企
業
の

商
談

を
支

援
 

 
・

国
際
航

空
宇
宙

展
2
01
8
東

京
に
て

、
TM
AN

企
業
と
の

共
同

試
作

品
を
展

示
 

5
)
 
J
I
S
 Q
 
9
1
00

に
基
づ

く
Q
M
S
の

運
用

に
よ
り

公
設
試
と

し
て

初
め

て
認
証

を
取
得
(
2
0
1

9
年

度
) 

 

(
1
0
)
バ

ン
コ

ク
支
所

の
技
術
支

援
 

1
)
技

術
相
談

・
実
地

技
術
支
援

 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

実
地

技
術
支

援
（
件

）
 

8
1
 

1
9
 

3
3
 

2
3
 

5
 

技
術

相
談
（

件
）
 

2
3
3
 

2
6
5
 

2
5
0
 

2
4
0
 

1
0
2
 

合
 

計
（
件

）
 

3
1
4
 

2
8
4
 

28
3
 

2
6
3
 

1
0
7
 

 

2
)
産

業
人
材

育
成
 

 
遠

隔
技
術

セ
ミ
ナ

ー
や
オ
ー

ダ
ー

メ
ー

ド
セ
ミ

ナ
ー
 

3
)
産

業
交
流

、
他
機

関
と
の
連

携
、

ラ
ボ

ツ
ア
ー

の
実
施
 

 
中

小
企
業

振
興
公

社
タ
イ
事

務
所

と
連

携
し
、

も
の
づ
く

り
企

業
交

流
会
を

開
催
 

4
)
日

系
中
小

企
業
へ

の
技
術
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催
 

 
バ

ン
コ
ク

支
所
職

員
に
よ
る

め
っ

き
に

関
す
る

タ
イ
語
の

逐
次

通
訳

付
き
技

術
セ
ミ
 

ナ
ー

を
実
施

（
2
0
17

年
度
）

 

5
)
M
E
T
A
L
EX

等
の
展

示
会
へ
出

展
し

、
バ

ン
コ
ク

支
所
の
活

動
を

紹
介
 

 

(
1
1
)
A
S
E
AN

地
域
に

お
け
る
都

内
中

小
企

業
の
現

地
展
開
支

援
 

1
)
タ

イ
（
バ

ン
コ
ク

）
で
開
催

さ
れ

た
展

示
会
 

M
E
T
A
LE
X
へ

の
出
展
 

2
)
ベ

ト
ナ
ム

（
ハ
ノ

イ
・
ホ
ー

チ
ミ

ン
）

経
済
状

況
視
察
へ

の
同

行
 

3
)
マ

レ
ー
シ

ア
で
開

催
さ
れ
た

展
示

会
I
G
EM

へ
の

出
展
 

共
同

研
究
実

施
企
業

の
開
発
製

品
展

示
等

に
よ
り

現
地
展
開
を

支
援
 

 

4
8
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(
1
2
)
現

地
情

報
の
都

内
中
小
企

業
へ

の
情

報
提
供
 

1
)
都

産
技
研

セ
ミ
ナ

ー
に
よ
る

情
報

提
供
 

2
)
都

産
技
研

職
員
の

海
外
調
査

に
よ

る
情

報
提
供
 

 

(
1
3
)
タ

イ
機

関
と
の

交
流
に
よ

る
現

地
情

報
の
収

集
 

1
)
タ

イ
訪
問

に
よ
る

現
地
情
報

の
収

集
 

2
)
海

外
機
関

来
訪
に

よ
る
現
地

情
報

の
収

集
 

3
)
タ

イ
科
学

技
術
省

大
臣
の
表

敬
訪

問
（

2
01
6
年

度
）
 

4
)
タ

イ
大

使
館

主
催

 
タ

イ
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

の
育

成
研

修
団

の
訪

問
（

2
0
1
6

年
度

）
 

 

5
年

間
の
評

定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

S
 

A
 

A
 

A
 

 

 

4
9

第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

三
 

多
様
な

主
体
と

の
連
携
の

推
進
 

 中
期

目
標
 

（
一

）
産
学

公
金
連

携
に
よ
る

支
援
 

 
豊

富
な
技

術
シ
ー

ズ
を
有
す

る
大

学
や

研
究
機

関
と
中
小

企
業

と
の

事
業
連

携
を
推
進

す
る

。
 

企
業

同
士
の

連
携
に

意
欲
の
あ

る
企

業
や

業
界
団

体
に
対
し

て
、
共

同
開

発
等
に

向
け
た

情
報
交
換

や
交
流

活
動
へ
の

支
援

を
充

実
し

、
単

独
企
業

で
は

困
難

な

技
術

的
課
題

の
解
決

や
新
製
品

・
新

技
術

の
開
発

を
促
進
す

る
。
 

連
携

に
よ
る

製
品
開

発
や
事
業
化

が
円
滑

に
進
む

よ
う

、
資

金
調

達
や

販
路
開

拓
な
ど
の

分
野

に
お

い
て

、
金

融
機
関

な
ど

他
の

支
援
機

関
と
連
携

し
た

取
組

を
行

う
。
 

 

 
評

価
項

目
番

号
 

1
8
 

自
己

評
価
 

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

本
部

に
開
設
し

た
「

東
京

イ
ノ

ベ
ー

シ

ョ
ン

ハ
ブ

」
に
お

い
て

、
中
小

企
業

と
大

学
、
学

協
会

、
研
究

機
関
と
の

連
携

を
促

進
す

る
セ
ミ

ナ
ー
や

交
流
会
、
展

示
会
を

開
催

し
、

産
学

公
連

携
支

援
を

推
進

す

る
。
 

公
立

大
学
法
人

首
都

大
学
東
京
（

以
下

「
首

都
大

学
東

京
」

と
い

う
。
）

な
ど

豊

富
な

技
術

シ
ー

ズ
を

有
す

る
大

学
や

研

究
機

関
と

中
小

企
業

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ

の
場

を
提
供

す
る
。
 

企
業

同
士

の
連

携
に

意
欲

の
あ

る
企

業
に

対
し
て

、
異
業

種
交
流
会

や
技

術
研

究
会

の
設
立

支
援
、
業

界
団
体

と
の

業
種

別
交

流
会
の

開
催
等

を
継
続
実

施
し

、
単

独
企

業
で

は
困

難
な

技
術

的
課

題
の

解

決
や

新
製

品
・

新
技

術
開

発
を

促
進

す

る
。
 

中
小

企
業

の
製

品
開

発
や

事
業

化
が

円

滑
に

進
む
よ

う
、
金
融

機
関
な

ど
支

援
機

関
と

連
携
し

た
取
り

組
み
を
行

う
。
 

(
1
)
「

東
京
イ

ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン

ハ
ブ

」
を

活
用
し

た
セ
ミ
ナ
ー

や
交
流

会
、
展

示
会
の
開

催
 

1
)
東

京
イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン
発
信

交
流

会
の

開
催
（

2
0
1
6
年

度
開

始
）
 

都
産

技
研
主

催
で
初

め
て
ビ
ジ

ネ
ス

マ
ッ

チ
ン
グ

交
流
会
を
開

催
。
金

融
機
関

等
の
協
 

定
締

結
機
関

か
ら
推

薦
さ
れ
た

企
業

等
に

対
し
、

依
頼
試
験
等

に
よ
り

開
発
製

品
の
技
 

術
面

で
の
優

位
性
の

「
見
え
る

化
」

を
支

援
 

出
展

企
業
の

商
談
見

込
み
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

成
約

見
込

み

件
数
 

1
1
社

3
2
件
 

2
6
社

7
2
件
 

1
8
社

4
6
件

1
8
社

4
6
件

4
社

5
件
 

成
約

見
込

み

金
額

(
千

円
) 

8
8
,
6
4
0 

2
2
,
7
5
0 

7
,
2
1
0 

1
0
1
,
8
2
0 

7
,
0
3
0 

2
)
連

携
等
に

よ
る
東

京
イ
ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ハ
ブ
の

活
用
 

 
学

協
会
連

携
事
業

：
延
べ

4
6
学

会
、

2
,
96
2
名
 

 
T
i
r
i
ク
ロ

ス
ミ
ー

テ
ィ
ン

グ
：

延
べ

2
,
39
7
名
 

 
東

京
イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン
発
信

交
流

会
：

延
べ

1
,
0
5
4
名
 

等
 

 

(
2
)
そ

の
他
の

大
学
、

研
究
機

関
と

の
連

携
セ
ミ

ナ
ー
や
交
流

会
の
開

催
 

(
3
)
東

京
都
立

大
学
と

の
連
携

 

1
)
連

携
会
議

の
定
例

化
 

2
)
学

長
、
学

部
長
の

多
摩
テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

視
察
と

都
産
技
研

理
事

長
と

の
懇
談

会
を
実
施

 

3
)
東

京
都
立

大
学
施

策
提
案
発

表
会

に
て

都
産
技

研
の
シ
ー

ズ
を

発
表
 

東
京

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ハ

ブ

を
活

用
し

、
都

産
技

研
主

催
の

ビ
ジ

ネ
ス

マ
ッ

チ
ン

グ
会

「
東

京
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

発
信

交
流

会
」

を
開
催
 

 

都
産

技
研

が
出

展
企

業
の

製

品
の

性
能

評
価

を
実

施
。

チ
ラ

シ
の

デ
ザ

イ
ン

等
に

よ
る

「
見

え
る

化
」

を
支

援
す

る
こ

と
に

よ
り

効
果
的

に
P
R
す

る
こ
と

で

多
く

の
商
談

に
発
展
 

 

開
催

後
も

支
援

を
継

続
し

た

結
果

、
世

界
発

信
コ

ン
ペ

テ
ィ

シ
ョ

ン
優

秀
賞

を
受

賞
す

る
企

業
が

出
現
 

 

東
京

都
立

大
学

と
の

連
携

に

つ
い

て
、

連
携

会
議

や
交

流
会

等
を

開
催

す
る

と
共

に
、

都
市

課
題

解
決

の
た

め
の

共
同

研
究

を
実

施
 

5
0
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(
1
2
)
現

地
情

報
の
都

内
中
小
企

業
へ

の
情

報
提
供
 

1
)
都

産
技
研

セ
ミ
ナ

ー
に
よ
る

情
報

提
供
 

2
)
都

産
技
研

職
員
の

海
外
調
査

に
よ

る
情

報
提
供
 

 

(
1
3
)
タ

イ
機

関
と
の

交
流
に
よ

る
現

地
情

報
の
収

集
 

1
)
タ

イ
訪
問

に
よ
る

現
地
情
報

の
収

集
 

2
)
海

外
機
関

来
訪
に

よ
る
現
地

情
報

の
収

集
 

3
)
タ

イ
科
学

技
術
省

大
臣
の
表

敬
訪

問
（

2
01
6
年

度
）
 

4
)
タ

イ
大

使
館

主
催

 
タ

イ
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

の
育

成
研

修
団

の
訪

問
（

2
0
1
6

年
度

）
 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

S
 

A
 

A
 

A
 

 

 

4
9

第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

三
 

多
様
な

主
体
と

の
連
携
の

推
進
 

 中
期

目
標
 

（
一

）
産
学

公
金
連

携
に
よ
る

支
援
 

 
豊

富
な
技

術
シ
ー

ズ
を
有
す

る
大

学
や

研
究
機

関
と
中
小

企
業

と
の

事
業
連

携
を
推
進

す
る

。
 

企
業

同
士
の

連
携
に

意
欲
の
あ

る
企

業
や

業
界
団

体
に
対
し

て
、
共

同
開

発
等
に

向
け
た

情
報
交
換

や
交
流

活
動
へ
の

支
援

を
充

実
し

、
単

独
企
業

で
は

困
難

な

技
術

的
課
題

の
解
決

や
新
製
品

・
新

技
術

の
開
発

を
促
進
す

る
。
 

連
携

に
よ
る

製
品
開

発
や
事
業
化

が
円
滑

に
進
む

よ
う

、
資

金
調

達
や

販
路
開

拓
な
ど
の

分
野

に
お

い
て

、
金

融
機
関

な
ど

他
の

支
援
機

関
と
連
携

し
た

取
組

を
行

う
。
 

 

 
評

価
項

目
番

号
 

1
8
 

自
己

評
価
 

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

本
部

に
開
設
し

た
「

東
京

イ
ノ

ベ
ー

シ

ョ
ン

ハ
ブ

」
に
お

い
て

、
中
小

企
業

と
大

学
、
学

協
会

、
研
究

機
関
と
の

連
携

を
促

進
す

る
セ
ミ

ナ
ー
や

交
流
会
、
展

示
会
を

開
催

し
、

産
学

公
連

携
支

援
を

推
進

す

る
。
 

公
立

大
学
法
人

首
都

大
学
東
京
（

以
下

「
首

都
大

学
東

京
」

と
い

う
。
）

な
ど

豊

富
な

技
術

シ
ー

ズ
を

有
す

る
大

学
や

研

究
機

関
と

中
小

企
業

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ

の
場

を
提
供

す
る
。
 

企
業

同
士

の
連

携
に

意
欲

の
あ

る
企

業
に

対
し
て

、
異
業

種
交
流
会

や
技

術
研

究
会

の
設
立

支
援
、
業

界
団
体

と
の

業
種

別
交

流
会
の

開
催
等

を
継
続
実

施
し

、
単

独
企

業
で

は
困

難
な

技
術

的
課

題
の

解

決
や

新
製

品
・

新
技

術
開

発
を

促
進

す

る
。
 

中
小

企
業

の
製

品
開

発
や

事
業

化
が

円

滑
に

進
む
よ

う
、
金
融

機
関
な

ど
支

援
機

関
と

連
携
し

た
取
り

組
み
を
行

う
。
 

(
1
)
「

東
京
イ

ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン

ハ
ブ

」
を

活
用
し

た
セ
ミ
ナ
ー

や
交
流

会
、
展

示
会
の
開

催
 

1
)
東

京
イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン
発
信

交
流

会
の

開
催
（

2
0
1
6
年

度
開

始
）
 

都
産

技
研
主

催
で
初

め
て
ビ
ジ

ネ
ス

マ
ッ

チ
ン
グ

交
流
会
を
開

催
。
金

融
機
関

等
の
協
 

定
締

結
機
関

か
ら
推

薦
さ
れ
た

企
業

等
に

対
し
、

依
頼
試
験
等

に
よ
り

開
発
製

品
の
技
 

術
面

で
の
優

位
性
の

「
見
え
る

化
」

を
支

援
 

出
展

企
業
の

商
談
見

込
み
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

成
約

見
込

み

件
数
 

1
1
社

3
2
件
 

2
6
社

7
2
件
 

1
8
社

4
6
件

1
8
社

4
6
件

4
社

5
件
 

成
約

見
込

み

金
額

(
千

円
) 

8
8
,
6
4
0 

2
2
,
7
5
0 

7
,
2
1
0 

1
0
1
,
8
2
0 

7
,
0
3
0 

2
)
連

携
等
に

よ
る
東

京
イ
ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ハ
ブ
の

活
用
 

 
学

協
会
連

携
事
業

：
延
べ

4
6
学

会
、

2
,
96
2
名
 

 
T
i
r
i
ク
ロ

ス
ミ
ー

テ
ィ
ン

グ
：

延
べ

2
,
39
7
名
 

 
東

京
イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン
発
信

交
流

会
：

延
べ

1
,
0
5
4
名
 

等
 

 

(
2
)
そ

の
他
の

大
学
、

研
究
機

関
と

の
連

携
セ
ミ

ナ
ー
や
交
流

会
の
開

催
 

(
3
)
東

京
都
立

大
学
と

の
連
携

 

1
)
連

携
会
議

の
定
例

化
 

2
)
学

長
、
学

部
長
の

多
摩
テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

視
察
と

都
産
技
研

理
事

長
と

の
懇
談

会
を
実
施

 

3
)
東

京
都
立

大
学
施

策
提
案
発

表
会

に
て

都
産
技

研
の
シ
ー

ズ
を

発
表
 

東
京

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ハ

ブ

を
活

用
し

、
都

産
技

研
主

催
の

ビ
ジ

ネ
ス

マ
ッ

チ
ン

グ
会

「
東

京
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

発
信

交
流

会
」

を
開
催
 

 

都
産

技
研

が
出

展
企

業
の

製

品
の

性
能

評
価

を
実

施
。

チ
ラ

シ
の

デ
ザ

イ
ン

等
に

よ
る

「
見

え
る

化
」

を
支

援
す

る
こ

と
に

よ
り

効
果
的

に
P
R
す

る
こ
と

で

多
く

の
商
談

に
発
展
 

 

開
催

後
も

支
援

を
継

続
し

た

結
果

、
世

界
発

信
コ

ン
ペ

テ
ィ

シ
ョ

ン
優

秀
賞

を
受

賞
す

る
企

業
が

出
現
 

 

東
京

都
立

大
学

と
の

連
携

に

つ
い

て
、

連
携

会
議

や
交

流
会

等
を

開
催

す
る

と
共

に
、

都
市

課
題

解
決

の
た

め
の

共
同

研
究

を
実

施
 

5
0

- 116 -

第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

三
 

多
様
な

主
体
と

の
連
携
の

推
進
 

 中
期

目
標
 

（
一

）
産
学

公
金
連

携
に
よ
る

支
援
 

 
豊

富
な
技

術
シ
ー

ズ
を
有
す

る
大

学
や

研
究
機

関
と
中
小

企
業

と
の

事
業
連

携
を
推
進

す
る
。
 

企
業

同
士
の

連
携
に

意
欲
の
あ

る
企

業
や

業
界
団

体
に
対
し

て
、
共

同
開

発
等
に

向
け
た

情
報

交
換

や
交
流

活
動
へ
の

支
援

を
充

実
し

、
単

独
企
業

で
は

困
難

な

技
術

的
課
題

の
解
決

や
新
製
品

・
新

技
術

の
開
発

を
促
進
す

る
。
 

連
携

に
よ
る

製
品
開

発
や
事
業

化
が

円
滑

に
進
む

よ
う

、
資

金
調

達
や

販
路
開

拓
な
ど
の

分
野

に
お

い
て

、
金

融
機
関

な
ど

他
の

支
援
機

関
と
連
携

し
た

取
組

を
行

う
。
 

 

 
評

価
項

目
番

号
 

1
8
 

自
己

評
価
 

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

本
部

に
開
設

し
た
「

東
京

イ
ノ

ベ
ー

シ

ョ
ン

ハ
ブ

」
に
お
い

て
、
中
小

企
業

と
大

学
、
学

協
会

、
研
究

機
関
と
の

連
携

を
促

進
す

る
セ
ミ

ナ
ー
や

交
流
会
、
展

示
会
を

開
催

し
、

産
学

公
連

携
支

援
を

推
進

す

る
。
 

公
立

大
学
法

人
首
都

大
学
東
京
（

以
下

「
首

都
大

学
東

京
」

と
い

う
。
）

な
ど

豊

富
な

技
術

シ
ー

ズ
を

有
す

る
大

学
や

研

究
機

関
と

中
小

企
業

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ

の
場

を
提
供

す
る
。
 

企
業

同
士

の
連

携
に

意
欲

の
あ

る
企

業
に

対
し
て

、
異
業

種
交
流
会

や
技

術
研

究
会

の
設
立

支
援
、
業

界
団
体

と
の

業
種

別
交

流
会
の

開
催
等

を
継
続
実

施
し

、
単

独
企

業
で

は
困

難
な

技
術

的
課

題
の

解

決
や

新
製

品
・

新
技

術
開

発
を

促
進

す

る
。
 

中
小

企
業

の
製

品
開

発
や

事
業

化
が

円

滑
に

進
む
よ

う
、
金
融

機
関
な

ど
支

援
機

関
と

連
携
し

た
取
り

組
み
を
行

う
。
 

(
1
)
「

東
京
イ

ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン

ハ
ブ

」
を

活
用
し

た
セ
ミ
ナ
ー

や
交
流

会
、
展

示
会
の
開

催
 

1
)
東

京
イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン
発
信

交
流

会
の

開
催
（

2
0
1
6
年

度
開

始
）
 

都
産

技
研
主

催
で
初

め
て
ビ
ジ

ネ
ス

マ
ッ

チ
ン
グ

交
流
会
を
開

催
。
金

融
機
関

等
の
協
 

定
締

結
機
関

か
ら
推

薦
さ
れ
た

企
業

等
に

対
し
、

依
頼
試
験
等

に
よ
り

開
発
製

品
の
技
 

術
面

で
の
優

位
性
の

「
見
え
る

化
」

を
支

援
 

出
展

企
業
の

商
談
見

込
み
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

成
約

見
込

み

件
数
 

1
1
社

3
2
件
 

2
6
社

7
2
件
 

1
8
社

4
6
件

1
8
社

4
6
件

4
社

5
件
 

成
約

見
込

み

金
額

(
千

円
) 

8
8
,
6
4
0 

2
2
,
7
5
0 

7
,
2
1
0 

1
0
1
,
8
2
0 

7
,
0
3
0 

2
)
連

携
等
に

よ
る
東

京
イ
ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ハ
ブ
の

活
用
 

 
学

協
会
連

携
事
業

：
延
べ

4
6
学

会
、

2
,
96
2
名
 

 
T
i
r
i
ク
ロ

ス
ミ
ー

テ
ィ
ン

グ
：

延
べ

2
,
39
7
名
 

 
東

京
イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン
発
信

交
流

会
：

延
べ

1
,
0
5
4
名
 

等
 

 

(
2
)
そ

の
他
の

大
学
、

研
究
機

関
と

の
連

携
セ
ミ

ナ
ー
や
交
流

会
の
開

催
 

(
3
)
東

京
都
立

大
学
と

の
連
携

 

1
)
連

携
会
議

の
定
例

化
 

2
)
学

長
、
学

部
長
の

多
摩
テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

視
察
と

都
産
技
研

理
事

長
と

の
懇
談

会
を
実
施

 

3
)
東

京
都
立

大
学
施

策
提
案
発

表
会

に
て

都
産
技

研
の
シ
ー

ズ
を

発
表
 

東
京

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ハ

ブ

を
活

用
し

、
都

産
技

研
主

催
の

ビ
ジ

ネ
ス

マ
ッ

チ
ン

グ
会

「
東

京
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

発
信

交
流

会
」

を
開
催
 

 

都
産

技
研

が
出

展
企

業
の

製

品
の

性
能

評
価

を
実

施
。

チ
ラ

シ
の

デ
ザ

イ
ン

等
に

よ
る

「
見

え
る

化
」

を
支

援
す

る
こ

と
に

よ
り

効
果
的

に
P
R
す

る
こ
と

で

多
く

の
商
談

に
発
展
 

 

開
催

後
も

支
援

を
継

続
し

た

結
果

、
世

界
発

信
コ

ン
ペ

テ
ィ

シ
ョ

ン
優

秀
賞

を
受

賞
す

る
企

業
が

出
現
 

 

東
京

都
立

大
学

と
の

連
携

に

つ
い

て
、

連
携

会
議

や
交

流
会

等
を

開
催

す
る

と
共

に
、

都
市

課
題

解
決

の
た

め
の

共
同

研
究

を
実

施
 

5
0

- 117 -

(
1
2
)
現

地
情

報
の
都

内
中
小
企

業
へ

の
情

報
提
供
 

1
)
都

産
技
研

セ
ミ
ナ

ー
に
よ
る

情
報

提
供
 

2
)
都

産
技
研

職
員
の

海
外
調
査

に
よ

る
情

報
提
供
 

 

(
1
3
)
タ

イ
機

関
と
の

交
流
に
よ

る
現

地
情

報
の
収

集
 

1
)
タ

イ
訪
問

に
よ
る

現
地
情
報

の
収

集
 

2
)
海

外
機
関

来
訪
に

よ
る
現
地

情
報

の
収

集
 

3
)
タ

イ
科
学

技
術
省

大
臣
の
表

敬
訪

問
（

2
01
6
年

度
）
 

4
)
タ

イ
大

使
館

主
催

 
タ

イ
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

の
育

成
研

修
団

の
訪

問
（

2
0
1
6

年
度

）
 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

S
 

A
 

A
 

A
 

 

 

4
9

第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

三
 

多
様
な

主
体
と

の
連
携
の

推
進
 

 中
期

目
標
 

（
一

）
産
学

公
金
連

携
に
よ
る

支
援
 

 
豊

富
な
技

術
シ
ー

ズ
を
有
す

る
大

学
や

研
究
機

関
と
中
小

企
業

と
の

事
業
連

携
を
推
進

す
る

。
 

企
業

同
士
の

連
携
に

意
欲
の
あ

る
企

業
や

業
界
団

体
に
対
し

て
、
共

同
開

発
等
に

向
け
た

情
報
交
換

や
交
流

活
動
へ
の

支
援

を
充

実
し

、
単

独
企
業

で
は

困
難

な

技
術

的
課
題

の
解
決

や
新
製
品

・
新

技
術

の
開
発

を
促
進
す

る
。
 

連
携

に
よ
る

製
品
開

発
や
事
業
化

が
円
滑

に
進
む

よ
う

、
資

金
調

達
や

販
路
開

拓
な
ど
の

分
野

に
お

い
て

、
金

融
機
関

な
ど

他
の

支
援
機

関
と
連
携

し
た

取
組

を
行

う
。
 

 

 
評

価
項

目
番

号
 

1
8
 

自
己

評
価
 

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

本
部

に
開
設
し

た
「

東
京

イ
ノ

ベ
ー

シ

ョ
ン

ハ
ブ

」
に
お

い
て

、
中
小

企
業

と
大

学
、
学

協
会

、
研
究

機
関
と
の

連
携

を
促

進
す

る
セ
ミ

ナ
ー
や

交
流
会
、
展

示
会
を

開
催

し
、

産
学

公
連

携
支

援
を

推
進

す

る
。
 

公
立

大
学
法
人

首
都

大
学
東
京
（

以
下

「
首

都
大

学
東

京
」

と
い

う
。
）

な
ど

豊

富
な

技
術

シ
ー

ズ
を

有
す

る
大

学
や

研

究
機

関
と

中
小

企
業

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ

の
場

を
提
供

す
る
。
 

企
業

同
士

の
連

携
に

意
欲

の
あ

る
企

業
に

対
し
て

、
異
業

種
交
流
会

や
技

術
研

究
会

の
設
立

支
援
、
業

界
団
体

と
の

業
種

別
交

流
会
の

開
催
等

を
継
続
実

施
し

、
単

独
企

業
で

は
困

難
な

技
術

的
課

題
の

解

決
や

新
製

品
・

新
技

術
開

発
を

促
進

す

る
。
 

中
小

企
業

の
製

品
開

発
や

事
業

化
が

円

滑
に

進
む
よ

う
、
金
融

機
関
な

ど
支

援
機

関
と

連
携
し

た
取
り

組
み
を
行

う
。
 

(
1
)
「

東
京
イ

ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン

ハ
ブ

」
を

活
用
し

た
セ
ミ
ナ
ー

や
交
流

会
、
展

示
会
の
開

催
 

1
)
東

京
イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン
発
信

交
流

会
の

開
催
（

2
0
1
6
年

度
開

始
）
 

都
産

技
研
主

催
で
初

め
て
ビ
ジ

ネ
ス

マ
ッ

チ
ン
グ

交
流
会
を
開

催
。
金

融
機
関

等
の
協
 

定
締

結
機
関

か
ら
推

薦
さ
れ
た

企
業

等
に

対
し
、

依
頼
試
験
等

に
よ
り

開
発
製

品
の
技
 

術
面

で
の
優

位
性
の

「
見
え
る

化
」

を
支

援
 

出
展

企
業
の

商
談
見

込
み
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

成
約

見
込

み

件
数
 

1
1
社

3
2
件
 

2
6
社

7
2
件
 

1
8
社

4
6
件

1
8
社

4
6
件

4
社

5
件
 

成
約

見
込

み

金
額

(
千

円
) 

8
8
,
6
4
0 

2
2
,
7
5
0 

7
,
2
1
0 

1
0
1
,
8
2
0 

7
,
0
3
0 

2
)
連

携
等
に

よ
る
東

京
イ
ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ハ
ブ
の

活
用
 

 
学

協
会
連

携
事
業

：
延
べ

4
6
学

会
、

2
,
96
2
名
 

 
T
i
r
i
ク
ロ

ス
ミ
ー

テ
ィ
ン

グ
：

延
べ

2
,
39
7
名
 

 
東

京
イ
ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン
発
信

交
流

会
：

延
べ

1
,
0
5
4
名
 

等
 

 

(
2
)
そ

の
他
の

大
学
、

研
究
機

関
と

の
連

携
セ
ミ

ナ
ー
や
交
流

会
の
開

催
 

(
3
)
東

京
都
立

大
学
と

の
連
携

 

1
)
連

携
会
議

の
定
例

化
 

2
)
学

長
、
学

部
長
の

多
摩
テ
ク

ノ
プ

ラ
ザ

視
察
と

都
産
技
研

理
事

長
と

の
懇
談

会
を
実
施

 

3
)
東

京
都
立

大
学
施

策
提
案
発

表
会

に
て

都
産
技

研
の
シ
ー

ズ
を

発
表
 

東
京

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ハ

ブ

を
活

用
し

、
都

産
技

研
主

催
の

ビ
ジ

ネ
ス

マ
ッ

チ
ン

グ
会

「
東

京
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

発
信

交
流

会
」

を
開
催
 

 

都
産

技
研

が
出

展
企

業
の

製

品
の

性
能

評
価

を
実

施
。

チ
ラ

シ
の

デ
ザ

イ
ン

等
に

よ
る

「
見

え
る

化
」

を
支

援
す

る
こ

と
に

よ
り

効
果
的

に
P
R
す

る
こ
と

で

多
く

の
商
談

に
発
展
 

 

開
催

後
も

支
援

を
継

続
し

た

結
果

、
世

界
発

信
コ

ン
ペ

テ
ィ

シ
ョ

ン
優

秀
賞

を
受

賞
す

る
企

業
が

出
現
 

 

東
京

都
立

大
学

と
の

連
携

に

つ
い

て
、

連
携

会
議

や
交

流
会

等
を

開
催

す
る

と
共

に
、

都
市

課
題

解
決

の
た

め
の

共
同

研
究

を
実

施
 

5
0
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4
)
東

京
都
立

大
学
シ

ス
テ
ム
デ

ザ
イ

ン
フ

ォ
ー
ラ

ム
に
て
都

産
技

研
ロ

ボ
ッ
ト

関
連
事
 

業
を

紹
介
 

5
)
多

摩
テ
ク

ノ
プ
ラ

ザ
見
学
会

お
よ

び
東

京
都
立

大
学
研
究

者
と

の
交

流
会
を

実
施
 

6
)
都

産
技
研

理
事
長

の
日
野
キ

ャ
ン

パ
ス

視
察
と

学
長
と
の

懇
談

会
を

実
施
 

7
)
イ

ン
タ
ー

ン
シ
ッ

プ
生
や
研

修
学

生
の

受
入
れ
 

8
)
「

東
京
都

立
大
学

 
技
術
懇

親
会

（
ロ

ボ
ッ
ト

/
I
o
T
編

）
」
を

後
援

し
、「

中
小
企
業

 

へ
の

I
o
T
化

支
援
事

業
」
を
紹

介
 

9
）

T
I
R
I
ク

ロ
ス
ミ

ー
テ
ィ
ン

グ
に

お
い

て
東
京

都
立
大
学

が
研

究
発

表
 

1
0
）

都
市
課

題
解
決

の
た
め
の

共
同

研
究

の
実
施
 

【
事

例
】
 

・
「

ア
ク

セ
シ

ブ
ル
デ

ザ
イ
ン

技
術

の
開

発
（
車

い
す
楽
器

）
」
 

・
「

ワ
イ

ヤ
レ

ス
給
電

技
術
の

開
発

」
 

・
「

生
体

内
分

解
性
材

料
に
よ

る
医

療
機

器
の
開

発
」
 

 (
4
)
中

小
企
業

と
の
マ

ッ
チ
ン

グ
の

場
の

提
供
 

 
1
)
産

業
技

術
総
合

研
究
所
と

の
連

携
 

①
東

京
ベ
イ

イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン

フ
ォ

ー
ラ

ム
を
開

催
 

産
業

技
術
総

合
研
究

所
と
都
産

技
研

、
そ
れ
ぞ

れ
の

シ
ー
ズ

と
企

業
ニ

ー
ズ
と

を
マ
ッ

チ
ン

グ
す
る

合
同
技

術
相
談
会

を
開

催
、

延
べ

3
3
社

の
開

発
型

中
小

企
業
を

共
同
技

術
支

援
、
外

部
資
金

応
募
等
に

展
開
 

②
地

域
企
業

と
の
懇

談
会
 

 
多

摩
地

域
や

城
東

地
域

の
経

営
者

と
製

品
開

発
に

向
け

た
懇

談
会

や
企

業
訪

問
を

実

施
 

2
)
東

京
き
ら

ぼ
し
フ

ィ
ナ
ン
シ

ャ
ル

グ
ル

ー
プ
・

中
小
企
業

振
興

公
社

・
川
崎

市
主
催
 

「
知

的
財
産

マ
ッ
チ

ン
グ
会
」

に
て

都
産

技
研
の

シ
ー
ズ
を
紹

介
 

 (
5
)
金

融
機
関

と
の
連

携
事
業

事
例
 

1
)
連

携
技
術

相
談
の

実
施
 

 
事

例
：
金
融

機
関
か

ら
紹
介

さ
れ

た
企

業
を
専

門
相
談
員

が
支

援
、
技

術
支
援

等
を
経

て

製
品

化
（
剛

性
を
高

め
た
ス
ー

ツ
ケ

ー
ス

）
 

2
)
金

融
機
関

主
催
の

ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ

チ
ン

グ
会
に

出
展
し
、
事

業
紹

介
お
よ

び
技
術

相
談

を

実
施
 

 
3
)
バ

ン
コ

ク
支
所

で
の
事
業

連
携

と
し

て
、
事

業
紹
介
お

よ
び
中
小

企
業
向

け
海
外
展

 

示
会

出
展
支

援
を
実

施
 

 金
融

機
関

と
の

連
携

事
業

に

つ
い

て
、

金
融

機
関

職
員

が
企

業
の

現
場

で
発

掘
し

た
技

術
相

談
ニ

ー
ズ

を
共

有
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

技
術

相
談

、
実

地
技

術
支

援
、
機

器
利
用

に
発
展
 

 

産
業

技
術

総
合

研
究

所
と

連

携
し

、
地

域
ご

と
の

企
業

等
と

の
交

流
会

等
を

開
催

す
る

な

ど
、

中
小

企
業

に
マ

ッ
チ

ン
グ

の
場

を
提
供
 

 

異
業

種
交

流
会

や
技

術
研

究

会
の

活
動

支
援

な
ど

の
取

り
組

み
を

着
実

に
実

施
し

、
製

品
化

に
貢

献
 

5
1

 (
6
)
異

業
種
交

流
活
動

の
支
援

 

1
)
課

題
解
決

型
新
グ

ル
ー
プ
の

結
成

支
援

（
計

5
グ

ル
ー
プ

結
成

 
定
例

会
を
延

べ
43

回
 

6
3
1
名

参
加

、
）
 

2
)
課

題
解
決

型
既
存

グ
ル
ー
プ

の
活

動
支

援
（

定
例

会
を
延

べ
3
9
6
回

3
,
5
33

名
参
加
、
製

品
化

事
例
延

べ
2
6
件

）
 

3
)
2
0
1
6
年
度

に
発
足

し
た
製

品
開

発
型

グ
ル
ー

プ
（
テ
ー

マ
：
高

齢
者

支
援

機
器
の
開

発
）

の
活

動
支
援
（

定
例
会

を
延
べ

3
0
回

15
7
名
参
加

、
着
脱

簡
単

な
高

齢
者
用

靴
を
製
品

化
）

4
)
東

京
都
異

業
種
交

流
グ
ル
ー

プ
合

同
交

流
会
の

開
催
（
3
回
開

催
）
 

 

(
7
)
業

種
別
交

流
会
の

開
催
 

東
京

都
鍍
金

工
業
組

合
、
東
京

鼈
甲

組
合

連
合
会

等
延
べ

2
0
団

体
と

の
交

流
会
に
て

現
状

の
課

題
と
今

後
の
技

術
的
支
援

事
業

に
つ

い
て
意

見
交
換
 

事
例
：
め

っ
き
工

場
巡
回

指
導
（

東
京

都
鍍
金

工
業
組

合
）
亜

鉛
排

水
規
制

へ
の
業

界
対

応

に
貢

献
 

 

(
8
)
技

術
研
究

会
の
活

動
支
援

 
登

録
25

団
体
（
2
0
2
0
年
度

）
、
延

べ
52
5
回

開
催

、
延
べ

7
,
5
8
3

名
参

加
 

製
品

化
事
例

 
 

・「
パ

ー
ム
サ

ポ
ー
タ

ー
楽
書

」
感

性
工
学

研
究
会

、
高
齢

者
の

手
の

震
え
を

軽
減
し
、
自

力
で

書
く
こ

と
や
食

べ
る
こ
と

を
楽

に
す

る
福
祉

器
具
 

・「
片

手
生
活

支
援
ツ

ー
ル
」
東

京
都

健
康

福
祉
研

究
会
、
片
手

で
生
活

し
て
い

る
人
の

日

常
を

支
援
す

る
た
め

の
道
具
開

発
 

・
「

I
H
万
能

調
理
器

」
感
性
工

学
研

究
会
 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

A
 

A
 

B
 

B
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4
)
東

京
都
立

大
学
シ

ス
テ
ム
デ

ザ
イ

ン
フ

ォ
ー
ラ

ム
に
て
都

産
技

研
ロ

ボ
ッ
ト

関
連
事
 

業
を

紹
介
 

5
)
多

摩
テ
ク

ノ
プ
ラ

ザ
見
学
会

お
よ

び
東

京
都
立

大
学
研
究

者
と

の
交

流
会
を

実
施
 

6
)
都

産
技
研

理
事
長

の
日
野
キ

ャ
ン

パ
ス

視
察
と

学
長
と
の

懇
談

会
を

実
施
 

7
)
イ

ン
タ
ー

ン
シ
ッ

プ
生
や
研

修
学

生
の

受
入
れ
 

8
)
「

東
京
都

立
大
学

 
技
術
懇

親
会

（
ロ

ボ
ッ
ト

/
I
o
T
編

）
」
を

後
援

し
、「

中
小
企
業

 

へ
の

I
o
T
化

支
援
事

業
」
を
紹

介
 

9
）

T
I
R
I
ク

ロ
ス
ミ

ー
テ
ィ
ン

グ
に

お
い

て
東
京

都
立
大
学

が
研

究
発

表
 

1
0
）

都
市
課

題
解
決

の
た
め
の

共
同

研
究

の
実
施
 

【
事

例
】
 

・
「

ア
ク

セ
シ

ブ
ル
デ

ザ
イ
ン

技
術

の
開

発
（
車

い
す
楽
器

）
」
 

・
「

ワ
イ

ヤ
レ

ス
給
電

技
術
の

開
発

」
 

・
「

生
体

内
分

解
性
材

料
に
よ

る
医

療
機

器
の
開

発
」
 

 (
4
)
中

小
企
業

と
の
マ

ッ
チ
ン

グ
の

場
の

提
供
 

 
1
)
産

業
技

術
総
合

研
究
所
と

の
連

携
 

①
東

京
ベ
イ

イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン

フ
ォ

ー
ラ

ム
を
開

催
 

産
業

技
術
総

合
研
究

所
と
都
産

技
研

、
そ
れ
ぞ

れ
の

シ
ー
ズ

と
企

業
ニ

ー
ズ
と

を
マ
ッ

チ
ン

グ
す
る

合
同
技

術
相
談
会

を
開

催
、

延
べ

3
3
社

の
開

発
型

中
小

企
業
を

共
同
技

術
支

援
、
外

部
資
金

応
募
等
に

展
開
 

②
地

域
企
業

と
の
懇

談
会
 

 
多

摩
地

域
や

城
東

地
域

の
経

営
者

と
製

品
開

発
に

向
け

た
懇

談
会

や
企

業
訪

問
を

実

施
 

2
)
東

京
き
ら

ぼ
し
フ

ィ
ナ
ン
シ

ャ
ル

グ
ル

ー
プ
・

中
小
企
業

振
興

公
社

・
川
崎

市
主
催
 

「
知

的
財
産

マ
ッ
チ

ン
グ
会
」

に
て

都
産

技
研
の

シ
ー
ズ
を
紹

介
 

 (
5
)
金

融
機
関

と
の
連

携
事
業

事
例
 

1
)
連

携
技
術

相
談
の

実
施
 

 
事

例
：
金
融

機
関
か

ら
紹
介

さ
れ

た
企

業
を
専

門
相
談
員

が
支

援
、
技

術
支
援

等
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品
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剛

性
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融
機
関
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催
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ッ
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に
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業
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介
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よ
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技
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コ

ク
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所

で
の
事
業

連
携

と
し

て
、
事

業
紹
介
お

よ
び
中
小

企
業
向

け
海
外
展

 

示
会

出
展
支

援
を
実

施
 

 金
融

機
関

と
の

連
携

事
業

に

つ
い

て
、

金
融

機
関

職
員

が
企

業
の

現
場

で
発

掘
し

た
技

術
相

談
ニ

ー
ズ

を
共

有
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

技
術

相
談

、
実

地
技

術
支

援
、
機

器
利
用

に
発
展
 

 

産
業

技
術

総
合
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究

所
と

連

携
し

、
地

域
ご

と
の

企
業

等
と

の
交

流
会

等
を

開
催

す
る

な

ど
、

中
小

企
業

に
マ
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チ
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グ
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場

を
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供
 

 

異
業

種
交

流
会

や
技

術
研

究

会
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動
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援

な
ど

の
取
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組
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着
実
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実

施
し

、
製
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に
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6
)
異

業
種
交

流
活
動

の
支
援

 

1
)
課

題
解
決

型
新
グ

ル
ー
プ
の

結
成

支
援

（
計

5
グ

ル
ー
プ

結
成

 
定
例

会
を
延

べ
43

回
 

6
3
1
名

参
加

、
）
 

2
)
課

題
解
決

型
既
存

グ
ル
ー
プ

の
活

動
支

援
（

定
例

会
を
延

べ
3
9
6
回

3
,
5
33

名
参
加
、
製

品
化

事
例
延

べ
2
6
件

）
 

3
)
2
0
1
6
年
度

に
発
足

し
た
製

品
開

発
型

グ
ル
ー

プ
（
テ
ー

マ
：
高

齢
者

支
援

機
器
の
開

発
）

の
活

動
支
援
（

定
例
会

を
延
べ

3
0
回

15
7
名
参
加

、
着
脱

簡
単

な
高

齢
者
用

靴
を
製
品

化
）

4
)
東

京
都
異

業
種
交

流
グ
ル
ー

プ
合

同
交

流
会
の

開
催
（
3
回
開

催
）
 

 

(
7
)
業

種
別
交

流
会
の

開
催
 

東
京

都
鍍
金

工
業
組

合
、
東
京

鼈
甲

組
合

連
合
会

等
延
べ

2
0
団

体
と

の
交

流
会
に
て

現
状

の
課

題
と
今

後
の
技

術
的
支
援

事
業

に
つ

い
て
意

見
交
換
 

事
例
：
め

っ
き
工

場
巡
回

指
導
（

東
京

都
鍍
金

工
業
組

合
）
亜

鉛
排

水
規
制

へ
の
業

界
対

応

に
貢

献
 

 

(
8
)
技

術
研
究

会
の
活

動
支
援

 
登

録
25

団
体
（
2
0
2
0
年
度

）
、
延

べ
52
5
回

開
催

、
延
べ

7
,
5
8
3

名
参

加
 

製
品

化
事
例

 
 

・「
パ

ー
ム
サ

ポ
ー
タ

ー
楽
書

」
感

性
工
学

研
究
会

、
高
齢

者
の

手
の

震
え
を

軽
減
し
、
自

力
で

書
く
こ

と
や
食

べ
る
こ
と

を
楽

に
す

る
福
祉

器
具
 

・「
片

手
生
活

支
援
ツ

ー
ル
」
東

京
都

健
康

福
祉
研

究
会
、
片
手

で
生
活

し
て
い

る
人
の

日

常
を

支
援
す

る
た
め

の
道
具
開

発
 

・
「

I
H
万
能
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理
器

」
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学
研

究
会
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の
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援
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延
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回
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齢
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催
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献
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べ
52
5
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催

、
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5
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ポ
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ー
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書

」
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性
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、
高
齢
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の
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の

震
え
を

軽
減
し
、
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力
で

書
く
こ

と
や
食

べ
る
こ
と
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に
す

る
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祉
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具
 

・「
片

手
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活
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援
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ル
」
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都
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福
祉
研
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手
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し
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る
た
め

の
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4
)
東

京
都
立

大
学
シ

ス
テ
ム
デ

ザ
イ

ン
フ

ォ
ー
ラ

ム
に
て
都

産
技

研
ロ

ボ
ッ
ト

関
連
事
 

業
を

紹
介
 

5
)
多

摩
テ
ク

ノ
プ
ラ

ザ
見
学
会

お
よ

び
東

京
都
立

大
学
研
究

者
と

の
交

流
会
を

実
施
 

6
)
都

産
技
研

理
事
長

の
日
野
キ

ャ
ン

パ
ス

視
察
と

学
長
と
の

懇
談

会
を

実
施
 

7
)
イ

ン
タ
ー

ン
シ
ッ

プ
生
や
研

修
学

生
の

受
入
れ
 

8
)
「

東
京
都

立
大
学

 
技
術
懇

親
会

（
ロ

ボ
ッ
ト

/
I
o
T
編

）
」
を

後
援

し
、「

中
小
企
業

 

へ
の

I
o
T
化

支
援
事

業
」
を
紹

介
 

9
）

T
I
R
I
ク

ロ
ス
ミ

ー
テ
ィ
ン

グ
に

お
い

て
東
京

都
立
大
学

が
研

究
発

表
 

1
0
）

都
市
課

題
解
決

の
た
め
の

共
同

研
究

の
実
施
 

【
事

例
】
 

・
「

ア
ク

セ
シ

ブ
ル
デ

ザ
イ
ン

技
術

の
開

発
（
車

い
す
楽
器

）
」
 

・
「

ワ
イ

ヤ
レ

ス
給
電

技
術
の

開
発

」
 

・
「

生
体

内
分

解
性
材

料
に
よ

る
医

療
機

器
の
開

発
」
 

 (
4
)
中

小
企
業

と
の
マ

ッ
チ
ン

グ
の

場
の

提
供
 

 
1
)
産

業
技

術
総
合

研
究
所
と

の
連

携
 

①
東

京
ベ
イ

イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン

フ
ォ

ー
ラ

ム
を
開

催
 

産
業

技
術
総

合
研
究

所
と
都
産

技
研

、
そ
れ
ぞ

れ
の

シ
ー
ズ

と
企

業
ニ

ー
ズ
と

を
マ
ッ

チ
ン

グ
す
る

合
同
技

術
相
談
会

を
開

催
、

延
べ

3
3
社

の
開

発
型

中
小

企
業
を

共
同
技

術
支

援
、
外

部
資
金

応
募
等
に

展
開
 

②
地

域
企
業

と
の
懇

談
会
 

 
多

摩
地

域
や

城
東

地
域

の
経

営
者

と
製

品
開

発
に

向
け

た
懇

談
会

や
企

業
訪

問
を

実

施
 

2
)
東

京
き
ら

ぼ
し
フ

ィ
ナ
ン
シ

ャ
ル

グ
ル

ー
プ
・

中
小
企
業

振
興

公
社

・
川
崎

市
主
催
 

「
知

的
財
産

マ
ッ
チ

ン
グ
会
」

に
て

都
産

技
研
の

シ
ー
ズ
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紹

介
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融
機
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携
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携
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相
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融
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介
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融
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、
実

地
技
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支
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、
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利
用
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の
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延
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回
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齢
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流
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金
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、
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（
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0
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0
年
度
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52
5
回
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催
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7
,
5
8
3
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加
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例

 
 

・「
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ム
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書

」
感

性
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学
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会

、
高
齢

者
の

手
の

震
え
を

軽
減
し
、
自

力
で

書
く
こ

と
や
食

べ
る
こ
と

を
楽

に
す

る
福
祉

器
具
 

・「
片

手
生
活

支
援
ツ

ー
ル
」
東

京
都

健
康

福
祉
研

究
会
、
片
手

で
生
活

し
て
い

る
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日
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の
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性
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  第
二

 
住
民
に

対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

三
 

多
様
な
主

体
と

の
連
携
の

推
進
 

 中
期

目

標
 

（
二

）
 
行
政

及
び
他

の
支
援

機
関

と
の

連
携
に

よ
る
支
援

 

区
市

町
村
や

そ
れ
ら

の
自
治
体
が

運
営
す

る
中
小

企
業
支
援

機
関

と
連

携
し
、
都

産
技
研

の
技

術
支

援
の
サ

ー
ビ
ス
を

地
域

の
実

情
に
応

じ
て
き
め

細
か

く
提

供
す

る
こ
と

に
よ
り

、
地
域
の

産
業

振
興

に
寄
与

す
る
。
 

広
域

首
都
圏

を
は
じ

め
と
す
る
公

設
試
験

研
究
機

関
と
相
互

に
連

携
・

補
完
す

る
こ
と
に

よ
り

、
中

小
企
業

へ
の
技
術

支
援

の
充

実
を
図

る
。
 

中
小

企
業
の

事
業
化

が
円
滑
に

進
む

よ
う

、
経
営

支
援
機
関

と
連

携
し

て
技
術

と
経
営
の

面
か

ら
総

合
的
な

支
援
に
努

め
る

。
 

  
評

価
項

目
番

号
1
9
 

自
己

評
価

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

区
市

町
村

や
そ

れ
ら

の
自

治
体

が
運

営
す

る
中

小
企

業
支

援
機

関
が

開
催

す

る
展

示
会

及
び

セ
ミ

ナ
ー

へ
の

参
加

の

要
請

や
、
職

員
派
遣

の
要
請
等

に
き

め
細

か
く

対
応
す

る
こ
と

で
、
地
域

に
お

け
る

産
業

振
興

の
取

組
み

に
貢

献
す

る
と

と

も
に

都
産
技

研
の
利

用
促
進
を

図
る

。
 

公
設

試
験

研
究

機
関

が
相

互
に

連

携
・
補

完
し

て
広
域

的
に
中
小

企
業

の
支

援
を

実
施

し
て

い
る

T
KF

の
活

動
を

継

続
す

る
こ
と

に
よ
り

、
広
域
的

な
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
サ
ー

ビ
ス
を

確
保
し
、
中

小
企
業

へ
の

技
術
支

援
の
充

実
を
図
る

。
 

都
産

技
研

を
利

用
し

た
中

小
企

業
に

お
い

て
、
製

品
化
や

事
業
化
の

際
に

生
じ

る
開

発
資
金

の
調
達

、
販
路
の

開
拓

な
ど

が
円

滑
に
進

め
ら
れ

る
よ
う
、
中

小
企
業

振
興

公
社

等
の

経
営

支
援

機
関

と
連

携

し
て

技
術

と
経

営
の

両
面

か
ら

総
合

的

な
支

援
に
努

め
る
。
 

(
1
)
区

市
町
村

等
と
の

連
携
協

定
締

結
に

よ
る
都

産
技
研
の
利

用
促
進
 

1
)
連

携
協
定

締
結
機

関
数
の
推

移
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

5
7
 

5
8
 

6
1
 

6
3
 

6
5
 

(
2
)
利

用
促
進

に
向
け

た
自
治

体
と

の
事

業
連
携
 

1
)
都

産
技
研

利
用
に

対
す
る
自

治
体

の
助

成
事
業

（
実
施
機

関
数

：
18

団
体
）
 

利
用

助
成
活

用
へ
の

取
り
組
み

と
し

て
「

助
成
制

度
の
ご
案
内

」
冊
子

を
作
成
 

2
)
連

携
技
術

相
談
を

実
施
 

3
)
自

治
体
と

連
携
し

た
セ
ミ
ナ

ー
を

開
催
 

4
)
自

治
体
が

主
催
す

る
イ
ベ
ン

ト
に

協
力
 

5
)
都

産
技
研

主
催
事

業
へ
の
自

治
体

に
協

力
 

 

(
3
)
研

究
提
案

「
亜
鉛

め
っ
き

排
水

規
制

に
対
す

る
新
規
脱
脂

洗
浄
方

法
の
確

立
」
が
「

荒
川

区
地

域
産
業

活
性
化

研
究
補
助

金
」

に
採

択
 

 

(
4
)
首

都
圏
公

設
試
験

研
究
機

関
連

携
体

（
T
K
F）

の
活
動
に

よ
る
中

小
企
業

へ
の
技
術

支
援
 

1
)
会

員
お

よ
び

オ
ブ

ザ
ー

バ
ー

の
計

12
機
関

で
広

域
的

な
ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

サ
ー

ビ
ス

 
活

動
を

継
続
 

2
)
産

業
交
流

展
の
首

都
圏
ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

ゾ
ー
ン

に
て
合
同

展
示

を
実

施
 

3
)
研

究
発
表

会
へ
の

研
究
員
を

相
互

派
遣
 

4
)
J
S
T
新
技

術
説
明

会
に
参
加

（
2
0
1
8
年

度
）
 

連
携

協
定

を
6
5

機
関

(
2
0
2
0

年
度

)
に

拡
大

し
、
産

業
振
興

へ

貢
献
 

 

公
設

試
験

研
究

機
関

と
し

て

初
め

て
J
ST
（

国
立
研

究
開
発

法

人
科

学
技

術
振

興
機

構
）

の
新

技
術

説
明
会

に
参
加

。
T
K
F
と

し

て
登

壇
し

た
結

果
、

受
託

研
究

や
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

開
発

支
援

に
発

展
 

 

T
K
F

と
の

連
携

に
よ

り
経

済

産
業

省
補
正

予
算
に

2
度
採

択

さ
れ

、
計

3
機

種
導

入
 

 

中
小

企
業
振

興
公
社

の
「
事
業

化
チ

ャ
レ

ン
ジ

道
場

」
に

よ
る

経
営

支
援
、
都

産
技

研
の

3D
プ

リ
ン

タ
ー

の
利

用
に

よ
る

試
作

支
援

と
、

経
営

と
技

術
の

両
面

か
ら

の
連

携
支

援
に

よ
っ

て
製

品
化

に
発
展
 

5
3

  

都
産

技
研
が

T
K
F
に

呼
び
か
け

、
公

設
試

と
し
て

初
め
て
参

加
 

5
)
連

携
し
た

試
験
実

施
体
制
の

継
続
 

T
K
F
ウ

ェ
ブ

サ
イ
ト

を
活
用
し

た
連

携
技

術
相
談

の
継
続
 

6
)
経

済
産
業

省
補
正

予
算
へ
の

採
択
 

平
成

2
8
年
度

お
よ
び

平
成

2
9
年

度
経
済

産
業
省

補
正
予

算
に

採
択
 

 

(
4
)
そ

の
他
の

公
設
試

験
研
究

機
関

と
の

連
携
の

取
り
組
み
 

1
)
公

立
鉱
工

業
試
験

研
究
機
関

長
協

議
会

に
参
加
 

2
)
地

方
独
立

行
政
法

人
公
設
試

験
研

究
機

関
情
報

連
絡
会
に

参
加
 

 

(
5
)
産

業
技
術

連
携
推

進
会
議

（
産

技
連

）
と
の

連
携
 

1
)
産

技
連
総

会
に
参

加
 

2
)
技

術
部
会

に
参
加
 

3
)
「

三
次
元

測
定
機

取
り
扱
い

者
の

た
め

の
教
科

書
活
動
」

に
対

し
て

感
謝
状

を
受
領
 

 

(
6
)
中

小
企
業

振
興
公

社
と
の

連
携
 

1
)
経

営
と
技

術
の
両

面
か
ら
企

業
へ

の
連

携
支
援

を
実
施
 

2
)
「

東
京
イ

ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
発

信
交

流
会

」
に
て

経
営
支
援

 

3
)
T
I
R
I
ク
ロ

ス
ミ
ー

テ
ィ
ン

グ
に

て
技

術
シ
ー

ズ
・
研
究

成
果
の
発

信
 

4
)
中

小
企
業

振
興
公

社
タ
イ
事

務
所

と
バ

ン
コ
ク

支
所
と
の

連
携
 

5
)
医

療
機
器

産
業
参

入
支
援
事

業
（

都
委

託
事
業

）
の
実
施

 

・
日

本
初
「

超
音
波

治
療
機
器

」
の

認
証

取
得
・

製
品
化
を

支
援
 

6
)
中

小
企

業
振

興
公

社
事

業
「

東
京

手
仕

事
」

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
の

技
術

支
援

と
し

て
都
産

技

研
職

員
の
派

遣
 

7
)
中

小
企
業

振
興
公

社
情
報
誌

「
ア

ー
ガ

ス
」
へ

技
術
紹
介

を
寄

稿
し

、
広
報

活
動
に
協

力

 (
7
)
東

京
都
と

の
協
定

に
基
づ

く
放

射
線

量
測
定

試
験
を
実
施
 

1
)
大

気
浮
遊

塵
の
放

射
能
測
定

 

2
)
空

間
線
量

率
測
定

の
実
施
 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

 
B
 

B
 

B
 

B
 

 

 

5
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  第
二

 
住
民
に

対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

三
 

多
様
な
主

体
と

の
連
携
の

推
進
 

 中
期

目

標
 

（
二

）
 
行
政

及
び
他

の
支
援

機
関

と
の

連
携
に

よ
る
支
援

 

区
市

町
村
や

そ
れ
ら

の
自
治
体
が

運
営
す

る
中
小

企
業
支
援

機
関

と
連

携
し
、
都

産
技
研

の
技

術
支

援
の
サ

ー
ビ
ス
を

地
域

の
実

情
に
応

じ
て
き
め

細
か

く
提

供
す

る
こ
と

に
よ
り

、
地
域
の

産
業

振
興

に
寄
与

す
る
。
 

広
域

首
都
圏

を
は
じ

め
と
す
る
公

設
試
験

研
究
機

関
と
相
互

に
連

携
・

補
完
す

る
こ
と
に

よ
り

、
中

小
企
業

へ
の
技
術

支
援

の
充

実
を
図

る
。
 

中
小

企
業
の

事
業
化

が
円
滑
に

進
む

よ
う

、
経
営

支
援
機
関

と
連

携
し

て
技
術

と
経
営
の

面
か

ら
総

合
的
な

支
援
に
努

め
る

。
 

  
評

価
項

目
番

号
1
9
 

自
己

評
価

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

区
市

町
村

や
そ

れ
ら

の
自

治
体

が
運

営
す

る
中

小
企

業
支

援
機

関
が

開
催

す

る
展

示
会

及
び

セ
ミ

ナ
ー

へ
の

参
加

の

要
請

や
、
職

員
派
遣

の
要
請
等

に
き

め
細

か
く

対
応
す

る
こ
と

で
、
地
域

に
お

け
る

産
業

振
興

の
取

組
み

に
貢

献
す

る
と

と

も
に

都
産
技

研
の
利

用
促
進
を

図
る

。
 

公
設

試
験

研
究

機
関

が
相

互
に

連

携
・
補

完
し

て
広
域

的
に
中
小

企
業

の
支

援
を

実
施

し
て

い
る

T
KF

の
活

動
を

継

続
す

る
こ
と

に
よ
り

、
広
域
的

な
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
サ
ー

ビ
ス
を

確
保
し
、
中

小
企
業

へ
の

技
術
支

援
の
充

実
を
図
る

。
 

都
産

技
研

を
利

用
し

た
中

小
企

業
に

お
い

て
、
製

品
化
や

事
業
化
の

際
に

生
じ

る
開

発
資
金

の
調
達

、
販
路
の

開
拓

な
ど

が
円

滑
に
進

め
ら
れ

る
よ
う
、
中

小
企
業

振
興

公
社

等
の

経
営

支
援

機
関

と
連

携

し
て

技
術

と
経

営
の

両
面

か
ら

総
合

的

な
支

援
に
努

め
る
。
 

(
1
)
区

市
町
村

等
と
の

連
携
協

定
締

結
に

よ
る
都

産
技
研
の
利

用
促
進
 

1
)
連

携
協
定

締
結
機

関
数
の
推

移
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

5
7
 

5
8
 

6
1
 

6
3
 

6
5
 

(
2
)
利

用
促
進

に
向
け

た
自
治

体
と

の
事

業
連
携
 

1
)
都

産
技
研

利
用
に

対
す
る
自

治
体

の
助

成
事
業

（
実
施
機

関
数

：
18

団
体
）
 

利
用

助
成
活

用
へ
の

取
り
組
み

と
し

て
「

助
成
制

度
の
ご
案
内

」
冊
子

を
作
成
 

2
)
連

携
技
術

相
談
を

実
施
 

3
)
自

治
体
と

連
携
し

た
セ
ミ
ナ

ー
を

開
催
 

4
)
自

治
体
が

主
催
す

る
イ
ベ
ン

ト
に

協
力
 

5
)
都

産
技
研

主
催
事

業
へ
の
自

治
体

に
協

力
 

 

(
3
)
研

究
提
案

「
亜
鉛

め
っ
き

排
水

規
制

に
対
す

る
新
規
脱
脂

洗
浄
方

法
の
確

立
」
が
「

荒
川

区
地

域
産
業

活
性
化

研
究
補
助

金
」

に
採

択
 

 

(
4
)
首

都
圏
公

設
試
験

研
究
機

関
連

携
体

（
T
K
F）

の
活
動
に

よ
る
中

小
企
業

へ
の
技
術

支
援
 

1
)
会

員
お

よ
び

オ
ブ

ザ
ー

バ
ー

の
計

12
機
関

で
広

域
的

な
ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

サ
ー

ビ
ス

 
活

動
を

継
続
 

2
)
産

業
交
流

展
の
首

都
圏
ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

ゾ
ー
ン

に
て
合
同

展
示

を
実

施
 

3
)
研

究
発
表

会
へ
の

研
究
員
を

相
互

派
遣
 

4
)
J
S
T
新
技

術
説
明

会
に
参
加

（
2
0
1
8
年

度
）
 

連
携

協
定

を
6
5

機
関

(
2
0
2
0

年
度

)
に

拡
大

し
、
産

業
振
興

へ

貢
献
 

 

公
設

試
験

研
究

機
関

と
し

て

初
め

て
J
ST
（

国
立
研

究
開
発

法

人
科

学
技

術
振

興
機

構
）

の
新

技
術

説
明
会

に
参
加

。
T
K
F
と

し

て
登

壇
し

た
結

果
、

受
託

研
究

や
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

開
発

支
援

に
発

展
 

 

T
K
F

と
の

連
携

に
よ

り
経

済

産
業

省
補
正

予
算
に

2
度
採

択

さ
れ

、
計

3
機

種
導

入
 

 

中
小

企
業
振

興
公
社

の
「
事
業

化
チ

ャ
レ

ン
ジ

道
場

」
に

よ
る

経
営

支
援
、
都

産
技

研
の

3D
プ

リ
ン

タ
ー

の
利

用
に

よ
る

試
作

支
援

と
、

経
営

と
技

術
の

両
面

か
ら

の
連

携
支

援
に

よ
っ

て
製

品
化

に
発
展
 

5
3

  

都
産

技
研
が

T
K
F
に

呼
び
か
け

、
公

設
試

と
し
て

初
め
て
参

加
 

5
)
連

携
し
た

試
験
実

施
体
制
の

継
続
 

T
K
F
ウ

ェ
ブ

サ
イ
ト

を
活
用
し

た
連

携
技

術
相
談

の
継
続
 

6
)
経

済
産
業

省
補
正

予
算
へ
の

採
択
 

平
成

2
8
年
度

お
よ
び

平
成

2
9
年

度
経
済

産
業
省

補
正
予

算
に

採
択
 

 

(
4
)
そ

の
他
の

公
設
試

験
研
究

機
関

と
の

連
携
の

取
り
組
み
 

1
)
公

立
鉱
工

業
試
験

研
究
機
関

長
協

議
会

に
参
加
 

2
)
地

方
独
立

行
政
法

人
公
設
試

験
研

究
機

関
情
報

連
絡
会
に

参
加
 

 

(
5
)
産

業
技
術

連
携
推

進
会
議

（
産

技
連

）
と
の

連
携
 

1
)
産

技
連
総

会
に
参

加
 

2
)
技

術
部
会

に
参
加
 

3
)
「

三
次
元

測
定
機

取
り
扱
い

者
の

た
め

の
教
科

書
活
動
」

に
対

し
て

感
謝
状

を
受
領
 

 

(
6
)
中

小
企
業

振
興
公

社
と
の

連
携
 

1
)
経

営
と
技

術
の
両

面
か
ら
企

業
へ

の
連

携
支
援

を
実
施
 

2
)
「

東
京
イ

ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
発

信
交

流
会

」
に
て

経
営
支
援

 

3
)
T
I
R
I
ク
ロ

ス
ミ
ー

テ
ィ
ン

グ
に

て
技

術
シ
ー

ズ
・
研
究

成
果
の
発

信
 

4
)
中

小
企
業

振
興
公

社
タ
イ
事

務
所

と
バ

ン
コ
ク

支
所
と
の

連
携
 

5
)
医

療
機
器

産
業
参

入
支
援
事

業
（

都
委

託
事
業

）
の
実
施

 

・
日

本
初
「

超
音
波

治
療
機
器

」
の

認
証

取
得
・

製
品
化
を

支
援
 

6
)
中

小
企

業
振

興
公

社
事

業
「

東
京

手
仕

事
」

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
の

技
術

支
援

と
し

て
都
産

技

研
職

員
の
派

遣
 

7
)
中

小
企
業

振
興
公

社
情
報
誌

「
ア

ー
ガ

ス
」
へ

技
術
紹
介

を
寄

稿
し

、
広
報

活
動
に
協

力

 (
7
)
東

京
都
と

の
協
定

に
基
づ

く
放

射
線

量
測
定

試
験
を
実
施
 

1
)
大

気
浮
遊

塵
の
放

射
能
測
定

 

2
)
空

間
線
量

率
測
定

の
実
施
 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

 
B
 

B
 

B
 

B
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都
産

技
研
が

T
K
F
に

呼
び
か
け

、
公

設
試

と
し
て

初
め
て
参

加
 

5
)
連

携
し
た

試
験
実

施
体
制
の

継
続
 

T
K
F
ウ

ェ
ブ

サ
イ
ト

を
活
用
し

た
連

携
技

術
相
談

の
継
続
 

6
)
経

済
産
業

省
補
正

予
算
へ
の

採
択
 

平
成

2
8
年
度

お
よ
び

平
成

2
9
年

度
経
済

産
業
省

補
正
予

算
に

採
択
 

 

(
4
)
そ

の
他
の

公
設
試

験
研
究

機
関

と
の

連
携
の

取
り
組
み
 

1
)
公

立
鉱
工

業
試
験

研
究
機
関

長
協

議
会

に
参
加
 

2
)
地

方
独
立

行
政
法

人
公
設
試

験
研

究
機

関
情
報

連
絡
会
に

参
加
 

 

(
5
)
産

業
技
術

連
携
推

進
会
議

（
産

技
連

）
と
の

連
携
 

1
)
産

技
連
総

会
に
参

加
 

2
)
技

術
部
会

に
参
加
 

3
)
「

三
次
元

測
定
機

取
り
扱
い

者
の

た
め

の
教
科

書
活
動
」

に
対

し
て

感
謝
状

を
受
領
 

 

(
6
)
中

小
企
業

振
興
公

社
と
の

連
携
 

1
)
経

営
と
技

術
の
両

面
か
ら
企

業
へ

の
連

携
支
援

を
実
施
 

2
)
「

東
京
イ

ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
発

信
交

流
会

」
に
て

経
営
支
援

 

3
)
T
I
R
I
ク
ロ

ス
ミ
ー

テ
ィ
ン

グ
に

て
技

術
シ
ー

ズ
・
研
究

成
果

の
発

信
 

4
)
中

小
企
業

振
興
公

社
タ
イ
事

務
所

と
バ

ン
コ
ク

支
所
と
の

連
携
 

5
)
医

療
機
器

産
業
参

入
支
援
事

業
（

都
委

託
事
業

）
の
実
施

 

・
日

本
初
「

超
音
波

治
療
機
器

」
の

認
証

取
得
・

製
品
化
を

支
援
 

6
)
中

小
企

業
振

興
公

社
事

業
「

東
京

手
仕

事
」

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
の

技
術

支
援

と
し

て
都
産

技

研
職

員
の
派

遣
 

7
)
中

小
企
業

振
興
公

社
情
報
誌

「
ア

ー
ガ

ス
」
へ

技
術
紹
介

を
寄

稿
し

、
広
報

活
動
に
協

力

 (
7
)
東

京
都
と

の
協
定

に
基
づ

く
放

射
線

量
測
定

試
験
を
実
施
 

1
)
大

気
浮
遊

塵
の
放

射
能
測
定

 

2
)
空

間
線
量

率
測
定

の
実
施
 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

 
B
 

B
 

B
 

B
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  第
二

 
住
民
に

対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

三
 

多
様
な
主

体
と

の
連
携
の

推
進
 

 中
期

目

標
 

（
二

）
 
行
政

及
び
他

の
支
援

機
関

と
の

連
携
に

よ
る
支
援

 

区
市

町
村
や

そ
れ
ら

の
自
治
体
が

運
営
す

る
中
小

企
業
支
援

機
関

と
連

携
し
、
都

産
技
研

の
技

術
支

援
の
サ

ー
ビ
ス
を

地
域

の
実

情
に
応

じ
て
き
め

細
か

く
提

供
す

る
こ
と

に
よ
り

、
地
域
の

産
業

振
興

に
寄
与

す
る
。
 

広
域

首
都
圏

を
は
じ

め
と
す
る
公

設
試
験

研
究
機

関
と
相
互

に
連

携
・

補
完
す

る
こ
と
に

よ
り

、
中

小
企
業

へ
の
技
術

支
援

の
充

実
を
図

る
。
 

中
小

企
業
の

事
業
化

が
円
滑
に

進
む

よ
う

、
経
営

支
援
機
関

と
連

携
し

て
技
術

と
経
営
の

面
か

ら
総

合
的
な

支
援
に
努

め
る

。
 

  
評

価
項

目
番

号
1
9
 

自
己

評
価

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

区
市

町
村

や
そ

れ
ら

の
自

治
体

が
運

営
す

る
中

小
企

業
支

援
機

関
が

開
催

す

る
展

示
会

及
び

セ
ミ

ナ
ー

へ
の

参
加

の

要
請

や
、
職

員
派
遣

の
要
請
等

に
き

め
細

か
く

対
応
す

る
こ
と

で
、
地
域

に
お

け
る

産
業

振
興

の
取

組
み

に
貢

献
す

る
と

と

も
に

都
産
技

研
の
利

用
促
進
を

図
る

。
 

公
設

試
験

研
究

機
関

が
相

互
に

連

携
・
補

完
し

て
広
域

的
に
中
小

企
業

の
支

援
を

実
施

し
て

い
る

T
KF

の
活

動
を

継

続
す

る
こ
と

に
よ
り

、
広
域
的

な
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
サ
ー

ビ
ス
を

確
保
し
、
中

小
企
業

へ
の

技
術
支

援
の
充

実
を
図
る

。
 

都
産

技
研

を
利

用
し

た
中

小
企

業
に

お
い

て
、
製

品
化
や

事
業
化
の

際
に

生
じ

る
開

発
資
金

の
調
達

、
販
路
の

開
拓

な
ど

が
円

滑
に
進

め
ら
れ

る
よ
う
、
中

小
企
業

振
興

公
社

等
の

経
営

支
援

機
関

と
連

携

し
て

技
術

と
経

営
の

両
面

か
ら

総
合

的

な
支

援
に
努

め
る
。
 

(
1
)
区

市
町
村

等
と
の

連
携
協

定
締

結
に

よ
る
都

産
技
研
の
利

用
促
進
 

1
)
連

携
協
定

締
結
機

関
数
の
推

移
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

5
7
 

5
8
 

6
1
 

6
3
 

6
5
 

(
2
)
利

用
促
進

に
向
け

た
自
治

体
と

の
事

業
連
携
 

1
)
都

産
技
研

利
用
に

対
す
る
自

治
体

の
助

成
事
業

（
実
施
機

関
数

：
18

団
体
）
 

利
用

助
成
活

用
へ
の

取
り
組
み

と
し

て
「

助
成
制

度
の
ご
案
内

」
冊
子

を
作
成
 

2
)
連

携
技
術

相
談
を

実
施
 

3
)
自

治
体
と

連
携
し

た
セ
ミ
ナ

ー
を

開
催
 

4
)
自

治
体
が

主
催
す

る
イ
ベ
ン

ト
に

協
力
 

5
)
都

産
技
研

主
催
事

業
へ
の
自

治
体

に
協

力
 

 

(
3
)
研

究
提
案

「
亜
鉛

め
っ
き

排
水

規
制

に
対
す

る
新
規
脱
脂

洗
浄
方

法
の
確

立
」
が
「

荒
川

区
地

域
産
業

活
性
化

研
究
補
助

金
」

に
採

択
 

 

(
4
)
首

都
圏
公

設
試
験

研
究
機

関
連

携
体

（
T
K
F）

の
活
動
に

よ
る
中

小
企
業

へ
の
技
術

支
援
 

1
)
会

員
お

よ
び

オ
ブ

ザ
ー

バ
ー

の
計

12
機
関

で
広

域
的

な
ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

サ
ー

ビ
ス

 
活

動
を

継
続
 

2
)
産

業
交
流

展
の
首

都
圏
ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

ゾ
ー
ン

に
て
合
同

展
示

を
実

施
 

3
)
研

究
発
表

会
へ
の

研
究
員
を

相
互

派
遣
 

4
)
J
S
T
新
技

術
説
明

会
に
参
加

（
2
0
1
8
年

度
）
 

連
携

協
定

を
6
5

機
関

(
2
0
2
0

年
度

)
に

拡
大

し
、
産

業
振
興

へ

貢
献
 

 

公
設

試
験

研
究

機
関

と
し

て

初
め

て
J
ST
（

国
立
研

究
開
発

法

人
科

学
技

術
振

興
機

構
）

の
新

技
術

説
明
会

に
参
加

。
T
K
F
と

し

て
登

壇
し

た
結

果
、

受
託

研
究

や
オ

ー
ダ

ー
メ

ー
ド

開
発

支
援

に
発

展
 

 

T
K
F

と
の

連
携

に
よ

り
経

済

産
業

省
補
正

予
算
に

2
度
採

択

さ
れ

、
計

3
機

種
導

入
 

 

中
小

企
業
振

興
公
社

の
「
事
業

化
チ

ャ
レ

ン
ジ

道
場

」
に

よ
る

経
営

支
援
、
都

産
技

研
の

3D
プ

リ
ン

タ
ー

の
利

用
に

よ
る

試
作

支
援

と
、

経
営

と
技

術
の

両
面

か
ら

の
連

携
支

援
に

よ
っ

て
製

品
化

に
発
展
 

5
3

  

都
産

技
研
が

T
K
F
に

呼
び
か
け

、
公

設
試

と
し
て

初
め
て
参

加
 

5
)
連

携
し
た

試
験
実

施
体
制
の

継
続
 

T
K
F
ウ

ェ
ブ

サ
イ
ト

を
活
用
し

た
連

携
技

術
相
談

の
継
続
 

6
)
経

済
産
業

省
補
正

予
算
へ
の

採
択
 

平
成

2
8
年
度

お
よ
び

平
成

2
9
年

度
経
済

産
業
省

補
正
予

算
に

採
択
 

 

(
4
)
そ

の
他
の

公
設
試

験
研
究

機
関

と
の

連
携
の

取
り
組
み
 

1
)
公

立
鉱
工

業
試
験

研
究
機
関

長
協

議
会

に
参
加
 

2
)
地

方
独
立

行
政
法

人
公
設
試

験
研

究
機

関
情
報

連
絡
会
に

参
加
 

 

(
5
)
産

業
技
術

連
携
推

進
会
議

（
産

技
連

）
と
の

連
携
 

1
)
産

技
連
総

会
に
参

加
 

2
)
技

術
部
会

に
参
加
 

3
)
「

三
次
元

測
定
機

取
り
扱
い

者
の

た
め

の
教
科

書
活
動
」

に
対

し
て

感
謝
状

を
受
領
 

 

(
6
)
中

小
企
業

振
興
公

社
と
の

連
携
 

1
)
経

営
と
技

術
の
両

面
か
ら
企

業
へ

の
連

携
支
援

を
実
施
 

2
)
「

東
京
イ

ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
発

信
交

流
会

」
に
て

経
営
支
援

 

3
)
T
I
R
I
ク
ロ

ス
ミ
ー

テ
ィ
ン

グ
に

て
技

術
シ
ー

ズ
・
研
究

成
果
の
発

信
 

4
)
中

小
企
業

振
興
公

社
タ
イ
事

務
所

と
バ

ン
コ
ク

支
所
と
の

連
携
 

5
)
医

療
機
器

産
業
参

入
支
援
事

業
（

都
委

託
事
業

）
の
実
施

 

・
日

本
初
「

超
音
波

治
療
機
器

」
の

認
証

取
得
・

製
品
化
を

支
援
 

6
)
中

小
企

業
振

興
公

社
事

業
「

東
京

手
仕

事
」

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
の

技
術

支
援

と
し

て
都
産

技

研
職

員
の
派

遣
 

7
)
中

小
企
業

振
興
公

社
情
報
誌

「
ア

ー
ガ

ス
」
へ

技
術
紹
介

を
寄

稿
し

、
広
報

活
動
に
協

力

 (
7
)
東

京
都
と

の
協
定

に
基
づ

く
放

射
線

量
測
定

試
験
を
実
施
 

1
)
大

気
浮
遊

塵
の
放

射
能
測
定

 

2
)
空

間
線
量

率
測
定

の
実
施
 

 

5
年

間
の
評
定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

 
B
 

B
 

B
 

B
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第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

四
 

東
京
の

産
業
を

支
え
る
産

業
人

材
の

育
成
 

 中
期

目
標
 

（
一

）
 
技
術

者
の
育

成
 

 
実

習
を
取

り
入
れ

た
技
術
セ

ミ
ナ

ー
や

講
習
会

を
通
じ
て

、
研

究
成
果

の
技
術

移
転
や

技
術

相
談

等
で
蓄

積
し
た
ノ

ウ
ハ

ウ
の

普
及
を

行
い

、
中

小
企

業
の

現

場
に

お
い
て

研
究
開

発
や
製
造

技
術

の
高

度
化
を

担
う
技
術

者
を

育
成

す
る
と

と
も
に
、
新

製
品
・
新
サ

ー
ビ
ス

の
創

出
を

担
う

人
材
の

能
力
形
成

を
支

援
す

る
。

製
品

の
安

全
性

･
信

頼
性

の
確

保
に

向
け

て
、

も
の

づ
く

り
産

業
の

現
場

の
み

な
ら

ず
、

サ
ー

ビ
ス

業
や

卸
売

業
、

小
売

業
に

お
い

て
も

、
製

品
の

製
造

や
品

質

管
理

に
関
す

る
知
識

を
有
す
る

人
材

の
育

成
が
必

要
と
な
っ

て
い

る
状

況
を
踏

ま
え
、
取

組
を
推
進

す
る

。
ま

た
、
個

別
企

業
や

業
界
団

体
の
喫
緊

の
技

術
ニ

ー

ズ
に

も
、
き

め
細
か

く
対
応
す

る
。

経
営

支
援
機

関
等
と
連

携
し

、
中

小
企
業

の
海
外
展

開
を
担
う

グ
ロ
ー

バ
ル
人
材

の
育

成
に

取
り
組

む
。
 

（
二

）
 
関
係

機
関
と

の
連
携

に
よ
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人

材
育
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ー
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度
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に
貢

献
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材
を

育
成
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め
、
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学
、
学

術
団

体
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業

界
団

体
、
行
政

機
関
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実
施
し

て
い
る
産

業
人

材
の

育
成

の
取
組

に
対
し

て
、
積
極

的
に

協
力

す
る
。
 

東
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都
立
職

業
能
力
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セ
ン
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ー
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東
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中
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企
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連

携
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業
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業
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の

ニ
ー

ズ
に
即
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材

育
成
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効

率

的
に

行
う
。

公
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大

学
法
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首
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連
携
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、
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小
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働
く
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材
の
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育
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将
来

の
産
業

を
担
う
大

学
生

等
の

技
術
習

得
を
効
果

的
に

行
う

。
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的
と

し
て

、
技

術
セ

ミ
ナ

ー
お
よ

び
講
習

会
等
を
開

催
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

件
数

（
件
）
 

1
7
4
 

1
7
6
 

1
5
2
 

1
2
4
 

6
6
 

受
講

者
数
（

人
）
 

4
,
4
9
8 

4
,
3
89
 

3
,
3
4
1 

2
,
5
2
9 

1
,
1
6
2 

 2
)
設

備
を
活

用
し
た

高
度
実
践

型
人

材
育

成
セ
ミ

ナ
ー
お
よ

び
講

習
会

の
開
催

を
拡
充
 

3
)
時

代
を
先

取
り
し

た
テ
ー
マ

で
他

機
関

と
連
携
 

・「
工

場
向
け

ワ
イ
ヤ

レ
ス

Io
T
講

習
会
」
Io
T
を

導
入
・
運

用
す

る
た

め
に
必

要
な
無
線

通

信
の

基
礎
知

識
や
工

場
に
お
け

る
I
o
T
の

導
入
事

例
を
紹
介
 

4
)
バ

ン
コ
ク

支
所
へ

の
遠
隔
セ

ミ
ナ

ー
の

実
施
等

に
よ
り
利

便
性

を
向

上
 

5
)
質

の
向
上

へ
の
取

り
組
み
 

 
リ

ニ
ュ
ー

ア
ル
や

、
講
習
会

の
実

習
比

向
上
に

取
り
組
み

、
高

い
満

足
度
を

維
持
 

6
)
オ

ン
ラ
イ

ン
セ
ミ

ナ
ー
の
要

領
、
約
款

の
制
定

、
W
eb

会
議

シ
ス
テ

ム
を
活

用
し
た
オ

ン
ラ

イ
ン

セ
ミ
ナ

ー
を
開

始
(
2
02
0
年

度
) 

技
術

セ
ミ
ナ

ー
・
講

習
会
の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
内

容
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
し

て
質

の
向

上
に

取
り

組
み

、
受

講
者

ア
ン

ケ
ー

ト
で

高
い
評

価
を
獲

得
 

 

学
生

の
受
入

れ
を
強

化
し
、
共

同
研

究
や

学
会

発
表

、
論

文
発

表
や

特
許

出
願

に
着

実
に

展

開
。
 

 

時
宜

を
捉

え
た

テ
ー

マ
設

定

で
あ

る
I
oT

関
連
の

講
習
会

を

開
催
 

 

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
の

育
成

に

つ
い

て
、
金

融
機
関

と
連
携
し

、

テ
レ

ビ
会

議
を

活
用

し
た

遠
隔

5
5

サ
ー

ビ
ス
業

や
卸
売

業
・
小
売

業
に

お

い
て

も
、
製

品
の
製

造
や
品
質

管
理

に
関

す
る

知
識

を
有

す
る

人
材

育
成

が
必

要

と
な

っ
て
い

る
こ
と

を
踏
ま
え

、
都

産
技

研
の

設
備

や
人

材
を

活
か

し
た

実
践

的

な
セ

ミ
ナ
ー

を
実
施

す
る
。
 

個
別

企
業

や
業

界
団

体
等

の
人

材
育

成
ニ

ー
ズ
に

対
し
て

、
希
望
に

対
応

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
編

成
す

る
オ

ー
ダ

ー

メ
ー

ド
セ
ミ

ナ
ー
を

実
施
し
、
人

材
育
成

ニ
ー

ズ
に
き

め
細
か

く
対
応
す

る
。
 

4
-
3
 
海

外
展

開
に

必
要

な
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

の
育
成
 

中
小

企
業

が
海

外
へ

事
業

を
展

開
す

る

際
に

は
現

地
の

経
営

環
境

や
市

場
動

向

に
詳

し
い

人
材

の
育

成
が

必
要

で
あ

る

こ
と

を
踏
ま

え
、
金
融

機
関
な

ど
の

連
携

締
結

機
関

の
情

報
や

他
の

産
業

支
援

機

関
を

活
用

し
た

実
践

的
な

セ
ミ

ナ
ー

を

実
施

す
る
。
 

 

(
2
)
大

学
、
学

術
団
体

、
業
界

団
体

、
行

政
機
関

等
の
実
施
す

る
産
業

人
材
育

成
の
取
り

組
み

に
対

す
る
、

職
員
の

講
師
派
遣

、
イ

ン
タ

ー
ン
シ

ッ
プ
に
よ
る

学
生
の

受
け
入

れ
 

1
)
職

員
の
講

師
派
遣
 

 
 
高

度
な
専

門
知
識

を
持
つ

職
員

を
大

学
、
学

術
団
体
等
へ

講
師
等

と
し
て

派
遣
 

2
)
学

生
の
受

け
入
れ
 

 
イ

ン
タ
ー

ン
シ
ッ

プ
（
1
ヶ

月
未

満
）

や
研
修

学
生
（
1
ヶ

月
以
上

）
を
受

け
入
れ
、

指
導

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

イ
ン

タ
ー
ン

シ
ッ
プ

（
人
）
 

1
6
 

1
1
 

6
 

5
 

0
 

研
修

学
生
（

人
）
 

1
0
 

1
5
 

2
9
 

2
0
 

2
2
 

合
計

（
人
）
 

2
6
 

2
6
 

3
5
 

2
5
 

2
2
 

 3
)
研

修
学
生

等
受
け

入
れ
後
、

共
同

研
究

や
学
会

発
表
、
論

文
発

表
等

へ
発
展
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

共
同

研
究
 

3
 

2
 

5
 

5
 

2
 

学
会

発
表
 

1
3
 

9
 

8
 

2
3
 

4
 

論
文

発
表
 

5
 

3
 

2
 

6
 

4
 

特
許

出
願
 

1
 

0
 

1
 

0
 

0
 

 ・
平

成
3
0
年

度
基

盤
研
究
「

非
締

結
体

部
材
剛

性
の
異
な

る
ボ

ル
ト

締
結
体

へ
の
ト
ル

ク

法
の

適
用
」

に
つ
い

て
共
同
実

施
し

、
次

年
度
の

科
研
費
に

採
択

 
等
 

(
3
)
サ

ー
ビ

ス
業

や
卸

売
業

・
小

売
業

の
従

事
者

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
技

術
セ

ミ
ナ

ー
・

講

習
会

を
開
催
 

 (
4
)
オ

ー
ダ
ー

メ
ー
ド

セ
ミ
ナ

ー
の

実
施
 

 
企

業
や
業

界
団
体

等
の
人
材

育
成

ニ
ー

ズ
に
対

し
、
個
別

の
要

望
に

幅
広
く

対
応
す
る

オ
ー

ダ
ー

メ
ー
ド

セ
ミ
ナ

ー
を
実
施

 

 (
5
)
金

融
機

関
な

ど
の

連
携

締
結

機
関

の
情

報
や

他
の

産
業

支
援

機
関

を
活

用
し

た
実

践
的

な

セ
ミ

ナ
ー
 

1
)
金

融
機

関
や

産
業

支
援

機
関

と
連

携
し

、
各

機
関

の
業

務
に

関
す

る
情

報
提

供
を

す
る

と

と
も

に
、
グ

ロ
ー

バ
ル
に

展
開

す
る

人
材

に
求
め

ら
れ
る
技

術
動

向
や

会
社
経

営
等
の
内

容

も
含

め
た
セ

ミ
ナ
ー

を
実
施
 

セ
ミ

ナ
ー

を
中

国
上

海
の

日
系

企
業

向
け
に

実
施
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サ
ー

ビ
ス
業

や
卸
売

業
・
小
売

業
に

お

い
て

も
、
製

品
の
製

造
や
品
質

管
理

に
関

す
る

知
識

を
有

す
る

人
材

育
成

が
必

要

と
な

っ
て
い

る
こ
と

を
踏
ま
え

、
都

産
技

研
の

設
備

や
人

材
を

活
か

し
た

実
践

的

な
セ

ミ
ナ
ー

を
実
施

す
る
。
 

個
別

企
業

や
業

界
団

体
等

の
人

材
育

成
ニ

ー
ズ
に

対
し
て

、
希
望
に

対
応

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
編

成
す

る
オ

ー
ダ

ー

メ
ー

ド
セ
ミ

ナ
ー
を

実
施
し
、
人

材
育
成

ニ
ー

ズ
に
き

め
細
か

く
対
応
す

る
。
 

4
-
3
 
海

外
展

開
に

必
要

な
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

の
育
成
 

中
小

企
業

が
海

外
へ

事
業

を
展

開
す

る

際
に

は
現

地
の

経
営

環
境

や
市

場
動

向

に
詳

し
い

人
材

の
育

成
が

必
要

で
あ

る

こ
と

を
踏
ま

え
、
金
融

機
関
な

ど
の

連
携

締
結

機
関

の
情

報
や

他
の

産
業

支
援

機

関
を

活
用

し
た

実
践

的
な

セ
ミ

ナ
ー

を

実
施

す
る
。
 

 

(
2
)
大

学
、
学

術
団
体

、
業
界

団
体

、
行

政
機
関

等
の
実
施
す

る
産
業

人
材
育

成
の
取
り

組
み

に
対

す
る
、

職
員
の

講
師
派
遣

、
イ

ン
タ

ー
ン
シ

ッ
プ
に
よ
る

学
生
の

受
け
入

れ
 

1
)
職

員
の
講

師
派
遣
 

 
 
高

度
な
専

門
知
識

を
持
つ

職
員

を
大

学
、
学

術
団
体
等
へ

講
師
等

と
し
て

派
遣
 

2
)
学

生
の
受

け
入
れ
 

 
イ

ン
タ
ー

ン
シ
ッ

プ
（
1
ヶ

月
未

満
）

や
研
修

学
生
（
1
ヶ

月
以
上

）
を
受

け
入
れ
、

指
導

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

イ
ン

タ
ー
ン

シ
ッ
プ

（
人
）
 

1
6
 

1
1
 

6
 

5
 

0
 

研
修

学
生
（

人
）
 

1
0
 

1
5
 

2
9
 

2
0
 

2
2
 

合
計

（
人
）
 

2
6
 

2
6
 

3
5
 

2
5
 

2
2
 

 3
)
研

修
学
生

等
受
け

入
れ
後
、

共
同

研
究

や
学
会

発
表
、
論

文
発

表
等

へ
発
展
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

共
同

研
究
 

3
 

2
 

5
 

5
 

2
 

学
会

発
表
 

1
3
 

9
 

8
 

2
3
 

4
 

論
文

発
表
 

5
 

3
 

2
 

6
 

4
 

特
許

出
願
 

1
 

0
 

1
 

0
 

0
 

 ・
平

成
3
0
年

度
基

盤
研
究
「

非
締

結
体

部
材
剛

性
の
異
な

る
ボ

ル
ト

締
結
体

へ
の
ト
ル

ク

法
の

適
用
」

に
つ
い

て
共
同
実

施
し

、
次

年
度
の

科
研
費
に

採
択

 
等
 

(
3
)
サ

ー
ビ

ス
業

や
卸

売
業

・
小

売
業

の
従

事
者

の
ニ

ー
ズ

に
対
応

し
た

技
術

セ
ミ

ナ
ー

・
講

習
会

を
開
催
 

 (
4
)
オ

ー
ダ
ー

メ
ー
ド

セ
ミ
ナ

ー
の

実
施
 

 
企

業
や
業

界
団
体

等
の
人
材

育
成

ニ
ー

ズ
に
対

し
、
個
別

の
要

望
に

幅
広
く

対
応
す
る

オ
ー

ダ
ー

メ
ー
ド

セ
ミ
ナ

ー
を
実
施

 

 (
5
)
金

融
機

関
な

ど
の

連
携

締
結

機
関

の
情

報
や

他
の

産
業

支
援

機
関

を
活

用
し

た
実

践
的

な

セ
ミ

ナ
ー
 

1
)
金

融
機

関
や

産
業

支
援

機
関

と
連

携
し

、
各

機
関

の
業

務
に
関

す
る

情
報

提
供

を
す

る
と

と
も

に
、
グ

ロ
ー

バ
ル
に

展
開

す
る

人
材

に
求
め

ら
れ
る
技

術
動

向
や

会
社
経

営
等
の
内

容

も
含

め
た
セ

ミ
ナ
ー

を
実
施
 

セ
ミ

ナ
ー

を
中

国
上

海
の

日
系

企
業

向
け
に

実
施
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第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

四
 

東
京
の

産
業
を

支
え
る
産

業
人

材
の

育
成
 

 中
期

目
標
 

（
一

）
 
技
術

者
の
育

成
 

 
実

習
を
取

り
入
れ

た
技
術
セ

ミ
ナ

ー
や

講
習
会

を
通
じ
て

、
研

究
成
果

の
技
術

移
転
や

技
術

相
談

等
で
蓄

積
し
た
ノ

ウ
ハ

ウ
の

普
及
を

行
い

、
中

小
企

業
の

現

場
に

お
い
て

研
究
開

発
や
製
造

技
術

の
高

度
化
を

担
う
技
術

者
を

育
成

す
る
と

と
も
に
、
新

製
品
・
新
サ

ー
ビ
ス

の
創

出
を

担
う

人
材
の

能
力
形
成

を
支

援
す

る
。

製
品

の
安

全
性

･
信

頼
性

の
確

保
に

向
け

て
、

も
の

づ
く

り
産

業
の

現
場

の
み

な
ら

ず
、

サ
ー

ビ
ス

業
や

卸
売

業
、

小
売

業
に

お
い

て
も

、
製

品
の

製
造

や
品

質

管
理

に
関
す

る
知
識

を
有
す
る

人
材

の
育

成
が
必

要
と
な
っ

て
い

る
状

況
を
踏

ま
え
、
取

組
を
推
進

す
る

。
ま

た
、
個

別
企

業
や

業
界
団

体
の
喫
緊

の
技

術
ニ

ー

ズ
に

も
、
き

め
細
か

く
対
応
す

る
。

経
営

支
援
機

関
等
と
連

携
し

、
中

小
企
業

の
海
外
展

開
を
担
う

グ
ロ
ー

バ
ル
人
材

の
育

成
に

取
り
組

む
。
 

（
二

）
 
関
係

機
関
と

の
連
携

に
よ

る
人

材
育
成
 

も
の

づ
く
り

や
サ
ー

ビ
ス
の
高
度

化
に
貢

献
で
き

る
人
材
を

育
成

す
る

た
め
、
大

学
、
学

術
団

体
、
業

界
団

体
、
行
政

機
関

等
が

実
施
し

て
い
る
産

業
人

材
の

育
成

の
取
組

に
対
し

て
、
積
極

的
に

協
力

す
る
。
 

東
京

都
立
職

業
能
力

開
発
セ
ン

タ
ー

や
東

京
都
中

小
企
業
振

興
公

社
等

の
支
援

機
関
と
連

携
し
て

、
企

業
、
業

界
団
体

等
の

ニ
ー

ズ
に
即

し
た
人
材

育
成

を
効

率

的
に

行
う
。

公
立
大

学
法
人
首

都
大

学
東

京
等
と

連
携
し
、

中
小

企
業

で
働
く

人
材
の
教

育
や
将
来

の
産
業

を
担
う
大

学
生

等
の

技
術
習

得
を
効
果

的
に

行
う

。

 

 
評

価
項

目
番

号
 

2
0
 

自
己

評
価
 

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

4
-
1
 
技

術
者

の
育
成
 

新
技

術
、
産
業
動

向
、
国

際
化

対
応

な

ど
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
や

実
践

に
役

立

つ
講

習
会
の

開
催
に

よ
り
、
中

小
企

業
の

新
製

品
・
新

サ
ー
ビ

ス
の
創
出

を
担

う
人

材
育

成
を
進

め
る
と

と
も
に
、
研

究
開
発

や
製

造
技

術
の

高
度

化
を

担
う

中
小

企

業
の

産
業
人

材
の
育

成
を
支
援

す
る

。
 

4
-
2
 
関

係
機

関
と

の
連

携
に

よ
る

人
材

育
成
 

首
都

大
学

東
京

を
は

じ
め

と
す

る
大

学
、
学

術
団
体
、
業

界
団

体
、
行

政
機

関

等
が

実
施

し
て

い
る

産
業

人
材

育
成

の

取
組

み
に
対

し
て
、

職
員
の
講

師
派

遣
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
よ

る
学

生
の

受

入
れ

な
ど
で

積
極
的

に
協
力
す

る
。
 

(
1
)
技

術
セ
ミ

ナ
ー
お

よ
び
講

習
会
 

1
)
中

小
企

業
の

新
製

品
・

新
サ

ー
ビ

ス
の

創
出

を
担

う
人

材
育
成

を
目

的
と

し
て

、
技

術
セ

ミ
ナ

ー
お
よ

び
講
習

会
等
を
開

催
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

件
数

（
件
）
 

1
7
4
 

1
7
6
 

1
5
2
 

1
2
4
 

6
6
 

受
講

者
数
（

人
）
 

4
,
4
9
8 

4
,
3
89
 

3
,
3
4
1 

2
,
5
2
9 

1
,
1
6
2 

 2
)
設

備
を
活

用
し
た

高
度
実
践

型
人

材
育

成
セ
ミ

ナ
ー
お
よ

び
講

習
会

の
開
催

を
拡
充
 

3
)
時

代
を
先

取
り
し

た
テ
ー
マ

で
他

機
関

と
連
携
 

・「
工

場
向
け

ワ
イ
ヤ

レ
ス

Io
T
講

習
会
」
Io
T
を

導
入
・
運

用
す

る
た

め
に
必

要
な
無
線

通

信
の

基
礎
知

識
や
工

場
に
お
け

る
I
o
T
の

導
入
事

例
を
紹
介
 

4
)
バ

ン
コ
ク

支
所
へ

の
遠
隔
セ

ミ
ナ

ー
の

実
施
等

に
よ
り
利

便
性

を
向

上
 

5
)
質

の
向
上

へ
の
取

り
組
み
 

 
リ

ニ
ュ
ー

ア
ル
や

、
講
習
会

の
実

習
比

向
上
に

取
り
組
み

、
高

い
満

足
度
を

維
持
 

6
)
オ

ン
ラ
イ

ン
セ
ミ

ナ
ー
の
要

領
、
約
款

の
制
定

、
W
eb

会
議

シ
ス
テ

ム
を
活

用
し
た
オ

ン
ラ

イ
ン

セ
ミ
ナ

ー
を
開

始
(
2
02
0
年

度
) 

技
術

セ
ミ
ナ

ー
・
講

習
会
の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
内

容
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
し

て
質

の
向

上
に

取
り

組
み

、
受

講
者

ア
ン

ケ
ー

ト
で

高
い
評

価
を
獲

得
 

 

学
生

の
受
入

れ
を
強

化
し
、
共

同
研

究
や

学
会

発
表

、
論

文
発

表
や

特
許

出
願

に
着

実
に

展

開
。
 

 

時
宜

を
捉

え
た

テ
ー

マ
設

定

で
あ

る
I
oT

関
連
の

講
習
会

を

開
催
 

 

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
の

育
成

に

つ
い

て
、
金

融
機
関

と
連
携
し

、

テ
レ

ビ
会

議
を

活
用

し
た

遠
隔

5
5

サ
ー

ビ
ス
業

や
卸
売

業
・
小
売

業
に

お

い
て

も
、
製

品
の
製

造
や
品
質

管
理

に
関

す
る

知
識

を
有

す
る

人
材

育
成

が
必

要

と
な

っ
て
い

る
こ
と

を
踏
ま
え

、
都

産
技

研
の

設
備

や
人

材
を

活
か

し
た

実
践

的

な
セ

ミ
ナ
ー

を
実
施

す
る
。
 

個
別

企
業

や
業

界
団

体
等

の
人

材
育

成
ニ

ー
ズ
に

対
し
て

、
希
望
に

対
応

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
編

成
す

る
オ

ー
ダ

ー

メ
ー

ド
セ
ミ

ナ
ー
を

実
施
し
、
人

材
育
成

ニ
ー

ズ
に
き

め
細
か

く
対
応
す

る
。
 

4
-
3
 
海

外
展

開
に

必
要

な
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

の
育
成
 

中
小

企
業

が
海

外
へ

事
業

を
展

開
す

る

際
に

は
現

地
の

経
営

環
境

や
市

場
動

向

に
詳

し
い

人
材

の
育

成
が

必
要

で
あ

る

こ
と

を
踏
ま

え
、
金
融

機
関
な

ど
の

連
携

締
結

機
関

の
情

報
や

他
の

産
業

支
援

機

関
を

活
用

し
た

実
践

的
な

セ
ミ

ナ
ー

を

実
施

す
る
。
 

 

(
2
)
大

学
、
学

術
団
体

、
業
界

団
体

、
行

政
機
関

等
の
実
施
す

る
産
業

人
材
育

成
の
取
り

組
み

に
対

す
る
、

職
員
の

講
師
派
遣

、
イ

ン
タ

ー
ン
シ

ッ
プ
に
よ
る

学
生
の

受
け
入

れ
 

1
)
職

員
の
講

師
派
遣
 

 
 
高

度
な
専

門
知
識

を
持
つ

職
員

を
大

学
、
学

術
団
体
等
へ

講
師
等

と
し
て

派
遣
 

2
)
学

生
の
受

け
入
れ
 

 
イ

ン
タ
ー

ン
シ
ッ

プ
（
1
ヶ

月
未

満
）

や
研
修

学
生
（
1
ヶ

月
以
上

）
を
受

け
入
れ
、

指
導

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

イ
ン

タ
ー
ン

シ
ッ
プ

（
人
）
 

1
6
 

1
1
 

6
 

5
 

0
 

研
修

学
生
（

人
）
 

1
0
 

1
5
 

2
9
 

2
0
 

2
2
 

合
計

（
人
）
 

2
6
 

2
6
 

3
5
 

2
5
 

2
2
 

 3
)
研

修
学
生

等
受
け

入
れ
後
、

共
同

研
究

や
学
会

発
表
、
論

文
発

表
等

へ
発
展
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

共
同

研
究
 

3
 

2
 

5
 

5
 

2
 

学
会

発
表
 

1
3
 

9
 

8
 

2
3
 

4
 

論
文

発
表
 

5
 

3
 

2
 

6
 

4
 

特
許

出
願
 

1
 

0
 

1
 

0
 

0
 

 ・
平

成
3
0
年

度
基

盤
研
究
「

非
締

結
体

部
材
剛

性
の
異
な

る
ボ

ル
ト

締
結
体

へ
の
ト
ル

ク

法
の

適
用
」

に
つ
い

て
共
同
実

施
し

、
次

年
度
の

科
研
費
に

採
択

 
等
 

(
3
)
サ

ー
ビ

ス
業

や
卸

売
業

・
小

売
業

の
従

事
者

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
技

術
セ

ミ
ナ

ー
・

講

習
会

を
開
催
 

 (
4
)
オ

ー
ダ
ー

メ
ー
ド

セ
ミ
ナ

ー
の

実
施
 

 
企

業
や
業

界
団
体

等
の
人
材

育
成

ニ
ー

ズ
に
対

し
、
個
別

の
要

望
に

幅
広
く

対
応
す
る

オ
ー

ダ
ー

メ
ー
ド

セ
ミ
ナ

ー
を
実
施

 

 (
5
)
金

融
機

関
な

ど
の

連
携

締
結

機
関

の
情

報
や

他
の

産
業

支
援

機
関

を
活

用
し

た
実

践
的

な

セ
ミ

ナ
ー
 

1
)
金

融
機

関
や

産
業

支
援

機
関

と
連

携
し

、
各

機
関

の
業

務
に

関
す

る
情

報
提

供
を

す
る

と

と
も

に
、
グ

ロ
ー

バ
ル
に

展
開

す
る

人
材

に
求
め

ら
れ
る
技

術
動

向
や

会
社
経

営
等
の
内

容

も
含

め
た
セ

ミ
ナ
ー

を
実
施
 

セ
ミ

ナ
ー

を
中

国
上

海
の

日
系

企
業

向
け
に

実
施
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・
東

京
T
Y
フ

ィ
ナ

ン
シ
ャ
ル

グ
ル

ー
プ

と
連
携

し
、
中
国

上
海

で
日

系
企
業

向
け
セ
ミ

ナ

ー
を

開
催
 

2
)
都

産
技
研

主
催

M
T
E
P
セ
ミ

ナ
ー

と
し

て
｢グ

ロ
ー

バ
ル

人
材
育
成

シ
リ
ー

ズ
｣
を
開

催
 

 

5
年

間
の
評

定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

B
 

B
 

B
 

B
 

 

 

5
7

第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

五
 

情
報
発

信
・
情

報
提
供
の

推
進
 

 中
期

目
標
 

（
一

）
情
報

発
信
 

研
究

発
表
会

や
施
設

公
開
の
開

催
、
東

京
都
、
区
市

町
村
、
東

京
都

中
小
企

業
振
興
公
社

、
公
設

試
験
研

究
機
関

が
実

施
す

る
展

示
会
へ

の
参
加
、
商

工
会

等
の

地
域

経
済

団
体

と
の

連
携

な
ど

多
様

な
機

会
を

通
じ

て
、

都
産

技
研

の
研

究
成

果
の

普
及

や
事
業

の
Ｐ

Ｒ
を

積
極

的
に

行
い

、
利

用
拡

大
に

つ
な

げ
る

。
（

二
）

情
報

提
供
 

研
究

開
発
の

成
果
や

保
有
す
る
技

術
情
報

が
、
多
く

の
中
小

企
業

の
製

品
開
発

や
生
産
活

動
に

生
か

さ
れ
る

よ
う

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
や

刊
行
物
と

い
っ

た
広

報
媒

体
を
活

用
し
て

適
時
・
迅

速
に

提
供

す
る
。
 

 

 
評

価
項

目
番

号
 

2
1
 

自
己

評
価
 

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

5
-
1
 
情

報
発
信
 

東
京

都
、
区
市

町
村

、
中

小
企

業
振

興

公
社

、
商

工
会
議

所
、
商
工
会

な
ど

の
支

援
機

関
等
が

実
施
す

る
講
演
会

、
イ

ベ
ン

ト
・
展

示
会

へ
の
参

加
を

通
じ

、
都

産
技

研
の

事
業

を
積

極
的

に
P 

R 
し

利
用

拡

大
に

つ
な
げ

る
。
 

都
産

技
研

が
開

催
す

る
研

究
発

表
会

と
、

T
K 

F
 
参

加
の

各
公

設
試

験
研

究
機

関
等

が
行
う

研
究
発

表
会
の
間

で
、
相
互

に
発

表
者
を

派
遣
し

合
う
な
ど

、
多

様
な

連
携

に
よ

り
研

究
機

関
が

保
有

す
る

技

術
シ

ー
ズ

や
研

究
成

果
を

広
く

中
小

企

業
に

発
信
す

る
。
 

5
-
2
 
情

報
提
供
 

中
小

企
業

の
製

品
開

発
や

生
産

活
動

に
役

立
つ

以
下

の
情

報
を

イ
ン

タ
ー

ネ

ッ
ト

や
技

術
情

報
誌

等
の

広
報

媒
体

に

よ
り

速
や
か

に
提
供

す
る
。
 

・
研

究
開
発
の

成
果
 

・
保

有
す
る
技

術
情

報
や
ノ
ウ

ハ
ウ
 

(
1
)
 
実

行
委

員
会
一

員
と
し
て

産
業

交
流

展
を
企

画
運
営
・

出
展
 

1
)
首

都
圏
テ

ク
ノ
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
ゾ

ー
ン
：
事

業
・
成

果
紹

介
、
T
KF

連
携
機

関
展
示
、
製

品

開
発

支
援
ラ

ボ
企
業

展
示
 

2
)
次

世
代
ロ

ボ
ッ
ト

ゾ
ー
ン
：

ロ
ボ

ッ
ト

産
業
活

性
化
事
業

や
ロ

ボ
ッ

ト
技
術

の
紹
介
 

3
)
オ

ン
ラ
イ

ン
形
式

で
開
催
(
2
0
2
0
年
度

) 

 
 

(
2
)
展

示
会
参

加
に
よ

る
事
業

紹
介
 

1
)
都

・
区
市

主
催
の

展
示
会
等

に
参

加
し

、
地
域

産
業
振
興

と
事

業
を

P
R 

2
)
金

融
機
関

主
催
の

展
示
会
等

へ
の

参
加

に
よ
る

都
産
技
研

利
用

拡
大
 

3
)
民

間
団
体

等
主
催

の
専
門
展

示
会

等
へ

の
出
展

の
効
果
測

定
を

実
施
 

4
)
サ

イ
エ
ン

ス
ア
ゴ

ラ
等
、
地

域
住

民
向

け
イ
ベ

ン
ト
の
開

催
お

よ
び

参
加
 

 (
3
)
T
I
R
I
ク

ロ
ス
ミ

ー
テ
ィ
ン

グ
開

催
に

よ
る
技

術
シ
ー
ズ

・
研

究
成

果
の
発

信
 

 
研

究
シ
ー

ズ
の
普

及
・
利
用

促
進

の
場

と
し
て

「
研
究
成

果
発
表
会

」
の
名

称
を
変
更

し
、

内
容

を
充
実

。
 

・
研

究
発
表

 
、

基
調

講
演
、

特
別

発
表

、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
の
実

施
 

・
首

都
大
学

東
京
・

T
K
F
ほ
か

連
携

機
関

等
に
よ

る
発
表
 

・
見

学
会
の

開
催
 

・
共

同
研
究

企
業
、

製
品
開
発

支
援

ラ
ボ

入
居
企

業
等
に
よ

る
発

表
 

・
地

方
独
立

行
政
法

人
化

10
周

年
プ
ロ

グ
ラ
ム

を
同
時
開

催
し
、
記

念
講
演

・
記
念
式

典
・

記
念

交
流
会

実
施
（

2
0
1
6
年

度
）
 

出
展

効
果
を

検
証
し

、
効
果
の

期
待

で
き

る
展

示
会

に
出

展
。

技
術

相
談

、
依

頼
試

験
、

機
器

利
用

等
都

産
技

研
の

利
用

拡
大

を
推

進
 

  
研

究
成
果

発
表
会

を
T
I
RI

ク

ロ
ス

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

に
名

称
変

更
す

る
と
共

に
、
見
学

会
の
開

催

な
ど

内
容

を
充

実
さ

せ
る

と
共

に
2
0
2
0
年
度

か
ら
は

来
所
と

ラ

イ
フ

配
信

の
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
方

式
を

導
入
し

、
技

術
シ

ー
ズ
・
研

究
成

果
を
発

信
 

 

Y
o
u
T
u
b
e

へ
の

動
画

掲
載

な

ど
、
W
E
B
サ
イ

ト
を
積

極
的
に

活

用
。

費
用

対
効

果
の

高
い

情
報

発
信

を
推
進
 

 

プ
レ

ス
発

表
を

積
極

的
に

実

施
し

た
結

果
、

記
事

掲
載

率
に

つ
い

て
高
い

水
準
を

達
成
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・
東

京
T
Y
フ

ィ
ナ

ン
シ
ャ
ル

グ
ル

ー
プ

と
連
携

し
、
中
国

上
海

で
日

系
企
業

向
け
セ
ミ

ナ

ー
を

開
催
 

2
)
都

産
技
研

主
催

M
T
E
P
セ
ミ

ナ
ー

と
し

て
｢グ

ロ
ー

バ
ル

人
材
育
成

シ
リ
ー

ズ
｣
を
開

催
 

 

5
年

間
の
評

定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

B
 

B
 

B
 

B
 

 

 

5
7

第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

五
 

情
報
発

信
・
情

報
提
供
の

推
進
 

 中
期

目
標
 

（
一

）
情
報

発
信
 

研
究

発
表
会

や
施
設

公
開
の
開

催
、
東

京
都
、
区
市

町
村
、
東

京
都

中
小
企

業
振
興
公
社

、
公
設

試
験
研

究
機
関

が
実

施
す

る
展

示
会
へ

の
参
加
、
商

工
会

等
の

地
域

経
済

団
体

と
の

連
携

な
ど

多
様

な
機

会
を

通
じ

て
、

都
産

技
研

の
研

究
成

果
の

普
及

や
事
業

の
Ｐ

Ｒ
を

積
極

的
に

行
い

、
利

用
拡

大
に

つ
な

げ
る

。
（

二
）

情
報

提
供
 

研
究

開
発
の

成
果
や

保
有
す
る
技

術
情
報

が
、
多
く

の
中
小

企
業

の
製

品
開
発

や
生
産
活

動
に

生
か

さ
れ
る

よ
う

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
や

刊
行
物
と

い
っ

た
広

報
媒

体
を
活

用
し
て

適
時
・
迅

速
に

提
供

す
る
。
 

 

 
評

価
項

目
番

号
 

2
1
 

自
己

評
価
 

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

5
-
1
 
情

報
発
信
 

東
京

都
、
区
市

町
村

、
中

小
企

業
振

興

公
社

、
商

工
会
議

所
、
商
工
会

な
ど

の
支

援
機

関
等
が

実
施
す

る
講
演
会

、
イ

ベ
ン

ト
・
展

示
会

へ
の
参

加
を

通
じ

、
都

産
技

研
の

事
業

を
積

極
的

に
P 

R 
し

利
用

拡

大
に

つ
な
げ

る
。
 

都
産

技
研

が
開

催
す

る
研

究
発

表
会

と
、

T
K 

F
 
参

加
の

各
公

設
試

験
研

究
機

関
等

が
行
う

研
究
発

表
会
の
間

で
、
相
互

に
発

表
者
を

派
遣
し

合
う
な
ど

、
多

様
な

連
携

に
よ

り
研

究
機

関
が

保
有

す
る

技

術
シ

ー
ズ

や
研

究
成

果
を

広
く

中
小

企

業
に

発
信
す

る
。
 

5
-
2
 
情

報
提
供
 

中
小

企
業

の
製

品
開

発
や

生
産

活
動

に
役

立
つ

以
下

の
情

報
を

イ
ン

タ
ー

ネ

ッ
ト

や
技

術
情

報
誌

等
の

広
報

媒
体

に

よ
り

速
や
か

に
提
供

す
る
。
 

・
研

究
開
発
の

成
果
 

・
保

有
す
る
技

術
情

報
や
ノ
ウ

ハ
ウ
 

(
1
)
 
実

行
委

員
会
一

員
と
し
て

産
業

交
流

展
を
企

画
運
営
・

出
展
 

1
)
首

都
圏
テ

ク
ノ
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
ゾ

ー
ン
：
事

業
・
成

果
紹

介
、
T
KF

連
携
機

関
展
示
、
製

品

開
発

支
援
ラ

ボ
企
業

展
示
 

2
)
次

世
代
ロ

ボ
ッ
ト

ゾ
ー
ン
：

ロ
ボ

ッ
ト

産
業
活

性
化
事
業

や
ロ

ボ
ッ

ト
技
術

の
紹
介
 

3
)
オ

ン
ラ
イ

ン
形
式

で
開
催
(
2
0
2
0
年
度

) 

 
 

(
2
)
展

示
会
参

加
に
よ

る
事
業

紹
介
 

1
)
都

・
区
市

主
催
の

展
示
会
等

に
参

加
し

、
地
域

産
業
振
興

と
事

業
を

P
R 

2
)
金

融
機
関

主
催
の

展
示
会
等

へ
の

参
加

に
よ
る

都
産
技
研

利
用

拡
大
 

3
)
民

間
団
体

等
主
催

の
専
門
展

示
会

等
へ

の
出
展

の
効
果
測

定
を

実
施
 

4
)
サ

イ
エ
ン

ス
ア
ゴ

ラ
等
、
地

域
住

民
向

け
イ
ベ

ン
ト
の
開

催
お

よ
び

参
加
 

 (
3
)
T
I
R
I
ク

ロ
ス
ミ

ー
テ
ィ
ン

グ
開

催
に

よ
る
技

術
シ
ー
ズ

・
研

究
成

果
の
発

信
 

 
研

究
シ
ー

ズ
の
普

及
・
利
用

促
進

の
場

と
し
て

「
研
究
成

果
発
表
会

」
の
名

称
を
変
更

し
、

内
容

を
充
実

。
 

・
研

究
発
表

 
、

基
調

講
演
、

特
別

発
表

、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
の
実

施
 

・
首

都
大
学

東
京
・

T
K
F
ほ
か

連
携

機
関

等
に
よ

る
発
表
 

・
見

学
会
の

開
催
 

・
共

同
研
究

企
業
、

製
品
開
発

支
援

ラ
ボ

入
居
企

業
等
に
よ

る
発

表
 

・
地

方
独
立

行
政
法

人
化

10
周

年
プ
ロ

グ
ラ
ム

を
同
時
開

催
し
、
記

念
講
演

・
記
念
式

典
・

記
念

交
流
会

実
施
（

2
0
1
6
年

度
）
 

出
展

効
果
を

検
証
し

、
効
果
の

期
待

で
き

る
展

示
会

に
出

展
。

技
術

相
談

、
依

頼
試

験
、

機
器

利
用

等
都

産
技

研
の

利
用

拡
大

を
推

進
 

  
研

究
成
果

発
表
会

を
T
I
RI

ク

ロ
ス

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

に
名

称
変

更
す

る
と
共

に
、
見
学

会
の
開

催

な
ど

内
容

を
充

実
さ

せ
る

と
共

に
2
0
2
0
年
度

か
ら
は

来
所
と

ラ

イ
フ

配
信

の
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
方

式
を

導
入
し

、
技

術
シ

ー
ズ
・
研

究
成

果
を
発

信
 

 

Y
o
u
T
u
b
e

へ
の

動
画

掲
載

な

ど
、
W
E
B
サ
イ

ト
を
積

極
的
に

活

用
。

費
用

対
効

果
の

高
い

情
報

発
信

を
推
進
 

 

プ
レ

ス
発

表
を

積
極

的
に

実

施
し

た
結

果
、

記
事

掲
載

率
に

つ
い

て
高
い

水
準
を

達
成
 

 

5
8

- 124 -

第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

五
 

情
報
発

信
・
情

報
提
供
の

推
進
 

 中
期

目
標
 

（
一

）
情
報

発
信
 

研
究

発
表
会

や
施
設

公
開
の
開

催
、
東

京
都
、
区
市

町
村
、
東

京
都

中
小
企

業
振
興
公
社

、
公
設

試
験
研

究
機
関

が
実

施
す

る
展

示
会
へ

の
参
加
、
商

工
会

等
の

地
域

経
済

団
体

と
の

連
携

な
ど

多
様

な
機

会
を

通
じ

て
、

都
産

技
研

の
研

究
成

果
の

普
及

や
事
業

の
Ｐ

Ｒ
を

積
極

的
に

行
い

、
利

用
拡

大
に

つ
な

げ
る

。
（

二
）

情
報

提
供
 

研
究

開
発
の

成
果
や

保
有
す
る
技

術
情
報

が
、
多
く

の
中
小

企
業

の
製

品
開
発

や
生
産
活

動
に

生
か

さ
れ
る

よ
う

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
や

刊
行
物
と

い
っ

た
広

報
媒

体
を
活

用
し
て

適
時
・
迅

速
に

提
供

す
る
。
 

 

 
評

価
項

目
番

号
 

2
1
 

自
己

評
価
 

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

5
-
1
 
情

報
発

信
 

東
京

都
、
区
市
町

村
、
中

小
企

業
振

興

公
社

、
商

工
会
議
所

、
商
工
会

な
ど

の
支

援
機

関
等
が

実
施
す

る
講
演
会

、
イ

ベ
ン

ト
・
展

示
会

へ
の
参

加
を

通
じ

、
都

産
技

研
の

事
業

を
積

極
的

に
P 

R 
し

利
用

拡

大
に

つ
な
げ

る
。
 

都
産

技
研

が
開

催
す

る
研

究
発

表
会

と
、

T
K 

F
 
参

加
の

各
公

設
試

験
研

究
機

関
等

が
行
う

研
究
発

表
会
の
間

で
、
相
互

に
発

表
者
を

派
遣
し

合
う
な
ど

、
多

様
な

連
携

に
よ

り
研

究
機

関
が

保
有

す
る

技

術
シ

ー
ズ

や
研

究
成

果
を

広
く

中
小

企

業
に

発
信
す

る
。
 

5
-
2
 
情

報
提

供
 

中
小

企
業

の
製

品
開

発
や

生
産

活
動

に
役

立
つ

以
下

の
情

報
を

イ
ン

タ
ー

ネ

ッ
ト

や
技

術
情

報
誌

等
の

広
報

媒
体

に

よ
り

速
や
か

に
提
供

す
る
。
 

・
研

究
開
発

の
成
果
 

・
保

有
す
る

技
術
情

報
や
ノ
ウ

ハ
ウ
 

(
1
)
 
実

行
委

員
会
一

員
と
し
て

産
業

交
流

展
を
企

画
運
営
・

出
展
 

1
)
首

都
圏
テ

ク
ノ
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
ゾ

ー
ン
：
事

業
・
成

果
紹

介
、
T
KF

連
携
機

関
展
示
、
製

品

開
発

支
援
ラ

ボ
企
業

展
示
 

2
)
次

世
代
ロ

ボ
ッ
ト

ゾ
ー
ン
：

ロ
ボ

ッ
ト

産
業
活

性
化
事
業

や
ロ

ボ
ッ

ト
技
術

の
紹
介
 

3
)
オ

ン
ラ
イ

ン
形
式

で
開
催
(
2
0
2
0
年
度

) 

 
 

(
2
)
展

示
会
参

加
に
よ

る
事
業

紹
介
 

1
)
都

・
区
市

主
催
の

展
示
会
等

に
参

加
し

、
地
域

産
業
振
興

と
事

業
を

P
R 

2
)
金

融
機
関

主
催
の

展
示
会
等

へ
の

参
加

に
よ
る

都
産
技
研

利
用

拡
大
 

3
)
民

間
団
体

等
主
催

の
専
門
展

示
会

等
へ

の
出
展

の
効
果
測

定
を

実
施
 

4
)
サ

イ
エ
ン

ス
ア
ゴ

ラ
等
、
地

域
住

民
向

け
イ
ベ

ン
ト
の
開

催
お

よ
び

参
加
 

 (
3
)
T
I
R
I
ク

ロ
ス
ミ

ー
テ
ィ
ン

グ
開

催
に

よ
る
技

術
シ
ー
ズ

・
研
究
成

果
の
発

信
 

 
研

究
シ
ー

ズ
の
普

及
・
利
用

促
進

の
場

と
し
て

「
研
究
成

果
発

表
会

」
の
名

称
を
変
更

し
、

内
容

を
充
実

。
 

・
研

究
発
表

 
、

基
調

講
演
、

特
別

発
表

、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ

ン
の
実

施
 

・
首

都
大
学

東
京
・

T
K
F
ほ
か

連
携

機
関

等
に
よ

る
発
表
 

・
見

学
会
の

開
催
 

・
共

同
研
究

企
業
、

製
品
開
発

支
援

ラ
ボ

入
居
企

業
等
に
よ

る
発

表
 

・
地

方
独
立

行
政
法

人
化

10
周

年
プ
ロ

グ
ラ
ム

を
同
時
開

催
し
、
記

念
講
演

・
記
念
式

典
・

記
念

交
流
会

実
施
（

2
0
1
6
年

度
）
 

出
展

効
果
を

検
証
し

、
効
果
の

期
待

で
き

る
展

示
会

に
出

展
。

技
術

相
談

、
依

頼
試

験
、

機
器

利
用

等
都

産
技

研
の

利
用

拡
大

を
推

進
 

  
研

究
成
果

発
表
会

を
T
I
RI

ク

ロ
ス

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

に
名

称
変

更
す

る
と
共

に
、
見
学

会
の
開

催

な
ど

内
容

を
充

実
さ

せ
る

と
共

に
2
0
2
0
年
度

か
ら
は

来
所
と

ラ

イ
フ

配
信

の
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
方

式
を

導
入
し

、
技

術
シ

ー
ズ
・
研

究
成

果
を
発

信
 

 

Y
o
u
T
u
b
e

へ
の

動
画

掲
載

な

ど
、
W
E
B
サ
イ

ト
を
積

極
的
に

活

用
。

費
用

対
効

果
の

高
い

情
報

発
信

を
推
進
 

 

プ
レ

ス
発

表
を

積
極

的
に

実

施
し

た
結

果
、

記
事

掲
載

率
に

つ
い

て
高
い

水
準
を

達
成
 

 

5
8

- 125 -

・
東

京
T
Y
フ

ィ
ナ

ン
シ
ャ
ル

グ
ル

ー
プ

と
連
携

し
、
中
国

上
海

で
日

系
企
業

向
け
セ
ミ

ナ

ー
を

開
催
 

2
)
都

産
技
研

主
催

M
T
E
P
セ
ミ

ナ
ー

と
し

て
｢グ

ロ
ー

バ
ル

人
材
育
成

シ
リ
ー

ズ
｣
を
開

催
 

 

5
年

間
の
評

定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

B
 

B
 

B
 

B
 

 

 

5
7

第
二

 
住
民

に
対
し

て
提
供
す

る
サ

ー
ビ

ス
そ
の

他
の
業
務

の
質

の
向

上
に
関

す
る
事
項

 

五
 

情
報
発

信
・
情

報
提
供
の

推
進
 

 中
期

目
標
 

（
一

）
情
報

発
信
 

研
究

発
表
会

や
施
設

公
開
の
開

催
、
東

京
都
、
区
市

町
村
、
東

京
都

中
小
企

業
振
興
公
社

、
公
設

試
験
研

究
機
関

が
実

施
す

る
展

示
会
へ

の
参
加
、
商

工
会

等
の

地
域

経
済

団
体

と
の

連
携

な
ど

多
様

な
機

会
を

通
じ

て
、

都
産

技
研

の
研

究
成

果
の

普
及

や
事
業

の
Ｐ

Ｒ
を

積
極

的
に

行
い

、
利

用
拡

大
に

つ
な

げ
る

。
（

二
）

情
報

提
供
 

研
究

開
発
の

成
果
や

保
有
す
る
技

術
情
報

が
、
多
く

の
中
小

企
業

の
製

品
開
発

や
生
産
活

動
に

生
か

さ
れ
る

よ
う

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
や

刊
行
物
と

い
っ

た
広

報
媒

体
を
活

用
し
て

適
時
・
迅

速
に

提
供

す
る
。
 

 

 
評

価
項

目
番

号
 

2
1
 

自
己

評
価
 

A
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

5
-
1
 
情

報
発
信
 

東
京

都
、
区
市

町
村

、
中

小
企

業
振

興

公
社

、
商

工
会
議

所
、
商
工
会

な
ど

の
支

援
機

関
等
が

実
施
す

る
講
演
会

、
イ

ベ
ン

ト
・
展

示
会

へ
の
参

加
を

通
じ

、
都

産
技

研
の

事
業

を
積

極
的

に
P 

R 
し

利
用

拡

大
に

つ
な
げ

る
。
 

都
産

技
研

が
開

催
す

る
研

究
発

表
会

と
、

T
K 

F
 
参

加
の

各
公

設
試

験
研

究
機

関
等

が
行
う

研
究
発

表
会
の
間

で
、
相
互

に
発

表
者
を

派
遣
し

合
う
な
ど

、
多

様
な

連
携

に
よ

り
研

究
機

関
が

保
有

す
る

技

術
シ

ー
ズ

や
研

究
成

果
を

広
く

中
小

企

業
に

発
信
す

る
。
 

5
-
2
 
情

報
提
供
 

中
小

企
業

の
製

品
開

発
や

生
産

活
動

に
役

立
つ

以
下

の
情

報
を

イ
ン

タ
ー

ネ

ッ
ト

や
技

術
情

報
誌

等
の

広
報

媒
体

に

よ
り

速
や
か

に
提
供

す
る
。
 

・
研

究
開
発
の

成
果
 

・
保

有
す
る
技

術
情

報
や
ノ
ウ

ハ
ウ
 

(
1
)
 
実

行
委

員
会
一

員
と
し
て

産
業

交
流

展
を
企

画
運
営
・

出
展
 

1
)
首

都
圏
テ

ク
ノ
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
ゾ

ー
ン
：
事

業
・
成

果
紹

介
、
T
KF

連
携
機

関
展
示
、
製

品

開
発

支
援
ラ

ボ
企
業

展
示
 

2
)
次

世
代
ロ

ボ
ッ
ト

ゾ
ー
ン
：

ロ
ボ

ッ
ト

産
業
活

性
化
事
業

や
ロ

ボ
ッ

ト
技
術

の
紹
介
 

3
)
オ

ン
ラ
イ

ン
形
式

で
開
催
(
2
0
2
0
年
度

) 

 
 

(
2
)
展

示
会
参

加
に
よ

る
事
業

紹
介
 

1
)
都

・
区
市

主
催
の

展
示
会
等

に
参

加
し

、
地
域

産
業
振
興

と
事

業
を

P
R 

2
)
金

融
機
関

主
催
の

展
示
会
等

へ
の

参
加

に
よ
る

都
産
技
研

利
用

拡
大
 

3
)
民

間
団
体

等
主
催

の
専
門
展

示
会

等
へ

の
出
展

の
効
果
測

定
を

実
施
 

4
)
サ

イ
エ
ン

ス
ア
ゴ

ラ
等
、
地

域
住

民
向

け
イ
ベ

ン
ト
の
開

催
お

よ
び

参
加
 

 (
3
)
T
I
R
I
ク

ロ
ス
ミ

ー
テ
ィ
ン

グ
開

催
に

よ
る
技

術
シ
ー
ズ

・
研

究
成

果
の
発

信
 

 
研

究
シ
ー

ズ
の
普

及
・
利
用

促
進

の
場

と
し
て

「
研
究
成

果
発
表
会

」
の
名

称
を
変
更

し
、

内
容

を
充
実

。
 

・
研

究
発
表

 
、

基
調

講
演
、

特
別

発
表

、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
の
実

施
 

・
首

都
大
学

東
京
・

T
K
F
ほ
か

連
携

機
関

等
に
よ

る
発
表
 

・
見

学
会
の

開
催
 

・
共

同
研
究

企
業
、

製
品
開
発

支
援

ラ
ボ

入
居
企

業
等
に
よ

る
発

表
 

・
地

方
独
立

行
政
法

人
化

10
周

年
プ
ロ

グ
ラ
ム

を
同
時
開

催
し
、
記

念
講
演

・
記
念
式

典
・

記
念

交
流
会

実
施
（

2
0
1
6
年

度
）
 

出
展

効
果
を

検
証
し

、
効
果
の

期
待

で
き

る
展

示
会

に
出

展
。

技
術

相
談

、
依

頼
試

験
、

機
器

利
用

等
都

産
技

研
の

利
用

拡
大

を
推

進
 

  
研

究
成
果

発
表
会

を
T
I
RI

ク

ロ
ス

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

に
名

称
変

更
す

る
と
共

に
、
見
学

会
の
開

催

な
ど

内
容

を
充

実
さ

せ
る

と
共

に
2
0
2
0
年
度

か
ら
は

来
所
と

ラ

イ
フ

配
信

の
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
方

式
を

導
入
し

、
技

術
シ

ー
ズ
・
研

究
成

果
を
発

信
 

 

Y
o
u
T
u
b
e

へ
の

動
画

掲
載

な

ど
、
W
E
B
サ
イ

ト
を
積

極
的
に

活

用
。

費
用

対
効

果
の

高
い

情
報

発
信

を
推
進
 

 

プ
レ

ス
発

表
を

積
極

的
に

実

施
し

た
結

果
、

記
事

掲
載

率
に

つ
い

て
高
い

水
準
を

達
成
 

 

5
8
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・
依

頼
試

験
や
設

備
機
器

の
利

用
に

関

す
る

情
報
 

・
産

業
人

材
育
成

に
関
す

る
セ

ミ
ナ

ー

開
催

情
報
 

・
共

同
研

究
や
受

託
研
究

の
公

募
に

関

す
る

情
報
 

・
最
近

の
国
内

外
の
技

術
動
向

等
に

関
す

る
情

報
 

・
来

所
お
よ

び
ラ
イ

ブ
配
信
に

よ
る

ハ
イ

ブ
リ
ッ

ド
方
式
を

導
入

2
02
0
年

度
) 

(
4
)
他

機
関
の

研
究
発

表
会
へ

発
表

者
を

派
遣
 

(
5
)
施

設
公
開

の
開
催
 

1
)
中

小
企

業
お

よ
び

都
民

に
各

事
業

所
を

公
開

し
、

各
種

事
業
の

紹
介

、
利

用
促

進
、

産
業

技
術

の
普
及

を
促
進
 

 
2
)
来

場
者

向
け

に
都

産
技

研
を

活
用

し
て

製
品

化
に

至
っ

た
事
例

10
例

の
製

品
と

説
明

パ

ネ
ル

等
の
常

設
展
示

を
開
始
(
2
0
2
0
年
度

) 

 (
6
)
施

設
見
学

の
随
時

実
施
 

2
0
1
6
年

度
 
28
2
件

3
,
8
9
1
名

 
2
0
1
7
年

度
20
9
件

3
,
0
36

名
 
2
0
1
8
年

度
24
6
件

2
,
31
2
名

2
0
1
9
年

度
 
2
4
0
件

2
,
3
0
9
名

 
2
0
2
0
年

度
 2
6
件

 
 
 
22
2
名
 

 (
7
)
認

知
度
調

査
の
実

施
 

 
2
0
1
6
年
度

 
製
造

業
に
お
け

る
都

産
技

研
の
認

知
度
 
4
5
.
0
％
 

 
 
2
0
2
0
年
度

 
製
造

業
に
お
け

る
都

産
技

研
の
認

知
度
 
4
3
.
3
％
 

 (
8
)
都

産
技
研

ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト

 

1
)
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ
を

全
面
リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

公
開
（

2
0
1
6
年

度
）
 

 
利

用
の
多

い
ペ
ー

ジ
は
ト
ッ

プ
ペ

ー
ジ

か
ら
ワ

ン
ク
リ
ッ

ク
で
ア
ク

セ
ス
 

2
)
Y
o
u
T
u
be

動
画
の

掲
載
（
チ

ャ
ン

ネ
ル

登
録
者

数
2
38
2
人

 
2
0
2
0
年

度
）
 

3
)
ア

ク
セ
ス

実
績
 

ペ
ー

ジ
ビ
ュ

ー
数

2
,
2
5
6
千
件

 
ア

ク
セ
ス

ユ
ー
ザ

ー
数

5
7
3
千

件
(2
0
2
0
年
度

) 

4
)
都

産
技
研

採
用
サ

イ
ト
を
内

製
化

し
、

情
報
の

更
新
に
ス

ピ
ー

デ
ィ

ー
に
対

応
 

5
)
都

産
技
研

ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ
向

上
の
た
め

、
ウ

ェ
ブ

サ
イ
ト

全
体
の
常

時

S
S
L
化

を
実

施
 

6
)
都

産
技
研

公
式
ツ

イ
ッ
タ
ー

に
て

、
都

産
技
研

ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト

の
新

着
情
報

を
随
時
発

信

 (
9
)
メ

ー
ル
ニ

ュ
ー
ス

配
信
 

 
都

産
技
研

お
よ
び

連
携
機
関

等
の

支
援

事
業
の

情
報
を
中

小
企
業
に

迅
速
に

提
供
 

 (
1
0
)
刊

行
物
 

1
)
「

地
方
独

立
行
政

法
人
化

1
0
年

の
歩

み
」
を

発
行
（

2
0
1
6
年
度

）
 

2
)
「

事
業
案

内
」
を

全
面
改
訂

し
、

和
英

併
記
版

と
し
て
発

行
（

2
0
16

年
度
）
 

3
)
情

報
発
信

リ
ー
フ

レ
ッ
ト
（

2
0
1
7
年
度

）
 

音
声

や
動
画

、
タ
ブ

レ
ッ
ト
を

活
用

し
た

本
部

展
示

に
よ

り
、

よ
り

分
か
り

や
す
く

P
R
し
、
見

学
対

応
業
務

を
効
率

化
。
 

 

5
9

4
)
「

T
I
R
I
 N
E
W
S
」
の

誌
面
を

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル
（

2
0
1
8
年

度
）
 

5
)
電

子
・
機

械
グ
ル

ー
プ
成
果

事
例

集
を

発
行
（

2
0
1
8
年

度
）
 

6
)
城

東
支
所

活
用
事

例
集
を
発

行
（

2
0
18

年
度
）
 

7
)
都

産
技
研

年
報
を

毎
年
発
行

 

8
)
都

産
技
研

活
用
事

例
集
を
毎

年
発

行
 

(
1
1
)
平

成
2
8
年

度
お

よ
び
平

成
2
9
年
度

経
済
産

業
省
補
正

予
算
事

業
に
つ

い
て
、
産

業
交

流

展
等

で
P
R 

 (
1
2
)
平

成
2
5
年

度
お
よ

び
平

成
2
6
年

度
経

済
産
業

省
補
正

予
算
事

業
に
係

る
支
援
事

例
紹

介

冊
子

を
作
成

（
2
0
17

年
度
）

 

 (
1
3
)
自

費
出

版
書
籍
 

・
「

明
日

使
え

る
光
計

測
の
基

礎
」

を
書

店
等
で

販
売

(2
0
1
7
年

度
) 

 
・
「

I
E
C
61
0
1
0
-1

適
合
と

C
E
マ

ー
キ
ン

グ
対
応

」
 
(2
0
1
9
年
度

) 

 (
1
4
)
マ

ス
コ

ミ
報
道
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7

2
0
1
8 

2
0
1
9

2
0
2
0 

プ
レ

ス
発
表
 

2
3
 

2
5 

2
8
 

3
4
 

2
4
 

う
ち

研
究
関

連
 

2
 

4 
1
2
 

1
3
 

7
 

記
事

掲
載
率

(
新

聞
・
雑

誌
) 

5
4
%
 

5
6
%
 

7
8
%
 

9
1
%
 

8
3
%
 

記
事

掲
載
率

(
W
e
b
) 

7
1
%
 

6
7%
 

9
3
%
 

9
7
%
 

8
3
%
 

(
1
5
)
広

告
・

記
事
掲

出
 

 
・

J
R
蒲
田

駅
や
り

ん
か
い

線
国

際
展

示
場
駅

の
近
辺
等
に

広
告
を

掲
出
 

 
・

大
田
区

役
所
内

デ
ジ
タ
ル

サ
イ

ネ
ー

ジ
へ
の

広
告
掲
出

 

 (
1
6
)
広

報
事

業
の
費

用
対
効
果

検
証
 

1
)
主

催
事
業

業
務
委

託
費
の
削

減
（

2
0
17

年
度
）
 

2
)
広

告
換
算

で
検
証
 

 
新

聞
雑
誌

掲
載
誌

の
種
類
、
記

事
サ

イ
ズ

、
段

数
等

の
掛

け
合
わ
せ

に
よ
り

換
算
額
を

算
出

 (
1
7
)
本

部
展

示
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル

 

 
3
F
創

作
実

験
ギ
ャ

ラ
リ
ー

に
各

研
究

グ
ル
ー

プ
推
薦
の
支

援
事
例

2
2
件
を

展
示
。

 
 
 

ま
た

タ
ブ
レ

ッ
ト
に

よ
る
都
産

技
研

支
援

内
容
の

音
声
案
内

を
開

始
（

日
本
語

・
英
語
）

 

6
0
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・
依

頼
試

験
や
設

備
機
器

の
利

用
に

関

す
る

情
報
 

・
産

業
人

材
育
成

に
関
す

る
セ

ミ
ナ

ー

開
催

情
報
 

・
共

同
研

究
や
受

託
研
究

の
公

募
に

関

す
る

情
報
 

・
最
近

の
国
内

外
の
技

術
動
向

等
に

関
す

る
情

報
 

・
来

所
お
よ

び
ラ
イ

ブ
配
信
に

よ
る

ハ
イ

ブ
リ
ッ

ド
方
式
を

導
入

2
02
0
年

度
) 

(
4
)
他

機
関
の

研
究
発

表
会
へ

発
表

者
を

派
遣
 

(
5
)
施

設
公
開

の
開
催
 

1
)
中

小
企

業
お

よ
び

都
民

に
各

事
業

所
を

公
開

し
、

各
種

事
業
の

紹
介

、
利

用
促

進
、

産
業

技
術

の
普
及

を
促
進
 

 
2
)
来

場
者

向
け

に
都

産
技

研
を

活
用

し
て

製
品

化
に

至
っ

た
事
例

10
例

の
製

品
と

説
明

パ

ネ
ル

等
の
常

設
展
示

を
開
始
(
2
0
2
0
年
度

) 

 (
6
)
施

設
見
学

の
随
時

実
施
 

2
0
1
6
年

度
 
28
2
件

3
,
8
9
1
名

 
2
0
1
7
年

度
20
9
件

3
,
0
36

名
 
2
0
1
8
年

度
24
6
件

2
,
31
2
名

2
0
1
9
年

度
 
2
4
0
件

2
,
3
0
9
名

 
2
0
2
0
年

度
 2
6
件

 
 
 
22
2
名
 

 (
7
)
認

知
度
調

査
の
実

施
 

 
2
0
1
6
年
度

 
製
造

業
に
お
け

る
都

産
技

研
の
認

知
度
 
4
5
.
0
％
 

 
 
2
0
2
0
年
度

 
製
造

業
に
お
け

る
都

産
技

研
の
認

知
度
 
4
3
.
3
％
 

 (
8
)
都

産
技
研

ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト

 

1
)
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ
を

全
面
リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

公
開
（

2
0
1
6
年

度
）
 

 
利

用
の
多

い
ペ
ー

ジ
は
ト
ッ

プ
ペ

ー
ジ

か
ら
ワ

ン
ク
リ
ッ

ク
で
ア
ク

セ
ス
 

2
)
Y
o
u
T
u
be

動
画
の

掲
載
（
チ

ャ
ン

ネ
ル

登
録
者

数
2
38
2
人

 
2
0
2
0
年

度
）
 

3
)
ア

ク
セ
ス

実
績
 

ペ
ー

ジ
ビ
ュ

ー
数

2
,
2
5
6
千
件

 
ア

ク
セ
ス

ユ
ー
ザ

ー
数

5
7
3
千

件
(2
0
2
0
年
度

) 

4
)
都

産
技
研

採
用
サ

イ
ト
を
内

製
化

し
、

情
報
の

更
新
に
ス

ピ
ー

デ
ィ

ー
に
対

応
 

5
)
都

産
技
研

ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ
向

上
の
た
め

、
ウ

ェ
ブ

サ
イ
ト

全
体
の
常

時

S
S
L
化

を
実

施
 

6
)
都

産
技
研

公
式
ツ

イ
ッ
タ
ー

に
て

、
都

産
技
研

ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト

の
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携
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の

支
援
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企
業
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速
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0
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1
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地
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独
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行
政

法
人
化

1
0
年
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（
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0
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2
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（
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3
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レ
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（
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、
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P
R
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、
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業
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。
 

 

5
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4
)
「

T
I
R
I
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E
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の
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面
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械
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事
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（
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6
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)
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行
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7
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掲
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検
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・
依

頼
試

験
や
設

備
機
器

の
利

用
に

関

す
る

情
報
 

・
産

業
人

材
育
成

に
関
す

る
セ

ミ
ナ

ー

開
催

情
報
 

・
共

同
研

究
や
受

託
研
究

の
公

募
に

関

す
る

情
報
 

・
最
近

の
国
内

外
の
技

術
動
向

等
に

関
す

る
情

報
 

・
来

所
お
よ

び
ラ
イ

ブ
配
信
に

よ
る

ハ
イ

ブ
リ
ッ

ド
方
式
を

導
入

2
02
0
年

度
) 

(
4
)
他

機
関
の

研
究
発

表
会
へ

発
表

者
を

派
遣
 

(
5
)
施

設
公
開

の
開
催
 

1
)
中

小
企

業
お

よ
び

都
民

に
各

事
業

所
を

公
開

し
、

各
種

事
業
の

紹
介

、
利

用
促

進
、

産
業

技
術

の
普
及

を
促
進
 

 
2
)
来

場
者

向
け

に
都

産
技

研
を

活
用

し
て

製
品

化
に

至
っ

た
事
例

10
例

の
製

品
と

説
明

パ

ネ
ル

等
の
常

設
展
示

を
開
始
(
2
0
2
0
年
度

) 

 (
6
)
施

設
見
学

の
随
時

実
施
 

2
0
1
6
年

度
 
28
2
件

3
,
8
9
1
名

 
2
0
1
7
年

度
20
9
件

3
,
0
36

名
 
2
0
1
8
年

度
24
6
件

2
,
31
2
名

2
0
1
9
年

度
 
2
4
0
件

2
,
3
0
9
名

 
2
0
2
0
年

度
 2
6
件

 
 
 
22
2
名
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7
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認

知
度
調

査
の
実

施
 

 
2
0
1
6
年
度

 
製
造

業
に
お
け

る
都

産
技

研
の
認

知
度
 
4
5
.
0
％
 

 
 
2
0
2
0
年
度

 
製
造

業
に
お
け

る
都

産
技

研
の
認

知
度
 
4
3
.
3
％
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8
)
都

産
技
研
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ェ
ブ

サ
イ
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ュ
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年
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ー
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ッ
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2
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o
u
T
u
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ャ
ン
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2
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2
0
年
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績
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 (
1
8
)
図

書
室

の
運
営
 

都
産

技
研
の

事
業
に

関
わ
る
テ

ー
マ

で
企

画
展
示

を
2
ヶ
月
に

1
回

程
度

実
施
し

、
所
内

デ
ジ

タ
ル
サ

イ
ネ
ー

ジ
に
掲
示

す
る

こ
と

で
所
内

外
に
案
内
 

 

5
年

間
の
評

定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

B
 

B
 

B
 

B
 

 

 

6
1

第
三

 
業
務

運
営
の

改
善
及
び

効
率

化
に

関
す
る

事
項

 
一

 
組

織
体

制
及
び

運
営

 
二

 
業

務
運

営
の
効

率
化
と
経

費
節

減
 

 中
期

目
標

 
一
 

組
織
体

制
及
び

運
営

 
（
一

）
 機

動
性

の
高

い
組
織

体
制

の
確

保
 

地
方

独
立
行

政
法
人

の
持
つ
機
動

性
や
柔

軟
性
と

い
っ
た
メ

リ
ッ

ト
を

十
分
に

生
か
し
、
社

会
経

済
情

勢
や
中

小
企
業

の
ニ

ー
ズ

の
変
化

な
ど
に
対

し
て

、
柔

軟
か

つ
迅
速

に
対
応

で
き
る
体

制
を

確
保

す
る
。

 
（
二

）
 適

正
な

組
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を
取
り

、
質
の
高

い
サ

ー
ビ

ス
を
継

続
的
に
提

供
で

き
る

組
織
運

営
を
図
る

。
 

（
三

）
 職

員
の

確
保

・
育
成

 
都

産
技

研
の

自
律
的

運
営
の
確
立

を
目
指

す
と
と

も
に

、
将

来
の

産
業

や
技
術

の
動
向
等

を
踏

ま
え

、
中

長
期

的
な
視

点
に

立
っ

て
、
事
業

執
行
及

び
内

部
管

理
に

必
要
と

な
る
優

秀
な
職
員

の
計

画
的

な
確
保

・
育
成
を

図
る

。
 

中
小

企
業
の

技
術
的

課
題
の
解

決
や

事
業

化
な
ど

の
支
援
ニ

ー
ズ

に
効

率
的
か

つ
効
果
的

に
対
応
し

て
い
く

た
め
、
任

用
・

給
与

制
度
の

適
切
な
運

用
の

も
と

、

職
員

一
人
ひ

と
り
の

レ
ベ
ル
ア

ッ
プ

を
図

り
、
技
術

支
援
機

能
及

び
研

究
開
発

機
能
の
質

を
高

め
る

と
と
も

に
、
グ
ロ

ー
バ

ル
化

へ
の
対

応
や
中
小

企
業

の
支

援

に
関

し
て
広

い
視
野

を
持
つ
職

員
の

育
成

に
努
め

る
。

 
（
四

）
 情

報
シ

ス
テ

ム
化
の

推
進

・
情

報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ

対
策

の
徹

底
 

情
報

シ
ス
テ

ム
を
活

用
し
て
情
報

の
共
有

化
や
電

子
化
を
推

進
し

、
事
務

処
理
の

効
率
化

を
図

る
と

と
も
に

、
技

術
支

援
等

の
事

業
に
お

い
て
効
率

的
な

執
行

や
利

用
者
サ

ー
ビ
ス

の
向
上
に

努
め

る
。

 
個
人

情
報
の

漏
え
い

等
の
情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ
事

故
を
未
然

に
防

止
す

る
た
め

、
職
員
へ

の
適
切
な

情
報
提

供
や
研
修

の
実

施
な

ど
人
的

対
策
を
徹

底
す

る
と

と

も
に

、
 リ

ス
ク

を
低

減
す
る

技
術

的
対

策
を
講

じ
る
。

 
二
 

業
務
運

営
の
効

率
化
と
経

費
節

減
 

（
一

）
 業

務
改

革
の

推
進

 
業

務
運

営
の

効
率
化

と
経
費
削
減

を
目
的

と
し
て

、
業
務
内

容
や

処
理

手
続
き

を
見
直
す

な
ど

業
務

改
革
を

推
進
す
る

。
な

お
、
見

直
し
に

当
た
っ

て
は

、
業

務
の

内
容
を

よ
く
精

査
し
、
契

約
方

法
の

改
善
や

外
部
へ
の

委
託

、
外

部
人
材

の
活
用
に

も
努

め
る

。
 

（
二

）
 財

政
運

営
の

効
率
化

 
標

準
運

営
費

交
付

金
（

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

的
経

費
を

除
く

。
）

を
充

当
し

て
行

う
業

務
に

つ
い

て
は

、
業

務
の

効
率

化
を

進
め

、
毎

年
度

平
均

で
前

年
度

比
一

パ

ー
セ

ン
ト
の

財
政
運

営
の
効
率

化
を

行
う

。
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評

価
項

目
番

号
 

2
2
 

自
己

評
価
 

B
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

１
 
組

織
体
制

及
び
運

営
 

1
-
1
 
機

動
性

の
高

い
組

織
体

制
の

確

保
 都

内
各

地
の

産
業

特
性

を
考

慮
し

な

が
ら

、
社

会
経

済
情
勢

や
中
小

企
業

の
変

化
す

る
技

術
ニ

ー
ズ

に
的

確
に

対
応

で

き
る

機
動

性
の

高
い

執
行

体
制

を
確

保

す
る

た
め

、
地

方
独
立

行
政
法

人
の

メ
リ

ッ
ト

を
活

か
し

た
柔

軟
か

つ
迅

速
な

経

営
判

断
に
よ

り
、
組
織

体
制
を

弾
力

的
に

見
直

し
て
い

く
。
 

1
-
2
 
適

正
な

組
織
運

営
の
確
保

 

地
方

独
立

行
政

法
人

法
の

主
旨

に
則

っ
た

事
業

経
費

の
適

切
な

執
行

管
理

を

行
う

と
と
も

に
、
事
業

別
の
セ

グ
メ

ン
ト

管
理

に
よ
り

、
各
事
業

に
お
い

て
投

入
し

た
経

営
資
源

と
事
業

効
果
を
検

証
し

、
技

術
支

援
事

業
と

研
究

開
発

事
業

と
の

バ

ラ
ン

ス
の

取
れ

た
事

業
執

行
を

め
ざ

す

な
ど

、
都

内
中

小
企
業

に
対
し

て
高

品
質

な
技

術
支

援
サ

ー
ビ

ス
を

安
定

的
か

つ

継
続

的
に

提
供

す
る

適
切

な
組

織
運

営

を
実

施
す
る

。
 

1
-
3
 
職

員
の

確
保
・

育
成
 

技
術

革
新

の
著

し
い

産
業

や
技

術
に

対
し

将
来

を
見

据
え

た
中

長
期

的
な

視

点
に

立
っ
て

、
必
要
と

さ
れ
る

技
術

を
適

時
に

中
小

企
業

に
対

し
て

提
供

で
き

る

よ
う

、
大

学
訪

問
な
ど

の
積
極

的
な

リ
ク

ル
ー

ト
活

動
に

よ
り

優
秀

な
研

究
職

員

を
計

画
的
に

採
用
す

る
。
 

(
1
)
機

動
性
の

高
い
組

織
体
制

の
確

保
 

 
1
)
組

織
の

効
率
的

な
執
行
体

制
確

保
と

新
た
な

ニ
ー
ズ
へ

の
対

応
 

a
)
生

活
関

連
産

業
の

付
加

価
値

向
上

を
目

的
と

し
た

技
術

支
援

サ
ー

ビ
ス

を
実

施
す

る

た
め

、
開
発

第
三
部

を
新
設
 

 
 

b
)
開
発

型
中
小

企
業
に
よ

る
高

付
加

価
値
製

品
の
開
発

を
支

援
す

る
た
め

、「
3
D
も

の
づ

く
り

セ
ク
タ

ー
」「

先
端

材
料

開
発

セ
ク

タ
ー
」「

複
合
素
材

開
発
セ

ク
タ
ー

」
を

開
設

 
 

c
)
I
oT

技
術
の

中
小
企
業

へ
の

導
入

・
普
及

を
図
る
た

め
、
Io
T
 
開

発
セ

ク
タ
ー
を

新
設

 
 

d
)
経
営

企
画
部

と
技
術
経

営
支

援
部

を
統
合

し
、
経
営

企
画
機
能

お
よ
び

総
合
調
整

機
能

を
強

化
 

 
 

e
)
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
成
果
を

発
展

さ
せ

る
組
織

横
断
的
な

対
応

や
調

整
等
を

行
う
た
め

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

事
業
推

進
部
を
開

発
本

部
へ

設
置
 

 
 

f
)
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
事
業
の

企
画
・
管
理
・
運

営
を

よ
り

機
動
的
に

実
施
す

る
た
め
、
開

発

本
部

開
発

企
画

室
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
企

画
係

を
経

営
企

画
部

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

企
画

室
に

再
編
 

g
)
化

粧
品
分

野
を
主

軸
に
製
品

化
・
事

業
化
を

目
指
す

中
小

企
業

を
支

援
す
る

た
め
、
ヘ

ル
ス

ケ
ア
産

業
支
援

室
を
新
設

 

h
)
中

小
企
業

に
お
け

る
5
G
事

業
を

迅
速

に
立
ち

上
げ
る
た
め

、
5G

次
世
代

通
信
応
用

担

当
部

長
お
よ

び
通
信

応
用
・
5
G
技

術
グ
ル

ー
プ
を

新
設
 

 
2
)
既

存
組

織
体
制

に
と
ら
わ

れ
な

い
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー

ム
の

設
置
 

 
 

a
)
部
署

間
連
携

に
よ
る
ニ

ー
ズ

へ
対

応
 

 
 
【

事
例
】
 

①
 平

成
2
9
 年

度
新
事

業
の
た
め

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

チ
ー
ム
 

 
 

 
②

城
東

支
所
リ

ニ
ュ
ー

ア
ル

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
 

 
 

b
)
情
報

資
産
管

理
委
員
会

の
設

置
 

 
 

c
)
都
産

技
研
設

立
1
00

周
年

記
念
事

業
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

実
行
委
員

会
 

3
)
業

務
巡
回

の
継
続

実
施
 

 
 

a
)
経
営

幹
部
の

職
場
巡
回

に
よ

り
三

現
主
義

の
経
営
を

実
践
（
年

2
 
回
）
 

 
 

 
部
門

ご
と
に

実
績
の
進

捗
管

理
と

次
年
度

以
降
の
計

画
検

討
等

を
実
施
 

 
 

b
)
国
際

化
支
援

、
サ

ー
ビ

ス
産

業
等

支
援

、
業

務
改
革

、
研
究

開
発

状
況
等

へ
の
取

り
組

み
を

確
認
 

 

機
動

性
の

高
い

組
織

体
制

を

確
保

す
る

た
め

、
組

織
の

見
直

し
や

組
織

体
制

に
と

ら
わ

れ
な

い
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

の
設

立
を

適
宜
実

施
 

 

事
業

別
セ

グ
メ

ン
ト

管
理

を

実
施

し
、

技
術

支
援

事
業

と
研

究
開

発
事

業
と

の
バ

ラ
ン

ス
の

と
れ

た
事

業
執

行
の

た
め

の
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト

に
活
用
 

 

採
用

活
動
を

強
化
し

、
技
術
職

員
、

事
務

職
員

と
も

計
画

的
な

採
用

を
実
施
 

 

民
間

企
業
へ

の
派
遣

研
修
、
社

会
人

博
士

課
程

へ
の

派
遣

研
修

な
ど

職
員

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

向
上

や
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
へ

の
取

組
み

を
実
施
 

 

情
報

シ
ス

テ
ム

の
利

便
性

向

上
、

業
務

の
効

率
化

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
向

上
へ

の
取

組
み

を
積

極
的

に
実

施
し

、
情

報
シ

ス
テ

ム
化

を
推
進
 

6
3

地
方

独
立

行
政

法
人

の
機

動
的

で
柔

軟
な

組
織

運
営

に
必

要
な

事
務

職
員

に

つ
い

て
も
、

計
画
的

に
確
保
し

て
い

く
。
 

地
方

独
立
行

政
法
人

の
任
用
・
給
与

制

度
の

特
徴
を

活
か
し

て
、
公
平

な
業

績
評

価
と

そ
の

昇
給

等
へ

の
適

切
な

反
映

に

よ
り

、
職

員
一

人
ひ
と

り
の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
高

め
る

と
と

も
に

そ
の

レ
ベ

ル

ア
ッ

プ
を

進
め

、
組

織
運

営
の

効
率

化

や
、
技

術
支
援

及
び
研

究
開
発

の
水

準
の

向
上

を
図
る

。
 

中
小

企
業

の
グ

ロ
ー

バ
ル

化
を

適
切

に
支

援
し
て

い
く
た

め
、
職
員

の
海

外
で

の
学

会
参

加
に

よ
る

情
報

収
集

な
ど

を

通
じ

て
国

際
規

格
の

相
談

に
対

応
で

き

る
職

員
の
確

保
・
育

成
に
努
め

る
。
 

1
-
4
 
情

報
シ

ス
テ
ム

化
の
推
進
・
情

報

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
対
策

の
徹
底
 

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
や
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

、

人
事
・
庶

務
シ

ス
テ
ム

な
ど
の

都
産

技
研

の
業

務
運

営
に

欠
か

せ
な

い
情

報
シ

ス

テ
ム

基
盤
を

活
用
し

、
情

報
シ

ス
テ

ム
の

利
便

性
向
上

、
業
務

の
効

率
化

、
セ
キ

ュ

リ
テ

ィ
の
向

上
等
を

図
る
。
 

テ
レ

ビ
会

議
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

遠
隔

相
談

等
を
実

施
し

、
お

客
様
へ

の
サ

ー
ビ

ス
の

向
上
に

努
め
る

。
 

海
外

展
開

を
支

援
す

る
海

外
支

所
と

の
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
化

を
推
進
し

、
利

便
性

及
び

セ
キ
ュ

リ
テ
ィ

の
向
上
を

図
る

。
 

 ２
 
業

務
運
営

の
効
率

化
と
経

費
節

減
 

2
-
1
 
業

務
改

革
の
推

進
 

お
客

様
へ
の

サ
ー
ビ

ス
の
向
上

、
業

務

(
2
)
適

正
な
組

織
体
制

の
確
保

 

1
)
 
事

業
別
セ

グ
メ
ン

ト
管
理

の
活

用
 

 
 

a
)
研
究

部
門
前

所
属
の
研

究
員

を
対

象
に
業

務
時
間
分

析
を
実
施

（
年

4
回

）
 

 
 

 
研

究
開

発
の

重
点

化
を

目
指

し
て

作
業

の
効

率
化

、
研

究
開

発
時

間
の

確
保

を
推

進

し
、

研
究
開

発
時
間

割
合
が
上

昇
 

 
 

b
)
業
務

時
間
管

理
と
併
せ

て
依

頼
試

験
の
効

率
化
、
機

器
利

用
の

増
加
に

努
め
る
 

2
)
高

品
質
な

技
術
サ

ー
ビ
ス
を

安
定

か
つ

継
続
的

に
提
供
す

る
組

織
運

営
 

 
 

a
)
総
合

支
援
窓

口
サ
ー
ビ

ス
機

能
の

充
実
 

b
)
お

客
さ
ま

か
ら
の

要
望
を
踏

ま
え

た
業

務
改
善
 

3
)
内

部
統
制

お
よ
び

コ
ン
プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
推
進

に
係
る
体

制
整

備
・

運
用
 

 
 

a
)
地

方
独

立
行

政
法

人
法

の
改

正
を

受
け

、
「

内
部
統

制
・
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
推

進
規

程
」
を

整
備

、
理

事
長
を

内
部

統
制

等
最

高
責
任

者
と
す
る

推
進

体
制

を
迅
速

に
確
立

b
)
内

部
統

制
等

最
高

責
任

者
で

あ
る

理
事

長
直

轄
の

内
部

監
査

部
と

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン

ス
委

員
会
を

設
置
し

、
所

内
に

お
け

る
内

部
統
制
・
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
に
関

す
る
取

組
み

を
総
括
 

4
)
リ

ス
ク
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト
 

リ
ス

ク
マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
活
動
の

一
環

と
し

て
、
業

務
に
潜
む
リ

ス
ク
の

洗
い
出

し
を
実
施

し
、

洗
い
出

し
た
リ

ス
ク
の
分

析
、

評
価

及
び
そ

れ
に
基
づ

く
対

策
方

針
を
検

討
 

5
)
職

員
意
識

調
査
の

実
施
 

今
後

の
都
産

技
研
が

よ
り
良
い

職
場

と
な

る
改
善

活
動
に
つ

な
げ

る
た

め
、
都

産
技
研
の

全
職

員
を

対
象

と
し

て
、
「

経
営

理
念

や
経

営
方

針
の

浸
透

度
」

及
び

「
職

場
の

状
況

」

に
つ

い
て
の

調
査
を

実
施
 

6
)
他

団
体
と

連
携
し

た
内
部
統

制
の

取
り

組
み
 

都
が

設
立
し

た
地
方

独
立
行
政

法
人

で
あ

る
東
京

都
立
大
学

、
東

京
都

健
康
長

寿
医
療
セ

ン
タ

ー
、
都

産
技

研
の
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
担
当

者
間
で
連
絡

会
を
開

催
し
、
各
法

人
に

お
け

る
内
部

統
制
の

取
組
み
状

況
等

に
つ

い
て
意

見
交
換
を

実
施
 

 (
3
)
職

員
の
確

保
・
育

成
 

1
)
技

術
職
員

の
採
用

実
績
 

 
 

一
般
型

研
究
員

お
よ
び
任

期
付

研
究

員
【
一

般
型
、
テ

ニ
ュ
ア
型

】
の
採

用
実
績
 

 
 

  

2
)
一

般
型
研

究
員
及

び
任
期
付

研
究

員
【

一
般
型

、
テ
ニ
ュ

ア
型

の
採

用
活
動

の
強
化
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

5
年

間

7
名

 
7

名
 

4
名

 
8

名
 

7
名

 
3
3

名
 

6
4
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評

価
項

目
番

号
 

2
2
 

自
己

評
価
 

B
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

１
 
組

織
体
制

及
び
運

営
 

1
-
1
 
機

動
性

の
高

い
組

織
体

制
の

確

保
 都

内
各

地
の

産
業

特
性

を
考

慮
し

な

が
ら

、
社

会
経

済
情
勢

や
中
小

企
業

の
変

化
す

る
技

術
ニ

ー
ズ

に
的

確
に

対
応

で

き
る

機
動

性
の

高
い

執
行

体
制

を
確

保

す
る

た
め

、
地

方
独
立

行
政
法

人
の

メ
リ

ッ
ト

を
活

か
し

た
柔

軟
か

つ
迅

速
な

経

営
判

断
に
よ

り
、
組
織

体
制
を

弾
力

的
に

見
直

し
て
い

く
。
 

1
-
2
 
適

正
な

組
織
運

営
の
確
保

 

地
方

独
立

行
政

法
人

法
の

主
旨

に
則

っ
た

事
業

経
費

の
適

切
な

執
行

管
理

を

行
う

と
と
も

に
、
事
業

別
の
セ

グ
メ

ン
ト

管
理

に
よ
り

、
各
事
業

に
お
い

て
投

入
し

た
経

営
資
源

と
事
業

効
果
を
検

証
し

、
技

術
支

援
事

業
と

研
究

開
発

事
業

と
の

バ

ラ
ン

ス
の

取
れ

た
事

業
執

行
を

め
ざ

す

な
ど

、
都

内
中

小
企
業

に
対
し

て
高

品
質

な
技

術
支

援
サ

ー
ビ

ス
を

安
定

的
か

つ

継
続

的
に

提
供

す
る

適
切

な
組

織
運

営

を
実

施
す
る

。
 

1
-
3
 
職

員
の

確
保
・

育
成
 

技
術

革
新

の
著

し
い

産
業

や
技

術
に

対
し

将
来

を
見

据
え

た
中

長
期

的
な

視

点
に

立
っ
て

、
必
要
と

さ
れ
る

技
術

を
適

時
に

中
小

企
業

に
対

し
て

提
供

で
き

る

よ
う

、
大

学
訪

問
な
ど

の
積
極

的
な

リ
ク

ル
ー

ト
活

動
に

よ
り

優
秀

な
研

究
職

員

を
計

画
的
に

採
用
す

る
。
 

(
1
)
機

動
性
の

高
い
組

織
体
制

の
確

保
 

 
1
)
組

織
の

効
率
的

な
執
行
体

制
確

保
と

新
た
な

ニ
ー
ズ
へ

の
対

応
 

a
)
生

活
関

連
産

業
の

付
加

価
値

向
上

を
目

的
と

し
た

技
術

支
援

サ
ー

ビ
ス

を
実

施
す

る

た
め

、
開
発

第
三
部

を
新
設
 

 
 

b
)
開
発

型
中
小

企
業
に
よ

る
高

付
加

価
値
製

品
の
開
発

を
支

援
す

る
た
め

、「
3
D
も

の
づ

く
り

セ
ク
タ

ー
」「

先
端

材
料

開
発

セ
ク

タ
ー
」「

複
合
素
材

開
発
セ

ク
タ
ー

」
を

開
設

 
 

c
)
I
oT

技
術
の

中
小
企
業

へ
の

導
入

・
普
及

を
図
る
た

め
、
Io
T
 
開

発
セ

ク
タ
ー
を

新
設

 
 

d
)
経
営

企
画
部

と
技
術
経

営
支

援
部

を
統
合

し
、
経
営

企
画
機
能

お
よ
び

総
合
調
整

機
能

を
強

化
 

 
 

e
)
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
成
果
を

発
展

さ
せ

る
組
織

横
断
的
な

対
応

や
調

整
等
を

行
う
た
め

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

事
業
推

進
部
を
開

発
本

部
へ

設
置
 

 
 

f
)
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
事
業
の

企
画
・
管
理
・
運

営
を

よ
り

機
動
的
に

実
施
す

る
た
め
、
開

発

本
部

開
発

企
画

室
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
企

画
係

を
経

営
企

画
部

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

企
画

室
に

再
編
 

g
)
化

粧
品
分

野
を
主

軸
に
製
品

化
・
事

業
化
を

目
指
す

中
小

企
業

を
支

援
す
る

た
め
、
ヘ

ル
ス

ケ
ア
産

業
支
援

室
を
新
設

 

h
)
中

小
企
業

に
お
け

る
5
G
事

業
を

迅
速

に
立
ち

上
げ
る
た
め

、
5G

次
世
代

通
信
応
用

担

当
部

長
お
よ

び
通
信

応
用
・
5
G
技

術
グ
ル

ー
プ
を

新
設
 

 
2
)
既

存
組

織
体
制

に
と
ら
わ

れ
な

い
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー

ム
の

設
置
 

 
 

a
)
部
署

間
連
携

に
よ
る
ニ

ー
ズ

へ
対

応
 

 
 
【

事
例
】
 

①
 平

成
2
9
 年

度
新
事

業
の
た
め

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

チ
ー
ム
 

 
 

 
②

城
東

支
所
リ

ニ
ュ
ー

ア
ル

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
 

 
 

b
)
情
報

資
産
管

理
委
員
会

の
設

置
 

 
 

c
)
都
産

技
研
設

立
1
00

周
年

記
念
事

業
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

実
行
委
員

会
 

3
)
業

務
巡
回

の
継
続

実
施
 

 
 

a
)
経
営

幹
部
の

職
場
巡
回

に
よ

り
三

現
主
義

の
経
営
を

実
践
（
年

2
 
回
）
 

 
 

 
部
門

ご
と
に

実
績
の
進

捗
管

理
と

次
年
度

以
降
の
計

画
検

討
等

を
実
施
 

 
 

b
)
国
際

化
支
援

、
サ

ー
ビ

ス
産

業
等

支
援

、
業

務
改
革

、
研
究

開
発

状
況
等

へ
の
取

り
組

み
を

確
認
 

 

機
動

性
の

高
い

組
織

体
制

を

確
保

す
る

た
め

、
組

織
の

見
直

し
や

組
織

体
制

に
と

ら
わ

れ
な

い
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

の
設

立
を

適
宜
実

施
 

 

事
業

別
セ

グ
メ

ン
ト

管
理

を

実
施

し
、

技
術

支
援

事
業

と
研

究
開

発
事

業
と

の
バ

ラ
ン

ス
の

と
れ

た
事

業
執

行
の

た
め

の
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト

に
活
用
 

 

採
用

活
動
を

強
化
し

、
技
術
職

員
、

事
務

職
員

と
も

計
画

的
な

採
用

を
実
施
 

 

民
間

企
業
へ

の
派
遣

研
修
、
社

会
人

博
士

課
程

へ
の

派
遣

研
修

な
ど

職
員

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

向
上

や
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
へ

の
取

組
み

を
実
施
 

 

情
報

シ
ス

テ
ム

の
利

便
性

向

上
、

業
務

の
効

率
化

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
向

上
へ

の
取

組
み

を
積

極
的

に
実

施
し

、
情

報
シ

ス
テ

ム
化

を
推
進
 

6
3

地
方

独
立

行
政

法
人

の
機

動
的

で
柔

軟
な

組
織

運
営

に
必

要
な

事
務

職
員

に

つ
い

て
も
、

計
画
的

に
確
保
し

て
い

く
。
 

地
方

独
立
行

政
法
人

の
任
用
・
給
与

制

度
の

特
徴
を

活
か
し

て
、
公
平

な
業

績
評

価
と

そ
の

昇
給

等
へ

の
適

切
な

反
映

に

よ
り

、
職

員
一

人
ひ
と

り
の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
高

め
る

と
と

も
に

そ
の

レ
ベ

ル

ア
ッ

プ
を

進
め

、
組

織
運

営
の

効
率

化

や
、
技

術
支
援

及
び
研

究
開
発

の
水

準
の

向
上

を
図
る

。
 

中
小

企
業

の
グ

ロ
ー

バ
ル

化
を

適
切

に
支

援
し
て

い
く
た

め
、
職
員

の
海

外
で

の
学

会
参

加
に

よ
る

情
報

収
集

な
ど

を

通
じ

て
国

際
規

格
の

相
談

に
対

応
で

き

る
職

員
の
確

保
・
育

成
に
努
め

る
。
 

1
-
4
 
情

報
シ

ス
テ
ム

化
の
推
進
・
情

報

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
対
策

の
徹
底
 

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
や
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

、

人
事
・
庶

務
シ

ス
テ
ム

な
ど
の

都
産

技
研

の
業

務
運

営
に

欠
か

せ
な

い
情

報
シ

ス

テ
ム

基
盤
を

活
用
し

、
情

報
シ

ス
テ

ム
の

利
便

性
向
上

、
業
務

の
効

率
化

、
セ
キ

ュ

リ
テ

ィ
の
向

上
等
を

図
る
。
 

テ
レ

ビ
会

議
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

遠
隔

相
談

等
を
実

施
し

、
お

客
様
へ

の
サ

ー
ビ

ス
の

向
上
に

努
め
る

。
 

海
外

展
開

を
支

援
す

る
海

外
支

所
と

の
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
化

を
推
進
し

、
利

便
性

及
び

セ
キ
ュ

リ
テ
ィ

の
向
上
を

図
る

。
 

 ２
 
業

務
運
営

の
効
率

化
と
経

費
節

減
 

2
-
1
 
業

務
改

革
の
推

進
 

お
客

様
へ
の

サ
ー
ビ

ス
の
向
上

、
業

務

(
2
)
適

正
な
組

織
体
制

の
確
保

 

1
)
 
事

業
別
セ

グ
メ
ン

ト
管
理

の
活

用
 

 
 

a
)
研
究

部
門
前

所
属
の
研

究
員

を
対

象
に
業

務
時
間
分

析
を
実
施

（
年

4
回

）
 

 
 

 
研

究
開

発
の

重
点

化
を

目
指

し
て

作
業

の
効

率
化

、
研

究
開

発
時

間
の

確
保

を
推

進

し
、

研
究
開

発
時
間

割
合
が
上

昇
 

 
 

b
)
業
務

時
間
管

理
と
併
せ

て
依

頼
試

験
の
効

率
化
、
機

器
利

用
の

増
加
に

努
め
る
 

2
)
高

品
質
な

技
術
サ

ー
ビ
ス
を

安
定

か
つ

継
続
的

に
提
供
す

る
組

織
運

営
 

 
 

a
)
総
合

支
援
窓

口
サ
ー
ビ

ス
機

能
の

充
実
 

b
)
お

客
さ
ま

か
ら
の

要
望
を
踏

ま
え

た
業

務
改
善
 

3
)
内

部
統
制

お
よ
び

コ
ン
プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
推
進

に
係
る
体

制
整

備
・

運
用
 

 
 

a
)
地

方
独

立
行

政
法

人
法

の
改

正
を

受
け

、
「

内
部
統

制
・
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
推

進
規

程
」
を

整
備

、
理

事
長
を

内
部

統
制

等
最

高
責
任

者
と
す
る

推
進

体
制

を
迅
速

に
確
立

b
)
内

部
統

制
等

最
高

責
任

者
で

あ
る

理
事

長
直

轄
の

内
部

監
査

部
と

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン

ス
委

員
会
を

設
置
し

、
所

内
に

お
け

る
内

部
統
制
・
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
に
関

す
る
取

組
み

を
総
括
 

4
)
リ

ス
ク
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト
 

リ
ス

ク
マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
活
動
の

一
環

と
し

て
、
業

務
に
潜
む
リ

ス
ク
の

洗
い
出

し
を
実
施

し
、

洗
い
出

し
た
リ

ス
ク
の
分

析
、

評
価

及
び
そ

れ
に
基
づ

く
対

策
方

針
を
検

討
 

5
)
職

員
意
識

調
査
の

実
施
 

今
後

の
都
産

技
研
が

よ
り
良
い

職
場

と
な

る
改
善

活
動
に
つ

な
げ

る
た

め
、
都

産
技
研
の

全
職

員
を

対
象

と
し

て
、
「

経
営

理
念

や
経

営
方

針
の

浸
透

度
」

及
び

「
職

場
の

状
況

」

に
つ

い
て
の

調
査
を

実
施
 

6
)
他

団
体
と

連
携
し

た
内
部
統

制
の

取
り

組
み
 

都
が

設
立
し

た
地
方

独
立
行
政

法
人

で
あ

る
東
京

都
立
大
学

、
東

京
都

健
康
長

寿
医
療
セ

ン
タ

ー
、
都

産
技

研
の
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
担
当

者
間
で
連
絡

会
を
開

催
し
、
各
法

人
に

お
け

る
内
部

統
制
の

取
組
み
状

況
等

に
つ

い
て
意

見
交
換
を

実
施
 

 (
3
)
職

員
の
確

保
・
育

成
 

1
)
技

術
職
員

の
採
用

実
績
 

 
 

一
般
型

研
究
員

お
よ
び
任

期
付

研
究

員
【
一

般
型
、
テ

ニ
ュ
ア
型

】
の
採

用
実
績
 

 
 

  

2
)
一

般
型
研

究
員
及

び
任
期
付

研
究

員
【

一
般
型

、
テ
ニ
ュ

ア
型

の
採

用
活
動

の
強
化
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

5
年

間

7
名

 
7

名
 

4
名

 
8

名
 

7
名

 
3
3

名
 

6
4
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地
方

独
立

行
政

法
人

の
機

動
的

で
柔

軟
な

組
織

運
営

に
必

要
な

事
務

職
員

に

つ
い

て
も
、

計
画
的

に
確
保
し

て
い

く
。
 

地
方

独
立
行

政
法
人

の
任
用
・
給
与

制

度
の

特
徴
を

活
か
し

て
、
公
平

な
業

績
評

価
と

そ
の

昇
給

等
へ

の
適

切
な

反
映

に

よ
り

、
職

員
一

人
ひ
と

り
の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
高

め
る

と
と

も
に

そ
の

レ
ベ

ル

ア
ッ

プ
を

進
め

、
組

織
運

営
の

効
率

化

や
、
技

術
支
援

及
び
研

究
開
発

の
水

準
の

向
上

を
図
る

。
 

中
小

企
業

の
グ

ロ
ー

バ
ル

化
を

適
切

に
支

援
し
て

い
く
た

め
、
職
員

の
海

外
で

の
学

会
参

加
に

よ
る

情
報

収
集

な
ど

を

通
じ

て
国

際
規

格
の

相
談

に
対

応
で

き

る
職

員
の
確

保
・
育

成
に
努
め

る
。
 

1
-
4
 
情

報
シ

ス
テ
ム

化
の
推
進
・
情

報

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
対
策

の
徹
底
 

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
や
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

、

人
事
・
庶

務
シ

ス
テ
ム

な
ど
の

都
産

技
研

の
業

務
運

営
に

欠
か

せ
な

い
情

報
シ

ス

テ
ム

基
盤
を

活
用
し

、
情

報
シ

ス
テ

ム
の

利
便

性
向
上

、
業
務

の
効

率
化

、
セ
キ

ュ

リ
テ

ィ
の
向

上
等
を

図
る
。
 

テ
レ

ビ
会

議
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

遠
隔

相
談

等
を
実

施
し

、
お

客
様
へ

の
サ

ー
ビ

ス
の

向
上
に

努
め
る

。
 

海
外

展
開

を
支

援
す

る
海

外
支

所
と

の
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
化

を
推
進
し

、
利

便
性

及
び

セ
キ
ュ

リ
テ
ィ

の
向
上
を

図
る

。
 

 ２
 
業

務
運
営

の
効
率

化
と
経

費
節

減
 

2
-
1
 
業

務
改

革
の
推

進
 

お
客

様
へ
の

サ
ー
ビ

ス
の
向
上

、
業

務

(
2
)
適

正
な
組

織
体
制

の
確
保

 

1
)
 
事

業
別
セ

グ
メ
ン

ト
管
理

の
活

用
 

 
 

a
)
研
究

部
門
前

所
属
の
研

究
員

を
対

象
に
業

務
時
間
分

析
を

実
施

（
年

4
回

）
 

 
 

 
研

究
開

発
の

重
点

化
を

目
指

し
て

作
業

の
効

率
化

、
研

究
開

発
時

間
の

確
保

を
推

進

し
、

研
究
開

発
時
間

割
合
が
上

昇
 

 
 

b
)
業
務

時
間
管

理
と
併
せ

て
依

頼
試

験
の
効

率
化
、
機

器
利
用
の

増
加
に

努
め
る
 

2
)
高

品
質
な

技
術
サ

ー
ビ
ス
を

安
定

か
つ

継
続
的

に
提
供
す

る
組

織
運

営
 

 
 

a
)
総
合

支
援
窓

口
サ
ー
ビ

ス
機

能
の

充
実
 

b
)
お

客
さ
ま

か
ら
の

要
望
を
踏

ま
え

た
業

務
改
善
 

3
)
内

部
統
制

お
よ
び

コ
ン
プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
推
進

に
係
る
体

制
整

備
・

運
用
 

 
 

a
)
地

方
独

立
行

政
法

人
法

の
改

正
を

受
け

、
「

内
部
統

制
・
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
推

進
規

程
」
を

整
備

、
理

事
長
を

内
部

統
制

等
最

高
責
任

者
と
す
る

推
進

体
制

を
迅
速

に
確
立

b
)
内

部
統

制
等

最
高

責
任

者
で

あ
る

理
事

長
直

轄
の

内
部

監
査

部
と

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン

ス
委

員
会
を

設
置
し

、
所

内
に

お
け

る
内

部
統
制
・
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
に
関

す
る
取

組
み

を
総
括
 

4
)
リ

ス
ク
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト
 

リ
ス

ク
マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
活
動
の

一
環

と
し

て
、
業

務
に
潜
む
リ

ス
ク
の

洗
い
出

し
を
実
施

し
、

洗
い
出

し
た
リ

ス
ク
の
分

析
、

評
価

及
び
そ

れ
に
基
づ

く
対

策
方

針
を
検

討
 

5
)
職

員
意
識

調
査
の

実
施
 

今
後

の
都
産

技
研
が

よ
り
良
い

職
場

と
な

る
改
善

活
動
に
つ

な
げ

る
た

め
、
都

産
技
研
の

全
職

員
を

対
象

と
し

て
、
「

経
営

理
念

や
経

営
方

針
の

浸
透

度
」

及
び

「
職

場
の

状
況

」

に
つ

い
て
の

調
査
を

実
施
 

6
)
他

団
体
と

連
携
し

た
内
部
統

制
の

取
り

組
み
 

都
が

設
立
し

た
地
方

独
立
行
政

法
人

で
あ

る
東
京

都
立
大
学

、
東

京
都

健
康
長

寿
医
療
セ

ン
タ

ー
、
都

産
技

研
の
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
担
当

者
間
で
連

絡
会

を
開

催
し
、
各
法

人
に

お
け

る
内
部

統
制
の

取
組
み
状

況
等

に
つ

い
て
意

見
交
換
を

実
施
 

 (
3
)
職

員
の
確

保
・
育

成
 

1
)
技

術
職
員

の
採
用

実
績
 

 
 

一
般
型

研
究
員

お
よ
び
任

期
付

研
究

員
【
一

般
型
、
テ

ニ
ュ

ア
型

】
の
採

用
実
績
 

 
 

  

2
)
一

般
型
研

究
員
及

び
任
期
付

研
究

員
【

一
般
型

、
テ
ニ
ュ

ア
型

の
採

用
活
動

の
強
化
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

5
年

間

7
名

 
7

名
 

4
名

 
8

名
 

7
名

 
3
3

名
 

6
4
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評

価
項

目
番

号
 

2
2
 

自
己

評
価
 

B
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

１
 
組

織
体
制

及
び
運

営
 

1
-
1
 
機

動
性

の
高

い
組

織
体

制
の

確

保
 都

内
各

地
の

産
業

特
性

を
考

慮
し

な

が
ら

、
社

会
経

済
情
勢

や
中
小

企
業

の
変

化
す

る
技

術
ニ

ー
ズ

に
的

確
に

対
応

で

き
る

機
動

性
の

高
い

執
行

体
制

を
確

保

す
る

た
め

、
地

方
独
立

行
政
法

人
の

メ
リ

ッ
ト

を
活

か
し

た
柔

軟
か

つ
迅

速
な

経

営
判

断
に
よ

り
、
組
織

体
制
を

弾
力

的
に

見
直

し
て
い

く
。
 

1
-
2
 
適

正
な

組
織
運

営
の
確
保

 

地
方

独
立

行
政

法
人

法
の

主
旨

に
則

っ
た

事
業

経
費

の
適

切
な

執
行

管
理

を

行
う

と
と
も

に
、
事
業

別
の
セ

グ
メ

ン
ト

管
理

に
よ
り

、
各
事
業

に
お
い

て
投

入
し

た
経

営
資
源

と
事
業

効
果
を
検

証
し

、
技

術
支

援
事

業
と

研
究

開
発

事
業

と
の

バ

ラ
ン

ス
の

取
れ

た
事

業
執

行
を

め
ざ

す

な
ど

、
都

内
中

小
企
業

に
対
し

て
高

品
質

な
技

術
支

援
サ

ー
ビ

ス
を

安
定

的
か

つ

継
続

的
に

提
供

す
る

適
切

な
組

織
運

営

を
実

施
す
る

。
 

1
-
3
 
職

員
の

確
保
・

育
成
 

技
術

革
新

の
著

し
い

産
業

や
技

術
に

対
し

将
来

を
見

据
え

た
中

長
期

的
な

視

点
に

立
っ
て

、
必
要
と

さ
れ
る

技
術

を
適

時
に

中
小

企
業

に
対

し
て

提
供

で
き

る

よ
う

、
大

学
訪

問
な
ど

の
積
極

的
な

リ
ク

ル
ー

ト
活

動
に

よ
り

優
秀

な
研

究
職

員

を
計

画
的
に

採
用
す

る
。
 

(
1
)
機

動
性
の

高
い
組

織
体
制

の
確

保
 

 
1
)
組

織
の

効
率
的

な
執
行
体

制
確

保
と

新
た
な

ニ
ー
ズ
へ

の
対

応
 

a
)
生

活
関

連
産

業
の

付
加

価
値

向
上

を
目

的
と

し
た

技
術

支
援

サ
ー

ビ
ス

を
実

施
す

る

た
め

、
開
発

第
三
部

を
新
設
 

 
 

b
)
開
発

型
中
小

企
業
に
よ

る
高

付
加

価
値
製

品
の
開
発

を
支

援
す

る
た
め

、「
3
D
も

の
づ

く
り

セ
ク
タ

ー
」「

先
端

材
料

開
発

セ
ク

タ
ー
」「

複
合
素
材

開
発
セ

ク
タ
ー

」
を

開
設

 
 

c
)
I
oT

技
術
の

中
小
企
業

へ
の

導
入

・
普
及

を
図
る
た

め
、
Io
T
 
開

発
セ

ク
タ
ー
を

新
設

 
 

d
)
経
営

企
画
部

と
技
術
経

営
支

援
部

を
統
合

し
、
経
営

企
画
機
能

お
よ
び

総
合
調
整

機
能

を
強

化
 

 
 

e
)
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
成
果
を

発
展

さ
せ

る
組
織

横
断
的
な

対
応

や
調

整
等
を

行
う
た
め

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

事
業
推

進
部
を
開

発
本

部
へ

設
置
 

 
 

f
)
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
事
業
の

企
画
・
管
理
・
運

営
を

よ
り

機
動
的
に

実
施
す

る
た
め
、
開

発

本
部

開
発

企
画

室
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
企

画
係

を
経

営
企

画
部

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

企
画

室
に

再
編
 

g
)
化

粧
品
分

野
を
主

軸
に
製
品

化
・
事

業
化
を

目
指
す

中
小

企
業

を
支

援
す
る

た
め
、
ヘ

ル
ス

ケ
ア
産

業
支
援

室
を
新
設

 

h
)
中

小
企
業

に
お
け

る
5
G
事

業
を

迅
速

に
立
ち

上
げ
る
た
め

、
5G

次
世
代

通
信
応
用

担

当
部

長
お
よ

び
通
信

応
用
・
5
G
技

術
グ
ル

ー
プ
を

新
設
 

 
2
)
既

存
組

織
体
制

に
と
ら
わ

れ
な

い
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー

ム
の

設
置
 

 
 

a
)
部
署

間
連
携

に
よ
る
ニ

ー
ズ

へ
対

応
 

 
 
【

事
例
】
 

①
 平

成
2
9
 年

度
新
事

業
の
た
め

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

チ
ー
ム
 

 
 

 
②

城
東

支
所
リ

ニ
ュ
ー

ア
ル

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
 

 
 

b
)
情
報

資
産
管

理
委
員
会

の
設

置
 

 
 

c
)
都
産

技
研
設

立
1
00

周
年

記
念
事

業
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

実
行
委
員

会
 

3
)
業

務
巡
回

の
継
続

実
施
 

 
 

a
)
経
営

幹
部
の

職
場
巡
回

に
よ

り
三

現
主
義

の
経
営
を

実
践
（
年

2
 
回
）
 

 
 

 
部
門

ご
と
に

実
績
の
進

捗
管

理
と

次
年
度

以
降
の
計

画
検

討
等

を
実
施
 

 
 

b
)
国
際

化
支
援

、
サ

ー
ビ

ス
産

業
等

支
援

、
業

務
改
革

、
研
究

開
発

状
況
等

へ
の
取

り
組

み
を

確
認
 

 

機
動

性
の

高
い

組
織

体
制

を

確
保

す
る

た
め

、
組

織
の

見
直

し
や

組
織

体
制

に
と

ら
わ

れ
な

い
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

の
設

立
を

適
宜
実

施
 

 

事
業

別
セ

グ
メ

ン
ト

管
理

を

実
施

し
、

技
術

支
援

事
業

と
研

究
開

発
事

業
と

の
バ

ラ
ン

ス
の

と
れ

た
事

業
執

行
の

た
め

の
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト

に
活
用
 

 

採
用

活
動
を

強
化
し

、
技
術
職

員
、

事
務

職
員

と
も

計
画

的
な

採
用

を
実
施
 

 

民
間

企
業
へ

の
派
遣

研
修
、
社

会
人

博
士

課
程

へ
の

派
遣

研
修

な
ど

職
員

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

向
上

や
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
へ

の
取

組
み

を
実
施
 

 

情
報

シ
ス

テ
ム

の
利

便
性

向

上
、

業
務

の
効

率
化

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
向

上
へ

の
取

組
み

を
積

極
的

に
実

施
し

、
情

報
シ

ス
テ

ム
化

を
推
進
 

6
3

地
方

独
立

行
政

法
人

の
機

動
的

で
柔

軟
な

組
織

運
営

に
必

要
な

事
務

職
員

に

つ
い

て
も
、

計
画
的

に
確
保
し

て
い

く
。
 

地
方

独
立
行

政
法
人

の
任
用
・
給
与

制

度
の

特
徴
を

活
か
し

て
、
公
平

な
業

績
評

価
と

そ
の

昇
給

等
へ

の
適

切
な

反
映

に

よ
り

、
職

員
一

人
ひ
と

り
の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
高

め
る

と
と

も
に

そ
の

レ
ベ

ル

ア
ッ

プ
を

進
め

、
組

織
運

営
の

効
率

化

や
、
技

術
支
援

及
び
研

究
開
発

の
水

準
の

向
上

を
図
る

。
 

中
小

企
業

の
グ

ロ
ー

バ
ル

化
を

適
切

に
支

援
し
て

い
く
た

め
、
職
員

の
海

外
で

の
学

会
参

加
に

よ
る

情
報

収
集

な
ど

を

通
じ

て
国

際
規

格
の

相
談

に
対

応
で

き

る
職

員
の
確

保
・
育

成
に
努
め

る
。
 

1
-
4
 
情

報
シ

ス
テ
ム

化
の
推
進
・
情

報

セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
対
策

の
徹
底
 

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
や
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

、

人
事
・
庶

務
シ

ス
テ
ム

な
ど
の

都
産

技
研

の
業

務
運

営
に

欠
か

せ
な

い
情

報
シ

ス

テ
ム

基
盤
を

活
用
し

、
情

報
シ

ス
テ

ム
の

利
便

性
向
上

、
業
務

の
効

率
化

、
セ
キ

ュ

リ
テ

ィ
の
向

上
等
を

図
る
。
 

テ
レ

ビ
会

議
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

遠
隔

相
談

等
を
実

施
し

、
お

客
様
へ

の
サ

ー
ビ

ス
の

向
上
に

努
め
る

。
 

海
外

展
開

を
支

援
す

る
海

外
支

所
と

の
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
化

を
推
進
し

、
利

便
性

及
び

セ
キ
ュ

リ
テ
ィ

の
向
上
を

図
る

。
 

 ２
 
業

務
運
営

の
効
率

化
と
経

費
節

減
 

2
-
1
 
業

務
改

革
の
推

進
 

お
客

様
へ
の

サ
ー
ビ

ス
の
向
上

、
業

務

(
2
)
適

正
な
組

織
体
制

の
確
保

 

1
)
 
事

業
別
セ

グ
メ
ン

ト
管
理

の
活

用
 

 
 

a
)
研
究

部
門
前

所
属
の
研

究
員

を
対

象
に
業

務
時
間
分

析
を
実
施

（
年

4
回

）
 

 
 

 
研

究
開

発
の

重
点

化
を

目
指

し
て

作
業

の
効

率
化

、
研

究
開

発
時

間
の

確
保

を
推

進

し
、

研
究
開

発
時
間

割
合
が
上

昇
 

 
 

b
)
業
務

時
間
管

理
と
併
せ

て
依

頼
試

験
の
効

率
化
、
機

器
利

用
の

増
加
に

努
め
る
 

2
)
高

品
質
な

技
術
サ

ー
ビ
ス
を

安
定

か
つ

継
続
的

に
提
供
す

る
組

織
運

営
 

 
 

a
)
総
合

支
援
窓

口
サ
ー
ビ

ス
機

能
の

充
実
 

b
)
お

客
さ
ま

か
ら
の

要
望
を
踏

ま
え

た
業

務
改
善
 

3
)
内

部
統
制

お
よ
び

コ
ン
プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
推
進

に
係
る
体

制
整

備
・

運
用
 

 
 

a
)
地

方
独

立
行

政
法

人
法

の
改

正
を

受
け

、
「

内
部
統

制
・
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
推

進
規

程
」
を

整
備

、
理

事
長
を

内
部

統
制

等
最

高
責
任

者
と
す
る

推
進

体
制

を
迅
速

に
確
立

b
)
内

部
統

制
等

最
高

責
任

者
で

あ
る

理
事

長
直

轄
の

内
部

監
査

部
と

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン

ス
委

員
会
を

設
置
し

、
所

内
に

お
け

る
内

部
統
制
・
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
に
関

す
る
取

組
み

を
総
括
 

4
)
リ

ス
ク
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト
 

リ
ス

ク
マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
活
動
の

一
環

と
し

て
、
業

務
に
潜
む
リ

ス
ク
の

洗
い
出

し
を
実
施

し
、

洗
い
出

し
た
リ

ス
ク
の
分

析
、

評
価

及
び
そ

れ
に
基
づ

く
対

策
方

針
を
検

討
 

5
)
職

員
意
識

調
査
の

実
施
 

今
後

の
都
産

技
研
が

よ
り
良
い

職
場

と
な

る
改
善

活
動
に
つ

な
げ

る
た

め
、
都

産
技
研
の

全
職

員
を

対
象

と
し

て
、
「

経
営

理
念

や
経

営
方

針
の

浸
透

度
」

及
び

「
職

場
の

状
況

」

に
つ

い
て
の

調
査
を

実
施
 

6
)
他

団
体
と

連
携
し

た
内
部
統

制
の

取
り

組
み
 

都
が

設
立
し

た
地
方

独
立
行
政

法
人

で
あ

る
東
京

都
立
大
学

、
東

京
都

健
康
長

寿
医
療
セ

ン
タ

ー
、
都

産
技

研
の
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
担
当

者
間
で
連
絡

会
を
開

催
し
、
各
法

人
に

お
け

る
内
部

統
制
の

取
組
み
状

況
等

に
つ

い
て
意

見
交
換
を

実
施
 

 (
3
)
職

員
の
確

保
・
育

成
 

1
)
技

術
職
員

の
採
用

実
績
 

 
 

一
般
型

研
究
員

お
よ
び
任

期
付

研
究

員
【
一

般
型
、
テ

ニ
ュ
ア
型

】
の
採

用
実
績
 

 
 

  

2
)
一

般
型
研

究
員
及

び
任
期
付

研
究

員
【

一
般
型

、
テ
ニ
ュ

ア
型

の
採

用
活
動

の
強
化
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

5
年

間

7
名

 
7

名
 

4
名

 
8

名
 

7
名

 
3
3

名
 

6
4
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の
効

率
化

、
経

費
の
削

減
等
を

目
的

と
し

て
、
組

織
と
職

員
か
ら

の
提
案

に
よ

る
業

務
内

容
や

処
理

手
続

き
の

見
直

し
等

の

業
務

改
革
を

推
進
し

、
外

部
機

関
や

専
門

家
の

活
用

も
含

め
高

い
経

営
品

質
の

実

現
や

利
用
者

満
足
度

の
向
上
を

目
指

す
。
 

2
-
2
 
財

政
運

営
の
効

率
化
 

標
準

運
営
費

交
付
金
（

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト

的
経

費
を

除
く

。
）

を
充

当
し

て
行

う
業

務
に

つ
い
て

は
、
中
小

企
業
ニ

ー
ズ

の
低

下
し

た
業

務
の

見
直

し
や

複
数

年
契

約

の
推

進
等
に

よ
り

、
毎

年
度
平

均
で

前
年

度
比

一
パ

ー
セ

ン
ト

の
財

政
運

営
の

効

率
化

を
図
る

。
 

a
)
合

同
企
業

説
明
会

等
へ
の
参

加
 

 
 

b
)
大
学

訪
問
等

の
実
施
 

 
 

c
)
都
産

技
研
本

部
で
の
就

職
説

明
会

等
の
開

催
 

 
 

d
)
広
報

媒
体
を

活
用
し
た

採
用

活
動
 

 
 

e
)
オ
ン

ラ
イ
ン

に
よ
る
採

用
活

動
の

強
化
 

 
3
)
事

務
職

員
の
計

画
的
な
確

保
 

 
 

a
)
人
材

紹
介
会

社
を
活
用

し
た

都
産

技
研
固

有
事
務
職

員
の

採
用
 

 
 

b
)
大
卒

程
度
事

務
職
員
の

採
用

活
動
 

 
4
)
公

平
な

業
績
評

価
と
そ
の

昇
給

等
へ

の
適
切

な
反
映
に

よ
る

組
織

運
営
の

効
率
化
や

、
技

術
支

援
お
よ

び
研
究

開
発
の
水

準
の

向
上
 

 
 

a
)
公
平

な
業
績

評
価
と
そ

の
昇

給
等

へ
の
適

切
な
反
映

 

 
 

b
)
職

員
一

人
一

人
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
向

上
や

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

へ
の

取
り

組
み

に
よ

る

組
織

運
営
の

効
率
化

や
技
術
支

援
お

よ
び

研
究
開

発
の
水
準

の
向

上
 

 
 

c
)
公
平

な
業
績

評
価
と
そ

の
昇

給
等

へ
の
適

切
な
反
映

 

 
5
)
国

際
化

の
相
談

に
対
応
で

き
る

職
員

の
育
成
 

 
 

a
)
海
外

で
開
催

さ
れ
る
学

会
へ

の
参

加
 

 
 

b
)
海
外

の
支
援

機
関
訪
問

へ
の

職
員

参
加
 

 
 

c
)
国
内

外
の
規

制
に
関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
へ
の

職
員
の
参

加
 

 (
4
)
情

報
シ
ス

テ
ム
化

の
推
進

・
情

報
セ

キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
の

徹
底
 

 
1
)
情

報
シ

ス
テ
ム

の
利
便
性

お
よ

び
セ

キ
ュ
リ

テ
ィ
の
向

上
 

 
 

a
)
情
報

シ
ス
テ

ム
の
更
新

 

 
 

b
)
研
究

開
発
用

サ
ー
バ
ー

環
境

の
提

供
 

 
 

c
)
セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
に
関
す

る
注

意
喚

起
 

 
 

d
)
ロ
グ

監
視
業

務
の
効
率

化
 

 
 

e
)
I
T
資

産
登
録
 

 
 

f
)
W
eb

フ
ィ
ル

タ
ブ
ロ
ッ

ク
解

除
申

請
 

 
 

g
)
U
SB

メ
モ
リ

配
布
規
程

の
見

直
し
 

 
 

h
)
機
密

性
に
関

す
る
定
義

の
見

直
し
 

 
 

i
)
機
器

利
用
事

業
実
態
調

査
 

 
 

j
)
新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス

（
緊

急
事

態
宣
言

）
対
応
 

 
 
緊

急
事

態
宣

言
発

令
後

、
早

期
に

効
率

的
に

自
宅

勤
務

を
行

え
る

よ
う

以
下

の
サ

ー

ス
を
導
入
・
展
開
（
新
規
）

 
・
テ
レ
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
（
So
l
i
t
o
n 
S
e
cu
r
eD
e
s
k
to
p
サ
ー

ビ
ス
）

 

6
5

4
月

14
日
よ

り
試

用
含

め
て
管

理
職
・
間
接

部
門

か
ら

展
開
（

2
00

名
規

模
）、

7
月

よ
り
全
職
員

3
5
0
名
分
を
対
象
に
展
開

 
・
W
e
b
会
議
サ
ー
ビ
ス
（
C
is
c
o
 
W
e
be
x
 
Me
e
ti
n
g
s）

 
4
月

2
2
日
よ
り
試
用
含
め
て
管
理
職
・
間
接
部
門
か
ら

展
開

（
7
0
名

規
模

）
、

7
月

中
旬
よ
り
全
職
員

3
5
0
名
分
を
対
象
に
展
開
 

 
2
)
情

報
シ

ス
テ
ム

を
活
用
し

た
お

客
さ

ま
サ
ー

ビ
ス
お
よ

び
利
便
性

の
向
上
 

 
 

a
)
テ
レ

ビ
会
議

シ
ス
テ
ム

・
W
e
b
会

議
シ
ス

テ
ム
の
活

用
 

 
 

b
)
ラ
イ

ブ
配
信

シ
ス
テ
ム

の
活

用
 

 
 

c
)
海
外

支
所
と

の
会
議
、

セ
ミ
ナ

ー
配

信
で

の
テ
レ
ビ

会
議
シ
ス

テ
ム
・

W
e
b
会
議

シ
ス

テ
ム

の
利
用
 

 
 

d
)
タ
ブ

レ
ッ
ト

端
末
を
活

用
し

た
ペ

ー
パ
ー

レ
ス
の
取

り
組

み
 

 (
5
)
業

務
改
革

の
推
進
 

 
お

客
さ
ま

へ
の
サ

ー
ビ
ス
の

向
上

、
業
務

の
効
率

化
、
経

費
の
削
減

、
業

務
事

故
の
低

減
等

を
目

的
と
し

、
全
部

門
が
業
務

改
革

を
実

施
 

 (
6
)
財

政
運
営

の
効
率

化
 

複
数

年
契
約

の
促
進

に
よ
り
、

事
務

負
担

を
軽
減
 

  

5
年

間
の
評

定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

B
 

B
 

B
 

C
 

 

6
6
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の
効

率
化

、
経

費
の
削

減
等
を

目
的

と
し

て
、
組

織
と
職

員
か
ら

の
提
案

に
よ

る
業

務
内

容
や

処
理

手
続

き
の

見
直

し
等

の

業
務

改
革
を

推
進
し

、
外

部
機

関
や

専
門

家
の

活
用

も
含

め
高

い
経

営
品

質
の

実

現
や

利
用
者

満
足
度

の
向
上
を

目
指

す
。
 

2
-
2
 
財

政
運

営
の
効

率
化
 

標
準

運
営
費

交
付
金
（

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト

的
経

費
を

除
く

。
）

を
充

当
し

て
行

う
業

務
に

つ
い
て

は
、
中
小

企
業
ニ

ー
ズ

の
低

下
し

た
業

務
の

見
直

し
や

複
数

年
契

約

の
推

進
等
に

よ
り

、
毎

年
度
平

均
で

前
年

度
比

一
パ

ー
セ

ン
ト

の
財

政
運

営
の

効

率
化

を
図
る

。
 

a
)
合

同
企
業

説
明
会

等
へ
の
参

加
 

 
 

b
)
大
学

訪
問
等

の
実
施
 

 
 

c
)
都
産

技
研
本

部
で
の
就

職
説

明
会

等
の
開

催
 

 
 

d
)
広
報

媒
体
を

活
用
し
た

採
用

活
動
 

 
 

e
)
オ
ン

ラ
イ
ン

に
よ
る
採

用
活

動
の

強
化
 

 
3
)
事

務
職

員
の
計

画
的
な
確

保
 

 
 

a
)
人
材

紹
介
会

社
を
活
用

し
た

都
産

技
研
固

有
事
務
職

員
の

採
用
 

 
 

b
)
大
卒

程
度
事

務
職
員
の

採
用

活
動
 

 
4
)
公

平
な

業
績
評

価
と
そ
の

昇
給

等
へ

の
適
切

な
反
映
に

よ
る

組
織

運
営
の

効
率
化
や

、
技

術
支

援
お
よ

び
研
究

開
発
の
水

準
の

向
上
 

 
 

a
)
公
平

な
業
績

評
価
と
そ

の
昇

給
等

へ
の
適

切
な
反
映

 

 
 

b
)
職

員
一

人
一

人
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
向

上
や

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

へ
の

取
り

組
み

に
よ

る

組
織

運
営
の

効
率
化

や
技
術
支

援
お

よ
び

研
究
開

発
の
水
準

の
向

上
 

 
 

c
)
公
平

な
業
績

評
価
と
そ

の
昇

給
等

へ
の
適

切
な
反
映

 

 
5
)
国

際
化

の
相
談

に
対
応
で

き
る

職
員

の
育
成
 

 
 

a
)
海
外

で
開
催

さ
れ
る
学

会
へ

の
参

加
 

 
 

b
)
海
外

の
支
援

機
関
訪
問

へ
の

職
員

参
加
 

 
 

c
)
国
内

外
の
規

制
に
関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
へ
の

職
員
の
参

加
 

 (
4
)
情

報
シ
ス

テ
ム
化

の
推
進

・
情

報
セ

キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
の

徹
底
 

 
1
)
情

報
シ

ス
テ
ム

の
利
便
性

お
よ

び
セ

キ
ュ
リ

テ
ィ
の
向

上
 

 
 

a
)
情
報

シ
ス
テ

ム
の
更
新

 

 
 

b
)
研
究

開
発
用

サ
ー
バ
ー

環
境

の
提

供
 

 
 

c
)
セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
に
関
す

る
注

意
喚

起
 

 
 

d
)
ロ
グ

監
視
業

務
の
効
率

化
 

 
 

e
)
I
T
資

産
登
録
 

 
 

f
)
W
eb

フ
ィ
ル

タ
ブ
ロ
ッ

ク
解

除
申

請
 

 
 

g
)
U
SB

メ
モ
リ

配
布
規
程

の
見

直
し
 

 
 

h
)
機
密

性
に
関

す
る
定
義

の
見

直
し
 

 
 

i
)
機
器

利
用
事

業
実
態
調

査
 

 
 

j
)
新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス

（
緊

急
事

態
宣
言

）
対
応
 

 
 
緊

急
事

態
宣

言
発

令
後

、
早

期
に

効
率

的
に

自
宅

勤
務

を
行

え
る

よ
う

以
下

の
サ

ー

ス
を
導
入
・
展
開
（
新
規
）

 
・
テ
レ
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
（
So
l
i
t
o
n 
S
e
cu
r
eD
e
s
k
to
p
サ
ー

ビ
ス
）

 

6
5

4
月

14
日
よ

り
試

用
含

め
て
管

理
職
・
間
接

部
門

か
ら

展
開
（

2
00

名
規

模
）、

7
月

よ
り
全
職
員

3
5
0
名
分
を
対
象
に
展
開

 
・
W
e
b
会
議
サ
ー
ビ
ス
（
C
is
c
o
 
W
e
be
x
 
Me
e
ti
n
g
s）

 
4
月

2
2
日
よ
り
試
用
含
め
て
管
理
職
・
間
接
部
門
か
ら

展
開

（
7
0
名

規
模

）
、

7
月

中
旬
よ
り
全
職
員

3
5
0
名
分
を
対
象
に
展
開
 

 
2
)
情

報
シ

ス
テ
ム

を
活
用
し

た
お

客
さ

ま
サ
ー

ビ
ス
お
よ

び
利
便
性

の
向
上
 

 
 

a
)
テ
レ

ビ
会
議

シ
ス
テ
ム

・
W
e
b
会

議
シ
ス

テ
ム
の
活

用
 

 
 

b
)
ラ
イ

ブ
配
信

シ
ス
テ
ム

の
活

用
 

 
 

c
)
海
外

支
所
と

の
会
議
、

セ
ミ
ナ

ー
配

信
で

の
テ
レ
ビ

会
議
シ
ス

テ
ム
・

W
e
b
会
議

シ
ス

テ
ム

の
利
用
 

 
 

d
)
タ
ブ

レ
ッ
ト

端
末
を
活

用
し

た
ペ

ー
パ
ー

レ
ス
の
取

り
組

み
 

 (
5
)
業

務
改
革

の
推
進
 

 
お

客
さ
ま

へ
の
サ

ー
ビ
ス
の

向
上

、
業
務

の
効
率

化
、
経

費
の
削
減

、
業

務
事

故
の
低

減
等

を
目

的
と
し

、
全
部

門
が
業
務

改
革

を
実

施
 

 (
6
)
財

政
運
営

の
効
率

化
 

複
数

年
契
約

の
促
進

に
よ
り
、

事
務

負
担

を
軽
減
 

  

5
年

間
の
評

定
 

2
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1
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2
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1
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0
2
0 
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4
月

14
日
よ

り
試

用
含

め
て
管

理
職
・
間
接

部
門

か
ら

展
開
（

2
00

名
規

模
）、

7
月

よ
り
全
職
員

3
5
0
名
分
を
対
象
に
展
開

 
・
W
e
b
会
議
サ
ー
ビ
ス
（
C
is
c
o
 
W
e
be
x
 
Me
e
ti
n
g
s）

 
4
月

2
2
日
よ
り
試
用
含
め
て
管
理
職
・
間
接
部
門
か
ら

展
開

（
7
0
名

規
模

）
、

7
月

中
旬
よ
り
全
職
員

3
5
0
名
分
を
対
象
に
展
開
 

 
2
)
情

報
シ

ス
テ
ム

を
活
用
し

た
お

客
さ

ま
サ
ー

ビ
ス
お
よ

び
利

便
性

の
向
上
 

 
 

a
)
テ
レ

ビ
会
議

シ
ス
テ
ム

・
W
e
b
会

議
シ
ス

テ
ム
の
活

用
 

 
 

b
)
ラ
イ

ブ
配
信

シ
ス
テ
ム

の
活

用
 

 
 

c
)
海
外

支
所
と

の
会
議
、

セ
ミ
ナ

ー
配

信
で

の
テ
レ
ビ

会
議

シ
ス

テ
ム
・

W
e
b
会
議

シ
ス

テ
ム

の
利
用
 

 
 

d
)
タ
ブ

レ
ッ
ト

端
末
を
活

用
し

た
ペ

ー
パ
ー

レ
ス
の
取

り
組

み
 

 (
5
)
業

務
改
革

の
推
進
 

 
お

客
さ
ま

へ
の
サ

ー
ビ
ス
の

向
上

、
業
務

の
効
率

化
、
経

費
の
削
減

、
業

務
事

故
の
低

減
等

を
目

的
と
し

、
全
部

門
が
業
務

改
革

を
実

施
 

 (
6
)
財

政
運
営

の
効
率

化
 

複
数

年
契
約

の
促
進

に
よ
り
、

事
務

負
担

を
軽
減
 

  

5
年

間
の
評

定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
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2
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2
0 
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B
 

B
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の
効

率
化

、
経

費
の
削

減
等
を

目
的

と
し

て
、
組

織
と
職

員
か
ら

の
提
案

に
よ

る
業

務
内

容
や

処
理

手
続

き
の

見
直

し
等

の

業
務

改
革
を

推
進
し

、
外

部
機

関
や

専
門

家
の

活
用

も
含

め
高

い
経

営
品

質
の

実

現
や

利
用
者

満
足
度

の
向
上
を

目
指

す
。
 

2
-
2
 
財

政
運

営
の
効

率
化
 

標
準

運
営
費

交
付
金
（

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト

的
経

費
を

除
く

。
）

を
充

当
し

て
行

う
業

務
に

つ
い
て

は
、
中
小

企
業
ニ

ー
ズ

の
低

下
し

た
業

務
の

見
直

し
や

複
数

年
契

約

の
推

進
等
に

よ
り

、
毎

年
度
平

均
で

前
年

度
比

一
パ

ー
セ

ン
ト

の
財

政
運

営
の

効

率
化

を
図
る

。
 

a
)
合

同
企
業

説
明
会

等
へ
の
参

加
 

 
 

b
)
大
学

訪
問
等

の
実
施
 

 
 

c
)
都
産

技
研
本

部
で
の
就

職
説

明
会

等
の
開

催
 

 
 

d
)
広
報

媒
体
を

活
用
し
た

採
用

活
動
 

 
 

e
)
オ
ン

ラ
イ
ン

に
よ
る
採

用
活

動
の

強
化
 

 
3
)
事

務
職

員
の
計

画
的
な
確

保
 

 
 

a
)
人
材

紹
介
会

社
を
活
用

し
た

都
産

技
研
固

有
事
務
職

員
の

採
用
 

 
 

b
)
大
卒

程
度
事

務
職
員
の

採
用

活
動
 

 
4
)
公

平
な

業
績
評

価
と
そ
の

昇
給

等
へ

の
適
切

な
反
映
に

よ
る

組
織

運
営
の

効
率
化
や

、
技

術
支

援
お
よ

び
研
究

開
発
の
水

準
の

向
上
 

 
 

a
)
公
平

な
業
績

評
価
と
そ

の
昇

給
等

へ
の
適

切
な
反
映

 

 
 

b
)
職

員
一

人
一

人
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
向

上
や

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

へ
の

取
り

組
み

に
よ

る

組
織

運
営
の

効
率
化

や
技
術
支

援
お

よ
び

研
究
開

発
の
水
準

の
向

上
 

 
 

c
)
公
平

な
業
績

評
価
と
そ

の
昇

給
等

へ
の
適

切
な
反
映

 

 
5
)
国

際
化

の
相
談

に
対
応
で

き
る

職
員

の
育
成
 

 
 

a
)
海
外

で
開
催

さ
れ
る
学

会
へ

の
参

加
 

 
 

b
)
海
外

の
支
援

機
関
訪
問

へ
の

職
員

参
加
 

 
 

c
)
国
内

外
の
規

制
に
関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
へ
の

職
員
の
参

加
 

 (
4
)
情

報
シ
ス

テ
ム
化

の
推
進

・
情

報
セ

キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
の

徹
底
 

 
1
)
情

報
シ

ス
テ
ム

の
利
便
性

お
よ

び
セ

キ
ュ
リ

テ
ィ
の
向

上
 

 
 

a
)
情
報

シ
ス
テ

ム
の
更
新

 

 
 

b
)
研
究

開
発
用

サ
ー
バ
ー

環
境

の
提

供
 

 
 

c
)
セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
に
関
す

る
注

意
喚

起
 

 
 

d
)
ロ
グ

監
視
業

務
の
効
率

化
 

 
 

e
)
I
T
資

産
登
録
 

 
 

f
)
W
eb

フ
ィ
ル

タ
ブ
ロ
ッ

ク
解

除
申

請
 

 
 

g
)
U
SB

メ
モ
リ

配
布
規
程

の
見

直
し
 

 
 

h
)
機
密

性
に
関

す
る
定
義

の
見

直
し
 

 
 

i
)
機
器

利
用
事

業
実
態
調

査
 

 
 

j
)
新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス

（
緊

急
事

態
宣
言

）
対
応
 

 
 
緊

急
事

態
宣

言
発

令
後

、
早

期
に

効
率

的
に

自
宅

勤
務

を
行

え
る

よ
う

以
下

の
サ

ー

ス
を
導
入
・
展
開
（
新
規
）

 
・
テ
レ
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
（
So
l
i
t
o
n 
S
e
cu
r
eD
e
s
k
to
p
サ
ー

ビ
ス
）

 

6
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4
月

14
日
よ

り
試
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含

め
て
管

理
職
・
間
接

部
門

か
ら

展
開
（

2
00

名
規

模
）、

7
月

よ
り
全
職
員

3
5
0
名
分
を
対
象
に
展
開

 
・
W
e
b
会
議
サ
ー
ビ
ス
（
C
is
c
o
 
W
e
be
x
 
Me
e
ti
n
g
s）

 
4
月

2
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日
よ
り
試
用
含
め
て
管
理
職
・
間
接
部
門
か
ら

展
開

（
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名
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模

）
、

7
月

中
旬
よ
り
全
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員

3
5
0
名
分
を
対
象
に
展
開
 

 
2
)
情

報
シ

ス
テ
ム

を
活
用
し

た
お

客
さ

ま
サ
ー

ビ
ス
お
よ

び
利
便
性

の
向
上
 

 
 

a
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テ
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ビ
会
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ス
テ
ム

・
W
e
b
会

議
シ
ス

テ
ム
の
活

用
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)
ラ
イ

ブ
配
信

シ
ス
テ
ム

の
活

用
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)
海
外

支
所
と

の
会
議
、

セ
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ー
配

信
で

の
テ
レ
ビ

会
議
シ
ス

テ
ム
・

W
e
b
会
議

シ
ス

テ
ム

の
利
用
 

 
 

d
)
タ
ブ

レ
ッ
ト

端
末
を
活

用
し

た
ペ

ー
パ
ー

レ
ス
の
取

り
組

み
 

 (
5
)
業

務
改
革

の
推
進
 

 
お

客
さ
ま

へ
の
サ

ー
ビ
ス
の

向
上

、
業
務

の
効
率

化
、
経

費
の
削
減

、
業

務
事

故
の
低

減
等

を
目

的
と
し

、
全
部

門
が
業
務

改
革

を
実

施
 

 (
6
)
財

政
運
営

の
効
率

化
 

複
数

年
契
約

の
促
進

に
よ
り
、

事
務

負
担

を
軽
減
 

  

5
年

間
の
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定
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第
五

 
そ
の

他
業
務

運
営
に
関

す
る

重
要

事
項

 
一
 

施
設
・

設
備
の

整
備
と
活

用
 

 中
期

目
標

 
業

務
の

確
実

な
実
施

と
機
能
向
上

の
た
め

の
施
設

・
設
備
の

整
備

を
計

画
的
に

実
施
す
る

。
 

実
施

に
当
た

っ
て
は

、
東

京
都

か
ら

の
施

設
整
備

補
助
金
等

の
財

源
を

確
保
し

、
先
端
技

術
へ

の
対

応
や
省

エ
ネ
ル
ギ

ー
対

策
を

含
め
た

総
合
的
・
長

期
的
観

点
に

立
っ
た

整
備
・

更
新
を
適

切
に

行
う

。
 

 
 

評
価

項
目
番

号
 

2
3
 

自
己

評
価
 

B
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

業
務

の
確

実
な

実
施

と
機

能
向

上
の

た
め

の
施
設
・
設
備
の

整
備
を

計
画

的
に

実
施

す
る
。
 

実
施

に
当
た

っ
て
は

、
東

京
都

か
ら

の

施
設

整
備

補
助

金
等

の
財

源
を

適
切

に

確
保

し
、
策
定

す
る
長

期
保
全

計
画

に
基

づ
き

総
合
的
・
長
期
的

観
点
に

立
っ

た
整

備
・

更
新
を

行
う
。
 

(
1
)
資

産
の
適

正
な
資

産
運
用

 

 
1
)
安

全
か

つ
効
率

的
な
資
産

運
用

管
理
 

a
)
資

金
運
用

方
法
 

・
債

権
（
都

債
）
を

導
入
す
る

こ
と

に
よ

り
資
金

運
用
の
多

様
化

と
収

益
増
を

推
進
 

・
大

型
定
期

預
金
等

で
資
金
運

用
 

b
)
資

産
運
用

収
入
 

  

c
)
資

金
運
用

管
理
 

 
 

 
・
資

金
管
理

規
則
に
よ

り
、

資
金

の
適
正

か
つ
効
率

的
な

管
理

を
継
続
 

 
 

 
・
過
不

足
金
取

扱
要
領

を
制

定
し

て
収
納

手
順
等
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
整
備

し
、
過
不

足
が

生
じ

た
場

合
の

手
続

き
等

を
明

確
化

す
る

こ
と

で
窓

口
収

納
現

金
の

取
り

扱
い

の

適
正

化
を
継

続
 

 
 

 
・
イ

ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
バ

ン
キ

ン
グ

の
活
用

継
続
 

d
)
未

収
金
の

整
理
 

 
 

 
2
0
17

年
度
は

未
収
入

金
１

件
が

発
生
。

事
務
処
理
ル

ー
ル
に

基
づ
き

適
切
に
管

理
 

を
行

う
 

2
)
財

政
援
助

団
体
等

監
査
へ
の

対
応

（
20
1
6
年
度

）
 

財
政

援
助
団

体
等
監

査
に
て
指

摘
を

受
け

た
内
容

に
付
き
、
全

て
対
応

済
み
 

    

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

5
年

間

5
4
4
 

2
6
0
 

1
4
5
 

8
7
 

8
3
 

1
,1

1
9 

業
務

の
確

実
な

実
施

と
機

能

向
上

の
た

め
、

本
部

及
び

支
所

の
施

設
・

設
備

の
整

備
を

計
画

的
に

実
施
 

 

資
産

運
用
に

つ
い
て

は
、
都
債

を
導

入
す

る
こ

と
に

よ
り

収
益

増
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
資

金
運

用
管

理
規

則
に

よ
り

、
資

金
の

適
正

か
つ

効
率

的
な

管
理

を
継

続
 

 

中
小

企
業
支

援
の
充

実
、
研
究

開
発

の
質

の
向

上
、

施
設

・
設

備
の

整
備

及
び

改
善

に
充

当
す

る
た

め
、

剰
余

金
及

び
積

立
金

を
適

切
に
活

用
 

(単
位

：
千

円
) 

6
7

3
)
設

備
機
器

の
校
正

・
保
守
 

保
有

す
る
機

器
等
の

校
正
、
保

守
を

実
施

し
、
適

切
な
管
理

を
実

施
 

 
 

(
2
)
剰

余
金
の

適
切
な

活
用
 

剰
余

金
の
活

用
実
績

な
し
 

 (
3
)
施

設
・
設

備
の
整

備
と
活

用
 

1
)
業

務
の
確

実
な
実

施
と
機
能

向
上

の
た

め
の
施

設
・
設
備

の
整

備
を

計
画
的

に
実
施
 

 
 

a
)
本
部

の
整
備
 

 
 

 
・
薄

膜
応
用

実
験
室
の

整
備
 

・
ア

パ
レ
ル

デ
ザ
イ

ン
室
の
整

備
 

・
航

空
機
産

業
支
援

室
の
整
備

 

・
I
o
T
支
援

サ
イ
ト

の
整
備
 

・
第

二
非
破

壊
検
査

室
放
射
線

防
護

設
備

の
整
備
 

・
ヘ

ル
ス
ケ

ア
産
業

支
援
室
整

備
工

事
 

・
環

境
試
験

室
ほ
か

冷
却
水
配

管
改

修
工

事
 

・
も

の
づ
く

り
ベ
ン

チ
ャ
ー
支

援
拠

点
整

備
 

・
D
X
推

進
セ

ン
タ
ー

・
ロ
ー

カ
ル

5
G
環

境
整
備

工
事
 

 
 
 
 
b
)
城
東

支
所
の

整
備
 

 
 

 
・
も

の
づ
く

り
ス
タ
ジ

オ
・

デ
ザ

イ
ン
ス

タ
ジ
オ
の

整
備
 

 
 
 
 
c
)
墨
田

支
所
の

整
備
 

 
 

 
・
生

活
動
作

計
測
ス
タ

ジ
オ

の
整

備
 

 
 
 
 
d
)
城
南

支
所
の

整
備
 

 
 
 
 
e
)
多
摩

テ
ク
ノ

プ
ラ
ザ
の

整
備
 

2
)
東

京
都
か

ら
の
委

託
に
よ
り

拠
点

の
施

設
維
持

運
営
を
実

施
(
2
0
1
6,
2
0
1
7
年

) 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

5
年

間
 

契
約

件
数

 
3
9
5

件
 

3
8
6

件
 

4
0
8

件
 

4
0
8

件
 

3
9
0

件
 

1
,9

8
7

件

契
約

額
（
千

円
） 

3
7
9
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0
0 

3
7
9
,4

4
8 

3
9
9
,4

7
5

3
8
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,0

5
8

3
5
0
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0
5

1
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9
4
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8
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年

間
の
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定
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0
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0
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2
0
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0
2
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B
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第
五

 
そ
の

他
業
務

運
営
に
関

す
る

重
要

事
項

 
一
 

施
設
・

設
備
の

整
備
と
活

用
 

 中
期

目
標

 
業

務
の

確
実

な
実
施

と
機
能
向
上

の
た
め

の
施
設

・
設
備
の

整
備

を
計

画
的
に

実
施
す
る

。
 

実
施

に
当
た

っ
て
は

、
東

京
都

か
ら

の
施

設
整
備

補
助
金
等

の
財

源
を

確
保
し

、
先
端
技

術
へ

の
対

応
や
省

エ
ネ
ル
ギ

ー
対

策
を

含
め
た

総
合
的
・
長

期
的
観

点
に

立
っ
た

整
備
・

更
新
を
適

切
に

行
う

。
 

 
 

評
価

項
目
番

号
 

2
3
 

自
己

評
価
 

B
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

業
務

の
確

実
な

実
施

と
機

能
向

上
の

た
め

の
施
設
・
設
備
の

整
備
を

計
画

的
に

実
施

す
る
。
 

実
施

に
当
た

っ
て
は

、
東

京
都

か
ら

の

施
設

整
備

補
助

金
等

の
財

源
を

適
切

に

確
保

し
、
策
定

す
る
長

期
保
全

計
画

に
基

づ
き

総
合
的
・
長
期
的

観
点
に

立
っ

た
整

備
・

更
新
を

行
う
。
 

(
1
)
資

産
の
適

正
な
資

産
運
用

 

 
1
)
安

全
か

つ
効
率

的
な
資
産

運
用

管
理
 

a
)
資

金
運
用

方
法
 

・
債

権
（
都

債
）
を

導
入
す
る

こ
と

に
よ

り
資
金

運
用
の
多

様
化

と
収

益
増
を

推
進
 

・
大

型
定
期

預
金
等

で
資
金
運

用
 

b
)
資

産
運
用

収
入
 

  

c
)
資

金
運
用

管
理
 

 
 

 
・
資

金
管
理

規
則
に
よ

り
、

資
金

の
適
正

か
つ
効
率

的
な

管
理

を
継
続
 

 
 

 
・
過
不

足
金
取

扱
要
領

を
制

定
し

て
収
納

手
順
等
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
整
備

し
、
過
不

足
が

生
じ

た
場

合
の

手
続

き
等

を
明

確
化

す
る

こ
と

で
窓

口
収

納
現

金
の

取
り

扱
い

の

適
正

化
を
継

続
 

 
 

 
・
イ

ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
バ

ン
キ

ン
グ

の
活
用

継
続
 

d
)
未

収
金
の

整
理
 

 
 

 
2
0
17

年
度
は

未
収
入

金
１

件
が

発
生
。

事
務
処
理
ル

ー
ル
に

基
づ
き

適
切
に
管

理
 

を
行

う
 

2
)
財

政
援
助

団
体
等

監
査
へ
の

対
応

（
20
1
6
年
度

）
 

財
政

援
助
団

体
等
監

査
に
て
指

摘
を

受
け

た
内
容

に
付
き
、
全

て
対
応

済
み
 

    

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

5
年

間

5
4
4
 

2
6
0
 

1
4
5
 

8
7
 

8
3
 

1
,1

1
9 

業
務

の
確

実
な

実
施

と
機

能

向
上

の
た

め
、

本
部

及
び

支
所

の
施

設
・

設
備

の
整

備
を

計
画

的
に

実
施
 

 

資
産

運
用
に

つ
い
て

は
、
都
債

を
導

入
す

る
こ

と
に

よ
り

収
益

増
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
資

金
運

用
管

理
規

則
に

よ
り

、
資

金
の

適
正

か
つ

効
率

的
な

管
理

を
継

続
 

 

中
小

企
業
支

援
の
充

実
、
研
究

開
発

の
質

の
向

上
、

施
設

・
設

備
の

整
備

及
び

改
善

に
充

当
す

る
た

め
、

剰
余

金
及

び
積

立
金

を
適

切
に
活

用
 

(単
位

：
千

円
) 

6
7

3
)
設

備
機
器

の
校
正

・
保
守
 

保
有

す
る
機

器
等
の

校
正
、
保

守
を

実
施

し
、
適

切
な
管
理

を
実

施
 

 
 

(
2
)
剰

余
金
の

適
切
な

活
用
 

剰
余

金
の
活

用
実
績

な
し
 

 (
3
)
施

設
・
設

備
の
整

備
と
活

用
 

1
)
業

務
の
確

実
な
実

施
と
機
能

向
上

の
た

め
の
施

設
・
設
備

の
整

備
を

計
画
的

に
実
施
 

 
 

a
)
本
部

の
整
備
 

 
 

 
・
薄

膜
応
用

実
験
室
の

整
備
 

・
ア

パ
レ
ル

デ
ザ
イ

ン
室
の
整

備
 

・
航

空
機
産

業
支
援

室
の
整
備

 

・
I
o
T
支
援

サ
イ
ト

の
整
備
 

・
第

二
非
破

壊
検
査

室
放
射
線

防
護

設
備

の
整
備
 

・
ヘ

ル
ス
ケ

ア
産
業

支
援
室
整

備
工

事
 

・
環

境
試
験

室
ほ
か

冷
却
水
配

管
改

修
工

事
 

・
も

の
づ
く

り
ベ
ン

チ
ャ
ー
支

援
拠

点
整

備
 

・
D
X
推

進
セ

ン
タ
ー

・
ロ
ー

カ
ル

5
G
環

境
整
備

工
事
 

 
 
 
 
b
)
城
東

支
所
の

整
備
 

 
 

 
・
も

の
づ
く

り
ス
タ
ジ

オ
・

デ
ザ

イ
ン
ス

タ
ジ
オ
の

整
備
 

 
 
 
 
c
)
墨
田

支
所
の

整
備
 

 
 

 
・
生

活
動
作

計
測
ス
タ

ジ
オ

の
整

備
 

 
 
 
 
d
)
城
南

支
所
の

整
備
 

 
 
 
 
e
)
多
摩

テ
ク
ノ

プ
ラ
ザ
の

整
備
 

2
)
東

京
都
か

ら
の
委

託
に
よ
り

拠
点

の
施

設
維
持

運
営
を
実

施
(
2
0
1
6,
2
0
1
7
年

) 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

5
年

間
 

契
約

件
数

 
3
9
5

件
 

3
8
6

件
 

4
0
8

件
 

4
0
8

件
 

3
9
0

件
 

1
,9

8
7

件

契
約

額
（
千

円
） 

3
7
9
,6

0
0 

3
7
9
,4

4
8 

3
9
9
,4

7
5

3
8
5
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5
8

3
5
0
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0
5

1
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9
4
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8
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5
年

間
の
評

定
 

2
0
1
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2
0
1
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2
0
1
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2
0
1
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2
0
2
0 
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B
 

B
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3
)
設

備
機
器

の
校
正

・
保
守
 

保
有

す
る
機

器
等
の

校
正
、
保

守
を

実
施

し
、
適

切
な
管
理
を

実
施
 

 
 

(
2
)
剰

余
金
の

適
切
な

活
用
 

剰
余

金
の
活

用
実
績

な
し
 

 (
3
)
施

設
・
設

備
の
整

備
と
活

用
 

1
)
業

務
の
確

実
な
実

施
と
機
能

向
上

の
た

め
の
施

設
・
設
備

の
整

備
を

計
画
的

に
実
施
 

 
 

a
)
本
部

の
整
備
 

 
 

 
・
薄

膜
応
用

実
験
室
の

整
備
 

・
ア

パ
レ
ル

デ
ザ
イ

ン
室
の
整

備
 

・
航

空
機
産

業
支
援

室
の
整
備

 

・
I
o
T
支
援

サ
イ
ト

の
整
備
 

・
第

二
非
破

壊
検
査

室
放
射
線

防
護

設
備

の
整
備
 

・
ヘ

ル
ス
ケ

ア
産
業

支
援
室
整

備
工

事
 

・
環

境
試
験

室
ほ
か

冷
却
水
配

管
改

修
工

事
 

・
も

の
づ
く

り
ベ
ン

チ
ャ
ー
支

援
拠

点
整

備
 

・
D
X
推

進
セ

ン
タ
ー

・
ロ
ー

カ
ル

5
G
環

境
整
備

工
事
 

 
 
 
 
b
)
城
東

支
所
の

整
備
 

 
 

 
・
も

の
づ
く

り
ス
タ
ジ

オ
・

デ
ザ

イ
ン
ス

タ
ジ
オ
の

整
備
 

 
 
 
 
c
)
墨
田

支
所
の

整
備
 

 
 

 
・
生

活
動
作

計
測
ス
タ

ジ
オ

の
整

備
 

 
 
 
 
d
)
城
南

支
所
の

整
備
 

 
 
 
 
e
)
多
摩

テ
ク
ノ

プ
ラ
ザ
の

整
備
 

2
)
東

京
都
か

ら
の
委

託
に
よ
り

拠
点

の
施

設
維
持

運
営
を
実

施
(
2
0
1
6,
2
0
1
7
年

) 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

5
年

間
 

契
約

件
数

 
3
9
5

件
 

3
8
6

件
 

4
0
8

件
 

4
0
8

件
 

3
9
0

件
 

1
,9

8
7

件

契
約

額
（
千
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） 

3
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9
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0
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9
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4
8 
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年

間
の
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第
五

 
そ
の

他
業
務

運
営
に
関

す
る

重
要

事
項

 
一
 

施
設
・

設
備
の

整
備
と
活

用
 

 中
期

目
標

 
業

務
の

確
実

な
実
施

と
機
能
向
上

の
た
め

の
施
設

・
設
備
の

整
備

を
計

画
的
に

実
施
す
る

。
 

実
施

に
当
た

っ
て
は

、
東

京
都

か
ら

の
施

設
整
備

補
助
金
等

の
財

源
を

確
保
し

、
先
端
技

術
へ

の
対

応
や
省

エ
ネ
ル
ギ

ー
対

策
を

含
め
た

総
合
的
・
長

期
的
観

点
に

立
っ
た

整
備
・

更
新
を
適

切
に

行
う

。
 

 
 

評
価

項
目
番

号
 

2
3
 

自
己

評
価
 

B
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

業
務

の
確

実
な

実
施

と
機

能
向

上
の

た
め

の
施
設
・
設
備
の

整
備
を

計
画

的
に

実
施

す
る
。
 

実
施

に
当
た

っ
て
は

、
東

京
都

か
ら

の

施
設

整
備

補
助

金
等

の
財

源
を

適
切

に

確
保

し
、
策
定

す
る
長

期
保
全

計
画

に
基

づ
き

総
合
的
・
長
期
的

観
点
に

立
っ

た
整

備
・

更
新
を

行
う
。
 

(
1
)
資

産
の
適

正
な
資

産
運
用

 

 
1
)
安

全
か

つ
効
率

的
な
資
産

運
用

管
理
 

a
)
資

金
運
用

方
法
 

・
債

権
（
都

債
）
を

導
入
す
る

こ
と

に
よ

り
資
金

運
用
の
多

様
化

と
収

益
増
を

推
進
 

・
大

型
定
期

預
金
等

で
資
金
運

用
 

b
)
資

産
運
用

収
入
 

  

c
)
資

金
運
用

管
理
 

 
 

 
・
資

金
管
理

規
則
に
よ

り
、

資
金

の
適
正

か
つ
効
率

的
な

管
理

を
継
続
 

 
 

 
・
過
不

足
金
取

扱
要
領

を
制

定
し

て
収
納

手
順
等
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
整
備

し
、
過
不

足
が

生
じ

た
場

合
の

手
続

き
等

を
明

確
化

す
る

こ
と

で
窓

口
収

納
現

金
の

取
り

扱
い

の

適
正

化
を
継

続
 

 
 

 
・
イ

ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
バ

ン
キ

ン
グ

の
活
用

継
続
 

d
)
未

収
金
の

整
理
 

 
 

 
2
0
17

年
度
は

未
収
入

金
１

件
が

発
生
。

事
務
処
理
ル

ー
ル
に

基
づ
き

適
切
に
管

理
 

を
行

う
 

2
)
財

政
援
助

団
体
等

監
査
へ
の

対
応

（
20
1
6
年
度

）
 

財
政

援
助
団

体
等
監

査
に
て
指

摘
を

受
け

た
内
容

に
付
き
、
全

て
対
応

済
み
 

    

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

5
年

間

5
4
4
 

2
6
0
 

1
4
5
 

8
7
 

8
3
 

1
,1

1
9 

業
務

の
確

実
な

実
施

と
機

能

向
上

の
た

め
、

本
部

及
び

支
所

の
施

設
・

設
備

の
整

備
を

計
画

的
に

実
施
 

 

資
産

運
用
に

つ
い
て

は
、
都
債

を
導

入
す

る
こ

と
に

よ
り

収
益

増
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
資

金
運

用
管

理
規

則
に

よ
り

、
資

金
の

適
正

か
つ

効
率

的
な

管
理

を
継

続
 

 

中
小

企
業
支

援
の
充

実
、
研
究

開
発

の
質

の
向

上
、

施
設

・
設

備
の

整
備

及
び

改
善

に
充

当
す

る
た

め
、

剰
余

金
及

び
積

立
金

を
適

切
に
活

用
 

(単
位

：
千

円
) 

6
7

3
)
設

備
機
器

の
校
正

・
保
守
 

保
有

す
る
機

器
等
の

校
正
、
保

守
を

実
施

し
、
適

切
な
管
理

を
実

施
 

 
 

(
2
)
剰

余
金
の

適
切
な

活
用
 

剰
余

金
の
活

用
実
績

な
し
 

 (
3
)
施

設
・
設

備
の
整

備
と
活

用
 

1
)
業

務
の
確

実
な
実

施
と
機
能

向
上

の
た

め
の
施

設
・
設
備

の
整

備
を

計
画
的

に
実
施
 

 
 

a
)
本
部

の
整
備
 

 
 

 
・
薄

膜
応
用

実
験
室
の

整
備
 

・
ア

パ
レ
ル

デ
ザ
イ

ン
室
の
整

備
 

・
航

空
機
産

業
支
援

室
の
整
備

 

・
I
o
T
支
援

サ
イ
ト

の
整
備
 

・
第

二
非
破

壊
検
査

室
放
射
線

防
護

設
備

の
整
備
 

・
ヘ

ル
ス
ケ

ア
産
業

支
援
室
整

備
工

事
 

・
環

境
試
験

室
ほ
か

冷
却
水
配

管
改

修
工

事
 

・
も

の
づ
く

り
ベ
ン

チ
ャ
ー
支

援
拠

点
整

備
 

・
D
X
推

進
セ

ン
タ
ー

・
ロ
ー

カ
ル

5
G
環

境
整
備

工
事
 

 
 
 
 
b
)
城
東

支
所
の

整
備
 

 
 

 
・
も

の
づ
く

り
ス
タ
ジ

オ
・

デ
ザ

イ
ン
ス

タ
ジ
オ
の

整
備
 

 
 
 
 
c
)
墨
田

支
所
の

整
備
 

 
 

 
・
生

活
動
作

計
測
ス
タ

ジ
オ

の
整

備
 

 
 
 
 
d
)
城
南

支
所
の

整
備
 

 
 
 
 
e
)
多
摩

テ
ク
ノ

プ
ラ
ザ
の

整
備
 

2
)
東

京
都
か

ら
の
委

託
に
よ
り

拠
点

の
施

設
維
持

運
営
を
実

施
(
2
0
1
6,
2
0
1
7
年

) 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

5
年

間
 

契
約

件
数

 
3
9
5

件
 

3
8
6

件
 

4
0
8

件
 

4
0
8

件
 

3
9
0

件
 

1
,9

8
7

件

契
約

額
（
千

円
） 

3
7
9
,6

0
0 

3
7
9
,4

4
8 

3
9
9
,4

7
5

3
8
5
,0

5
8

3
5
0
,5

0
5

1
,8

9
4
,0

8
6

  

5
年

間
の
評

定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

B
 

B
 

B
 

B
 

 

6
8

- 134 -



第
五

 
そ
の

他
業
務

運
営
に
関

す
る

重
要

事
項

 
一

 
危

機
管

理
対
策

の
推
進

 
二

 
社

会
的

責
任

 
 中

期
目

標
 

一
 

危
機
管

理
対
策

の
推
進

 
個

人
情

報
や

企
業
情

報
、
ま
た
製

 品
開
発

等
の
職

務
上
知

り
得

た
秘

密
に
つ

い
て
は
、

適
正
な
取

扱
い
と

確
実
な
漏

え
い

 防
止

対
策
を

図
る
。

 
健

全
な

事
業

活
動
の

確
保
や
事
故
・
事
件

の
未
然

防
止
を
図

る
た

め
、
環

境
保

全
や
規
制

物
質

管
理

、
労
働

安
全
衛
生

に
関

す
る

法
令
を

遵
守
し
、
安

全
管

理

体
制

の
確
保

や
職
員

に
対
す
る

教
育

を
徹

底
す
る

。
 

震
災

の
発
生

や
新
興

感
染
症
の
流

行
な
ど

に
備
え

、
対

応
策

を
検

討
し

て
お
く

と
と
も
に

、
万

が
一

発
生

し
た

場
合
に

は
、
被
害

拡
大

の
防

止
に
向

け
た

対
策

を
実

施
す
る

。
 

緊
急

事
態
が

発
生
し

た
場
合
に
、
迅

速
な

情
報
伝

達
・
意
思

決
定

な
ど

適
切
な

初
動
対
応

が
で

き
る

よ
う
、
連

絡
体
制

や
責

任
者

の
明
確

化
、
緊
急

事
態

対
処

訓
練

の
徹
底

を
図
る

。
 

二
 

社
会
的

責
任

 
（
一

）
 情

報
公

開
 

公
共

性
を
有

す
る
法

人
と
し
て
、

運
営
状

況
の
一

層
の
透
明

性
を

確
保

す
る
た

め
、
経
営

情
報

の
公

開
に

 取
り

組
む

。
 

事
業

内
容
や

事
業
運

営
状
況
に
関

す
る
情

報
開
示

請
求
に
対

し
て

は
、

規
則
に

基
づ
き
迅

速
か

つ
適

正
に
対

応
す
る
。

 
（
二

）
 環

境
へ

の
配

慮
 

法
人

の
社
会

的
責
任

を
踏
ま
え
、

環
境
負

荷
の
低

減
や
環
境

改
善

に
配

慮
し
た

業
務
運
営

を
行

う
。

 
三
 

法
人
倫

理
 

公
的

試
験
研

究
機
関

と
し
て
都

民
か

ら
高

い
信
頼

性
を
得
ら

れ
る

よ
う

、
法

令
遵

守
を
徹

底
す

る
と

と
も
に

、
職

務
執

行
に

対
す

る
中
立

性
と
公
平

性
を

確
保

し
つ

つ
、
高

い
倫
理

観
を
持
っ

て
業

務
を

行
う
。

 
 

 
評

価
項

目
番

号
 

2
4
 

自
己

評
価
 

B
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

２
 
危

機
管
理

対
策
の

推
進
 

個
人

情
報
や

企
業
情

報
、
ま
た

製
品

開

発
等

の
職

務
上

知
り

得
た

秘
密

に
つ

い

て
は

、
適

正
な

取
扱
い

と
確
実

な
漏

洩
防

止
を

図
る
た

め
に

、
全

職
員
の

受
講

を
必

須
と

す
る
研

修
を
実

施
す
る
。

 

健
全

な
事
業

活
動
の

確
保
や
事

故
・
事

件
の

未
然
防

止
を
図

る
た
め
、
環

境
保

全

や
規

制
物
質

管
理

、
労

働
安
全

衛
生

に
関

(
1
)
危

機
管
理

対
策
の

推
進
 

1
)
情

報
管
理

に
関
す

る
研
修
の

実
施
 

a
)
全

職
員
受

講
の
研

修
を
実
施

 

b
)
新

規
採
用

者
の
情

報
セ
キ
ュ

リ
テ

ィ
研

修
 

2
)
化

学
物
質

等
、
高

圧
ガ
ス
、

放
射

線
施

設
の
管

理
と
安
全

取
り

扱
い

の
確
保
 

 
 

a
)
化
学

物
質
等

の
管
理
 

b
)
高

圧
ガ
ス

の
管
理
 

 
 

c
)
放
射

線
安
全

管
理
 

 
 

d
)
官
公

署
へ
の

申
請
を
要

す
る

設
備

・
機
器

の
適
正
管

理
に

向
け

た
取
組
 

全
職

員
受

講
の

コ
ン

プ
ラ

イ

ア
ン

ス
研

修
の

実
施

、
法

令
に

基
づ

く
危

険
物

・
毒

劇
物

・
高

圧
ガ

ス
の

管
理

と
取

扱
い

、
普

通
救

命
講

習
会

や
地

震
・

火
災

訓
練

に
よ

る
職

員
へ

の
安

全
教

育
の

実
施

、
震

災
や

新
興

感
染

症
の

流
行

な
ど

へ
の

対
策

の
継

続
、

迅
速

な
情

報
伝

達
・

意
思

6
9

す
る

法
令
を

遵
守
し

、
危

険
物

、
毒
劇

物

の
管

理
と
取

扱
い

、
災

害
に
対

す
る

管
理

体
制

を
確
保

す
る
と

と
も
に
、
防

災
訓

練

等
の

実
施

や
職

員
に

対
す

る
意

識
向

上

の
た

め
の
研

修
を
実

施
す
る
。

 

震
災

の
発

生
や

新
興

感
染

症
の

流
行

な
ど

に
備
え

、
対
応
策

を
定
め

る
と

と
も

に
、
万
が

一
発
生
し

た
場

合
に

は
、
被

害

拡
大

の
防

止
に

向
け

た
対

策
を

実
施

す

る
。
 

緊
急

事
態
の

発
生
を

想
定
し
、
対

策
委

員
会

の
設
置

、
緊
急

連
絡

網
の

設
定
、
通

報
訓

練
の

実
施

等
を

マ
ニ

ュ
ア

ル
と

し

て
ま

と
め
る

な
ど
、

迅
速
な
情

報
伝

達
・

意
思

決
定

に
向

け
た

管
理

体
制

の
整

備

を
図

る
。
 

 

３
 
社

会
的
責

任
 

3
-
1
 
情

報
公

開
 

公
共

性
を
有

す
る
法

人
と
し
て

、
運

営

状
況

の
一

層
の

透
明

性
を

確
保

す
る

た

め
、
都

産
技
研

H
 P
 や

刊
行
物

の
発

行
等

に
よ

り
経
営

情
報
の

公
開
に
取

り
組

む
。
 

事
業

内
容

や
事

業
運

営
状

況
に

関
す

る
情

報
開
示

請
求
に

つ
い
て
は

、
規

則
に

基
づ

き
迅
速

か
つ
適

正
に
対
応

す
る

。
 

3
-
2
 
環

境
へ

の
配
慮
 

法
人

の
社
会

的
責
任

を
踏
ま
え

、
省

エ

ネ
ル

ギ
ー

対
策

の
推

進
、

C 
O
 
２

 
削

減

等
、
「

環
境

方
針

」
に

沿
っ

た
取

組
に

よ

り
環

境
負

荷
の

低
減

や
環

境
改

善
に

配

慮
し

た
業
務

運
営
を

行
う
。
 

3
-
3
 
法

人
倫
理
 

都
民

か
ら

高
い

信
頼

性
を

得
ら

れ
る

3
)
安

全
衛
生

管
理
の

推
進
 

 
 

a
)
安
全

衛
生
管

理
の
推
進

 

b
)
メ

ン
タ
ル

ヘ
ル
ス

対
策
 

 
c
)
安

全
教

育
の
実

施
 

4
)
災

害
に
対

す
る
管

理
体
制
の

確
保
 

 
a
)
地

震
や

火
災
等

の
各
種
災

害
を

想
定

し
、
全

事
業
所
に

お
い

て
実

地
訓
練

を
実
施
 

b
)
深

川
消
防

署
主
催

の
自
衛
消

防
基

礎
技

術
確
認

に
参
加
 

5
)
震

災
の
発

生
や
新

興
感
染
症

の
流

行
等

へ
の
対

応
策
 

a
)
地

震
等
の

大
規
模

災
害
対
策

 

b
)
新

型
イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ
対
策

の
実

施
 

 
 

c
)
浸
水

対
策
の

実
施
（
2
0
1
6
年

度
）
 

 
 

d
)
新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス

感
染

症
対

策
の
開

始
（

20
1
9
年

度
）
 

 
 

 
新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス

感
染

症
の

感
染
拡

大
防
止
の

た
め
、
勤

務
体
制

や
管
理
体

制
、

衛
生

環
境
の

整
備
を

行
い

、
感

染
を

未
然

に
防
止

す
る
と
と

も
に

、
感
染

者
発
生

時
に

は
適

切
か
つ

迅
速
な

対
応
を
行

う
こ

と
で

所
内
に

よ
る
感
染

者
の

拡
大

を
防
止

、
所

内

感
染

者
ゼ
ロ

を
実
現
 

6
)
迅

速
な
情

報
伝
達

・
意
思
決

定
に

向
け

た
管
理

体
制
の
整

備
 

a
)
リ

ス
ク
管

理
体
制

の
整
備
 

b
)
事

業
継
続

計
画
（

B
C
P
）
の

強
化
 

c
)
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

症
対

策
本

部
に
よ

る
対
策
の

推
進

（
20
1
9
年
度

）
 

 
都

産
技
研

と
し
て

の
対
策
を

総
合

的
か

つ
強
力

に
推
進
す
る

た
め
、
ク

ラ
イ

シ
ス
マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
要

綱
に
基

づ
き
、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ
ル

ス
感
染
症

対
策

本
部

を
設
置
 

 (
2
)
情

報
公
開
 

1
)
都

産
技
研

ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
や

刊
行

物
の

発
行
等

に
よ
り
経

営
情

報
を

公
開
 

a
)
情

報
公
開
 

b
)
入

札
情
報
 

2
)
開

示
請
求

に
対
す

る
開
示
手

続
き
 

 
 

(
3
)
環

境
へ
の

配
慮
 

1
)
環

境
負
荷

の
低
減

や
環
境
改

善
に

配
慮

し
た
業

務
運
営
 

a
)
省

資
源
・

省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化

の
推

進
（

前
年
度

比
）
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

決
定

に
向

け
た

事
業

継
続

計
画

の
制

定
な

ど
に

よ
る

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
対

策
の

強
化

な
ど

に
よ

り
、

危
機

管
理

対
策

を
推

進
 

 

社
会

的
責

任
を

果
た

す
た

め
、

都
産

技
研

事
業

に
か

か
わ

る
各

種
情

報
の

随
時

提
供

、
開

示
請

求
に

対
す

る
開

示
手

続

き
、
省

エ
ネ

ル
ギ
ー

対
策
、
C
O
2

削
減

等
の

環
境

負
荷

の
低

減
、

P
C
B

含
有

機
器

の
管

理
等

の
取

り
組

み
を
実

施
 

 

事
業

倫
理

審
査

委
員

会
に

よ

る
倫

理
審

査
、

法
令

遵
守

徹
底

の
た

め
の

職
員

研
修

、
研

究
活

動
に

お
け

る
ミ

ス
コ

ン
ダ

ク
ト

防
止

の
た

め
の

取
り

組
み

等
に

よ
り

、
職

務
執

行
に

対
す

る
中

立
性

と
公
平

性
を
確

保
 

7
0
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第
五

 
そ
の

他
業
務

運
営
に
関

す
る

重
要

事
項

 
一

 
危

機
管

理
対
策

の
推
進

 
二

 
社

会
的

責
任

 
 中

期
目

標
 

一
 

危
機
管

理
対
策

の
推
進

 
個

人
情

報
や

企
業
情

報
、
ま
た
製

 品
開
発

等
の
職

務
上
知

り
得

た
秘

密
に
つ

い
て
は
、

適
正
な
取

扱
い
と

確
実
な
漏

え
い

 防
止

対
策
を

図
る
。

 
健

全
な

事
業

活
動
の

確
保
や
事
故
・
事
件

の
未
然

防
止
を
図

る
た

め
、
環

境
保

全
や
規
制

物
質

管
理

、
労
働

安
全
衛
生

に
関

す
る

法
令
を

遵
守
し
、
安

全
管

理

体
制

の
確
保

や
職
員

に
対
す
る

教
育

を
徹

底
す
る

。
 

震
災

の
発
生

や
新
興

感
染
症
の
流

行
な
ど

に
備
え

、
対

応
策

を
検

討
し

て
お
く

と
と
も
に

、
万

が
一

発
生

し
た

場
合
に

は
、
被
害

拡
大

の
防

止
に
向

け
た

対
策

を
実

施
す
る

。
 

緊
急

事
態
が

発
生
し

た
場
合
に
、
迅

速
な

情
報
伝

達
・
意
思

決
定

な
ど

適
切
な

初
動
対
応

が
で

き
る

よ
う
、
連

絡
体
制

や
責

任
者

の
明
確

化
、
緊
急

事
態

対
処

訓
練

の
徹
底

を
図
る

。
 

二
 

社
会
的

責
任

 
（
一

）
 情

報
公

開
 

公
共

性
を
有

す
る
法

人
と
し
て
、

運
営
状

況
の
一

層
の
透
明

性
を

確
保

す
る
た

め
、
経
営

情
報

の
公

開
に

 取
り

組
む

。
 

事
業

内
容
や

事
業
運

営
状
況
に
関

す
る
情

報
開
示

請
求
に
対

し
て

は
、

規
則
に

基
づ
き
迅

速
か

つ
適

正
に
対

応
す
る
。

 
（
二

）
 環

境
へ

の
配

慮
 

法
人

の
社
会

的
責
任

を
踏
ま
え
、

環
境
負

荷
の
低

減
や
環
境

改
善

に
配

慮
し
た

業
務
運
営

を
行

う
。

 
三
 

法
人
倫

理
 

公
的

試
験
研

究
機
関

と
し
て
都

民
か

ら
高

い
信
頼

性
を
得
ら

れ
る

よ
う

、
法

令
遵

守
を
徹

底
す

る
と

と
も
に

、
職

務
執

行
に

対
す

る
中
立

性
と
公
平

性
を

確
保

し
つ

つ
、
高

い
倫
理

観
を
持
っ

て
業

務
を

行
う
。

 
 

 
評

価
項

目
番

号
 

2
4
 

自
己

評
価
 

B
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

２
 
危

機
管
理

対
策
の

推
進
 

個
人

情
報
や

企
業
情

報
、
ま
た

製
品

開

発
等

の
職

務
上

知
り

得
た

秘
密

に
つ

い

て
は

、
適

正
な

取
扱
い

と
確
実

な
漏

洩
防

止
を

図
る
た

め
に

、
全

職
員
の

受
講

を
必

須
と

す
る
研

修
を
実

施
す
る
。

 

健
全

な
事
業

活
動
の

確
保
や
事

故
・
事

件
の

未
然
防

止
を
図

る
た
め
、
環

境
保

全

や
規

制
物
質

管
理

、
労

働
安
全

衛
生

に
関

(
1
)
危

機
管
理

対
策
の

推
進
 

1
)
情

報
管
理

に
関
す

る
研
修
の

実
施
 

a
)
全

職
員
受

講
の
研

修
を
実
施

 

b
)
新

規
採
用

者
の
情

報
セ
キ
ュ

リ
テ

ィ
研

修
 

2
)
化

学
物
質

等
、
高

圧
ガ
ス
、

放
射

線
施

設
の
管

理
と
安
全

取
り

扱
い

の
確
保
 

 
 

a
)
化
学

物
質
等

の
管
理
 

b
)
高

圧
ガ
ス

の
管
理
 

 
 

c
)
放
射

線
安
全

管
理
 

 
 

d
)
官
公

署
へ
の

申
請
を
要

す
る

設
備

・
機
器

の
適
正
管

理
に

向
け

た
取
組
 

全
職

員
受

講
の

コ
ン

プ
ラ

イ

ア
ン

ス
研

修
の

実
施

、
法

令
に

基
づ

く
危

険
物

・
毒

劇
物

・
高

圧
ガ

ス
の

管
理

と
取

扱
い

、
普

通
救

命
講

習
会

や
地

震
・

火
災

訓
練

に
よ

る
職

員
へ

の
安

全
教

育
の

実
施

、
震

災
や

新
興

感
染

症
の

流
行

な
ど

へ
の

対
策

の
継

続
、

迅
速

な
情

報
伝

達
・

意
思

6
9

す
る

法
令
を

遵
守
し

、
危

険
物

、
毒
劇

物

の
管

理
と
取

扱
い

、
災

害
に
対

す
る

管
理

体
制

を
確
保

す
る
と

と
も
に
、
防

災
訓

練

等
の

実
施

や
職

員
に

対
す

る
意

識
向

上

の
た

め
の
研

修
を
実

施
す
る
。

 

震
災

の
発

生
や

新
興

感
染

症
の

流
行

な
ど

に
備
え

、
対
応
策

を
定
め

る
と

と
も

に
、
万
が

一
発
生
し

た
場

合
に

は
、
被

害

拡
大

の
防

止
に

向
け

た
対

策
を

実
施

す

る
。
 

緊
急

事
態
の

発
生
を

想
定
し
、
対

策
委

員
会

の
設
置

、
緊
急

連
絡

網
の

設
定
、
通

報
訓

練
の

実
施

等
を

マ
ニ

ュ
ア

ル
と

し

て
ま

と
め
る

な
ど
、

迅
速
な
情

報
伝

達
・

意
思

決
定

に
向

け
た

管
理

体
制

の
整

備

を
図

る
。
 

 

３
 
社

会
的
責

任
 

3
-
1
 
情

報
公

開
 

公
共

性
を
有

す
る
法

人
と
し
て

、
運

営

状
況

の
一

層
の

透
明

性
を

確
保

す
る

た

め
、
都

産
技
研

H
 P
 や

刊
行
物

の
発

行
等

に
よ

り
経
営

情
報
の

公
開
に
取

り
組

む
。
 

事
業

内
容

や
事

業
運

営
状

況
に

関
す

る
情

報
開
示

請
求
に

つ
い
て
は

、
規

則
に

基
づ

き
迅
速

か
つ
適

正
に
対
応

す
る

。
 

3
-
2
 
環

境
へ

の
配
慮
 

法
人

の
社
会

的
責
任

を
踏
ま
え

、
省

エ

ネ
ル

ギ
ー

対
策

の
推

進
、

C 
O
 
２

 
削

減

等
、
「

環
境

方
針

」
に

沿
っ

た
取

組
に

よ

り
環

境
負

荷
の

低
減

や
環

境
改

善
に

配

慮
し

た
業
務

運
営
を

行
う
。
 

3
-
3
 
法

人
倫
理
 

都
民

か
ら

高
い

信
頼

性
を

得
ら

れ
る

3
)
安

全
衛
生

管
理
の

推
進
 

 
 

a
)
安
全

衛
生
管

理
の
推
進

 

b
)
メ

ン
タ
ル

ヘ
ル
ス

対
策
 

 
c
)
安

全
教

育
の
実

施
 

4
)
災

害
に
対

す
る
管

理
体
制
の

確
保
 

 
a
)
地

震
や

火
災
等

の
各
種
災

害
を

想
定

し
、
全

事
業
所
に

お
い

て
実

地
訓
練

を
実
施
 

b
)
深

川
消
防

署
主
催

の
自
衛
消

防
基

礎
技

術
確
認

に
参
加
 

5
)
震

災
の
発

生
や
新

興
感
染
症

の
流

行
等

へ
の
対

応
策
 

a
)
地

震
等
の

大
規
模

災
害
対
策

 

b
)
新

型
イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ
対
策

の
実

施
 

 
 

c
)
浸
水

対
策
の

実
施
（
2
0
1
6
年

度
）
 

 
 

d
)
新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス

感
染

症
対

策
の
開

始
（

20
1
9
年

度
）
 

 
 

 
新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス

感
染

症
の

感
染
拡

大
防
止
の

た
め
、
勤

務
体
制

や
管
理
体

制
、

衛
生

環
境
の

整
備
を

行
い

、
感

染
を

未
然

に
防
止

す
る
と
と

も
に

、
感
染

者
発
生

時
に

は
適

切
か
つ

迅
速
な

対
応
を
行

う
こ

と
で

所
内
に

よ
る
感
染

者
の

拡
大

を
防
止

、
所

内

感
染

者
ゼ
ロ

を
実
現
 

6
)
迅

速
な
情

報
伝
達

・
意
思
決

定
に

向
け

た
管
理

体
制
の
整

備
 

a
)
リ

ス
ク
管

理
体
制

の
整
備
 

b
)
事

業
継
続

計
画
（

B
C
P
）
の

強
化
 

c
)
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

症
対

策
本

部
に
よ

る
対
策
の

推
進

（
20
1
9
年
度

）
 

 
都

産
技
研

と
し
て

の
対
策
を

総
合

的
か

つ
強
力

に
推
進
す
る

た
め
、
ク

ラ
イ

シ
ス
マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
要

綱
に
基

づ
き
、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ
ル

ス
感
染
症

対
策

本
部

を
設
置
 

 (
2
)
情

報
公
開
 

1
)
都

産
技
研

ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
や

刊
行

物
の

発
行
等

に
よ
り
経

営
情

報
を

公
開
 

a
)
情

報
公
開
 

b
)
入

札
情
報
 

2
)
開

示
請
求

に
対
す

る
開
示
手

続
き
 

 
 

(
3
)
環

境
へ
の

配
慮
 

1
)
環

境
負
荷

の
低
減

や
環
境
改

善
に

配
慮

し
た
業

務
運
営
 

a
)
省

資
源
・

省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化

の
推

進
（

前
年
度

比
）
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

決
定

に
向

け
た

事
業

継
続

計
画

の
制

定
な

ど
に

よ
る

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
対

策
の

強
化

な
ど

に
よ

り
、

危
機

管
理

対
策

を
推

進
 

 

社
会

的
責

任
を

果
た

す
た

め
、

都
産

技
研

事
業

に
か

か
わ

る
各

種
情

報
の

随
時

提
供

、
開

示
請

求
に

対
す

る
開

示
手

続

き
、
省

エ
ネ

ル
ギ
ー

対
策
、
C
O
2

削
減

等
の

環
境

負
荷

の
低

減
、

P
C
B

含
有

機
器

の
管

理
等

の
取

り
組

み
を
実

施
 

 

事
業

倫
理

審
査

委
員

会
に

よ

る
倫

理
審

査
、

法
令

遵
守

徹
底

の
た

め
の

職
員

研
修

、
研

究
活

動
に

お
け

る
ミ

ス
コ

ン
ダ

ク
ト

防
止

の
た

め
の

取
り

組
み

等
に

よ
り

、
職

務
執

行
に

対
す

る
中

立
性

と
公
平

性
を
確

保
 

7
0

- 136 -

す
る

法
令
を

遵
守
し

、
危

険
物

、
毒
劇

物

の
管

理
と
取

扱
い

、
災

害
に
対

す
る

管
理

体
制

を
確
保

す
る
と

と
も
に
、
防

災
訓

練

等
の

実
施

や
職

員
に

対
す

る
意

識
向

上

の
た

め
の
研

修
を
実

施
す
る
。

 

震
災

の
発

生
や

新
興

感
染

症
の

流
行

な
ど

に
備
え

、
対
応
策

を
定
め

る
と

と
も

に
、
万
が

一
発
生
し

た
場

合
に

は
、
被

害

拡
大

の
防

止
に

向
け

た
対

策
を

実
施

す

る
。
 

緊
急

事
態
の

発
生
を

想
定
し
、
対

策
委

員
会

の
設
置

、
緊
急

連
絡

網
の

設
定
、
通

報
訓

練
の

実
施

等
を

マ
ニ

ュ
ア

ル
と

し

て
ま

と
め
る

な
ど
、

迅
速
な
情

報
伝

達
・

意
思

決
定

に
向

け
た

管
理

体
制

の
整

備

を
図

る
。
 

 

３
 
社

会
的
責

任
 

3
-
1
 
情

報
公

開
 

公
共

性
を
有

す
る
法

人
と
し
て

、
運

営

状
況

の
一

層
の

透
明

性
を

確
保

す
る

た

め
、
都

産
技
研

H
 P
 や

刊
行
物

の
発

行
等

に
よ

り
経
営

情
報
の

公
開
に
取

り
組

む
。
 

事
業

内
容

や
事

業
運

営
状

況
に

関
す

る
情

報
開
示

請
求
に

つ
い
て
は

、
規

則
に

基
づ

き
迅
速

か
つ
適

正
に
対
応

す
る

。
 

3
-
2
 
環

境
へ

の
配
慮
 

法
人

の
社
会

的
責
任

を
踏
ま
え

、
省

エ

ネ
ル

ギ
ー

対
策

の
推

進
、

C 
O
 
２

 
削

減

等
、
「

環
境

方
針

」
に

沿
っ

た
取

組
に

よ

り
環

境
負

荷
の

低
減

や
環

境
改

善
に

配

慮
し

た
業
務

運
営
を

行
う
。
 

3
-
3
 
法

人
倫

理
 

都
民

か
ら

高
い

信
頼

性
を

得
ら

れ
る

3
)
安

全
衛
生

管
理
の

推
進
 

 
 

a
)
安
全

衛
生
管

理
の
推
進

 

b
)
メ

ン
タ
ル

ヘ
ル
ス

対
策
 

 
c
)
安

全
教

育
の
実

施
 

4
)
災

害
に
対

す
る
管

理
体
制
の

確
保
 

 
a
)
地

震
や

火
災
等

の
各
種
災

害
を

想
定

し
、
全

事
業
所
に

お
い

て
実

地
訓
練

を
実
施
 

b
)
深

川
消
防

署
主
催

の
自
衛
消

防
基

礎
技

術
確
認

に
参
加
 

5
)
震

災
の
発

生
や
新

興
感
染
症

の
流

行
等

へ
の
対

応
策
 

a
)
地

震
等
の

大
規
模

災
害
対
策

 

b
)
新

型
イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ
対
策

の
実

施
 

 
 

c
)
浸
水

対
策
の

実
施
（
2
0
1
6
年

度
）
 

 
 

d
)
新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス

感
染

症
対

策
の
開

始
（

20
1
9
年

度
）
 

 
 

 
新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス

感
染

症
の

感
染
拡

大
防
止
の

た
め
、
勤

務
体
制

や
管
理
体

制
、

衛
生

環
境
の

整
備
を

行
い

、
感

染
を

未
然

に
防
止

す
る
と
と

も
に

、
感
染

者
発
生

時
に

は
適

切
か
つ

迅
速
な

対
応
を
行

う
こ

と
で

所
内
に

よ
る
感
染

者
の

拡
大

を
防
止

、
所

内

感
染

者
ゼ
ロ

を
実
現
 

6
)
迅

速
な
情

報
伝
達

・
意
思
決

定
に

向
け

た
管
理

体
制
の
整

備
 

a
)
リ

ス
ク
管

理
体
制

の
整
備
 

b
)
事

業
継
続

計
画
（

B
C
P
）
の

強
化
 

c
)
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

症
対

策
本

部
に
よ

る
対
策
の
推

進
（

20
1
9
年
度

）
 

 
都

産
技
研

と
し
て

の
対
策
を

総
合

的
か

つ
強
力

に
推
進
す

る
た

め
、
ク

ラ
イ

シ
ス
マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
要

綱
に
基

づ
き
、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ
ル

ス
感
染
症

対
策

本
部

を
設
置
 

 (
2
)
情

報
公
開
 

1
)
都

産
技
研

ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
や

刊
行

物
の

発
行
等

に
よ
り
経

営
情

報
を

公
開
 

a
)
情

報
公
開
 

b
)
入

札
情
報
 

2
)
開

示
請
求

に
対
す

る
開
示
手

続
き
 

 
 

(
3
)
環

境
へ
の

配
慮
 

1
)
環

境
負
荷

の
低
減

や
環
境
改

善
に

配
慮

し
た
業

務
運
営
 

a
)
省

資
源
・

省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化

の
推

進
（

前
年
度

比
）
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

決
定

に
向

け
た

事
業

継
続

計
画

の
制

定
な

ど
に

よ
る

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
対

策
の

強
化

な
ど

に
よ

り
、

危
機

管
理

対
策

を
推

進
 

 

社
会

的
責

任
を

果
た

す
た

め
、

都
産

技
研

事
業

に
か

か
わ

る
各

種
情

報
の

随
時

提
供

、
開

示
請

求
に

対
す

る
開

示
手

続

き
、
省

エ
ネ

ル
ギ
ー

対
策
、
C
O
2

削
減

等
の

環
境

負
荷

の
低

減
、

P
C
B

含
有

機
器

の
管

理
等

の
取

り
組

み
を
実

施
 

 

事
業

倫
理

審
査

委
員

会
に

よ

る
倫

理
審

査
、

法
令

遵
守

徹
底

の
た

め
の

職
員

研
修

、
研

究
活

動
に

お
け

る
ミ

ス
コ

ン
ダ

ク
ト

防
止

の
た

め
の

取
り

組
み

等
に

よ
り

、
職

務
執

行
に

対
す

る
中

立
性

と
公
平

性
を
確

保
 

7
0

- 137 -

第
五

 
そ
の

他
業
務

運
営
に
関

す
る

重
要

事
項

 
一

 
危

機
管

理
対
策

の
推
進

 
二

 
社

会
的

責
任

 
 中

期
目

標
 

一
 

危
機
管

理
対
策

の
推
進

 
個

人
情

報
や

企
業
情

報
、
ま
た
製

 品
開
発

等
の
職

務
上
知

り
得

た
秘

密
に
つ

い
て
は
、

適
正
な
取

扱
い
と

確
実
な
漏

え
い

 防
止

対
策
を

図
る
。

 
健

全
な

事
業

活
動
の

確
保
や
事
故
・
事
件

の
未
然

防
止
を
図

る
た

め
、
環

境
保

全
や
規
制

物
質

管
理

、
労
働

安
全
衛
生

に
関

す
る

法
令
を

遵
守
し
、
安

全
管

理

体
制

の
確
保

や
職
員

に
対
す
る

教
育

を
徹

底
す
る

。
 

震
災

の
発
生

や
新
興

感
染
症
の
流

行
な
ど

に
備
え

、
対

応
策

を
検

討
し

て
お
く

と
と
も
に

、
万

が
一

発
生

し
た

場
合
に

は
、
被
害

拡
大

の
防

止
に
向

け
た

対
策

を
実

施
す
る

。
 

緊
急

事
態
が

発
生
し

た
場
合
に
、
迅

速
な

情
報
伝

達
・
意
思

決
定

な
ど

適
切
な

初
動
対
応

が
で

き
る

よ
う
、
連

絡
体
制

や
責

任
者

の
明
確

化
、
緊
急

事
態

対
処

訓
練

の
徹
底

を
図
る

。
 

二
 

社
会
的

責
任

 
（
一

）
 情

報
公

開
 

公
共

性
を
有

す
る
法

人
と
し
て
、

運
営
状

況
の
一

層
の
透
明

性
を

確
保

す
る
た

め
、
経
営

情
報

の
公

開
に

 取
り

組
む

。
 

事
業

内
容
や

事
業
運

営
状
況
に
関

す
る
情

報
開
示

請
求
に
対

し
て

は
、

規
則
に

基
づ
き
迅

速
か

つ
適

正
に
対

応
す
る
。

 
（
二

）
 環

境
へ

の
配

慮
 

法
人

の
社
会

的
責
任

を
踏
ま
え
、

環
境
負

荷
の
低

減
や
環
境

改
善

に
配

慮
し
た

業
務
運
営

を
行

う
。

 
三
 

法
人
倫

理
 

公
的

試
験
研

究
機
関

と
し
て
都

民
か

ら
高

い
信
頼

性
を
得
ら

れ
る

よ
う

、
法

令
遵

守
を
徹

底
す

る
と

と
も
に

、
職

務
執

行
に

対
す

る
中
立

性
と
公
平

性
を

確
保

し
つ

つ
、
高

い
倫
理

観
を
持
っ

て
業

務
を

行
う
。

 
 

 
評

価
項

目
番

号
 

2
4
 

自
己

評
価
 

B
 

 

中
期

計
画
 

中
期

目
標
期

間
の
主

な
実
績
 

自
己

評
価
説

明
 

２
 
危

機
管
理

対
策
の

推
進
 

個
人

情
報
や

企
業
情

報
、
ま
た

製
品

開

発
等

の
職

務
上

知
り

得
た

秘
密

に
つ

い

て
は

、
適

正
な

取
扱
い

と
確
実

な
漏

洩
防

止
を

図
る
た

め
に

、
全

職
員
の

受
講

を
必

須
と

す
る
研

修
を
実

施
す
る
。

 

健
全

な
事
業

活
動
の

確
保
や
事

故
・
事

件
の

未
然
防

止
を
図

る
た
め
、
環

境
保

全

や
規

制
物
質

管
理

、
労

働
安
全

衛
生

に
関

(
1
)
危

機
管
理

対
策
の

推
進
 

1
)
情

報
管
理

に
関
す

る
研
修
の

実
施
 

a
)
全

職
員
受

講
の
研

修
を
実
施

 

b
)
新

規
採
用

者
の
情

報
セ
キ
ュ

リ
テ

ィ
研

修
 

2
)
化

学
物
質

等
、
高

圧
ガ
ス
、

放
射

線
施

設
の
管

理
と
安
全

取
り

扱
い

の
確
保
 

 
 

a
)
化
学

物
質
等

の
管
理
 

b
)
高

圧
ガ
ス

の
管
理
 

 
 

c
)
放
射

線
安
全

管
理
 

 
 

d
)
官
公

署
へ
の

申
請
を
要

す
る

設
備

・
機
器

の
適
正
管

理
に

向
け

た
取
組
 

全
職

員
受

講
の

コ
ン

プ
ラ

イ

ア
ン

ス
研

修
の

実
施

、
法

令
に

基
づ

く
危

険
物

・
毒

劇
物

・
高

圧
ガ

ス
の

管
理

と
取

扱
い

、
普

通
救

命
講

習
会

や
地

震
・

火
災

訓
練

に
よ

る
職

員
へ

の
安

全
教

育
の

実
施

、
震

災
や

新
興

感
染

症
の

流
行

な
ど

へ
の

対
策

の
継

続
、

迅
速

な
情

報
伝

達
・

意
思

6
9

す
る

法
令
を

遵
守
し

、
危

険
物

、
毒
劇

物

の
管

理
と
取

扱
い

、
災

害
に
対

す
る

管
理

体
制

を
確
保

す
る
と

と
も
に
、
防

災
訓

練

等
の

実
施

や
職

員
に

対
す

る
意

識
向

上

の
た

め
の
研

修
を
実

施
す
る
。

 

震
災

の
発

生
や

新
興

感
染

症
の

流
行

な
ど

に
備
え

、
対
応
策

を
定
め

る
と

と
も

に
、
万
が

一
発
生
し

た
場

合
に

は
、
被

害

拡
大

の
防

止
に

向
け

た
対

策
を

実
施

す

る
。
 

緊
急

事
態
の

発
生
を

想
定
し
、
対

策
委

員
会

の
設
置

、
緊
急

連
絡

網
の

設
定
、
通

報
訓

練
の

実
施

等
を

マ
ニ

ュ
ア

ル
と

し

て
ま

と
め
る

な
ど
、

迅
速
な
情

報
伝

達
・

意
思

決
定

に
向

け
た

管
理

体
制

の
整

備

を
図

る
。
 

 

３
 
社

会
的
責

任
 

3
-
1
 
情

報
公

開
 

公
共

性
を
有

す
る
法

人
と
し
て

、
運

営

状
況

の
一

層
の

透
明

性
を

確
保

す
る

た

め
、
都

産
技
研

H
 P
 や

刊
行
物

の
発

行
等

に
よ

り
経
営

情
報
の

公
開
に
取

り
組

む
。
 

事
業

内
容

や
事

業
運

営
状

況
に

関
す

る
情

報
開
示

請
求
に

つ
い
て
は

、
規

則
に

基
づ

き
迅
速

か
つ
適

正
に
対
応

す
る

。
 

3
-
2
 
環

境
へ

の
配
慮
 

法
人

の
社
会

的
責
任

を
踏
ま
え

、
省

エ

ネ
ル

ギ
ー

対
策

の
推

進
、

C 
O
 
２

 
削

減

等
、
「

環
境

方
針

」
に

沿
っ

た
取

組
に

よ

り
環

境
負

荷
の

低
減

や
環

境
改

善
に

配

慮
し

た
業
務

運
営
を

行
う
。
 

3
-
3
 
法

人
倫
理
 

都
民

か
ら

高
い

信
頼

性
を

得
ら

れ
る

3
)
安

全
衛
生

管
理
の

推
進
 

 
 

a
)
安
全

衛
生
管

理
の
推
進

 

b
)
メ

ン
タ
ル

ヘ
ル
ス

対
策
 

 
c
)
安

全
教

育
の
実

施
 

4
)
災

害
に
対

す
る
管

理
体
制
の

確
保
 

 
a
)
地

震
や

火
災
等

の
各
種
災

害
を

想
定

し
、
全

事
業
所
に

お
い

て
実

地
訓
練

を
実
施
 

b
)
深

川
消
防

署
主
催

の
自
衛
消

防
基

礎
技

術
確
認

に
参
加
 

5
)
震

災
の
発

生
や
新

興
感
染
症

の
流

行
等

へ
の
対

応
策
 

a
)
地

震
等
の

大
規
模

災
害
対
策

 

b
)
新

型
イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ
対
策

の
実

施
 

 
 

c
)
浸
水

対
策
の

実
施
（
2
0
1
6
年

度
）
 

 
 

d
)
新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス

感
染

症
対

策
の
開

始
（

20
1
9
年

度
）
 

 
 

 
新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス

感
染

症
の

感
染
拡

大
防
止
の

た
め
、
勤

務
体
制

や
管
理
体

制
、

衛
生

環
境
の

整
備
を

行
い

、
感

染
を

未
然

に
防
止

す
る
と
と

も
に

、
感
染

者
発
生

時
に

は
適

切
か
つ

迅
速
な

対
応
を
行

う
こ

と
で

所
内
に

よ
る
感
染

者
の

拡
大

を
防
止

、
所

内

感
染

者
ゼ
ロ

を
実
現
 

6
)
迅

速
な
情

報
伝
達

・
意
思
決

定
に

向
け

た
管
理

体
制
の
整

備
 

a
)
リ

ス
ク
管

理
体
制

の
整
備
 

b
)
事

業
継
続

計
画
（

B
C
P
）
の

強
化
 

c
)
新

型
コ
ロ

ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染

症
対

策
本

部
に
よ

る
対
策
の

推
進

（
20
1
9
年
度

）
 

 
都

産
技
研

と
し
て

の
対
策
を

総
合

的
か

つ
強
力

に
推
進
す
る

た
め
、
ク

ラ
イ

シ
ス
マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
要

綱
に
基

づ
き
、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ
ル

ス
感
染
症

対
策

本
部

を
設
置
 

 (
2
)
情

報
公
開
 

1
)
都

産
技
研

ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
や

刊
行

物
の

発
行
等

に
よ
り
経

営
情

報
を

公
開
 

a
)
情

報
公
開
 

b
)
入

札
情
報
 

2
)
開

示
請
求

に
対
す

る
開
示
手

続
き
 

 
 

(
3
)
環

境
へ
の

配
慮
 

1
)
環

境
負
荷

の
低
減

や
環
境
改

善
に

配
慮

し
た
業

務
運
営
 

a
)
省

資
源
・

省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化

の
推

進
（

前
年
度

比
）
 

 
2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

決
定

に
向

け
た

事
業

継
続

計
画

の
制

定
な

ど
に

よ
る

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
対

策
の

強
化

な
ど

に
よ

り
、

危
機

管
理

対
策

を
推

進
 

 

社
会

的
責

任
を

果
た

す
た

め
、

都
産

技
研

事
業

に
か

か
わ

る
各

種
情

報
の

随
時

提
供

、
開

示
請

求
に

対
す

る
開

示
手

続

き
、
省

エ
ネ

ル
ギ
ー

対
策
、
C
O
2

削
減

等
の

環
境

負
荷

の
低

減
、

P
C
B

含
有

機
器

の
管

理
等

の
取

り
組

み
を
実

施
 

 

事
業

倫
理

審
査

委
員

会
に

よ

る
倫

理
審

査
、

法
令

遵
守

徹
底

の
た

め
の

職
員

研
修

、
研

究
活

動
に

お
け

る
ミ

ス
コ

ン
ダ

ク
ト

防
止

の
た

め
の

取
り

組
み

等
に

よ
り

、
職

務
執

行
に

対
す

る
中

立
性

と
公
平

性
を
確

保
 

7
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よ
う

、
「

地
方

独
立

行
政

法
人

東
京

都
立

産
業

技
術
研

究
セ
ン

タ
ー
憲
章

」
等

を
踏

ま
え

、
法

令
遵

守
を

徹
底

す
る

と
と

も

に
、
職

務
執
行

に
対
す

る
中
立

性
と

公
平

性
を

確
保
し

つ
つ

、
高

い
倫
理

観
を

持
っ

て
業

務
を
行

う
。
 

    

 

※
「

都
市
ガ

ス
使
用

量
」
に
つ

い
て

は
元

来
使
用

量
が
少
量

で
あ

っ
た

上
、
20
1
8
年
度
末

の

食
堂

廃
止
に

伴
っ
て

更
に
大
き

く
減

少
し

た
た
め

、
2
0
19

年
度

以
降

記
載
を

削
除
 

b
)
環

境
方
針

に
よ
る

事
業
展
開

 

c
)
環

境
法
令

の
遵
守

お
よ
び
対

応
 

d
)
P
C
B
含
有

機
器
の

管
理
お
よ

び
処

分
の

開
始
（

2
0
1
6
年

度
）
 

e
)
感

染
性
廃

棄
物
の

適
正
な
管

理
及

び
処

分
の
開

始
（

20
1
7
年

度
）
 

 (
4
)
法

人
倫
理
 

1
)
法

人
倫
理

へ
の
取

り
組
み
 

a
)
事

業
倫
理

規
程
等

の
改
正
 

b
)
事

業
倫
理

研
修
の

実
施
お
よ

び
事

業
倫

理
審
査

委
員
会
に
よ

る
確
実

な
倫
理

審
査
 

c
)
法

令
遵
守

徹
底
の

た
め
の
職

員
研

修
 

d
)
研

究
活
動

に
お
け

る
不
正
防

止
の

取
組

み
 

e
)
ハ

ラ
ス
メ

ン
ト
相

談
窓
口
の

所
内

周
知
 

f
)
通

報
制
度

改
正
に

よ
る
対
象

事
案

等
の

拡
大
と

着
実
な
運
用
 

g
)
反

社
会
的

勢
力
へ

の
対
応
方

針
に

関
す

る
規
程

の
整
備
と
未

然
防
止

の
取
り

組
み
 

h
)
職

員
の
処

分
と
再

発
防
止
対

策
の

開
始

（
2
0
17

年
度
）

 

地
域

冷
暖
房

熱
量
 

1
0
0
％
 

9
7
％
 

9
7
％
 

9
9
％
 

9
5
％
 

電
力

使
用
量
 

9
6
％
 

1
0
0
％
 

9
9
％
 

9
7
％
 

9
9
％
 

都
市

ガ
ス
使

用
量
 

9
6
％
 

9
5
％
 

7
0
％
 

 
 

  

5
年

間
の
評

定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

B
 

B
 

B
 

B
 

 

7
1

評
価
結
果
反
映
報
告
書

 

地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都
立
産
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の

2
0
1
9
年
度
業
務
実
績
評
価
結
果
お
よ
び
第
三
期
中
期
目
標
期
間
の
終
了
時
に
見
込
ま
れ
る
業
務
実

績
評
価
結
果
の
主
要
な
反
映
状
況

 

 

評
価
項
目

 
評
価
に
お
け
る
主
な
指
摘
事
項

 
2
0
2
0
年
度
の
業
務
運
営
等
へ
の
反
映
状
況

 

2
0
1
9
年
度
業
務
実
績
評
価

 

全
体
評
価

 

今
後
、
中
小
企
業
の
製
品
化
・
事
業
化
支
援
に

一
層
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
踏
ま
え
、
非
接
触

等
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
支
援
の
実
施

が
望
ま
れ
る
。

 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
や
、
試
験
品
の
配
送
受
入
・
報
告
書
の
郵

送
に
よ
る
依
頼
試
験
を
継
続
的
に
実
施
し
た
ほ
か
、

 

・
ク
ロ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

 

・
支
所
施
設
の
バ
ー
チ
ャ
ル
見
学
会
の
実
施

 

・
オ
ン
ラ
イ
ン
展
示
会
等
へ
の
出
展

 

・
Y
o
u
T
u
b
e
に
よ
る
動
画
配
信
の
強
化

 

・
W
e
b
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
技
術
相
談
の
準
備

 

等
に
取
り
組
ん
だ
。

 

ま
た
、

3
D
も
の
づ
く
り
セ
ク
タ
ー
や
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援
等
を
通

じ
て
、
中
小
企
業
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
製
品
の
短
期
間
で
の

試
作
・
開
発
を
支
援
し
た
。

 

2
0
1
9
年
度
業
務
実
績
評
価

 

全
体
評
価

 

都
産
技
研
の
経
営
管
理
に
関
す
る
包
括
外
部

監
査
の
指
摘
等
を
踏
ま
え
て
、
業
務
運
営
に

お
け
る
改
善
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
着
手
す

る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

 

包
括
外
部
監
査
の
結
果
（
指
摘

6
件
、
意
見

1
4
件
）
に
基
づ
き
策
定
し
た

改
善
計
画
に
つ
い
て
、
四
半
期
ご
と
に
所
内
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
に

お
い
て
進
捗
状
況
の
確
認
を
行
い
、
速
や
か
な
改
善
を
図
っ
た
。

 

ま
た
、
指
摘
事
項
の
う
ち
、
薬
品
関
連
業
務
は
内
部
監
査
、
安
全
点
検
及
び

監
事
監
査
の
監
査
テ
ー
マ
と
し
て
も
実
施
し
、
改
善
に
取
り
組
ん
だ
。

 

第
三
期
中
期
目
標
期
間
の
終

了
時
に
見
込
ま
れ
る
業
務
実

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
契
機
と
し

て
都
産
技
研
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
と
と

都
産
技
研
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は
、
W
e
b
会
議
シ
ス
テ
ム
や
テ
レ
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
図
っ
た
。
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評
価
結
果
反
映
報
告
書

 

地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都
立
産
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の

2
0
1
9
年
度
業
務
実
績
評
価
結
果
お
よ
び
第
三
期
中
期
目
標
期
間
の
終
了
時
に
見
込
ま
れ
る
業
務

実
績
評
価
結
果
の
主
要
な
反
映
状
況

 

評
価
項
目

 
評
価
に
お
け
る
主
な
指
摘
事
項

 
2
0
2
0
年
度
の
業
務
運
営
等
へ
の
反
映
状
況

 

2
0
1
9
年
度
業
務
実
績
評
価

 

全
体
評
価

 

今
後
、
中
小
企
業
の
製
品
化
・
事
業
化
支

援
に
一
層
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
踏
ま

え
、
非
接
触
等
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
支
援
の
実
施
が
望
ま
れ
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
や
、
試
験
品
の
配
送
受
入
・
報
告

書
の
郵
送
に
よ
る
依
頼
試
験
を
継
続
的
に
実
施
し
た
ほ
か
、

 

・
ク
ロ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

・
支
所
施
設
の
バ
ー
チ
ャ
ル
見
学
会
の
実
施

・
オ
ン
ラ
イ
ン
展
示
会
等
へ
の
出
展

・
Y
o
u
T
u
b
e
に
よ
る
動
画
配
信
の
強
化

・
W
e
b
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
技
術
相
談
の
準
備

等
に
取
り
組
ん
だ
。

ま
た
、
3
D
も
の
づ
く
り
セ
ク
タ
ー
や
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援
等

を
通
じ
て
、
中
小
企
業
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
製
品
の

短
期
間
で
の
試
作
・
開
発
を
支
援
し
た
。

 

2
0
1
9
年
度
業
務
実
績
評
価

 

全
体
評
価

 

都
産
技
研
の
経
営
管
理
に
関
す
る
包
括

外
部
監
査
の
指
摘
等
を
踏
ま
え
て
、
業
務

運
営
に
お
け
る
改
善
に
つ
い
て
は
速
や

か
に
着
手
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

 

包
括
外
部
監
査
の
結
果
（
指
摘

6
件
、
意
見

1
4
件
）
に
基
づ
き
策
定

し
た
改
善
計
画
に
つ
い
て
、
四
半
期
ご
と
に
所
内
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
委
員
会
に
お
い
て
進
捗
状
況
の
確
認
を
行
い
、
速
や
か
な
改
善
を
図

っ
た
。

ま
た
、
指
摘
事
項
の
う
ち
、
薬
品
関
連
業
務
は
内
部
監
査
、
安
全
点

検
及
び
監
事
監
査
の
監
査
テ
ー
マ
と
し
て
も
実
施
し
、
改
善
に
取
り
組

ん
だ
。

 

よ
う

、
「

地
方

独
立

行
政

法
人

東
京

都
立

産
業

技
術
研

究
セ
ン

タ
ー
憲
章

」
等

を
踏

ま
え

、
法

令
遵

守
を

徹
底

す
る

と
と

も

に
、
職

務
執
行

に
対
す

る
中
立

性
と

公
平

性
を

確
保
し

つ
つ

、
高

い
倫
理

観
を

持
っ

て
業

務
を
行

う
。
 

    

 

※
「

都
市
ガ

ス
使
用

量
」
に
つ

い
て

は
元

来
使
用

量
が
少
量

で
あ

っ
た

上
、
20
1
8
年
度
末

の

食
堂

廃
止
に

伴
っ
て

更
に
大
き

く
減

少
し

た
た
め

、
2
0
19

年
度

以
降

記
載
を

削
除
 

b
)
環

境
方
針

に
よ
る

事
業
展
開

 

c
)
環

境
法
令

の
遵
守

お
よ
び
対

応
 

d
)
P
C
B
含
有

機
器
の

管
理
お
よ

び
処

分
の

開
始
（

2
0
1
6
年

度
）
 

e
)
感

染
性
廃

棄
物
の

適
正
な
管

理
及

び
処

分
の
開

始
（

20
1
7
年

度
）
 

 (
4
)
法

人
倫
理
 

1
)
法

人
倫
理

へ
の
取

り
組
み
 

a
)
事

業
倫
理

規
程
等

の
改
正
 

b
)
事

業
倫
理

研
修
の

実
施
お
よ

び
事

業
倫

理
審
査

委
員
会
に
よ

る
確
実

な
倫
理

審
査
 

c
)
法

令
遵
守

徹
底
の

た
め
の
職

員
研

修
 

d
)
研

究
活
動

に
お
け

る
不
正
防

止
の

取
組

み
 

e
)
ハ

ラ
ス
メ

ン
ト
相

談
窓
口
の

所
内

周
知
 

f
)
通

報
制
度

改
正
に

よ
る
対
象

事
案

等
の

拡
大
と

着
実
な
運
用
 

g
)
反

社
会
的

勢
力
へ

の
対
応
方

針
に

関
す

る
規
程

の
整
備
と
未

然
防
止

の
取
り

組
み
 

h
)
職

員
の
処

分
と
再

発
防
止
対

策
の

開
始

（
2
0
17

年
度
）

 

地
域

冷
暖
房

熱
量
 

1
0
0
％
 

9
7
％
 

9
7
％
 

9
9
％
 

9
5
％
 

電
力

使
用
量
 

9
6
％
 

1
0
0
％
 

9
9
％
 

9
7
％
 

9
9
％
 

都
市

ガ
ス
使

用
量
 

9
6
％
 

9
5
％
 

7
0
％
 

 
 

  

5
年

間
の
評

定
 

2
0
1
6 

2
0
1
7 

2
0
1
8 

2
0
1
9 

2
0
2
0 

B
 

B
 

B
 

B
 

 

7
1

評
価
結
果
反
映
報
告
書

 

地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都
立
産
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
の

2
0
1
9
年
度
業
務
実
績
評
価
結
果
お
よ
び
第
三
期
中
期
目
標
期
間
の
終
了
時
に
見
込
ま
れ
る
業
務
実

績
評
価
結
果
の
主
要
な
反
映
状
況

 

 

評
価
項
目

 
評
価
に
お
け
る
主
な
指
摘
事
項

 
2
0
2
0
年
度
の
業
務
運
営
等
へ
の
反
映
状
況

 

2
0
1
9
年
度
業
務
実
績
評
価

 

全
体
評
価

 

今
後
、
中
小
企
業
の
製
品
化
・
事
業
化
支
援
に

一
層
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
踏
ま
え
、
非
接
触

等
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
支
援
の
実
施

が
望
ま
れ
る
。

 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
や
、
試
験
品
の
配
送
受
入
・
報
告
書
の
郵

送
に
よ
る
依
頼
試
験
を
継
続
的
に
実
施
し
た
ほ
か
、

 

・
ク
ロ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

 

・
支
所
施
設
の
バ
ー
チ
ャ
ル
見
学
会
の
実
施

 

・
オ
ン
ラ
イ
ン
展
示
会
等
へ
の
出
展

 

・
Y
o
u
T
u
b
e
に
よ
る
動
画
配
信
の
強
化

 

・
W
e
b
会
議
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
技
術
相
談
の
準
備

 

等
に
取
り
組
ん
だ
。

 

ま
た
、

3
D
も
の
づ
く
り
セ
ク
タ
ー
や
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
開
発
支
援
等
を
通

じ
て
、
中
小
企
業
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
製
品
の
短
期
間
で
の

試
作
・
開
発
を
支
援
し
た
。

 

2
0
1
9
年
度
業
務
実
績
評
価

 

全
体
評
価

 

都
産
技
研
の
経
営
管
理
に
関
す
る
包
括
外
部

監
査
の
指
摘
等
を
踏
ま
え
て
、
業
務
運
営
に

お
け
る
改
善
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
着
手
す

る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

 

包
括
外
部
監
査
の
結
果
（
指
摘

6
件
、
意
見

1
4
件
）
に
基
づ
き
策
定
し
た

改
善
計
画
に
つ
い
て
、
四
半
期
ご
と
に
所
内
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
に

お
い
て
進
捗
状
況
の
確
認
を
行
い
、
速
や
か
な
改
善
を
図
っ
た
。

 

ま
た
、
指
摘
事
項
の
う
ち
、
薬
品
関
連
業
務
は
内
部
監
査
、
安
全
点
検
及
び

監
事
監
査
の
監
査
テ
ー
マ
と
し
て
も
実
施
し
、
改
善
に
取
り
組
ん
だ
。

 

第
三
期
中
期
目
標
期
間
の
終

了
時
に
見
込
ま
れ
る
業
務
実

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
契
機
と
し

て
都
産
技
研
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
と
と

都
産
技
研
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は
、
W
e
b
会
議
シ
ス
テ
ム
や
テ
レ
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
図
っ
た
。
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評
価
項
目

 
評
価
に
お
け
る
主
な
指
摘
事
項

 
2
0
2
0
年
度
の
業
務
運
営
等
へ
の
反
映
状
況

 

第
三
期
中
期
目
標
期
間
の

終
了
時
に
見
込
ま
れ
る
業

務
実
績
評
価

 

全
体
評
価

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
契
機

と
し
て
都
産
技
研
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進

め
る
と
と
も
に
、
新
た
な
需
要
獲
得
に
向

け
た
中
小
企
業
の
取
組
を
支
援
す
る
こ

と
を
望
む
。

 

都
産
技
研
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は
、

W
e
b
会
議
シ
ス
テ
ム
や
テ

レ
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
オ
ン
ラ
イ
ン

化
を
図
っ
た
。

 

ま
た
、
第
四
期
中
期
目
標
期
間
に
向
け
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
室
準

備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
都
産
技
研
が
デ
ジ
タ
ル
化
を

進
め
る
上
で
の
課
題
や
問
題
点
を
洗
い
出
す
と
も
に
、
都
産
技
研
の
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
た
め
の
イ
ン
フ

ラ
と
し
て
、
職
員
用
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
調
達
を
行
っ
た
。

 

新
た
な
需
要
獲
得
に
向
け
た
中
小
企
業
の
取
組
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
中
小
企
業
の

5
G
・

I
o
T
・
ロ
ボ
ッ
ト
普
及
促
進
事
業
に
お
い
て
、

5
G
技
術
の
普
及
啓
発
や
中
小
企
業
に
よ
る

I
o
T
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
先
端

技
術
の
社
会
実
装
を
支
援
す
る
た
め
の
支
援
拠
点
「

D
X
推
進
セ
ン
タ

ー
」
を
新
た
に
開
設
し
、
公
募
型
共
同
研
究
等
を
通
し
て
中
小
企
業
の

ビ
ジ
ネ
ス
創
出
支
援
に
取
り
組
ん
だ
。

 

第
三
期
中
期
目
標
期
間
の

終
了
時
に
見
込
ま
れ
る
業

務
実
績
評
価

 

全
体
評
価

 

法
人
の
業
務
等
に
係
る
監
査
の
指
摘
等

を
踏
ま
え
て
、
業
務
運
営
に
お
け
る
改
善

を
実
施
し
、
職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

推
進
等
に
確
実
に
取
り
組
む
こ
と
を
期

待
す
る
。

 

包
括
外
部
監
査
の
結
果
（
指
摘

6
件
、
意
見

1
4
件
）
に
基
づ
き
策
定

し
た
改
善
計
画
に
つ
い
て
、
四
半
期
ご
と
に
所
内
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
委
員
会
に
お
い
て
進
捗
状
況
の
確
認
を
行
い
、
速
や
か
な
改
善
を
図

っ
た
。

 

ま
た
、
指
摘
事
項
の
う
ち
、
薬
品
関
連
業
務
は
内
部
監
査
、
安
全
点

検
及
び
監
事
監
査
の
監
査
テ
ー
マ
と
し
て
も
実
施
し
、
改
善
に
取
り
組

ん
だ
。
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績
評
価

 

全
体
評
価

 

も
に
、
新
た
な
需
要
獲
得
に
向
け
た
中
小
企

業
の
取
組
を
支
援
す
る
こ
と
を
望
む
。

 

ま
た
、
第
四
期
中
期
目
標
期
間
に
向
け
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
室
準
備
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
都
産
技
研
が
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
上
で
の

課
題
や
問
題
点
を
洗
い
出
す
と
も
に
、
都
産
技
研
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、
職
員
用
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
調
達
を
行
っ
た
。

 

新
た
な
需
要
獲
得
に
向
け
た
中
小
企
業
の
取
組
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
中
小

企
業
の

5
G・

I
o
T・
ロ
ボ
ッ
ト
普
及
促
進
事
業
に
お
い
て
、
5
G
技
術
の
普
及
啓

発
や
中
小
企
業
に
よ
る

I
o
T
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
先
端
技
術
の
社
会
実
装
を
支
援

す
る
た
め
の
支
援
拠
点
「
D
X
推
進
セ
ン
タ
ー
」
を
新
た
に
開
設
し
、
公
募
型

共
同
研
究
等
を
通
し
て
中
小
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
支
援
に
取
り
組
ん
だ
。

 

第
三
期
中
期
目
標
期
間
の
終

了
時
に
見
込
ま
れ
る
業
務
実

績
評
価

 

全
体
評
価

 

法
人
の
業
務
等
に
係
る
監
査
の
指
摘
等
を
踏

ま
え
て
、
業
務
運
営
に
お
け
る
改
善
を
実
施

し
、
職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
等
に

確
実
に
取
り
組
む
こ
と
を
期
待
す
る
。

 

包
括
外
部
監
査
の
結
果
（
指
摘

6
件
、
意
見

1
4
件
）
に
基
づ
き
策
定
し
た

改
善
計
画
に
つ
い
て
、
四
半
期
ご
と
に
所
内
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
に

お
い
て
進
捗
状
況
の
確
認
を
行
い
、
速
や
か
な
改
善
を
図
っ
た
。

 

ま
た
、
指
摘
事
項
の
う
ち
、
薬
品
関
連
業
務
は
内
部
監
査
、
安
全
点
検
及
び

監
事
監
査
の
監
査
テ
ー
マ
と
し
て
も
実
施
し
、
改
善
に
取
り
組
ん
だ
。
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評
価
項
目

 
評
価
に
お
け
る
主
な
指
摘
事
項

 
2
0
2
0
年
度
の
業
務
運
営
等
へ
の
反
映
状
況

 

第
三
期
中
期
目
標
期
間
の

終
了
時
に
見
込
ま
れ
る
業

務
実
績
評
価

 

全
体
評
価

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
契
機

と
し
て
都
産
技
研
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進

め
る
と
と
も
に
、
新
た
な
需
要
獲
得
に
向

け
た
中
小
企
業
の
取
組
を
支
援
す
る
こ

と
を
望
む
。

 

都
産
技
研
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は
、

W
e
b
会
議
シ
ス
テ
ム
や
テ

レ
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
オ
ン
ラ
イ
ン

化
を
図
っ
た
。

 

ま
た
、
第
四
期
中
期
目
標
期
間
に
向
け
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
室
準

備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
都
産
技
研
が
デ
ジ
タ
ル
化
を

進
め
る
上
で
の
課
題
や
問
題
点
を
洗
い
出
す
と
も
に
、
都
産
技
研
の
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
た
め
の
イ
ン
フ

ラ
と
し
て
、
職
員
用
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
調
達
を
行
っ
た
。

 

新
た
な
需
要
獲
得
に
向
け
た
中
小
企
業
の
取
組
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
中
小
企
業
の

5
G
・

I
o
T
・
ロ
ボ
ッ
ト
普
及
促
進
事
業
に
お
い
て
、

5
G
技
術
の
普
及
啓
発
や
中
小
企
業
に
よ
る

I
o
T
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
先
端

技
術
の
社
会
実
装
を
支
援
す
る
た
め
の
支
援
拠
点
「

D
X
推
進
セ
ン
タ

ー
」
を
新
た
に
開
設
し
、
公
募
型
共
同
研
究
等
を
通
し
て
中
小
企
業
の

ビ
ジ
ネ
ス
創
出
支
援
に
取
り
組
ん
だ
。

 

第
三
期
中
期
目
標
期
間
の

終
了
時
に
見
込
ま
れ
る
業

務
実
績
評
価

 

全
体
評
価

 

法
人
の
業
務
等
に
係
る
監
査
の
指
摘
等

を
踏
ま
え
て
、
業
務
運
営
に
お
け
る
改
善

を
実
施
し
、
職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

推
進
等
に
確
実
に
取
り
組
む
こ
と
を
期

待
す
る
。

 

包
括
外
部
監
査
の
結
果
（
指
摘

6
件
、
意
見

1
4
件
）
に
基
づ
き
策
定

し
た
改
善
計
画
に
つ
い
て
、
四
半
期
ご
と
に
所
内
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
委
員
会
に
お
い
て
進
捗
状
況
の
確
認
を
行
い
、
速
や
か
な
改
善
を
図

っ
た
。

 

ま
た
、
指
摘
事
項
の
う
ち
、
薬
品
関
連
業
務
は
内
部
監
査
、
安
全
点

検
及
び
監
事
監
査
の
監
査
テ
ー
マ
と
し
て
も
実
施
し
、
改
善
に
取
り
組

ん
だ
。
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